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はじめに

認知症に関連した国の取り組みの中に「歯科医師の認知症対応力向上研修」が有り、平成 28 年度か

ら全国で開始され順調にその研修修了者数は増加している。また日本老年歯科医学会は新オレンジプ

ランを受け「認知症患者の歯科的対応および歯科医療のあり方：学会の立場表明」が発出された（平成

28 年学会 HP 上に掲載）。さらに日本医療研究開発機構（AMED）事業にて「認知症の人への歯科治

療ガイドライン」を発刊した（令和元年）。以上のように認知症の人の歯科治療・口腔健康管理を地域

で実施するための人材育成および啓発が進められている。

認知症施策推進大綱（令和元年）の基本的な考え方として「認知症の発症を遅らせ、認知症になって

も希望を持って日常生活を過ごせる社会を目指し認知症の人や家族の視点を重視しながら｢共生｣と

｢予防｣を車の両輪として施策を推進する」ことが謳われている。歯科口腔領域の調査研究において、

｢予防｣に焦点化した報告が多く注目されているが、「共生」に関する報告は十分とは言えない。認知症

の状況に応じた継続的な口腔健康管理を地域で実施するためには、認知症に関わる医療・介護連携に

歯科専門職が効果的に関わる方策を検討する必要がある。

「健康日本 21（第二次）」において、8020 運動の具体的な目標として 2022 年度までに 50％を達成

することが掲げられたが、目標よりも 5 年以上も早い 2016（平成 28）年には 50%を超え、高齢期口

腔健康管理は効果的に進められていると言えよう。その一方で 80 歳を超えると認知症の発症率は高ま

る。自身の歯数を多く維持する口腔健康管理に関する方策を進めた以上、認知症になってもその歯を

守ることは、口腔健康管理にかかわる者にとっての責務である。以上の課題を把握し方策を検討する

ために、本事業では、複数の調査の一つとして「認知症の人への歯科治療提供に関する地域資源等に関

する調査（市区町村認知症施策担当者、認知症疾患医療センター、郡市区歯科医師会などを対象）」を

行い、認知症の人の口腔健康管理を進める上での課題把握を行い、その他の調査の知見も含め本報告

書に取りまとめた。

本報告書が、我が国の認知症の人への継続的な口腔管理に関する医療・介護システム整備の一助に

なれば望外の喜びである。
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第 1 章 調査研究事業の概要 

1. 報告書概要

2. 実施体制

3. 検討の経過
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1. 報告書概要

【事業目的】

現在の高齢者は自身の歯を多く保有し、さらにデンタルインプラントが埋入されている例など、そ

の口腔環境は多様化している。その一方で認知機能が低下すると口腔清掃等の自立度が低下するだ

けでなく、介護職員による口腔清掃、歯科専門職による口腔管理も著しく困難になり、口腔衛生状態

の維持は困難となる。これらが原因となり歯科疾患発症リスクが高まり、歯の喪失などにより口腔機

能低下なども引き起こされ、さらに栄養障害のリスクも高まる。この対策として認知症の状況に応じ

た継続的な口腔管理を地域で実施することが求められる。本事業では以下 2 つの調査事業を実施し

た。

また、本事業で得た情報を基に認知症の状況に応じた高齢者の継続的な口腔管理等の地域連携シ

ステム構築に向けた提言を行った。

【調査事業 1】マニュアル作成（調査事業 2）の基礎的情報収集 
① 認知症の人への歯科治療提供に関する地域資源等に関する調査（郵送調査①）

1) 市区町村用（悉皆 1,741 件：認知症施策担当者を対象）

2) 認知症疾患医療センター（MCD）用　（悉皆 496 件：MCD 医師を対象）

3) 郡市区歯科医師会用（悉皆 741 件：歯科医師会会長を対象）

4) 居宅介護支援事業所用（抽出 1,050 件：ケアマネジャーを対象）

② 認知症の人への歯科治療提供時の負担度調査（郵送調査②）

（抽出 2,000 件：歯科医療機関を対象）

③ 認知症の人の歯科治療ニーズ調査（重症度別）実測調査（339 名）

【調査事業 2】「認知症の人の口腔管理マニュアル」作成を目的にモデル事業を実施 
① 口腔管理マニュアル（案）の有用性の実証およびマニュアル作成（モデル事業）

1） 石川県七尾市

2） 愛知県大府市

3） 香川県西部

4） 長崎県諫早市

② 認知症の状態に応じた継続的な口腔管理マニュアル「認知症の人の口を支えるマニュアル」

作成
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【調査事業 1】マニュアル作成（調査事業 2）の基礎的情報収集 
① 「認知症の人への歯科治療提供に関する地域資源等に関する調査」（郵送調査①）

※マニュアル（案）作成に資するデータ、情報を収集するために、郵送調査、実測調査を実施し

た。以下その結果概要を示す。

1） 市区町村調査

対象：認知症施策担当者 悉皆調査 1,741 件（1,107 件、回収率：63.6％）

目的：認知症ケアパスへの歯科医療機関記載状況実態から地域住民への認知症の人への歯科治

療情報提供に関する課題把握

 認知症ケアパスを作成しているのは、93.3％であった。

 認知症ケアパスを作成している市区町村に対し、認知症の経過と利用できる支援を示す図

の中に歯科医療が含まれているか尋ねたところ、「含まれている」と回答した市区町村は、

29.1％であった。

 認知症ケアパスを作成している市区町村に対し、医療機関一覧等の中に地域の歯科医療機

関や歯科医師会の在宅連携窓口などの連絡先を「記載している」市区町村は、14.1％であ

った。

 認知症ケアパスを作成している市区町村に対し、医療機関一覧等の中に地域の歯科医療機

関や歯科医師会の在宅連携窓口などの連絡先の記載について、認知症の経過と利用できる

支援を示す図の中に歯科医療が含まれているかどうかで比較すると、「図に歯科が含まれ

ている」市区町村では 30.2％、「図に歯科が含まれていない」市区町村では 7.6％であっ

た。

 市区町村において認知症初期集中支援チームに歯科医師（歯科医師会の代表者等）、また

は歯科衛生士（行政以外の所属）の参画状況は、「参画している」市区町村が、3.4％であ

った。

2） 認知症疾患医療センター（MCD）調査

対象：MCD 医師 悉皆 496 件（229 件、回収率：46.2％）

目的：診断後支援における口腔保健情報の支援および歯科医療機関との連携状況の実態から課

題把握

（参考データ）地域の歯科医療機関および病院歯科に対し、MCD と利用・依頼・連携等の経

験の有無を尋ねたところ、「はい」と回答した施設は、歯科医療機関で 4.9％、病院歯科で 7.5％
であった。

（令和 2 年度老人保健健康増進等事業「認知症の状況に応じた高齢者の継続的な口腔機能管理

等に関する調査研究事業」）
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 連携できる歯科医療機関の有無を尋ねたところ、「ある」と回答した MCD は、69.4％であ

った。

 MCD の院内における歯科併設の有無で比較すると、連携できる歯科医療機関が「ある」

と回答した MCD は、歯科が併設されている MCD では 82.0％、歯科が併設されていない

MCD では 59.7％であった。

 連携できる歯科医療機関の選定に困った経験の有無を尋ねたところ、困った経験「なし」

と回答した MCD は、81.7％であった。

 MCD の院内における歯科併設の有無で比較すると、連携できる歯科医療機関の選定に困

った経験「なし」と回答した MCD は、歯科が併設されている MCD では 81.0％、歯科が

併設されていない MCD では 82.2％であり有意な差は無かった。

 困った経験「あり」と回答した 10.9％の対応課題として、「認知症に対応可能な歯科医療

機関情報が無い」ことに関連する指摘が多かった。

3） 郡市区歯科医師会調査

対象：歯科医師会会長 悉皆 741 件（534 件、回収率：72.1％）

目的：各郡市区歯科医師会としての地域認知症施策の情報把握・参画状況および認知症関連イ

ンフラとの連携・多職種研修の実態から課題把握

 市区町村の認知症ケアパス作成に関与しているか尋ねたところ、「関与している」と回答

した郡市区歯科医師会は、30.3％であった。

 認知症ケアパス作成に関与している郡市区歯科医師会において、「電話番号も含めて歯科

に関する記載がある」と回答した郡市区歯科医師会は、33.3％であった。

 市区町村の認知症初期集中支援チームへの参画について尋ねたところ、歯科医師（歯科医

師会の代表者等）または歯科衛生士（行政以外の所属）が参画している郡市区歯科医師会

は、29.4％であった。

 MCD が開催している、認知症疾患医療センター地域連携会議の開催に関する連絡の有無

を尋ねたところ、「連絡がある」と回答した郡市区歯科医師会は、23.7％であった。

 認知症疾患医療センター地域連携会議への参画の依頼に対し、実際に「参画している」郡

市区歯科医師会は、80.0％であった。

 会員の認知症対応力向上研修の受講状況について、「把握している」と回答した郡市区歯

科医師会は、39.1％であった。

 認知症・障がい者・車いす対応の有無が分かる一覧（医療機関名簿等）がある郡市区歯科

医師会は、47.0％であった。
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4） 居宅介護支援事業所調査

対象：ケアマネジャー 抽出 1,050 件（564 件、回収率：53.7％）

目的： 認知症の人の口腔健康課題の把握状況、歯科との連携状況、歯科とのケアプラン共有状

況の実態から課題把握

 担当している認知症の人の歯科治療に対応できる担当地域内の歯科医療機関について、

「知っている」と回答したケアマネジャーは、68.6％であった。

 歯科治療に対応できる担当地域内の歯科医療機関を「知っている」と回答したケアマネジ

ャーのうち、歯科医療機関の一覧を持っている者は、37.1％であった。

 歯科治療に対応できる担当地域内の歯科医療機関を「知っている」と回答したケアマネジ

ャーのうち、歯科医療機関に関する情報元としては、「口コミ」が 36.8％と最も多く、次

いで、「歯科医療機関作成のパンフレット等」が 33.4％、「歯科医師会からの情報」が 31.7％
であった。

② 「認知症の人への歯科治療提供時の負担度調査」（郵送調査②）

対象：歯科医療機関 抽出 2,000 件（972 件、回収率：48.6％）

 認知症の人の診療にかかる時間について、認知症高齢者の日常生活自立度ごとに尋ねたと

ころ、最も多かったのは、自立度Ⅱでは「約 1.5 倍」が 41.4％、自立度Ⅲでは「約 2 倍」

が 36.6％ 、自立度Ⅳでは「約 2 倍」が 33.5％であった。

 認知症の人の診療にかかる労力について、認知症高齢者の日常生活自立度ごとに尋ねたと

ころ、最も多かったのは、自立度Ⅱでは「同じ」が 51.2％、自立度Ⅲでは「約 1.5 倍」が

34.7％ 、自立度Ⅳでは「約 2 倍」が 36.5％であった。

 認知症の人の診療にかかる時間について、認知症高齢者の日常生活自立度Ⅱ～Ⅳを想定し

た疑似事例ごとに尋ねたところ、最も多かったのは、自立度Ⅱでは「約 1.5 倍」が 41.2％、

自立度Ⅲでは「約 2 倍」が 46.8％ 、自立度Ⅳでは「約 2 倍」が 41.4％であった。

 認知症の人の診療にかかる労力について、認知症高齢者の日常生活自立度Ⅱ～Ⅳを想定し

た疑似事例ごとに尋ねたところ、最も多かったのは、自立度Ⅱでは「約 1.5 倍」が 37.3％、

自立度Ⅲでは「約 2 倍」が 43.8％ 、自立度Ⅳでは「約 2 倍」が 41.4％であった。
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③ 認知症の人を対象とした口腔管理ニーズ実測調査

調査趣旨：認知症高齢者を対象とした口腔管理ニーズ調査を実施した。本調査は認知症の重症度

（認知症高齢者の日常生活自立度）別に、歯科治療・口腔機能支援ニーズの実態を整理する目的

で実施された。

対象：A 県 Y 市 O 地区 介護保険施設入所者 339 名

調査項目：歯科治療ニーズの有無（口腔衛生介助ニーズ、歯周疾患治療ニーズ、う蝕治療ニーズ、

抜歯ニーズ、粘膜疾患治療ニーズ）、認知症高齢者の日常生活自立度であった。解析は認知症高

齢者の日常生活自立度、Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ以上（Ⅲ、Ⅳ、M）各郡別に比較検討した（χ二乗検定）。

 認知症の重度化と全ての口腔管理ニーズ項目でその割合に有意な相関を認めた。

 口腔衛生介助ニーズ、歯周疾患治療ニーズ、う蝕治療ニーズ、抜歯ニーズの割合は、認知

症高齢者の日常生活自立度ⅠとⅡおよびⅢ以上で有意に高率であった。

 粘膜疾患への対応ニーズは、認知症高齢者の日常生活自立度Ⅲ以上で有意に高率であった。 

考察：口腔管理ニーズは認知症の重症度が高いほど有意に高率であることが、客観的データと

しても確認された。また、口腔管理ニーズは認知症高齢者の日常生活自立度ⅡおよびⅢ以上で

高まることが示された。今後、実態調査で口腔関連状況等が把握された集団を対象に、口腔管

理マニュアル等の有効性の検証も実施する必要性がある。
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【調査事業 2】「認知症の人の口腔管理マニュアル」作成を目的にモデル事業を実施 
① 口腔管理マニュアル（案）の有用性の実証およびマニュアル作成（モデル事業）

モデル地区を選定し、調査事業 1 の結果も参考に作成した認知症の状態に応じた継続的な口腔

管理マニュアル「認知症の人の口を支えるマニュアル（案）」の有用性の実証を行った。モデル

地区は、MCD など認知症に関する診断や症状への対応、相談機能を有した医療機関と、認知症

の人の歯科治療に関する連携を実施している地域を中心に、以下 4 地区を選定し、その特徴を記

載した（4 地区の活動内容の詳細については報告書記載参照）。 

1） 石川県七尾市

認知症疾患医療センターが指定されている公立病院の歯科口腔外科における認知症医療連

携

2） 愛知県大府市

認知症疾患医療センターのある一般病院と院内歯科における連携開始例について

3） 香川県西部

認知症診療を担う病院を中心とした歯科医療提供体制構築を目的とした機能的な医科歯科

連携体制の構築

4） 長崎県諫早市

認知症への偏見をなくす取り組みに歯科医師が参画し、関係職種の歯科への心理的障壁を

なくす取り組みを行っているケース

作成した「認知症の人の口を支えるマニュアル（案）」についてのモデル地区の事例およびコ

メント等を参考にマニュアルのブラッシュアップを行い、令和 4 年度マニュアル（以下マニュア

ル）を作成した。

マニュアルは歯科医療従事者を対象とした媒体とし、内容は認知症の人の口への支援を進める

上で必要な情報（国の認知症施策の動向、認知症を主な視点とした連携づくりの課題・事例など）

を記載した。
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② 認知症の状態に応じた継続的な口腔管理マニュアル「認知症の人の口を支えるマニュアル」作成



【認知症高齢者の状況に応じた継続的な口腔管理等の地域連携システム構築に向けた提言】

歯科保健医療の提供体制の目指すべき姿として、平成 29 年に「歯科保健医療ビジョン」が示さ

れた。また、全世代型社会保障検討会議の中間報告（令和元年）において、社会保障全般にわたる

持続可能な改革を検討するために医療提供体制の改革が必要とされ、地域の状況に応じた歯科医療

提供体制の構築が求められた。以上の背景には、少子高齢化による人口構成の変化や歯科疾患の罹

患状況の変化、歯科保健医療に対するニーズの多様化などにより、歯科保健医療を取り巻く状況は

大きく変化していることがある。さらに令和 4 年度厚生労働省委託事業において、「①歯科診療所

機能の充実強化（かかりつけ歯科医機能の強化の取組み等）」「②病院歯科の機能分化の推進（病院

歯科の役割の明確化等）、地域の歯科診療所との連携推進」「③介護施設における歯科保健医療の推

進」「④地域包括支援センターとの連携による歯科保健医療の推進等」などの視点で歯科医療提供

体制推進に関する議論が進められた。

認知症関連の国の動向としては、厚生労働省が 2011 年に「認知症になっても住み慣れた地域で

安心して生活を継続する」ことを目的として、認知症施策検討プロジェクトチームを立ち上げ、

2012 年報告書「今後の認知症施策の方向性について」の中で、認知症施策の具体的な方針を打ち

出した。また同年厚生労働省は、認知症施策の方向性として 2013 年度（平成 25 年度）から 2017 
年度（平成 29 年度）までの取り組みを示した「認知症施策推進 5 か年計画（オレンジプラン）」を

提示した。さらに、新オレンジプラン（認知症施策推進総合戦略）が発表された。この中で以前よ

り認知症初期集中支援チームとかかりつけ歯科医は連携を取ることを求められていたが、さらに早

期診断・早期対応等を目的とした体制整備を目的に歯科医師の認知症対応力向上研修実施が明文化

された。さらに、認知症施策推進大綱（令和元年）の基本的な考え方として「認知症の発症を遅ら

せ、認知症になっても希望を持って日常生活を過ごせる社会を目指し認知症の人や家族の視点を重

視しながら「共生」と「予防」を車の両輪として施策を推進する」ことが謳われた。

認知症高齢者の状況に応じた継続的な口腔管理等の地域連携システム構築には、歯科医療提供体

制推進と認知症関連施策（認知症施策推進大綱等）が連動することが望まれる。以上の視点と本調

査事業知見を踏まえ提言を以下に示す。

I. 歯科医療提供体制構築における認知症に焦点化したシステムづくりが必要

地域歯科診療所での認知症が原因の困難事例の主な紹介先として、高次医療機関（病院）歯科・

口腔外科（以下、病院歯科）が受け入れの機能を求められていた 1）。病院歯科への調査では「認知

症の人の受け入れが可能」な施設は 3 割にとどまり、「断る」との回答は約 2 割であった 1）（図 1
参照）。これらの結果は、既存の歯科医療連携体制のみでの認知症の人への継続的な口腔管理等の

十分な提供の困難さを示唆するものであった。以上を打開するためには、歯科医療提供体制整備に

おいて、認知症医療連携に関わる、認知症地域支援推進員、認知症初期集中支援チーム、認知症サ

ポート医、認知症疾患医療センター等の位置付けを明確化することが必要である。また、認知症診

断後支援における歯科医療提供体制を整備する上での課題および対応策を整理することが必要であ

る。特に、認知症サポート医、認知症疾患医療センター等との連携システム構築が重要でありその

システムは地域特性を踏まえることが望ましい。
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（参考）認知症に関する複数の公的保険報酬が整備されている。介護報酬では、認知症に関する研修を修了した

職員を配置、認知症の症状の進行の緩和に繋がるケアを提供することを評価する認知症加算など、医科診療報酬

では認知症専門看護師を中心にチームを作り意思決定支援等の対応することなどに対し、認知症入院患者に対す

る対応力を評価した認知症ケア加算、認知症患者に対する支援体制の確保に協力している医師が、認知症患者の

療養上の指導や他の保険医療機関に対し療養方針に係る助言などの行為を評価した認知症サポート指導料など

が整備されている。
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II. 認知症高齢者の状況に応じた継続的な口腔管理等実施上での歯科口腔保健関連医療・介護保険

制度整備が必要

本事業の歯科医療従事者を対象とした「認知症の人への歯科治療提供時の負担度調査」では、認知

症高齢者の日常生活自立度別で、認知症を併存しない人と認知症の人を比較した歯科治療の要する

「時間」「労力」を調査した。自立度Ⅱおよび自立度Ⅲにおいて、「時間」「労力」ともに増加してい

た（図 2 参照）。歯科治療が対象疾患（う蝕、歯周病など）は、口腔内に治療器具などを口腔内に挿

入実施する必要がある。認知症の人にとって、こういった一連の歯科治療受容は認知症が重度化する

ことにより困難なことが多く、このことにより歯科治療困難事例となり、口腔疾患が重症化してしま

うケースを生む可能性がある。本事業調査では、その「困難さ」が、認知症高齢者の日常生活自立度

において自立度Ⅱ、自立度Ⅲで増加（1.5～2 倍）することが把握された。これらの結果を踏まえた

対応の一つとして、歯科医療従事者向けの認知症対応力向上研修等の充実と、研修を受けた者が関わ

る行為に対する歯科口腔保健関連医療・介護保険制度報酬などの整備が必要と考える。特に報酬整備

においては、認知症に関する情報の共有（かかりつけ医など）の有無、認知症重症度などを踏まえた

歯科治療提供を評価するなどの視点が必要と考える。



参考

1）厚生労働省令和 3 年度老人保健健康増進等事業「認知症の状況に応じた高齢者の継続的な口腔機能

管理に関する調査研究事業」報告書（https://www.tmghig.jp/research/info/archives/014345/）
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2. 実施体制

本事業における調査の設計及び分析、結果のとりまとめ等に関する検討を行うため、関係者 23 名

から構成される検討委員会を設置した。

【検討委員会委員名簿】（五十音順）  〇研究代表者

氏  名 所  属

荒井 秀典 国立長寿医療研究センター 理事長

粟田 主一 東京都健康長寿医療センター研究所 社会科学系 副所長

井藤 佳恵 東京都健康長寿医療センター研究所 認知症支援推進センター センター長

今井 裕 一般社団法人日本歯科専門医機構 理事長

岩﨑 正則
東京都健康長寿医療センター研究所

自立促進と精神保健研究チーム 研究副部長

枝広 あや子
東京都健康長寿医療センター研究所

自立促進と精神保健研究チーム 研究員

大野 友久 浜松市リハビリテーション病院 歯科部長

大堀 嘉子 株式会社紫恩 相談役・介護支援専門員

小玉 剛 公益社団法人日本歯科医師会 常務理事

櫻井 孝 国立長寿医療研究センター 研究所長／もの忘れセンター長特任補佐

白部 麻樹
東京都健康長寿医療センター研究所

自立促進と精神保健研究チーム 研究員

高田 靖 公益社団法人東京都豊島区歯科医師会 会長

竹内 嘉伸 富山県南砺市地域包括支援センター 主幹・センター長補佐

恒石 美登里 日本歯科総合研究機構 主任研究員

西村 一弘 公益社団法人日本栄養士会 常任理事

野原 幹司
大阪大学大学院歯学研究科

高次能口腔機能学講座顎口腔機能治療学教室 准教授

〇平野 浩彦
東京都健康長寿医療センター 歯科口腔外科部長

東京都健康長寿医療センター研究所 自立促進と精神保健研究チーム 研究部長

水口 俊介 一般社団法人日本老年歯科医学会 理事長

本川 佳子
東京都健康長寿医療センター研究所

自立促進と精神保健研究チーム 研究員

森下 志穂 明海大学 保健医療学部口腔保健学科 講師

山田 律子 北海道医療大学 看護福祉学部看護学科 教授

吉田 直美 公益社団法人日本歯科衛生士会 会長

渡邊 裕 北海道大学大学院歯学研究院 口腔健康科学分野 高齢者歯科学教室 准教授
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【協力研究員名簿】（五十音順）

氏  名 所  属

相田 順子
東京都健康長寿医療センター研究所

自立促進と精神保健研究チーム 非常勤研究員

金久 弥生
明海大学 保健医療学部口腔保健学科 教授

東京都健康長寿医療センター研究所 自立促進と精神保健研究チーム 非常勤研究員

木村 年秀 まんのう町国民健康保険造田歯科診療所 所長

釘宮 嘉浩
国立長寿医療研究センター 歯科口腔外科部

東京都健康長寿医療センター研究所 自立促進と精神保健研究チーム 非常勤研究員

後藤 拓朗 三豊総合病院 歯科保健センター 医長

中村 純也 国立長寿医療研究センター 歯科口腔外科部

那須 郁夫
東京都健康長寿医療センター研究所

自立促進と精神保健研究チーム 非常勤研究員

西田 直美
東京都健康長寿医療センター研究所

自立促進と精神保健研究チーム 非常勤研究員

橋村 靜治 諫早市歯科医師会 専務理事

長谷 剛志 公立能登総合病院 歯科口腔外科部長

星野 大地
東京都健康長寿医療センター研究所

自立促進と精神保健研究チーム 非常勤研究員

増山 隆一 増山歯科医院 院長

松原 ちあき
静岡県立大学短期大学部歯科衛生学科 講師

東京都健康長寿医療センター研究所 自立促進と精神保健研究チーム 非常勤研究員

本橋 佳子
東京都健康長寿医療センター研究所

自立促進と精神保健研究チーム 非常勤研究員

【事務局】地方独立行政法人 東京都健康長寿医療センター  谷 正隆
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3. 検討の経過

検討委員会では、期間中に計 20 回の会議を開催し、本事業における調査の設計および結果の取

りまとめ、マニュアル作成等について検討を行った。

各回における検討事項等の概要は下表のとおりである。

回数 開催日 検討事項

第 1 回 令和 4 年  6 月 20 日 調査事業 1 郵送調査に関する検討（コアメンバー） 
第 2 回 令和 4 年  6 月 23 日 調査事業 2 モデル地区の検討（コアメンバー） 
第 3 回 令和 4 年 7 月 25 日 第 1 回委員会の開催 
第 4 回 令和 4 年  7 月 25 日 調査事業 2 マニュアル作成に関する検討（作業委員会） 
第 5 回 令和 4 年  8 月 17 日 調査事業 2 マニュアルの効果検証に関する検討（作業委員会） 
第 6 回 令和 4 年  9 月  9 日 調査事業 1 郵送調査の調査項目に関する検討（コアメンバー） 
第 7 回 令和 4 年  9 月 13 日 調査事業 2 マニュアルの効果検証に関する検討（作業委員会） 
第 8 回 令和 4 年  9 月 16 日 調査事業 1 郵送調査の調査項目に関する検討（コアメンバー） 
第 9 回 令和 4 年  9 月 27 日 調査事業 1 郵送調査の調査項目に関する検討（コアメンバー） 
第 10 回 令和 4 年 10 月 4 日 調査事業 1 郵送調査の調査項目に関する検討（コアメンバー） 
第 11 回 令和 4 年 10 月 18 日 調査事業 1 郵送調査の調査項目に関する検討（委員回覧） 
第 12 回 令和 4 年 11 月 15 日 調査事業 2 マニュアルの効果検証に関する検討（作業委員会） 
第 13 回 令和 4 年 11 月 21 日 調査事業 1 郵送調査の調査項目に関する検討（コアメンバー） 
第 14 回 令和 4 年 11 月 22 日 調査事業 2 マニュアル作成に関する検討（作業委員会） 
第 15 回 令和 5 年 1 月 13 日 調査事業 1 郵送調査・調査事業 2 効果検証の検討（コアメンバー） 
第 16 回 令和 5 年 2 月 24 日 調査事業 1 郵送調査の解析結果に関する検討（コアメンバー） 
第 17 回 令和 5 年 2 月 28 日 調査事業 1 郵送調査の解析結果に関する検討（委員回覧） 
第 18 回 令和 5 年 3 月 1 日 第 2 回委員会の開催 
第 19 回 令和 5 年 3 月 1 日 報告書作成に関する検討（コアメンバー）

第 20 回 令和 5 年 3 月 8 日 報告書作成に関する検討（委員回覧）
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第 2 章 調査事業 1 認知症の人の口腔管理に関する調査 

1. 郵送調査：実施概要

2. 郵送調査①：市区町村

3. 郵送調査①：認知症疾患医療センター

4. 郵送調査①：郡市区歯科医師会

5. 郵送調査①：居宅介護支援事業所

6. 郵送調査②：地域歯科医療機関

7. 実測調査
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1. 郵送調査：実施概要

（1）調査対象

 郵送調査①

認知症の人への歯科治療提供に関する地域資源の把握を目的に実施した。調査対象は以下

の通りである。

A. 市区町村 認知症施策担当者 計 1,741件 
全国の市区町村（悉皆）の認知症施策担当者を対象とした。

B. 認知症疾患医療センター   計 496 件 
全国の認知症疾患医療センター（悉皆）を対象とした。

C. 郡市区歯科医師会 計 741 件 
全国の郡市区歯科医師会（悉皆）を対象とした。

D. 居宅介護支援事業所 計 1,050件 
全国の居宅介護支援事業所のうち、1,050 件（抽出）を対象とした。 

 郵送調査②

認知症の人への歯科治療提供時の負担度の把握を目的に実施した。調査対象は以下の通りで

ある。

E. 歯科医療機関 計 2,000件 
全国の在宅療養支援歯科診療所 1または在宅療養支援歯科診療所 2算定事業所のうち、2,000 

件（抽出）を対象とした。

（2）調査方法

本調査は、紙調査票の配布・回収による郵送調査を実施した。

（3）実施時期

郵送調査①は、令和 4 年 12 月、郵送調査②は、令和 5 年 1 月に実施した。

（1） 回収状況

調査票の最終回収状況は、以下の通りである。

調査票の種類 調査対象数 有効回答数 有効回答率

A. 市区町村 認知症施策担当者 1,741 1,107 63.6％ 
B. 認知症疾患医療センター 496 229 46.2％ 
C. 郡市区歯科医師会 741 534 72.1％ 
D. 居宅介護支援事業所 1,050 564＊ 53.7％* 
E. 歯科医療機関 2,000 972 48.6％ 

令和 5 年 2 月 23 日到着分までとした。 
*1 事業所より複数回答を得られた場合も有効回答数に含めた。
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2. 郵送調査①：A. 市区町村 認知症施策担当者

（1）認知症ケアパス＊について

＊認知症発症予防から人生の最終段階まで、認知症の容態に応じ、相談先や、いつ、どこで、どのよう

な医療・介護サービスを受ければいいのか、これらの流れをあらかじめ標準的に示したもの。

i. 認知症ケアパス作成の有無

回答があった市区町村（1,107 ヶ所）のうち、認知症ケアパスを作成しているのは 93.3％
（1,033 ヶ所）であった。 

図表 1 認知症ケアパス作成の有無

ii. 認知症の経過と利用できる支援を示す図への歯科医療の記載の有無

認知症ケアパスを作成している市区町村（1,033 ヶ所）のうち、認知症の経過と利用できる

支援を示す図の中に、歯科医療が含まれている市区町村は 29.1％（301 ヶ所）であった。 

図表 2 認知症の経過と利用できる支援を示す図への歯科医療の記載の有無

iii. 医療機関一覧等における歯科医療機関・歯科医師会の連絡先の記載の有無

認知症ケアパスを作成している市区町村（1,033 ヶ所）のうち、医療機関一覧等の中に、地

域の歯科医療機関や歯科医師会の在宅連携窓口など、認知症の人が連絡を取れるように連絡先

を記載している市区町村は 14.1％（146 ヶ所）であった。 

図表 3-1 医療機関一覧等における歯科医療機関・歯科医師会の連絡先の記載の有無

93.3 6.6 0.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=1,107）

作成している 作成していない（作成中・検討中含む） 分からない

29.1 70.2 0.1 0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=1,033）

含まれている 含まれていない 分からない 無回答

14.1 84.7 1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=1,033）

記載している 記載していない 無回答
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認知症の経過と利用できる支援を示す図への歯科医療の記載別では、連絡先を記載している

割合は、図内に歯科医療が「含まれている」市区町村では 30.2％（91 ヶ所）、「含まれていな

い」市区町村では 7.6％（55 ヶ所）であった。 

図表 3-2 医療機関一覧等における歯科医療機関・歯科医師会の連絡先の記載の有無
（歯科医療の記載ごと）

（2）認知症初期集中支援チーム＊について

＊認知症発症予防から人生の最終段階まで、認知症の容態に応じ、相談先や、いつ、どこで、どのよう

な医療・介護サービスを受ければいいのか、これらの流れをあらかじめ標準的に示したもの。

認知症初期集中支援チームへの歯科医師（歯科医師会の代表者等）、または歯科衛生士（行政以

外の所属）の参画状況は、「参画している」と回答した市区町村は 3.4％（38 ヶ所）であった。 

図表 4 認知症初期集中支援チームへの歯科の参画

（3）地域ケア会議について

i. 地域ケア会議の開催状況

地域ケア会議（個別ケースの検討または地域課題の検討）を開催している市区町村は 98.0％
（1,085 ヶ所）であった。 

図表 5 地域ケア会議の開催状況

30.2 

7.6 

69.1 

91.6 

0.7 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

含まれている

（n=301）

含まれていない

（n=725）

記載している 記載していない 無回答

3.4 95.9 0.4 0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=1,107）

参画している 参画していない 分からない 無回答

98.0 1.9 0.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=1,107）

開催している 開催していない 分からない
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ii. 認知症の人に関する個別ケースや地域課題の検討

地域ケア会議を開催している市区町村（1,085 ヶ所）のうち、認知症の人に関する個別ケー

スや地域課題の検討を行ったことのある市区町村は、94.5％（1,025 ヶ所）であった。

図表 6 認知症の人に関する個別ケースや地域課題の検討

iii. 認知症の人に関する地域ケア会議への歯科の参画

地域ケア会議において認知症の人に関する検討を行っている市区町村（1,025 ヶ所）のう

ち、歯科医師（歯科医師会の代表者等）、または歯科衛生士（行政以外の所属）の参画状況

は、「参画している」と回答した市区町村は 49.4％（506 ヶ所）であった。 

図表 7 認知症の人に関する地域ケア会議への歯科の参画 

（4）介護保険事業計画策定への歯科の参画

第 9 期介護保険事業計画策定において、歯科医師（歯科医師会の代表者等）、または歯科衛生士

（行政以外の所属）が「参画している」と回答した市区町村は 54.9％（608 ヶ所）であった。

図表 8 介護保険事業計画策定への歯科の参画 

94.5 4.3 1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=1,085）

検討している 検討していない 分からない

49.4 48.0 2.2 0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=1,025）

参画している 参画していない 分からない 無回答

54.9 34.7 9.9 0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=1,107）

参画している 参画していない 分からない 無回答
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（5）認知症の人の口に関する困りごとについて

認知症の人の口腔ケアや歯科治療に関して、「課題がある」と回答した市区町村は 46.7％（517
ヶ所）であった。

図表 9 認知症の人の口に関する課題の有無 

具体的な課題の内容は、次のカテゴリに分けられた（①【対応可能な歯科医療機関の情報の

不足】、②【歯科に関する情報の不足】、③【歯科に関する要望】、④【歯科治療の必要性の把握

が困難】、⑤【歯科受診に繋がらない】、⑥【歯科受診時・継続について】、⑦【問診・説明・支

払い等】、⑧【歯科治療について】、⑨【口腔ケア実施について】、⑩【口腔衛生状態不良】、⑪

【義歯管理】、⑫【認知症発症前を含めたかかりつけ歯科・定期的歯科受診の必要性】、⑬【訪

問歯科診療について：体制等】、⑭【訪問歯科診療について：地域資源】、⑮【介護・治療にお

ける歯科の優先度が低い】、⑯【歯科に対する理解・啓発（全般）】、⑰【歯科に対する理解・啓

発（本人・家族等）】、⑱【歯科に対する理解・啓発（支援者）】、⑲【家族の介護負担につい

て】、⑳【課題を把握できていない】、㉑【認知症ケアパス・認知症初期集中支援チームについ

て】、㉒【連携について（歯科専門職）】、㉓【連携について（歯科専門職以外）】、㉔【全身との

関連・栄養等について】、㉕【地域資源・特性に関連する課題：歯科医療機関・人材】、㉖【地

域資源・特性に関連する課題：サービス・体制等】、㉗【その他】）。すべての回答は、次の通

り。

46.7 6.2 46.8 0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=1,107）

課題がある 課題はない 分からない 無回答
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（
5）

認
知

症
の
人
の
口
に
関
す
る
困
り
ご
と

原
則
と
し

て
原
文

マ
マ

（
明

ら
か

な
誤

字
は

修
正

の
う
え

記
載

）
 

①
【

対
応

可
能

な
歯
科
医
療
機
関
の
情
報
の

不
足

】


本
人
・
家
族
の
口
腔
に
対
す
る
意
識
の
向
上
。
認
知
症
の
患
者
さ
ん
の
治
療
だ

け
で
な
く
、
認
知
症
を
理
解
し
対
応
し
て
く
れ
る
病
院
の
把
握
。


口
腔
ケ
ア
が
本
人
、
家
族
で
行
え
な
く
な
っ
た
場
合
や
歯
科
に
連
れ
て
い
け
な

い
場
合
、
治
療
を
落
ち
着
い
て
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
不

安
を
抱
え
る
家
族
に
対
し
て
、
認
知
症
の
方

が
安
心
し
て
治
療
を
受
け
ら
れ
る

工
夫
を
歯
科
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
に
し
て

い
る
か
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て

も
、
歯
科
か
ら
発
信
し
て
も
ら
え
る
と
、
紹

介
し
や
す
い
。


大
学
病
院
や
歯
科
医
師
会
で
、
受
け
入
れ
て
い
る
こ
と
は
把
握
し
て
い
る
が
、

認
知
症
の
方
の
治
療
を
お
こ
な
っ
て
い
る
個

人
歯
科
医
院
の
把
握
が
で
き
て
い

な
い
た
め
、
例
え
ば
お
住
ま
い
の
ご
近
隣
で

治
療
を
受
け
た
い
と
い
う
希
望
が

あ
っ
た
場
合
、
各
自
で
連
絡
を
し
て
確
認
を

し
て
も
ら
う
方
法
し
か
な
い

こ
と

が
課
題
で
あ
る
と
感
じ
る
。


口
腔
ケ
ア
や
診
療
を
お
願
い
す
る
際
、
認
知
症
の
方
ご
本
人
の
性
格
や
病
気
の

特
性
を
き
ち
ん
と
お
伝
え
し
た
い
と
思
う
が

、
ど
の
歯
科
医
院
に
相
談
す
れ
ば

良
い
か
（
認
知
症
の
方
も
診
て
い
た
だ
け
る
か
）
わ
か
ら
な
い
。


認
知
症
に
配
慮
し
て
診
療
を
し
て
く
れ
る
病

院
の
リ
ス
ト
が
な
い
。
個
別
に
電

話
で
相
談
を
し
て
い
る
現
状
が
あ
る
。


歯
科
医
院
は
あ
る
が
、
在
宅
診
療
対
応
で
き

る
医
院
が
少
な
い
。
認
知
症
の
人

の
診
療
を
し
て
い
る
か
、
把
握
し
て
い
な
い
。


認
知
症
に
理
解
が
あ
る
歯
科
医
師
等
の
把
握

が
で
き
て
い
な
い
。


歯
医
者
さ
ん
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
、
と
は

言
え
る
が
、
認
知
症
の
患
者
に
ど

の
問
度
の
治
療
が
可
能
な
の
か
、
個
々
の
歯
科
医
が
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て

く
れ
る
の
か
は
把
握
出
来
て
い
な
い
。


認
知
症
の
人
が
通
い
や
す
い
歯
科
は
把
握
し
て
い
な
い
。


認
知
症
の
人
で
、
誤
嚥
性
肺
炎
の
リ
ス
ク
が
あ
る
方
等
に
対
応
で
き
る
機
関
が

分
か
ら
な
い
と
い
う
声
を
聴
く
。
歯
科
医
師
会
は
協
力
的
で
あ
る
が
、
行
政
や

推
進
員
、
ま
た
歯
科
医
師
と
の
連
携
に
つ
い
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
が
な
い

為
、
連
携
方
法
に
課
題
が
あ
る
。


か
か
り
つ
け
歯
科
医
が
、
訪
問
診
療
に
対
応
し
て
い
る
か
な
ど
の
情
報
を
入
手

し
に
く
い
。


認
知
症
の
人
の
口
腔
ケ
ア
や
歯
科
治
療
を
行
っ
て
い
る
歯
科
医
院
の
情
報
が
少

な
い
こ
と
も
課
題
で
あ
る
。


家
族
や
口
腔
ケ
ア
・
歯
科
治
療
を
受
け
さ
せ
た
い
か
と
考
え
て
も
、
認
知
症
を

理
由
に
断
ら
れ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
在
宅
で
は
十
分
な
口
腔
ケ
ア
が
出

来
ず
、
歯
が
抜
け
て
も
そ
の
ま
ま
の
方
が
い
る
。


認
知
症
状
の
強
い
方
が
安
心
し
て
受
診
で
き
る
地
域
の
歯
科
医
院
が
わ
か
る

と
、
受
診
を
す
す
め
や
す
い
。


重
度
の
認
知
症
に
な
る
と
診
療
可
能
な
歯
科
が
市
内
に
な
い
（
奈
良
県
心
身
障

害
者
歯
科
衛
生
診
療
所
に
受
診
し
て
い
る
が
、
予
約
が
な
か
な
か
取
れ
な
い
と

聞
い
て
い
る
）
。


認
知
症
の
方
を
受
け
入
れ
て
い
る
歯
科
が
分
か
ら
な
い
。


 「
入
れ
歯
が
合
わ
な
い
」
と
言
っ
て
頻
回
に
受
診
す
る
ケ
ー
ス
。
独
居
で
あ
り
、

歯
科
医
院
で
は
誰
に
相
談
す
れ
ば
良
い
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。

②
【

歯
科

に
関

す
る
情
報
の
不
足
】


認
知
症
の
方
が
活
用
で
き
る
口
腔
ケ
ア
、
歯
科
治
療
に
関
す
る
情
報
提
供
に
つ

い
て
。


認
知
症
と
口
腔
ケ
ア
の
関
係
性
の
周
知
が
不
十
分
で
あ
る
。


認
知
症
と
口
腔
ケ
ア
に
深
い
関
連
が
あ
る
こ
と
の
周
知
（
啓
発
）
が
不
足
し
て

い
る
。
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
口
腔
ケ
ア
の
重
要
性
に
つ
い
て
周
知
が
必
要
で
あ
る
。


口
腔
に
関
す
る
情
報
収
集
が
不
足
し
て
い
る
。


認
知
症
の
方
の
口
腔
・
歯
科
に
関
す
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
ツ
ー
ル
や
判

断
の
方
法
や
支
援
に
つ
い
て
な
ど
、
情
報
が

あ
れ
ば
知
り
た
い
。


口
腔
ケ
ア
と
認
知
症
と
の
関
連
に
つ
い
て
の
情
報
発
信
の
不
足
。
認
知
症
の
方

の
普
段
の
具
体
的
な
口
腔
ケ
ア
支
援
に
つ
い

て
の
情
報
が
少
な
い
。


口
腔
ケ
ア
、
定
期
的
な
歯
科
検
診
や
治
療
を
行
う
こ
と
で
疾
病
予
防
や
認
知
症

等
で
介
護
が
必
要
な
状
態
と
な
ら
ず
健
康
寿

命
を
の
ば
す
こ
と
に
つ
い
て
周

知
、
啓
発
が
必
要
と
考
え
ま
す
。


認
知
症
の
人
に
対
し
て
の
口
腔
ケ
ア
に
関
し

て
の
情
報
が
十
分
で
な
く
、
分
析

で
き
て
い
な
い
こ
と
が
課
題
。


口
腔
ケ
ア
と
認
知
症
の
関
連
に
つ
い
て
、
健

康
教
育
で
は
触
れ
て
い
る
が
、

“最
新
の
知
見

と
詳
細
に

”と
い

う
所

ま
で
至

っ
て
い
な
い
。


訪
問
歯
科
診
療
や
、
そ
れ
を
行
っ
て
い
る
歯

科
医
院
が
周
知
さ
れ
て
い
な
い
。


認
知
症
に
よ
り
口
腔
ケ
ア
や
そ
の
介
助
が
困
難
に
な
る
こ
と
や
、
症
状
が
進
行

し
て
歯
科
通
院
が
困
難
に
な
る
前
に
必
要
な
治
療
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
の
大
切

さ
が
周
知
さ
れ
て
い
な
い
。


口
腔
ケ
ア
と
認
知
症
予
防
、
認
知
症
状
の
抑
制
が
リ
ン
ク
し
て
い
な
い
。


早
期
歯
科
治
療
等
に
結
び
つ
け
る
方
法
。

③
【

歯
科

に
関

す
る
要
望
】


歯
科
医
師
、
歯
科
衛
生
士
も
、
認
知
症
に
つ
い
て
対
応
の
仕
方
に
つ
い
て
研
修

が
必
要
で
は
な
い
か
。


認
知
症
に
理
解
の
あ
る
医
師
と
そ
う
で
な
い
医
師
が
い
る
。
認
知
症
の
人
は
知

ら
な
い
場

所
へ
行
く
事
に
抵
抗
が
あ
る
場
合

が
多
く
、
な
か
な
か
通
院
に
つ
な

が
ら
な
い

ケ
ー
ス
も
あ
る
。
認
知
症
に
関
す

る
基
礎
知
識
を
よ
り
多
く
の
医
師

に
知
っ
て

頂
く
事
が
重
要
と
考
え
る
。


当
市
に
お
い
て
は
、
歯
科
医
師
が
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
の
検
討
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
と
し
て
、
ま
た
ケ
ア
会
議
や
個
別
ケ
ー
ス
検
討
会
議
な
ど
へ
の
参
加
も

し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
。
た
だ
、
個
々
の
ケ
ー
ス
の
対
応
に
つ
い
て
歯
科
医
院

と
包
括
や
行
政
等
の
連
携
を
は
か
る
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
更
な
る
構
築

が
望
ま
れ
る
。
ま
た
、
認
知
症
の
方
へ
の
対
応
力
向
上
を
学
ん
で
い
く
こ
と
も

課
題
の
ひ
と
つ
と
考
え
て
い
る
。


認
知
症
と
口
腔
が
関
係
し
て
い
る
と
い
う
事
を
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す

が
、

隠
岐
の
島
町
で
は
、
ケ
ー
ス
も
そ
う
で
す
が
、
課
題
と
し
て
挙
が
っ
て
い
な
い

現
状
が
あ
り
ま
す
。
今
後
に
つ
い
て
は
、
対
応
す
る
こ
と
も
想
定
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
し
、
情
報
発
信
に
つ
い
て
も
お
願
い
し
た
い
で
す
。


認
知
症
の
方
が
安
心
し
て
治
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
歯
科
治
療

に
関
わ
る
方
々
の
認
知
症
対
応
力
の
向
上
が
必
要
。


歯
科
医
院
等
で
の
認
知
症
対
応
力
を
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
（
わ
か
り
や
す

い
説
明
、
急
が
せ
な
い
対
応
、
不
安
を
軽
減
さ
せ
る
対
応
、
訴
え
を
読
み
と
る

能
力
の
向
上
な
ど
）
。


歯
科
医
、
歯
科
衛
生
士
共
に
、
認
知
症
の
理
解
が
あ
ま
り
な
い
よ
う
に
感
じ

る
。
認
知
症
の
方
で
、
義
歯
を
度
々
紛
失
す
る
方
に
対
す
る
対
応
と
し
て
、
再

度
新
し
い
義
歯
を
作
る
よ
う
に
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
指
導
し
た
だ
け
だ
っ
た
こ

と
も
あ
る
。


認
知
症
の
人
が
自
身
の
痛
み
等
の
訴
え
が
困
難
で
あ
っ
た
り
、
心
身
の
拒
否
感

が
強
い
場
合
な
ど
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
歯
科
医
師
や
歯
科
衛
生
士
の
意
識
の

醸
成
が
課
題
。


認
知
機
能
低
下
を
理
由
に
必
要
な
歯
科
治
療
や
口
腔
ケ
ア
が
受
け
ら
れ
な
い
場

合
（
指
示
が
入
ら
な
い
。
座
っ
て
治
療
が
受
け
ら
れ
る
か
分
か
ら
な
い
等
）
も

あ
り
、
専
門
職
や
医
師
の
対
応
力
の
向
上
が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
る
。


地
域
で
口
腔
ケ
ア
の
講
話
や
指
導
の
出
来
る
歯
科
衛
生
士
が
い
な
い
。
県
が
広

域
で
歯
科
衛
生
士
を
派
遣
で
き
る
仕
組
み
を
作
っ
て
欲
し
い
。
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
歯
科
医
師
の
認
知
症
へ
の
理
解
や
対
応
力
向
上
が
求
め
ら
れ
る
。
介
護
者
か
ら

の
情
報
と
し
て
、「

歯
医
者
に
行
っ
た
け
ど
、
本
人
が
口
を
開
け
な
い
の
で
診
療

し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
」
と
聞
い
た
り
、「

診
察
台
で
失
禁
さ
れ
る
と
困
る
の
で

何
と
か
し
て
欲
し
い
」
と
歯
科
医
師
か
ら
聞
く
こ
と
が
あ
っ
た
。


健
康
な
人
で
も
歯
科
医
院
に
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
行
く
人
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
の

で
、
認
知
症
の
方
の
口
腔
内
が
想
像
で
き
る

家
族
は
少
な
い
と
思
う
の
で
、
歯

科
医
院
に
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
連
れ
て
行
く
人

は
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
定
期
的

に
歯
科
医
師
が
訪
問
し
て
、
口
腔
ケ
ア
を
家

族
に
も
指
導
し
て
く
れ
る
の
が
望

ま
し
い
が
、
訪
問
歯
科
を
し
て
い
る
歯
科
医

院
が
あ
り
ま
せ
ん
。
歯
科
医
院
が

少
な
く
予
約
が
取
り
づ
ら
く
、
歯
科
医
院
ま

で
の
距
離
が
遠
い
と
、
独
居
の
方

だ
と
歯
科
医
院
に
行
く
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な

い
と
思
わ
れ
ま
す
。
高
齢
者
・
認

知
症
の
方
に
関
し
て
は
、
歯
科
医
院
の
協
力

も
必
要
か
と
思
い
ま
す
。


認
知
症
の
人
に
限
ら
ず
、
全
て
の
対
象
者
に
つ
い
て

 嚥
下
機
能
の
低
下
が

み
ら

れ
る
が
、

本
人
に
病
識
が
な
く
、
受
診
に
つ

な
が
ら
な
い
ケ
ー
ス
（
例
、
合
わ

な
い
義
歯
を

20
年
間
使
用
し
て
い
る
）
な
ど
、
専
門
職
か
ら
必
要
性
に
つ
い
て

ア
ド
バ
イ

ス
も
ら
え
る
場
が
あ
る
と
良
い
。


80

20
運
動
の
普
及
啓
発
に
よ
り
、
残
存
歯
の
あ
る
方
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る

中
、
認
知

症
の
方
の
う
ち
受
診
行
動
が
困
難
な
場
合
、
う
歯
が
あ
っ
て
も
治
療

が
で
き
な

い
→
こ
れ
に
対
し
家
族
、
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
、
ヘ
ル
パ
ー
な
ど
専
門

職
以
外
の

人
々
が
口
腔
内
の
状
態
を
観
察
で
き
る
ツ
ー
ル
が
あ
る
と
よ
い
の
で

は
な
い
か

。

④
【

歯
科

治
療

の
必
要
性
の
把
握
が
困
難
】


困
り
を
訴
え
ら
れ
な
の
で
、
放
置
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。


認
知
症
の
人
も
高
齢
者
の
人
も
、
元
々
歯
科
健
診
等
少
な
く
、
市
町
村
で
関
わ

る
機
会
が
少
な
い
。
介
護
予
防
セ
ン
タ
ー
に

は
、
年
数
回
、
歯
科
衛
生
士
に
よ

る
口
腔
チ
ェ
ッ
ク
の
場
や
、
適
切
な
口
腔
ケ

ア
の
指
導
及
び
、
介
護
ス
タ
ッ
フ

に
よ
る
継
続
的
な
口
腔
ケ
ア
の
時
間
を
取
り
入
れ
て
も
ら
い
評
価
し
て
い
る
。

中
で
も
、
認
知
症
が
進
ん
で
い
る
方
は
口
腔
ケ
ア
の
状
況
が
適
切
で
は
な
い
こ

と
が
多
く
、
今
後
の
自
宅
で
の
適
切
な
口
腔
ケ
ア
の
方
向
や
、
歯
科
受
診
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
難
し
い
。
高
齢
期
だ
け
で
は
な
く
、
若
い
世
代
か
ら
の
定
期
的

な
歯
科
受
診
の
必
要
性
を
理
解
し
て
も
ら
い
、
受
診
行
動
に
つ
な
が
る
よ
う
に

し
て
い
く
こ
と
が
課
題
と
思
わ
れ
る
。


口
腔
に
関
し
て
は
、
目
に
見
え
な
い
部
分
で
あ
る
た
め
、
本
人
が
異
変
を
訴
え

る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
支
援
す
る
側
の
人
間
も
相
当
注
意
深
く
見
な
け
れ

ば
、
課
題
と
し
て
把
握
し
づ
ら
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。


独
居
だ
っ
た
場
合
、
お
口
に
関
す
る
情
報
を
本
人
か
ら
収
集
で
き
な
い
（
家
族

が
い
て
も
把
握
し
て
い
な
い
場
合
が
多
い
）
。


歯
磨
き
の
習
慣
が
維
持
で
き
て
い
る
の
か
い
な
い
の
か
、
痛
み
が
あ
る
の
か
な

い
の
か
、
か
か
り
つ
け
歯
科
医
が
あ
る
（
あ
っ
た
）
の
か
な
い
の
か

 ・
義
歯
が

あ
る
（
あ
っ
た
）
の
か
な
い
の
か
、
ブ
リ
ッ
ジ
・
部
分
義
歯
・
イ
ン
プ
ラ
ン
ト

が
入
っ
て
い
る
の
か
い
な
い
の
か
、
な
ど
、
看
護
師
や
保
健
師
と
い
っ
た
医
療

職
で
も
、
口
腔
内
の
こ
と
は
知
識
が
乏
し
く
、
見
て
も
分
か
ら
な
い
。
色
や
形

が
変
、
歯
肉
が
腫
れ
て
い
る
、
臭
い
、
血
が
出
て
い
る
、
乾
い
て
い
る
、
程
度

は
気
づ
く
が
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
は
分
か
ら
な
い
。


在
宅
で
は
口
腔
機
能
や
口
腔
ケ
ア
に
関
し
て
、
本
人
・
家
族
と
も
問
題
の
意
識

が
な
い
（
認
知
症
に
限
ら
ず
）。


認
知
症
の
方
は
、
口
腔
内
の
痛
み
や
不
具
合
に
つ
い
て
自
覚
が
な
い
こ
と
も
多

く
、
支
援
者
が
ケ
ア
や
治
療
の
必
要
性
に
気
付
き
づ
ら
い
こ
と
も
あ
り
、
介
入

が
遅
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。


独
居
や
高
齢
者
夫
婦
世
帯
増
加
の
た
め
、
認
知
症
の
方
の
口
腔
ケ
ア
の
状
況
把

握
が
難
し
い
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
る
。


痛
み
や
食
べ
づ
ら
さ
を
他
者
に
的
確
に
伝
え
る
こ
と
が
難
し
く
、

BP
SD

と
し

て
表
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
原
因
が
見
え
な
い
為
に
治
療
が
遅
れ
る
。
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
 虫

歯
や
義
歯
の
不
具
合
、
歯
槽
膿
漏
等
が
生
じ
て
い
て
も
、
自
身
の
認
識
が
不

十
分
な
た
め
、
勧
奨
し
て
も
歯
科
治
療
に
つ
な
が
り
に
く
い
。
虫
歯
や
義
歯
の

不
具
合
、
歯
槽
膿
漏
等
の
症
状
に
よ
り
、
食
事
内
容
の
偏
り
が
生
じ
、
栄
養
状

態
等
に
支
障
が
生
じ
や
す
く
な
る
。

 


 自
ら
異
常
訴
え
が
出
来
な
い
。

 


 口
腔
内
状
況
の
悪
化
等
を
本
人
が
表
出
で
き
な
い
場
合
も
多
い
。
そ
の
た
め
支

援
者
が
口
腔
内
や
摂
食
、
嚥
下
の
状
態
を
確
認
し
、
歯
科
と
連
携
を
お
こ
な
う

必
要
が
あ
る
が
、
早
期
発
見
・
対
応
が
難
し
い
。
認
知
レ
ベ
ル
の
低
下
に
伴

い
、
嚥
下
が
困
難
に
な
る
と
と
も
に
、
口
腔
ケ
ア
も
難
し
く
な
る
こ
と
も
多

い
。

 


 口
腔
ケ
ア
や
歯
科
治
療
の
自
己
管
理
が
出
来
ず
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
悪

化
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
訪
問
に
よ
る
支
援
（
サ
ー
ビ
ス
）
が
十
分
で
は
な

い
の
で
、

受
診
の
支
援
が
必
要
に
な
る
が
そ

の
対
応
も
難
し
く
、
治
療
に
つ
な

が
ら
な
い

こ
と
が
あ
る
。

 


 初
期
の
段
階
か
ら
口
腔
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
や

必
要
な
ケ
ア
、
治
療
を
考
え
る
視

点
が
不
定
（
→
大
変
に
な
っ
て
か
ら
通
院
を
考
え
た
り
、
往
診
を
希
望
す
る
こ

と
が
あ
る

）。
 


 歯

科
に
関

し
て
課
題
と
捉
え
ず
、
受
診
や
治

療
に
繋
が
ら
な
い
。

 


 認
知
症
の
家
族
か
ら
歯
が
痛
い
と
言
う
の
で

、
歯
科
医
へ
連
れ
行
く
と
、
ど
こ

が
痛
い
の
か
な
ど
説
明
出
来
ず
、
結
局
、
治

療
に
至
ら
な
か
っ
た
が
、
時
々
痛

み
を
訴
え
る
が
ど
う
し
た
ら
良
い
の
か
と
問

い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
。

 


 口
腔
面
に
関
す
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
不
足
し

て
い
る
。

 


 認
知
症
の
人
の
口
腔
ケ
ア
・
歯
科
治
療
に
つ
な
ぎ
に
く
い
。
認
知
症
の
方
は
、

口
腔
の
状
態
が
悪
化
し
て
か
ら
、
見
つ
か
る
ケ
ー
ス
が
多
く
あ
る
。
※
早
期
の

う
蝕
治
療

が
義
歯
に
な
ら
ず
済
む
事
例
が
あ
る
が
、
認
知
症
の
方
の
総
義
歯
と

な
っ
た
場

合
、
毎
日
食
後
の
ケ
ア
が
む
ず
か
し
く
結
果
、
義
歯
な
し
で
食
事
を

摂
取
す
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。
そ
の
影
響
と
し
て
一
口
量
の
減
少
→
食
事
量
の

減
少
→
痩
せ
→
意
識
低
下
→
身
体
機
能
低
下
→
む
せ
(+
)→

誤
嚥
（
要
介
護
状
態

の
悪
化
と
な
り
ま
す
）。

 


 口
腔
内
の
異
変
に
気
が
付
き
に
く
い
。

 


 衛
生
状
況
等
の
確
認
。
入
れ
歯
の
具
合
に
関
す
る
確
認
。

 


 受
診
の
必
要
性
が
あ
る
が
本
人
が
訴
え
る
こ
と
が
難
し
い
。

 


 口
腔
機
能
的
な
困
り
ご
と
や
痛
み
に
対
す
る
訴
え
が
で
き
な
い
。

 


 口
腔
内
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
は
、
な
か
な
か
普
段
訪
問
時

に
行
う
こ
と
は
難
し
い
で
す
（
口
臭
が
あ
る
か
、
な
い
か
く
ら
い
し
か
で
き
ま

せ
ん
）。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
も
っ
と
学
び
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

 


 認
知
症
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
す
る
際
に
、
口
腔
ケ
ア
や
歯
科
に
よ
る
ア
セ
ス
メ

ン
ト
ま
で
及
ば
な
い
た
め
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
項
目
の
充
実
と
、
相
談
員
の
意
識

の
変
革
。

 


 口
腔
ケ
ア
や
歯
科
治
療
の
必
要
性
や
適
切
な
判
断
が
支
援
者
側
も
含
め
ど
こ
ま

で
出
来
て
い
る
か
不
透
明
で
あ
る
。

 


 口
腔
の
状
態
な
の
で
、
家
族
も
な
か
な
か
異
変
に
気
付
い
て
な
い
可
能
性
が
あ

る
。

 


 口
腔
の
観
察
が
難
儀
で
あ
る
。

 


 口
腔
機
能
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
十
分
に
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
。

 


 口
腔
状
況
ま
で
見
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。「

食
べ
ら
れ
て
い
る
」
「
歯
磨
き

を
自
分
で
し
て
い
る
」
と
い
う
だ
け
で
「
自
立
」
と
答
え
る
。

 


 口
腔
機
能
や
ケ
ア
の
状
況
に
つ
い
て
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
と
り
づ
ら
い
。

 


 口
腔
の
ト
ラ
ブ
ル
や
不
調
を
表
出
で
き
て
い
る
か
。

 


 長
期
間
、
無
歯
状
態
で
経
過
し
て
い
る
人
は
義
歯
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
な

い
。

 


 認
知
症
が
重
症
化
し
て
か
ら
、
家
族
が
相
談
に
来
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
本
人

が
口
腔
症
状
を
訴
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
多
い
。

 


 要
治
療
の
状
況
で
も
、
痛
み
等
の
訴
え
が
な
く
、
治
療
に
つ
な
が
ら
な
い
。
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
治
療
が
必
要
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
か
の
判
断
や
伴
う
治
療
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
難
し
い
。


若
年
性
認
知
症
の
方
で
痛
み
が
ひ
ど
く
食
事
困
難
な
状
況
に
な
り
、
一
般
歯
科

か
ら
口
腔
外
科
へ
紹
介
と
な
り
、
抜
歯
す
る

ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
認
知
症
に
な

る
前
や
認
知
症
が
進
行
す
る
前
の
歯
科
定
期

健
診
を
勧
め
、
早
め
の
治
療
に
繋

げ
た
い
。


口
腔
内
の
異
変
に
気
付
く
判
断
力
が
な
く
、
知
ら
な
い
間
に
や
わ
ら
か
い
物
ば

か
り
食
べ
て
い
る
。


高
齢
者
（
認
知
症
の
人
を
含
む
）
で
は
、
定
期
的
に
歯
科
受
診
を
し
て
い
る
人

が
少
な
く
、
痛
み
等
何
か
症
状
が
出
な
い
と

受
診
し
な
い
た
め
、
口
腔
面
で
の

予
防
的
な
関
わ
り
が
難
し
い
。


も
と
も
と
症
状
が
悪
化
し
て
か
ら
受
診
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
認
知
症
に
な
り

訴
え
る
こ
と
も
で
き
ず
、
さ
ら
に
悪
化
す
る

ケ
ー
ス
が
あ
り
、
早
期
治
療
さ
れ

る
方
が
少
な
い
。


高
齢
化
が
進
む
中
認
知
症
予
備
軍
を
含
め
多

い
。
義
歯
の
装
着
を
し
て
い
る
が

定
期
受
診
し
て
い
る
人
が
少
な
く
フ
ォ
ロ
ー
が
で
き
な
い
。


口
腔
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
よ
う
な
機
会
も
な
く

、
な
か
な
か
目
に
つ
か
な
い
た

め
、
受
診
を
勧
め
ら
れ
な
い
。

⑤
【

歯
科

受
診

に
繋
が
ら
な
い
】


歯
科
受
診

の
拒

否
。
（
他

8
件
）


認
知
症
の
人
に
限
ら
な
い
が
、
歯
科
医
院
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
で
き
な
い
。
必
要

性
が
理
解
出
来
な
い
な
ど
が
あ
る
と
思
う
。


独
居
や
高
齢
者
の
み
世
帯
で
は
、
生
活
や
医
科
受
診
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
支
出

だ
け
で
も
厳
し
い
。
金
銭
的
な
余
裕
と
、
口

腔
ケ
ア
や
歯
科
治
療
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
く
れ
る
人
が
な
い
。


デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
お
い
て
、
歯
科
受
診
の
必
要
性
を
感
じ
、
家
族
に
受

診
を
勧
め
る
が
、
家
族
の
理
解
が
得
ら
れ
ず
、
な
か
な
か
受
診
に
つ
な
が
ら
な

い
ケ
ー
ス
が
あ
る
。


認
知
症
患
者
へ
歯
科
受
診
勧
奨
す
る
も
、
本
人
の
理
解
・
同
意
を
得
る
こ
と
が

難
し
く
、
受
診
に
つ
な
が
ら
な
い
。
独
居
の
認
知
症
高
齢
者
の
口
腔
状
態
や
口

腔
ケ
ア
の
実
施
状
況
等
の
把
握
が
困
難
で
あ
る
。


か
か
り
つ
け
の
歯
科
主
治
医
が
い
な
い
方
が
多
く
、
治
療
が
必
要
な
時
に
瞬
時

に
始
め
ら
れ
な
い
。


認
知
症
の
人
は
歯
科
治
療
に
行
か
な
い
傾
向
が
あ
り
、
口
腔
内
の
汚
れ
、
合
わ

な
い
義
歯
の
使
用
に
よ
る
食
事
の
問
題
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
義
歯

を
使
用
し
な
い
人
も
い
る
（
合
わ
な
く
な
っ
て
も
歯
科
医
に
行
か
な
い
。
失
く

す
）
。


認
知
症
の
人
が
自
分
の
口
腔
状
態
を
把
握
し
、
適
切
な
受
診
を
す
る
こ
と
が
難

し
い
。


支
援
者
が
、
通
院
が
必
要
と
思
っ
て
も
、
本
人
が
通
院
の
必
要
性
を
理
解
出
来

ず
、
受
診
拒
否
が
あ
る
。
ケ
ア
や
治
療
の
継
続
が
難
し
い
（
予
約
日
を
忘
れ

る
、

1
人
で
の
受
診
が
出
来
な
い
等
）
。


口
腔
ケ
ア
や
歯
科
治
療
が
必
要
な
方
（
歯
が
な
い
。
入
れ
歯
が
合
わ
な
い
等
）

が
、
受
診
に
つ
な
が
ら
な
い
。
本
人
が
拒
否
す
る
。


継
続
的
に
治
療
に
通
う
こ
と
が
難
し
い
こ
と
も
あ
り
、
必
要
性
を
認
識
し
に
く

い
状
況
が
あ
り
ま
す
。


行
政
職
の

D
H

と
し
て
、
一
体
的
実
施
や
後
期
高
齢
者
の
歯
科
健
診
な
ど
新
た

な
取
り
組
み
に
も
着
手
し
て
い
る
が
、
す
で
に
か
な
り
課
題
の
多
い
口
腔
内
の

状
態
で
あ
る
こ
と
も
多
く
、
し
か
し
、
受
診
に
結
び
つ
か
な
い
の
が
、
現
状
で

あ
る
。
認
知
症
の
方
の
対
応
と
言
う
よ
り
も
地
域
の
住
民
全
体
の
課
題
と
な
っ

て
い
る
。


そ
も
そ
も
高
齢
者
の
歯
科
受
診
に
つ
な
げ
る
こ
と
や
継
続
が
困
難
。
本
人
、
家

族
が
必
要
性
を
感
じ
て
い
な
い
。
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
未
受
診
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。（

定
期
健
診
や
日
常
で
の
ケ
ア
が
適
切
に
な
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
歯
周
病
や
う
蝕
が
進
行
し
て
い
た
り
、
合
わ
な
い
義

歯
を
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
）


認
知
症
の
方
が
歯
科
医
師
の
と
こ
ろ
へ
行
く
機
会
が
少
な
い
。


口
腔
環
境
の
悪
化
防
止
に
は
、
口
腔
ケ
ア
が
重
要
だ
が
、
認
知
症
の
方
の
理
解

を
得
る
こ
と
は
難
し
く
、
家
族
に
必
要
性
を

伝
え
て
も
本
人
が
拒
否
を
さ
れ
て

治
療
に
つ
な
が
ら
な
い
等
、
苦
慮
す
る
こ
と

は
多
い
。
口
腔
機
能
を
維
持
向
上

さ
せ
て
い
く
為
に
歯
科
医
師
や
歯
科
衛
生
士

に
よ
る
定
期
的
な
口
腔
管
理
、
早

期
治
療
に
つ
な
げ
る
事
が
課
題
で
あ
る
。


治
療
に
対
す
る
理
解
（
治
療
拒
否
、
口
を
開
け
な
い
な
ど
）
が
な
か
な
か
得
ら

れ
ず
、
受
診
に
つ
な
ぎ
に
く
い
。


自
歯
が
少
な
い
人
に
入
れ
歯
を
作
る
よ
う
に
提
案
し
て
も
、
歯
科
受
診
に
つ
な

が
ら
な
い
。
本
人
は
大
丈
夫
と
い
う
の
で
家

族
も
そ
の
ま
ま
に
す
る
ケ
ー
ス
が

多
い
し
、
受
診
も
大
変
だ
か
ら
と
思
う
。


協
力
者
が
い
な
け
れ
ば
、
適
切
な
治
療
や
ケ

ア
に
結
び
つ
く
こ
と
が
難
し
い
。


認
知
症
の
人
の
口
腔
ケ
ア
が
行
わ
れ
ず
、
歯

周
病
等
に
な
り
自
分
の
歯
を
失

う
。
使
っ
た
入
れ
歯
を
放
置
し
た
り
、
合
わ
な
い
入
れ
歯
を
使
い
続
け
て
口
腔

機
能
に
悪
影
響
が
あ
る
。
上
記
問
題
に
対
し
て
歯
科
専
門
職
の
介
入
が
な
か
な

か
で
き
な
い
。


認
知
症
の
人
の
健
康
維
持
の
た
め
に
は
、
口

腔
ケ
ア
の
維
持
が
必
要
で
あ
り
、

受
診
行
動
に
つ
な
げ
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。


認
知
症
が
進
行
し
て
か
ら
、
歯
科
受
診
に
つ
な
げ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ
と

が
多
い
現
状
が
あ
る
。
受
診
に
つ
な
が
っ
た
と
し
て
も
、
な
か
な
か
口
を
開
け

て
く
れ
な
い
等
、
治
療
を
進
め
て
い
く
上
で
の
課
題
、
自
己
に
よ
る
口
腔
ケ
ア

や
管
理
が
困
難
で
あ
る
と
言
う
課
題
が
あ
る
。


病
院
ま
で
の
交
通
手
段
が
限
ら
れ
る
た
め
、
生
命
に
直
結
す
る
病
気
で
は
な
い

歯
科
治
療
に
関
し
て
足
が
遠
の
い
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。
当
町
は
長
年
農

業
で
生
計
を
立
て
て
い
た
高
齢
者
が
多
く
、
年
金
受
給
額
が
少
な
い
。
歯
科
受

診
ま
で
に
金
額
的
余
裕
が
な
い
事
も
考
え
ら
れ
る
。


歯
科
未
受
診
者
が
多
い
。


口
腔
ケ
ア
や
歯
科
治
療
に
問
題
が
あ
っ
て
も
、
歯
科
受
診
に
つ
な
が
ら
な
い

（
拒
否
、
通
院
手
段
確
保
で
き
な
い
等
）
。


予
約
せ
ず
に
歯
科
医
院
に
行
き
、
受
診
で
き
な
い
。・

受
診
予
定
日
、
場
所
を
覚

え
て
い
な
い
。


介
護
認
定
な
ど
が
つ
い
て
い
れ
ば
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
が
歯
科
治
療
を
勧
め

た
り
、
口
腔
ケ
ア
指
導
が
で
き
る
が
、
そ
れ
以
外
の
方
だ
と
自
分
で
気
づ
い
て

歯
科
へ
行
く
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
が
地
域
課
題
と
な
っ
て
い
る
。


認
知
症
の
方
へ
口
腔
ケ
ア
や
歯
科
治
療
の
必
要
性
を
説
明
し
て
も
、
本
人
の
認

識
が
な
い
た
め
、
受
診
で
き
な
い
。


認
知
症
独
居
者
の
方
で
、
受
診
自
体
も
拒
否
の
あ
る
方
、
歯
科
受
診
の
必
要
性

の
理
解
が
難
し
く
、
食
事
を
歯
な
し
で
食
べ
る
こ
と
に
慣
れ
て
し
ま
っ
て
い
る

方
へ
の
支
援
。


定
期
的
歯
科
検
診
（
受
診
）
が
困
難
に
な
る
。


受
診
の
問
題
（
行
き
た
く
な
い
、
行
け
な
い
）。


歯
科
受
診
に
行
け
な
い
。
行
か
な
い
。


歯
科
治
療
や
ケ
ア
の
重
要
性
が
理
解
で
き
ず
に
受
診
へ
繋
げ
る
こ
と
が
困
難
。


歯
科
受
診
が
必
要
な
方
で
も
歯
科
通
院
は
難
し
い
と
断
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

例
）
本
人
拒
否
。
連
れ
て
行
く
人
が
い
な
い
。


口
腔
ケ
ア
や
歯
科
治
療
の
理
解
が
進
ま
ず
、
治
療
に
つ
な
が
り
に
く
い
。


口
腔
内
の
痛
み
、
嚥
下
の
し
に
く
さ
の
自
覚
が
あ
っ
て
も
、
自
制
内
と
考
え
、

受
診
し
な
い
こ
と
も
多
い
。


歯
科
受
診
に
つ
な
が
り
づ
ら
い
。


高
齢
者
に
お
い
て
、
義
歯
の
不
具
合
や
口
腔
機
能
の
低
下
が
あ
っ
て
も
、
歯
科

受
診
に
は
な
か
な
か
つ
な
が
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
。
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
受
診
に
つ
な
が
り
に
く
い
。


認
知
症
の
方
に
つ
い
て
は
定
期
的
な
受
診
が
困
難
で
あ
り
、
歯
科
受
診
ま
で
至

っ
て
い
な
い
方
が
多
い
。


認
知
症
の
方
で
移
動
手
段
が
な
い
。
本
人
が
治
療
を
拒
否
す
る
等
の
理
由
で
、

適
切
な
治
療
が
難
し
い
場
合
が
あ
る
。
特
に

受
診
の
拒
否
が
強
い
方
を
受
診
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
難
し
い
。


認
知
症
に
よ
る
意
欲
低
下
か
ら
食
欲
低
下
、
歯
茎
も
や
せ
て
義
歯
が
合
わ
な
く

な
る
が
、
認
知
症
か
ら
適
切
な
受
診
に
つ
な

が
り
に
く
い
。


歯
科
受
診
に
つ
な
が
ら
な
い
。


調
子
が
悪
く
な
っ
て
も
、
受
診
出
来
て
い
な
い
方
が
い
る
。


歯
科
受
診
を
促
す
が
、
本
人
は
困
り
感
が
無
く
、
ケ
ア
に
結
び
つ
か
な
い
。
訪

問
歯
科
健
診
も
受
け
ら
れ
る
が
、
同
意
を
得

る
の
が
難
し
い
。


歯
科
受
診
を
し
て
い
な
い
認
知
症
の
人
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。


歯
科
・
病
院
受
診
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
難
し
い
。


歯
科
治
療
に
つ
な
が
り
に
く
い
こ
と
が
あ
る

（
治
療
実
施
了
承
が
得
に
く
い
こ

と
が
あ
る
）。

⑥
【

歯
科

受
診

時
・
継
続
に
つ
い
て
】


本
人
が
忘
れ
て
し
ま
う
、
拒
否
が
強
く
な
る
等
の
理
由
か
ら
、
歯
科
受
診
を
中

断
し
て
し
ま
う
場
合
が
多
い
。
そ
の
結
果
、
外
科
治
療
を
要
す
る
ま
で
に
状
態

が
悪
化
し
て
か
ら
、
治
療
に
つ
な
が
る
事
例
が
複
数
見
受
け
ら
れ
て
い
る
。


把
握
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
必
要
に
応
じ
た
受
診
が
継
続
出
来
て
い
る
か
？


総
合
病
院
な
ど
で
歯
科
が
あ
る
と
い
う
よ
り
は
、
歯
科
医
に
別
途
受
診
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、
認
知
症
の
あ
る
方
が
複

数
の
病
院
を
受
診
す
る
こ
と
に
対

し
て
、
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
か
な
と
思
い
ま
す

。
認
知
症
に
理
解
の
あ
る
歯
科
医

な
ど
が
往
診
等
で
対
応
頂
け
る
と
助
か
り
ま

す
。


認
知
症
が
あ
り
、
歯
科
受
診
が
必
要
だ
が
、
歯
科
医
院
に
行
け
な
い
場
合
、
対

応
（
訪
問
治
療
）
し
て
下
さ
る
先
生
の
把
握
は
し
て
い
ま
す
。
対
応
し
て
下
さ

っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
治
療
に
理
解
や
協
力
が
得
ら
れ
な
い
方
（
家
族
が
い
な

い
）
に
つ
い
て
は
、
受
診
が
難
し
い
方
も
お
ら
れ
ま
す
。
施
設
に
よ
っ
て
は
歯

科
衛
生
士
さ
ん
が
口
腔
の
状
況
を
確
保
し
、
食
事
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
義
歯

の
調
整
、
治
療
の
必
要
性
、
口
腔
ケ
ア
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
し
て
下
さ
り
、
実

践
し
て
下
さ
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
全
て
の
住
民
が
そ
の
恩
恵
に
預
か
れ
て
い

ま
せ
ん
。


歯
科
医
院
の
ほ
と
ん
ど
が
予
約
制
を
と
っ
て
い
る
た
め
、
予
約
を
し
た
日
時
を

覚
え
て
お
り
、
歯
科
医
院
に
行
く
こ
と
が
難
し
い
。
歯
科
医
院
ま
で
の
道
を
覚

え
て
、

1
人
で
行
く
事
が
難
し
い
。
義
歯
を
作
成
し
て
も
、
慣
れ
る
ま
で
か
な

り
の
時
間
を
要
す
る
事
を
説
明
さ
れ
る
も
、
そ
れ
が
理
解
で
き
な
い
の
で
、
結

局
作
成
し
た
義
歯
も
装
着
せ
ず
過
ご
さ
れ
る
。


予
約
し
た
日
を
忘
れ
る
。
行
こ
う
と
す
る
が
、
予
約
す
ら
で
き
な
い
人
も
い

る
。


歯
科
治
療
は
家
族
の
協
力
を
得
ら
れ
な
い
と
、
必
要
性
に
つ
い
て
理
解
で
き

ず
、
受
診
日
を
忘
れ
る
等
も
あ
り
、
難
し
い
。


受
診
日
を
忘
れ
て
し
ま
う
。
完
治
に
至
る
ま
で
定
期
的
な
受
診
が
で
き
な
い
。


町
内
に
歯
科
は
一
か
所
し
か
な
く
、
町
外
へ
通
っ
て
い
る
人
も
多
い
。
そ
の
た

め
認
知
症
の
方
は
家
族
等
の
送
迎
が
な
い
と
定
期
的
な
通
院
は
難
し
い
。


認
知
症
高
齢
者
単
身
世
帯
の
方
の
受
診
管
理
が
困
難
。


歯
科
医
院
へ
の
定
期
受
診
が
必
要
な
人
へ
の
対
応
。


当
予
約
を
忘
れ
る
（
日
時
や
予
約
を
し
た
こ
と
）
。
口
腔
ケ
ア
の
必
要
性
の
理
解

が
困
難
な
場
合
が
あ
る
。
受
診
行
動
に
対
す
る
意
欲
低
下

 ・
保
険
証
や
診
察
券

の
紛
失
。


認
知
症
の
方
が
歯
科
医
院
に
継
続
通
院
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
る
こ
と
が
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
歯
科
医
院
が
認
知
症
の
早
期
発
見
に
至
る
こ
と
も

多
い
と
思
わ
れ
る
。

- 30 -




通
院
日
を
忘
れ
て
し
ま
う
。
受
診
サ
ポ
ー
ト
が
必
要

 ・
独
居
・
高
齢
者
夫
婦

et
c.


区
で
は
江

戸
川
歯
つ
ら
つ
チ
ェ
ッ
ク
（
口
腔

ケ
ア
健
診
）
事
業
と
し
て
、

65
歳

以
上
の
区

民
を
対
象
に
、
口
腔
機
能
の
低
下

や
誤
嚥
性
肺
炎
等
の
疾
病
予
防
を

目
的
に
江

戸
川
区
歯
科
医
師
会
の
協
力
の
も

と
、
口
腔
機
能
状
態
検
査
、
咀

嚼
・
嚥
下

機
能
検
査
を
実
施
し
て
い
る
。
ま

た
、
歯
科
治
療
に
つ
い
て
は
訪
問

に
よ
る
診

療
に
て
在
宅
ま
た
は
一
部
施
設
に

お
い
て
対
応
さ
れ
て
い
る
。
課
題

と
し
て
は

認
知
機
能
の
低
下
に
よ
り
、
受
診

困
難
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
方
な
ど

に
お
い
て

、
特
に
要
介
護
度
が
未
認
定
の
場

合
な
ど
に
お
け
る
対
応
に
つ
い

て
、
現
状

把
握
も
含
め
た
点
な
ど
が
課
題
と

な
る
と
思
わ
れ
る
。


歯
科
受
診
時
及
び
歯
科
治
療
時
に
「
拒
否
」
が
生
じ
、
治
療
が
中
断
し
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
る
。
重
度
認
知
症
の
対
応
可
能

な
歯
科
診
療
所
の
数
が
充
足

さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
要
介
護
者
の
住
居
近
く
に

な
く
、
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
が
あ

る
。


歯
科
受
診
に
つ
い
て
「
明
日
、
歯
医
者
に
行

く
」
と
決
め
て
も
翌
日
に
な
る
と

「
そ
ん
な
こ
と
は
言
っ
て
い
な
い
。
何
で
行
か
な
い
と
い
け
な
い
ん
だ
」
と
な

り
、
受
診
に
繋
が
ら
な
い
。


歯
科
受
診
、
検
診
時
に
指
示
が
通
ら
ず
対
応

に
困
る
こ
と
が
あ
る
。
受
診
に
付

き
添
う
こ
と
が
、
介
護
者
に
と
っ
て
負
担
と
な
り
治
療
に
到
ら
な
い
。
も
し
く

は
継
続
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
治
療
が
中
断
さ
れ
る
。
＝
適
切
な
治
療

が
受
け
ら
れ
な
い
。
し
ま
っ
た
場
所
を
忘
れ
る
な
ど
し
て
義
歯
を
紛
失
す
る

と
、
再
度
作
り
直
す
こ
と
を
あ
き
ら
め
て
し
ま
う
。（

ま
た
、
な
く
す
だ
ろ
う
～

と
支
援
者
が
止
め
て
し
ま
う
。）

”歯
を
み
が
く
、
口
を
ゆ
す
ぐ
、
吐
き
出
す

”と
い
う
行
為

を
忘
れ
た
人
へ
の
助
言
方
法
が
分
か
ら
ず
、
そ
の
ま
ま
（
み
が
か
な

い
）
に
な

っ
て
し
ま
う
。


受
診
拒
否
や
治
療
中
断
、
記
憶
障
害
に
よ
り

受
診
日
を
忘
れ
る
な
ど
で
継
続
し

た
治
療
が

困
難

に
な

る
。


受
診
拒
否
あ
り
、
通
院
出
来
な
い
。
ま
た
、
付
き
添
い
介
助
等
の
負
担
が
大
き

く
、
家
族
が
対
応
で
き
な
い
。


受
診
の
継
続
。


歯
科
受
診
が
必
要
な
認
知
症
の
方
が
交
通
の
便
が
な
く
受
診
が
で
き
ず
治
療
が

出
来
な
い
。


一
人
暮
ら
し
で
近
く
に
支
援
し
て
く
れ
る
親
族
が
い
な
い
方
の
場
合
、

1
人
で

の
通
院
が
難
し
く
な
り
、
治
療
継
続
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。


独
居
の
認
知
症
高
齢
者
も
多
く
、
一
人
で
の
受
診
が
難
し
い
。


受
診
の
た
め
の
予
約
、
移
動
手
段
の
確
保
・
通
院
が
複
数
回
に
な
る
こ
と
な
ど

対
応
す
る
こ
と
が
難
し
い
。


予
約
を
し
て
も
受
診
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
、
継
続
受
診
が
難
し
い
。


歯
科
通
院
時
、
受
診
同
行
や
送
迎
の
必
要
な
人
の
対
応
が
で
き
な
い
。
歯
科
通

院
で
き
な
い
人
の
訪
問
歯
科
診
療
が
必
要
な
現
状
が
あ
る
。


歯
科
受
診
す
る
際
、
予
約
日
を
忘
れ
て
し
ま
う
為
、
継
続
し
た
受
診
や
治
療
の

際
は
、
家
族
な
ど
の
通
院
介
助
や
声
掛
け
が
必
要
。


歯
科
医
院
の
受
診
が
必
要
な
人
が
受
診
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
。


通
院
の
手
段
や
継
続
の
た
め
の
支
援
が
必
要
。


定
期
的
な
受
診
が
で
き
な
い
方
が
い
る
（
で
き
な
い
方
へ
の
対
応
を
包
括
等
支

援
者
で
行
っ
て
い
る
）。


歯
科
通
院
が
困
難
（
内
科
等
の
か
か
り
つ
け
医
の
受
診
さ
え
通
院
継
続
が
難
し

く
、
歯
科
医
に
関
し
て
は
二
の
次
に
な
っ
て
し
ま
う
）
。


認
知
症
の
人
の
口
腔
ケ
ア
や
歯
科
診
療
に
つ
い
て
は
、
周
囲
の
方
（
家
族
や
サ

ー
ビ
ス
事
業
者
）
の
サ
ポ
ー
ト
や
か
か
り
つ
け
医
か
ら
の
働
き
か
け
が
な
い
と

継
続
実
施
が
難
し
い
よ
う
に
感
じ
る
。


も
の
忘
れ
の
あ
る
方
の
健
診
の
未
受
診
、
予
約
日
を
忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
、
自

身
の
身
体
状
況
を
正
確
に
伝
え
ら
れ
な
い
と
い
っ
た
こ
と
が
、
支
援
者
が
少
な

い
人
ほ
ど
多
く
あ
る
。
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
 歯

科
医
院
の
予
約
の
日
を
忘
れ
た
り
、
予
約
日
で
は
な
い
日
に
受
診
し
た
り
す

る
事
が
多
く
な
り
、
何
回
も
繰
り
返
し
て
対
応
に
困
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
方

の
情
報
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
つ
い
て
い
る
の
か
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
が
あ

り
、
認
知
症
で
介
護
保
険
を
受
け
て
い
た
の
で
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
つ
な
げ

た
。

 


 受
診
勧
奨
や
受
診
の

継
続

が
難

し
い
。

 


 通
院
困
難
。

 


 歯
科
治
療
も
、
受
診
勧
奨
し
て
も
、
忘
れ
て
し
ま
い
行
く
こ
と
が
な
く
結
果
、

悪
化
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

 


 認
知
症
の
方
で
口
腔
ケ
ア
や
治
療
に
特
化
し
て
の
課
題
を
検
討
す
る
場
は
な
い

が
、

1
つ
の
ケ
ー
ス
の
事
例
と
し
て
、
継
続
治
療
に
繋
が
り
に
く
か
っ
た
り
、

口
腔
ケ
ア

の
定
着
に
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
が

あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
家
族
や
地

域
の
支
援

が
あ
る
と
、
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
は

違
う
と
思
い
ま
す
。

 


 口
腔
ケ
ア
や
歯
科
治
療
に
限
っ
て
の
課
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
認
知
症
に
よ

り
通
院
の
予
約
困
難
や
、
通
院
す
る
こ
と
を

忘
れ
て
し
ま
う
な
ど
の
課
題
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

 


 定
期
受
診

が
で
き
な
い
（
受
診
日
を
忘
れ
て
し
ま
う
等
）。

 


 認
知
症
高
齢
者
が
歯
科
通
院
す
る
際
に
付
き

添
い
や
送
迎
が
必
要
だ
が
、
支
援

者
が
い
な
か
っ
た
り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
対

象
と
は
な
ら
ず
、
治
療
継
続
が
困

難
な
場
合
。

 


 歯
科
治
療
を
行
っ
て
も
、
次
の
予
約
日
や
時

間
を
忘
れ
、
予
約
変
更
の
支
援
が

必
要
。

 


 義
歯
の
手
入
れ
も
不
十
分
に
な
る
な
ど
あ
り

、
食
事
の
摂
取
に
も
影
響
し
て
く

る
た
め
受
診
を
促
す
が
、
継
続
が
難
し
い
。

 


 治
療
が
必
要
な
場
合
も
、
受
診
の
送
迎
を
誰

が
す
る
か
と
い
う
課
題
等
も
あ

る
。

 


 必
要
な
治
療
を
受
け
る
た
め
の
受
診
支
援
。

 


 定

期
的
な
歯
科
受
診
が
難
し
い
。

 


 治
療
の
予
約
や
内
容
を
忘
れ
て
し
ま
う
の
で
、
適
切
な
治
療
を
受
け
ら
れ
ず
、

口
腔
に
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

 


 歯
科
医
へ
の
通
院
が
難
し
い
。

 


 家
族
が
い
れ
ば
、
歯
科
に
も
連
れ
て
行
っ
て
貰
え
る
が
、
家
族
が
い
な
け
れ

ば
、
日
に
ち
や
行
先
を
忘
れ
て
し
ま
い
た
ど
り
つ
け
な
い
。
介
護
保
険
利
用
を

受
け
入
れ
れ
ば
、
訪
問
歯
科
診
療
も
受
け
入
れ
る
が
、
拒
否
を
さ
れ
て
い
る
と

難
し
い
。
痛
み
が
あ
る
等
に
な
り
、
受
診
も
進
む
。

 


 独
居
の
認
知
症
の
方
が
歯
科
を
受
診
し
た
際
に
、
自
分
が
な
ぜ
こ
こ
に
来
た
の

か
わ
か
ら
な
い
事
例
が
あ
っ
た
（
直
前
ま
で
は
歯
を
治
療
し
に
行
く
と
発
言
し

て
い
た
が
、
定
期
受
診
か
、
予
約
な
し
の
受
診
で
あ
っ
た
か
ま
で
は
情
報
な

し
）
。

 


 予
約
日
を
忘
れ
る
。

 


 認
知
症
患
者
の
定
期
歯
科
受
診
に
つ
い
て
。

 


 歯
科
受
診
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
な
上
、
１
回
の
治
療
・
処
置
で
は
終
わ
ら
ず
、

何
回
も
受
診
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
難
し
い
。
な
か
な
か
受
診
に
結

び
つ
か
な
い
。

 


 口
腔
内
の
清
潔
が
保
た
れ
て
い
な
い
。
歯
科
に
限
ら
ず
、
受
診
を
拒
否
す
る
方

が
い
る
た
め
、
適
切
な
治
療
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
に
伴
い
、
歯
の
喪
失

が
す
す
む
。
受
診
予
約
を
忘
れ
て
し
ま
う
。
義
歯
の
使
用
を
忘
れ
て
、
食
事
摂

取
に
影
響
が
出
る
。

 


 定
期
受
診
や
必
要
時
の
受
診
が
出
来
な
い
。

 


 定
期
受
診
（
定
期
受
診
の
必
要
性
の
理
解
等
含
む
）。

 


 予
約
日
に
受
診
し
な
い
。
怒
る
事
が
あ
る
。

 


 口
腔
や
義
歯
の
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
て
、
歯
科
予
約
を
家
の
方
が
さ
れ
て
も
、
受

診
日
を
忘
れ
て
受
診
が
で
き
な
い
。

 


 予
約
し
て
い
て
も
忘
れ
る
。
交
通
手
段
を
確
保
（
予
約
）
出
来
な
い
。
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
一
人
で
受
診
で
き
な
い
、
交
通
の
便
が
悪
い
、
近
く
に
歯
科
医
が
い
な
い
等
。


認
知
症
の
方
の
受
診
に
つ
い
て
（
受
診
が
難
し
い
）。

⑦
【

問
診

・
説

明
・
支
払
い
等
】


認
知
症
が
家
族
の
い
な
い
方
や
軽
度
認
知
障
害
の
方
の
歯
科
受
診
に
つ
い
て

は
、
症
状
を
う
ま
く
伝
え
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
医
師
の
指
示
が
伝
わ
ら
ず
、
必

要
な
処
置
や
対
応
が
と
れ
ず
、
ス
ム
ー
ズ
に
受
診
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。


治
療
計
画
な
ど
の
説
明
が
難
し
い
。


治
療
や
費
用
に
関
す
る
説
明
が
あ
っ
て
も
、
忘
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
理
解
で
き

な
い
こ
と
が
あ
る
。


症
状
を
的
確
に
伝
え
る
こ
と
が
難
し
い
。


何
度
も
訪
問
歯
科
診
療
を
実
施
す
る
が
、
治

療
に
つ
な
が
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
あ

る
（
特
に
認
知
症
の
人
が
自
身
の
痛
み
等
の

訴
え
が
困
難
で
あ
っ
た
り
、
心
身

の
拒
否
感
が
強
い
場
合
な
ど
に
お
い
て
）。


治
療
内
容
の
理
解
が
一
人
で
は
難
し
い
。
誰

か
と
一
緒
に
行
く
必
要
あ
り
。


口
腔
管
理
や
治
療
に
理
解
・
協
力
を
得
ら
れ

な
い
。
本
人
の
み
で
な
く
、
介
護

す
る
家
族
も
受
診
出
来
て
い
な
い
。


診
療
予
約

や
料
金
支
払
い
の
間
違
い
や
、
入

れ
歯
の
紛
失
、
説
明
の
理
解
が
難

し
い
な
ど
、
付
き
添
い
者
の
い
な
い
認
知
症
の
方
の
対
応
に
歯
科
医
院
が
苦
労

し
て
い
る
。


独
居
の
認

知
症
高
齢
者
だ
と
、
口
腔
ケ
ア
や
治
療
の
継
続
が
難
し
い
。


歯
科
治
療

の
際
、
意
向
を
伝
え
る
こ
と
が
困
難
。


歯
痛
等
、

口
腔
内
の
異
常
な
状
態
が
、
支
援
者
に
伝
わ
り
に
く
く
、
治
療
に
反

映
し
に
く
い
と
思
わ
れ
る
。


伝
え
た
内

容
を
忘
れ
て
し
ま
う
。


認
知
症
の
方
に
限
ら
ず
、
高
齢
に
な
る
と
歯
科
通
院
が
交
通
、
家
族
の
負
担
の

課
題
が
あ
り
、
継
続
通
院
が
難
し
い
。


単
独
で
受
診
さ
れ
た
方
へ
治
療
方
針
を
説
明
し
て
も
、
理
解
が
難
し
か
っ
た

り
、
忘
れ
て
し
ま
う
事
が
あ
る
。

⑧
【

歯
科

治
療

に
つ
い
て
】


認
知
症
患
者
は
、
自
分
自
身
で
口
腔
ケ
ア
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
や
、

歯
科
治
療
で
の
指
示
や
指
導
が
理
解
で
き
な
い
と
い
っ
た
こ
と
が
課
題
で
す
。


認
知
症
の
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
と
り
づ
ら
さ
か
ら
、
歯
科
医
療
機

関
に
よ
っ
て
は
応
急
処
置
に
と
ど
め
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。


認
知
症
の
方
は
一
人
で
受
診
す
る
こ
と
が
難
し
い
と
の
課
題
が
あ
る
。
訪
問
診

療
や
付
き
添
い
で
の
受
診
が
で
き
る
よ
う
体
制
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
の
必
要

性
を
感
じ
て
い
る
。


本
人
が
受
診
を
拒
否
し
た
り
、
治
療
の
際
に
暴
れ
る
等
で
治
療
が
進
ま
な
い
。


認
知
症
進
行
に
よ
り
、
歯
科
治
療
困
難
と
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
相
談
が
あ
る
。

認
知
症
の
方
は
、
初
め
て
行
く
場
所
や
初
対
面
の
人
に
対
し
て
不
安
が
強
く
、

治
療
が
必
要
に
も
関
わ
ら
ず
適
切
な
治
療
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
る
。
か

か
り
つ
け
医
を
持
っ
て
い
る
方
は
良
い
が
、
緊
急
時
の
対
応
な
ど
で
、
い
つ
も

と
違
う
医
院
に
行
か
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
な
る
と
、
口
を
開
け
て
く
れ
な
い

と
い
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
る
こ
と
も
あ
る
。
歯
科
医
に
も
認
知
症
の
方
へ
の

関
わ
り
方
に
つ
い
て
、
も
っ
と
周
知
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
が
、
十
分
に
出
来

て
い
な
い
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。


口
腔
ケ
ア
や
歯
科
治
療
を
嫌
が
り
、
興
奮
し
や
す
か
っ
た
り
、
暴
力
的
で
あ
っ

た
り
、
口
を
開
け
な
い
な
ど
、
強
い
拒
否
を
示
す
た
め
、
口
腔
ケ
ア
や
治
療
が

困
難
で
あ
る
場
合
が
多
い
。


10

分
程
度
で
も
口
を
開
け
続
け
て
も
ら
う
事
が
難

し
い
。


歯
科
受
診
の
受
け
入
れ
が
難
し
い
。


血
圧
が
高
く
義
歯
作
成
の
た
め
、
抜
歯
出
来
な
い
が
、
認
知
症
の
た
め
高
血
圧

の
薬
を
飲
み
忘
れ
る
こ
と
多
く
治
療
が
進
ま
な
い
。
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
歯
科
治
療
で
は
、
不
安
に
な
り
口
を
開
け
な
い
（
開
口
）
な
ど
拒
否
さ
れ
る
。

口
腔
衛
生
や
義
歯
管
理
能
力
等
、
低
下
す
る
為
、
発
見
時
は
重
症
化
し
て
い

る
。


市
認
知
症
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
（
市
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
検
討

委
員
会
を
兼
ね
る
）
で
は
、
市
歯
科
医
師
会

会
長
が
委
員
の
一
人
に
な
っ
て
い

る
。
医
師

会
長

と
し

て
市
内

15
歯
科

医
院
で
過
去
一
年
間
診
療
の
中
で
認
知
症

と
思
わ
れ

る
人
が
ど
の
位
い
た
か
を
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
。

15
歯
科
医
院

中
9
件
か
ら

回
答

あ
り

。
年
間

総
数
は

64
件
、

1
ヶ
月
平
均

5.
3
名
の
患
者
さ

ん
を
診
察

。
訪
問
歯
科
診
療
で
は
年
間
総
数

77
名
、

1
ヶ
月
平
均

5.
4
名
だ
っ

た
と
の
意

見
有
。
歯
科
治
療
が
必
要
な
時
は

、
歯
科
主
治
医
に
相
談
し
、
治
療

を
検
討
し

て
い
く
が
、
落
ち
着
い
て
座
る
ほ

ど
安
全
な
治
療
が
出
来
る
理
解
が

必
要
に
な

っ
て
く
る
こ
と
が
意
見
と
し
て
あ

が
っ
て
い
た
。


口
を
開
け
ら
れ
な
い
の
で
、
大
き
い
病
院
に
ま
わ
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
大
事

に
な
る
。


家
族
が
ケ
ア
の
必
要
を
感
じ
て
も
、
本
人
に

拒
否
感
強
い
。


 「
口
を
開
け
た
状
態
」
が
保
て
な
い
の
で
治
療
が
で
き
な
い
。
進
ま
な
い
と
病
院

よ
り
拒
否

さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
認
知
症
の

方
が
義
歯
を
紛
失
す
る
こ
と
が
多

く
、
自
己

管
理
が
難
し
い
。
新
し
く
作
り
直

し
た
り
調
整
が
困
難
。


認
知
症
に
は
様
々
な
症
状
が
あ
る
が
、
本
人

含
め
家
族
も
症
状
を
把
握
し
き
れ

て
お
ら
ず
、
治
療
中
や
ケ
ア
中
に
認
知
症
の
症
状
が
出
た
場
合
に
、
対
応
が
困

難
な
場
合
が
あ
る
。
認
知
症
状
が
あ
る
た
め
に
治
療
を
断
ら
れ
た
り
、
治
療
を

中
断
し
て
し
ま
う
た
め
、
口
腔
状
態
が
悪
化
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
。

認
知
症
状
の
あ
る
人
で
も
受
診
で
き
る
環
境
が
整
え
ば
良
い
と
思
う
。
認
知
症

と
の
診
断
に
結
び
つ
く
ま
で
時
間
が
か
か
り
、
家
族
の
対
応
も
上
手
く
で
き
な

い
こ
と
が
多
い
。


治
療
状
況
が
あ
い
ま
い
で
、
家
族
へ
連
絡
し

た
り
と
手
間
が
か
か
る
。


治
療
の
必
要
性
が
あ
っ
て
も
、
意
思
疎
通
を
図
る
こ
と
が
で
き
ず
、
治
療
を
勧

め
ら
れ
な
い
（
通
院
・
在
宅
）
た
め
、
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
あ
る
よ

う
で
あ
る
（
家
族
も
諦
め
る
）。

感
情
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
難
し
い
患
者
が
治
療

を
拒
否
し
た
り
、
診
療
室
で
大
き
な
声
を
出
し
た
り
す
る
こ
と
か
ら
、
現
状
で

は
受
け
入
れ
が
難
し
い
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。


義
歯
が
な
く
て
も
、
あ
き
ら
め
て
積
極
的
に
作
ろ
う
と
し
な
い
。


歯
磨
き
や
治
療
の
継
続
、
義
歯
の
取
り
扱
い
や
理
解
と
い
う
と
こ
ろ
で
も
課
題

は
大
き
い
。


治
療
が
必
要
で
あ
っ
て
も
、
本
人
の
理
解
力
か
ら
受
診
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
困

難
で
あ
っ
た
り
、
指
示
が
入
ら
ず
、
治
療
が
困
難
で
あ
る
こ
と
も
多
々
あ
る
か

と
思
い
ま
す
。


義
歯
の
治
療
等
理
解
が
難
し
い
。


継
続
治
療
が
行
え
な
い
。
入
れ
歯
作
成
後
の
か
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
の
確
認
が

難
し
い
。


治
療
回
数
や
診
療
時
間
な
ど
支
援
を
要
す
る
為
、
支
援
者
不
在
の
場
合
の
対
応

課
題
が
あ
る
と
考
え
る
。


歯
科
診
療
に
認
知
症
の
人
が
日
々
来
て
い
る
。
予
約
外
で
来
る
と
か
、
主
訴
が

わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
家
族
が
同
伴
し
て
い
れ
ば
よ
い
が
、
ひ
と
り
だ
と

対
応
に
困
っ
て
し
ま
う
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
す
る
こ
と
も
あ
る

が
、
ど
こ
ま
で
し
た
ら
よ
い
か
迷
う
。


治
療
の
途
中
で
中
断
し
て
し
ま
う
。


入
れ
歯
が
う
ま
く
使
え
な
い
、
適
切
に
脱
着
で
き
な
い
、
紛
失
等
の
ト
ラ
ブ

ル
。


治
療
の
説
明
を
し
て
も
覚
え
て
い
ら
れ
な
い
た
め
、
口
を
開
け
た
姿
勢
の
ま
ま

い
ら
れ
な
い
た
め
治
療
で
き
な
い
。


歯
科
医
院
の
受
入
体
制
整
備

 ・
設
備
面
…
歯
科
診
察
台
に
移
動
し
な
く
て
も
、

診
察
で
き
る
環
境
整
備
。
足
の
不
自
由
な
方
、
身
体
的
に
移
動
困
難
な
方
の
場

合
の
診
察
の
在
り
方
を
工
夫
で
き
れ
ば
良
い
と
思
う
。
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
 認

知
機
能
低
下
や
意
思
疎
通
困
難
の
方
へ
の
対
応

 義
歯
を
調
整
し
て
も
、
義
歯

が
合
っ
て

い
る
の
か
ど
う
か
は
っ
き
り
答
え

ら
れ
な
い
と
、
義
歯
を
作
っ
た
意

味
が
無
く

な
っ
て
し
ま
う
。

 


 診
療
時
の

本
人
へ
の
対
応
に
つ
い
て

 本
人
が
興
奮
し
た
り
、
待
合
室
で
待
つ
こ

と
が
難
し

か
っ
た
り
す
る
時
に
、
他
患
者
の
理
解
や
医
療
機
関
の
配
慮
が
必
要

と
な
る
。

介
護
者
の
精
神
的
負
担
が
軽
減
で
き
る
よ
う
な
訪
問
診
療
の
利
用
や

別
室
の
待

機
可
な
ど
の
支
援
が
多
く
提
供
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
が
重

要
。

 


 認
知
症
が

進
行
し
、
義
歯
の
作
り
直
し
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
、
本
人
は
判
断

が
出
来
ず

、
治
療
を
嫌
が
る
素
ぶ
り
も
あ
る
時
が
あ
る
が
、
家
族
が
治
療
を
希

望
し
て
新

し
い
義
歯
を
作
っ
て
も
、
適
応
で
き
ず
無
駄
に
な
っ
て
し
ま
う
事
例

が
あ
っ
た

。
認
知
症
が
進
行
し
た
場
合
の
口
腔
ケ
ア
や
治
療
を
ど
こ
ま
で
や
れ

る
か
家
族

と
の
調
整
が
難
し
い
と
感
じ
た
こ
と
が
あ
る
。

 


 認
知
機
能
の
低
下
か
ら
固
く
口
を
閉
じ
た
り

、
暴
れ
た
り
と
口
腔
内
の
観
察
が

困
難
な
方
が
い
る
。
認
知
機
能
の
低
下
か
ら
義
歯
を
洗
浄
せ
ず
に
長
期
間
生
活

し
た
た
め
義
歯
と
歯
肉
が
癒
着
し
義
歯
が
外
せ
な
く
な
っ
た
方
が
い
る
。
独
居

の
方
が
短
期
記
憶
の
低
下
に
よ
り
、
通
院
日
を
忘
れ
て
し
ま
い
、
予
約
を

入
れ

て
い
な
い
日
に
通
院
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
認
知
機
能
の
低
下
か
ら
自
ら

「
歯
痛
」
や
「
義
歯
が
あ
わ
な
い
」
等
の
訴
え
が
出
来
ず
食
事
摂
取
量
が
著
し
く

低
下
し
、
栄
養
状
態
が
不
良
に
な
っ
た
方
が
い
る
。
歯
痛
の
方
が
歯
医
者
へ
一

人
で
通
う
も
、
処
方
さ
れ
た
薬
が
内
服
で
き
ず
再
度
歯
医
者
に
行
く
状
況
で
あ

っ
た
。
在
宅
の
場
合
、
介
護
者
の
認
識
が
甘
く
口
腔
ケ
ア
が
不
十
分
で
歯
槽
膿

漏
の
進
行
を
招
い
て
い
る
。
入
所
施
設
に
よ
っ
て
は
口
腔
ケ
ア
を
き
ち
ん
と
し

て
い
な
い
施
設
が
あ
る
。
上
記
の
よ
う
な
事
例
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
専
門
職
の

早
期
介
入
や
歯
科
医
師
や
歯
科
衛
生
士
と
の
連
携
、
口
腔
ケ
ア
に
関
す
る
認
識

不
足
が
課
題
で
あ
る
。

 


 重
度
認
知

症
の
方
の
場
合
、
日
々
の
口
腔
ケ

ア
や
歯
科
診
療
を
受
け
さ
せ
る
こ

と
が
困
難
な
方
が
い
る
。

 


 口
腔
ケ
ア
が
必
要
な
状
態
で
も
拒
否
が
強
く
訪
問
歯
科
等
利
用
で
き
ず
、
専
門

医
に
よ
る
薬
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
か
ら
の
歯
科
治
療
に
な
る
た
め
、
月
日

が
か
か
る
こ
と
が
あ
る
。

 


 義
歯
を
改
め
て
作
っ
た
方
が
い
い
か
、
認
知
症
の
方
の
義
歯
を
作
る
か
の
課

題
。

 


 短
期
記
憶
障
害
等
に
よ
る
歯
科
治
療
の
継
続
、
新
た
な
義
歯
な
ど
の
管
理
が
難

し
い
。

 


 治
療
内
容
、
正
し
い
口
腔
ケ
ア
が
実
施
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

 


 歯
科
受
診
や
口
腔
ケ
ア
に
対
し
て
拒
否
が
あ
る
。
声
掛
け
や
導
入
が
難
し
い
。

 


 義
歯
の
紛
失
、
破
損
が
あ
っ
て
新
た
な
義
歯
が
必
要
で
も
う
ま
く
合
わ
せ
る
こ

と
が
出
来
ず
、
結
果
、
使
用
出
来
な
い
。

 


 治
療
の
目
的
を
忘
れ
て
し
ま
う
の
で
、
歯
科
治
療
を
受
け
よ
う
と
し
て
も
口
を

開
け
て
く
れ
な
か
っ
た
り
、
騒
い
で
し
ま
っ
た
り
す
る
。
そ
の
た
め
、
理
解
の

あ
る
歯
科
医
院
で
な
い
と
通
う
の
が
難
し
い
。

 


 歯
科
治
療
、
口
腔
ケ
ア
を
す
る
際
、
口
を
開
け
て
く
れ
な
い
。
拒
否
す
る
。
不

安
と
恐
怖
を
感
じ
る
。

 


 認
知
症
が
進
行
し
た
状
態
で
の
歯
科
治
療
が
難
し
い
（
指
示
理
解
が
困
難
）。

→
早
期
の
段
階
で
治
療
を
済
ま
せ
る
こ
と
が
重
要
。

 


 治
療
の
た
め
に
医
療
機
関
を
受
診
さ
せ
る
こ
と
が
難
し
く
、
歯
の
治
療
や
義
歯

の
治
療
が
で
き
な
い
。

 


 本
人
の
意
向
が
分
か
り
に
く
い
。

 


 認
知
症
で
か
つ
大
腿
筋
力
低
下
に
て
歩
行
困
難
な
方
は
、
受
診
が
で
き
た
と
し

て
も
診
察
台
へ
上
が
れ
な
い
。
指
示
が
入
ら
ず
治
療
を
諦
め
る
ケ
ー
ス
が
多

い
。

 


 訪
問
歯
科
診
療
を
し
て
も
忘
れ
て
不
在
だ
っ
た
り
、
口
を
開
け
ず
拒
否
が
あ
る

と
聞
い
て
い
ま
す
。
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
自
分
自
身
の
状
況
や
違
和
感
を
う
ま
く
伝
え
ら
れ
ず
、
治
療
を
途
中
で
断
念
し

て
し
ま
う
。
本
人
に
し
か
わ
か
ら
な
い
微
妙
な
違
和
感
や
不
具
合
を
伝
え
ら
れ

ず
、
治
療
が
進
み
に
く
い
。


義
歯
を
新
し
く
作
っ
た
際
、
根
気
よ
く
使
い
続
け
る
こ
と
で
だ
ん
だ
ん
と
馴
染

ん
で
く
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
う
が
、
１
回

は
め
て
何
だ
か
い
つ
も
と
違
う
と

感
じ
、
使
用
を
や
め
て
し
ま
う
。
継
続
し
て

利
用
で
き
ず
、
結
局
、
前
の
義
歯

に
戻
っ
て
し
ま
う
。
元
の
義
歯
が
合
わ
な
く

な
っ
て
作
り
変
え
て
い
る
た
め
、

元
の
義
歯
を
使
っ
て
も
う
ま
く
噛
め
ず
、
結

局
外
し
て
し
ま
い
、
歯
茎
だ
け
で

噛
ん
で
食
事
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
う
ま
く

噛
め
な
い
こ
と
が
継
続
し
て
し
ま

う
。
治
療
を
断
念
す
る
こ
と
で
、
不
具
合
な

状
況
や
歯
が
な
い
状
態
等
が
常
態

化
し
て
し
ま
う
。


認
知
症
と
思
わ
れ
る
方
が
歯
科
医
院
を
受
診
し
た
際
、
診
察
台
に
登
れ
な
か
っ

た
り
（
登
り
方
が
分
か
ら
な
い
）
指
示
が
分

か
ら
な
か
っ
た
り
し
て
、
治
療
が

う
ま
く
進
ま
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
の
相
談
が

歯
科
医
院
か
ら
あ
る
。
ど
う
支
援

し
て
い
く
べ
き
か
。


治
療
や
日
々
の
ケ
ア
時
に
口
を
開
け
て
貰
え

な
い
た
め
治
療
が
困
難
な
場
合
が

あ
る
。


歯
科
治
療
を
拒
ん
だ
り
、
口
を
開
か
な
く
診
察
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
。


歯
の
治
療
時
に
数
分
間
口
を
開
け
て
の
治
療
に
耐
え
ら
れ
ず
怒
っ
て
帰
っ
て
し

ま
っ
た
。
そ
の
後
も
治
療
が
難
し
く
抜
く
以
外
な
い
事
を
伝
え
る
と
怒
っ
て
帰

っ
て
し
ま
っ
た
。


指
示
が
入
ら
ず
治
療
が
出
来
な
い
（
恐
怖
心
）。

⑨
【

口
腔

ケ
ア

実
施
に
つ
い
て
】


口
腔
ケ
ア
を
行
え
ず
、
歯
科
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し
や
す
い
こ
と
へ
の
対
応
。


訪
問
口
腔
ケ
ア
を
す
る
上
で
、
こ
ち
ら
の
言
う
こ
と
が
伝
わ
り
に
く
く
、
口
を

固
く
閉
じ
た
ま
ま
で
磨
け
な
い
こ
と
が
あ
る

。
口
腔
ケ
ア
の
途
中
で
閉
じ
ら
れ

る
た
め
、
内
側
が
磨
け
な
い
こ
と
や
、
歯
ブ
ラ
シ
を
噛
む
こ
と
が
あ
る
。
手
や

足
が
出
て
拒
否
が
あ
り
、
ケ
ア
が
出
来
な
い
こ
と
が
あ
る
。
義
歯
や
歯
ブ
ラ
シ

を
投
げ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
指
導
し
て
も
磨
き
方
や
習
慣
を
変
え
る
こ
と
は

難
し
い
。


理
解
力
低
下
に
よ
り
、
本
人
に
対
し
、
口
腔
ケ
ア
等
の
支
援
を
行
っ
て
も
、
内

容
に
対
す
る
理
解
が
出
来
な
い
た
め
、
セ
ル
フ
ケ
ア
に
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
が

あ
る
。


認
知
症
の
方
の
口
腔
機
能
に
つ
い
て
（
ケ
ア
が
難
し
い
）。


高
齢
の
認
知
症
の
あ
る
方
に
つ
い
て
、
自
己
管
理
が
出
来
ず
、
口
腔
ケ
ア

の
拒

否
が
あ
り
、
衛
生
が
保
た
れ
な
い
場
合
。


認
知
症
の
方
の
歯
の
手
入
れ
が
困
難
で
あ
る
。


認
知
症
に
な
る
と
理
解
力
や
意
欲
、
集
中
力
の
低
下
が
あ
り
、
口
腔
ケ
ア
や
歯

科
治
療
の
目
的
が
わ
か
ら
な
く
な
り
歯
磨
き
の
自
立
度
、
義
歯
の
管
理
能
力
が

低
下
す
る
。


独
居
高
齢
者
が
多
く
、
口
腔
ケ
ア
を
理
解
で
き
な
い
。


施
設
・
在
宅
を
問
わ
ず
、
認
知
症
の
方
の
適
切
な
口
腔
ケ
ア
の
継
続
が
難
し
い

（
ケ
ア
の
拒
否
、
必
要
性
の
理
解
が
で
き
な
い
等
）
。


独
居
が
多
く
、
日
常
の
口
腔
ケ
ア
が
十
分
に
で
き
な
い
。
歯
が
悪
く
な
っ
て
も

通
院
が
で
き
な
い
。
若
い
頃
か
ら
歯
科
に
通
う
習
慣
が
な
い
。


口
腔
ケ
ア
が
不
十
分
と
感
じ
る
が
セ
ル
フ
ケ
ア
や
毎
日
の
ケ
ア
が
実
施
で
き
な

い
（
理
解
力
の
乏
し
さ
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
際
の
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
が
あ
る
）
。


通
所
型
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
時
に
、
歯
科
衛
生
士
が
口
腔
機
能
改
善
を
目
的
に
対

象
者
へ
指
導
を
行
っ
て
い
る
が
、
認
知
機
能
の
低
下
等
に
よ
り
、
指
導
内
容
を

理
解
で
き
な
か
っ
た
り
、
指
導
を
受
け
て
も
、
そ
れ
を
忘
れ
て
し
ま
う
な
ど
の

関
わ
り
に
く
さ
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。


う
が
い
が
出
来
ず
、
ま
た
、
入
れ
歯
の
出
し
入
れ
が
出
来
な
く
ケ
ア
が
大
変
。

口
腔
内
に
食
物
残
渣
が
多
く
誤
嚥
に
つ
な
が
る
。
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
口
腔
ケ
ア
が
大
事
で
あ
る
こ
と
は
理
解
で
き
る
が
、
認
知
症
の
人
へ
の
口
腔
ケ

ア
に
つ
い
て
の
理
解
が
得
ら
れ
に
く
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
り
に

く
い

現
状
が
あ
り
、
介
入
し
に
く
い
。
健
常
者
で
も
歯
科
通
院
に
良
い
思
い
出
が
な

く
、
尻
込
み
し
て
し
ま
う
背
景
が
あ
り
、
な
お
さ
ら
か
と
思
う
。


義
歯
が
あ
わ
な
く
て
噛
め
な
い
。
歯
の
欠
損
が
あ
る
な
ど
個
々
に
課
題
は
あ
る

が
、
受
診
や
自
己
ケ
ア
ま
で
意
識
が
向
か
な

い
方
（
本
人
・
家
族
）
も
多
い
よ

う
に
思
い
ま
す
。
受
診
等
お
す
す
め
し
て
も

、
口
腔
ケ
ア
、
治
療
の
大
切
さ
に

つ
い
て
、
あ
ま
り
理
解
が
得
ら
れ
な
い
よ
う

に
感
じ
て
い
ま
す
。
受
診
に
な
か

な
か
つ
れ
て
行
け
な
い
な
ど
理
由
は
あ
り
ま

す
が
…
。


適
切
な
口
腔
ケ
ア
に
関
す
る
方
法
（
歯
磨
き
の
方
法
や
使
用
す
る
道
具
等
）
に

つ
い
て
知
り
た
い
と
い
う
訴
え
も
多
く
、
認

知
症
と
口
腔
ケ
ア
に
つ
い
て
の
市

民
向
け
の
講
座
の
開
催
や
施
設
職
員
向
け
に

歯
科
に
関
す
る
健
康
づ
く
り
教
室

の
実
施
等
、
普
及
啓
発
に
努
め
て
は
い
る
が

、
今
の
と
こ
ろ
全
体
に
知
れ
渡
っ

て
い
な
い
こ
と
が
課
題
で
あ
る
と
感
じ
る
。


適
切
な
口
腔
ケ
ア
が
困
難
。


独
居
や
高
齢
世
帯
の
方
は
、
口
腔
ケ
ア
へ
の

促
し
等
、
声
掛
け
が
出
来
ず
、
実

施
出
来
な
い
。


認
知
症
の
方
は
治
療
や
口
腔
ケ
ア
に
対
す
る

拒
否
が
あ
る
方
が
多
く
、
支
援
が

困
難
。
口
腔
ケ
ア
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
支
援
者
は
多
い
が
、
実
際
に
支
援

に
繋
が
り
に
く
い
（
後
回
し
に
な
っ
た
り
、

歯
科
制
度
理
解
が
不
十
分
な
ど
）
。


口
腔
ケ
ア
や
歯
科
治
療
を
行
お
う
と
し
た
際

、
指
示
が
理
解
出
来
ず
に
混
乱
し

て
し
ま
い
、
う
ま
く
治
療
が
で
き
な
い
認
知
症
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
た
め
、

な
か
な
か
治
療
に
結
び
つ
け
づ
ら
い
。


認
知
症
の
人
に
「
口
を
開
け
る
」
等
の
指
示

が
伝
わ
ら
な
い
。
義
歯
を
よ
く
紛

失
す
る
。
義
歯
作
成
時
に
自
分
の
感
じ
た
こ
と
な
ど
を
う
ま
く
伝
え
ら
れ
な

い
。


介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
で
行
う
口
腔
ケ
ア
の
指
導
に
お
い
て
、
セ
ル

フ
ケ
ア
の
定
着
が
難
し
く
、
ご
家
族
の
支
援
を
得
る
こ
と
も
難
し
い
状
況
が
あ

る
。


口
腔
ケ
ア
が
実
施
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
。
口
腔
ケ
ア
の
実
施
が
難
し

い
。


指
示
を
行
う
か
、
一
部
介
助
が
必
要
な
方
が
多
い
が
、
認
知
症
の
方
で
単
身
で

生
活
さ
れ
て
い
る
方
も
多
く
、
い
ら
れ
る
。


ヘ
ル
パ
ー
を
利
用
し
て
い
る
ケ
ー
ス
で
は
、
義
歯
洗
浄
は
訪
問
時
に
可
能
だ

が
、
食
事
の
時
間
で
は
な
い
場
合
は
、
本
人
が
「
な
ぜ
、
今
？
」
と
な
る
こ
と

が
あ
る
。


 「
自
分
で
で
き
て
い
る
」
と
の
ブ
ラ
イ
ド
か
ら
義
歯
を
外
す
こ
と
に
抵
抗
が
あ
る

場
合
も
あ
る
。


義
歯
の
つ
け
忘
れ
が
多
い
。
離
島
で
あ
る
為
、
本
島
で
の
治
療
を
し
て
い
る

と
、
受
診
忘
れ
も
あ
り
、
計
画
通
り
に
治
療
が
進
ま
な
い
。


認
知
症
の
方
の
口
腔
ケ
ア
に
つ
い
て
は
、
ケ
ア
の
仕
方
を
指
導
し
て
も
忘

れ
て

し
ま
い
、
習
慣
化
せ
ず
ケ
ア
が
出
来
な
い
。


地
域
ケ
ア
会
議
を
し
た
時
に
、
訪
問
看
護
師
か
ら
認
知
症
の
方
の
口
腔
ケ
ア
を

す
る
際
、
す
ご
く
嫌
が
ら
れ
て
困
っ
た
と
い
う
事
例
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
い

う
場
合
の
対
応
方
法
や
、
相
談
先
を
知
り
た
い
で
す
。


グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
（
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
）
の
入
居
者
が
水
分
補

給
・
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
・
う
が
い
等
の
口
腔
ケ
ア
に
対
し
て
拒
否
す
る
こ
と
が
あ

り
、
対
応
に
苦
慮
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。


在
宅
で
も
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
人
が
大
切
だ
っ
た
り
…
認
知
症
が
進
行
す
れ
ば
施

設
内
で
も
ケ
ア
や
支
援
に
苦
慮
し
て
い
る
部
分
は
大
き
い
と
思
う
。
そ
の
中
で

サ
ポ
ー
ト
し
た
り
、
課
題
把
握
や
整
理
な
ど
ま
っ
た
く
出
来
て
い
な
い
現
状
で

す
。


認
知
機
能
低
下
が
著
し
い
場
合
、
義
歯
調
整
や
口
腔
管
理
が
難
し
く

M
CI

時
点

で
の
早
期
対
応
が
必
要
で
あ
る
。
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
 口

腔
ケ
ア
指
導
が
あ
っ
て
も
自
身
が
継
続
し
て
行
う
こ
と
が
難
し
い
。

 


 食
後
の
歯
磨
き
を
習
慣
づ
け
る
為
、
毎
回
同
じ
よ
う
に
働
き
か
け
る
。
オ
ー
ラ

ル
ケ
ア
は
、
認
知
機
能
改
善
に
も
役
立
つ
事
を
家
族
に
も
説
明
し
、
家
族
も
一

緒
に
行
う
等
、
そ
の
人
の
認
知
度
に
あ
わ
せ
た
対
応
（
言
葉
か
け
や
説
明
）
が

必
要
。
磨
き
残
し
や
歯
周
病
に
対
応
し
コ
ン
ク
ー
ル
を
使
っ
て
い
た
（
歯
科
お

す
す
め
）
。

 


 介
護
拒
否
の
方
の
口
腔
ケ
ア
の
方
法
・
歯
科
診
療
の
か
か
り
方
を
ど
う
す
る

か
。

 


 食
後
の
歯
磨
き
を
習
慣
づ
け
る
為
、
毎
回
同
じ
様
に
働
き
か
け
る
必
要
あ
り
。

オ
ー
ラ
ル
ケ
ア
は
、
認
知
機
能
改
善
に
も
役
立
つ
事
を
家
族
に
も
説
明
し
、
家

族
も
一
緒
に
行
う
等
、
そ
の
人
の
認
知
度
に
あ
わ
せ
た
対
応
（
言
葉
か
け
や
説

明
）
が
必
要
。

 


 口
腔
ケ
ア

の
話
を
し
て
も
中
々
理
解
し
て
も

ら
え
る
こ
と
が
で
き
ず
拒
否
を
さ

れ
て
し
ま

う
。

 


 訪
問
し
て

そ
の
場
で
歯
磨
き
が
出
来
て
も
、
そ
の
後
忘
れ
て
し
ま
い
継
続
が
出

来
な
い
。

 


 ケ
ア
に
対
す
る
理
解
が
得
ら
れ
ず
、
ケ
ア
に

抵
抗
さ
れ
る
方
へ
の
対
応
。

 


 認
知
症
の
方
の
口
腔
ケ
ア
は
課
題
で
自
分
で

よ
く
磨
け
な
い
の
で
、
口
腔
内
の

汚
れ
が
目
立
ち
、
今
ま
で
あ
っ
た
自
歯
が
破

損
し
た
り
虫
歯
に
な
っ
た
り
す
る

ケ
ー
ス
が
あ
る
。

 


 独
居
や
高

齢
者
世
帯
で
は
、
認
知
症
の
方
が
適
切
な
口
腔
ケ
ア
や
治
療
を
受
け

る
こ
と
は

難
し
い
。

 


 口
腔
ケ
ア
の
継
続
。

 


 口
腔
ケ
ア
の
必
要
性
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。
歯
磨
き
を
し
な
い
。
口
臭

が
あ
る
。
認
知
症
に
関
す
る
相
談
、
早
期
診
断
・
治
療
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と

が
多
い
た
め
、
口
腔
ケ
ア
歯
科
治
療
に
関
す
る
検
討
が
で
き
て
い
な
い
。

 


 介
護
の
現
場
で
、
認
知
症
の
方
へ
の
口
腔
ケ
ア
が
分
か
ら
な
い
と
声
が
あ
る
。

口
を
開
け
て
く
れ
な
い
。
う
が
い
が
分
か
ら
な
い
。
説
明
が
伝
わ
ら
な
い
。
具

体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
指
導
し
て
く
れ
る
方
が
欲
し
い
。

 


 本
人
の
拒
否
が
あ
り
、
口
腔
ケ
ア
が
で
き
な
い
こ
と
。

 


 支
援
を
行
う
中
で
口
腔
ケ
ア
が
必
要
と
思
っ
て
も
、
本
人
の
判
断
力
が
低
下
し

て
い
て
ケ
ア
に
つ
な
げ
ら
れ
な
い
（
家
族
や
支
援
者
が
い
な
い
こ
と
が
あ
る
た

め
）
。

 


 認
知
症
症
状
に
よ
る
ケ
ア
に
対
す
る
拒
否
、
口
を
あ
け
て
く
れ
な
い
等
で
そ
も

そ
も
ケ
ア
が
難
し
い
。

 


 認
知
症
の
方
の
口
腔
ケ
ア
の
す
す
め
方
が
難
し
い
。
今
ま
で
、
き
ち
ん
と
口
腔

ケ
ア
が
出
来
て
い
た
方
が
、
口
臭
や
口
腔
内
が
汚
れ
て
い
る
→
認
知
症
に

な
っ

て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
の
で
、「

口
腔
ケ
ア
と
認
知
症
の
関
係
に
つ
い
て
」
フ
レ

イ
ル
の
視
点
か
ら
学
ぶ
た
め
の
講
演
会
や
先
生
が
お
ら
れ
た
ら
、
教
え
て
欲
し

い
。

 


 歯
科
の
往
診
か
ら
歯
科
衛
生
士
が
入
れ
て
も
、
治
療
期
間
の
み
な
の
で
、
毎
日

の
ケ
ア
と
し
て
継
続
さ
れ
に
く
い
。

 


 独
居
高
齢
者
は
口
腔
ケ
ア
が
実
施
で
き
ず
、
ヘ
ル
パ
ー
介
入
が
あ
る
方
し
か
行

え
て
い
な
い
。
家
族
と
同
居
し
て
い
た
り
、
ヘ
ル
パ
ー
介
入
が
あ
っ
た
と
し
て

も
、
本
人
の
認
知
機
能
が
低
下
し
て
い
て
拒
絶
が
あ
る
方
は
、
口
腔
ケ
ア
の
支

援
が
行
え
な
い
。

 


 本
人
も
家
族
も
口
腔
ケ
ア
の
や
り
方
が
わ
か
ら
な
い
、
義
歯
の
手
入
れ
の
や
り

方
が
わ
か
ら
な
い
等
の
理
由
で
口
腔
ケ
ア
を
し
な
い
ま
ま
過
ご
し
て
い
る
。

 


 在
宅
介
護
の
場
合
、
口
腔
ケ
ア
は
本
人
に
任
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
認

知
症
で
口
腔
ケ
ア
が
不
十
分
と
思
わ
れ
る
時
も
、
身
体
が
元
気
だ
と
家
族
が
口

腔
ケ
ア
の
介
助
を
す
る
の
は
難
し
か
っ
た
り
、
本
人
の
抵
抗
も
あ
る
。

 


 口
腔
内
を
観
察
さ
れ
る
こ
と
自
体
嫌
が
ら
れ
る
。

 


 丁
寧
な
口
腔
ケ
ア
が
継
続
出
来
な
い
。
指
導
を
す
る
機
会
が
あ
っ
て
も
理
解
で

き
な
い
。
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
口
腔
ケ
ア
の
継
続
の
難
し
さ
を
感
じ
る
。
在
宅
介
護
の
場
合
や
介
護
拒
否
が
あ

る
場
合
等
。


口
腔
ケ
ア
に
対
し
て
抵
抗
あ
る
。


口
の
中
に
も
の
を
入
れ
る
こ
と
を
い
や
が
る
事
も
あ
り
、
口
腔
ケ
ア
が
実
施
困

難
に
な
る
場
合
が
あ
る
。


指
導
内
容
を
ど
の
程
度
理
解
し
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
。
本
人
が
ど
こ
ま
で
口

腔
ケ
ア
を
自
分
で
や
り
た
い
の
か
、
ま
た
は

家
族
に
お
願
い
し
た
い
か
短
時
間

の
指
導
時
に
判
断
す
る
の
が
難
し
い
。


拒
否
が
あ
る
よ
う
な
認
知
症
の
人
の
口
腔
ケ
ア
に
つ
い
て
、
家
族
が
相
談
で
き

る
機
会
が
少
な
い
。
ど
う
し
て
い
い
か
分
か

ら
ず
に
い
る
こ
と
が
あ
る
。


認
知
症
の
人
自
身
が
ど
れ
く
ら
い
セ
ル
フ
ケ
ア
が
出
来
る
か
の
能
力
の
見
極
め

も
必
要
に
な
っ
て
く
る
。


口
腔
ケ
ア
を
本
人
が
嫌
が
る
～
治
療
継
続
が
む
ず
か
し
い
、
自
己
治
療
中
断
も

あ
る
。


口
腔
ケ
ア
を
自
身
で
行
え
な
く
な
っ
て
、
介
護
者
の
ケ
ア
を
拒
否
す
る
。


口
腔
ケ
ア
を
嫌
が
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
介
護
者
も
積
極
的
に
は
行
わ
な
く
な

っ
て
し
ま
う
。


介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
日
は
、
誰
か
に
見
守
っ
て
も
ら
え
る
が
、
利

用
日
以
外
で
家
族
も
い
な
い
場
合
は
、
自
分
で
口
腔
ケ
ア
を
し
て
い
る
の
か
分

か
ら
な
い
。


家
族
等
、
介
護
者
が
い
な
い
と
口
腔
ケ
ア
が
難
し
い
。


ブ
ク
ブ
ク
う
が
い
が
難
し
く
な
る
人
も
い
る
。
口
の
中
に
水
を
含
ん
だ
ま
ま
吐

き
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が
多
い
。


歯
を
磨
か
せ
て
く
れ
な
い
。

⑩
【

口
腔

衛
生

状
態
不
良
】


口
腔
内
衛
生
が
保
た
れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
あ
り
。


認
知
症
の
患
者
自
身
が
、
口
腔
内
の
清
潔
を
保
持
す
る
こ
と
が
困
難
と
な
り
、

極
め
て
汚
染
し
や
す
い
状
況
に
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
口
腔
ケ
ア
が
重
要
で

あ
る
が
、
認
知
症
の
患
者
の
理
解
を
得
ら
れ
な
い
こ
と
も
多
く
拒
否
さ
れ
苦
慮

す
る
。
義
歯
の
紛
失
が
多
く
、
何
度
も
歯
科
受
診
が
必
要
と
な
る
人
や
紛
失
し

た
ま
ま
、
放
置
し
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
多
く
な
っ
て
い
る
。


認
知
症
状
の
あ
る
人
は
、
歯
磨
き
等
セ
ル
フ
ケ
ア
に
よ
る
口
腔
管
理
が
不
十
分

と
な
る
状
況
が
多
い
。
そ
の
た
め
口
腔
内
が
不
潔
に
な
り
、
感
染
症
の
リ
ス
ク

も
高
ま
る
こ
と
が
あ
る
。


口
腔
衛
生
管
理
が
十
分
に
出
来
な
い
（
認
知
症
が
進
む
と
理
解
で
き
な
い
た

め
、
噛
ん
で
し
ま
っ
た
り
、
歯
磨
き
が
出
来
な
か
っ
た
り
）。

実
際
に
は
こ
の
よ

う
な
こ
と
や
、
他
に
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
現
状
と
し
て
課
題
が
表
出
し
て

い
な
い
。


認
知
症
の
症
状
に
よ
り
、
自
身
で
口
腔
内
を
清
潔
に
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
る

ほ
か
、
義
歯
の
管
理
が
難
し
く
な
る
な
ど
、
口
腔
環
境
が
悪
化
し
や
す
い
。


認
知
は
あ
る
が
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
が
ら
在
宅
で
生
活
し
て
い
る
人

の
口
腔
ケ
ア
。
通
所
時
に
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
し
て
い
る
程
度
で
自
宅
で
は
出
来
て

い
な
い
。
（
訪
問
時
、
食
物
残
渣
が
あ
る
人
多
い
。
）

 独
居
の
方
は
歯
科
治
療
に

行
け
な
い
。
口
腔
ケ
ア
も
自
分
で
は
出
来
な
い
。


認
知
症
が
あ
ら
わ
れ
た
独
居
の
方
だ
と
口
腔
ケ
ア
は
行
っ
て
い
な
い
こ
と
が
多

い
。
訪
問
時
に
、
口
臭
な
ど
よ
り
声
掛
け
見
守
り
で
行
う
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
る
。


口
腔
内
清
掃
が
十
分
で
き
な
く
な
り
、
歯
の
治
療
が
必
要
で
あ
っ
て
も
、
口
腔

内
を
診
せ
て
も
ら
え
な
い
。


口
腔
ケ
ア
が
毎
日
で
き
な
い
（
一
人
で
は
）
。
口
の
内
が
汚
れ
て
い
る
こ
と
が
多

い
。
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
 認

知
症
の
人
が
一
人
で
口
腔
ケ
ア
を
実
施
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
も
し
、
家
族

が
同
居
し
て
お
り
、
声
掛
け
程
度
で
自
分
で
口
腔
ケ
ア
で
き
れ
ば
良
い
が
、
認

知
症
の
程
度
が
重
く
な
る
と
声
掛
け
だ
け
で
は
難
し
く
、
直
接
歯
磨
き
の
支
援

を
し
な
い
と
い
け
な
い
が
、
家
族
で
あ
れ
ば
抵
抗
を
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。

 


 認
知
が
進
ん
で
来
る
と
、
自
分
だ
け
で
口
腔
ケ
ア
を
し
て
も
磨
き
残
し
が
多
く

な
る
が
、
家
族
に
口
腔
を
見
せ
よ
う
と
し
な
い
た
め
、
口
腔
環
境
が
悪
化
し
て

し
ま
う
。

 


 認
知
症
に
限
ら
ず
、
病
気
を
き
っ
か
け
に
口
腔
内
の
状
態
が
悪
く
な
る
傾
向
が

あ
り
ま
す
。
在
宅
の
口
腔
訪
問
時
、
本
人
へ
の
口
腔
ケ
ア
の
方
法
、
必
要
性
を

話
す
の
で
す
が
、
そ
の
時
は
理
解
し
て
も
、
そ
の
後
忘
れ
て
し
ま
い
習
慣
に
な

ら
な
い
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
す
。
家
族
が
い
れ
ば
、
本
人
へ
の
声
掛
け
や
口
腔

ケ
ア
を
お
願
い
し
た
り
、
ま
た
歯
科
の
診
察
が
必
要
な
場
合
は
、
家
族
が
通
院

の
介
助
を
し
て
く
れ
ま
す
。
し
か
し
一
人
暮
ら
し
で
認
知
症
の
方
は
、
口
腔
の

管
理
が
難
し
く
、
通
院
が
必
要
で
も
「
こ
の
ま
ま
で
い
い
」「

歯
医
者
に
行
く
事

は
で
き
な
い
」
と
通
院
に
つ
な
が
ら
な
い
ケ

ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
一
人
暮
ら
し

や
高
齢
者
世
帯
の
ケ
ー
ス
に
、
口
腔
ケ
ア
や

口
腔
機
能
維
持
の
た
め
の
口
腔
体

操
な
ど
の
習
慣
化
、
ま
た
受
診
で
き
る
た
め

の
支
援
が
課
題
と
感
じ
ま
す
。

 


 理
解
力
の
低
下
等
に
よ
る
セ
ル
フ
ケ
ア
不
足

（
歯
磨
き
自
立
度
や
義
歯
管
理
能

力
の
低
下
等
）
の
た
め
、
口
腔
状
態
が
悪
化

し
や
す
い
。
ま
た
、
治
療
が
必
要

な
状
態
に
も
関
わ
ら
ず
、
継
続
し
た
受
診
に

繋
が
り
に
く
い
た
め
、
口
腔
状
態

が
悪
化
し
や
す
い
。

 


 認
知
症
進
行
に
よ
り
、
口
腔
ケ
ア
や
歯
科
治

療
の
必
要
性
を
理
解
出
来
な
い
事

で
、
不
衛
生
な
状
態
に
つ
な
が
る
。

 


 長
年
歯
科
医
院
で
個
別
管
理
を
う
け
て
い
る

よ
う
な
方
で
も
年
を
重
ね
て
い

き
、
さ
ら
に
認
知
機
能
の
低
下
に
よ
り
で
き

て
い
た
セ
ル
フ
ケ
ア
が
出
来
な
く

な
っ
て
く
る
方
が
い
る
。
何
ら
か
の
介
護
サ

ー
ビ
ス
に
つ
な
が
る
こ
と
で
、
支

援
を
受
け
ら
れ
な
く
も
な
い
が
、
支
援
を
受

け
る
ま
で
で
も
な
い
間
の
口
腔
ケ

ア
の
誰
が
ど
う
担
っ
て
い
く
か
が
課
題
。

 


 清
潔
、
衛
生
面
の
支
援
や
管
理
が
ご
自
身
で
は
難
し
か
っ
た
り
、
ご
本
人
の
拒

否
に
よ
り
ご
家
族
の
対
応
、
他
者
の
介
入
が
難
し
か
っ
た
り
す
る
。
口
腔
ケ
ア

に
関
し
て
も
、
清
潔
に
保
つ
こ
と
や
、
治
療
が
継
続
で
き
て
い
な
い
こ
と
で
、

硬
い
も
の
が
噛
み
切
れ
ず
食
事
形
態
・
栄
養
面
に
影
響
が
あ
る
。

 


 本
人
、
家
族
が
口
腔
ケ
ア
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
理
解
不
足
に
よ
り
、
不
衛
生

な
状
態
で
放
置
さ
れ
て
い
る
。

 


 口
腔
ケ
ア
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
た
め
、
う
蝕
や
歯
周
病
等
の
ト
ラ
ブ
ル
が

多
い
。

 


 口
腔
ケ
ア
が
出
来
て
い
な
い
方
が
い
る
。

 


 日
々
の
歯
磨
き
が
ま
ず
難
し
い
。

 


 セ
ル
フ
ケ
ア
が
適
切
に
行
え
な
い
。

 


 口
腔
ケ
ア
が
疎
か
に
な
り
が
ち
、
嫌
が
る
。

 


 口
腔
ケ
ア
が
自
身
で
し
に
く
い
。

 


 セ
ル
フ
ケ
ア
が
困
難
。

 


 自
分
で
口
腔
ケ
ア
を
す
る
こ
と
が
む
ず
か
し
く
な
る
。

 


 認
知
症
の
人
は
、
見
な
り
を
気
に
し
な
く
な
っ
た
り
、
着
替
え
や
入
浴
を
拒
否

し
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
、
口
腔
ケ
ア
（
歯
磨
き
や
入
れ
歯
の
手
入
れ
等
）
等

も
十
分
に
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
る
事
が
見
受
け
ら
れ
る
。
特
に
、
一
人
暮
ら
し

で
認
知
症
の
人
は
、
口
腔
ケ
ア
、
清
潔
保
持
の
為
の
ケ
ア
が
中
断
さ
れ
て
い
る

事
が
よ
く
あ
る
。
口
臭
や
噛
む
力
の
低
下
、
感
染
を
引
き
起
き
し
や
す
い
事
、

入
れ
歯
を
い
れ
っ
ぱ
な
し
で
、
誤
嚥
性
肺
炎
を
繰
り
返
す
人
も
い
た
。
口
腔
ケ

ア
が
行
き
届
か
な
く
な
る
人
は
多
く
、
よ
く
か
め
な
い
等
か
ら
、
低
栄
養
に
な

っ
て
し
ま
う
人
も
い
る
事
は
課
題
で
あ
る
と
思
う
。

 


 口
腔
ケ
ア
を
当
事
者
や
家
族
が
介
入
出
来
な
い
。

 


 認
知
症
に
な
る
と
口
腔
へ
の
意
識
が
低
く
な
り
、
口
腔
内
が
不
衛
生
に
な
る
ケ

ー
ス
が
多
く
あ
る
。
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
認
知
症
の
人
の
口
腔
ケ
ア
や
義
歯
の
管
理
を
す
る
人
が
い
な
い
。
特
に
在
宅
の

独
居
高
齢
者
や

80
50

の
世
帯

に
多
い

。


意
欲
低
下
に
よ
る
食
欲
不
振
。
食
事
量
・
回
数
が
少
な
く
な
る
こ
と
に
よ
り
、

義
歯
が
合
わ
な
く
な
っ
て
く
る
。
清
潔
に
よ

る
意
識
低
下
で
歯
磨
き
が
出
来
て

い
る
か
不
明
。
残
存
し
て
い
る
歯
を
維
持
さ

せ
た
り
、
歯
科
受
診
が
難
し
い
こ

と
が
多
い
。


口
腔
内
の
衛
生
を
自
力
で
管
理
す
る
こ
と
が
難
し
い
。


高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
、
高
齢
独
居
世
帯
、
高
齢
夫
婦
世
帯
が
増
加
し
、
セ
ル

フ
ケ
ア
の
力
や
介
護
力
の
低
下
か
ら
何
か
し

ら
社
会
資
源
に
頼
り
生
活
を
送
ら

れ
て
い
る
方
が
多
い
。
認
知
機
能
の
低
下
し

た
高
齢
者
は
心
身
の
不
調
を
正
確

に
伝
え
る
こ
と
や
受
診
行
動
を
起
こ
す
こ
と

が
で
き
な
い
た
め
、
口
腔
内
の
変

化
が
見
過
ご
さ
れ
適
切
な
時
期
に
歯
科
医
療

の
介
入
が
行
え
て
い
な
い
の
が
現

状
で
あ
る
。
継
続
的
な
口
腔
ケ
ア
は
誤
嚥
性

肺
炎
の
予
防
だ
け
で
な
く
要
介
護

者
の
方
の
栄
養
維
持
に
有
用
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
町
内
の
病
院
や
施
設
等
で
歯

科
医
の
往
診
が
受
け
ら
れ
た
り
、
口
腔
ケ
ア
の
普
及
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て

い
る
が
、
認
知
機
能
が
低
下
す
る
こ
と
で
、
歯
磨
き
の
自
立
度
や
義
歯
管
理
能

力
が
低
下
し
、
口
腔
環
境
は
悪
化
し
や
す
い
。
症
状
が
悪
化
す
る
こ
と
で
口
腔

管
理
や
歯
科
治
療
が
必
要
と
な
る
が
、
本
人
の
協
力
が
得
ら
れ
ず
、
無
歯
顎
、

も
し
く
は
歯
が
欠
損
し
口
腔
機
能
が
損
な
わ
れ
た
ま
ま
食
事
を
し
て
い
る
認
知

症
高
齢
者
の
方
は
少
な
く
な
い
状
況
が
あ
る
。


認
知
機
能
の
低
下
に
よ
り
口
腔
ケ
ア
（
歯
磨

き
）
等
の
行
為
が
で
き
な
く
な
る

こ
と
が
多
い
。


入
れ
歯
の
手
入
れ
や
歯
磨
き
等
、
口
腔
ケ
ア

が
自
分
一
人
で
は
十
分
に
で
き
な

い
。


日
常
の
口
腔
ケ
ア
が
十
分
に
で
き
な
い
（
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
方
法
、
ケ
ア
用
品
の

選
択
等
が
難
し
い
）
。


独
居
高
齢

者
で
、
認
知
症
の
進
行
に
よ
り
歯
磨
き
習
慣
を
失
っ
て
い
る
方
へ
の

支
援
。


独
居
の
方
や
口
腔
ケ
ア
の
拒
否
が
あ
る
方
な
ど
、
歯
磨
き
や
入
れ
歯
の
手
入
れ

が
で
き
な
い
た
め
、
食
物
残
渣
や
口
臭
が
あ
る
方
が
多
い
。


独
居
の
認
知
症
高
齢
者
の
口
腔
ケ
ア
が
十
分
で
は
な
い
。


日
常
の
口
腔
ケ
ア
を
ど
の
よ
う
に
見
守
っ
て
い
く
か
。


専
門
職
が
介
入
す
る
ま
で
口
腔
環
境
に
つ
い
て
放
置
気
味
で
悪
化
し
て
い
る
こ

と
が
あ
る
。


口
腔
ケ
ア
の
意
識
低
下
・
動
作
も
不
十
分
と
な
り
、
日
々
の
ケ
ア
が
大
変
と
な

る
。


見
当
識
障
害
・
理
解
力
の
低
下
等
の
症
状
に
よ
り
、
口
腔
内
を
清
潔
に
保
つ
こ

と
が
困
難
。


認
知
症
に
な
り
歯
科
通
院
を
嫌
が
り
、
口
腔
管
理
が
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
。


自
己
管
理
が
出
来
な
く
な
る
と
周
囲
の
サ
ポ
ー
ト
が
あ
っ
て
も
、
口
腔
の
衛
生

を
保
て
な
く
て
、
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
が
進
ん
で
し
ま
う
人
は
多
い
と
思
わ
れ

る
。


清
潔
保
持
困
難
。


歯
が
無
い
、
義
歯
が
合
わ
ず
使
用
し
て
い
な
い
等
、
歯
科
治
療
に
関
す
る
課
題

の
あ
る
高
齢
者
は
多
い
と
感
じ
る
。


歯
が
一
本
し
か
な
い
な
ど
口
腔
内
の
環
境
も
悪
く
、
適
切
な
受
診
が
で
き
て
い

な
い
。


通
院
が
困
難
で
口
腔
内
を
清
潔
に
保
て
て
い
な
い
と
感
じ
る
。
自
己
で
行
う
こ

と
が
で
き
な
い
（
う
が
い
・
歯
磨
き
）
。


歯
磨
き
な
ど
の
生
活
習
慣
が
崩
れ
や
す
い
。


通
い
の
場
に
認
知
症
の
人
の
参
加
も
多
い
が
、
課
題
に
対
し
て
個
別
指
導
を
し

て
も
徹
底
し
な
い
。
ま
た
、
継
続
で
き
な
い
。


口
腔
内
の
清
掃
が
お
ろ
そ
か
に
な
る
、
も
し
く
は
清
掃
し
な
い
。


義
歯
の
手
入
れ
、
口
腔
内
の
保
清
が
出
来
な
い
。
歯
を
磨
か
な
い
。
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
 自

歯
の
あ
る
方
も
増
え
て
い
る
が
、
自
歯
の
あ
る
こ
と
で
口
腔
内
の
ケ
ア
が
大

変
に
な
っ
て
い
る
事
例
も
あ
る
。

 


 口
腔
衛
生
の
状
態
が
清
潔
で
な
く
て
も
認
知
症
に
よ
り
そ
の
状
態
を
理
解
で
き

ず
、
ケ
ア
を
行
っ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
適
切
な
ケ
ア
の
方
法
を
知
ら
な

い
。

 


 ケ
ア
で
き
ず
、
欠
損
し
、
歯
根
が
残
っ
て
い
る
。
→
汚
れ
（
＋
）

 指
導
し
て
も

独
居
で
認

知
症
を
持
つ
方
は
、
セ
ル
フ
ケ
ア

不
足
に
陥
る
。
要
支
援

1・
2
の
方

で
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
で
ケ
ア
し
て
も
ら
う
よ

う
に
プ
ラ
ン
を
作
成
し
て
も
、
週

1～
2
回
の
デ

イ
利

用
で

は
限
界

あ
り
。

 


 歯
磨
き
が
不
十
分
。

 
 ⑪
【

義
歯

管
理

】
 


 義

歯
の
管

理
が

難
し

い
。
（
他

5
件
）

 


 義
歯
を
紛

失
す

る
。
（
他

4
件
）

 


 義
歯
が
合
わ
ず
、
よ
く
か
め
な
い
ま
ま
に
な

っ
て
い
る
高
齢
者
も
多
い
。

 


 認
知
症
で
義
歯
を
使
用
し
て
い
る
方
、
清
掃
が
適
切
に
で
き
な
い
。
義
歯
を
ど

こ
に
お
い
た
か
分
か
ら
ず
、
食
事
内
容
が
偏
る
。

 


 入
れ
歯
を
作
っ
た
が
、
使
用
し
て
い
な
い
方

や
入
れ
っ
ぱ
な
し
の
方
が
い
る
。

 


 入
れ
歯
を
使
用
し
な
い
。
入
れ
歯
を
な
く
し
て
し
ま
う
。

 


 義
歯
が
あ
っ
て
も
着
用
し
な
い
。
正
し
い
手

入
れ
が
で
き
な
い
。
歯
科
受
診
が

で
き
な
い
→
義
歯
が
合
わ
な
く
な
る
。

 


 義
歯
を
ど
こ
に
置
い
た
の
か
わ
か
ら
な
く
な
り
、
見
つ
け
て
も
合
わ
な
く
な
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
は
、
見
つ
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
。

 


 入
れ
歯
を
作
っ
て
も
使
用
さ
れ
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
あ

る
。

 


 義
歯
を
作
っ
て
も
、
な
く
し
て
し
ま
う
。
何
回
も
作
り
直
す
こ
と
が
あ
る
。

 


 一
人
暮
ら
し
の
方
に
つ
い
て
は
、
入
れ
歯
の

紛
失
が
度
々
お
こ
る
。

 


 入

れ
歯
が
合
わ
ず
食
事
を
し
て
お
り
、
口
内
炎
や
歯
肉
炎
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が

あ
る
が
歯
科
へ
受
診
す
る
こ
と
が
な
い
。

 


 も
の
忘
れ
に
よ
り
上
ま
た
は
下
の
入
れ
歯
し
か
装
着
し
て
い
な
い
ま
ま
過
ご
し

て
い
る
。

 


 義
歯
の
取
り
扱
い
が
難
し
い
（
無
く
し
て
し
ま
う
。
は
め
て
く
れ
な
い
）
。

 


 入
れ
歯
が
合
わ
な
く
な
り
、
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

 


 独
居
の
方
は
入
れ
歯
の
管
理
も
難
し
く
、
特
に
ケ
ア
が
行
き
届
か
な
い
。

 


 義
歯
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
（
調
整
・
手
入
れ
）
。

 


 入
れ
歯
の
管
理
等
、
難
し
い
事
も
多
く
、
治
し
て
も
、
ど
こ
に
し
ま
っ
た
か
わ

か
ら
な
い
。
探
し
て
も
か
ぴ
か
ぴ
で
使
用
で
き
な
い
事
も
現
実
多
い
。

 


 家
族
が
入
れ
歯
の
手
入
れ
を
嫌
が
る
方
も
多
い
の
で
続
か
な
い
事
も
多
い
。

 


 義
歯
の
と
り
外
し
難
し
く
、
外
せ
ば
紛
失
し
や
す
い
。

 


 義
歯
や
道
具
が
正
し
く
使
用
で
き
な
い
（
紛
失
も
含
め
）。

 


 入
れ
歯
は
一
度
作
っ
た
ら
、
口
に
合
わ
な
く
な
っ
て
も
そ
の
ま
ま
。

 


 義
歯
を
持
っ
て
い
る
が
付
け
て
い
な
い
。

 


 義
歯
の
適
切
な
管
理
（
洗
浄
剤
の
使
用
な
ど
衛
生
管
理
、
紛
失
防
止
、
義
歯
誤

飲
な
ど
）
に
つ
い
て
対
策
と
サ
ポ
ー
ト
。

 


 認
知
症
の
人
の
義
歯
使
用
に
つ
い
て
（
管
理
の
問
題
・
衛
生
保
持
・
使
用
の
継

続
・
義
歯
の
始
め
時
…
等
）。

 


 入
れ
歯
が
あ
わ
な
く
な
っ
て
く
る
と
入
れ
歯
を
果
物
だ
と
思
い
、
入
れ
歯
を
付

け
る
こ
と
を
嫌
が
る
よ
う
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
、
軟
ら
か
い
も
の
し
か
食
べ

な
く
な
っ
て
き
て
、
噛
む
回
数
の
減
少
や
栄
養
の
偏
り
等
で
認
知
機
能
の
低
下

が
進
ん
で
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。

 


 歯
磨
き
や
義
歯
洗
浄
が
適
切
に
出
来
な
く
な
る
。
義
歯
を
な
く
す
。

 


 義
歯
の
調
整
な
ど
、
何
度
か
通
院
が
必
要
な
場
合
、
合
う
ま
で
の
違
和
感
や
通

院
の
手
間
か
ら
途
中
で
止
め
て
は
ず
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

 


 義
歯
の
ケ
ア
。
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
義
歯
の
手
入
れ
が
行
い
に
く
い
。
元
々
の
習
慣
で
義
歯
を
装
着
し
た
ま
ま
寝
る

人
が
多
い
。
総
義
歯
な
の
で
定
期
健
診
に
は
行
か
な
い
と
思
わ
れ
て
い
る
方
。


義
歯
が
合
わ
ず
、
義
歯
を
使
用
せ
ず
、
食
事
摂
取
を
し
て
い
る
方
も
多
い
。


義
歯
を
外
さ
な
い
、
ま
た
は
入
れ
っ
ぱ
な
し
の
状
態
。
義
歯
を
装
着
し
な
く
な

る
→
食
事

量
減

少
→
体
重
減
少
、
低
栄
養

 ・
自
歯
や
義
歯
に
問
題
が
あ
っ
て
も

歯
科
受
診

に
繋
が
ら
な
い
。
受
診
出
来
な
い

。

⑫
【

認
知

症
発

症
前
を

含
め
た
か
か
り
つ
け
歯
科
・
定

期
的

歯
科

受
診

の
必

要
性

】 

認
知
症
の
方
の
内
科
や
整
形
外
科
等
、
医
科
の
か
か
り
つ
け
医
が
い
る
割
合
に

比
べ
る
と
歯
科
の
か
か
り
つ
け
を
も
ち
、
定
期
的
な
受
診
が
で
き
て
い
る
方
は

少
な
い
と
感
じ
る
。
認
知
症
が
進
行
し
て
か
ら
、
口
腔
ケ
ア
や
歯
科
治
療
を
始

め
る
こ
と
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
し
、
定
着
に
時
間
も
か
か
る
。


認
知
症
に
な
る
前
か
ら
か
か
り
つ
け
歯
科
医
を
持
つ
こ
と
。
口
腔
ケ
ア
の
大
切

さ
が
市
民
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
。


認
知
症
に
理
解
の
あ
る
歯
科
医
も
増
え
て
き
た
が
、
認
知
症
の
方
を
治
療
の
た

め
連
れ
て
行
っ
て
も
不
安
が
り
、
す
ぐ
の
治

療
に
至
ら
な
い
こ
と
で
、
家
族
と

し
て
気
が
引
け
る
と
の
家
族
の
声
も
あ
る
。

記
憶
の
部
分
が
低
下
し
た
と
し
て

も
、
な
じ
み
の
環
境
、
人
、
雰
囲
気
を
作
っ

て
お
く
こ
と
も
大
切
で
、
そ
の
点

で
か
か
り
つ
け
歯
科
医
を
も
っ
て
お
く
こ
と

（
推
進
す
る
こ
と
）
が
大
事
だ
と

思
う
。


ニ
ー
ズ
調
査
等
は
行
っ
て
い
な
い
が
、
認
知

症
の
高
齢
者
が
増
加
傾
向
に
あ
る

中
で
、
歯
科
受
診
、
通
信
困
難
な
ケ
ー
ス
が

見
込
ま
れ
、
口
腔
ケ
ア
歯
科
治
療

が
十
分
に
行
わ
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
認
知
症
が
発
症
す
る

以
前
か
ら
成
人
歯
科
保
健
に
関
す
る
知
識
の
普
及
啓
発
や
定
期
的
な
歯
科
通
院

（
口
腔
ケ
ア
含
む
）
等
の
重
要
性
を
感
じ
て
い
る
。


認
知
症
に

な
る
以
前
か
ら
の
口
腔
ケ
ア
や
か
か
り
つ
け
歯
科
医
へ
の
定
期
受
診

と
い
っ
た
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
て
い
る
こ
と
が
重
要
。


か
か
り
つ
け
歯
科
医
を
持
た
な
い
方
が
い
る
。
歯
科
医
療
機
関
が
町
の
中
心
に

1
ヶ
所
だ
け
の
た
め
、
中
心
部
が
外
れ
た
所
に
住
ま
れ
て
い
る
分
が
移
動
手
段

が
な
い
た
め
に
、
受
診
し
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
。


認
知
機
能
が
低
下
し
て
く
る
と
、
歯
磨
き
が
う
ま
く
出
来
な
く
な
っ
て
く
る
。

そ
う
な
っ
て
か
ら
定
期
歯
科
健
診
や
歯
科
治
療
に
結
び
つ
け
よ
う
と
し
て
も
拒

否
す
る
人
が
い
た
り
、
経
済
的
問
題
で
歯
科
受
診
が
後
回
し
に
な
る
こ
と
も
多

い
。
成
人
期
早
期
か
ら
か
か
り
つ
け
歯
科
医
を
持
ち
、
定
期
健
診
の
習
慣

が
つ

い
て
い
る
事
が
大
事
な
事
な
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て
い
る
。


か
か
り
つ
け
の
歯
科
が
い
な
い
人
も
多
い
。


認
知
症
予
防
の
段
階
で
、
日
頃
か
ら
か
か
り
つ
け
医
及
び
歯
科
医
・
薬
局
も
持

っ
て
お
く
こ
と
や
、
健
診
を
定
期
的
に
受
け
て
お
く
こ
と
に
つ
い
て
の
周
知
啓

発
、
行
動
変
容
に
向
け
た
支
援
が
課
題
。


認
知
症
の
人
は
、
歯
科
治
療
を
受
け
て
い
な
い
、
も
し
く
は
長
年
中
断
し
て
い

る
人
が
多
い
。


認
知
症
の
方
は
、
口
腔
内
や
義
歯
の
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
て
い
て
も
、
医
療
放

置
・
中
断
し
て
い
る
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
認
知
症
の
方
に
歯
科
治
療
を
勧
め

る
た
め
に
は
、
本
人
の
意
識
付
け
だ
け
で
な
く
同
時
に
家
族
の
協
力
が
不
可
欠

で
あ
る
。
認
知
症
に
な
る
前
か
ら
、
口
腔
ケ
ア
や
歯
科
治
療
の
必
要
性
に
つ
い

て
理
解
し
、
か
か
り
つ
け
歯
科
医
を
持
て
る
よ
う
進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。


治
療
で
は
な
く
口
腔
メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
、
予
防
の
為
に
定
期
通
院
し
て
い
る
方

が
少
な
い
。
治
療
が
必
要
な
程
状
態
が
悪
く
な
っ
て
か
ら
や
っ
と
受
診
し
て
い

る
。


認
知
症
の
方
に
限
定
せ
ず
、
高
齢
者
の
口
腔
ケ
ア
の
課
題
と
し
て
、
歯
科
を
受

診
し
て
い
な
い
。
治
療
を
続
け
ら
れ
な
い
。
義
歯
が
無
く
て
も
食
べ
ら
れ
る
と

い
う
事
を
ど
う
解
決
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
出
来
る
か
で
あ
る
。


定
期
的
な
歯
科
受
診
を
し
て
い
る
人
が
少
な
い
。
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
 高

齢
者
が
自
ら
の
歯
で
食
事
で
き
る
こ
と
は
、
健
康
づ
く
り
に
も
つ
な
が
り
、

噛
む
こ
と
で
認
知
症
予
防
と
な
る
た
め
、
本
市
で
も
健
康
増
進
計
画
に
お
い
て

「
高
齢
者
の
口
腔
機
能
向
上
」
に
つ
い
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
歯
科

衛
生
士
に
よ
る
介
護
予
防
教
室
を
実
施
し
て
い
る
が
、
認
知
症
の
方
は
定
期
的

な
歯
科
受
診
や
日
々
の
適
切
な
口
腔
ケ
ア
に
繋
が
り
に
く
い
。

 


 前
期
高
齢
者
や
、
も
っ
と
以
前
か
ら
予
防
の
意
識
を
高
め
る
活
動
が
大
切
。

 


 認
知
症
に
な
る
ま
で
の
口
腔
ケ
ア
（
定
期
的
な
歯
科
受
診
や
セ
ル
フ
ケ
ア
）
が

で
き
て
い
な
い
と
、
認
知
症
に
な
っ
て
か
ら
歯
科
口
腔
に
関
す
る
症
状
が
出
来

て
も
適
切
な
受
診
や
セ
ル
フ
ケ
ア
に
つ
な
げ
る
こ
と
は
難
し
い
。
→
子
供
の
頃

か
ら
歯
科

受
診
や
セ
ル
フ
ケ
ア
が
習
慣
と
な

っ
て
い
れ
ば
、
認
知
症
に
な
っ
て

も
か
か
り

つ
け
医
で
の
診
療
を
受
け
た
り
、

セ
ル
フ
ケ
ア
や
介
護
者
に
よ
る
ケ

ア
も
受
け

入
れ
や
す
い
と
思
う
。
口
の
中
を

触
れ
ら
れ
る
の
は
不
快
で
、
不
安

も
あ
る
の

で
若
い
頃
か
ら
の
習
慣
が
大
切
と

思
う
。

 


 歯
科
に
定
期
的
に
受
診
し
て
い
る
高
齢
者
の

方
が
少
な
い
。

 


 高
齢
者
に
お
け
る
歯
科
の
受
診
率
の
低
さ
。

 


 元
気
な
頃
か
ら
歯
科
受
診
（
定
期
）
す
る
習

慣
が
あ
る
人
は
、
認
知
症
に
な
っ

て
も
歯
科
受
診
を
継
続
し
や
す
い
が
、
も
と

も
と
口
腔
ケ
ア
の
習
慣
が
な
い
人

は
、
口
を
開
け
て
も
ら
う
こ
と
も
大
変
で
工

夫
や
配
慮
が
必
要
。

 


 認
知
症
の
人
だ
け
の
課
題
で
は
な
い
が
、
定

期
的
に
歯
科
受
診
が
で
き
て
い
な

い
。

 


 相
談
に
来
ら
れ
た
段
階
で
、
歯
科
受
診
を
行

う
こ
と
は
難
し
い
こ
と
が
多
い
。

も
っ
と
早
期
か
ら
の
予
防
活
動
が
必
要
と
思

わ
れ
る
。

 
 ⑬
【

訪
問

歯
科

診
療
に
つ
い
て
：
体
制
等
】

 


 訪
問
診
療
は
、
介
護
度
が
低
い
と
対
象
と
な
ら
な
い
場
合
が
多
く
、
活
用
出
来

て
い
な
い
。

 


 訪
問
歯
科
診
療
等
が
い
つ
で
も
受
け
ら
れ
る
状
況
で
は
な
い
の
で
、
認
知

症
の

方
の
口
腔
ケ
ア
や
歯
科
診
療
に
つ
い
て
、
介
護
す
る
家
族
の
方
が
必
要
性
を
感

じ
て
も
、
受
診
に
あ
た
っ
て
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
負
担
も
大
き
い
の
が
現
状

で
あ
る
。

 


 訪
問
歯
科
診
療
時
に
、
認
知
症
の
方
に
対
し
、
助
言
や
指
導
す
る
こ
と
が
困

難
。

 


 認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
・
支
援
者
の
な
か
で
、
歯
科
訪
問
診
療
の
認
知
度
が

低
い
。

 


 訪
問
歯
科
診
療
に
つ
い
て
、
認
知
度
が
ま
だ
ま
だ
低
い
。
訪
問
し
て
く
れ
る
歯

科
医
も
少
な
い
。

 


 受
診
が
困
難
な
方
の
受
け
皿
（
居
宅
療
養
管
理
指
導
や
訪
問
診
療
を
実
施
す
る

歯
科
医
療
機
関
）
が
少
な
い
。

 


 他
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て
、
居
宅
療
養
管
理
指
導
（
歯
科
、
歯
科
衛
生

士
）
の
導
入
割
合
が
低
い
。

 


 認
知
症
の
方
へ
の
口
腔
管
理
の
場
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
り
に
く

い
。
時
間
と
手
間
が
か
か
る
。
本
人
の
同
意
・
協
力
が
得
ら
れ
に
く
く
、
介
入

が
困
難
な
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
町
で
は
毎
年
訪
問
歯
科
健
診
を
実
施
し
て
お
り
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
ニ
ー
ズ
は
以
前
と
比
べ
て
も
減
る
こ
と
は
な
く
、
毎
年

新
規
の
希
望
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
現
在
は
町
内
歯
科
医
療
機
関
ほ
ぼ
全
て
で

往
診
体
制
が
で
き
て
い
る
た
め
、
治
療
に
つ
な
が
っ
て
も
ス
ム
ー
ズ
な
対
応
を

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
が
、

D
r.の

高
齢
化
も
あ
り
、
今
後
こ
の
事
業
、
体
制
が

継
続
し
て
い
か
れ
る
か
は
課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 


 認
知
症
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
往
診
し
て
く
れ
る
医
院
が
な
い
こ
と
で
す
。

 


 通
院
困
難
な
方
は
、
訪
問
歯
科
診
療
が
あ
る
が
、
そ
の
対
象
も
寝
た
き
り
、
身

体
障
害
が
あ
り
通
院
で
き
な
い
方
と
な
っ
て
お
り
、
認
知
症
で
、
身
体
機
能
に

支
障
が
な
く
、
単
に
閉
じ
こ
も
っ
て
る
場
合
は
、
訪
問
の
対
象
と
な
る
の
か
ど

う
か
、
臨
機
応
変
に
対
応
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

 


 訪
問
で
口
腔
ケ
ア
、
嚥
下
評
価
も
対
応
で
き
る
歯
科

D
r.も

少
な
い
状
態
。
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
往
診
で
き
る
歯
科
診
療
の
在
り
方

 高
齢
者
が
増
加
す
る
中
、
通
院
困
難
と
な
る

こ
と
が
予

測
さ
れ
る
と
、
往
診
体
制
整
備
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ

る
。


症
状
の
進
行
に
伴
い
通
院
が
困
難
と
な
っ
た
時
に
往
診
し
て
く
れ
る
医
療
機
関

が
少
な
い
。


往
診
で
も
対
応
出
来
な
い
内
容
が
あ
る
（
機
材
の
関
係
）。


訪
問
歯
科
診
療
に
一
定
の
ニ
ー
ズ
は
あ
る
が
、
治
療
に
必
要
な
器
具
の
都
合

上
、
訪
問
の
み
で
対
応
し
き
れ
な
い
部
分
が

あ
る
。


個
別
の
診
療
や
衛
生
指
導
の
継
続
（
訪
問
診

療
の
充
実
）。


訪
問
歯
科
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
認
知
症
の

人
も
含
め
、
高
齢
者
全
体
の
課
題

で
あ
る
。


訪
問
診
療
に
つ
い
て
の
周
知
。


訪
問
歯
科
診
療
に
つ
い
て
周
知
さ
れ
て
い
な

い
。
気
軽
に
利
用
で
き
な
い
。


通
院
が
困
難
な
ケ
ー
ス
等
へ
の
訪
問
診
療
等

。


訪
問
歯
科
診
療
が
周
知
さ
れ
て
お
ら
ず
、
利
用
が
少
な
い
。


訪
問
で
口
腔
ケ
ア
を
行
っ
て
く
れ
る
歯
科
医
師
の
協
力
が
必
要
と
な
っ
て
く
る

と
考
え
る
。


訪
問
歯
科
診
療
の
充
実
。


在
宅
へ
の
訪
問
診
療
は
可
能
で
は
あ
る
が
、
設
備
が
な
い
こ
と
や
歯
科
医
師
の

身
体
的
負
担
が
あ
り
、
受
け
入
れ
先
が
少
な
い
現
状
。


訪
問
歯
科
診
療
の
利
用
件
数
が
少
な
い
。

⑭
【

訪
問

歯
科

診
療
に
つ
い
て
：
地
域
資
源
】


訪
問
診
療
を
行
っ
て
い
る
歯
科
が
町
内
に
な
く
、
外
出
が
困
難
に
な
っ
た
場
合

の
対
応
が
難
し
い
。


郡
部
に
歯
科
医
院
が
無
い
為
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
通
院
す
る
の
が
困
難
な
状
況

で
あ
る
。

16
km

問
題
に
よ
り
往
診
が
出
来

ず
、
歯
科
医
療
の
空
白
地
帯
が
あ

る
。


町
内
に
歯
科
医
衛
生
士
が
少
な
く
、
訪
問
し
て
く
れ
る
人
が
少
な
い
。
訪
問
歯

科
の
要
望
も
あ
る
が
、
対
応
出
来
る
歯
科
医
院
が
少
な
い
。
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
と
し
て
、
連
携
し
た
機
関
で
は
あ
る
が
、
ま
だ
連
携
が
出
来
て
い
な

い
。


訪
問
歯
科
診
療
の
選
択
肢
が
な
い
た
め
、
診
て
も
ら
い
た
く
て
も
、
受
診
を
嫌

が
る
と
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
し
ま
う
。


歯
科
治
療
の
往
診
が
可
能
な
診
療
所
が
少
な
く
、
で
き
る
治
療
も
限
ら
れ
て
い

る
。


か
か
り
つ
け
歯
科
医
師
の
訪
問
歯
科
診
察
が
受
け
ら
れ
な
い
。


町
内
で
訪
問
診
療
を
実
施
し
て
お
ら
ず
、
歯
科
受
診
の
ハ
ー
ド
ル
も
高
い
。


在
宅
歯
科
医
が
一
か
所
し
か
な
い
。


市
内
に
訪
問
歯
科
診
療
の
往
診
医
が
少
な
く
、
認
知
症
の
方
の
ス
ム
ー
ズ
な
受

診
が
難
し
い
。


訪
問
歯
科
が
少
な
い
の
も
課
題
で
あ
る
。


積
極
的
に
訪
問
診
療
を
行
っ
て
い
る
医
療
機
関
が
少
な
く
、
自
宅
か
ら
出
る
事

が
難
し
い
人
は
、
口
腔
に
問
題
が
あ
っ
て
も
治
療
す
る
事
が
難
し
い
。


歯
科
医
療
に
関
し
て
訪
問
し
て
く
れ
る
機
関
が
な
い
。
通
院
で
き
な
い

or
し
た

く
と
も
病
院
ま
で
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
。


在
宅
診
療
を
し
て
く
だ
さ
る
歯
科
医
が
少
な
い
。
ま
た
、
通
常
の
診
療
の
中
で

も
、
認
知
症
の
方
に
対
す
る
診
療
に
関
し
て
認
識
に
差
が
あ
り
、
一
部
の
歯
科

医
に
診
療
が
偏
っ
て
い
る
。


訪
問
診
療
の
体
制
も
な
い
。


通
院
の
手
段
が
な
く
な
り
、
受
診
が
難
し
く
な
る
。
ま
た
、
訪
問
歯
科
診
療
の

制
度
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
制
度
の
存
在
が
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
治
療
に

繋
が
っ
て
い
な
い
。


訪
問
歯
科
が
な
い
。
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⑮
【

介
護

・
治

療
に
お
け
る
歯
科
の
優
先
度
が

低
い

】


内
科
や
整
形
な
ど
が
優
先
さ
れ
、
歯
科
へ
の
関
心
が
薄
い
方
が
多
い
と
感
じ
ま

す
。


認
知
症
の
本
人
は
認
知
症
の
症
状
で
口
腔
内
を
清
潔
に
す
る
こ
と
が
困
難
に
な

っ
た
り
、
口
腔
ケ
ア
の
必
要
性
の
理
解
も
難

し
く
な
る
た
め
、
日
常
的
に
介
護

を
し
て
い
る
家
族
や
介
護
者
の
口
腔
ケ
ア
に

関
心
を
持
ち
、
本
人
の
変
化
に
気

付
く
こ
と
が
大
切
だ
が
、
排
泄
や
入
浴
等
の

問
題
に
比
べ
て
口
腔
ケ
ア
の
問
題

は
見
逃
さ
れ
が
ち
で
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
つ
な
が
り
に
く
い
印
象
が
あ

る
。
本
人
・
家
族
に
必
要
な
支
援
と
し
て
口

腔
ケ
ア
を
プ
ラ
ン
に
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
こ
と
も
少
な
い
の
が
現
状
で
あ
り

、
本
人
や
家
族
に
関
わ
る
支
援
者

の
意
識
を
高
め
る
よ
う
な
働
き
か
け
も
必
要

だ
と
考
え
る
。


認
知
症
の
方
を
支
援
す
る
中
で
、
口
腔
以
外
の
課
題
が
先
に
挙
が
っ
て
く
る
こ

と
が
多
い
の
で
、
実
際
に
口
腔
の
課
題
に
介

入
す
る
の
に
時
間
が
か
か
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。


認
知
症
の
人
に
限
っ
た
話
で
は
な
い
が
、
通

院
に
つ
い
て
は
家
族
の
支
援
が
必

要
不
可
欠
で
あ
り
、
家
族
の
協
力
な
し
に
は
通
院
で
き
な
い
。
口
腔
の
重
要
性

が
本
人
や
家
族
に
認
識
さ
れ
て
い
な
い
た
め

か
、
歯
科
受
診
は
後
回
し
に
さ
れ

て
い
る
印
象
が
あ
る
。


認
知
症
の

専
門
医
へ
の
受
診
の
方
を
優
先
し
が
ち
で
、
歯
科
受
診
に
ま
で
至
っ

て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。


認
知
症
の

進
行
に
伴
い
、
整
容
が
不
十
分
と
な
り
、
口
腔
ケ
ア
に
も
課
題
が
出

て
き
ま
す
が
、
様
々
な
症
状
に
対
し
て
の
対
応
等
で
口
腔
ケ
ア
ま
で
ア
セ
ス
メ

ン
ト
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
現
状
で
す
。


か
み
合
わ

せ
や
義
歯
の
手
入
れ
等
の
た
め
歯
科
治
療
が
必
要
だ
と
し
て
も
必
要

性
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
難
し
い
。
ま
た
、
家
族
も
歯
科
受
診
は
後
回
し

に
し
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
る
。


ア
セ
ス
メ

ン
ト
の
際
に
口
腔
の
状
態
や
口
腔
ケ
ア
の
実
施
状
況
を
把
握
す

る
こ

と
が
難
し
く
、
生
活
課
題
と
し
て
見
落
と
さ
れ
た
り
、
後
回
し
に
な
っ
て
し
ま

う
印
象
が
あ
る
。
ま
た
、
口
腔
の
健
康
が
認
知
症
の
予
防
に
重
要
で
あ
る
と
い

う
こ
と
も
支
援
者
側
の
知
識
や
認
識
と
し
て
、
ま
だ
ま
だ
普
及
し
て
い
な
い
と

い
う
課
題
が
あ
る
。


た
だ
歯
磨
き
を
す
れ
ば
良
い
、
と
言
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
口
腔
内
の
観
察

や
義
歯
を
ご
使
用
し
て
い
る
方
の
場
合
は
、
そ
の
管
理
も
必
要
に
な
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
ご
本
人
の
拒
否
が
強
い
場
合
は
、
協
力
を
得
る
こ
と
が
難
し
か
っ

た
り
、
ご
家
族
、
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
、
施
設
の
職
員
の
方
々
も
日
々
忙
し
い
中

で
、
身
の
回
り
の
お
世
話
（
身
体
に
関
す
る
こ
と
）
が
優
先
と
な
り
、
口
腔
に

携
わ
る
時
間
を
と
る
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
話
を
聞
く
こ
と
が
多
い
。


口
腔
ケ
ア
が
大
切
な
こ
と
は
理
解
し
て
い
る
が
、
認
知
症
の
方
へ
口
腔
ケ
ア
を

毎
日
で
き
る
よ
う
な
支
援
は
難
し
い
場
合
が
多
い
。
口
腔
ケ
ア
以
外
の
介
護
ケ

ア
を
優
先
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
状
況
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。


認
知
症
発
症
者
に
口
腔
ケ
ア
を
理
解
し
実
施
し
て
も
ら
う
こ
と
が
難
し
い
。
生

活
上
の
支
援
が
優
先
さ
れ
、
口
腔
ケ
ア
は
後
回
し
に
な
っ
て
い
る
。


認
知
症
の
方
や
家
族
に
対
し
、
サ
ー
ビ
ス
調
整
が
ど
う
し
て
も
優
先
的
に
な
り

や
す
い
。
経
済
的
理
由
で
も
歯
科
関
係
は
後
回
し
に
な
り
や
す
い
。
ま
た
終
始

見
守
り
、
付
き
添
い
が
必
要
で
あ
っ
た
り
、
理
解
力
の
低
下
で
指
示
が
入
ら
な

い
こ
と
か
ら
通
常
の
歯
科
検
診
へ
行
く
こ
と
も
敷
居
が
高
い
。


本
人
に
と
っ
て
経
済
的
な
心
配
事
や
家
族
の
事
、
嗜
好
品
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
が

高
く
、
口
腔
へ
の
問
題
意
識
は
本
人
の
中
で
優
先
順
位
が
低
い
。


通
所
や
施
設
型
の
サ
ー
ビ
ス
で
は
口
腔
ケ
ア
の
提
供
が
可
能
だ
が
、
訪
問
型
の

サ
ー
ビ
ス
が
生
活
を
支
え
る
際
に
口
腔
ケ
ア
ま
で
手
が
回
ら
な
い
こ
と
が
多
い

（
ケ
ア
の
必
要
な
食
後
の
サ
ー
ビ
ス
よ
り
は
、
食
事
・
排
泄
・
内
服
な
ど
の
時
間

に
サ
ー
ビ
ス
を
組
む
の
で
）。


歯
科
は
医
科
に
比
べ
受
診
が
後
回
し
に
な
り
が
ち
。
認
知
症
に
限
ら
ず
、
歯
科

保
健
の
向
上
が
必
要
。
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
認
知
症
の
相
談
が
あ
っ
た
時
に
、
か
か
り
つ
け
医
や
専
門
医
と
の
連
携
が
優
先

と
な
り
、
口
腔
ケ
ア
を
意
識
し
て
対
応
す
る
こ
と
が
、
今
ま
で
な
か
っ
た
で

す
。


認
知
症
の
早
期
発
見
、
早
期
対
応
も
思
う
様
に
進
ま
な
い
中
、
認
知
症
の
人
の

口
腔
ケ
ア
等
の
課
題
ま
で
対
応
で
き
な
い
。


認
知
症
の
人
の
口
腔
ケ
ア
や
歯
科
治
療
に
つ
い
て
の
仕
組
み
が
で
き
て
い
な
い

（
検
討
す
る
場
も
な
い
）。

徘
徊
や
も
の
忘
れ
な
ど
認
知
症
の

周
辺
症
状
の
対
応

に
追
わ
れ
、
歯
の
健
康
に
ま
で
意
識
が
行
っ

て
い
な
い
の
が
現
状
。
認
知
症
に

な
る
前
の
本
人
の
意
識
で
あ
っ
た
り
、
家
族

の
考
え
に
よ
り
差
が
出
て
し
ま
っ

て
い
る
。


医
療
機
関
へ
の
受
診
を
拒
む
人
が
多
い
の
で
、
口
腔
内
へ
の
治
療
ま
で
考
え
ら

れ
て
い
な
い
。


認
知
症
と
言
う
と
、
中
核
症
状
と
行
動
心
理
症
状
へ
の
対
応
が
主
と
な
っ
て
し

ま
う
。
口
腔
ケ
ア
や
歯
科
治
療
に
つ
い
て
は

、
必
要
性
は
感
じ
る
も
の
の
直
接

の
症
状
の
対
応
と
結
び
つ
き
に
く
い
。


認
知
症
が
あ
る
方
は
特
に
、
認
知
症
状
（

BP
SD

）
や
、
そ
の
他
の
生
活
行
為

（
排
泄
・
入
浴
な
ど
）
へ
の
対
応
に
苦
慮
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
口
腔
ケ
ア
や
歯

科
治
療
へ

の
課
題
に
行
き
つ
か
な
い
現
状
。
地
域
ケ
ア
会
議
で
も
口
腔
ケ
ア
な

ど
は
重
要

と
わ
か
っ
て
い
て
も
、
な
か
な
か
フ
ォ
ー
カ
ス
さ
れ
に
く
い
。


周
囲
の
口
腔
ケ
ア
へ
の
優
先
度
も
低
い
こ
と

で
支
援
が
得
ら
れ
に
く
い
。


口
腔
ケ
ア
に
ま
で
目
が
行
き
届
か
な
い
（
認

知
症
状
の
対
応
が
中
心
に
な
っ
て

し
ま
う
）
。


定
期
歯
科
受
診
の
優
先
順
位
が
低
く
悪
化
し

て
か
ら
の
受
診
な
る
ケ
ー
ス
が
多

い
。


対
応
困
難
な
認
知
症
の
人
（
医
療
機
関
未
受
診
、
周
辺
症
状
の
強
い
人

et
c）

に

お
い
て
は

な
か
な
か
歯
の
問
題
ま
で
た
ど
り
つ
か
な
い
。


認
知
症
状

や
内
科
疾
患
の
治
療
を
優
先
す
る
傾
向
に
あ
り
、
歯
科
治
療
は
後
回

し
に
な
る
こ
と
が
多
い
。


日
常
生
活
の
介
助
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
、
入
浴
や
排
泄
の
介
助
は
行
う
が
、

口
腔
ケ
ア
に
つ
い
て
は
後
回
し
に
な
っ
て
し
ま
う
。


認
知
症
の
方
の
支
援
の
中
で
口
腔
ケ
ア
や
歯
科
治
療
は
他
の
問
題
に
く
ら
べ
、

優
先
度
が
低
く
と
ら
え
て
し
ま
い
が
ち
で
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
も
し
っ
か
り
で
き

て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。


高
血
圧
等
で
病
院
を
受
診
し
て
い
る
方
は
数
多
く
い
る
が
、
口
腔
に
関
し
て

は
、
義
歯
を
作
っ
て
い
な
い
。
合
わ
な
く
な
っ
た
ら
調
整
せ
ず
に
放
置
、
歯
科

未
受
診
等
、
認
知
症
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
多
い
傾
向
に
あ
る
た
め
、
口
腔
ケ
ア

の
必
要
性
の
普
及
啓
発
が
課
題
で
あ
る
。


認
知
症
の
方
に
関
わ
る
際
に
、
症
状
に
対
す
る
困
り
ご
と
に
ば
か
り
目
を
向
け

て
口
腔
ケ
ア
や
歯
科
治
療
に
関
す
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
十
分
に
で
き
て
い
な

い
。


認
知
症
の
人
の
支
援
に
お
い
て
、
日
常
生
活
で
目
に
見
え
や
す
い
困
り
ご

と
に

目
が
向
き
が
ち
で
あ
り
、
口
腔
ケ
ア
や
歯
科
治
療
へ
の
支
援
が
後
回
し
に
な
り

が
ち
で
あ
る
。


口
腔
ケ
ア
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
支
援
者
側
に
認
識
は
あ
る
が
、
解
決
を
急
務

と
す
る
課
題
が
多
く
、
手
が
回
ら
な
い
こ
と
が
多
々
あ
る
。


医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
や
生
活
支
援
が
メ
イ
ン
で
、
口
腔
ケ
ア
や
歯
科

治
療
に
繋
げ
る
と
こ
ろ
ま
で
至
ら
な
い
。


経
済
的
な
理
由
で
、
歯
科
治
療
が
優
先
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
。


ケ
ー
ス
と
し
て
あ
が
っ
て
く
る
事
例
は
、
困
窮
し
て
い
る
人
が
多
く
、
歯
科
治

療
や
口
腔
ケ
ア
に
つ
い
て
は
優
先
順
位
が
低
く
な
っ
て
し
ま
う
。


認
知
症
の
方
の
生
活
環
境
や
安
否
確
認
（
見
守
り
体
制
）
に
重
点
が
置
か
れ
て

し
ま
い
、
口
腔
ケ
ア
や
歯
科
治
療
支
援
の
優
先
順
位
が
低
く
な
っ
て
し
ま
う
。


認
知
症
の
治
療
や
ケ
ア
が
優
先
に
な
り
、
歯
科
に
関
す
る
治
療
や
ケ
ア
が
で
き

て
い
な
い
。
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
 認

知
症
の
人
も
含
め
、
高
齢
者
全
般
に
つ
い
て
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
口
腔
ケ
ア
や

歯
科
治
療
が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
く
、
優
先
順
位
が
低
く
な
っ

て
い
る
。

 


 本
人
、
家
族
が
、
認
知
症
の
症
状
に
と
ら
わ
れ
過
ぎ
て
口
腔
ケ
ア
に
目
が
向
か

な
い
こ
と
が
多
い
。

 


 歯
科
医
院
の
受
診
が
自
分
で
は
難
し
く
、
家
族
の
協
力
が
必
要
だ
が
、
他
の
診

療
（
内
科
や
整
形
外
科
等
の
一
般
診
療
）
に
比
べ
、
優
先
順
位
が
後
に
な
っ
て

し
ま
い
、
定
期
歯
科
受
診
が
で
き
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
。

 


 移
動
手
段
が
な
く
、
タ
ク
シ
ー
等
は
高
額
に
な
る
た
め
、
他
の
病
院
受
診
が
優

先
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
思
う
。

 


 そ
の
他
の
ケ
ア
が
優
先
と
な
り
、
口
腔
ケ
ア
に
対
す
る
優
先
順
位
が
低
く
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
。

 


 経
済
状
況
に
よ
っ
て
は
歯
科
受
診
が
難
し
い
。
複
数
受
診
を
要
す
時
は
、
内
科

を
優
先
し
て
し
ま
う
。

 


 生
活
障
害

等
、
複
数
の
課
題
が
出
た
時
の
口
腔
衛
生
、
ケ
ア
に
関
す
る
優
先
度

が
低
く
な

る
。

 


 他
の
課
題

が
多
い
為
、
口
腔
ケ
ア
等
は
後
回
し
に
な
り
や
す
い
。

 


 先
ず
は
病
識
の
な
い
方
へ
の
医
療
機
関
の
勧
め
が
優
先
さ
れ
、
そ
の
後
介
護
サ

ー
ビ
ス
へ
と
繋
が
り
、
生
活
状
況
が
整
っ
て
か
ら
歯
科
の
領
域
と
な
る
パ
タ
ー

ン
が
多
い
。

 


 重
度
化
し
て
か
ら
受
診
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

 


 認
知
症
の
方
の
生
活
が
優
先
で
、
痛
み
や
、
食
事
が
歯
・
口
腔
の
影
響
で
食
べ

ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
無
け
れ
ば
、
口
腔
ケ
ア
の
優
先
順
位
は
低
い
と
思
わ

れ
る
。

 


 認
知
症
状
が
強
い
と
、
口
腔
ケ
ア
が
後
回
し
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。

 


 歯
科
受
診
の
優
先
度
が
下
が
る
。
ま
た
は
な
か
な
か
受
診
に
な
り
に
く
い
。

 


 他
の
症
状
の
解
決
が
先
に
な
っ
て
お
り
、
口
腔
ケ
ア
が
疎
か
に
な
っ
て
い
る
。

 


 歯

科
治
療
に
お
け
る
治
療
の
優
先
度
が
医
科
と
比
べ
低
い
現
状
が
あ
る
。
介
護

予
防
の
観
点
か
ら
も
、
口
腔
ケ
ア
や
歯
科
治
療
に
関
し
、
普
及
・
啓
発
し
て
い

く
必
要
性
が
あ
る
。

 


 特
に
在
宅
に
お
い
て
は
、
口
腔
・
歯
科
に
関
す
る
問
題
は
後
回
し
に
な
り
や
す

い
。

 


 ど
う
し
て
も
生
活
を
送
る
こ
と
が
一
番
に
な
る
た
め
、
口
腔
ケ
ア
が
後
回
し
に

な
り
や
す
い
。

 


 口
腔
ケ
ア
、
歯
科
治
療
の
必
要
性
は
認
識
し
て
い
る
も
の
の
、
認
知
症
の
診

断
、
治
療
、
衣
食
住
の
確
保
、
金
銭
管
理
等
、
他
の
支
援
に
比
べ
て
優
先
順
位

が
低
く
な
っ
て
し
ま
う
。

 


 市
が
関
わ
っ
て
い
る
認
知
症
の
人
は
ま
ず
医
療
受
診
に
目
が
行
き
口
腔
は
フ
ォ

ロ
ー
で
き
て
い
な
い
状
況
が
あ
る
。

 


 口
腔
ケ
ア
、
歯
科
治
療
に
関
し
て
の
優
先
度
が
低
い
。
支
援
者
が
必
要
と
感
じ

て
い
て
も
本
人
は
必
要
を
感
じ
ず
受
診
に
つ
な
が
ら
な
い
。

 


 口
腔
ケ
ア
や
歯
科
治
療
は
、
優
先
順
位
が
低
く
な
り
が
ち
で
、
特
に
も
認
知
症

の
人
は
、
必
要
な
治
療
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
。

 


 口
腔
ケ
ア
の
優
先
順
位
が
低
く
な
り
が
ち
。
他
の
課
題
解
決
が
優
先
し
て
し
ま

う
。

 


 介
護
者
が
口
腔
ケ
ア
に
関
心
が
な
か
っ
た
り
、
口
腔
内
は
二
の
次
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
り
す
る
た
め
、
口
腔
ケ
ア
が
不
十
分
で
あ
る
。

 


 介
護
施
設
で
の
優
先
順
位
が
全
般
的
に
低
い
。

 


 認
知
症
の
方
へ
は
口
腔
ケ
ア
等
よ
り
も
他
に
生
じ
る
問
題
が
優
先
さ
れ
が
ち
の

た
め
、
対
策
ま
で
検
討
で
き
て
い
な
い
。

 


 精
神
症
状
、
身
体
疾
患
の
治
療
が
優
先
さ
れ
、
歯
科
治
療
は
後
回
し
に
な
っ
て

し
ま
う
。
ま
た
、
一
時
的
に
介
入
し
て
も
継
続
さ
れ
な
い
。

 


 内
科
的
疾
患
よ
り
も
優
先
順
位
が
低
く
治
療
に
繋
が
っ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
多

い
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。
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
ケ
ア
会
議
に
お
い
て
も
、
歯
の
手
入
れ
が
行
き
届
か
ず
結
果
、
低
栄
養
に
陥
る

事
例
も
見
ら
れ
ま
す
が
、
ど
う
し
て
も
サ
ポ
ー
ト
す
る
者
や
本
人
に
と
っ
て
優

先
度
が
低
く
な
っ
て
し
ま
う
傾
向
に
あ
り
ま
す
。


認
知
症
の
本
人
や
家
族
の
歯
科
治
療
に
対
す
る
認
識
不
足
の
為
、
治
療
に
対
す

る
優
先
度
が
低

い
。


認
知
症
の
方
に
限
ら
ず
歯
科
受
診
は
後
回
し
に
な
っ
て
お
り
、
受
診
に
つ
な
が

ら
な
い
こ
と
が
課
題
。
歯
科
治
療
は
優
先
順

位
が
低
く
な
っ
て
し
ま
う
。


食
べ
ら
れ
る
物
が
制
限
さ
れ
る
が
、
何
ら
か
の
物
は
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
治
療
の
優
先
順
位
が
低
い
。
食
事
に
よ

る
低
栄
養
な
ど
、
全
身
へ
の
影
響

ま
で
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
後
回
し

に
な
り
が
ち
で
あ
る
。


認
知
機
能
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
で
、
口
腔

衛
生
に
関
し
て
の
認
識
が
低
下

し
、
治
療
・
ケ
ア
が
後
回
し
に
な
っ
て
し
ま

う
。


内
科
や
整

形
外
科
な
ど
よ
り
も
受
診
の
優
先

順
位
が
低
く
、
歯
に
不
具
合
が
あ

っ
て
も
放
っ
て
お
く
方
が
多
い
。


内
科
が
優

先
に
な
っ
て
お
り
、
歯
の
こ
と
ま
で
に
関
心
が
い
っ
て
い
な
い
。


歯
科
治
療

の
優
先
順
位
が
低
い
（
本
人
や
家
族
）
。


口
腔
課
題

や
歯
科
治
療
は
後
回
し
に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
。


医
療
機
関

へ
の
受
診
（
口
腔
の
）
に
行
か
な
い
。


認
知
症
問
わ
ず
医
者
に
か
か
る
の
が
嫌
だ
と
い
う
方
や
、
低
所
得
を
理
由
に
か

か
ら
な
い
人
が
あ
る
。

⑯
【

歯
科

に
対

す
る
理
解
・
啓
発
（
全
般
）
】


認
知
症
の
発
症
に
口
腔
ケ
ア
が
大
き
く
関
連
し
て
い
る
こ
と
の
理
解
が
少
な

い
。


認
知
症
の
人
に
口
腔
ケ
ア
等
の
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
難

し
い
。


認
知
症
の
あ
る
、
な
し
に
関
わ
ら
ず
、
口
腔

ケ
ア
の
重
要
性
に
関
す
る
理
解
の

普
及
が
不
足
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
そ
の
た
め
、
認
知
症
の
方
が
何
ら
か

の
口
腔
ケ
ア
が
必
要
な
状
態
に
な
っ
た
時
に
支
援
に
つ
な
が
り
に
く
い
状
況
と

な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。


口
腔
ケ
ア
に
つ
い
て
は
、
介
護
予
防
教
室
等
に
て
周
知
は
行
っ
て
い
る
が
、
十

分
に
周
知
さ
れ
て
い
る
か
は
把
握
で
き
て
い
な
い
現
状
で
す
。
今
後
も
住
民
の

「
口
腔
機
能
向
上
」
及
び
「
低
栄
養
予
防
」
等
の
研
修
会
を
開
催
し
、
周
知
啓
発

活
動
を
進
め
て
行
き
た
い
。


町
内
全

16
ヶ
所
の
集
い
の
場
へ
口
腔
に
関
す
る
講
話
を
実
施
し
て
い
る
が
、
な

か
な
か
歯
科
受
診
へ
つ
な
げ
る
ま
で
に
は
、
至
り
に
く
い
。


歯
科
医
療
の
現
場
や
高
齢
者
自
体
が
口
腔
ケ
ア
の
大
切
さ
を
な
か
な
か
理
解
し

て
も
ら
え
な
い
（
福
祉
関
係
者
か
ら
の
意
見
）。

ま
た
、
歯
科
医
師
会
と
協
議
の

場
を
設
け
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
が
あ
り
、
難
し
い
と
感
じ
た
。


認
知
症
に
限
ら
ず
、
歯
科
に
関
す
る
情
報
が
浸
透
し
て
い
な
い
。
健
康
教
室
に

参
加
す
る
方
の
関
心
度
は
高
い
が
、
口
腔
機
能
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ

い
て
い
な
い
方
が
多
い
。


後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
、

76
歳
と

81
歳
を
対
象
と
し
て
実
施
し
て
い

る
歯
科
検
診
も
県
平
均
に
比
べ
受
診
率
が
低
い
こ
と
か
ら
、
当
市
の
高
齢
者
に

お
け
る
歯
・
口
腔
ケ
ア
へ
の
意
識
を
高
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

認
知
症
の
方
も
同
様
の
状
況
と
思
わ
れ
ま
す
。


認
知
症
の
発
症
や
進
行
と
口
腔
ケ
ア
の
関
係
性
に
つ
い
て
の
知
識
啓
発
。


口
腔
ケ
ア
に
対
す
る
意
識
が
低
い
。


認
知
症
の
方
に
限
ら
ず
、
当
町
で
は
歯
科
予
防
や
口
腔
ケ
ア
に
対
し
て
意
識
が

高
い
と
は
い
え
な
い
健
康
課
題
が
あ
る
。
更
に
認
知
症
の
方
に
つ
い
て
は
、
ご

自
分
の
か
み
合
わ
せ
や
口
腔
の
状
態
に
つ
い
て
不
具
合
が
あ
っ
て
も
気
づ
か

ず
、
や
り
過
ご
し
て
し
ま
う
こ
と
で
重
症
化
や
全
身
状
態
に
影
響
を
及
ぼ
す
結

果
と
な
る
が
、
ご
家
族
で
あ
る
介
護
者
含
め
、
そ
の
よ
う
な
一
連
の
つ
な
が
り

に
つ
い
て
は
意
識
し
て
い
な
い
場
合
が
多
い
。
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
地
域
で
の
認
知
症
予
防
教
室
や
口
腔
ケ
ア
講
座
は
行
っ
て
い
る
が
、
情
報
が
届

い
て
い
な
い
人
が
多
い
た
め
、
そ
う
い
っ
た
人
に
ど
の
よ
う
に
情
報
を
届
け
る

か
が
課
題
。


口
腔
ケ
ア
を
重
要
視
し
て
い
な
い
高
齢
者
が
多
い
。
認
知
機
能
の
低
下
段
階
に

応
じ
た
歯
科
治
療
や
義
歯
の
使
用
の
事
な
ど

、
切
れ
目
な
い
支
援
を
目
指
し
た

い
。


口
腔
ケ
ア
に
対
す
る
意
識
が
全
体
的
に
ま
だ
低
い
。
今
後
、
ケ
ア
パ
ス
に
入
れ

込
む
事
も
考
え
て
お
り
、
歯
科
専
門
職
と
連

携
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。


義
歯
の
た
め
歯
科
医
に
行
か
な
い
と
い
う
方

が
多
い
た
め
、
口
腔
ケ
ア
に
対
す

る
普
及
啓
発
が
必
要
と
思
わ
れ
る
（
認
知
症

だ
け
で
な
く
）。


口
腔
ケ
ア
・
歯
科
治
療
が
認
知
症
予
防
に
つ

な
が
る
こ
と
が
周
知
さ
れ
て
い
な

い
。


認
知
症
の

人
の
口
腔
ケ
ア
や
歯
科
治
療
に
焦

点
を
あ
て
た
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
立
支
援
型
の
地
域
ケ
ア
会
議
で
は
、
歯
科
衛
生
士
に
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。
誤
嚥
性
肺
炎
予
防
の
為
に
は
、
口
腔
ケ
ア
の
普
及
啓
発
は
必
要
と
考
え

ま
す
。


口
腔
ケ
ア

や
嚥
下
の
重
要
さ
の
知
識
不
足
が
あ
る
。


口
腔
ケ
ア

と
介
護
予
防
、
認
知
症
予
防
と
の
関
連
性
の
啓
発
不
足
。


認
知
症
の
人
へ
の
口
腔
ケ
ア
、
定
期
的
な
歯
科
健
診
の
必
要
性
が
浸
透
し
て
い

な
い
の
で
、
地
域
住
民
へ
の
周
知
は
必
要
で
あ
る
。


認
知
症
で
な
い
段
階
で
も
口
腔
の
健
康
に
関
心
を
持
て
て
い
な
い
人
が
多
い
。


高
齢
者
に
対
す
る
口
腔
ケ
ア
や
歯
科
健
診
の
必
要
性
の
啓
発
。


認
知
機
能
が
低
下
し
て
い
く
と
、
歯
科
治
療

が
困
難
に
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ

と
か
ら
治
療
に
至
る
前
に
予
防
的
処
置
を
取
り
組
む
な
ど
、
口
腔
機
能
の
維
持

向
上
の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
る
。


口
腔
機
能
が
低
下
し
て
い
て
、
年
齢
が
高
け
れ
ば
高
い
程
、
総
入
れ
歯
の
人
が

多
い
。
村
全
体
と
し
て
口
腔
ケ
ア
の
意
識
が
低
い
。


口
腔
ケ
ア
や
適
切
な
歯
科
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
、
認
知
症
予
防
に
資
す
る
と

い
う
周
知
（
理
解
）
が
図
ら
れ
て
い
な
い
。


市
民
の
口
腔
ケ
ア
や
歯
科
治
療
に
関
す
る
意
識
が
低
い
。


認
知
症
の
方
で
口
腔
ケ
ア
に
対
し
、
意
識
が
低
い
よ
う
に
関
わ
り
の
中
で
感
じ

る
。
認
知
症
に
な
る
前
か
ら
の
意
識
付
け
が
必
要
だ
と
感
じ
る
。


意
識
が
低
い
の
で
周
知
方
法
等
を
検
討
す
る
。


歯
科
に
対
す
る
意
識
が
低
い
。
半
年
に
一
回
、
歯
科
受
診
し
て
い
る
人
が
少
な

い
。


認
知
機
能
と
口
腔
状
態
と
の
関
連
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発
を
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
（
ケ
ア
パ
ス
に
情
報
を
掲
載
す
る
等
し
て
発
信
し
て
い

る
）
。


住
民
や
専
門
職
へ
普
及
、
啓
発
活
動
が
必
要
。


口
腔
機
能
の
低
下
や
衛
生
管
理
の
不
足
に
よ
る
誤
嚥
の
危
険
性
、
咀
嚼
力
の
低

下
、
う
蝕
や
歯
周
組
織
病
変
の
重
症
化
、
口
腔
に
関
す
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
必

要
性
。

⑰
【

歯
科

に
対

す
る
理
解
・
啓
発
（
本
人
・
家
族
等
）
】


市
町
村
で
の
口
腔
ケ
ア
で
は
、
本
人
か
ら
の
拒
否
は
な
い
が
、
口
腔
ケ
ア
の
必

要
性
が
理
解
さ
れ
に
く
い
。
家
族
や
介
護
し
て
い
る
人
に
口
腔
ケ
ア
の
必
要
性

を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
（
口
腔
は
見
落
と
し
が
ち
に
な
る
）。


理
想
は
診
断
を
受
け
た
ら
、
今
ま
で
の
歯
科
の
治
療
方
針
も
検
討
し
て
も
ら
い

た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
口
腔
ケ
ア
に
も
治
療
に
も
家
族
は
必
要
性
を
感
じ
て

お
ら
ず
、
消
極
的
で
あ
る
。


認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
か
ら
口
腔
に
関
す
る
相
談
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
口
腔

ケ
ア
や
歯
の
健
康
に
つ
い
て
は
、
介
護
予
防
（
認
知
症
予
防
）
に
は
大
切
。
認

知
症
に
な
る
前
か
ら
の
取
り
組
み
が
必
要
。
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
 本

人
・
家
族
が
口
腔
ケ
ア
や
歯
科
治
療
に
関
心
が
低
く
、
必
要
性
を
感
じ

て
い

な
い
場
合
や
関
わ
る
支
援
者
の
口
腔
ケ
ア
に
つ
い
て
の
優
先
順
位
が
低
い
場
合

が
あ
る
。
口
腔
ケ
ア
や
歯
科
治
療
が
十
分
で
き
て
い
な
い
こ
と
で
、
食
事
摂
取

量
の
減
少
や
偏
り
に
つ
な
が
り
、
認
知
機
能
低
下
、
フ
レ
イ
ル
が
進
ん
で
い
る

人
が
い
る
。

 


 比
較
的
元
気
な
方
は
、
口
腔
ケ
ア
に
対
す
る
意
識
が
高
い
。
そ
の
為
、
周
知
す

る
機
会
も
多
い
が
、
認
知
症
当
事
者
や
家
族
、
支
援
者
は
認
知
症
状
や
進
行
な

ど
へ
の
興
味
や
意
識
が
高
く
、
口
腔
ケ
ア
の
大
切
さ
を
伝
え
る
機
会
が
少
な

い
。

 


 認
知
部
会
の
委
員
で
あ
る
歯
科
医
師
会
の
先
生
か
ら
、
部
会
開
催
当
初
よ
り
認

知
症
の
方
の
口
腔
ケ
ア
や
予
防
と
い
う
点
で
の
課
題
に
つ
い
て
は
話
し
合
う
こ

と
が
あ
っ

た
。
か
か
り
つ
け
歯
科
医
に
長
年

通
っ
て
い
た
方
が
、
予
約
し
た
日

を
忘
れ
て

来
院
さ
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
が

あ
り
、
認
知
症
の
気
づ
き
と
い
う

点
で
連
携

し
て
い
る
。
ま
た
、
元
々
口
腔
内

の
清
掃
状
態
が
良
い
方
が
認
知
症

に
な
っ
て

口
腔
ケ
ア
が
十
分
に
で
き
ず
に
口
腔
内
の
状
態
が
悪
く
な
る
こ
と
が

あ
る
。
毎

年
き
ち
ん
と
成
人
歯
科
健
診
を
受
診
し
、
か
か
り
つ
け
歯
科
医
を
も

つ
市
民
の

意
識
啓
発
が
大
切
。
在
宅
療
養
す
る
中
で
、
か
か
り
つ
け
歯
科
医
へ

通
え
な
く

な
っ
た
場
合
、
訪
問
歯
科
診
療
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
知
り
、
ご
本

人
も
家
族

も
口
腔
内
の
状
態
に
適
し
た
ケ
ア
方
法
を
知
る
機
会
が
も
て
る
こ
と

も
必
要
。

予
防
の
点
で
は
、
歯
周
病
予
防
や

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
の
重
要
性
を

市
民
に
向

け
て
啓
発
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

 


 認
知
症
本
人
へ
の
理
解
の
あ
る
介
護
者
で
な

け
れ
ば
、
本
人
を
歯
科
治
療
に
繋

ぐ
事
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
（
本
町
に
限
っ

た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
）。

そ

の
た
め
、
住
民
へ
の
認
知
症
理
解
の
普
及
・

啓
発
を
広
く
行
っ
て
い
く
こ
と
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

 


 認
知
症
を

含
む
高
齢
者
全
般
に
お
い
て
、
健

康
状
態
や
心
身
機
能
に
口
腔
ケ
ア

が
お
よ
ぼ

す
影
響
を
支
援
者
が
理
解
し
て
お

ら
ず
、
軽
視
し
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ら
れ
る
。
ま
た
、
歯
科
治
療
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
行
お
う
と
す
る
家
族
・

支
援
者
が
少
な
い
の
は
、
理
解
不
足
の
他
、
継
続
的
治
療
を
要
す
る
こ
と
へ
の

抵
抗
感
や
認
知
症
の
方
へ
の
指
示
が
伝
わ
り
に
く
い
中
で
の
治
療
の
困
難
さ
が

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

 


 受
診
拒
否
が
生
じ
た
り
、
義
歯
も
含
め
て
自
己
管
理
が
困
難
と
な
る
為
、
若
い

頃
か
ら
か
か
り
つ
け
歯
科
医
を
持
ち
、
か
か
り
つ
け
医
と
の
関
係
性
も
構
築
し

て
お
く
こ
と
の
重
要
性
、
口
腔
フ
レ
イ
ル
予
防
の
理
解
が
十
分
に
浸
透
し
て
い

な
い
。

 


 認
知
症
の
有
無
に
限
ら
ず
、
歯
科
受
診
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
高
齢
者
が
少

な
い
と
思
う
（
痛
く
な
っ
た
ら
受
診
す
る

et
c）
。
元
々
の
習
慣
が
な
い
人
が
認

知
症
に
な
っ
た
ら
、
余
計
受
診
し
な
い
と
思
う
の
で
健
康
の
時
か
ら
の
意
識
付

け
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
が
、
注
力
し
て
取
り
組
め
て
い
な
い
の
が
現
状
で

す
。

 


 認
知
症
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
口
腔
ケ
ア
・
歯
科
治
療
へ
の
意
識
は
他
の
身
体

的
疾
患
へ
の
治
療
・
対
策
意
識
と
比
較
す
る
と
低
い
方
が
多
い
。
ま
た
、
認
知

症
の
方
は
歯
科
治
療
を
含
め
、
医
療
を
受
け
る
こ
と
へ
の
抵
抗
が
強
か
っ
た

り
、
必
要
性
を
感
じ
て
お
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
、
継
続
的
な
ケ
ア
を
行
う
た

め
に
は
、
家
族
や
第
三
者
に
よ
る
フ
ォ
ロ
ー
が
必
要
で
あ
る
。

 


 認
知
症
の
方
が
口
腔
ケ
ア
や
歯
科
治
療
の
必
要
性
を
理
解
す
る
こ
と
が
難
し

い
。
治
療
し
て
も
そ
の
後
の
フ
ォ
ロ
ー
が
大
変
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
負
担
も

大
き
い
。

 


 実
際
に
は
口
腔
内
の
課
題
が
あ
っ
て
も
、
本
人
が
課
題
と
感
じ
て
い
な
い
。
例

え
ば
、
義
歯
が
あ
わ
な
い
と
か
歯
周
病
が
あ
っ
て
も
、
治
療
に
結
び
つ
か

ず
、

放
置
さ
れ
て
い
る
事
が
多
い
。

 


 受
診
の
誘
導
や
家
族
の
理
解
。

 


 本
人
が
口
腔
ケ
ア
や
治
療
の
必
要
性
を
理
解
し
て
い
な
い
時
、
ど
う
理
解
し
て

も
ら
う
か
。
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
 口

腔
ケ
ア
の
必
要
性
の
理
解
が
難
し
い
。

 


 歯
は
痛
く
な
っ
て
歯
科
医
院
へ
行
く
と
認
識
し
て
い
る
た
め
、
定
期
受
診
し
な

い
（
必
要
性
を
理
解
で
き
な
い
）
。

 


 口
腔
ケ
ア
に
つ
い
て
は
、
最
後
ま
で
口
か
ら
食
べ
る
こ
と
を
継
続
す
る
た
め
に

重
要
な
取
り
組
み
で
あ
る
と
感
じ
る
。
し
か
し
、
認
知
症
の
ケ
ア
に
対
す
る
理

解
が
な
け
れ
ば
、
な
ぜ
、
認
知
症
の
人
が
口
腔
ケ
ア
を
行
え
な
く
な
る
の
か
に

気
付
き
に
く
く
、
口
腔
内
の
ト
ラ
ブ
ル
に
よ
り
本
人
の
精
神
状
況
が
不
安
定
に

な
っ
て
い

た
と
し
て
も
、
そ
れ
に
さ
え
も
気

づ
く
こ
と
が
難
し
い
と
思
わ
れ

る
。
口
腔

ケ
ア
の
必
要
性
や
認
知
症
の
人
が

セ
ル
フ
ケ
ア
で
き
な
く
な
る
こ
と

に
つ
い
て

も
も
っ
と
普
及
啓
発
が
必
要
だ
と

感
じ
る
。

 


 一
般
的
に
認
知
症
の
人
が
歯
科
受
診
す
る
こ

と
が
難
し
い
と
い
う
理
解
は
あ
る

が
、
認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
か
ら
口
腔
に

つ
い
て
の
心
配
等
に
つ
い
て
聞
き

だ
せ
て
い
な
い
。
認
知
症
の
人
と
歯
科
に
つ

い
て
の
関
わ
り
ま
で
あ
ま
り
手
が

出
せ
て
い
な
い
現
状
。

 


 本
人
が
口

腔
ケ
ア
の
必
要
性
を
理
解
し
づ
ら

く
、
な
か
な
か
口
腔
ケ
ア
や
治
療

に
つ
な
が

ら
な
い
。

 


 口
腔
ケ
ア
の
必
要
性
が
理
解
さ
れ
て
い
な
い

。
 


 認

知
症
の
方
は
、
口
腔
ケ
ア
の
必
要
性
自
体

を
理
解
し
づ
ら
く
、
必
要
な
支
援

へ
つ
な
が
り
に
く
い
（
元
々
、
口
腔
ケ
ア
へ

の
意
識
の
高
い
人
で
あ
れ
ば
、
認

知
に
な
っ
て
も
歯
科
へ
行
け
る
。
や
は
り
若

い
頃
か
ら
の
習
慣
は
重
要
）
。

 


 家
族
の
啓
発
、
往
診
対
応
の
あ
る
歯
科
の
啓

発
 


 認

知
症
の
方
に
は
、
理
解
力
が
良
く
な
い
方

も
お
り
、
噛
み
合
わ
せ
（
口
腔
ケ

ア
）
や
歯
科
治
療
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
な

い
方
も
い
ま
す
。
同
居
す
る
家
族

が
い
る
場
合
、
治
療
等
へ
連
れ
て
い
く
こ
と

も
で
き
る
が
、
独
居
や
高
齢
者
世

帯
と
な
る
と
繋
げ
る
の
が
困
難
な
事
例
等
も

み
ら
れ
ま
す
。

 


 認
知
症
の
人
の
家
族
が
口
腔
ケ
ア
の
必
要
性

に
つ
い
て
理
解
し
て
く
れ
な
い
。

 


 認
知
機
能
の
低
下
か
ら
口
腔
ケ
ア
の
理
解
が

得
ら
れ
ず
実
施
で
き
な
い
こ
と
が

多
い
。
自
宅
で
の
介
護
に
加
え
、
口
腔
ケ
ア
の
提
案
に
負
担
を
感
じ
る
家
族
が

多
く
、
優
先
的
に
検
討
い
た
だ
け
な
い
場
合
が
多
い
。

 


 も
と
も
と
歯
磨
き
や
う
が
い
の
習
慣
が
な
い
人
が
多
く
、
そ
の
中
で
口
腔
ケ
ア

の
助
言
や
指
導
を
行
っ
て
も
理
解
が
得
ら
れ
に
く
い
。

 


 生
活
習
慣
病
の
重
症
化
予
防
と
歯
科
衛
生
と
の
関
係
性
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ

と
。
歯
の
治
療
や
義
歯
の
装
着
の
重
要
性
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
。
口
腔
機

能
の
改
善
を
目
的
と
し
た
口
腔
体
操
な
ど
の
セ
ル
フ
ケ
ア
の
定
着
を
図
る
こ

と
。

 


 日
々
の
口
腔
ケ
ア
が
自
身
で
は
で
き
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
る

が
、
家
族
に
課
題
意
識
が
な
い
等
あ
る
た
め
、
市
民
に
対
す
る
口
腔
ケ
ア
に
関

す
る
啓
発
が
必
要
（
歯
科
受
診
に
お
い
て
本
人
だ
け
で
は
理
解
・
ケ
ア
困
難
で

あ
る
た
め
、
家
族
同
行
受
診
を
促
す
も
、
双
方
に
必
要
性
が
伝
わ
ら
な
い
と
同

行
が
難
し
い
と
感
じ
る
事
例
が
あ
っ
た
）。

 


 口
腔
ケ
ア
、
歯
科
治
療
の
講
義
の
機
会
が
あ
っ
て
も
、
家
族
等
は
関
心
が
低

い
。

 


 口
腔
疾
患
や
誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
に
は
、
口
腔
ケ
ア
が
重
要
と
の
認
識
は
あ
る

も
の
の
、
あ
ま
り
家
族
や
本
人
自
身
、
口
腔
ケ
ア
に
対
し
て
の
意
識
付
け
が
低

く
、
オ
ー
ラ
ル
ケ
ア
の
重
要
性
を
伝
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

 


 口
腔
ケ
ア
に
関
す
る
住
民
の
意
識
や
口
腔
ケ
ア
の
習
慣
は
様
々
で
、
元
々
意
識

が
低
く
習
慣
が
な
い
場
合
、
認
知
症
に
な
っ
て
ケ
ア
が
必
要
に
な
っ
て
も
治
療

に
つ
な
が
り
に
く
い
。

 


 認
知
症
の
人
か
ら
噛
み
合
わ
せ
や
痛
み
な
ど
の
自
覚
症
状
に
つ
い
て
、
適
切
な

訴
え
が
な
く
、
治
療
等
の
対
応
が
遅
れ
て
し
ま
う
。
家
族
や
支
援
者
は
、
本
人

か
ら
の
訴
え
や
食
事
量
の
低
下
な
ど
変
化
が
な
い
限
り
、
対
応
し
な
い
な
ど
口

腔
ケ
ア
に
つ
い
て
の
関
心
・
意
識
が
低
い
。

 


 認
知
症
の
人
は
、
歯
科
受
診
を
継
続
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
治
療
を
す
る
た
め

に
は
、
家
族
の
協
力
が
必
要
で
あ
る
が
、
家
族
に
余
裕
が
な
い
場
合
が
多
い
。
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
家
族
介
護
者
向
け
具
体
的
な
支
援
ガ
イ
ド
が
あ
る
と
良
い
か
も
し
れ
な
い
。


歯
科
受
診
に
つ
な
が
ら
な
い
・
口
腔
ケ
ア
が
不
十
分
な
ど
に
つ
い
て
、
家
族
の

協
力
も
得
ら
れ
な
い
方
が
ほ
と
ん
ど
。


当
町
の
課
題
や
認
知
症
の
人
に
限
っ
た
話
で
は
な
い
が
、
利
用
者
・
家
族
の
口

腔
ケ
ア
・
歯
科
治
療
の
意
識
が
薄
い
と
感
じ

る
。
地
域
ケ
ア
会
議
の
事
例
に
お

い
て
、
入
れ
歯
を
作
成
し

10
数
年
以
上
経
っ
て
い
る
が
「
不
具
合
が
な
い
か

ら
」
と
歯

科
受
診
を
行
っ
て
い
な
い
ケ
ー
ス

が
多
々
見
ら
れ
る
。
ま
た
地
域
ケ

ア
会
議
の

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
か
ら
の
助
言
を
受

け
て
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
歯
科

受
診
を
促

し
て
も
実
際
に
受
診
ま
で
に
至
る

ケ
ー
ス
が
少
な
い
。


家
族
や
本
人
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
が
そ
も
そ
も
口
腔
ケ
ア
や
歯
科
治
療
に
つ

い
て
の
意
識
が
低
い
。
そ
の
た
め
、
例
え
ば

、
入
れ
歯
を
作
っ
た
ら
そ
れ
以
降

の
メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
定
期
診
療
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
い
る
。


認
知
症
が
進
行
し
て
い
く
と
、
歯
科
受
診
の
必
要
性
を
本
人
家
族
が
感
じ
る
こ

と
が
低
く
な
り
、
受
診
拒
否
な
ど
か
ら
困
難

に
な
る
こ
と
が
あ
る
。


認
知
症
の
方
の
認
識
が
な
く
、
口
腔
ケ
ア
や
歯
科
治
療
が
う
ま
く
で
き
て
い
な

い
こ
と
が
あ
る
（
治
療
の
中
断
等
）。


認
知
症
の
人
の
み
に
関
わ
ら
ず
、
入
れ
歯
を
作
成
し
て
い
た
が
、
現
在
は
使
用

し
て
い
な
い
。
歯
科
に
行
く
必
要
性
を
感
じ
て
い
な
い
人
が
多
い
。


認
知
症
の

ご
家
族
に
と
っ
て
、
口
腔
ケ
ア
は

本
人
ま
か
せ
と
な
っ
て
い
る
こ
と

が
多
く
、
お
口
の
困
り
ご
と
が
よ
ほ
ど
大
き
く
な
い
と
、
口
腔
へ
の
関
心
や
歯

科
受
診
に
つ
な
が
ら
な
い
。


地
域
ケ
ア

会
議
等
で
、
歯
科
受
診
を
推
奨
さ
れ
る
こ
と
は
非
常
に
多
い
が
、
本

人
・
家
族
に
受
診
の
必
要
性
を
実
感
し
て
も
ら
う
の
が
難
し
く
、
受
診
し
て
も

ら
え
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
。
痛
み
や
不
具
合
が
な
い
と
受
診
に
繋
が
ら
な
い
。


意
欲
低
下

等
に
よ
る
食
欲
減
退
、
口
腔
ケ
ア
へ
の
意
識
低
下

 ・
口
腔
ケ
ア
の
必

要
性
の
理

解
を
促
し
に
く
い
。


介
護
抵
抗

が
あ
る
人
へ
の
ア
プ
ロ
―
チ
に
つ

い
て
は
、
家
族
が
疲
弊
し
な
い
よ

う
な
知
識
・
技
術
の
提
供
・
啓
発
が
必
要
で
あ
る
。


認
知
機
能
低
下
か
ら
咀
嚼
、
嚥
下
な
ど
食
事
を
摂
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
こ
と

を
家
族
は
理
解
し
た
り
、
認
め
た
り
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
入
れ
歯
が
合
っ
て

い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
入
れ
歯
の
せ
い
に
し
て
何
度
も
歯
科
受
診
す
る
場
合

が
あ
る
、
な
ど
。


独
居
や
高
齢
者
世
帯
が
多
く
、
歯
科
治
療
の
必
要
性
に
対
す
る
認
識
が
乏
し

い
。


認
知
症
当
事
者
の
歯
の
手
入
れ
に
関
す
る
必
要
性
の
認
識
が
薄
い
。


入
れ
歯
が
合
わ
な
く
な
れ
ば
そ
の
ま
ま
使
用
し
な
く
な
り
、
歯
茎
で
食
べ
て
い

る
方
も
い
る
。
口
腔
に
関
す
る
意
識
が
低
い
。

⑱
【

歯
科

に
対

す
る
理
解
・
啓
発
（
支
援
者
）
】


ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
つ
い
て
い
る
と
し
て
も
、
ブ
ラ
ン
の
中
に
口
腔
の
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
記
載
な
し
。
認
知
の
有
無
に
関
係
な
く
、
口
腔
ケ
ア
の
必
要
性
へ
の

理
解
が
低
い
。


認
知
症
の
人
に
は
、
歯
科
受
診
の
必
要
性
に
つ
い
て
理
解
し
て
頂
く
の
は
難
し

い
た
め
、
同
居
す
る
家
族
な
ど
が
受
診
を
促
す
必
要
が
あ
り
、
周
囲
の
支
援
者

の
力
量
が
求
め
ら
れ
る
。


施
設
で
は
介
助
者
・
支
援
者
が
口
腔
ケ
ア
に
関
す
る
具
体
的
な
対
応
や
方
法

（
口
腔
内
残
渣
の
取
り
除
き
方
、
口
を
開
け
ら
れ
な
い
人
の
口
の
ゆ
す
ぎ
方
等
）

に
つ
い
て
、
正
し
い
理
解
や
知
識
、
技
術
を
学
ぶ
機
会
が
な
い
。


ヘ
ル
パ
ー
の
口
腔
ケ
ア
に
対
す
る
意
識
が
低
い
傾
向
に
あ
る
。
口
腔
ケ
ア
に
直

接
携
わ
る
機
会
の
多
い
ヘ
ル
パ
ー
を
対
象
に
、
口
腔
ケ
ア
に
関
す
る
研
修
を
実

施
し
て
い
る
が
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
比
べ
る
と
参
加
率
が
低
い
（
個
人
で
開

業
し
て
い
る
事
業
所
で
は
、
体
制
的
に
研
修
を
受
講
し
づ
ら
い
こ
と
も
一
因
と

し
て
考
え
ら
れ
る
）
。
最
新
の
知
識
や
技
術
の
不
足
か
ら
適
切
な
口
腔
ケ
ア
が
な

さ
れ
ず
、
誤
嚥
性
肺
炎
等
を
引
き
起
こ
す
リ
ス
ク
が
考
え
ら
れ
る
。
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
 在

宅
、
施
設
と
も
に
、
介
護
者
や
一
般
の
支
援
者
は
口
腔
機
能
の
評
価
が
で
き

な
い
。
例
え
ば
、
食
事
を
摂
れ
な
く
な
っ
て
き
た
方
に
つ
い
て
、
口
腔
機
能
の

問
題
を
想
起
で
き
る
介
護
者
は
少
な
く
、
食
形
態
の
工
夫
・
改
善
と
い
う
面
に

意
識
が
向
き
が
ち
。
ま
た
口
腔
の
問
題
が
把
握
で
き
て
も
評
価
が
で
き
ず
、
専

門
職
、
専
門
機
関
に
つ
な
げ
ら
れ
な
い
。
対
処
方
法
の
知
識
・
技
術
も
乏
し
く

具
体
的
な
対
処
に
至
ら
な
い
。
食
形
態
の
工
夫
の
方
が
実
践
し
や
す
い
た
め
、

口
腔
に
関
す
る
支
援
が
広
が
ら
な
い
。

 


 8
02

0
達
成
者
の
割
合
が
半
数
を
超
え
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
残
存
歯
数
が
多

く
、
ま
た
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
受
療
率
の
増
加
に
よ
り
口
腔
内
の
環
境
が
多
様
化

し
、
以
前
に
増
し
て
高
齢
者
の
口
腔
ケ
ア
の
重
要
度
が
高
く
な
っ
て
き
て
い

る
。
そ
れ
に
よ
り
要
介
護
と
な
っ
た
場
合
、
セ
ル
フ
ケ
ア
が
難
し
く
な
る
た

め
、
介
護
者
に
よ
る
ケ
ア
が
欠
か
せ
な
い
。
し
か
し
、
介
護
者
の
歯
科
へ
の
理

解
度
の
バ
ラ
ツ
キ
に
よ
り
、
口
腔
環
境
ま
た
摂
食
嚥
下
機
能
に
格
差
が
生
じ
て

い
る
。

 


 口
腔
ケ
ア
に
つ
い
て
住
民
啓
発
を
し
て
い
る

が
、
専
門
職
に
向
け
た
啓
発
や
、

具
体
的
な
支
援
方
法
に
つ
い
て
の
研
修
会
を

開
い
て
い
な
い
。

 


 現
在
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
の
連
絡
会
議
を

開
催
し
て
い
る
が
、
議
題
と
し
て

あ
が
っ
て
い
な
い
。
自
立
支
援
型
地
域
ケ
ア

会
議
で
も
個
別
ケ
ー
ス
議
題
と
し

て
あ
が
ら
な
い
。

 


 ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
や
介
護
専
門
職
の
口
腔
ケ
ア
に
関
す
る
知
識
・
技
術
の
向

上
。

 


 包
括
職
員

、
介
護
職
に
口
腔
ケ
ア
の
必
要
性
、
確
認
す
る
意
識
が
ま
だ
ま
だ
薄

い
。

 


 口
腔
ケ
ア

に
関
す
る
情
報
提
供
、
定
期
的
な
口
腔
管
理
や
合
併
症
の
早
期
発

見
、
早
期

治
療

 ・
認
知
症
の
あ
る
方
と
の
意
志
疎
通
や
対
応
力
。

 


 容
態
に
応
じ
た
口
腔
ケ
ア
を
行
え
て
い
な
い

（
例
：
自
分
で
磨
く
～
サ
ポ
ー
ト

を
受
け
な
が
ら
等
、
姿
勢
（
座
位
保
持
で
き
る
。
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
、
臥
位

等
）
）
。

 


 認
知
症
の
人
の
支
援
者
が
、
認
知
症
状
へ
の
対
応
や
権
利
擁
護
に
関
す
る
支
援

に
追
わ
れ
、
口
腔
ケ
ア
や
歯
科
治
療
と
い
う
広
い
視
点
で
関
わ
れ
て
い
な
い
現

状
が
あ
る
。

 


 口
腔
ケ
ア
が
習
慣
づ
い
て
い
た
認
知
症
の
方
が
、
自
分
で
の
ケ
ア
が
難
し
く
な

っ
て
来
た
場
合
に
支
援
に
入
っ
て
下
さ
る
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
へ
の
手
技
や
知
識

の
普
及
。

 


 ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
介
護
保
険
事
業
所
等
の
口
腔
ケ
ア
に
対
す
る
認
識
を
高
め

る
必
要
が
あ
る
。

 


 独
居
や
家
族
が
い
て
も
、
口
腔
ケ
ア
の
必
要
性
に
つ
い
て
認
識
が
低
く
、
日
々

の
口
腔
ケ
ア
や
、
治
療
が
必
要
で
あ
っ
て
も
治
療
に
結
び
つ
か
な
い
方
が
い

る
。

 


 口
腔
ケ
ア
に
積
極
的
に
と
り
く
む
通
所
介
護
事
業
所
は
増
え
て
き
て
い
る
。
し

か
し
、
訪
問
看
護
、
訪
問
介
護
の
ス
タ
ッ
フ
は
口
腔
ケ
ア
や
口
腔
機
能
向
上
へ

の
と
り
く
み
が
少
な
い
の
が
現
状
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
も
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
中
に

口
腔
ケ
ア
や
口
腔
機
能
向
上
に
関
す
る
記
載
が
乏
し
い
。
研
修
は
再
々
行
っ
て

い
る
が
、
必
要
性
を
感
じ
て
い
な
い
よ
う
に
思
う
。

 


 在
宅
で
い
る
認
知
症
の
方
へ
の
口
腔
ケ
ア
が
不
足
し
て
い
る
。
介
護
し
て
い
る

人
の
認
識
が
不
足
し
て
い
る
。

 


 口
腔
に
関
す
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が

多
い
。

 


 認
知
症
の
人
に
限
ら
ず
、
高
齢
者
の
人
の
口
腔
ケ
ア
に
対
す
る
意
識
に
格
差
が

あ
る
。
特
に
認
知
症
に
な
る
と
口
腔
の
痛
み
や
義
歯
の
不
具
合
な
ど
に
気
付
き

に
く
く
な
り
、
歯
科
受
診
に
な
か
な
か
つ
な
が
っ
て
い
な
い
状
況
。
地
域
ケ
ア

会
議
（
個
別
ケ
ー
ス
の
検
討
）
に
お
い
て
、
歯
科
医
師
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ

と
で
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
が
気
づ
い
て
い
な
い
課
題
に
対
し
て
、
助
言
等
を

頂
け
る
の
で
、
非
常
に
あ
り
が
た
く
感
じ
て
い
る
。
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
 高

齢
者
に
関
わ
り
が
あ
る
介
護
者
や
支
援
者
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
）
の
口
腔

ケ
ア
の
知
識
が
不
足
し
て
い
る
。

 


 認
知
症
の
人
に
限
ら
ず
、
高
齢
期
の
口
腔
ケ
ア
・
治
療
・
日
常
管
理
に
つ
い
て

は
、
専
門
職
の
中
で
も
ま
だ
関
心
が
薄
い
と
感
じ
ま
す
。
専
門
職
の
知
識
の
底

上
げ
が
、
ま
ず
は
必
要
か
と
思
い
ま
す
。

 


 担
当
す
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
口
腔
ケ
ア
の
意
識
が
高
け
れ
ば
、
歯
科
へ
と
繋

が
る
が
、
そ
う
で
な
い
と
そ
の
ま
ま
と
言
う
ケ
ー
ス
も
多
い
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
へ
の
口
腔
ケ
ア
の
知
識
の
普
及
も
今
後
必
要
と
思
い
ま
し
た
。

 


 ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
時
、
評
価
時
等
に
歯
科
領
域
ま
で
反
映
さ
れ
て
い
る
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。
口
内
環
境
が
、
嚥
下
や
栄
養
状
態
だ
け
で

な
く
、
全
身
に
影
響
を
与
え
る
事
を
周
知
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

 


 介
護
を
す
る
側
が
口
腔
ケ
ア
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
知
識
が
不
足
し
て
い
る

（
お
金
が
か
か
る
の
で
治
療
の
必
要
は
な
い
。
口
か
ら
食
物
を
摂
っ
て
い
な
い
の

で
、
必
要
な
い
な
ど
）。

 


 口
腔
ケ
ア
に
つ
い
て
の
知
識
が
乏
し
い
。

 


 デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
所
に
お
い
て
口
腔
ケ

ア
が
必
要
人
に
取
り
組
み
た
い
と

思
っ
て
も
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
理
解
が
得
ら

れ
な
い
こ
と
が
あ
る
。
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
は
「
自
分
で
磨
け
て
い
る
し
大
丈
夫

」
と
思
っ
て
い
る
が
、
磨
き
残
し

が
見
ら
れ
る
ケ
ー
ス
や
、
入
れ
歯
の
手
入
れ

が
不
十
分
な
ケ
ー
ス
も
多
々
あ

る
。

 


 支
援
者
に
口
腔
管
理
へ
の
対
策
に
対
し
て
の

認
識
が
薄
い
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
等
に

は
ほ
と
ん
ど
反
映
さ
れ
て
い
な
い
印
象
で
あ

る
）
。

 


 定
期
的
な
歯
科
受
診
や
必
要
に
応
じ
た
歯
科
治
療
を
行
え
て
い
な
い
。
認
知
症

の
方
の
症
状
に
応
じ
た
支
援
の
仕
方
が
徹
底
で
き
て
い
な
い
。
必
要
性
を
支
援

者
側
が
理
解
で
き
て
い
な
い
。

 


 個
別
ケ
ア
会
議
の
中
で
も
専
門
職
よ
り
口
腔
内
の
清
潔
に
つ
い
て
感
染
対
策
、

重
度
化
予
防
、
咀
嚼
す
る
事
で
脳
の
刺
激
な
ど
に
繋
が
る
。
毎
回
同
じ
よ
う
な

意
見
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
頂
い
て
い
る
。

 
 ⑲
【

家
族

の
介

護
負
担
に
つ
い
て
】

 


 認
知
症
に
な
る
と
自
身
で
の
口
腔
ケ
ア
が
難
し
く
な
る
が
、
本
人
任
せ
に
し
て

い
る
家
族
が
多
い
。

 


 同
居
の
方
が
お
ら
れ
て
も
息
子
だ
と
難
し
い
こ
と
が
多
い
。

 


 認
知
症
の
人
に
限
ら
ず
、
口
腔
ケ
ア
の
方
法
は
そ
れ
ぞ
れ
の
人
の
や
り
方
に
違

い
が
あ
り
（
自
己
流
）、

効
果
的
な
方
法
の
周
知
や
、
ご
本
人
が
で
き
な
い
場

合
、
家
族
が
支
援
で
き
る
か
ど
う
か
（
方
法
の
理
解
、
支
援
で
き
る
時
間
が
も

て
る
か
、
ご
本
人
の
拒
否
が
な
い
か
）
、
課
題
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

 


 歯
科
治
療
を
認
知
症
者
が
理
解
す
る
こ
と
が
困
難
の
た
め
、
家
族
が
治
療
に
つ

い
て
積
極
的
に
支
援
出
来
る
か
。

 


 家
族
の
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る
。

 


 家
族
も
日
々
の
生
活
援
助
や
認
知
症
へ
の
対
応
で
い
っ
ぱ
い
、
い
っ
ぱ
い
の
感

じ
で
あ
る
。

 


 多
く
は
配
偶
者
（
高
齢
者
な
ど
）
が
、
口
腔
ケ
ア
を
支
援
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
十
分
な
ケ
ア
が
難
し
く
な
る
。

 


 本
人
だ
け
で
は
管
理
が
難
し
い
。
家
族
の
介
入
も
必
要
。

 
 ⑳
【

課
題

を
把

握
で
き
て
い
な
い
】

 


 訪
問
診
療
も
行
わ
れ
て
い
る
が
、
本
当
に
お
困
り
の
方
が
医
療
や
介
護
に
よ
る

歯
科
ケ
ア
を
利
用
で
き
て
い
る
の
か
さ
だ
か
で
は
な
い
。

 


 認
知
症
を
有
す
る
方
や
要
介
護
の
方
に
対
す
る
口
腔
ケ
ア
や
歯
科
治
療
に
つ
い

て
は
、
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
も
あ
り
、
積
極
的
な
検
討
が
で
き
て
い
な
い
。

 


 認
知
症
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
主
な
症
状
へ
の
対
応
に
視
点
が
い
っ
て
し
ま

い
、
口
腔
や
歯
の
状
況
（
治
療
の
必
要
性
が
あ
っ
た
と
し
て
も
）
が
ど
う
で
あ

る
か
は
後
回
し
に
な
っ
て
し
ま
う
。
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
認
知
症
の
本
人
・
家
族
な
ら
び
に
ケ
ア
に
従
事
す
る
支
援
者
に
お
い
て
、
認
知

症
に
関
す
る
診
療
や
身
体
の
不
調
に
直
結
し
や
す
い
内
科
・
外
科
へ
の
受
診
、

日
常
生
活
へ
の
対
応
な
ど
と
比
較
す
る
と
、
口
腔
ケ
ア
歯
科
治
療
は
疎
か
な
現

状
に
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
明
確
な
課
題
分
析
や
対
策
に
は
至
っ
て
い
な

い
。


認
知
症
の
方
の
口
腔
ケ
ア
に
つ
い
て
の
状
況
が
把
握
で
き
て
い
な
い
。


認
知
症
の
方
の
口
腔
ケ
ア
、
歯
科
治
療
の
実

態
が
把
握
で
き
て
い
な
い
。


認
知
症
の
方
の
口
に
関
す
る
こ
と
は
ま
だ
課

題
自
体
把
握
で
き
て
い
な
い
た
め

今
後
、
地
域
ケ
ア
会
議
等
検
討
し
て
い
く
場

で
、
探
っ
て
い
け
た
ら
と
思
う
。


認
知
症
の
人
や
そ
の
ご
家
族
の
口
腔
ケ
ア
や

歯
科
治
療
に
関
す
る
困
り
事
な
ど

を
把
握
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
課
題
で
す
。


認
知
症
の
人
の
認
知
機
能
低
下
に
伴
う
「
口

腔
ケ
ア
不
十
分
」
「
義
歯
装
着
が
で

き
な
い
」
等
の
課
題
等
が
想
定
さ
れ
る
の
が

現
段
階
で
明
確
な
課
題
を
把
握
し

て
い
な
い
。


認
知
症
の
人
の
口
腔
ケ
ア
や
歯
科
治
療
に
お
い
て
地
域
で
の
現
状
把
握
が
行
え

て
い
な
い
こ
と
が
課
題
と
し
て
あ
り
ま
す
。


認
知
症
に
限
ら
ず
、
ど
の
く
ら
い
の
高
齢
者
が
口
腔
に
対
い
て
課
題
を
持
っ
て

い
る
の
か
、
不
自
由
に
思
っ
て
い
る
の
か
、
把
握
で
き
て
い
な
い
。
常
勤
で
歯

科
衛
生
士
や

ST
が
い
な
い
た
め
、
相
談
し
に
く
い
環
境
に
あ
る
と
感
じ
る
。


認
知
症
の
人
の
口
腔
ケ
ア
に
つ
い
て
、
ご
家
族
等
の
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
人

た
ち
も
、
き
ち
ん
と
把
握
出
来
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
状
況
の
中
で
、
公
的
な
支
援
事
業
を
検
討
し
て
行
く
上
で
、
実
際
に
聴

き
取
り
等

を
実
施
し
て
行
く
事
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
手
付
か

ず
の
部
分

で
あ
る
と
言
う
課
題
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。


認
知
症
の
人
の
口
に
関
す
る
困
り
ご
と
に
関
し
て
、
現
状
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
で

き
て
い
な
い
こ
と
。


認
知
症
の

人
の
家
族
等
か
ら
相
談
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
が
、
そ
も
そ
も
実
態

を
把
握
し
て
い
な
い
こ
と
が
課
題
か
…
。


認
知
症
と
い
う
疾
患
に
着
目
し
て
し
ま
い
、
口
腔
ケ
ア
や
歯
科
治
療
に
つ
い
て

の
情
報
収
集
、
状
況
把
握
が
で
き
て
い
な
い
点
。


担
当
が
つ
い
て
い
れ
ば
、
個
別
に
把
握
し
た
り
、
対
応
は
可
能
で
あ
る
が
、
認

知
症
の
方
全
員
の
把
握
は
難
し
い
。


地
域
ケ
ア
会
議
等
の
中
か
ら
、
認
知
症
の
人
が
定
期
的
な
歯
科
受
診
を
し
て
い

な
い
事
例
が
あ
る
こ
と
は
把
握
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
の
実
態
が
わ
か
ら
な

い
事
が
課
題
で
あ
る
。


詳
細
な
デ
ー
タ
や
課
題
を
把
握
し
て
い
な
い
。


実
態
把
握
が
で
き
な
い
。


歯
科
治
療
に
つ
い
て
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
に
よ
り
歯
科
医
師
会
地
域
連
携

室
と
連
携
し
、
対
応
が
図
れ
て
い
る
が
、
日
頃
の
口
腔
ケ
ア
や
予
防
的
ア
プ
ロ

ー
チ
に
つ
い
て
は
ニ
ー
ズ
の
把
握
が
行
え
て
な
く
課
題
。


歯
科
医
師
、
歯
科
衛
生
士
が
参
画
し
て
い
な
い
た
め
、
課
題
把
握
が
で
き
て
い

な
い
。


課
題
の
把
握
が
で
き
て
い
な
い
。


ま
だ
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
て
お
ら
ず
、
課
題
の
抽
出
ま
で
至
っ
て
い

な
い
の
が
現
状
で
す
（
認
知
症
の
方
の
口
腔
ケ
ア
や
歯
科
治
療
に
関
し
て
）。


マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
。


口
腔
ケ
ア
が
必
要
な
人
の
把
握
が
で
き
て
い
な
い
。
家
族
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
提

供
事
業
所
の
人
が
、
認
知
症
の
人
の
口
腔
状
態
を
把
握
し
て
い
な
い
こ
と
が
多

い
（
口
腔
内
を
見
た
こ
と
が
な
い
と
言
う
人
が
多
い
）
。


認
知
症
の
方
の
口
腔
に
関
す
る
状
況
把
握
を
し
て
い
な
い
た
め
課
題
が
明
確
に

な
っ
て
い
な
い
。


認
知
症
の
方
の
口
腔
ケ
ア
歯
科
治
療
の
状
況
の
把
握
が
で
き
て
い
な
い
。


認
知
症
の
方
の
口
腔
ケ
ア
や
歯
科
治
療
の
状
況
に
つ
い
て
把
握
出
来
て
い
な

い
。
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
認
知
症
の
方
の
お
口
の
健
康
に
つ
い
て
把
握
が
で
き
て
い
な
い
。
町
内
に
あ
る

介
護
予
防
サ
ー
ク
ル
（

11
ヶ
所

）
に
は

認
知
症
や

M
CI

の
方
が
参
加
し
て
い

る
の
で
、

そ
こ
で
聴
き
取
り
で
き
る
か
…
。
サ
ー
ク
ル
参
加
に
あ
た
り
、
新
規

の
方
に
は

口
腔
検
査
（
歯
科
衛
生
士
に
よ
る

）
を
受
け
て
頂
い
て
い
る
。


認
知
症
の
方
が
口
腔
ケ
ア
や
歯
科
治
療
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
課
題
を
抱
え
て

い
る
か
把
握
し
て
い
な
い
こ
と
。


認
知
症
の
人
の
口
腔
に
関
す
る
困
り
ご
と
に

つ
い
て
具
体
的
に
把
握
で
き
て
い

な
い
。


認
知
症
の

人
の
口
腔
ケ
ア
や
歯
科
治
療
の
現

状
の
把
握
が
で
き
て
い
な
い
。


75

歳
以
上
全

員
に

オ
ー
ラ
ル
フ

レ
イ
ル

に
つ
い
て

の
事
業
案
内
を
送
っ
て
い
る

が
、
通
知
文
を
見
て
反
応
し
た
方
が
対
象
と

な
る
た
め
、
認
知
症
の
方
が
反
応

で
き
る
と
は
限
ら
な
い
こ
と
は
課
題
で
あ
る

。


認
知
症
と

診
断
さ
れ
て
い
る
方
が
き
ち
ん
と

歯
科
治
療
を
受
け
ら
れ
て
い
る
か

ど
う
か
の
実
態
を
把
握
で
き
て
い
な
い
。


独
居
の
認

知
機
能
低
下
の
方
の
口
腔
衛
生
状
態
の
把
握
が
困
難
（
入
れ
歯
・
歯

の
手
入
れ
有
無
の
確
認
を
し
て
も
不
明
で
あ
る
こ
と
が
多
い
）
。


独
居
の
場

合
、
口
腔
ケ
ア
の
実
態
把
握
が
難
し
く
、
ニ
ー
ズ
や
課
題
の
抽
出
が

出
来
て
い
な
い
。


実
態
把
握

の
機
会
が
な
い
。


地
域
ケ
ア

会
議
等
で
認
知
症
の
方
の
対
応
に
つ
い
て
、
検
討
す
る
機
会
は

多
い

が
、
口
腔
ケ
ア
の
実
際
や
課
題
の
把
握
は
で
き
て
い
な
い
。


少
な
く
な

い
課
題
が
存
在
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
実
態
が
十
分
把
握
で
き
て
い

な
い

(関
係
部
署
や
関
連
団
体
と
の
情
報
共
有
し
な
が
ら
進
め
て
行
く
必
要
が
あ

る
）
。


重
要
性
は

感
じ
て
い
る
が
、
認
知
症
の
方
の
口
腔
ケ
ア
に
つ
い
て
の
ニ
ー
ズ
に

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
、
ま
た
ど
の
程
度
あ
る
の
か
と
い
っ
た
現
状
を
把

握
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。


歯
科
治
療
を
受
け
て
い
る
認
知
症
の
人
の
状
況
が
把
握
で
き
て
い
な
い
。
今

後
、
歯
科
医
療
機
関
と
の
連
携
が
必
要
。
年
に
一
回
、
歯
科
保
健
担
当
者
会
議

が
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
認
知
症
含
め
高
齢
者
の
現
状
を
共
有
す
る
場
と
な
っ

て
い
な
い
。


口
腔
内
の
課
題
を
把
握
す
る
の
が
困
難
で
あ
る
。


市
と
し
て
の
実
態
把
握
・
課
題
に
つ
い
て
分
析
、
明
確
化
で
き
て
い
な
い
。


在
宅
歯
科
診
療
に
つ
い
て
介
護
関
係
者
が
知
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
歯
科
医

師
会
地
域
連
携
室
の
地
道
な
活
動
の
成
果
だ
と
考
え
る
。
具
体
的
な
課
題
に
つ

い
て
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、
地
域
住
民
か
か
り
つ
け
歯
科
を
持
つ
よ
う
に
な

っ
て
き
た
と
感
じ
る
。


口
腔
衛
生
が
把
握
で
き
て
い
な
い
。
セ
ル
フ
ケ
ア
の
有
無
に
関
し
て
も
。


口
腔
や
歯
科
治
療
が
必
要
な
認
知
症
の
人
を
把
握
で
き
て
い
な
い
こ
と
。
・
治
療

が
必
要
な
場
合
の
受
診
へ
の
つ
な
ぎ
方
（
足
の
問
題
等
）。


医
療
機
関
へ
受
診
が
難
し
い
方
に
は
、
訪
問
歯
科
相
談
を
実
施
し
て
い
る
た

め
、
認
知
症
に
限
ら
ず
事
業
を
活
用
い
た
だ
く
中
で
、
認
知
症
の
方
の
口
腔
ケ

ア
や
歯
科
治
療
の
課
題
を
把
握
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。


ニ
ー
ズ
を
把
握
し
き
れ
て
い
な
い
。


個
別
ケ
ー
ス
の
困
り
ご
と
は
あ
る
も
の
の
、
市
全
体
の
課
題
を
見
出
す
ま
で
に

至
っ
て
い
な
い
。


基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
よ
る
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
が
困
難
で
あ
る
こ
と
（
当
区

で
は
、
約

20
％
が
「
リ
ス
ク
あ
り
」
と
い
う
判
定
に
な
る
）。

実
態
把
握
が
困

難
で
あ
る
こ
と

 定
期
的
な
受
診
が
で
き
な
い
、
義
歯
の
手
入
れ
が
正
し
く
で
き

な
い
等
あ
る
が
、
実
際
に
ど
れ
く
ら
い
の
人
が
困
り
ご
と
を
抱
え
て
い
る
か
が

不
明
。
独
居
認
知
症
の
人
へ
の
支
援
が
困
難
で
あ
る
こ
と
（
本
人
の
自
覚
が
な

か
っ
た
り
、
支
援
者
が
い
な
か
っ
た
り
す
る
た
め
）。


口
腔
ケ
ア
や
歯
科
治
療
に
関
す
る
全
市
的
な
ニ
ー
ズ
や
課
題
の
収
集
が
難
し

い
。
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
 口

腔
ケ
ア
・
歯
科
受
診
等
が
適
切
に
行
え
て
い
る
か
。

 


 認
知
症
の
人
に
対
す
る
対
応
な
ど
を
検
討
す

る
際
に
、
口
腔
ケ
ア
や
歯
科
治
療

を
含
め
て
の
検
討
と
ま
で
は
、
い
た
っ
て
い

ま
せ
ん
。
歯
科
治
療
の
情
報
も
大

切
な
こ
と
で
あ
る
た
め
、
今
後
認
知
症
対
応

を
検
討
し
て
行
く
中
で
、
取
り
上

げ
て
い
け
れ
ば
と
思

い
ま

す
。

 


 認
知
症
の
人
の
口
腔
ケ
ア
や
歯
科
治
療
に
関

す
る
課
題
を
認
識
出
来
て
い
な
い

事
が
課
題
。

 


 認
知
症
の
人
に
特
化
し
た
口
腔
ケ
ア
や
歯
科

治
療
に
つ
い
て
着
手
し
て
い
な
い

た
め
、
現
状
が
不
明
で
あ
る
。

 


 通
所
サ
ー
ビ
ス
や
入
所
施
設
な
ど
で
は
口
腔

ケ
ア
等
を
う
け
て
い
る
が
、
在
宅

で
は
通
院
し
て
い
る
。
き
ち
ん
と
治
療
で
き

る
環
境
か
、
ど
ん
な
課
題
が
あ
る

か
は
よ
く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

 


 具
体
的
事
例
が
あ
っ
た
訳
で
は
な
い
が
、
認
知
症
で
独
居
の
方
が
歯
科
に
通
え

な
か
っ
た
り
、
口
腔
ケ
ア
が
不
十
分
に
な
る
こ
と
は
予
測
で
き
、
対
策
を
十
分

検
討
で
き
て
い
な
い
の
で
、
今
後
の
課
題
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。

 


 課
題
は
あ
る
の
だ
ろ
う
と
思
う
が
、「

認
知
症
の
人
の
口
腔
ケ
ア
や
歯
科
治
療
」

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
や
相
談
等
は
あ
ま
り

な
く
、
具
体
的
な
課
題
は
分
か
ら

な
い
。

 


 情
報
が
な
い
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

 


 現
在
、
女
川
町
に
て
役
場
窓
口
や
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
窓
口
で
の
口
腔
ケ
ア
に

つ
い
て
の
相
談
は
な
い
（
入
れ
歯
を
失
く
し

た
・
歯
医
者
に
行
く
の
は
大
変
と

の
相
談
は
あ
り
）。

し
か
し
、
実
際
に
は
歯
を
磨
け
な
い
。
入
れ
歯
を
洗
っ
て
い

な
い
方
は
い
る
（
認
定
調
査
時
及
び
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
職
員
よ
り
確
認
）。

現

状
と
し
て
、
マ
ス
ク
を
常
に
使
用
し
て
い
る

た
め
、
顕
著
に
表
れ
て
い
な
い

が
、
歯
垢
や
口
臭
の
問
題
は
存
在
し
て
い
る

と
考
え
る
。
但
し
、
こ
の
問
題
は

認
知
症
の
方
以
外
に
も
共
通
し
て
い
て
、
た

び
た
び
見
ら
れ
る
が
、
家
族
が
問

題
視
し
て
お
ら
ず
、
町
と
し
て
急
速
に
解
決

す
べ
き
課
題
と
は
考
え
て
い
な

い
。

 


 認
知
症
の
人
の
口
腔
ケ
ア
に
注
目
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
課
題
が
あ
る
。

 


 課
題
は
何
と
な
く
想
像
は
で
き
る
が
、
認
知
症
の
方
の
口
腔
ケ
ア
や
歯
科
治
療

に
関
す
る
課
題
に
つ
い
て
、
市
と
し
て
調
査
し
明
確
に
で
き
て
い
な
い
こ
と
。

 


 ニ
ー
ズ
、
実
態
が
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
課
題
。

 


 認
知
症
の
あ
る
人
に
限
ら
ず
、
高
齢
者
の
歯
科
衛
生
に
関
す
る
実
態
が
不
明
。

 


 当
町
で
は
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
課
題
は
と
り
あ
げ
て
い
ま
す
が
、
特
定

の
疾
患
に
お
け
る
課
題
に
つ
い
て
は
協
議
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

 


 困
り
ご
と
と
し
て
課
題
は
具
体
的
に
な
っ
て
い
な
い
。
居
宅
療
養
管
理
指
導
を

利
用
し
て
い
る
方
は
あ
り
、
今
後
、
歯
科
医
師
、
歯
科
衛
生
士
と
話
せ
る
場
を

設
け
た
い
と
思
う
。

 
 ㉑
【

認
知

症
ケ

ア
パ
ス
・
認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
に
つ
い
て
】

 


 認
知
症
ケ
ア
パ
ス
は
作
成
し
て
お
り
、
相
談
先
名
称
の
記
載
は
あ
り
ま
す
が
、

詳
細
な
情
報
は
掲
載
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
。

 


 認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
、
地
域
ケ
ア
会
議
に
つ
い
て
歯
科
医
や
歯
科
衛

生
士
が
参
画
し
て
い
な
い
が
、
必
要
に
応
じ
て
参
加
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

 


 認
知
症
支
援
に
お
け
る
口
腔
ケ
ア
の
課
題
は
、
現
時
点
で
優
先
順
位
の
高
い
課

題
と
は
と
ら
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

 


 認
知
症
初
期
集
中
支
援
事
業
に
お
い
て
、
口
腔
内
の
清
潔
を
保
つ
こ
と
が
で
き

な
い
対
象
者
の
清
潔
を
保
持
す
る
た
め
の
支
援
を
検
討
し
て
も
、
拒
否
さ
れ
る

こ
と
が
あ
る
。
本
人
の
本
来
の
価
値
観
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
認
知
症
に
よ
り

理
解
が
で
き
な
い
こ
と
に
よ
る
も
の
か
が
不
明
で
、
対
応
に
苦
慮
す
る
ケ
ー
ス

が
多
い
。

 


 認
知
症
ケ
ア
パ
ス
に
情
報
を
掲
載
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

 


 初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
の
チ
ラ
シ
を
歯
科
医
院
へ
渡
し
て
周
知
し
て
は
ど
う

か
。
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
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
に
口
腔
ケ
ア
や
歯
科
診
療
に
つ
い
て
の
記
載
が
な
い
こ
と
に

つ
い
て
は
、
今
後
解
消
す
る
手
立
て
を
講
じ
る
予
定
で
あ
る
（
市
の
指
定
管
理

施
設
に
「
か
ざ
ぐ
る
ま
休
日
急
患
特
殊
歯
科
診
療
所
」
「
さ
ざ
ん
か
特
殊
歯
科
診

療
所
」
が
あ
り
、
と
も
に
（
公
社
）
船
橋
歯
科
医
師
会
に
受
託
し
て
い
た
だ

き
、
要
介
護
高
齢
者
や
障
害
者
の
歯
科
診
療
や
口
腔
ケ
ア
事
業
、
訪
問
歯
科
診

療
事
業
に
力
を
入
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ
ら
の
情
報
を
的
確
に
認
知
症

ケ
ア
パ
ス
に
反
映
出
来
れ
ば
と
考
え
て
い
る
）。

認
知
症
ケ
ア
パ
ス
に
は
紙
面
構

成
上
の
問
題
で
掲
載
は
し
て
い
な
い
が
、
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
の
た
め
の
任

意
団
体
「
船
橋
在
宅
医
療
ひ
ま
わ
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
て
発
行
し
て
い
る

「
船
橋
市
在
宅
医
療
・
緩
和
ケ
ア
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
提
供
機
関
マ
ッ
プ

（
"ひ

ま
わ

り
マ

ッ
プ

"）
に
て
掲
載
し
て
い
る
歯
科
診
療
所
の
情
報
に
「
重
度
認

知
症
」
対

応
可
能
な
機
関
が
分
か
る
よ
う
に
掲
載
し
て
い
る
。


認
知
症
ケ

ア
パ
ス
の
図
の
中
に
は
歯
科
医
療
は
含
ま
れ
て
い
な
い
が
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
内
に
は
、
か
か
り
つ
け
歯
科
医
を
も

つ
こ
と
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い

る
。
認
知
症
の
人
の
支
援
に
お
い
て
、
口
腔
ケ
ア
・
歯
科
治
療
を
意
識
し
て
取

り
組
め
て
い
な
い
の
が
現
状
。


認
知
症
の

普
及
啓
発
の
中
に
口
腔
ケ
ア
や
歯

科
治
療
に
関
す
る
内
容
が
ほ
と
ん

ど
な
い
。


認
知
症
ケ

ア
パ
ス
に
認
知
症
予
防
に
お
け
る

口
腔
ケ
ア
の
必
要
性
を
掲
載
し
て

い
る
が
、
具
体
的
な
課
題
抽
出
と
治
療
や
口
腔
ケ
ア
の
支
援
へ
は
つ
な
げ

ら
れ

て
い
な
い
。


今
後
、
認

知
症
ケ
ア
パ
ス
の
改
訂
を
予
定
し

て
い
る
。
認
知
症
と
口
腔
ケ
ア
に

つ
い
て
の
内
容
を
追
加
し
て
掲
載
す
る
た
め
、
関
係
機
関
と
検
討
や
調
整
を
進

め
る
中
で
、
課
題
を
明
確
に
し
て
行
き
た
い
。


初
期
集
中

に
歯
科
衛
生
士
を
配
置
し
て
い
る

が
、
高
齢
者
全
体
と
し
て
み
た
と

き
に
、
歯
科
受
診
を
す
る
こ
と
へ
意
識
が
低
い
印
象
が
あ
り
、
受
診
す
る
こ
と

へ
の
ハ
ー
ド
ル
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。


認
知
症
や
体
調
等
に
目
が
い
き
、
歯
・
口
腔
状
態
ま
で
サ
ポ
ー
ト
を
ケ
ア
パ

ス
、
計
画
策
定
時
に
の
せ
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
課
題
。

㉒
【

連
携

に
つ

い
て
（
歯
科
専
門
職
）
】


認
知
症
の
方
は
、
セ
ル
フ
ケ
ア
能
力
の
低
下
に
よ
り
、
口
腔
機
能
低
下
の
リ
ス

ク
が
高
く
な
る
一
方
、
歯
科
へ
の
通
院
に
よ
る
こ
ま
め
な
口
腔
機
能
の
管
理
も

難
し
く
な
る
場
合
が
多
く
な
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
、
か
か
り
つ
け
歯
科
医
や

歯
科
衛
生
士
等
が
口
腔
ケ
ア
に
関
す
る
支
援
等
に
お
い
て
、
本
人
や
家
族
、
関

係
者
に
対
し
、
積
極
的
に
関
与
す
る
体
制
の
構
築
が
課
題
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。


北
海
道
が
主
催
す
る
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進
事
業
に
か
か
る
会
議
体
に

は
、
医
師
会
、
薬
剤
師
会
、
看
護
協
会
、
栄
養
士
会
等
と
共
に
歯
科
医
師
会
も

参
画
し
、
近
隣
市
町
村
と
課
題
を
協
議
す
る
環
境
は
で
き
て
い
る
が
、
地
域
に

訪
問
歯
科
資
源
が
乏
し
く
、
訪
問
歯
科
衛
生
士
も
い
な
い
た
め
、
現
場
レ

ベ
ル

で
の
連
携
は
ま
だ
ま
だ
進
ん
で
い
な
い
状
況
。


精
神
科
医
主
治
医
と
歯
科
医
連
携
が
ど
の
程
度
出
来
て
い
る
か
。
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
と
し
て
把
握
は
出
来
て
い
な
い
。


歯
科
医
師
会
か
ら
地
域
ケ
ア
会
議
（
個
別
会
議
）
参
画
の
協
力
を
な
か
な
か
得

ら
れ
な
い
（
行
政
所
属
の
歯
科
衛
生
士
に
参
画
し
て
も
ら
っ
て
い
る
）。


義
歯
が
必
要
で
あ
っ
た
り
、
使
用
し
て
い
て
も
不
具
合
が
あ
る
方
に
歯
科
受
診

を
勧
め
た
い
が
必
要
性
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
難
し
い
。
地
域
で
よ
り

個
別
ケ
ア
を
充
実
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、
歯
科
医
師
、
歯
科
衛
生
士
と
い
っ

た
専
門
職
が
必
要
。


認
知
症
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
口
腔
ケ
ア
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
理
解
度

は
個

人
差
が
大
き
い
。
口
腔
ケ
ア
は
重
症
化
予
防
の
大
き
な
柱
で
あ
り
、
介
護
予
防

事
業
の
中
で
も
重
要
視
し
て
お
り
、
歯
科
医
師
会
、
歯
科
衛
生
士
会
等
と
町
ぐ

る
み
の
対
策
が
出
来
な
い
か
模
索
中
で
あ
る
。
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
今
後
高
齢
者
の
口
腔
フ
レ
イ
ル
が
更
に
問
題
と
な
っ
て
く
る
が
、
口
腔
機
能
や

咀
嚼
を
診
た
り
、
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る
機
関
や
設
備
が
整
っ
て
お
ら
ず
、
現

状
の
歯
科
診
療
の
枠
組
み
で
は
難
し
い
。


歯
科
医
師
会
や
歯
科
衛
生
士
会
と
の
連
携
は
、
医
科
や
福
祉
関
係
者
に
比
べ
て

難
し
い
。
ま
た
、
情
報
共
有
や
ケ
ー
ス
相
談

の
た
め
の
ツ
ー
ル
を
立
ち
上
げ
た

が
、
歯
科
の
関
係
者
か
ら
、
そ
の

IC
T
を
積
極
的
に
活
用
す
る
姿
は
見
ら
れ

ず
、
今
後

、
保
健
事
業
と
介
護
予
防
の
一
体
化
が
始
ま
り
、
口
腔
フ
レ
イ
ル
予

防
あ
る
い

は
重
症
化
予
防
に
取
り
組
む
際
、

医
科
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

と
の
情
報

連
携
が
困
難
と
な
る
。


歯
科
医
師
会
と
の
連
携
不
足
も
あ
り
、
認
知
症
の
方
を
受
け
入
れ
て
い
る
市
内

歯
科
医
療
機
関
の
実
態
を
把
握
で
き
て
い
な

い
。
市
民
か
ら
相
談
を
受
け
た

際
、
確
実
な
情
報
提
供
が
難
し
い
状
況
に
あ

る
。


認
知
症
が
疑
わ
れ
る
方
の
、
医
療
機
関
・
歯

科
医
療
機
関
・
行
政
の
連
携
が
難

し
い
。
歯
科
受
診
時
に
疑
わ
し
い
場
面
が
見

ら
れ
て
も
、
個
人
情
報
保
護
の
面

か
ら
情
報
を
提
供
し
て
よ
い
も
の
か
迷
う
と
の
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
行

政
と
し
て
は
、
情
報
を
得
て
も
関
わ
る
き
っ
か
け
が
難
し
い
。


入
退
院
支
援
の
情
報
連
携
に
お
け
る
お
口
の
状
態
を
情
報
共
有
す
る
こ
と
。


専
門
職
が
連
携
す
る
上
で
、
歯
科
衛
生
士
や
歯
科
医
師
と
顔
の
見
え
る
関
係
を

つ
く
り
、
お
互
い
の
困
り
事
を
理
解
す
る
こ
と
。


歯
科
医
院

で
は
「
な
ん
と
な
く
認
知
症
？
」
と
気
づ
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
歯
科
医
院
だ
け
で
は
対
応
に
限
界
が
あ
り
、
地
域
と
歯
科
医
療

の
連
携
が
必
要
。


高
齢
者
の

医
療
機
関
利
用
に
つ
い
て
は
、
食
事
摂
取
に
影
響
す
る
歯
科
受
診
を

し
て
い
る
方
は
、
多
い
と
思
わ
れ
る
。
来
院
さ
れ
る
方
で
認
知
機
能
の
低
下
を

疑
う
人
が
い
た
ら
、
本
人
や
家
族
に
相
談
先
等
を
紹
介
し
て
頂
き
た
い
が
、
そ

の
辺
り
の
関
係
機
関
の
連
携
体
制
が
不
十
分
。
施
設
入
所
者
は
、
訪
問
歯
科
診

療
が
定
期
的
に
な
さ
れ
て
い
る
が
、
在
宅
の
方
の
状
況
は
把
握
出
来
て
い
な

い
。


歯
科
専
門
職
と
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
連
携
は
、
ま
だ
少
な
い
。


認
知
症
施
策
に
関
し
て
、
歯
科
医
と
の
連
携
が
十
分
で
き
て
い
な
い
。


医
療
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
マ
ッ
プ
は
別
途
作
成
し
て
お
り
、
年
に
一
回
全
戸
配
し

て
い
る
。
認
知
症
等
で
通
院
が
困
難
な
人
へ
対
し
て
、
歯
科
訪
問
を
し
て
い

る
。
し
か
し
、
在
宅
歯
科
診
療
の
体
制
は
難
し
く
、
行
政
が
と
り
ま
と
め
て
い

る
状
況
で
あ
る
為
、
在
宅
診
療
（
医
科
）
の
よ
う
な
機
関
が
出
来
る
と
口
腔
ケ

ア
の
必
要
性
等
が
定
着
し
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。


認
知
症
の
人
の
口
腔
ケ
ア
を
支
え
る
仕
組
み
が
乏
し
い
。


認
知
症
の
人
の
口
腔
ケ
ア
に
関
す
る
支
援
や
、
家
族
・
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
・
歯

科
医
師
で
の
連
絡
体
制
が
構
築
で
き
て
い
な
い
。


歯
科
医
師
会
と
の
連
携
。


認
知
症
の
人
に
限
ら
ず
、
高
齢
者
ケ
ア
に
関
わ
る
医
療
・
介
護
関
係
者
が
歯

科
・
口
腔
に
着
目
し
た
ア
セ
ス
メ
ン
ト
や
ケ
ア
を
、
チ
ー
ム
で
行
う
と
い
う
視

点
や
連
携
の
仕
方
が
確
立
し
て
い
な
い
。


嚥
下
機
能
低
下
も
起
き
て
く
る
が
、
体
重
や
口
腔
機
能
な
ど
を
含
め
て
、
全
身

を
診
て
く
れ
た
り
、
相
談
で
き
る
先
が
わ
か
ら
な
い
。


ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
の
情
報
共
有
な
ど
、
連
携
体
制
が
課
題
。


支
援
者
と
口
腔
ケ
ア
に
つ
い
て
協
議
す
る
場
が
な
い
。


認
知
症
が
軽
度
な
う
ち
か
ら
口
腔
機
能
の
評
価
や
処
置
の
出
来
る
体
制
の
構

築
。
理
由
と
し
て
、
義
歯
作
成
に
お
い
て
、
咬
合
の
位
置
を
決
定
す
る
な
ど
の

処
置
に
困
難
さ
が
あ
る
た
め
。
ま
た
、
口
腔
清
潔
の
た
め
の
能
力
低
下
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
口
腔
機
能
の
著
し
い
低
下
や
全
身
状
態
の
悪
化
に
つ
な
が
り
や
す

い
た
め
。
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㉓
【

連
携

に
つ

い
て
（
歯
科
専
門
職
以
外
）
】


在
宅
の
訪
問
の
場
合
、
顔
を
覚
え
て
も
ら
え

な
い
こ
と
や
、
次
の
訪
問
の
約
束

が
本
人
に
は
難
し
い
た
め
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
施
設
職
員
・
家
族
と
の
連
携

が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
口
腔
機
能
の
維
持
や
口
腔
ケ
ア
の
継
続
を
す
る
た
め

に
は
、
家
族
や
多
職
種
と
の
連
携
が
重
要
で
あ
る
。


県
医
師
会
に
よ
り
、
歯
科
診
療
場
面
で
の
気
づ
き
を
包
括
等
へ
接
続
す
る
し
く

み
を
検
討
さ
れ
た
が
、
実
際
の
運
用
が
ほ
と

ん
ど
な
い
（
毎
年
、
研
修
会
は
開

催
さ
れ
て
い
る
様
子
）。


認
知
症
の
人
の
食
事
や
口
腔
ケ
ア
・
治
療
に

つ
い
て
、
本
人
・
家
族
に
よ
る
管

理
で
は
不
十
分
で
あ
る
こ
と
が
多
い
が
、
介

護
に
関
す
る
専
門
職
で
対
応
し
て

お
り
、
歯
科
の
専
門
職
に
十
分
に
相
談
で
き

て
い
な
い
。
個
別
の
ケ
ー
ス
に
つ

い
て
日
頃
か
ら
相
談
・
連
携
す
る
体
制
・
関

係
づ
く
り
が
十
分
行
え
て
い
な

い
。


独
居
、
地

域
と
の
つ
な
が
り
の
希
薄
で
、
介

入
拒
否
ケ
ー
ス
の
場
合
、
多
職
種

で
連
携
し
支
援
す
る
が
、
対
応
が
困
難
。


歯
科
医
師

会
と
連
携
を
と
る
に
も
、
ケ
ー
ス
が
出
て
こ
な
い
。
→
口
腔
ケ
ア
の

大
切
さ
が

周
知
さ
れ
て
い
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
（

80
20

運
動
は
し
て
い
て
も

認
知
症
と

の
関
係
は
知
ら
な
い
人
が
多
い
）
。


訪
問
看
護

の
指
示
書
に
入
り
に
く
い
（
医
師
の
判
断
）
。


デ
イ
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
等
と
連
携
し
た
口
腔
ケ
ア
の
取
組
。


歯
科
診
療

に
軽
度
認
知
障
害
（

M
C

I）
の
人
が
来
る
こ
と
が
あ
る
。
家
族
に
ど

う
伝
え
た

ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
行
っ
て
も
ら

う
こ
と
も

あ
る
が
、
ど
う
サ
ポ
ー
ト
す
べ
き
か
教
え
て
ほ
し
い
。

㉔
【

全
身

と
の

関
連
・
栄
養
等
に
つ
い
て
】


義
歯
管
理
、
口
腔
衛
生
管
理
、
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
等
、
特
に
独
居
の
方
。


新
し
く
作
っ
た
義
歯
が
合
わ
な
い
と
古
い
も
の
を
使
う
。
→
古
い
も
の
も
あ
わ

な
い
の
で
、
外
し
て
し
ま
い
、
義
歯
な
し
で
食
べ
る
。
→
硬
い
物
が
食
べ
に
く

い
。
食
欲
が
落
ち
る
。


食
事
摂
取
に
関
す
る
問
題
も
抱
え
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
く
、
口
腔
ケ
ア
対
策
は

課
題
で
あ
る
。
ま
た
、
理
解
度
が
影
響
し
、
必
要
性
を
わ
か
っ
て
も
ら
い
に
く

い
方
な
ど
は
対
応
も
困
難
で
あ
る
。


認
知
症
と
な
っ
た
こ
と
で
口
腔
ケ
ア
を
し
な
く
な
り
、
口
腔
機
能
の
低
下
か
ら

適
切
な
食
事
摂
取
が
出
来
な
く
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。


食
べ
物
が
噛
め
ず
に
軟
ら
か
い
物
を
食
べ
体
重
減
少
に
繋
が
っ
て
い
る
（
オ
ー

ラ
ル
フ
レ
イ
ル
）。


口
腔
ケ
ア
や
歯
科
治
療
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
で
は
、
「
食
」
に
対

す
る
意
識
低
下
、
食
事
摂
取
に
関
す
る
機
能
低
下
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
認
知
症

の
進
行
に
も
か
か
わ
る
こ
と
な
の
で
、
適
切
な
介
入
が
課
題
と
感
じ
ま
す
。


認
知
症
の
人
は
、
認
知
症
で
な
い
人
に
比
べ
て
誤
嚥
性
肺
炎
に
よ
る
死
亡
が
多

い
こ
と
が

K
D

B
デ
ー
タ
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
課
題

に
対
す
る
策
が
施
さ
れ
て
い
な
い
。


認
知
機
能
の
低
下
か
ら
、
食
事
内
容
や
リ
ズ
ム
が
崩
れ
、
低
栄
養
や
口
腔
内
の

不
衛
生
に
な
り
、
口
腔
機
能
が
悪
化
。
そ
こ
か
ら
ま
す
ま
す
食
べ
ら
れ
な
い
等

が
あ
る
が
、
独
居
で
近
く
に
身
内
の
方
も
い
な
い
場
合
、
継
続
し
た
ケ
ア
や
治

療
に
至
ら
な
い
。


口
腔
内
の
健
康
が
疎
か
に
な
る
と
食
べ
ら
れ
な
く
な
り
、
負
の
連
鎖
が
起
こ
る

こ
と
を
認
識
し
て
欲
し
い
。


栄
養
状
態
と
口
腔
状
態
に
課
題
が
あ
る
者
に
つ
い
て
、
口
腔
に
関
す
る
支
援
の

合
意
を
得
る
こ
と
が
難
し
く
、
効
果
的
な
栄
養
改
善
を
実
現
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
在
宅
で
生
活
さ
れ
て
い
る
認
知
症
高
齢
者
に
つ
い
て

 ・
認
知
症
の
人
の

日
々
の
口
腔
状
態
（
歯
磨
き
の
実
施
）
を
確
認
す
る
こ
と
。


食
事
が
入
り
に
く
く
な
っ
た
原
因
が
、
か
み
合
わ
せ
不
具
合
で
あ
っ
た
り
、
虫

歯
痛
へ
つ
な
が
り
に
く
い
（
訴
え
が
な
い
為
）。
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
 義

歯
の
調
整
が
う
ま
く
い
か
ず
食
事
摂
取
に
支
障
が
出
る
。

 


 認
知
機
能
の
低
下
に
よ
り
、
歯
周
組
織
の
慢
性
炎
症
状
態
、
口
腔
機
能
の
低
下

に
よ
る
低
栄
養
な
ど
が
進
行
し
、
誤
嚥
性
肺
炎
を
含
む
肺
炎
罹
患
に
繋
が
っ
た

り
、
筋
力
低
下
に
よ
る
生
活
不
活
発
病
を
招
い
て
い
る
。
ま
た
、
自
立
し
て
い

る
高
齢
者
で
も
、
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
に
関
す
る
知
識
の
不
足
も
あ
り
、
今
後

も
予
防
に
つ
い
て
周
知
が
必
要
で
あ
る
。

 
 ㉕

【
地

域
資

源
・
特
性
に
関
連
す
る
課
題
：
歯

科
医

療
機

関
・

人
材

】
 


 歯

科
衛
生
士
の
人
材
不
足
。

 


 村
に
歯
科

医
院
が
無
い
た
め
、
近
隣
の
市
町
の
医
院
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
行
動

障
害
の
あ
る
方
は
家
族
が
連
れ
て
行
く
事
が
で
き
な
か
っ
た
り
す
る

た
め
、
歯

科
治
療
が
中
断
し
て
い
る
事
例
も
あ
る
。

 


 人
口
、
面

積
狭

小
自

治
体

で
あ

り
、
開

業
歯
科
医
が

0
件
、
ま
た
、
地
域
（
歯

科
医
師
会

）
が
訪
問
診
療
に
消
極
的
、
歯
科
衛
生
士
の
就
労
数
も
県
下
で
最
少

エ
リ
ア
。

認
知
症
だ
け
で
な
く
地
域
と
し
て
の
将
来
の
展
望
が
つ
か
な
い
。

 


 常
勤
の
歯
科
衛
生
士
の
雇
用
が
な
く
、
歯
科
に
関
す
る
健
康
課
題
の
分
析
や
取

り
組
み
が
不
十
分
。

 


 資
源
が
少
な
く
、
協
力
機
関
が
限
ら
れ
て
い
る
。

 


 そ
も
そ
も
ス
タ
ッ
フ
（
歯
科
衛
生
士
や
言
語

聴
覚
士
）
が
足
り
て
い
な
い
。

 


 我
が
町
で
は
、
こ
の

10
年
間
の

間
に
歯

科
医
院
が

6→
3
と
半
減
し
ま
し
た
。

閉
院
し
た

歯
科
医
を
受
診
し
て
い
た
方
が
治

療
を
受
け
ず
放
置
と
な
っ
て
い
る

可
能
性
が

あ
り
ま
す
。
今
後
状
況
を
確
認
し

た
り
、
口
腔
機
能
に
対
す
る
事
業

の
検
討
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

 


 町
内
に
歯

科
医
院

1
軒

、
歯
科

医
1
名
と
い
う
状
況
下
で
、
地
域
ケ
ア
会
議
等

へ
の
出
席

が
難
し
い
状
態
で
あ
る
。

 


 認
知
症
の
方
に
限
ら
ず
、
地
域
の
歯
科
医
院
が
減
少
し
、
訪
問
歯
科
も
。
南
那

珂
で
の
対
応
で
行
わ
れ
て
い
る
。
歯
科
治
療
な
ど
に
行
け
て
い
な
い
。

 


 口

腔
ケ
ア
に
つ
い
て
専
門
職
が
不
在
。

 


 課
題
に
つ
い
て
検
討
、
支
援
す
る
た
め
の
専
門
職
（
常
勤
）
が
担
当
部
署
に
い

な
い
。

 


 町
内
に
は
「
歯
科
」
が
一
ヶ
所
の
み
で
、
医
師
１
名
。
夜
間
や
訪
問
は
対
応
な

く
、
対
象
患
者
は
限
ら
れ
て
し
ま
う
。
隣
町
（
約

10
km

の
自
動
車
移
動
が
必

要
）
に
は
、
複
数
の
歯
科
・
口
腔
外
科
が
あ
り
、
移
送
支
援
（
介
護
サ
ー
ビ
ス

や
町
単
独
サ
ー
ビ
ス
）
で
受
診
す
る
患
者
も
い
る
が
、

"町
外
へ
の
通
院

"と
い

う
こ
と
は
、
本
人
や
周
囲
の
携
わ
る
人
（
家
族
や
関
係
ス
タ
ッ
フ
な
ど
）
に
と

っ
て
は
、
や
は
り
大
変
な
こ
と
で
あ
り
、
口
腔
ケ
ア
・
治
療
の
優
先
順
位
を
下

げ
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
る
。

 


 村
内
に
歯
科
が
な
い
た
め
、
近
隣
市
町
村
の
医
療
機
関
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い

状
況
で
あ
る
。

 


 独
居
や
老
夫
婦
世
帯
の
認
知
症
の
方
の
口
腔
ケ
ア
を
行
き
届
か
せ
る
の
は
難
し

く
、
ま
た
人
材
不
足
に
よ
り
ヘ
ル
パ
ー
、
訪
看
で
の
フ
ォ
ロ
ー
も
現
実
厳
し
い

状
況
で
す
。
義
歯
の
管
理
も
難
し
く
、
所
在
が
不
明
に
な
り
、
一
緒
に
ゴ
ミ
箱

を
探
す
事
も
あ
り
ま
す
。
歯
科
医
院
も
少
な
く
、
認
知
症
で
治
療
に
う
ま
く
乗

れ
な
い
方
な
ど
は
、
最
初
か
ら
あ
き
ら
め
る
事
も
あ
り
ま
す
。

 


 専
門
職
と
し
て
認
知
症
の
こ
と
が
分
か
り
、
歯
科
に
つ
い
て
も
詳
し
い

N
sの

よ
う
な
人
材
が
不
足
し
て
い
る
。

 


 歯
科
医
院
が
あ
る
地
域
が
限
ら
れ
て
お
り
、
移
動
手
段
が
制
限
さ
れ
る
認
知
症

の
方
や
そ
の
家
族
に
は
通
院
が
困
難
な
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

 


 口
腔
ケ
ア
や
歯
科
治
療
に
関
す
る
関
心
が
低
く
、
十
分
な
ケ
ア
が
で
き
て
い
な

い
状
況
に
あ
る
。
町
内
に
歯
科
医
院
は

1
ヶ
所
で
歯
科
衛
生

士
も
い
な
い
た

め
、
認
知
症
の
方
に
限
ら
ず
口
腔
ケ
ア
に
つ
い
て
課
題
が
多
い
。

 


 他
市
町
村
で
は
歯
科
衛
生
士
が
自
宅
へ
訪
問
し
て
い
る
こ
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

東
員
町
で
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

 


 町
内
に
歯
科
医
院
が

1
ヶ
所
で
あ
り
、
歯
科
の
専
門
職
が
不
足
し
て
い
る
。
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
認
知
症
の
人
で
、
一
般
の
歯
科
医
院
へ
の
通
院
が
難
し
く
な
っ
て
も
、
障
害
者

歯
科
事
業
と
し
て
認
知
症
の
人
へ
の
歯
科
治
療
や
口
腔
ケ
ア
を
行
っ
て
い
る

（
火
・
水
・
木
曜
日
 

14
時
～

16
時
 
会
場

2
か
所
）。

ま
た
、
市

歯
科
医
師

会
で
在
宅

の
訪
問
診
療
事
業
も
行
っ
て
い
る

（
月
～
金
曜
 

13
～

15
時
）。

こ

れ
ら
の
事

業
の
存
在
が
市
民
に
完
全
に
は
周

知
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
さ
ら
に

周
知
が
必

要
で
あ
る
。


市
内
の
歯
科
医
院
の
う
ち
、
約
半
数
が
市
と

医
師
会
が
共
催
す
る
「
認
知
症
支

援
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
」
を
受
け
、
受
講
後

は
、
認
知
症
に
つ
い
て
気
軽
に
相

談
で
き
る
窓
口
と
し
て
の
「
認
知
症
ほ
っ
と

ラ
イ
ン
事
業
所
」
の
設
置
に
協
力

い
た
だ
い
て
い
る
が
、
協
力
歯
科
医
院
の
増

加
や
質
の
向
上
が
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
施
設
等
で
の
認
知
症
の
人
の
口
腔
ケ

ア
に
関
わ
る
人
材
の
資
質
向
上
の

た
め
研
修
機
会
の
創
出
が
課
題
で
あ
る
。


市
内
で
在
宅
診
療
や
タ
ー
ミ
ナ
ル
期
の
ケ
ア

な
ど
に
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と
の

で
き
る
歯
科
医
師
が
少
な
い
。


認
知
症
の
人
に
限
ら
ず
、
村
内
に
歯
科
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
無
く
、
村
外
の
歯
科

に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、
距
離
数
の
制
限
の
た
め
訪
問
診
療
を
し
て
く
れ
る

歯
科
も
な
い
。


認
知
症
に
限
ら
ず
歯
科
医
療
が
町
に
は
存
在
せ
ず
、
外
町
村
へ
治
療
に
出
向

く
。


日
常
生
活

圏
域
で
歯
科
診
療
所
の
な
い
地
域
が
あ
り
、
適
切
な
治
療
が
受
け
ら

れ
な
い
こ
と
が
あ
る
。


町
内
に
歯

科
医
院
が
な
い
た
め
、
町
外
の
歯
科
医
院
を
受
診
す
る
際
は
、
家
族

等
介
護
者
の
付
添
が
必
要
と
な
る
場
合
が
多
い
。
ま
た
、
本
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
は
、
家
族
等
介
護
者
を
決
め
る
こ
と
に

な
る
が
、
本
人
の
希
望
に
沿
っ
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
と
思
わ
れ

る
。


町
内
で
設

備
や
人
員
が
揃
っ
て
い
な
い
為
、
対
策
を
立
て
る
事
す
ら
出
来
て
お

り
ま
せ
ん
。
人
員
不
足
が
最
大
の
課
題
と
考
え
て
お
り
ま
す
。


村
内
に
歯
科
医
が
お
ら
ず
、
入
れ
歯
の
調
整
な
ど
も
隣
町
に
行
か
な
け
れ
ば
な

ら
ず
、
歯
科
治
療
を
受
け
る
の
に
も
時
間
が
か
か
る
。
認
知
症
を
支
え
る
家
族

な
ど
も
口
腔
に
対
す
る
関
心
が
薄
く
、
口
腔
に
つ
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
実
施

し
て
も
住
民
の
参
加
者
が
少
な
い
。


村
内
に
歯
科
が
な
い
。
隣
市
町
の
歯
科
に
通
院
す
る
に
も
バ
ス
移
動
で
は
近
く

に
停
留
所
が
な
い
た
め
、
一
般
タ
ク
シ
ー
、
介
護
タ
ク
シ
ー
で
の
移
動
と
な

り
、
負
担
が
大
き
い
。


村
内
に
は
歯
科
医
院
は
一
ヶ
所
し
か
な
く
、
要
介
護
状
態
や
認
知
症
で
閉

じ
籠

り
傾
向
に
な
ら
れ
る
と
、
定
期
受
診
も
難
し
い
（
移
動
の
問
題
も
あ
る
）
。
ま
た

は
、
後
回
し
と
な
る
傾
向
が
あ
る
と
感
じ
ま
す
。


歯
科
に
ま
つ
わ
る
専
門
職
の
人
員
が
限
ら
れ
て
い
る
。
協
働
体
制
の
継
続
が
難

し
く
な
る
と
思
わ
れ
る
。


町
内
の
歯
科
医
が
な
く
な
る
た
め
、
歯
科
治
療
か
ら
さ
ら
に
足
が
遠
の
く
こ
と

が
予
測
さ
れ
る
。


交
通
手
段
の
問
題
で
歯
科
受
診
が
難
し
い
。
村
内
に
歯
科
医
院
が

1
ヶ
所
し
か

な
く
、
土
日
し
か
診
療
し
て
い
な
い
。

㉖
【

地
域

資
源

・
特
性
に
関
連
す
る
課
題
：
サ
ー
ビ
ス
・
体
制
等
】


介
護
予
防
把
握
事
業
に
お
い
て
、
認
知
か
つ
口
腔
機
能
が
低
下
し
て
い
る
方
を

把
握
し
て
い
る
が
、
課
題
解
決
に
向
け
た
事
業
の
取
り
組
み
が
出
来
て
い

な
い

こ
と
。


自
己
管
理
へ
ア
プ
ロ
ー
チ
で
き
る
よ
う
な
口
腔
に
特
化
し
た
適
切
な
サ
ー
ビ
ス

が
無
い
。


歯
磨
き
、
義
歯
の
洗
浄
、
消
毒
が
十
分
に
行
え
な
い
。
歯
科
受
診
に
介
助
を
要

す
る
が
、
マ
ン
パ
ワ
ー
が
不
足
し
て
い
る
。
町
内
歯
科
で
は
対
応
で
き
な
い
状

態
と
な
っ
て
い
る
場
合
、
更
に
サ
ー
ビ
ス
利
用
が
困
難
。
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
現
在
、
当
区
は
後
期
高
齢
者
歯
科
健
診
を
実
施
し
て
い
な
い
。
成
人
歯
科
健
診

か
ら
の
継
続
的
な
流
れ
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。


一
人
暮
ら
し
の
方
な
ど
、
自
分
で
歯
医
者
に
か
か
る
と
い
う
意
志
が
無
け
れ

ば
、
そ
れ
を
促
す
関
か
わ
り
を
し
て
く
れ
る

人
は
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
デ

イ
職

員
な
ど
）
。
地
域
的
に
山
間
部

の
方
な
ど

車
や
交
通
機
関
を
利
用
し
な
い
と
歯
科
治
療

を
受
け
ら
れ
な
い
人
も
多
い
。
お

金
を
か
け
て
ま
で
治
療
は
し
な
く
て
も
い
い

と
あ
き
ら
め
て
い
る
人
も
多
い
の

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。


認
知
症
の
方
に
つ
い
て
の
相
談
対
応
や
、
地
域
ケ
ア
会
議
の
中
で
も
、
口
腔
ケ

ア
や
歯
科
治
療
に
つ
い
て
の
相
談
が
少
な
く

、
ケ
ア
の
仕
方
や
相
談
窓
口
の
紹

介
な
ど
を
行
え
て
い
な
い
と
感
じ
る
。
歯
科

医
院
と
の
情
報
共
有
や
住
民
の
声

を
聞
き
だ
す
と
こ
ろ
を
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
が
、
他
の
市
町
村
の
取
り
組
み

事
例
な
ど
が
あ
れ
ば
参
考
に
し
た
い
と
思
う

。


通
院
困
難
や
、
訪
問
診
療
に
関
す
る
課
題
に
つ
い
て
、
北
見
歯
科
医
師
会
と
北

見
市
が
委
託
す
る
北
見
市
医
療
・
介
護
連
携
支
援
セ
ン
タ
ー
で
「
訪
問
歯
科
診

療
」
に
つ
い
て
の
手
順
を
定
め
て
い
る
。


行
政
に
お
け
る
「
認
知
症
の
人
の
口
腔
ケ
ア

や
歯
科
治
療
」
に
対
す
る
具
体
的

な
取
り
組
み
方
法
。


習
志
野
市
「
高
齢
者
等
実
態
調
査
」（

平
成

29
年

3
月
）
か
ら
、
認
知
症
の
人

を
含
む
要

支
援

1～
2
の
方
の
定
期
的
な
歯
科
受
診
（
健
診
含
む
）
を
し
て
い
る

人
の
割
合
は
、

45
.0
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

（
参
考
：
一
般
高
齢
者
の
受
診
率

58
.0
％
）。

介
護
保
険
制
度
が
定
着
し
、
認
知
症
の
当
事
者
及
び
介
護
者
に
接
す

る
の
は
、

市
職
員
よ
り
も
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
介
護
職
が
多
く

な
っ
て
い

る
。
介
護
職
が
認
知
症
の
当
事
者
及
び
家
族
に
よ
る
口
腔
ケ
ア
の
情

報
を
持
ち

、
必
要
時
に
か
か
り
つ
け
歯
科
医
や
地
域
の
歯
科
医
院
等
に
相
談
で

き
る
体
制

の
充
実
を
図
る
こ
と
。


後
期
高
齢
者
歯
科
健
診
の
受
診
率
低
い
。


地
域
ケ
ア
会
議
で
専
門
職
か
ら
の
助
言
を
受
け
て
も
活
か
し
き
れ
て
い
な
い
。

口
腔
ケ
ア
の
指
導
を
受
け
て
も
、
実
際
に
実
施
で
き
て
い
る
の
か
確
認
が
不
十

分
（
動
作
確
認
や
ア
セ
ス
メ
ン
ト
は
で
き
て
い
な
い
）
。


第

9
期
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
に
向
け
た
議
論
の
中
で
、
訪
問
歯
科
の
現

状
を
議
論
す
る
予
定
。
こ
の
中
で
認
知
症
の
人
の
口
腔
ケ
ア
の
課
題
の
抽
出
を

は
か
る
予
定
。


口
腔
管
理
を
す
る
人
材
不
足
。
自
宅
内
で
口
腔
ケ
ア
を
す
る
介
護
者
不
足
も
し

く
は
、
不
在
の
状
況
（
一
人
暮
ら
し
や
老
老
介
護
）。

無
料
や

低
料
金
で
は
仕
事

と
し
て
の
関
わ
り
を
持
つ
人
を
作
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。


認
知
症
予
防
・
介
護
予
防
の
点
か
ら
み
て
も
特
に
在
宅
高
齢
者
の
口
腔
ケ
ア
の

必
要
性
は
と
て
も
感
じ
て
い
る
。
訪
問
型
の
支
援
も
保
健
事
業
で
力
を
入
れ
て

欲
し
い
と
思
う
。


家
族
等
の
支
援
が
あ
れ
ば
あ
る
程
度
管
理
や
ケ
ア
も
可
能
で
あ
る
が
、
当
市
は

高
齢
化
率
が
上
が
る
と
同
時
に
認
知
症
罹
患
者
も
増
え
て
き
て
お
り
、
ま
た
、

独
居
や
夫
婦
の
み
の
世
帯
も
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
在
宅
で
は
ケ
ア
や
治
療

が
難
し
い
方
が
増
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
口
腔
機
能
が
低
下
す
る
前
の
健
康

な
時
か
ら
、
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
予
防
の
必
要
性
を
理
解
し
、
取
り
組
め
る
こ

と
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
そ
の
方
を
支
え
る
支
援
者
が
口
腔
ケ
ア
や
歯
科
治
療

の
必
要
性
を
学
び
、
技
術
を
習
得
で
き
る
よ
う
在
宅
医
療
介
護
連
携
を
図
れ
る

仕
組
み
づ
く
り
が
課
題
で
あ
る
。


オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
か
ら
筋
力
の
低
下
、
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
、
認
知
症
の
進
行
な

ど
要
介
護
状
態
の
促
進
因
子
と
し
て
重
要
な
た
め
、
歯
科
受
診
率
の
向
上
に
努

め
た
い
が
、
歯
科
が
近
く
に
な
い
た
め
、
高
齢
者
の
歯
科
受
診
率
が
低
い
。
そ

の
た
め
、
日
常
的
に
で
き
る
口
腔
体
操
な
ど
を
よ
り
す
す
め
て
い
き
た
い
。


認
知
症
の
人
に
限
ら
ず
、
本
市
の
歯
周
病
健
診
の
受
診
率
は
低
く
、
口
腔
に
対

す
る
意
識
は
低
い
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
歯
科
治
療
は
通
院
が
頻
回
と
な
る

た
め
、
医
療
中
断
に
な
る
恐
れ
も
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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
 在

宅
要
介
護
者
向
け
の
訪
問
歯
科
健
康
診
査
事
業
を
行
っ
て
い
る
が
、
利
用
に

つ
な
が
っ
て
い
な
い
方
が
多
い
。

 


 認
知
症
の
人
の
口
腔
管
理
に
特
化
し
た
事
業
が
な
い
。
認
知
症
の
人
へ
の
歯
科

的
介
入
は
実
際
に
は
難
し
い
。

 
 ㉗
【

そ
の

他
】

 


 理
解
力
の
低
下
や
聴
力
の
低
下
等
、
認
知
症
に
関
わ
ら
ず
、
歯
科
受
診
と
い
う

行
動
に
対
し
、
各
個
人
の
そ
れ
ま
で
の
人
生
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
一
概
に
は

課
題
を
示
す
こ
と
が
難
し
い
と
考
え
ま
す
。
認
知
症
の
人
の
〇
〇
と
い
う
よ
う

に
、
認
知
症
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す
る
の
で
は
な
く
、

長
い
人
生
を
線
で
見
た
と
し
て
、
健
康
増
進
に
何
が
必
要
か
検
討
い
た
だ
け
る

と
助
か
り
ま
す
。

 


 本
人
の
同

意
、
意
思
確
認
が
困
難
で
あ
る
た

め
、
支
援
に
結
び
つ
け
難
い
。

 


 認
知
症
で
あ
る
こ
と
以
前
に
、
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
と
そ
の
予
防
に
資
す
る
セ

ル
フ
ケ
ア
に
つ
い
て
の
認
知
度
が
、
一
般
市
民
と
介
護
に
関
わ
る
専
門
職
双
方

で
高
く
な
い
。
こ
の
た
め
、
認
知
機
能
が
低
下
し
て
き
て
、
口
腔
ケ
ア
が
疎
か

に
な
っ
て
い
て
も
、
周
囲
に
そ
れ
が
問
題
だ
と
気
付
か
れ
て
い
な
い
可
能
性
が

あ
る
。

 


 認
知
症
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
以
下
の
課
題
を
感
じ
て
い
ま
す
。
歯
科
受
診
に

至
る
ま
で
の
行
動
変
容
（
意
識
改
革
）
を
促
す
こ
と
。
受
診
の
意
思
が
あ
る
場

合
で
も
、
日
程
通
り
に
受
診
し
て
い
た
だ
い

く
こ
と
や
、
継
続
受
診
す
る
こ

と
。
日
頃
の
口
腔
ケ
ア
に
つ
い
て
、
同
居
家

族
が
居
な
い
場
合
は
毎
日
の
ケ
ア

が
で
き
な
い
こ
と
（
難
し
い
こ
と
）。

 


 認
知
症
カ
フ
ェ
に
お
い
て
、
口
腔
ケ
ア
に
関

し
て
の
取
り
組
み
を
今
後
検
討
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

 


 各
々
理
解

不
足
が
著
し
い
。

 


 認
知
症
患

者
へ
の
口
腔
ケ
ア
は
、
口
腔

疾
患
や
誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
だ
け
で
な

く
、
栄
養

維
持
や

Q
O

L
の
向
上
が
有
用
で
あ
り
、
歯
科
医
師
や
歯
科
衛
生
士

の
み
な
ら
ず
、
看
護
職
や
介
護
者
に
よ
っ
て
、
多
く
の
病
院
や
施
設
、
自
宅
等

で
口
腔
ケ
ア
の
普
及
の
取
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
認
知
症
疾

患
の
特
性
か
ら
、
口
腔
ケ
ア
が
自
ら
も
介
護
者
か
ら
も
期
待
通
り
提
供
で
き
な

い
場
合
も
多
い
。
当
市
で
は
、
施
設
や
居
宅
の
介
護
職
を
対
象
に
口
腔
ケ
ア
の

指
導
を
行
っ
て
い
た
が
、
介
護
職
自
身
が
技
術
面
に
不
安
が
あ
っ
た
り
、
拒
否

的
な
患
者
に
取
り
組
む
こ
と
へ
の
抵
抗
感
な
ど
が
あ
り
、
事
業
の
推
進
に
つ
い

て
取
り
組
み
方
法
を
再
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
ず
は
、
認
知
症
患
者
に

つ
い
て
、
施
設
や
自
宅
に
お
い
て
の
口
腔
ケ
ア
の
現
状
や
そ
れ
に
起
因
し
た
疾

患
等
の
把
握
が
必
要
と
考
え
る
。

 


 歯
科
衛
生
士
を
中
心
に
通
い
の
場
へ
の
健
康
教
育
や
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
時
に
問
診
を
実
施
し
、
早
期
発
見
・
対
応
に
力
を
入
れ

て
い
る
が
、
つ
な
が
ら
な
い
方
も
い
る
。

 


 歯
磨
き

et
cの

保
清
が
管
理
さ
れ
て
お
ら
ず
、
歯
周
病
に
か
か
る
な
ど
に
よ

り
、
身
体
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
、
早
期
発
見
へ
の
取
組
み
が
課
題
で
あ
る

と
考
え
る
。
高
齢
者
の
残
存
歯
数
は
、
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
た
め
、
虫
歯
や

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
の
原
因
の
一
つ
で
あ
る
歯
周
病
な
ど
の
口
腔
疾
患
も
多
い
。

そ
し
て
、
残
根
や
義
歯
、
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
な
ど
口
腔
内
も
多
様
化
し
、
清
潔
の

保
持
も
困
難
に
な
る
。
ま
た
、
認
知
症
の
方
が
義
歯
の
使
用
、
管
理
が
で
き
な

く
な
る
と
、
咀
嚼
機
能
低
下
や
誤
嚥
性
肺
炎
、
窒
息
、
低
栄
養
に
繋
が
り
状
態

も
悪
化
す
る
。
今
後
、
在
宅
で
の
認
知
症
患
者
数
が
増
加
し
て
く
る
た
め
、
か

か
り
つ
け
歯
科
医
へ
の
定
期
受
診
や
訪
問
診
療
、
個
別
口
腔
ケ
ア
事
業
な
ど
の

環
境
作
り
が
課
題
で
あ
る
。

 


 口
腔
ケ
ア
や
歯
科
治
療
が
置
き
去
り
に
な
っ
て
い
る
事
。

 


 嚥
下
機
能
低
下
も
伴
う
た
め
、
言
語
聴
覚
に
よ
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
が
必
要
と
感

じ
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
が
、
在
宅
で
伝
え
る
体
制
が
整
っ
て
い
な
い
（

ST
も
少
な

い
）
。
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
 口

腔
ケ
ア
の
実
践
が
コ
ロ
ナ
禍
で
難
し
く
、
講
義
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
い
が

ち
、
備
品
も
高
く
、
購
入
す
る
事
が
困
難
（
財
政
的
に
厳
し
い
）。

 


 認
知
症
の
人
は
誤
飲
の
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
義
歯
を
外
し
て
い
る
こ
と
が
多

い
。
ど
の
よ
う
に
介
入
し
て
い
く
か
、
糸
口
を
み
つ
け
る
の
が
難
し
い
。
そ
の

た
め
、
認
知
症
予
防
の
段
階
で
の
口
腔
ケ
ア
、
歯
科
治
療
に
関
す
る
普
及
啓
発

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

 


 歯
周
疾
患

健
診
等
は
行
っ
て
い
る
が
、
認
知
症
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
を
取
り
出

し
た
課
題

は
な
い
。
義
歯
の
手
入
れ
や
口
腔
ケ
ア
に
つ
い
て
の
課
題
は
認
知
症

で
は
な
い

方
々
で
も
多
く
、
口
腔
フ
レ
イ
ル
に
つ
い
て
少
し
ず
つ
一
体
的
事
業

等
通
じ
て

ス
タ
ー
ト
し
た
所
で
あ
る
。

 


 コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
高
齢
者
施
設
で
は
面
会

制
限
が
続
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
嘱
託
医
は
通
常
通
り
往
診
が
出
来
て

い
る
。
口
腔
内
の
状
態
は
全
身
し

て
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
口
腔
ケ
ア
は
認

知
症
予
防
し
て
も
効
果
が
あ
る
に

も
関
わ
ら
ず
、
歯
科
医
師
は
訪
問
を
制
限
さ

れ
て
い
る
た
め
、
施
設
入
所
者
の

健
康
状
態
、
認
知
機
能
の
低
下
が
危
惧
さ
れ
る
。

 


 独
居
や
高
齢
夫
婦
世
帯
で
は
、

管
理
が

難
し
い
。

 


 口
腔
内
の
こ
と
を
重
要
視
し
て
な
い
人
が
多
い
よ
う
に
感
じ
る
。

 


 歯
磨
き
剤
と
誤
っ
て
の
他
の
チ
ュ
ー
ブ
型
の

も
の
を
誤
用
。

 


 村
の
食
文
化
と
し
て

pH
の
低
い
食
事
内
容

の
も
の
が
多
く
、
歯
が
溶
け
や
す

い
。
日
照

時
間
が
短
く
、
骨
が
も
ろ
い
人
が
多
い
。

 


 コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、
口
腔
内
を
見
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
お

り
、
口
腔
問
題
の
早
期
発
見
に
支
障
が
あ
る
。

 


 認
知
症
に
な
る
こ
と
で
口
腔
フ
レ
イ
ル
に
な
る
可
能
性
は
上
が
る
。
歯
科
医
師

の
話
を
聞
い
て
み
た
い
と
い
う
市
民
の
声
が
あ
る
。
→
地
域
ケ
ア
会
議
の
メ
ン

バ
ー
に
歯

科
医
師
が
い
る
た
め
、
認
知
症
口
腔
フ
レ
イ
ル
に
つ
い
て
の
勉
強
会

を
設
け
、

地
域
課
題
に
つ
い
て
考
え
る
機
会

と
し
て
い
く
。

 


 認
知
症
カ

フ
ェ
に
参
加
し
て
い
る
介
護
者
よ
り
、
認
知
症
の
人
が
義
歯
を
は
ず

し
て
し
ま
い
、
ど
こ
に
い
っ
た
か
探
し
回
る
こ
と
が
た
び
た
び
あ
る
の
で
、
困

っ
て
い
る
と
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。
市
販
の
タ
フ
グ
リ
ッ
プ
な
ど
も
試
し
て
み

た
そ
う
で
す
が
、
効
果
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
歯
科
医
院
に
定
期
受
診
し
て
、

「
あ
た
っ
て
痛
い
と
こ
ろ
は
な
い
か
？
」
な
ど
、
義
歯
調
整
す
る
こ
と
を
提
案
し

て
み
ま
し
た
が
…
。

 


 当
市
で
は
、
毎
年
、
市
歯
科
医
師
会
と
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
市
と
で
の

交
流
会
の
場
を
設
け
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
昨
年
、
そ
れ
ぞ
れ
に
高
齢
者
の

フ
レ
イ
ル
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
ま
し
た
。（

主
な
課
題
）・

認
知

症
に
よ
る
身
体
機
能
の
低
下
に
よ
り
、
歯
科
の
定
期
受
診
が
困
難
と
な
り
、
フ

レ
イ
ル
か
ら
要
介
護
状
態
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
・
高
齢
期
の
健
康
な
時
か

ら
、
口
腔
状
態
を
維
持
す
る
こ
と
が
認
知
症
の
予
防
に
繋
が
る
こ
と
の
普
及
啓

発
が
足
り
て
い
な
い
。・

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
高
齢
者
の
社
会
交
流
が
減
少

し
、
会
話
の
機
会
が
減
っ
た
こ
と
に
よ
る
口
腔
機
能
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
。（

取

組
内
容
）
・
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
高
齢
者
の
サ
ロ
ン
等
へ
の
出
張
講
座
の
実
施

（
普
及
啓
発
）・

交
流
会
に
て
、
包
括
職
員
向
け
の
歯
科
医
師
に
よ
る
オ
ー
ラ
ル

フ
レ
イ
ル
に
関
す
る
研
修
会
の
実
施
→
包
括
に
よ
る
普
及
啓
発
が
実
施
で
き
る

よ
う
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
ご
提
案
も
頂
き
ま
し
た
。

 


 元
々
、
若
い
頃
か
ら
歯
磨
き
の
習
慣
が
な
い
高
齢
世
代
が
多
く
、

40
歳
代
で
総

義
歯
に
な
る
方
の
数
も
少
な
く
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
令
和

2
年

7
月

豪
雨
災
害
で
村
内
に
あ
っ
た
歯
科
医
院
が
村
外
に
移
転
し
た
た
め
、
交
通
手
段

の
な
い
独
居
や
高
齢
者
世
帯
の
歯
科
受
診
が
容
易
に
で
き
な
く
な
っ
た
。
子
と

の
同
居
世
帯
の
場
合
で
も
、
認
知
症
の
方
の
口
腔
内
の
見
極
め
は
困
難
と
思
わ

れ
、
治
療
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
治
療
の
協
力
も
相
当
の
労
力
を
要
す
る
こ
と
等
が

自
歯
喪
失
、
義
歯
の
十
分
な
管
理
や
使
用
が
で
き
な
い
原
因
の
ひ
と
つ
と
思
わ

れ
る
。

 


 課
題
は
個
別
事
例
ご
と
に
異
な
る
た
め
、
地
域
ケ
ア
会
議
で
歯
科
・
口
腔
の
分

野
を
含
め
た
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
検
討
が
引
き
続
き
必
要
で
あ
る
。
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
マ
ス
ク
生
活
を
し
て
い
る
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
し
て
い
る
対
象
者
に
対
し
て

専
門
職
と
し
て
口
の
中
の
確
認
を
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。


高
齢
者
の
フ
レ
イ
ル
の
入
口
と
し
て
の
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
の
予
防
に
つ
い

て
、
介
護
予
防
事
業
で
普
及
啓
発
し
て
い
る

が
、
な
か
な
か
自
分
事
と
し
て
気

付
き
の
機
会
を
与
え
る
こ
と
が
難
し
い
（
認

知
症
の
人
に
特
化
せ
ず
、
オ
ー
ラ

ル
デ
ィ
ア
ド
コ
キ
ネ
シ
ス
を
活
用
し
た
口
腔

機
能
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し
て
い
く

予
定
）。


認
知
症
の
予
防
段
階
に
お
い
て
、
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
は
自
覚
さ
れ
に
く
い
こ

と
か
ら
、
十
分
な
ケ
ア
に
つ
な
が
ら
ず
、
社

会
的
フ
レ
イ
ル
や
認
知
機
能
低
下

に
つ
な
が
り
や
す
い
と
い
う
課
題
が
あ
る
。


認
知
症
の
方
に
限
り
ま
せ
ん
が
、
こ
こ

3
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で

高
齢
者
の
閉
じ
こ
も
り
が
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
影
響
で
会

話
の
機
会

が
減
り
、
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
の

状
態
に
陥
っ
て
い
る
事
例
が
増
え

て
い
る
よ

う
で
す
。
閉
じ
こ
も
り
に
よ
る
活

動
量
の
減
少
に
よ
り
、
口
腔
の
み

な
ら
ず
全

身
の
フ
レ
イ
ル
を
き
た
し
、
認
知
症
の
症
状
を
進
行
さ
せ
る
要
因
に

な
っ
て
い

る
事
例
も
散
見
し
ま
す
。
歯
科
治
療
に
つ
い
て
も
、
感
染
の
リ
ス
ク

か
ら
通
院

を
控
え
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
よ
う
で
す
。
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3. 郵送調査①：B. 認知症疾患医療センター 
 
（1）概要について 

回答があった認知症疾患医療センター（229 ヶ所）のうち、院内に歯科・口腔外科が併設され

ているのは 43.7％（100 ヶ所）であった。 

図表 10 歯科・口腔外科の併設の有無 

 
 
（2）認知症疾患医療センター地域連携会議＊について 

＊認知症疾患医療センターの所属する二次医療圏域等における関係者の連携会議 

i. 認知症疾患医療センター地域連携会議の実施状況 
認知症疾患医療センター地域連携会議を実施しているのは 86.5％（198 ヶ所）であった。 

図表 11-1 認知症疾患医療センター地域連携会議の実施状況 

 

歯科・口腔外科の併設の有無で比較すると、認知症疾患医療センター地域連携会議を「実施

している」と回答した割合は、歯科・口腔外科が併設されている認知症疾患医療センターでは

89.0％（89 ヶ所）、併設されていない認知症疾患医療センターでは 84.5％（109 ヶ所）であっ

た。 

図表 11-2 認知症疾患医療センター地域連携会議の実施状況（歯科・口腔外科の併設ごと） 

 
 
 
 

43.7 56.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=229）

併設されている 併設されていない

86.5 12.7 0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=229）

実施している 実施していない 無回答

89.0 

84.5 

10.0 

14.7 

1.0 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

併設されている

（n=100）

併設されていない

（n=129）

実施している 実施していない 無回答
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ii. 認知症疾患医療センター地域連携会議への歯科の参画 
認知症疾患医療センター地域連携会議を実施している認知症疾患医療センター（198 ヶ所）

のうち、歯科医師または歯科衛生士が参画しているのは 16.2％（32 ヶ所）であった。 

図表 12-1 認知症疾患医療センター地域連携会議への歯科の参画 

 

歯科・口腔外科の併設の有無で比較すると、歯科医師または歯科衛生士が「参画している」

と回答した割合は、歯科・口腔外科が併設されている認知症疾患医療センターでは 19.1％（17
ヶ所）、併設されていない認知症疾患医療センターでは 13.8％（15 ヶ所）であった。 

図表 12-2 認知症疾患医療センター地域連携会議への歯科の参画 
（歯科・口腔外科の併設ごと） 

 
 
（3）認知症の人の診断後等支援について 

i. 診断後支援における歯科治療ニーズの把握 
認知症疾患医療センターで実施している一連の診断後支援における歯科治療ニーズの把握に

ついて、口に関する困りごとを本人から聞き取ることも含めて、「把握している」と回答した

認知症疾患医療センターは 28.4％（65 ヶ所）であった。 

図表 13-1 診断後支援における歯科治療ニーズの把握 

 

 

 

 

16.2 0.5 79.8 3.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=198）

参画している 依頼しているが、参画していない 依頼していない 無回答

19.1 

13.8 0.9 

79.8 

79.8 

1.1 

5.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

併設されている

（n=89）

併設されていない

（n=109）

参画している 依頼しているが、参画していない 依頼していない 無回答

28.4 71.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=229）

把握している 把握していない
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歯科・口腔外科の併設の有無で比較すると、診断後支援における歯科治療ニーズを「把握し

ている」と回答した割合は、歯科・口腔外科が併設されている認知症疾患医療センターでは

23.0％（23 ヶ所）、併設されていない認知症疾患医療センターでは 32.6％（42 ヶ所）であっ

た。 

図表 13-2 診断後支援における歯科治療ニーズの把握（歯科・口腔外科の併設ごと） 

 
ii. 歯科受診勧奨の実施 

歯科治療ニーズを把握している認知症疾患医療センター（65 ヶ所）のうち、歯科受診勧奨を

「している」と回答した認知症疾患医療センターは 90.8％（59 ヶ所）であった。 

図表 14-1 歯科受診勧奨の実施 

 

歯科・口腔外科の併設の有無で比較すると、歯科受診勧奨を「している」と回答した割合

は、歯科・口腔外科が併設されている認知症疾患医療センターでは 87.0％（20 ヶ所）、併設さ

れていない認知症疾患医療センターでは 92.9％（39 ヶ所）であった。 

図表 14-2 歯科受診勧奨の実施（歯科・口腔外科の併設ごと） 

 
  

23.0 

32.6 

77.0 

67.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

併設されている

（n=100）

併設されていない

（n=129）

把握している 把握していない

90.8 7.7 1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=65）

している していない 無回答

87.0 

92.9 

8.7 

7.1 

4.3 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

併設されている

（n=23）

併設されていない

（n=42）

している していない 無回答
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iii. 歯科受診勧奨時の歯科医療機関の紹介方法

歯科受診勧奨をしている認知症疾患医療センター（59 ヶ所）において、歯科受診勧奨を行う

際の歯科医療機関の選定については、「本人または家族に選定・受診を任せる」が 78.0％と最

も多く、次いで「歯科医療機関へ診療情報提供書を発行する」が 45.8％と多かった。 

図表 15 歯科受診勧奨時の歯科医療機関の紹介方法【複数回答】 

その他の回答は以下の通り。

 院内歯科受診を紹介（他 3 件）  連携している訪問歯科を紹介

 口腔管理センターの障がい者専門外来を紹介  往診を患者に依頼する

 在宅歯科医療連携室のパンフを渡す。

iv. 口腔の健康に関するアドバイスの実施

認知症の人の診断後の生活を支える上で必要となる口腔の健康に関して、アドバイスをして

いる認知症疾患医療センターが 37.1％（85 ヶ所）であった。 

図表 16-1 口腔の健康に関するアドバイス実施の有無 

歯科・口腔外科の併設の有無で比較すると、口腔の健康に関するアドバイスを「している」

と回答した割合は、歯科・口腔外科が併設されている認知症疾患医療センターでは 37.0％（37
ヶ所）、併設されていない認知症疾患医療センターでは 37.2％（48 ヶ所）であった。 

図表 16-2 口腔の健康に関するアドバイス実施の有無（歯科・口腔外科の併設ごと） 

45.8%
8.5%

78.0%
13.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

歯科医療機関への診療情報提供書を発行する

認知症ケアパス等のパンフレットを渡す

本人または家族に選定・受診を任せる

その他

37.1 62.4 0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=229）

している していない 無回答

37.0 

37.2 

63.0 

62.0 

0.0 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

併設されている

（n=100）

併設されていない

（n=129）

している していない 無回答
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v. 口腔の健康に関するアドバイスを実施している職種 
アドバイスを行っている職種は、「医師」が 71.8％（61 ヶ所）と最も多く、次いで「看護

師」が 57.6％（49 ヶ所）、「歯科医師・歯科衛生士」が 22.4％（19 ヶ所）であった。 

図表 17 口腔の健康に関するアドバイスを実施している職種【複数回答】 

 

その他の回答は以下の通り。 

 介護職員  相談支援専門員、介護支援専門員 

 
（4）歯科との連携について 

i. 連携できる歯科医療機関の有無 
認知症の人本人に口腔疾患があると分かった際に連携できる歯科医療機関が「ある」と回答

した認知症疾患医療センターは 69.4％（159 ヶ所）であった。 

図表 18-1 連携できる歯科医療機関の有無 

 
  

71.8%
57.6%

7.1%
7.1%

9.4%
1.2%
2.4%

17.6%
2.4%

22.4%
20.0%

10.6%
2.4%

1.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医師
看護師
保健師
心理士

社会福祉士
理学療法士
作業療法士
言語聴覚士

薬剤師
歯科医師・歯科衛生士
管理栄養士・栄養士

精神保健福祉士
その他
無回答

69.4 15.7 14.4 0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=229）

ある ない 分からない 無回答
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歯科・口腔外科の併設の有無で比較すると、連携できる歯科医療機関が「ある」と回答した

割合は、歯科・口腔外科が併設されている認知症疾患医療センターでは 82.0％（82 ヶ所）、併

設されていない認知症疾患医療センターでは 59.7％（77 ヶ所）であり、歯科・口腔外科が併

設されている認知症疾患医療センターの方が割合が多かった。 

図表 18-2 連携できる歯科医療機関の有無（歯科・口腔外科の併設ごと） 

 
ii. 連携できる歯科医療機関先 

連携できる歯科医療機関が「ある」と回答した認知症疾患医療センター（159 ヶ所）のう

ち、連携先として最も多かったのは、「地域の歯科医療機関」61.6％（98 ヶ所）であった。 

図表 19 連携できる歯科医療機関先【複数回答】 

 

その他の回答は以下の通り。 

 往診の先生（他 3 件）  県立病院の口腔外科 

 隣接する同法人の病院に併設の歯科クリニック  

iii. 連携できる歯科医療機関の選定に困った経験の有無 
連携できる歯科医療機関の選定に困った経験の有無については、困ったことが「ある」と回

答した認知症疾患医療センターは 10.9％（25 ヶ所）であった。 

図表 20-1 連携できる歯科医療機関の選定に困った経験の有無 

 

 

82.0 

59.7 

4.0 

24.8 

14.0 

14.7 

0.0 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

併設されている

（n=100）

併設されていない

（n=129）

ある ない 分からない 無回答

47.8%

61.6%

3.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

院内併設の歯科・口腔外科

地域の歯科医療機関

その他

10.9 81.7 7.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=229）

あり なし 無回答
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歯科・口腔外科の併設の有無で比較すると、選定に困ったことが「ある」と回答した割合

は、歯科・口腔外科が併設されている認知症疾患医療センターでは 11.0％（11 ヶ所）、併設さ

れていない認知症疾患医療センターでは 10.9％（14 ヶ所）であった。 

図表 20-2 連携できる歯科医療機関の選定に困った経験の有無（歯科・口腔外科の併設ごと） 

iv. 連携できる歯科医療機関の選定に困った際の対応

連携できる歯科医療機関の選定に困ったことが「ある」と回答した認知症疾患医療センター

に、その際にどのように対応したか回答を求めた。主な対応方法は、①【歯科医院へ直接打

診】、②【インターネット等を利用して検索】、③【本人・家族による対応を依頼】、④【福

祉・行政の利用】、⑤【院内・往診による対応】、⑥【その他】のカテゴリに分けられた。

各回答は P.76-77 に示す。 

（5）認知症の人の口に関する困りごとについて

認知症の人の口に関する困りごとについて、「口腔ケア」、「口腔疾患」、「摂食嚥下」、「歯科連

携」、「その他」に分けて回答を求めた。主な困りごとはそれぞれ、「口腔ケア」では①【認知機能

に起因する困りごと】、②【口腔ケアの手法・歯科治療等について】、③【口腔衛生状態につい

て】、④【家族等の支援に関する困りごと】、⑤【その他】、「口腔疾患」では①【認知機能に起因

する困りごと】、②【口腔疾患について】、③【義歯について】、④【その他】、「摂食嚥下」では①

【摂食嚥下機能について】、②【多職種連携について】、③【その他】、「歯科連携」では①【連携先

について】、②【受け入れについて】、③【その他】、「その他」では①【歯科に関する積極的なア

プローチをしていなかった】、②【歯科受診に繋がらない・歯科治療が困難】、③【要望等】、④ 

【その他】のカテゴリに分けられた。各回答は P.78-93 に示す。 

i. 口腔ケア

困りごとが「ある」と回答した認知症疾患医療センターは、54.6％（125 ヶ所）であった。 

図表 21 認知症の人の口に関する困りごとの有無：口腔ケア 

11.0 

10.9 

81.0 

82.2 

8.0 

7.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

併設されている

（n=100）

併設されていない

（n=129）

あり なし 無回答

54.6 39.7 5.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=229）

あり なし 無回答
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ii. 口腔疾患

困りごとが「ある」と回答した認知症疾患医療センターは、56.8％（130 ヶ所）であった。 

図表 22 認知症の人の口に関する困りごとの有無：口腔疾患 

iii. 摂食嚥下

困りごとが「ある」と回答した認知症疾患医療センターは、62.9％（144 ヶ所）であった。 

図表 23 認知症の人の口に関する困りごとの有無：摂食嚥下 

iv. 歯科連携

困りごとが「ある」と回答した認知症疾患医療センターは、21.8％（50 ヶ所）であった。 

図表 24 認知症の人の口に関する困りごとの有無：歯科連携 

v. その他

困りごとが「ある」と回答した認知症疾患医療センターは、8.3％（19 ヶ所）であった。 

図表 25 認知症の人の口に関する困りごとの有無：その他 

56.8 37.6 5.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=229）

あり なし 無回答

62.9 31.4 5.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=229）

あり なし 無回答

21.8 72.5 5.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=229）

あり なし 無回答

8.3 86.0 5.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=229）

あり なし 無回答
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（
4）

ⅳ
連

携
で
き
る
歯
科
医
療
機
関
の
選
定

に
困

っ
た

際
の

具
体

的
な

対
応

 
原
則
と
し

て
原
文

マ
マ

（
明

ら
か

な
誤

字
は

修
正

の
う
え

記
載

）
 

①
【

歯
科

医
院

へ
直
接
打
診
】


受
け
入
れ
を
行
っ
て
く
れ
る
歯
科
医
院
が
な
く
（
当
日
受
診
の
相
談
だ
っ
た
の

で
）
近
隣
の
歯
科
医
院
に
一
つ
ず
つ
相
談
を
行
っ
た
。


当
院
近
隣
の
歯
科
医
院
の
場
合
、
あ
る
程
度
の
情
報
や
以
前
の
対
応
な
ど
を
知

っ
て
い
る
か
ら
患
者
さ
ん
の
居
住
地
に
お
け
る
歯
科
医
院
で
認
知
症
の
人
へ
の

対
応
が
可
能
か
ど
う
か
が
、
分
か
ら
な
い
。


か
か
り
つ
け
医
及
び
系
列
歯
科
打
診
。


総
当
た
り
で
問
い
合
わ
せ
る
。

②
【

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ
ト
等
を
利
用
し
て
検
索
】


歯
科
医
師
会
の

H
P
を
参
照
し
、
認
知
症
の
方
も
対
応
可
能
な
ク
リ
ニ
ッ
ク
を

確
認
し
て
、
認
知
症
家
族
の
方
に
お
伝
え
し
た
。
し
か
し
、
そ
こ
の
ク
リ
ニ
ッ

ク
（
歯
科
医
師
）
と
顔
の
見
え
る
関
係
で
は
な
い
。

A
D

L
か
ら
車
い
す
対
応
可

能
か
ま
た

は
、
移
乗
可
能
な
体
制
か
は
確
認

出
来
な
か
っ
た
。


障
害
歯
科
を
調
べ
て
依
頼
し
た
。


患
者
様
の
居
住
地
域
に
あ
る
歯
科
医
療
機
関
が
ど
の
位
あ
る
の
か
、
ど
の
よ
う

な
診
療
を
し
て
い
る
の
か
（
往
診
を
し
て
い
る
の
か
等
）
わ
か
ら
な
か
っ
た

が
、
医
療
機
関
マ
ッ
プ
等
を
参
照
し
て
直
接
医
療
機
関
に
問
い
合
わ
せ
て
確
認

し
た
。

③
【

本
人

・
家

族
に
よ
る
対
応
を
依
頼
】


併
設
さ
れ
て
い
る
歯
科
は
あ
る
が
外
来
診
療
は
し
て
お
ら
ず
、
入
院
患
者
の
診

察
が
メ
イ
ン
。
ま
っ
た
く
診
療
依
頼
で
き
な
い
訳
で
も
な
い
が
、
基
本
的
に
は

家
族
に
探
し
て
も
ら
う
。
安
静
を
保
て
な
い
方
に
つ
い
て
、
麻
酔
で
眠
っ
て
も

ら
っ
て
治
療
し
て
下
さ
っ
た
医
院
が
あ
っ
た
。


歯
科
医
療
機
関
が
車
イ
ス
対
応
な
の
か
、
訪
問
を
行
っ
て
く
れ
る
の
か
等
確
認

し
た
か
っ
た
の
で
家
族
に
直
接
問
い
合
わ
せ
て
も
ら
っ
た
。


歯
科
治
療
（
う
歯
、
歯
肉
炎
、
義
歯
が
合
わ
な
い
等
）
が
必
要
な
認
知
症
患

者
。
特
に
十
分
に
指
示
に
従
え
な
い
く
ら
い
（
中
等
度
以
上
）
の
方
に
つ
い

て
、
協
力
的
に
診
療
・
治
療
し
て
頂
け
る

D
r.、

病
院
に
つ
い
て
の
情
報
が
な

い
。
そ
の
た
め
、
ご
家
族
に
近
く
の
歯
科
か
ら
順
に
問
い
合
わ
せ
て
頂
く
し
か

な
い
こ
と
が
多
い
。
嚥
下
障
害
の
評
価
や
診
療
を
し
て
い
る

D
r.に

つ
い
て
の
情

報
が
な
い
。

④
【

福
祉

・
行

政
の
利
用
】


歯
科
治
療
を
要
す
る
本
人
を
ど
こ
の
歯
科
に
受
診
さ
せ
れ
ば
良
い
か
家
族

が
困

っ
て
い
た
。
認
知
症
が
あ
る
の
と
、
本
人
の
人
の
意
見
に
耳
を
傾
け
な
い
特
性

が
あ
り
、
通
っ
て
い
た
歯
科
の
先
生
と
治
療
内
容
を
め
ぐ
っ
て
口
論
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
背
景
が
あ
っ
た
。
家
族
は
認
知
症
へ
の
理
解
と
本
人
に
合
わ
せ
て
く

れ
る
歯
科
医
を
探
し
た
か
っ
た
よ
う
。
家
族
が
通
っ
て
い
る
歯
科
の
先
生
の
特

徴
は
ど
う
な
の
か
、
ま
た
診
察
前
に
認
知
症
の
状
態
、
本
人
の
特
性
を
伝
え
事

前
に
配
慮
を
お
願
い
し
て
は
ど
う
か
を
提
案
し
た
。
結
果
的
に
は
当
院
併
設
の

歯
科
を
希
望
し
た
の
で
相
談
員
が
同
行
し
、
家
族
と
一
緒
に
事
情
を
伝
え
る
。

後
日
、
本
人
も
怒
る
こ
と
な
く
歯
科
治
療
が
行
え
た
。


市
町
村
役
場
、
包
括
セ
ン
タ
ー
や
障
害
者
部
門
に
連
絡
し
情
報
を
得
る
。

⑤
【

院
内

・
往

診
に
よ
る
対
応
】


往
診
可
能
な
歯
科
医
療
機
関
が
限
ら
れ
て
お
り
、
依
頼
し
て
い
た
歯
科
医
療
機

関
が
対
応
で
き
な
く
な
っ
た
際
に
引
き
継
ぎ
先
の
歯
科
医
療
機
関
を
探
す
こ
と

に
時
間
を
要
し
た
。
ま
た
、
感
染
症
の
感
染
拡
大
時
期
に
は
、
往
診
を
受
け
入

れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
院
内
で
可
能
な
範
囲
で
の
対
応
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
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
入
院
中
に
当
院
歯
科
で
治
療
や
入
れ
歯
の
調
整
な
ど
を
行
っ
て
い
た
方
が
、
退

院
に
伴
い
地
域
で
診
て
も
ら
え
る
歯
科
を
探
す
の
に
難
渋
す
る
。
→
歯
科
か
ら

に
加
え
、

精
神
科
か
ら
も
認
知
症
状
や
指
示

の
コ
ツ
な
ど
を
診
療
情
報
提
供
す

る
。
（
し
か
し
な
か
な
か
診
て
も
ら
え
る
所
が
な
く
、
遠
方
で
も
当
院
歯
科
ま
で

継
続
通
院

さ
れ
る
事
も
あ
る
）
※
特
に
、

LB
D
、

FT
D

の
方
、
重
度

AL
Z
の

方
が
顕
著

。


認
知
症
の
た
め
指
示
が
理
解
で
き
ず
、
治
療
を
受
け
て
も
ら
え
な
か
っ
た
た

め
、
他
院
を
紹
介
し
た
り
、
当
院
入
院
中
、
往
診
し
て
も
ら
い
治
療
を
行
っ

た
。

⑥
【

そ
の

他
】


認
知
症
の
方
で
治
療
へ
の
協
力
（
開
口
し
て
お
く
等
）
が
困
難
、
待
合
で
降
伏

さ
れ
る
危

惧
が
あ
る
等
、
事
情
を
説
明
し
て

、
困
難
を
了
承
し
て
頂
い
た
上

で
、
受
診

を
認
め
て
下
さ
い
ま
し
た
。


認
知
症
の
方
を
対
応
し
て
く
れ
る
歯
科
が
少
な
い
。
車
い
す
か
ら
診
察
台
へ
の

移
乗
の
経
験
が
な
く
ス
タ
ッ
フ
へ
の
指
導
を
依
頼
さ
れ
介
入
。
自
施
設
（
精
神

科
）
併
設
の
歯
科
に
依
頼
し
訪
問
診
療
を
し
て
も
ら
い
受
診
拒
否
の
方
の
対
応

を
し
た
が
、
訪
問
エ
リ
ア
外
だ
と
対
応
出
来
な
い
。


鑑
別
診
断
に
お
い
て
歯
科
か
ら
紹
介
さ
れ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
（
他
に
内
科
疾
患

が
な
い
場
合
）
地
域
で
見
守
る
と
い
う
意
識
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。
市
内
で
口

腔
⇔
嚥
下
に
つ
い
て
学
習
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
様
々
な
対
応
を

す
る

D
r.、

事
務
の
方
の
視
線
が
怖
い
、
分
か
る
よ
う
に
説
明
を
し
て
く
れ
な
い

と
い
う
ご

家
族
か
ら
の
不
満
が
続
き
、
認
知

症
に
な
れ
て
い
る
歯
科
医
を

問
わ

れ
ま
す
が

、
連
携
が
不
十
分
に
て
ケ
ア
と
し
て

N
sが

依
頼
を
し
て
い
ま

す
。


地
域
で
対
応
出
来
る
歯
科
医
師
を
把
握
出
来

て
い
な
い
。
歯
科
医
師
側
も
発
信

を
し
て
い
な
い
。
歯
科
治
療
の
重
要
性
は
理

解
し
て
い
る
が
、
積
極
的
な
介
入

は
し
て
こ
な
か
っ
た
の
で
、
今
後
は
考
慮
し

た
い
。


認
知
症
の
症
状
に
対
す
る
相
談
が
主
で
あ
り
、
歯
科
に
関
す
る
相
談
は
受
け
た

こ
と
が
な
い
。
し
か
し
実
際
に
相
談
が
来
た
場
合
、
歯
科
情
報
を
得
る
す
べ
が

な
く
、
ど
こ
か
ら
探
し
て
い
い
か
分
か
ら
な
い
。


歯
科
医
を
探
し
た
事
例
は
な
い
が
、
ど
の
程
度
認
知
症
に
対
応
し
て
も
ら
え
る

か
、

B
PS

D
が
あ
る
場
合
対
応
可
能
か
、
拒
否
が
あ
る
場
合
対
応
可
能
か
な

ど
、
不
安
が
あ
る
。


認
知
症
患
者
を
歯
科
に
紹
介
す
る
場
合
は
、
特
殊
な
ケ
ー
ス
を
除
い
て
は
、
通

常
拒
否
的
な
反
応
が
生
じ
る
場
合
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。


B

PS
D

で
落
ち
着
か
な
い
方
の
歯
科
受
診
。


ど
こ
が
対
応
し
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
。


往
診
し
て
も
ら
え
る
歯
科
の
情
報
を
知
ら
な
い
。

- 77 -



（
5）

認
知

症
の
人
の
口
に
関
す
る
困
り
ご
と

原
則
と
し

て
原
文

マ
マ

（
明

ら
か

な
誤

字
は

修
正

の
う
え

記
載

）
 

ⅰ
. 
口

腔
ケ

ア
 

①
【

認
知

機
能

に
起
因
す
る
困
り
ご
と
】


歯
を
磨
か
せ
て
く
れ
な
い
と
い
う
介
護
者
か
ら
の
訴
え
を
よ
く
聞
き
ま
す
。


進
行
期
認
知
症
状
態
で
の
ケ
ア
（
協
力
の
得

ら
れ
な
い
方
へ
の
対
応
）。


認
知
機
能
の
低
下
に
よ
り
、
口
腔
ケ
ア
に
対

す
る
抵
抗
が
あ
る
方
や
口
を
十
分

に
開
け
ら

れ
な
い
方
が
い
る
。
ま
た
、
入
れ
歯
洗
浄
の
た
め
預
か
っ
た
際
に

「
盗
ら
れ
た
」
と
不
安
に
な
り
洗
浄
が
十
分
に
行
え
な
い
こ
と
が
あ
る
。


入
院
時
・
受
診
時
、
口
腔
内
汚
染
が
強
く
、

口
腔
ケ
ア
が
出
来
て
い
な
い
こ
と

が
多
い
。

家
族
が
介
入
で
き
な
い
（

BP
SD

等
に
よ
る
拒
否
が
あ
る
）。

ご
本
人

が
口
腔
ケ

ア
（
歯
磨
き
）
の
仕
方
を
忘
れ
て
い
る
。
口
腔
ケ
ア
介
入
時
、
口
腔

ケ
ア
を
認

識
で
き
ず
（
咳
嗽
が
出
来
な
い
、
歯
ブ
ラ
シ
を
噛
ん
だ
り
、
し
ゃ
ぶ

る
、
義
歯

を
外
し
て
く
れ
な
い
）
、
指
示
が
入
ら
ず
困
る
。


B

PS
D

が
あ
り
、
介
助
も
指
導
も
出
来
な
い
事
が
あ
る
。


介
護
拒
否
が
あ
る
と
ケ
ア
が
き
ち
ん
と
出
来

な
い
こ
と
が
あ
る
と
思
う
。


認
知
症
の
あ
る
方
で
、
歯
磨
き
を
い
や
が
る

場
合
に
、
ど
の
よ
う
に
口
腔
ケ
ア

を
す
れ
ば

よ
い
か
。


口
腔
ケ
ア

の
際
に
口
を
開
け
て
も
ら
え
な
い
。
ま
た
は
す
ぐ
に
閉
じ
て
し
ま
う

な
ど
指
示

が
通
ら
な
い
。


単
身
者
な

ど
は
特
に
歯
磨
き
が
で
き
て
い
な
い
た
め
汚
れ
が
ひ
ど
い
（
在
宅
の

ケ
ア
で
も

後
回
し
に
な
り
が
ち
な
の
だ
ろ
う
）

 指
示
が
入
り
に
く
い
と
ケ
ア
さ

せ
て
も
ら

え
な
い
、
拒
否
が
強
い
。


拒
否
や
抵

抗
の
あ
る
方
へ
の
ケ
ア
は
家
族
な
ど
で
は
難
し
い
事
も
あ
り
、
不
衛

生
に
繋
が

り
や
す
い
。


口
腔
ケ
ア

が
で
き
て
い
な
い
印
象
が
あ
る
。


口
腔
ケ
ア
を
拒
否
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
チ
ー
ム
で
の
関
わ
り
で
対
応
し
て
い

る
。


認
知
症
が
進
行
す
る
と
、
口
腔
ケ
ア
の
た
め
口
を
開
け
て
頂
く
よ
う
説
明
し
て

も
理
解
が
難
し
か
っ
た
り
、
歯
ブ
ラ
シ
を
噛
ん
で
し
ま
っ
た
り
拒
否
さ
れ
る
場

合
も
あ
り
、
工
夫
し
な
が
ら
ケ
ア
を
行
っ
て
い
る
。


ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
不
足
で
口
腔
内
汚
れ
て
い
る
が
、
口
腔
ケ
ア
介
助
に
応
じ
て
く

れ
な
い
。


ケ
ア
の
必
要
性
の
理
解
が
な
く
、
周
囲
か
ら
の
介
助
に
拒
否
、
抵
抗
み
ら
れ
る

場
合
。


歯
磨
き
を
し
て
も
ら
う
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
。
開
口
し
な
い
、
う
が
い
が
出

来
な
い
な
ど
。


何
に
対
し
て
も
億
劫
に
な
る
の
も
認
知
症
の
特
徴
な
の
で
、
セ
ル
フ
ケ
ア
の
低

下
に
よ
っ
て
歯
磨
き
を
し
な
い
。
進
行
す
れ
ば
仕
方
が
分
か
ら
な
い
。
介
護
拒

否
が
あ
れ
ば
ケ
ア
で
き
な
い
。


口
を
開
け
な
い
、
歯
ブ
ラ
シ
を
噛
む
、
う
が
い
が
で
き
な
い
。


洗
顔
フ
ォ
ー
ム
等
、
歯
磨
き
粉
で
な
い
も
の
で
歯
を
磨
く
方
が
い
る
。
歯
を
磨

く
と
い
う
行
為
自
体
を
忘
れ
て
い
る
。


口
腔
の
汚
れ
が
あ
る
が
、
本
人
が
困
っ
て
い
な
い
。
お
口
の
健
康
に
気
を
つ
け

て
い
る
ケ
ー
ス
が
少
な
い
。


認
知
機
能
低
下
に
よ
り
、
歯
磨
き
の
仕
方
が
分
か
ら
な
い
。


本
人
が
困
る
こ
と
は
あ
る
と
思
う
が
、
上
手
く
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
思

う
。
口
腔
ケ
ア
の
必
要
性
を
患
者
本
人
が
理
解
で
き
な
い
。
入
院
中
は
ケ
ア
出

来
る
が
、
在
宅
に
帰
っ
て
か
ら
は
困
難
に
な
る
こ
と
が
多
い
と
思
う
。


介
入
拒
否
、
介
護
者
不
在
。


介
護
抵
抗
に
よ
り
口
腔
ケ
ア
を
拒
否
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。


認
知
症
に
よ
り
、
保
清
に
配
慮
で
き
な
い
状
況
と
な
り
、
入
浴
や
着
替
え
を
拒

否
し
た
り
、
洗
顔
、
口
腔
ケ
ア
（
歯
磨
き
）
を
拒
否
す
る
こ
と
も
あ
る
。
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
歯
磨
き
の
仕
方
が
わ
か
ら
な
く
な
る
。
歯
磨
き
粉
を
食
べ
て
し
ま
う
。
歯
ブ
ラ

シ
や
口
腔
ケ
ア
ス
ポ
ン
ジ
の
軸
な
ど
を
噛
む

為
、
歯
磨
き
や
口
腔
ケ
ア
が
上
手

く
出
来
な
い
。


口
を
閉
じ
て
し
ま
う
。
ま
た
は
噛
ん
で
し
ま

う
。


認
知
症
が
発
症
し
た
頃
は

AD
L
が
自

立
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
家
族
が
本
人

の
口
腔
ケ

ア
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
。
認
知
症
が
進
行
す
る

と
口
腔
ケ

ア
に
対
し
て
抵
抗
す
る
方
も
い
る
。


発
症
前
と
比
較
し
て
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
の
質
が

低
下
し
て
い
る
。


歯
磨
き
の
介
助
を
拒
否
さ
れ
る
。
入
れ
歯
の

管
理
が
で
き
な
い
（
隠
し
て
し
ま

う
、
捨
て

て
し
ま
う
）。


ケ
ア
そ
の
も
の
を
拒
否
そ
れ
る
。
指
導
を
し

て
も
理
解
が
困
難
。
歯
磨
き
を
嫌

う
患
者
も

多
い
。


本
人
が
理
解
で
き
な
い
。


介
助
時
の
抵
抗
、
指
示
の
通
り
に
く
さ
等
が

あ
る
場
合
、
開
口
す
ら
困
難
と
な

り
が
ち
で

あ
る
。


認
知
症
が
重
症
だ
と
予
防
が
困
難
。


介
護
抵
抗
が
あ
り
、
口
腔
ケ
ア
が
難
し
い
時
が
あ
る
。


認
知
症
の
た
め
自
発
的
な
単
独
で
の
口
腔
ケ
ア
が
困
難
。
周
囲
の
サ
ポ
ー
ト
が

必
要
で
あ

る
。


急
性
疾
患
で
入
院
し
た
中
等
度
以
上
の
認
知
症
の
あ
る
方
。


失
行
、
失
認
に
よ
り
歯
磨
き
の
仕
方
が
分
か
ら
な
い
。
歯
磨
き
の
物
品
が
分
か

ら
ず
、
洗

顔
ク
リ
ー
ム
で
磨
く
。
実
行
機
能

障
害
に
よ
り
、
一
人
で
磨
け
な
い

な
ど
、
介

助
が
必
要
な
方
が
多
い
。


家
族
介
護

者
さ
ん
か
ら
の
訴
え
の
内
容
で
す
。
患
者
さ
ん
ご
本
人
が
歯
み
が
き

す
る
が
不

十
分
、

"し
た
よ

"と
言
う
が
み
が
け
て
い
な
い
。
声
が
け
し
な
い
と

歯
を
み
が
か
な
い
。
歯
み
が
き
介
助
を
嫌
が
る
。


歯
磨
き
を

嫌
が
る
。


清
潔
ケ
ア
を
し
た
が
ら
な
い
。
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
た
が
ら
な
い
。


含
嗽
が
で
き
な
い
。
し
た
後
そ
の
ま
ま
水
を
飲
ん
で
し
ま
う
。
歯
ブ
ラ
シ
を
噛

ん
で
し
ま
う
。
口
腔
ケ
ア
の
拒
否
が
あ
る
。
入
れ
歯
を
外
さ
ず
付
け
っ
ぱ
な
し

に
す
る
。


歯
磨
き
を
忘
れ
る
、
上
手
く
出
来
な
い
、
他
者
の
ケ
ア
に
対
し
て
の
拒
否
が
あ

る
。


本
人
様
が
歯
磨
き
の
仕
方
が
分
か
ら
ず
汚
れ
た
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

る
。


口
腔
ケ
ア
を
嫌
が
る
た
め
う
ま
く
ケ
ア
で
き
な
い
。


口
腔
ケ
ア
の
必
要
性
が
理
解
で
き
な
い
。
失
認
・
失
行
の
た
め
、
歯
磨
き
や
入

れ
歯
の
手
入
れ
が
で
き
ず
口
腔
内
が
不
衛
生
に
な
る
。


歯
磨
き
、
う
が
い
を
拒
否
さ
れ
、
口
腔
内
が
汚
染
さ
れ
て
い
る
。
歯
磨
き
介
助

も
抵
抗
さ
れ
る
。
入
れ
歯
を
本
人
が
い
つ
の
間
に
か
外
し
て
い
て
紛
失
し
て
い

る
こ
と
が
あ
る
。


口
を
な
か
な
か
開
け
て
も
ら
え
な
い
。
口
腔
内
や
口
唇
が
乾
燥
し
や
す
い
。
歯

ブ
ラ
シ
や
ス
ポ
ン
ジ
を
し
ゃ
ぶ
っ
て
し
ま
う
。
う
が
い
が
で
き
ず
に
水
を
飲
ん

で
し
ま
う
。


拒
否
す
る
。
特
に
入
院
中
の
方
（
見
る
こ
と
、
触
れ
る
こ
と
）
。
歯
科
に
行
っ
て

も
痛
い
と
こ
ろ
な
ど
診
療
場
面
で
的
確
に
伝
え
ら
れ
な
い
。


失
認
・
失
行
に
よ
り
歯
ブ
ラ
シ
や
歯
磨
き
が
認
識
で
き
ず
、
歯
ブ
ラ
シ
を
口
腔

内
に
入
れ
る
事
に
抵
抗
を
示
し
た
り
、
か
じ
る
な
ど
さ
れ
る
こ
と
で
口
腔
内
の

汚
れ
が
目
立
つ
。
口
腔
過
敏
に
よ
る
歯
磨
き
拒
否
。


歯
磨
き
を
す
る
習
慣
を
失
っ
て
い
る
方
が
多
い
。
歯
磨
き
粉
を
理
解
で
き
ず
、

そ
の
ま
ま
飲
み
込
ん
で
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
。
歯
磨
き
の
仕
方
が
分
か
ら
な

い
。
歯
ブ
ラ
シ
を
か
み
歯
の
損
傷
で
治
療
し
た
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
口
腔
ケ
ア
に

対
す
る
個
別
の
支
援
が
必
要
で
あ
る
。


口
腔
内
が
汚
れ
て
い
る
、
歯
磨
き
の
仕
方
が
分
か
ら
な
い
等
。
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
磨
き
残
し
が
あ
っ
て
も
、
家
族
に
よ
る
確
認
や
介
助
は
嫌
が
ら
れ
る
場
合
が
多

い
。


認
知
機
能
の
低
下
に
つ
れ
て
、
自
身
で
の
口
腔
ケ
ア
の
機
会
が
少
な
く
な
る
。


認
知
症
が
進
行
し
、
歯
磨
き
の
仕
方
が
分
か
ら
な
く
な
る
。
し
か
し
家
族
は
、

歯
磨
き
を
さ
せ
た
い
が
た
め
に
、
声
か
け
が

強
く
な
っ
て
し
ま
う
。
易
怒
性
を

示
さ
れ
な
が
ら
、
暴
力
を
く
ら
い
な
が
ら
、

ど
う
に
か
家
族
が
歯
磨
き
を
さ
せ

る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
お
互
い
に
危
険
の
な

い
口
腔
ケ
ア
が
で
き
る
と
い
い
な

と
感
じ
た
。


介
護
抵
抗
が
強
い
患
者
さ
ん
の
場
合
、
口
を
開
け
な
い
。
介
助
者
の
指
を
噛
む

等
が
あ
り
、
十
分
な
口
腔
ケ
ア
が
行
え
な
い

。


口
腔
ケ
ア
に
介
助
を
要
す
る
が
、
口
を
開
け
て
く
れ
な
い
。
歯
磨
き
の
仕
方
が

分
か
ら
ず
、
口
腔
内
が
汚
れ
て
い
る
。


歯
が
汚
れ
て
い
る
が
ケ
ア
（
自
己
も
介
助
も
）
を
拒
否
す
る
。
重
度
の
認
知
症

で
開
口
（
保
持
）
が
困
難
で
ケ
ア
が
十
分
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。


歯
磨
き
が
上
手
く
出
来
ず
、
汚
れ
が
残
り
や
す
い
。
歯
磨
き
自
体
の
行
為
（
口

を
ゆ
す
ぐ
な
ど
）
が
上
手
く
出
来
な
い
。


施
設
入
所
の
方
や
入
院
患
者
さ
ん
に
口
腔
ケ
ア
を
実
施
し
ま
す
が
、
理
解
力
の

低
下
な
ど
に
よ
り
な
か
な
か
協
力
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
。


口
腔
内
を
見
る
た
め
の
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
を
す
る
イ
ス
や
口
腔
内
を
見
る
た
め

の
ラ
イ
ト
が
不
安
を
募
ら
せ
る
よ
う
で
、
イ
ス
に
座
れ
な
か
っ
た
り
す
る

。
ま

た
、
そ
の
た
め
に
普
段
は
出
来
る
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
が
出
来
な
く
な
る
。


歯
磨
き
の

仕
方
を
忘
れ
て
し
ま
う
。
入
れ
歯
の
管
理
が
難
し
く
な
り
、
ポ
リ
デ

ン
ト
の
使
い
方
が
分
か
ら
な
く
な
り
、
結
果
的
に
入
れ
歯
を
使
わ
な
く
な
っ
て

し
ま
う
。

②
【

口
腔

ケ
ア

の
手
法
・
歯
科
治
療
等
に
つ
い
て
】


介
護
者
が
見
ま
ね
で
ケ
ア
し
て
い
る
の
で
地
域
で
の
し
っ
か
り
と
し
た
介
護
者

教
育
が
望
ま
れ
る
。


看
護
で
の
ケ
ア
が
十
分
行
え
て
い
な
い
。
口
腔
ケ
ア
が
正
し
く
行
わ
れ
て
い
る

の
か
。


歯
磨
き
の
習
慣
が
な
い
。
→
う
が
い
で
「
快
」
と
感
じ
る
ケ
ア
を
し
て
い
る
。


ケ
ア
に
拒
否
の
あ
る
方
へ
の
上
手
な
介
入
方
法
が
わ
か
ら
な
い
。
口
腔
ケ
ア
用

品
に
つ
い
て
の
情
報
が
不
足
し
が
ち
（
安
全
性
の
高
い
工
夫
さ
れ
た
用
品
が
欲

し
い
）。

相
談
す
る
所
が
ど
こ
か
わ
か
ら
な
い
。


口
腔
ケ
ア
が
上
手
く
行
え
な
い
場
合
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
デ
イ
ケ
ア
の
職

員
の
介
入
な
ど
に
よ
り
、
上
手
く
行
え
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
る
。
ご
家
族
へ

の
説
明
→
口
腔
ケ
ア
の
仕
方
な
ど
。


口
の
中
を
家
族
が
看
る
こ
と
が
難
し
く
汚
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
が
次
の
方

法
（
受
診
な
ど
）
が
わ
か
ら
な
い
。


一
見
磨
け
て
い
る
様
で
、
磨
き
残
し
が
多
か
っ
た
り
、
一
部
し
か
磨
い
て
い
な

い
事
が
あ
る
。
家
族
も
チ
ェ
ッ
ク
が
難
し
い
。


き
ち
ん
と
で
き
て
い
る
か
確
認
が
難
し
い
。


本
人
よ
り
も
家
族
か
ら
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
と
相
談

を
受

け
ま
す
。
そ
の
際
は
当
院
の
歯
科
受
診
を
す
す
め
る
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。

当
院
で
は
嚥
下
機
能
評
価
も
可
能
な
の
で
他
院
、
他
施
設
に
入
居
中
で
も
受
診

が
可
能
で
す
。


歯
磨
き
が
自
分
で
で
き
な
く
な
っ
た
時
、
介
助
で
口
腔
ケ
ア
を
行
う
が
、
十
分

に
磨
け
て
い
な
い
と
感
じ
る
。
末
期
で
食
事
も
摂
れ
な
く
な
る
と
、
ど
う
し
て

も
口
腔
内
汚
染
が
ひ
ど
く
な
る
。


介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
地
域
医
療
・
介
護
資
源
に
限
り
が
あ
り
、
在
宅
で
の
十

分
な
ケ
ア
の
提
供
が
難
し
い
。


拒
否
の
な
い
上
手
い
や
り
方
が
わ
か
ら
な
い
。
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
治
療
が
難
し
い
。


受
診
や
訪
問
歯
科
を
お
す
す
め
し
て
も
な
か
な
か

 動
機
づ
け
に
苦
労
す
る
こ
と

が
あ
り
ま

す
。


実
際
に
は
表
面
化
し
な
い
こ
と
が
多
い
。


口
腔
ケ
ア
は
経
口
か
ら
の
食
事
摂
取
の
継
続
や
、
誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
に
大
切

な
役
割
が
あ
る
が
、
現
時
点
で
は
、
診
断
後
支
援
の
中
で
、
食
事
に
関
す
る
訴

え
が
な
け
れ
ば
歯
科
治
療
ニ
ー
ズ
の
聞
き
取
り
は
し
て
い
な
い
現
状
が
あ
る
。

今
後
多
職
種
で
連
携
し
、
援
助
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。


あ
る
と
思
わ
れ
る
が
常
時
マ
ス
ク
を
し
て
い
る
為
、
外
見
で
は
分
か
ら
な
い
。

積
極
的
な
相
談
は
な
い
。


本
人
が
気
づ
い
て
い
な
い
の
で
、
伝
え
に
く
い
。

③
【

口
腔

衛
生

状
態
に
つ
い
て
】


口
腔
内
の
汚
れ
。（

他
2
件
）


口
腔
ケ
ア
が
全
く
で
き
て
お
ら
ず
不
潔
の
状
態
。


口
腔
内
の
乾
燥
。


口
腔
内
の
保
清
や
義
歯
の
管
理
が
困
難
な
場

合
が
あ
る
。


一
日

2
回
の
歯
磨
き
が
多
い
。
食
後
の
口
腔
内
の
清
潔
が
出
来
て
い
な
い
。


歯
磨
き
が

自
主
的
に
出
来
て
い
な
い
の
で
口

腔
内
が
汚
れ
て
い
る
こ
と
が
し
ば

し
ば
あ
る
。


口
腔
ケ
ア

が
上
手
く
出
来
ず
口
臭
、
歯
周
病

等
か
ら
歯
を
失
う
。


認
知
症
患

者
は
通
常
口
腔
内
の
衛
生
が
保
た

れ
て
い
な
い
場
合
が
多
い
。

退
院
後
効
果
的
に
口
腔
ケ
ア
出
来
て
い
な
い
。

④
【

家
族

等
の

支
援
に
関
連
す
る
困
り
ご
と

】


家
族
様
が
介
護
者
の
ケ
ア
を
拒
否
す
る
。


軽
度
の
頃
か
ら
口
腔
ケ
ア
を
自
分
で
出
来
て
い
る
方
は
少
数
。
家
族
も
口
腔
内

の
事
は
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
る
ま
で
関
わ
っ
て
い
な
い
事
が
多
い
。


老
老
介
護
で
は
家
族
が
口
腔
ケ
ア
で
き
な
い
。


本
人
・
家
族
の
理
解
協
力
が
得
ら
れ
に
く
い
。


認
知
症
が
あ
る
こ
と
で
、
口
腔
ケ
ア
を
周
囲
が
諦
め
て
し
ま
い
が
ち
。


独
居
の
方
な
ど
、
ケ
ア
の
促
し
、
確
認
を
す
る
人
物
が
い
な
い
。
→
不
衛
生
。


本
人
の
認
知
症
の
進
行
に
よ
り
、
口
腔
ケ
ア
が
十
分
で
な
い
場
合
、
家
族
や
支

援
者
の
手
助
け
が
ど
う
し
て
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
独
居
や
介
護
拒
否
に
よ

っ
て
介
入
で
き
な
い
ケ
ー
ス
で
の
対
応
に
困
る
事
が
あ
る
。


支
援
者
が
い
な
い
と
口
腔
ケ
ア
を
し
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
。
口
腔
ケ
ア
（
義

歯
洗
浄
）
し
て
お
ら
ず
、

M
RI

検
査
の
時
に
な
か
な
か
外
す
こ
と
が
で
き
な
い

（
食
渣
が
付
着
し
て
し
ま
っ
て
い
る
）。


介
護
者
不
在
（
独
居
を
含
む
）
の
場
合
の
対
応
。


家
族
・
介
護
者
（

K
ey

 P
er

so
n）

と
の
連
絡
が
困
難
。


在
宅
の
方
で
ケ
ア
な
ど
に
問
題
が
あ
っ
て
も
老
老
介
護
な
ど
で
ご
家
族
で
の
対

応
が
困
難
な
こ
と
が
あ
る
。
訪
問
歯
科
診
療
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
紹
介
し
て
も
必

要
性
を
理
解
し
て
も
ら
え
な
い
こ
と
も
あ
る
。

⑤
【

そ
の

他
】


口
腔
内
の
保
清
が
か
な
わ
な
い
時
に
は
看
護
師
が
介
入
。


訪
看
任
せ
で
す
。


在
宅
患
者
で
歯
の
衛
生
は
行
き
届
い
て
い
る
こ
と
が
な
い
。


独
居
の
ケ
ー
ス
な
ど
、
口
腔
ケ
ア
の
体
制
づ
く
り
に
難
渋
す
る
こ
と
が
あ
る

（
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
等
）。


独
居
の
方
で
セ
ル
フ
ケ
ア
不
足
（
歯
磨
き
、
う
が
い
を
行
え
て
い
な
い
）
。
口
腔

内
の
乾
燥
。
義
歯
を
無
く
し
て
い
る
。


独
居
の
方
の
普
段
の
口
腔
ケ
ア
の
状
況
が
わ
か
ら
な
い
。
マ
ス
ク
を
し
て
い
る

こ
と
で
外
来
で
観
察
す
る
機
会
が
あ
ま
り
な
い
。
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
独
居
や
介
護
者
が
高
齢
だ
っ
た
り
す
る
際
、
ど
れ
ほ
ど
ケ
ア
が
出
来
て
い
る
か

不
明
と
な
る
。


独
居
の
ケ
ー
ス
で
は
口
腔
ケ
ア
が
不
十
分
に

な
る
と
思
い
ま
す
。


独
居
高
齢
者
の
場
合
、
歯
磨
き
が
出
来
て
い

る
か
入
れ
歯
の
管
理
が
で
き
て
い

る
か
わ
か

ら
な
い
。

C
O

VI
D

-1
9
以
後

外
来
で
主
治
医

に
よ
る
簡
単
な
観
察
が

し
づ
ら
く

な
っ
た
。

ⅱ
.
 
口

腔
疾

患
 

①
【

認
知

機
能

に
起
因
す
る
困
り
ご
と
】


痛
み
の
訴
え
が
出
来
な
か
っ
た
り
、
は
っ
き
り
し
な
い
こ
と
も
あ
り
、
治
療
が

遅
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
義
歯
が
合
わ
な
く
な
っ
て
も
、
症
状
の
為
治
療

や
調
整
の
受
診
が
で
き
ず
、
食
事
形
態
を
落
と
し
、
義
歯
を
使
わ
ず
食
事
摂
取

す
る
こ
と
が
あ
る
。


本
人
が
む
し
歯
や
入
れ
歯
の
不
具
合
な
ど
を
認
識
で
き
ず
、
支
援
者
も
気
づ
け

な
い
事
が
あ
る
。


む
し
歯
、
傷
が
あ
る
、
痛
み
が
あ
る
、
入
れ
歯
が
合
わ
な
い
・
壊
れ
て
い
る
等

は
全
て
あ
る
。
問
題
は
そ
れ
ら
不
調
が
あ
っ
て
も
認
知
症
者
本
人
が
訴
え
ら
れ

な
い
こ
と
、
周
り
が
気
付
き
に
く
い
こ
と
が
多
い
。
入
れ
歯
の
管
理
（
消
毒
な

ど
）
が
で
き
な
い
。


痛
み
の
不
具
合
の
自
覚
が
な
く
、
治
療
の
理
解
で
き
ず
拒
否
、
抵
抗
が
み
ら
れ

る
場
合
。


入
れ
歯
が
あ
っ
て
も
「
使
用
し
て
い
ま
せ
ん
」
と
言
い
な
が
ら
持
参
さ
れ
る
場

合
も
あ
る
。
痛
み
を
訴
え
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
、
発
見
が
遅
れ
る
。


認
知
症
本
人
が
歯
科
受
診
を
拒
否
し
て
、
治
療
に
繋
が
ら
な
い
。
歯
の
痛
み
が

易
怒
性
に
繋
が
っ
て
い
て
も
、
本
人
も
正
し
く
痛
み
の
訴
え
が
出
来
ず
、
家
族

も
支
援
者
も
な
か
な
か
気
づ
け
な
い
事
が
あ
る
。


義
歯
が
合
わ
な
い
た
め
に
食
形
態
が
変
わ
り
食
欲
が
低
下
す
る
人
が
い
る
が
、

認
知
症
の
薬
物
治
療
に
よ
る
た
め
か
と
も
考
え
ら
れ
副
作
用
の
判
断
が
難
し
く

な
る
。
む
し
歯
が
あ
っ
て
も
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
る
人
が
い
る
。


認
知
症
進
行
期
に
は
痛
み
を
訴
え
な
い
。


本
人
が
困
る
こ
と
は
あ
る
と
思
う
が
、
上
手
く
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
思

う
。
口
腔
ケ
ア
の
必
要
性
を
患
者
本
人
が
理
解
で
き
な
い
。
入
院
中
は
ケ
ア
出

来
る
が
、
在
宅
に
帰
っ
て
か
ら
は
困
難
に
な
る
こ
と
が
多
い
と
思
う
。


適
切
な
治
療
の
遅
れ
。
的
確
に
症
状
を
訴
え
る
こ
と
が
困
難
。
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
 口

腔
疾
患
に
気
づ
き
難
い
。

 


 本
人
が
訴

え
ら
れ
な
い
。

 


 疼
痛
の
訴
え
が
上
手
く
出
来
ず
、
よ
ほ
ど
悪
化
し
な
い
と
周
囲
が
気
づ
け
な

い
。

 


 認
知
症
の
進
行
に
よ
っ
て
は
、
本
人
か
ら
の
訴
え
が
な
く
む
し
歯
が
悪
化
し
て

し
ま
う
。

 


 早
期
発
見
の
遅
れ
。

 


 認
知
症
が
重
症
だ
と
予
防
は
困
難
。

 


 進
行
期
認
知
症
状
態
で
の
ケ
ア
（
協
力
の
得
ら
れ
な
い
方
へ
の
対
応
）

 


 歯
科
受
診
を
拒
否
す
る
。

 


 痛
み
等
の
自
覚
症
状
が
な
く
、
気
づ
い
た
時

に
は
重
症
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

あ
る
。
理
解
力
低
下
の
た
め
、
治
療
に
対
す

る
恐
怖
心
を
抱
く
な
ど
必
要
な
治

療
が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
。

 


 口
を
開
け
て
も
ら
え
な
い
。
ま
た
は
す
ぐ
に

閉
じ
て
し
ま
い
指
示
が
通
ら
な

い
。

 


 拒
否
の
あ
る
方
は
口
腔
内
の
確
認
な
ど
が
難
し
い
。
受
診
拒
否
が
強
い
方
も
多

く
、
問
題
が
あ
っ
て
も
な
か
な
か
受
診
に
繋
げ
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
訪
問
診

療
（
専
門
的
な
）
が
充
実
す
れ
ば
良
い
と
思
う
。

 


 本
人
が
受
診
を
し
た
が
ら
な
い
。

 


 受
診
を
勧
め
て
も
腰
が
重
い
。

 


 介
護
抵
抗
に
よ
り
口
腔
ケ
ア
を
拒
否
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

 


 な
か
な
か
受
診
し
て
も
ら
え
な
い
。
受
診
し
、
治
療
が
開
始
さ
れ
て
も
歯
磨
き

な
ど
の
正
し
い
ケ
ア
を
続
け
ら
れ
な
い
。

 


 認
知
症
が
発
症
し
た
頃
は

AD
L
が
自

立
し
て
い
る
こ

と
が
多
く
、
家
族
が
本
人

の
口
腔
ケ

ア
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
。
認
知
症
が
進
行
す
る

と
口
腔
ケ

ア
に
対
し
て
抵
抗
す
る
方
も
い
る
。

 


 歯
科
受
診
を
拒
否
す
る
こ
と
が
あ
る
。

 


 受

診
勧
奨
に
従
わ
な
い
。

 


 受
診
困
難
。

 


 歯
痛
や
口

内
炎
等
の
痛
み
が

B
PS

D
と
し
て
表
出
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
状

況
が
時
に
は
あ
る
。

 


 治
療
に
協
力
が
得
ら
れ
な
い
場
合
は
、
診
療
を
断
ら
れ
る
事
が
あ
る
。
老
老
介

護
の
場
合
は
治
療
出
来
ず
、
入
院
中
に
受
診
依
頼
が
あ
る
。

 


 本
人
も
嫌
が
り
、
家
族
が
な
か
な
か
歯
科
に
連
れ
て
い
け
な
い
場
合
、
ど
の
よ

う
に
し
た
ら
ス
ム
ー
ズ
に
受
診
で
き
る
か
。

 


 入
院
中
の
患
者
様
の
場
合
、
む
し
歯
、
入
れ
歯
が
合
わ
な
い
場
合
で
も
外
出
で

き
る
状
態
で
な
い
場
合
（
易
怒
性
、
徘
徊
、
衝
動
性
あ
る
場
合
）
が
あ
り
治
療

が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。

 


 歯
科
受
診
が
う
ま
く
い
か
な
い
。

 


 独
居
高
齢
者
の
場
合
、
歯
磨
き
が
出
来
て
い
る
か
入
れ
歯
の
管
理
が
で
き
て
い

る
か
わ
か
ら
な
い
。

C
O

VI
D

-1
9
以
後
外
来
で
主
治
医

に
よ
る
簡
単
な
観
察
が

し
づ
ら
く
な
っ
た
。

 


 む
し
歯
、
歯
周
病
に
よ
り
口
臭
の
あ
る
方
も
い
る
が
、
暴
言
・
暴
力
に
よ
り
歯

科
受
診
に
繋
げ
ら
れ
な
い
。
コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
制
限
か
ら
歯
科
受
診
で
き
な

い
。

 


 受
診
や
訪
問
歯
科
を
お
す
す
め
し
て
も
な
か
な
か

 動
機
づ
け
に
苦
労
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

 


 治
療
が
難
し
い
。

 


 口
腔
に
問
題
が
あ
り
そ
う
だ
と
し
て
も
、
独
居
で
自
ら
歯
科
受
診
出
来
な
い
。

 


 移
動
可
能
な
患
者
さ
ん
は
歯
科
受
診
で
対
応
出
来
て
い
る
が
、
寝
た
き
り
の
患

者
さ
ん
の
場
合
、
対
応
が
困
難
。

 


 も
と
も
と
の
か
か
り
つ
け
の
歯
科
へ
治
療
を
お
願
い
し
て
も
、
認
知
症
で
指
示

が
入
ら
な
い
こ
と
か
ら
治
療
を
断
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

 


 歯
科
治
療
を
し
っ
か
り
受
け
る
こ
と
が
難
し
く
、
時
に
麻
酔
が
必
要
で
あ
る
。
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
 歯

科
へ
の
通
院
困
難
な
場
合
、
治
療
が
進
め
づ
ら
い
。
歯
科
へ
行
か
な
け
れ
ば

義
歯
製
作
・
調
整
が
進
ま
な
い
こ
と
（
院
内
歯
科
で
は
対
応
し
な
い
、
ま
た
は

出
来
な
い
）。

通
院
す
べ
き
か
否
か
の
判
断
が
難
し
い
。

 


 歯
科
治
療
の
必
要
性
を
理
解
で
き
な
い
。

 


 急
性
疾
患
で
入
院
し
た
中
等
度
以
上
の
認
知
症
の
あ
る
方
。

 
 ②

【
口

腔
疾

患
に
つ
い
て
】

 


 齲
歯
、
動
揺
歯
、
残
根
歯
が
多
い
。
歯
垢
、
プ
ラ
ー
ク
が
多
い
。
義
歯
の
問
題

（
不
適
合
、
壊
れ
て
い
る
、
集
中
力
が
な
く
す
ぐ
に
取
り
外
し
て
し
ま
う
）
。

 


 口
腔
内
の
痛
み
、
違
和
感
に
よ
り
食
事
摂
取
量
の
低
下
、
薬
が
飲
め
な
い
。

 


 歯
痛
な
ど
で
緊
急
を
要
す
る
場
合
は
、
併
設
の
口
腔
外
科
を
受
診
し
て
い
る
。

抗
血
栓
薬
を
服
用
し
て
い
る
方
の
抜
歯
時
の
歯
科
医
か
ら
の
問
合
せ
が
多
い
こ

と
。

 


 む
し
歯
、
入
れ
歯
不
適
合
、
動
揺
歯
に
よ
る
誤
飲
、
口
腔
粘
膜
、
舌
の
炎
症
。

 


 食
事
が
十
分
に
摂
れ
な
い
場
合
に
、
口
腔
疾
患
の
可
能
性
を
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

す
る
必
要
が
あ
る
が
、
よ
り
一
層
多
く
の
ケ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
周
知
が
必
要
と
思

わ
れ
る
。

 


 歯
肉
炎

 歯
槽

膿
漏
。

 


 認
知
症
で
む
し
歯
等
の
治
療
が
難
し
い
場
合

が
あ
る
。

 


 在
宅
患
者
で
歯
の
衛
生
は
行
き
届
い
て
い
る

こ
と
が
な
い
。

 


 む
し
歯
。

 


 む
し
歯
、
傷
が
あ
る
、
痛
み
が
あ
る
、
入
れ
歯
が
合
わ
な
い
・
壊
れ
て
い
る

等
。

 


 む
し
歯
が
あ
る
。

 


 歯
根
が
残

っ
て
い
る
と
ケ
ア
が
大
変
。

 
  

③
【

義
歯

に
つ

い
て
】

 


 入
れ
歯
が
合
わ
な
い
。（

他
4
件
）

 


 入
れ
歯
が
合
わ
な
い
か
ら
、
は
め
よ
う
と
し
な
い
。（

他
2
件
）

 


 入
れ
歯
の
調
整
に
時
間
が
か
か
る
。
入
れ
歯
の
調
整
が
必
要
そ
う
だ
が
さ
れ
て

い
な
い
人
が
い
る
と
感
じ
る
事
が
度
々
あ
る
。

 


 食
事
摂
取
を
嫌
が
る
場
合
、
傷
が
あ
っ
て
し
み
て
摂
取
困
難
が
あ
る
。
入
れ
歯

の
不
衛
生
や
入
れ
っ
ぱ
な
し
、
挿
入
せ
ず
入
れ
歯
が
合
わ
な
く
な
っ
た
場
合
と

か
を
聞
き
ま
す
。

 


 入
れ
歯
が
合
っ
て
お
ら
ず
、
食
事
が
摂
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
事
例
も
多
く
、

家
族
も
な
か
な
か
気
づ
く
難
い
。
専
門
職
に
よ
る
指
導
が
重
要
で
あ
る
。

 


 入
れ
歯
の
紛
失
。
治
療
歴
や
歯
科
受
診
歴
す
ら
不
明
。

 


 体
重
変
化
や
劣
化
に
よ
り
義
歯
が
合
っ
て
い
な
い
。
む
し
歯
が
多
く
痛
み
を
感

じ
に
く
く
な
っ
た
り
、
唾
液
量
の
低
下
も
あ
り
、
い
つ
の
間
に
か
む
し
歯
だ
ら

け
に
な
っ
て
い
る
。
バ
ネ
を
か
け
る
歯
が
な
か
っ
た
り
、
義
歯
が
上
手
く

は
め

れ
て
い
な
い
。

 


 義
歯
を
嫌
が
る
。
→
る
い
痩
に
よ
り
。

 


 入
れ
歯
を
作
っ
た
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。
合
っ
て
い
る
か
わ
か
ら

な
い
。
合
わ
な
く
て
も
本
人
が
使
用
し
て
い
る
の
で
そ
の
ま
ま
使
用
し
て
い

る
。
洗
浄
せ
ず
に
入
れ
た
ま
ま
の
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

 


 入
れ
歯
を
無
く
し
た
り
、
壊
れ
て
い
て
も
面
倒
だ
っ
た
り
、
歯
肉
で
噛
め
て
い

る
か
ら
等
と
受
診
に
繋
が
ら
な
い
（
受
診
が
難
し
い
）
。

 


 認
知
症
が
あ
る
と
、
継
続
的
な
治
療
が
困
難
と
い
う
理
由
で
義
歯
を
作
れ
な
い

こ
と
が
あ
っ
た
。

 


 義
歯
が
合
わ
な
い
、
必
要
な
の
に
装
着
で
き
て
い
な
い
、
調
整
し
て
も
上
手
く

適
応
で
き
な
い
。

 


 部
分
入
れ
歯
を
支
え
る
歯
が
片
方
抜
け
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
ま
ま

使
用
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
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
 入

れ
歯
を
自
分
で
外
し
て
し
ま
い
、
紛
失
の
リ
ス
ク
が
あ
る
。

 


 義
歯
が
あ
わ
な
い
と
摂
食
が
進
ま
な
い
。
入
院
中
の
う
歯
の
治
療
で
き
な
い
。

 


 本
人
が
自
ら
訴
え
る
こ
と
が
難
し
い
の
で
、
あ
っ
て
も
気
付
か
れ
に
く
い
の
が

問
題
。
入
れ
歯
が
合
わ
な
い
、
装
着
を
自
分
で
で
き
な
い
、
管
理
で
き
な
い
は

よ
く
あ
る
。

 


 入
れ
歯
が
当
た
っ
て
、
口
内
炎
な
ど
。

 


 入
れ
歯
の
破
損
・
紛
失
。
入
れ
歯
（
部
分
）
の
誤
嚥
→
救
急
受
診
。

 


 義
歯
の
調
整
が
難
し
か
っ
た
り
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
に
く
い
（
本
人
の
認
識

の
問
題
で
）
こ
と
が
あ
る
。

 


 治
療
が
難

し
い
。
入
れ
歯
に
関
し
て
は
、
調
整
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
一
度
失

う
と
も
う

そ
の
ま
ま
に
な
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

 


 入
院
が
長
期
に
な
り
入
れ
歯
が
合
わ
な
く
な

る
と
、
な
か
な
か
歯
科
受
診
に
行

く
事
が
で
き
ず
、
使
用
し
な
く
な
っ
て
し
ま

う
。
食
事
形
態
を
変
更
す
る
こ
と

に
な
り
、
食
事
の
見
た
目
や
楽
し
み
の
低
下

に
繋
が
っ
て
し
ま
う
。
発
語
に
影

響
し
て
く
る
。

 


 入
れ
歯
を

無
く
し
て
し
ま
う
。
作
り
直
す
こ

と
を
勧
め
る
が
、
家
族
の
方
が
負

担
が
増
え

て
し
ま
い
強
く
は
勧
め
ら
れ
な
い

。
 


 入

れ
歯
が
入
院
中
に
合
わ
な
く
な
り
、
入
れ

歯
な
し
で
食
事
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
あ
る
。

 


 入
れ
歯
の
管
理
が
困
難
。
自
身
で
付
け
外
し

が
で
き
な
い
（
で
き
て
も
向
き
が

違
う
）。

痛
み
を
正
し
く
理
解
し
て
い
る
か
不
明
。
家
族
の
協
力
が
必
要
。

 


 入
れ
歯
が
合
わ
な
か
っ
た
り
壊
れ
て
い
る
た

め
に
、
食
事
が
う
ま
く
食
べ
ら
れ

な
い
事
が
あ
る
。
入
れ
歯
の
調
整
・
修
理
に

は
、
通
院
回
数
・
時
間
が
か
か
る

た
め
、
食
事
形
態
を
刻
み
食
に
す
る
な
ど
工

夫
を
行
う
が
、
食
事
形
態
が
変
わ

っ
た
事
で
食
欲
が
落
ち
る
方
も
あ
る
。

 


 入
れ
歯
が
合
わ
ず
外
す
事
が
増
え
、
食
事
量

の
低
下
→
体
重
減
少
。

 


 歯
茎
が
痩
せ
て
義
歯
が
ず
れ
や
す
く
、
飲
み
込
む
リ
ス
ク
が
あ
る
。
作
り
直
し

て
も
な
じ
ん
で
使
え
る
か
。
義
歯
に
傷
が
で
き
る
。

 


 入
れ
歯
を
し
な
い
、
し
て
く
れ
な
い
。

 


 歯
の
本
数
が
少
な
く
て
も
、
義
歯
を
装
着
し
て
い
な
い
方
が
多
い
。

 


 入
れ
歯
が
合
わ
ず
、
調
整
す
る
が
使
用
し
た
が
ら
な
い
。
痛
み
や
傷
が
あ
っ
て

も
訴
え
が
な
い
。

 


 歯
科
治
療
に
対
し
て
拒
否
や
抵
抗
が
あ
る
。
義
歯
の
紛
失
・
破
損
を
し
て
し
ま

う
。

 


 入
れ
歯
が
噛
み
合
わ
な
い
方
が
多
い
。

 


 入
れ
歯
の
あ
た
り
や
口
内
炎
が
あ
っ
て
も
、
本
人
が
訴
え
ら
れ
ず
、
経
口
摂
取

不
良
と
な
り
、
歯
科
診
察
や
口
腔
ケ
ア
の
時
に
気
づ
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

 


 入
れ
歯
が
合
わ
な
い
た
め
か
、
入
れ
て
も
す
ぐ
に
外
し
て
し
ま
う
。
使
わ
な
い

の
で
余
計
に
合
わ
な
く
な
り
、
使
用
し
な
く
な
る
。
む
し
歯
や
歯
周
病
が
あ

る
。

 


 義
歯
が
上
手
く
使
え
な
い
。
無
く
す
（
大
切
に
し
ま
う
）。

合
わ
な
く
な
っ
た
時

に
受
診
で
き
な
い
→
噛
め
な
い
、
飲
み
込
む
こ
と
も
…
。

 


 院
内
歯
科
へ
治
療
、
義
歯
調
整
等
依
頼
し
て
い
ま
す
。

 


 癖
で
入
れ
歯
を
出
し
た
り
、
入
れ
た
り
す
る
方
が
い
る
。
言
っ
て
も
理
解
で
き

な
い
。
人
に
よ
っ
て
は
歯
科
治
療
を
嫌
が
り
拒
否
す
る
方
が
い
る
。

 


 認
知
症
の
症
状
が
進
行
す
る
と
治
療
の
協
力
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
安
静
が

保
て
な
か
っ
た
り
し
て
、
治
療
を
中
断
し
た
り
、
入
れ
歯
が
合
わ
な
く
な
っ
て

も
作
り
直
す
こ
と
が
出
来
な
い
場
合
が
あ
る
。

 


 入
れ
歯
治
療
（
作
製
）
が
中
断
し
、
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
患
者
さ
ん
に
つ

い
て
、
訪
問
診
療
は
検
討
で
き
ず
、
患
者
さ
ん
の
認
知
症
の
進
行
が
著
し

く
な

り
、
ご
本
人
の
状
態
に
応
じ
た
通
院
対
応
、
継
続
が
可
能
な
歯
科
医
院
を
探
す

の
が
非
常
に
困
っ
て
い
る
。
ご
夫
婦
２
人
共
認
知
症
の
お
２
人
暮
ら
し
で
あ
る

と
、
通
院
が
続
か
な
い
。

 


 う
つ
症
状
を
伴
う
と
、
体
重
減
少
に
よ
り
義
歯
が
合
わ
な
く
な
る
事
が
多
い
。
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
入
れ
歯
が
合
わ
な
い
、
壊
れ
て
い
る
た
め
、
歯
茎
に
痛
み
が
あ
る
。
入
れ
歯
が

合
わ
な
い
、
壊
れ
て
い
る
た
め
、
食
事
が
進
ま
な
い
。


義
歯
を
外
し
て
い
る
期
間
が
長
く
、
合
わ
な
く
な
り
そ
の
ま
ま
と
な
っ
て
い

る
。

④
【

そ
の

他
】


高
齢
で
あ
る
事
も
あ
り
、
積
極
的
介
入
を
歯
科
医
も
、
介
助
者
も
希
望
し
な
い

こ
と
が
多
い
。


入
院
中
の
方
の
検
診
を
全
員
し
て
、
す
べ
て
治
療
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
十
分

行
え
て
い
な
い
。


口
腔
内
の
ト
ラ
ブ
ル
に
は
歯
科
に
依
頼
。


本
人
よ
り
も
家
族
か
ら
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
と
相
談
を
受

け
ま
す
。
そ
の
際
は
当
院
の
歯
科
受
診
を
す

す
め
る
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。

当
院
で
は
嚥
下
機
能
評
価
も
可
能
な
の
で
他

院
、
他
施
設
に
入
居
中
で
も
受
診

が
可
能
で
す
。


入
院
し
た
認
知
症
の
患
者
に
対
し
て
は
、
必
ず
歯
科
依
頼
を
す
る
。


グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
入
所
中
の
患
者
で
歯
周
症
に
よ
る
発
熱
が
あ
り
、
歯
科
受
診

勧
め
る
が
家
族
が
理
解
さ
れ
な
い
。


実
際
に
は
表
面
化
し
な
い
こ
と
が
多
い
。


継
続
的
歯
科
診
療
に
は
付
添
の
必
要
な
方
が

い
る
が
、
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
が
い
な

い
方
が
い
る
。


本
人
・
家
族
が
早
期
に
動
か
な
い
。


対
応
可
能

な
病
院
探
し
。


家
族
が
対

応
に
あ
き
ら
め
て
い
た
り
、
施
設
が
業
務
の
繁
忙
さ
に
流
さ
れ
て
い

た
り
し
て
、
本
人
の
口
腔
疾
患
ケ
ア
な
ど
を
放
っ
た
ら
か
し
に
し
て
い
る
ケ
ー

ス
も
少
な
く
な
い
。

ⅲ
. 
摂

食
嚥

下
 

①
【

摂
食

嚥
下

機
能
に
つ
い
て
】


嚥
下
機
能
低
下
。（

他
2
件
）


認
知
症
の
進
行
に
伴
い
嚥
下
障
害
が
出
現
し
て
く
る
こ
と
が
あ
り
、

AC
P
に
も

関
わ
っ
て
く
る
所
で
ど
の
よ
う
に
本
人
、
家
族
を
支
援
す
る
か
悩
み
ま
す
。


原
因
疾
患
に
つ
い
て
は
、
誤
嚥
が
問
題
と
な
り
ま
す
。


重
度
認
知
症
の
方
だ
と
食
事
量
が
低
下
し
て
く
る
方
が
多
く
、
内
容
に
工
夫
が

必
要
に
な
っ
て
く
る
。
通
所
施
設
等
の
ス
タ
ッ
フ
と
情
報
共
有
し
、
食
事
形
態

を
変
え
た
り
し
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、
誤
嚥
性
肺
炎
で
の
入
院
に
な
る
ケ
ー
ス

も
多
い
。


進
行
期
認
知
症
状
態
で
の
ケ
ア
（
協
力
の
得
ら
れ
な
い
方
へ
の
対
応
）。


認
知
症
の
原
因
別
の
対
応
が
で
き
な
い
。
指
導
や
訓
練
に
つ
い
て
の
自
院
で
の

体
制
、
診
療
報
酬
。


ト
ロ
ミ
付
け
な
ど
工
夫
し
て
い
る
。


重
度
に
な
る
と
嚥
下
で
き
ず
、
溜
め
込
ん
で
し
ま
う
。
窒
息
や
誤
嚥
の
原

因
に

な
る
。
食
事
形
態
が
難
し
い
。


嚥
下
機
能
が
低
下
し
て
い
て
も
食
事
形
態
の
変
更
に
納
得
さ
れ
ず
、
誤
嚥
の
リ

ス
ク
が
高
く
な
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
に
伴
い
身
体
疾
患
発
症
の
リ
ス
ク
が
高

く
な
る
。


食
事
が
摂
れ
て
い
な
い
原
因
が
、
食
欲
の
低
下
（
メ
ン
タ
ル
・
身
体
疾
患
含

む
）

or
口
腔
内
の
環
境
悪
化

or
咀
嚼
・
嚥
下
機
能
の
低
下
な
の
か
判
断
が
で
き

な
い
。


嚥
下
機
能
低
下
が
あ
り
、
誤
嚥
や
食
事
が
入
ら
な
く
な
る
事
が
あ
る
。


飲
み
込
み
が
悪
く
な
っ
た
が
ト
ロ
ミ
剤
の
使
用
を
嫌
が
り
普
通
食
を
食
べ
よ
う

と
す
る
。


食
事
摂
取
量
が
減
少
し
て
も
、
原
因
が
分
か
ら
ず
、
改
善
さ
れ
な
い
。
加
齢
に

よ
る
も
の
で
あ
れ
ば
治
療
は
困
難
と
思
う
が
…
。
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
食
べ
方
を
忘
れ
て
い
る
（
食
具
の
使
い
方
）
。
食
事
摂
取
へ
の
執
着
に
よ
り
摂
取

速
度
が
速
く
、
咀
嚼
不
足
で
丸
飲
み
す
る
（
窒
息
の
リ
ス
ク
）
。
認
知
機
能
低
下

に
よ
る
盗
食
や
異
食
、
口
腔
内
の
溜
め
込
み
、
薬
物
の
影
響
に
よ
る
嚥
下
機
能

低
下
、
傾
眠
が
あ
り
食
事
時
間
と
ご
本
人
の
覚
醒
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
わ
ず
、

食
事
の
提
供
方
法
に
工
夫
が
必
要
。
在
宅
の
よ
う
な
ご
本
人
の
覚
醒
の
サ
イ
ク

ル
に
合
わ
せ
た
食
事
提
供
や
介
助
力
（
マ
ン
パ
ワ
ー
）
が
難
し
い
。
個
々
人
の

嚥
下
機
能
に
合
わ
せ
た
食
事
提
供
が
難
し
い
。
入
院
前
か
ら
食
事
・
水
分
摂
取

不
足
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
脱
水
か
ら
入
院
時
に
意
識
不
清
明
、
食
事
摂

取
困
難
、
嚥
下
機
能
低
下
な
ど
が
あ
る
。
疎
通
や
意
思
表
示
困
難
か
ら
、
拒
食

の
原
因
を
探
る
こ
と
が
難
し
い
。


認
知
症
の
進
行
に
よ
り
、
徐
々
に
食
事
摂
取

が
難
し
く
な
る
（
介
助
を
し
て

も
）
。
誤
嚥
リ
ス
ク
も
高
ま
る
た
め
、
ど
の
あ
た
り
ま
で
食
事
提
供
を
す
べ
き
か

判
断
に
迷

う
。


摂
食
不
良
の
原
因
に
歯
科
的
課
題
が
あ
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
に
ア
プ
ロ

ー
チ
で
き

て
な
か
っ
た
。


指
示
が
入
ら
ず
訓
練
が
進
み
に
く
い
。
眠
剤
の
影
響
が
時
に
あ
る
。


抗
精
神
剤
薬
内
服
で
摂
食
嚥
下
↓口

渇
↑な

ど
起
き
る
。


外
来
で
は

食
事
中
の
様
子
が
わ
か
ら
ず
、
評
価
の
難
し
さ
あ
る
。


食
事
に
集

中
出
来
な
い
。
指
示
し
て
も
理
解
で
き
な
い
、
開
口
し
な
い
、
食
物

を
い
つ
ま

で
も
口
の
中
に
入
れ
て
い
る
な
ど

。


LB

D
が
多
い

た
め

、
ム

セ
る
。


嚥
下
機
能

評
価
が
可
能
な
医
療
機
関
が
十
分
と
は
い
え
な
い
。


疾
患
の
特

徴
で
口
の
中
に
た
く
さ
ん
詰
め
込
ん
で
食
べ
る
。
よ
く
噛
ん
で
、
が

で
き
な
い

。
説
明
し
て
も
意
味
が
分
か
ら
な

い
。


嚥
下
能
力

の
低
下
あ
り
。


認
知
症
に

な
る
前
の
意
欲
低
下
の
状
況
の
時
に
、
発
語
少
な
く
な
る
こ
と
等
か

ら
嚥
下
力

低
下
。


異
食
。
薬
に
よ
っ
て
、
傾
眠
傾
向
に
な
っ
て
し
ま
う
人
が
い
る
。
余
計
に
ム
セ

や
す
い
。


嚥
下
評
価
が
十
分
で
な
い
。


嚥
下
能
力
低
下
に
伴
う
誤
嚥
性
肺
炎
。


嚥
下
障
害
を
有
す
る
患
者
は
多
く
、
食
物
形
態
を
工
夫
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。


嚥
下
機
能
低
下
等
に
よ
る
誤
嚥
性
肺
炎
の
併
発
。


嚥
下
機
能
障
害
は
出
て
く
る
人
が
い
る
こ
と
。


嚥
下
機
能
障
害
と
合
併
。


嚥
下
機
能
は
問
題
な
く
て
も
、
食
事
を
拒
否
す
る
患
者
が
多
い
事
。


嚥
下
機
能
の
低
下
に
よ
る
ム
セ
込
み
、
誤
嚥
性
肺
炎
の
リ
ス
ク
上
昇
。


嚥
下
に
非
常
に
時
間
が
か
か
る
患
者
さ
ん
を
し
ば
し
ば
み
か
け
る
。


本
人
が
困
る
こ
と
は
あ
る
と
思
う
が
、
上
手
く
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
思

う
。
口
腔
ケ
ア
の
必
要
性
を
患
者
本
人
が
理
解
で
き
な
い
。
入
院
中
は
ケ
ア
出

来
る
が
、
在
宅
に
帰
っ
て
か
ら
は
困
難
に
な
る
こ
と
が
多
い
と
思
う
。


認
知
障
害
に
伴
う
摂
食
障
害
へ
の
対
応
。


認
知
症
者
の
偏
食
・
拒
食
。


認
知
症
軽
度
の
方
の
診
療
が
多
い
た
め
、
数
例
で
あ
る
が
レ
ビ
ー
小
体
認
知
症

の
ケ
ー
ス
な
ど
で
、
嚥
下
機
能
の
低
下
が
生
じ
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
認
知
症
の

病
期
に
よ
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
口
腔
機
能
だ
け
で
な
く
、

A
D

L
の

支
援
も
必
要
と
感
じ
て
い
る
。
最
後
ま
で
ど
の
よ
う
に
食
を
支
援
す
る
か
で
捉

え
て
い
る
。


認
知
症
機
能
の
低
下
に
伴
い
、
嚥
下
機
能
も
低
下
す
る
と
想
定
し
て
い
た
施
設

入
所
が
で
き
な
く
な
り
、
行
き
先
（
退
院
先
）
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
り
、

再
度
探
し
直
さ
な
い
と
い
け
な
く
な
る
。


認
知
症
の
進
行
に
伴
う
誤
嚥
、
窒
息
な
ど
。


認
知
症
の
進
行
に
よ
り
、
嚥
下
機
能
低
下
し
、
誤
嚥
性
肺
炎
を
起
こ
し
や
す

い
。
嚥
下
困
難
で
口
腔
内
溜
め
込
み
が
あ
り
嚥
下
で
き
な
い
。
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
認
知
症
の
症
状
が
進
む
と
、
食
物
（
固
形
の
も
の
）
を
飲
み
込
む
と
い
う
こ
と

を
嫌
が
っ
て
し
ま
い
食
事
が
進
ま
な
い
方
が
い
る
。
水
分
（
高
カ
ロ
リ
ー
の
も

の
含
め
）
は
飲
み
込
め
る
た
め
、
流
動
食
み
た
い
な
も
の
で
栄
養
を
摂
っ
て
い

る
。


認
知
症
の
具
合
に
よ
り
嚥
下
機
能
の
低
下
に
て
肺
炎
の
併
発
は
突
然
の
問
題
と

な
る
。


認
知
症
の

en
d 

s t
ag

e
で

PE
G

造
設
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
。


認
知
症
に

よ
る
嚥
下
機
能
低
下
が
み
ら
れ
て

い
る
患
者
様
の
場
合
、
認
知
症
に

対
す
る
服
薬
治
療
が
難
し
い
。


認
知
症
が

進
行
し
て
く
る
と
摂
食
や
嚥
下
が

困
難
と
な
る
人
が
増
え
て
く
る
。


認
知
症
が

進
行
し
た
症
例
で
の
摂
食
嚥
下
機

能
低
下
へ
の
対
応
。


認
知
機
能

低
下
に
よ
り
失
行
が
進
み
、
口
腔

内
の
溜
め
込
み
、
嚥
下
が
出
来
な

い
と
の
こ
と
に
よ
る
入
院
相
談
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。
食
事
が
入
ら
な
い
こ
と

で
身
体
合
併
症
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
う
。


入
院
中
の

患
者
様
の
嚥
下
機
能
の
低
下
が
み
ら
れ
、
誤
嚥
性
の
肺
炎
等
の
リ
ス

ク
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。


入
院
後
薬

の
影
響
で
嚥
下
が
困
難
に
な
る
こ
と
が
多
い
。


入
院
の
場

合
、
嚥
下
機
能
の
評
価
が
行
わ
れ
る
が
、
外
来
通
院
の
方
は
、
専
門

職
の
評
価
を
受
け
る
機
会
が
少
な
く
、
嚥
下
機
能
の
低
下
が
始
ま
っ
て
い
る
こ

と
が
気
づ
か
れ
に
く
い
。
飲
み
込
み
が
悪
く
な
り
、
食
事
量
が
低
下
し
て
い
る

が
、
食
事
形
態
が
変
え
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。


適
切
な
食

事
形
態
で
提
供
さ
れ
な
い
こ
と
で
の
、
誤
嚥
の
恐
れ
。


中
程
度
以

上
の
人
の
ほ
ぼ
す
べ
て
に
嚥
下
機
能
障
害
が
あ
る
。


進
行
し
た

際
に
、
口
腔
内
貯
留
や
そ
れ
に
伴
う
ム
セ
、
口
腔
内
の
汚
れ
が
見
ら

れ
る
。


食
欲
低
下

、
嚥
下
し
な
い
人
へ
の
対
処
。


食
事
形
態

の
指
示
困
難
。


食
事
を
食
べ
な
い
、
飲
み
込
め
な
い
な
ど
。


食
事
の
際
の
困
り
ご
と
、
摂
食
嚥
下
機
能
等
・


食
事
の
詰
め
込
み
な
ど
対
応
に
悩
む
。


食
事
と
し
て
理
解
で
き
ず
拒
食
さ
れ
る
（
拒
薬
も
含
む
）。


食
べ
な
い
（
拒
否
）
、
口
に
入
れ
て
も
飲
み
込
ま
な
い
、
口
に
溜
め
込
む
、
食
べ

る
意
欲
が
な
い
（
む
ら
が
あ
る
）
、
食
べ
て
も
量
が
少
な
か
っ
た
り
、
偏
食
の
傾

向
が
あ
る
。


症
状
進
行
で
必
発
。


出
来
る
範
囲
で
情
報
提
供
し
て
い
ま
す
。


重
度
化
し
、
摂
食
し
な
く
な
り
栄
養
不
足
と
な
る
ケ
ー
ス
が
多
々
あ
る
。


疾
患
別
の
嚥
下
障
害
、
摂
食
相
談
。


時
折
、
嚥
下
機
能
が
低
下
し
て
お
り
、
摂
食
不
良
の
方
を
見
掛
け
る
。


在
宅
時
に
お
い
て
、
ど
の
程
度
嚥
下
の
問
題
が
あ
る
か
判
断
で
き
な
い
。


口
の
中
に
ま
だ
食
べ
物
が
入
っ
て
い
る
の
に
、
さ
ら
に
口
の
中
に
か
き
込
ん
で

し
ま
う
。
嚥
下
の
リ
ス
ク
。


誤
嚥
性
肺
炎
の
リ
ス
ク
が
高
い
が
、
家
族
が
い
て
も
い
な
く
て
も
食
形
態
の
調

整
が
実
施
困
難
な
場
合
が
あ
る
。


誤
嚥
の
リ
ス
ク
が
上
が
る
。


急
性
疾
患
、
特
に
肺
炎
で
入
院
し
た
高
度
認
知
症
の
あ
る
方
。


義
歯
が
合
わ
ず
ム
セ
る
。
注
意
障
害
に
よ
り
ゆ
っ
く
り
食
べ
ら
れ
な
い
。
失
行

に
よ
り
い
つ
ま
で
も
噛
み
続
け
る
な
ど
、
自
宅
介
護
が
難
し
く
な
る
と
誤
嚥
性

肺
炎
、
入
院
し
か
支
援
の
方
法
が
な
く
な
る
。


機
能
低
下
が
起
こ
り
や
す
い
。


噛
ん
で
飲
み
込
む
こ
と
が
理
解
で
き
ず
、
流
動
食
が
メ
イ
ン
の
方
は
食
事
量
が

足
ら
ず
、
在
宅
生
活
で
家
族
介
護
負
担
が
増
え
る
。
流
動
食
を
準
備
す
る
手
間

も
あ
る
。


飲
み
込
み
せ
ず
溜
め
込
む
。
咀
嚼
が
少
な
い
。
丸
飲
み
す
る
。

- 88 -




家
族
介
護
者
さ
ん
か
ら
の
訴
え
の
内
容
で
す
。
口
の
中
に
食
べ
物
を
入
れ
て
な

か
な
か
飲
み
込
ま
な
い
。
注
意
が
そ
れ
る
と
口
の
動
き
が
止
ま
る
。


異
食
等
、
ま
た
は
誤
嚥
の
恐
れ
あ
る
。


レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
な
ど
で
、
嚥
下
機
能
が
低
下
し
た
際
、
看
護
師
が
嚥
下

体
操
等
の
説
明
を
行
っ
て
い
る
が
、
自
宅
で
の
実
施
が
十
分
に
行
え
て
い
な
い

患
者
様
も
多
い
。


ま
る
の
み
、
つ
め
こ
み
、
た
め
こ
み
。


パ
ー
キ
ン
ソ
ン
関
連
疾
患
、
血
管
性
認
知
症
の
場
合
、
摂
食
嚥
下
に
問
題
が
あ

る
場
合
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。


な
か
な
か
嚥
下
し
な
い
（
口
腔
内
に
溜
め
込
む
）
。
食
事
中
に
入
れ
歯
を
外
し
て

し
ま
う
。


か
き
込
み
や
ム
セ
込
み
が
あ
る
。


か
き
込
み
の
よ
う
に
食
べ
せ
ら
れ
る
人
が
多

く
、
声
が
け
見
守
り
が
必
要
だ

が
、
本
人
に
理
解
さ
れ
ず
対
応
が
難
し
い
。


嚥
下
機
能
が
低
下
し
、
食
事
量
が
減
少
。
失
行
が
進
行
し
、
摂
食
が
う
ま
く
い

か
な
い
。


嚥
下
機
能
が
低
下
し
、
誤
嚥
す
る
こ
と
が
多
い
。
食
べ
物
を
認
識
で
き
ず
、
口

腔
内
に
食
物
を
溜
め
込
ん
で
し
ま
い
、
摂
取

出
来
な
い
。
食
塊
形
成
の
障
害
。


認
知
症
が
高
度
化
し
た
時
の
摂
食
障
害
。
食
事
形
態
の
工
夫
や
介
助
方
法
の
指

導
。


認
知
機
能

低
下
に
よ
る
機
能
低
下
。
効
果
的
な
評
価
や
改
善
に
向
け
た
リ
ハ
等

が
困
難
。


食
事
や
水

分
形
態
で
ト
ロ
ミ
が
必
要
だ
が
、
本
人
は
理
解
で
き
ず
、
そ
の
た
め

ト
ロ
ミ
水
や
嚥
下
食
を
拒
否
さ
れ
、
経
口
摂

取
不
良
と
な
る
。
「
こ
れ
は
違
う
」

と
頑
な
に
拒
否
さ
れ
る
。
レ
ビ
ー
小
体
型
認

知
症
な
ど
、
そ
の
時
々
で
認
知
機

能
も
身
体
機
能
も
変
動
が
あ
り
、
そ
の
た
め

そ
の
時
々
で
介
助
方
法
が
変
わ
る

場
合
が
あ

る
。


食
事
に
集
中
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
食
事
や
食
器
を
触
っ
て
い
る
だ
け
で
食
べ

て
も
ら
え
な
い
。
口
の
中
に
食
事
を
溜
め
込
む
、
な
か
な
か
嚥
下
で
き
な
い
。

嚥
下
機
能
検
査
が
で
き
な
い
（
機
器
の
問
題
と
指
示
動
作
が
困
難
で
あ
る
と
い

う
問
題
）
。


食
事
が
摂
れ
な
く
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
認
知
症
に
よ
る
も
の
な
の
か
？
と
聞
か

れ
た
こ
と
が
あ
る
。
目
の
前
に
食
物
が
あ
る
と
、
あ
る
だ
け
食
べ
て
し
ま
う
。


失
語
が
あ
る
方
だ
と
、
食
事
中
に
ム
セ
る
事
が
あ
る
た
め
、
本
人
が
１
人
で
も

行
え
る
摂
食
嚥
下
の
リ
ハ
ビ
リ
な
ど
あ
っ
た
ら
知
り
た
い
。


指
示
が
入
り
に
く
い
・
意
欲
低
下
・
食
認
知
低
下
。


訓
練
が
出
来
な
い
→
D
iv
・

PE
G

な
ど
に
医
療
者
が
移
行
し
が
ち
。


義
歯
を
付
け
た
が
ら
な
い
為
、
誤
嚥
に
繋
が
る
事
例
も
あ
る
。
歯
の
状
態
に
よ

っ
て
、
自
宅
で
食
べ
て
い
た
食
事
形
態
を
変
更
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
嚥
下

が
悪
い
理
由
に
、
口
腔
内
の
状
態
悪
化
が
あ
る
。


加
齢
に
よ
る
摂
食
嚥
下
機
能
の
低
下
に
加
え
、

BP
SD

の
治
療
の
た
め
に
抗
精

神
病
薬
の
使
用
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
場
合
、
よ
り
機
能
が
低
下
し
誤
嚥
性
肺
炎

を
併
発
し
や
す
く
な
っ
て
し
ま
う
。


と
ろ
み
剤
な
ど
を
使
用
し
、
介
助
者
が
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
介
助
し
て
も
む

せ
る
場
合
が
あ
る
。
急
い
で
食
べ
よ
う
と
し
て
噛
ま
な
い
で
飲
み
込
む
方
が
い

る
。
注
意
し
て
観
察
が
必
要
で
あ
る
。

②
【

多
職

種
連

携
に
つ
い
て
】


O

T
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
嚥
下

機
能
に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
か
十
分
で
な
い
と

思
い
ま
す
。


N

ST
と
協
力
し
て
い
る
が
「
認
知
症
だ
か
ら
」
と
片
付
け
る
傾
向
に
あ
り
戦
っ

て
い
る
。


診
察
の
場
の
み
で
は
、
食
事
形
態
の
細
か
い
指
導
や
理
解
が
難
し
く
、
介
護
サ

ー
ビ
ス
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
か
ら
の
情
報
や
協
力
が
必
要
。
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
専
従
の

ST
が
院
内
に
お
ら
ず
、

2～
4
回
／
月
の
ラ
ウ
ン
ド
に
限
定
さ
れ
て
し

ま
う
こ
と

（
相
談
が
タ
イ
ム
リ
ー
に
し
に
く
い
）
。
摂
食
嚥
下
に
つ
い
て
、
同
じ

対
応
を
し

て
い
て
も
コ
ス
ト
が
と
れ
る
方
、
と
れ
な
い
方
が
い
る
こ
と
。


食
事
に
関

し
て
、
介
護
者
に
対
し
て
、
栄
養
相
談
室
に
寄
っ
て
頂
き
、
食
事
指

導
を
行
う
。
歯
科
口
腔
外
科
に
依
頼
す
べ
き

か
、
耳
鼻
咽
喉
科
に
依
頼
す
べ
き

か
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
に
依
頼
す
べ

き
か
迷
う
こ
と
が
あ
る
。


特
に
レ
ビ
ー
や

LB
D

の
方
な
ど
、
早
期
か
ら
嚥
下
機
能
低
下
を
起
こ
す
疾
患
の

時
、

ST
を
導

入
し

て
リ

ハ
ビ
リ

を
し
た

い
が

ST
が
い
る
事
業
所
が
非
常
に
少

な
い
。
誤

嚥
性
肺
炎
の
く
り
返
し
で
退
院
時

期
を
逸
し
た
り
、
元
い
た
施
設
に

戻
れ
な
く

な
る
。


嚥
下
機
能

の
低
下
が
あ
り
、
言
語
聴
覚
士
の
評
価
を
受
け
て
い
る
。


嚥
下
に
問
題
が
あ
る
か
ど
う
か
の
確
認
が
で
き
る
ス
タ
ッ
フ
や
環
境
が
な
い
。


訪
問
リ
ハ
、
通
所
リ
ハ
に
て
対
応
（

ST
）。


当
院
で
嚥
下
機
能
の
支
援
チ
ー
ム
を
準
備
中
で
す
。


認
知
症
患
者
さ
ん
、
高
齢
の
患
者
さ
ん
の
増

加
で
嚥
下
機
能
が
低
下
し
て
い
る

方
が
多
い
。
薬
物
使
用
の
影
響
も
あ
る
と
思
う
が
、
誤
嚥
性
肺
炎
を
起
こ
し
て

し
ま
う
方
も
多
い
。
介
助
す
る
、
無
理
し
て
食
べ
さ
せ
な
い
な
ど
工
夫
し
て
い

る
が
、

ST
が
い
る
と
も
っ
と
的
確
な
判
断
や
指
導
を
し
て
も
ら
え
る
と
思
う
。


入
院
患
者
に
つ
い
て
は
、

ST
に
よ
り
対
応
し
て
い
る
。
在
宅
患
者
に
つ
い
て

は
、
対
応

は
不
十
分

だ
っ

た
。


当
院
に
は

ST
が
在

籍
し

て
い
な

い
。

ST
が
嚥
下
機
能
を
評

価
し
て
く
れ
れ
ば

良
い
が
、

と
思
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
。


地
域
に

ST
ス
タ
ッ
フ
が
ほ
と
ん
ど
お
ら
ず

、
リ
ハ
ビ
リ
介
入
が
困
難
で
あ

る
。


言
語
聴
覚

士
等
の
専
門
職
不
在
に
よ
る
適
切

な
判
断
の
不
足
。


ST

も
お
ら
ず
嚥
下
困
難
と
な
る
場
合
に
ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
き
な
い
こ
と
が
あ

る
。

③
【

そ
の

他
】


食
事
の
拒
否
、
脱
水
、
体
力
低
下
で
入
院
の
原
因
と
な
る
。
食
べ
過
ぎ
る
と
、

外
来
で
の
相
談
が
多
い
。


独
居
で
も
在
宅
（
自
分
の
家
）
に
こ
だ
わ
る
、
嚥
下
障
害
が
あ
る
方
、
し
か
も

へ
き
地
の
為
支
援
が
ど
こ
ま
で
出
来
る
か
、
限
ら
れ
た
人
材
の
中
で
の
介
入
を

ど
う
組
み
立
て
る
か
悩
み
ま
す
。


在
宅
の
方
の
嚥
下
評
価
な
ど
で
き
る
と
良
い
。
訪
問
診
療
な
ど
。


嚥
下
専
門
医
へ
の
紹
介
。


嚥
下
機
能
の
低
下
で
食
べ
な
い
の
か
、
認
知
症
の
症
状
と
し
て
食
べ
な
い
の
か

フ
レ
イ
ル
で
食
べ
な
い
の
か
分
か
り
に
く
い
こ
と
が
あ
り
、

VE
な
ど
を
し
て
確

認
し
た
い
と
思
う
こ
と
が
あ
る
。


嚥
下
機
能
の
低
下
、
摂
食
不
振
と
い
う
ポ
イ
ン
ト
を
ど
こ
で
判
断
す
る
か
。
そ

こ
ま
で
に
、
ど
う
い
う
工
夫
が
で
き
る
か
。


本
人
よ
り
も
家
族
か
ら
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
と
相
談
を
受

け
ま
す
。
そ
の
際
は
当
院
の
歯
科
受
診
を
す
す
め
る
よ
う
に
し
て
お
り
ま
す
。

当
院
で
は
嚥
下
機
能
評
価
も
可
能
な
の
で
他
院
、
他
施
設
に
入
居
中
で
も
受
診

が
可
能
で
す
。


必
要
時
介
入
（

VF
な
ど
）
。


口
腔
外
科
の
嚥
下
外
科
を
利
用
し
て
い
る
。


口
腔
ケ
ア
を
し
て
い
る
機
関
が
少
な
い
。
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ⅳ
. 
歯

科
連

携
 

①
【

連
携

先
に

つ
い
て
】


対
応
し
て
頂
け
る
か
、
往
診
で
対
応
で
き
る
か
の
情
報
が
簡
単
に
ア
ク
セ
ス
で

き
る
体
制
が
望
ま
し
い
。


連
携
会
議
等
で
歯
科
医
と
話
す
際
、
認
知
症

の
方
は
多
く
い
る
が
ど
こ
に
相
談

し
た
ら
い

い
か
分
か
ら
な
い
の
で
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ま
ず
案
内
し

て
い
る
と

の
話
し
が
あ
り
、
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
の
認
知
度
の
低
さ

と
、
連
携

不
足
を
改
め
て
感
じ
た
。


ど
こ
の
歯
科
が
ど
の
よ
う
な
治
療
（
対
応
）

を
し
て
く
れ
る
の
か
情
報
が
少
な

い
た
め
、

病
院
と
歯

科
が

直
接

連
携
す

る
こ
と
は
少
な
い
。


併
設
歯
科
以
外
の
連
携
や
関
わ
り
は
ほ
と
ん

ど
な
い
。


認
知
症
の
あ
る
方
に
対
応
可
能
か
ど
う
か
情

報
が
な
い
。


嚥
下
障
害
等
に
つ
い
て
、
連
携
は
し
て
い
な

い
。
す
る
時
間
が
歯
科
医
は
な

い
。


認
知
症
が
あ
る
方
の
歯
科
治
療
に
積
極
的
な

と
こ
ろ
は
少
な
い
よ
う
に
感
じ

る
。
そ
の

た
め
、
連
携
の
と
れ
る
歯
科
医
院
に
集
中
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ

る
。
セ
ン

タ
ー
主
催
の
事
例
検
討
会
や
研
修

会
に
つ
い
て
案
内
を
出
し
て
も
参

加
さ
れ
る

歯
科
医
院
が
少
な
い
。


医
療
者
側

も
介

護
者
も

BP
SD

に
目
が
い
き
が
ち
な
の
で
、
口
腔
に
つ
い
て
の

話
に
な
る

こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
問
題
が
表
面
化
し
た
時
、
特
に
進
行
期
の

認
知
症
の

方
は
ど
こ
で
対
応
し
て
も
ら
え
る
の
か
把
握
し
て
い
な
い
。
普
段
か

ら
連
携
は

と
れ
て
い
な
い
。


入
院
中
に

当
院
歯
科
で
治
療
や
入
れ
歯
の
調
整
な
ど
を
行
っ
て
い
た
方
が
、
退

院
に
伴
い

地
域
で
診
て
も
ら
え
る
歯
科
を
探
す
の
に
難
渋
す
る
。
→
歯
科
か
ら

に
加
え
、

精
神
科
か
ら
も
認
知
症
状
や
指
示
の
コ
ツ
な
ど
を
診
療
情
報
提
供
す

る
。
（
し
か
し
な
か
な
か
診
て
も
ら
え
る
所
が
な
く
、
遠
方
で
も
当
院
歯
科
ま
で

継
続
通
院

さ
れ
る
事
も
あ
る
。）

 ※
特

に
、
レ
ビ
ー
、

LB
D
、

FT
LD

の
方
、

重
度

AL
Z
の
方
が
顕
著
。

 

入
院
患
者
の
み
往
診
の
対
応
を
し
て
お
り
、
外
来
患
者
は
対
象
外
。


地
域
に
お
い
て
認
知
症
対
応
や
訪
問
診
療
な
ど
充
実
し
て
く
れ
ば
連
携
も
し
や

す
い
し
、
認
知
症
の
方
の
口
腔
管
理
も
容
易
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
ニ
ー
ズ
は

多
い
と
思
い
ま
す
（
受
診
に
は
行
き
た
く
な
い
が
、
口
腔
内
に
問
題
を
抱
え
て

い
る
等
）
。


対
応
出
来
る
歯
科
医
が
分
か
ら
な
い
。


歯
科
連
携
が
な
い
た
め
、
あ
れ
ば
良
い
と
思
う
。


外
来
の
方
の
場
合
、
自
宅
近
く
の
歯
科
な
ど
本
人
、
家
族
に
選
定
任
せ
に
な
っ

て
い
る
。


往
診
歯
科
を
依
頼
し
て
い
る
。


往
診
を
お
願
い
し
て
い
る
（
入
院
中
）
。


遠
方
の
患
者
の
場
合
に
、
連
携
先
の
選
定
に
悩
む
こ
と
が
あ
る
。


院
内
に
歯
科
は
あ
る
が
、
連
携
し
て
い
る
と
は
言
え
ず
、
他
科
紹
介
で
受
診
紹

介
す
る
の
み
な
の
で
、
受
診
ま
で
時
間
も
か
か
る
。
ま
た
、
か
な
り
緊
急
性
が

な
い
と
紹
介
と
は
な
ら
な
い
。


そ
も
そ
も
歯
科
と
連
携
を
図
る
機
会
が
無
か
っ
た
。

②
【

受
け

入
れ

に
つ
い
て
】


認
知
症
の
方
の
治
療
の
受
け
入
れ
の
有
無
が
不
明
。


じ
っ
と
し
て
い
ら
れ
ず
、
歯
科
か
ら
治
療
困
難
と
言
わ
れ
る
事
も
あ
る
。


患
者
本
人
が
大
人
し
く
で
き
な
い
た
め
、
か
か
り
つ
け
歯
科
の
通
院
が
困
難
と

な
っ
た
、
と
相
談
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
。
訪
問
歯
科
の
導
入
を
提
案
す
る

が
、
ど
の
程
度
対
応
出
来
る
か
情
報
が
な
い
。


病
院
は
決
ま
っ
て
も
診
察
時
本
人
が
落
ち
着
い
て
受
診
で
き
る
か
不
安
を
感
じ

て
い
る
。
認
知
症
対
応
の
医
療
機
関
が
あ
れ
ば
受
診
し
や
す
い
と
感
じ
て
い
る

人
も
い
る
。
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
 往

診
の
頻
度
が
月
に

1～
2
回
と
決
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
早
期
治
療
や
早
期
相

談
に
繋
げ
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
。

 


 診
察
は
可
能
で
も
義
歯
に
つ
い
て
な
ど
の
問
題
が
あ
る
場
合
、
通
院
出
来
な
け

れ
ば
諦
め
ざ
る
を
得
な
い
現
状
に
あ
る
こ
と

。
 

 
③

【
そ

の
他

】
 


 歯

科
の
サ
ポ
ー
ト
医
も
い
る
と
思
う
が
相
談
す
る
こ
と
、
さ
れ
る
こ
と
が
な

い
。

 


 認
知
症
の
重
症
度
が
高
く
な
る
と
、
歯
科
治
療
に
消
極
的
に
な
る
傾
向
が
あ
る

と
感
じ
る
。

 


 紹
介
し
た
歯
科
に
技
術
が
な
く
半
年
通
院
し
た
が
改
善
し
な
か
っ
た
。
技
術
に

関
し
て
評
価
が
高
い
歯
科
に
変
更
し
た
ら

1
回
で
治
っ
た
。

 


 認
知
症
の
方
の
支
援
に
つ
い
て
、
歯
科
連
携
の
必
要
性
に
つ
い
て
意
識
不
足
が

あ
る
。

 


 歯
科
受
診
後
の
「
ケ
ア
方
法
の
共
有
」
「
日
々
病
棟
で
の
ケ
ア
の
習
慣
化
」
の
定

着
が
で
き
ず
難
し
い
。
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
等
で
は
歯
の
治
療
が
メ
イ
ン
で
、
摂

食
・
嚥
下
に
関
し
て
の
認
知
度
が
低
い
。
地
域
で
評
価
で
き
る
体
制
が
あ

る
と

い
い
。
齲
歯
や
歯
牙
欠
損
に
よ
り
咀
嚼
能
力
が
低
下
し
、
さ
ら
に
歯
牙
欠
損

は
、
学
習
・
記
憶
力
や
情
動
性
の
低
下
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
す
。
認
知
症
患
者

の
生
活
へ
の
多
大
な
影
響
を
考
え
る
と
、
専
門
家
に
よ
る
口
腔
ケ
ア
、
ま
た
治

療
は
必
要
。

 


 生
活
保
護
の
方
や
、
後
見
人
と
の
連
携
が
必

要
な
方
な
ど
、
歯
科
受
診
に
繋
が

る
ま
で
の
手
続
き
や
、
物
品
の
購
入
に
時
間

を
要
す
る
こ
と
が
あ
る
。

 


 治
療
が
必
要
な
場
合
歯
科
受
診
を
行
う
が
、

寝
た
き
り
の
方
は
訪
問
歯
科
診
療

が
必
要
。

 
 

 

ⅴ
. 
そ

の
他

  
①

【
歯

科
に

関
す

る
積
極
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
し
て
い
な
か
っ
た
】

 


 認
知
症
外
来
に
お
い
て
、
口
腔
内
に
つ
い
て
、
確
認
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
調
査
を
受
け
て
、
も
の
忘
れ
の
あ
る
方
が
、
歯
磨
き
を
忘
れ
る
こ
と
は
、

十
分
考
え
ら
れ
る
し
、
口
腔
ケ
ア
を
怠
る
と
、
食
事
が
摂
り
づ
ら
く
な
る
他
、

他
の
疾
患
（
感
染
症
等
）
に
か
か
り
や
す
く
な
る
な
ど
、
健
康
面
で
の
リ
ス
ク

に
つ
い
て
、
考
え
る
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
、
連
携
協
議
会
等
で
歯

科
医
に
も
、
お
声
か
け
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 


 認
知
症
の
予
防
の
段
階
で
は
定
期
的
な
歯
科
検
診
に
つ
い
て
ケ
ア
パ
ス
に
沿
っ

て
説
明
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
が
、
あ
ま
り
口
腔
機
能
管
理
に
つ
い
て
取
り
組

ん
で
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

 


 口
腔
ケ
ア
に
関
す
る
（
対
す
る
）
検
討
、
機
会
創
出
意
識
が
不
足
し
て
お
り
ま

し
た
。
今
後
検
討
を
進
め
ま
す
。

 


 口
に
関
す
る
困
り
事
を
、
疾
患
セ
ン
タ
ー
で
対
応
し
て
い
な
い
の
で
こ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
、
新
た
な
視
点
が
で
き
ま
し
た
。

 
 

②
【

歯
科

受
診

に
繋
が
ら
な
い
・
歯
科
治
療
が
困
難
】

 


 口
腔
疾
患
が
あ
る
が
本
人
の
拒
否
が
強
く
な
か
な
か
治
療
に
繋
が
ら
な
い
ケ
ー

ス
が
あ
る
。
訪
問
診
療
も
選
択
肢
に
上
が
る
が
、
初
回
の
み
で
終
わ
っ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
る
。

 


 家
族
で
あ
っ
て
も
口
腔
ケ
ア
に
は
抵
抗
が
あ
る
人
が
多
く
、
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
る

ま
で
家
族
も
介
入
し
な
い
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
口
腔
ケ
ア
の
教
室
も
開
催

し
て
い
ま
す
が
、
家
族
の
方
も
人
の
口
の
中
ま
で
は
…
と
介
入
が
難
し
い
の
が

現
状
で
す
。
拒
否
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
放
置
に
な
り
が
ち
。

 


 直
接
的
原
因
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
口
腔
内
の
不
調
と
併
せ
て
患
者
本
人
が
イ

ラ
イ
ラ
し
て
い
る
、
落
ち
着
き
が
な
い
等
の
話
し
を
聞
く
こ
と
が
あ
る
。
歯
科

治
療
と

BP
SD

の
関
連
。
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
認
知
症
に
対
応
可
能
な
歯
科
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
が
分
か
ら
な
い
。
小
児
や
障

害
者
対
応
は

H
P
に
謳
っ
て
い
る
。
在
宅
で
の
口
腔
ト
ラ
ブ
ル
・
誤
嚥
性
肺

炎
・
経
口
摂
取
量
低
下
に
よ
る
脱
水
等
の
予
防
。
最
期
の
最
後
の
一
口
ま
で
自

分
の
口
ら
か
摂
取
す
る
た
め
に
、
初
期
か
ら
の
専
門
家
に
よ
る
口
腔
ケ
ア
を
提

供
、
歯
の
保
持
・
義
歯
の
調
整
・
管
理
に
よ
り
咀
嚼
機
能
を
保
つ
。
地
域
で
活

動
す
る
摂
食
・
嚥
下
分
野
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
チ
ー
ム
（
歯
科
医
師
・
歯
科
衛
生

士
・

ST
・

N
s・

管
理

栄
養

士
な

ど
）
の

充
実
（
在
宅

N
ST

の
よ
う
な
イ
メ
ー

ジ
）
と
病

診
連
携
。
ご
家
族
の
フ
ォ
ロ
ー
や
指
導
。


外
来
の
方
で
そ
の
地
域
に
認
知
症
の
方
に
対
応
可
能
な
歯
科
医
療
機
関
が
な
い

場
合
。


認
知
症
の
為
に
口
腔
ア
プ
ロ
ー
チ
を
拒
否
す

る
人
へ
の
対
応
が
で
き
る
ス
キ
ル

が
ス
タ
ッ
フ
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
か
な
り
属
人
的
ス
キ
ル
で
す
が
、
マ
ニ

ュ
ア
ル
で
対
応
出
来
る
で
し
ょ
う
か
。

③
【

要
望

等
】


口
腔
機
能
に
関
す
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
て
欲
し
い
。
な
か
な
か
患
者
様

や
ご
家
族
様
側
か
ら
、
口
腔
ケ
ア
に
関
す
る
相
談
は
全
く
な
く
、
口
腔
ケ
ア
に

関
す
る
関
心
を
高
め
る
こ
と
、
一
般
市
民
に
対
し
て
向
け
て
い
く
こ
と
が
大

切
。
出
来
ま
し
た
ら
、
本
調
査
を
通
じ
て
、
歯
科
医
院
会
か
ら
認
知
症
医
療
セ

ン
タ
ー
と
の
連
携
を
働
き
か
け
て
頂
き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。


口
腔
ケ
ア
・
嚥
下
機
能
の
維
持
に
対
す
る
啓
発
。
エ
ビ
デ
ン
ス
の
集
積
が
必

要
。


現
状
の
対
応
は
十
分
で
な
い
と
思
い
ま
す
。
入
院
患
者
の
検
診
（
歯
科
）
を
ど

う
す
べ
き
か
、
ご
教
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。


口
腔
ケ
ア
、
摂
食
嚥
下
共
に
専
門
性
が
高
い
分
野
の
た
め
、
学
ん
だ
り
、
新
た

な
情
報
を
得
る
機
会
が
も
っ
と
欲
し
い
。

④
【

そ
の

他
】


薬
を
拒
否
し
て
飲
ま
な
い
。


独
居
の
方
な
ど
は
、
見
守
り
や
声
か
け
な
ど
が
な
く
歯
磨
き
を
忘
れ
る
場
合
が

あ
る
。
定
期
的
な
検
診
も
気
軽
に
出
来
る
様
に
な
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。


当
院
に
口
腔
外
科
が
設
置
さ
れ
て
、
特
に
地
域
向
け
に
、
口
腔
外
科
の
医
師
に

お
願
い
し
、「

加
齢
に
よ
る
口
腔
内
の
変
化
と
ケ
ア
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
研
修

会
を
開
催
し
ま
す
。
地
域
に
も
熱
心
に
認
知
症
の
方
に
か
か
わ
る
歯
科
医
師
も

お
り
ま
す
の
で
、
今
後
共
診
断
後
支
援
と
い
う
こ
と
で
も
連
携
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。


受
診
ケ
ー
ス
に
口
腔
ケ
ア
の
対
象
者
が
い
な
か
っ
た
。


家
族
が
困
っ
て
い
そ
う
、
食
べ
れ
な
い
？
と
観
察
し
て
頂
け
る
よ
う
声
を

か
け

て
い
ま
す
。


セ
ン
タ
ー
併
設
病
院
に
多
数
の
歯
科
衛
生
士
が
常
駐
し
て
お
り
、
地
区
歯
科
医

師
会
と
の
連
携
も
良
好
で
特
に
困
っ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
積
極
的
に
地
区
の
オ

ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。


ケ
ア
用
品
が
高
値
の
た
め
、
経
済
的
負
担
が
大
き
く
な
り
、
十
分
な
物
品
を
準

備
出
来
な
い
方
が
多
い
。


基
本
的
に
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
・
デ
イ
ケ
ア
・
ヘ
ル
パ
ー
と
連
携
を
と
り
、

時
に
は
訪
問
看
護
指
示
を
行
い
、
出
来
る
範
囲
で
介
入
を
行
っ
て
い
る
。
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4. 郵送調査①：C. 郡市区歯科医師会

（1）概要について

i. 地域の人口規模

回答を得られた郡市区歯科医師会（534 ヶ所）のうち、地域の人口規模が最も多かったのは

「5～10 万人」が 26.6％（142 ヶ所）、次いで「10～20 万人」が 25.7％（137 ヶ所）、「20～50
万人」が 19.7％（105 ヶ所）であった。 

図表 26 地域の人口規模 

ii. 会員診療所数

回答を得られた郡市区歯科医師会（534 ヶ所）のうち、会員診療所数は「100 ヶ所未満」が

73.6％（393 ヶ所）と最も多かった。 

図表 27 会員診療所数 

iii. 在宅歯科連携室＊の機能の有無

＊住民や医療・介護等の連携窓口としての調整機能や相談窓口、機材の貸出等を担う。

在宅歯科連携室の機能を持っている郡市区歯科医師会は、73.0％（390 ヶ所）であった。 

図表 28 在宅歯科連携室の機能の有無 

1.1%
0.7%

7.1%
11.2%

26.6%
25.7%

19.7%
5.2%

0.7%
1.9%

0% 10% 20% 30% 40%

5千人未満

5千～1万人

1～3万人

3～5万人

5～10万人

10～20万人

20～50万人

50万人以上

分からない

無回答

73.6 24.7 0.6 1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=534）

100ヶ所未満 100～500ヶ所 501～1,000ヶ所 1,001ヶ所以上 無回答

73.0 26.0 0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=534）

持っている 持っていない 無回答
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iv. 認知症患者が来院した際の連携先に関する情報の提示

地域包括支援センターや認知症初期集中支援チームから紹介があり、認知症患者（疑い含

む）が来院した際の連携先を会員に提示している郡市区歯科医師会は、22.5％（120 ヶ所）で

あった。

図表 29 認知症患者が来院した際の連携先に関する情報の提示 

v. 認知症・障がい者・車いす対応が分かる一覧の有無

歯科医療機関における認知症・障がい者・車いす対応の有無が分かる一覧（医療機関名簿

等）がある郡市区歯科医師会は、47.0％（251 ヶ所）であった。 

図表 30 認知症・障がい者・車いす対応が分かる一覧の有無 

一覧がある郡市区歯科医師会（251 ヶ所）のうち、患者向けに紙配布または web 等で公開し

ている郡市区歯科医師会は、73.7％（185 ヶ所）であった。 

図表 31 認知症・障がい者・車いす対応が分かる一覧の患者への公開 

22.5 75.8 1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=534）

提示している 提示していない 無回答

47.0 51.7 1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=534）

ある ない 無回答

73.7 25.1 1.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=251）

公開している 公開していない 無回答

- 95 -



（2）市区町村の高齢者施策および認知症施策への参画について

i. 市区町村や保健所の高齢者施策または認知症施策への関与

市区町村や保健所の高齢者施策（第 9 期介護保険事業計画策定など）または認知症施策に関

与している郡市区歯科医師会は、79.2％（423 ヶ所）であった。 

図表 32 高齢者施策または認知症施策への関与 

高齢者施策または認知症施策に「関与していない」理由は、主に①【行政から依頼がな

い】、②【個々の歯科医療機関が対応している】、③【業務・マンパワー不足】、④【地域特

性・課題】、⑤【その他】のカテゴリに分けられた。各回答は P.102-103 に示す。 

ii. 認知症初期集中支援チームへの参画

市区町村の認知症初期集中支援チームに歯科医師（歯科医師会の代表者等）または歯科衛生

士（行政以外の所属）が参画している郡市区歯科医師会は、29.4％（157 ヶ所）であった。 

図表 33 認知症初期集中支援チームへの参画 

iii. 認知症ケアパス作成への関与

市区町村の認知症ケアパスの作成に関与している郡市区歯科医師会は、30.3％（162 ヶ所）

であった。

図表 34 認知症ケアパス作成への関与 

認知症ケアパスの作成に「関与していない」理由は、主に①【要請・依頼がない】、②【認知症

施策には関わっているが認知症ケアパス作成には関与していない】、③【認知症ケアパス・作成

の有無を知らない】、④【認知症ケアパスが作成されていない】、⑤【理由不明】、⑥【検討

中】、⑦【その他】のカテゴリに分けられた。各回答は P.104-108 に示す。 

79.2 18.4 2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=534）

関与している 関与していない 無回答

29.4 52.6 13.7 4.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=534）

参画している 参画していない 分からない 無回答

30.3 68.2 1.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=534）

関与している 関与していない 無回答

- 96 -



認知症ケアパスの作成に関与している郡市区歯科医師会（162 ヶ所）のうち、電話番号も含

めて歯科に関する記載があるのは 33.3％（54 ヶ所）、電話番号の記載はないが歯科に関する記

載があるのは 38.3％（62 ヶ所）であった。 

図表 35 認知症ケアパスへの歯科に関する記載の有無 

（3）認知症疾患医療センターとの連携について

認知症疾患医療センターが地区内にある郡市区歯科医師会（375 ヶ所）から回答を得た。

i. 認知症疾患医療センター地域連携会議に関する開催連絡の有無

認知症疾患医療センターが開催している、認知症疾患医療センター地域連携会議の開催情報

について「連絡がある」と回答した郡市区歯科医師会は、23.7％（89 ヶ所）であった。 

図表 36 認知症疾患医療センター地域連携会議に関する開催連絡の有無 

ii. 認知症疾患医療センター地域連携会議への参画

認知症疾患医療センター地域連携会議の開催情報について「連絡がある」と回答した郡市区

歯科医師会（89 ヶ所）のうち、認知症疾患医療センター地域連携会議の参画を「依頼されてい

る」と回答したのは 78.7％（70 ヶ所）であった。 

図表 37 認知症疾患医療センター地域連携会議への参画依頼の有無 

33.3 38.3 26.5 1.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=162）

記載がある（電話番号も掲載） 記載がある（電話番号の掲載なし）
歯科に関する記載はない 無回答

23.7 56.6 18.7 1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=375）

連絡がある 連絡がない 分からない 無回答

78.7 20.2 1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=89）

依頼されている 依頼されていない 無回答
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また、認知症疾患医療センター地域連携会議の参画を「依頼されている」と回答した郡市区

歯科医師会（70 ヶ所）のうち、実際に参画している郡市区歯科医師会は 80.0％（56 ヶ所）で

あった。

図表 38 認知症疾患医療センター地域連携会議への参画 

iii. 認知症疾患医療センター開催の多職種向け研修会に関する開催連絡の有無

認知症疾患医療センターが開催している多職種向け研修会（認知症疾患医療センター地域連

携会議以外）の開催情報について「連絡がある」と回答した郡市区歯科医師会は、40.3％
（151 ヶ所）であった。 

図表 39 認知症疾患医療センター開催の多職種向け研修会に関する開催連絡の有無 

また、認知症疾患医療センターが開催している多職種向け研修会の開催情報について「連絡

がある」と回答した郡市区歯科医師会（151 ヶ所）のうち、実際に参加している郡市区歯科医

師会は 83.4％（126 ヶ所）であった。 

図表 40 認知症疾患医療センター開催の多職種向け研修会への参加 

80.0 7.1 12.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=70）

参画している 参画していない 無回答

40.3 57.3 2.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=375）

連絡がある 連絡がない 無回答

83.4 3.3 13.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=151）

参加している 参加していない 分からない
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（4）高齢者医療・介護に関する多職種連携研修について 
i. 高齢者医療・介護に関する多職種連携研修の開催状況 

回答を得られた郡市区歯科医師会（534 ヶ所）のうち、高齢者（要介護高齢者含む）医療・

介護に関する多職種連携研修を主催している郡市区歯科医師会は、57.5％（307 ヶ所）であっ

た。 

図表 41 高齢者医療・介護に関する多職種連携研修の主催の有無 

 

高齢者医療・介護に関する多職種連携研修を主催している郡市区歯科医師会（307 ヶ所）の

うち、開催している研修の形式は「講義形式」が 94.5％（290 ヶ所）で最も多かった。 

図表 42 高齢者医療・介護に関する多職種連携研修の開催形式【複数回答】 

 
その他の回答は以下の通り。 

 グループワーク（他 1 件）  パネルディスカッション 

 デモによる実習  医師会とのカンファレンス 

 紙面と web による開催  

ii. 高齢者医療・介護に関する多職種連携研修の受講状況 
高齢者（要介護高齢者含む）医療・介護に関する多職種連携研修（主催者問わず）を会員が

「受講している」と回答した郡市区歯科医師会は、78.8％（421 ヶ所）であった。 

図表 43 高齢者医療・介護に関する多職種連携研修の会員の受講状況 

  

57.5 42.1 0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=534）

あり なし 無回答

94.5%

30.6%

24.8%

2.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

講義形式

症例検討

実技の実習

その他

78.8 2.1 18.0 1.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=534）

受講している 受講していない 分からない 無回答
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iii. 郡市区歯科医師会以外が開催する実務を学ぶ研修の受講状況

郡市区歯科医師会以外が開催している、高齢者（要介護高齢者含む）に対する歯科治療・口

腔衛生管理等に関する実務（手技等）を学ぶ研修を会員が「受講している」と回答した郡市区

歯科医師会は、44.0％（235 ヶ所）であった。 

図表 44 郡市区歯科医師会以外が開催する実務を学ぶ研修の会員の受講状況 

会員が「受講している」と回答した郡市区歯科医師会（235 ヶ所）が把握していた、具体的

な主催者は都道府県歯科医師会が 71.1％（98 ヶ所）と最も多かった。 

図表 45 高齢者医療・介護に関する多職種連携研修の開催形式【複数回答】 

その他の回答は以下の通り

 多野藤岡リハビリ研究会、医療介護連携センターふじおか

 中越 NST

 CCN かわごえ（地域包括ケアシステム）

 PDN、神奈川摂食嚥下リハビリテーション研究会県央地区

 PT・OT・ST 部会研修会（リハビリ部会）

 あまミぽ

 かも丸ネット研修会

 ライフドアすわ

 リフレケアセミナー 東海オーラルケアマネジメント研究会

 岡山大学公開講座 摂食・嚥下リハビリテーション従事者研修会

 介護支援専門員協会

 業者等

 両盤地区介護支援専門員協議会

 恵那デンタルスタディグループ

 在宅医療介護予防推進センター、中京在宅医療介護多職種連携支援センター

44.0 12.7 42.9 0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=534）

受講している 受講していない 分からない 無回答

77.7%
10.7%

9.8%
4.2%
4.2%

11.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

都道府県歯科医師会

医師会

行政

病院

学会

その他
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 在宅医療連携支援センター

 新潟大学摂食嚥下リハビリテーション分野、日本歯科大学新潟生命歯学部、燕・弥彦医療介

護センター

 地域リハビリテーション広域支援センター

 東和薬品株式会社

 宮城県保険医協会

 薬剤師会

 保険医師会

 芳賀 4 町在宅医療、介護推進連携事業、多職種研修会

 諫早市在宅ケアサークル、県央地域リハビリテーション広域支援センター、諫早市在宅医

療・介護連携支援センター

（5）認知症対応力向上研修の受講状況について

会員の認知症対応力向上研修の受講状況を把握している郡市区歯科医師会は、39.1％（209 ヶ

所）であった。

図表 46 認知症対応力向上研修の受講状況の把握の有無 

（6）認知症の人の歯科治療における医療連携に関する課題について

認知症の人の歯科治療における医療連携に関する課題について回答があった郡市区歯科医師会

は、56.9％（304 ヶ所）であった。

図表 47 認知症の人の歯科治療における医療連携に関する課題について 

主な課題内容は、①【連携できていない】、②【情報共有が不足】、③【歯科医療従事者におけ

る課題】、④【多職種連携の必要性】、⑤【本人・家族・他職種への歯科の重要性の周知の必要

性】、⑥【マンパワー・社会的資源の不足】、⑦【コスト面について】、⑧【認知症の診断につい

て】、⑨【認知症発症前からの歯科受診の重要性】、⑩【その他】のカテゴリに分けられた。

また、⑪【認知症の人への歯科治療】に関する課題も多く回答を得られた。各回答は P.109-125 
に示す。

39.1 59.6 1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=534）

把握している 把握していない 無回答

56.9 43.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=534）

回答あり 回答なし
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（
2）

ⅰ
高

齢
者
施
策
お
よ
び
認
知
症
施
策
に

関
与

し
て

い
な

い
理

由
 

原
則
と
し

て
原
文

マ
マ

（
明

ら
か

な
誤

字
は

修
正

の
う
え

記
載

）
 

①
【

行
政

か
ら

依
頼
が
な
い
】


要
請
・
依
頼
が
な
い
。（

他
17

件
）


行
政

よ
り

連
絡

が
な

い
。
（
他

4
件
）


案
内
が
な
い
為
。（

他
4
件
）


市
の
委
員
会
等
、
呼
ば
れ
な
い
。


第

9
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
つ
い
て
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
。
（
関
連
委
員
会
の

開
催
に
つ

い
て
も
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
。）


医
師
会
主
導
で
行
っ
て
お
り
、
声
を
か
け
ら

れ
て
い
な
い
。


行
政
と
そ
こ
ま
で
連
携
が
取
れ
て
い
な
い
。


自
治
体
が
歯
科
に
高
齢
者
施
策
へ
の
参
画
を

重
要
視
し
て
い
な
い
為
。


市
か
ら
要

請
が
無
い
。
ま
た
会
と
し
て
人
材

も
不
足
し
て
い
る
。


関
連
委
員

会
の
会
議
に
は
出
席
・
参
加
す
る

が
、
そ
れ
以
上
の
進
展
は
な
い
。

②
【

個
々

の
歯

科
医
療
機
関
が
対
応
し
て
い
る

】


当
歯
科
医
師
会
と
し
て
は
そ
の
部
署
を
現
在
組
織
し
て
い
な
い
。
個
別
の
歯
科

医
院
で
の
対
応
は
あ
る
。


町
村
単
位
の
歯
科
医
師
会
で
は
、
会
合

et
c.に

委
員
が
参
画
し
て
い
る
と
こ
ろ

が
あ
る
か

、
地
区
歯
科
医
師
会
の
レ
ベ
ル
で

は
、
統
括
的
に
は
、
今
の
と
こ
ろ

関
与
し
て

い
な
い
。


町
村
数
が
多
い
た
め
個
別
に
対
応
し
て
い
る

。


大
分
市
は

3
郡
市
に
分

か
れ
て

お
り
、

当
会
は
直
接
的
に
関

与
し
て
い
な
い
為

（
会
員
数

10
数
名

の
会

の
為

）。


全
体
で
は
な
く
、
個
別
に
対
応
し
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。


高
齢
者
施

策
は
各
自
歯
科
医
院
で
個
別
に
対

応


各
歯
科
医
院
が
個
別
に
対
応
し
て
お
り
、
歯
科
医
師
会
や
行
政
と
は
少
し
ず
つ

話
し
合
い
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。


各
会
員
が
希
望
者
の
み
県
歯
の
研
修
会
を
受
講
し
て
い
る
。


会
と
し
て
対
応
は
し
て
い
な
い
が
、
個
人
歯
科
医
院
を
通
じ
て
行
っ
て
い
る
。


４
市
１
町
を
管
轄
す
る
地
区
で
あ
り
、
市
町
規
模
に
差
が
あ
る
。
支
部
ご
と
の

対
応
に
な
り
、
や
っ
て
い
る
所
も
あ
る
が
、
な
い
所
も
あ
る
。

③
【

業
務

・
マ

ン
パ
ワ
ー
不
足

】


マ
ン
パ
ワ
ー
の
不
足
。（

他
1
件
）


多
忙
。


歯
科
医
師
会
員
が
少
な
い
為
。


会
員
数
が
少
な
く
非
力
な
た
め
。
実
働
会
員
数

8
名
。


一
般
診
療
が
忙
し
く
、
そ
こ
ま
で
手
が
回
ら
な
い
。
関
連
委
員
会
や
会
議
に
誰

も
出
席
し
た
が
ら
な
い
。

④
【

地
域

特
性

・
課
題
】


市
が
認
知
症
施
策
を
行
っ
て
い
な
い
。
医
療
と
介
護
の
研
修
会
や
自
立
支
援
型

地
域
ケ
ア
会
議
な
ど
に
は
参
加
し
て
お
り
、
そ
の
中
に
は
認
知
症
の
ケ
ー
ス
も

あ
る
が
、
認
知
症
に
特
化
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。


ま
だ
明
確
な
体
制
が
整
っ
て
い
な
い
。


市
町
村
で
の
施
策
が
な
い
。


北
九
州
市
行
政
の
中
に
認
知
症
支
援
・
介
護
予
防
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
。


行
政
や
保
健
所
に
て
、
認
知
症
に
特
化
し
た
施
策
が
特
に
行
わ
れ
て
い
な
い
た

め
。


認
知
症
以
外
の
高
齢
者
に
つ
い
て
は
関
与
し
て
い
る
。


特
に
必
要
が
無
い
状
況
の
為
。
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
 現

在
、
市
町
村
と
の
間
で
主
に
ガ
ン
治
療
の
際
の
周
術
期
口
腔
管
理
に
つ
い

て
、
医
科
歯
科
連
携
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
て
お
り
、
認
知
症
患
者
に
つ
い
て

は
手
つ
か
ず
で
す
。

 
 

⑤
【

そ
の

他
】

 


 明
確
な
理
由
は
分
か
ら
な
い
。（

他
3
件
）

 


 各
市
町
村
単
位
で
の
対
応
に
つ
い
て
は
不
明
。

 


 認
知
症
に
限
っ
て
の
紹
介
が
ほ
と
ん
ど
無
い
為
。

 


 今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
い
る
か
、
コ
ロ
ナ

の
影
響
に
よ
り
こ
の
数
年
は
進
行

し
て
い
な
い
。

 


 高
齢
者
施

設
か
ら
直
接
の
依
頼
に
対
応
す
る
事
で
十
分
と
考
え
て
い
る
か
ら
。

 


 県
に
お
い
て
栃
木
県
は
障
害
者
歯
科
紹
介
所
が
歯
科
医
師
会
館
内
に
あ
り
、
機

能
し
て
居
り
、
患
者
ま
た

は
診
療
所
の
相
談
依
頼
が
あ
る
場
合
、
地
域
の
訪
問

ま
た
受
入

可
能
な
診
療
所
の
紹
介
を
行
っ
て
い
る
。
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（
2）

ⅲ
認

知
症
ケ
ア
パ
ス
の
作
成
に

関
与
し

て
い

な
い

理
由

 
原
則
と
し

て
原
文

マ
マ

（
明

ら
か

な
誤

字
は

修
正

の
う
え

記
載

）
 

①
【

要
請

・
依

頼
が
な
い
】


市
町
村
（
行
政
）
か
ら
の
依
頼
・
要
請
が
な
い
。
（
他

48
件
）


案
内
が
な

い
。
（
他

1
件
）


市
町
村
、
医
師
会
等
よ
り
依
頼
・
相
談
が
な

い
為
。


市
行
政
か
ら
作
成
関
与
に
つ
い
て
連
絡
は
あ

り
ま
せ
ん
。


市
区
町
村
の
ケ
ア
パ
ス
に
つ
い
て
、
連
絡
が

無
い
為
。


市
よ
り
特
に
依
頼
さ
れ
な
か
っ
た
。
理
由
不

明
。


市
か
ら
連

絡
が
来
な
い
た
め
。


参
画
を
求

め
ら
れ
な
か
っ
た
。


作
成
の
連

絡
を
受
け
な
か
っ
た
。


作
成
に
関

し
て
市
区
町
村
よ
り
連
絡
が
な
い

。


今
の
と
こ

ろ
特
に
案
内
や
依
頼
は
な
い
。


関
与
へ
の

依
頼
が
な
い


依
頼
が
な

か
っ
た
。
内
容
に
も
関
与
し
て
い

な
い
。


ケ
ア
パ
ス
作
成
に
つ
い
て
市
町
村
よ
り
依
頼

が
な
い
。


先
ず
依
頼
が
な
い
と
思
い
ま
す
。


認
知
症
ケ
ア
パ
ス
作
成
に
つ
い
て
の
案
内
は
な
い
。


認
知
症
ケ
ア
パ
ス
に
つ
い
て
の
案
内
が
な
い
た
め
。


特
に
相
談
等
が
な
い
為
。


特
に
行
政
か
ら
相
談
・
依
頼
を
受
け
て
い
な
い
た
め
。


特
に
求
め
が
な
い
た
め
。


声
が
か
か
ら
な
い
。


誘
わ
れ
て

い
な
い
。


歯
科
医
師

会
へ
の
参
画
依
頼
無
。


歯
科
医
師
会
に
報
告
等
が
な
い
の
で
分
か
ら
な
い
。


歯
科
医
師
会
に
正
式
に
話
が
来
な
い
。


歯
科
医
師
会
に
は
参
加
の
依
頼
が
な
い
。


郡
市
歯
科
医
師
会
に
は
関
与
の
要
請
は
な
い
。


関
与
に
関
す
る
依
頼
が
な
か
っ
た
。
あ
る
い
は
歯
科
医
師
会
を
窓
口
に
し
て
い

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。


当
会
と
し
て
関
与
し
た
い
が
何
の
連
絡
も
な
い
。


県
や
市
（
行
政
）
か
ら
当
歯
科
医
師
会
へ
の
「
声
が
け
」
が
な
い
た
め
。


歯
科
医
師
会
と
市
区
町
村
と
の
間
で
要
請
・
取
り
決
め
等
な
い
た
め
。


市
町
村
よ
り
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
な
ど
の
参
画
に
つ
い
て
、
私
が
会
長
に
な
っ
て

2
年
未
満
で
あ
る
が
、
引
き
継
ぎ
に
際
し
て
も
伺
っ
た
事
は
な
い
。


市
町
村
か
ら
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
の
作
成
に
関
す
る
問
合
せ
が
な
い
。


市
町
村
が
ケ
ア
パ
ス
を
作
成
し
て
い
る
か
ど
う
か
も
わ
か
ら
な
い
。
相
談
や
問

合
せ
も
な
い
。


未
周
知
。


作
成
す
る
に
あ
た
り
、
協
力
を
求
め
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
。


行
政
当
局
や
医
師
会
等
か
ら
依
頼
等
ア
プ
ロ
ー
チ
は
一
切
な
い
。


行
政
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
り
ま
せ
ん
。


行
政
よ
り
働
き
が
け
が
な
い
た
め
。


行
政
か
ら
関
与
し
て
欲
し
い
旨
の
連
絡
が
な
い
た
め
。


行
政
が
ま
だ
対
応
し
て
い
な
い
と
思
う
。


関
係
機
関
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
い
な
い
た
め
。


関
与
の
仕
方
が
不
明
。
行
政
か
ら
呼
び
か
け
無
し
。


会
議
（
ケ
ア
パ
ス
作
成
の
）
に
呼
ば
れ
て
な
い
。


旭
市
よ
り
関
与
す
る
よ
う
に
と
言
わ
れ
て
い
な
い
。


ま
だ
、
市
区
町
村
の
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
に
は
、
関
与
依
頼
が
特
に
な
い
た
め
。


そ
う
い
っ
た
話
が
無
い
か
ら
で
す
。
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
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
な
い
た
め
。


ケ
ア
パ
ス
作
成
に
関
し
て
市
よ
り
連
絡
等
受
け
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。


ケ
ア
パ
ス
の
依
頼
も
な
い
。
ま
た
作
成
に
も
関
与
し
て
い
な
い
。


地
区
内
行
政
単
位
で
の
そ
れ
ぞ
れ
ケ
ア
パ
ス
作
成
の
情
報
を
有
し
て
い
な
い
。

ま
た
、
認

知
症

ケ
ア

パ
ス

作
成
へ
の
地
区
歯

科
医
師
会
へ
の
参
画
要
請
も
今
の

と
こ
ろ
受
け
て
い
な
い
。


市
か
ら
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
に
つ
い
て
作
成
に
関
与
し
て
い
な
い
。


医
科
と
地
方
自
治
体
の
間
で
は
存
じ
ま
せ
ん
が
、
歯
科
に
つ
い
て
は
話
が
き
た

事
が
あ
り
ま
せ
ん
。


市
が
作
成
し
配
布
さ
れ
て
い
る
。
歯
科
医
師
会
に
、
意
見
は
求
め
ら
れ
て
い
な

い
。

②
【

認
知

症
施
策
に
は
関
わ
っ
て
い
る
が
認
知
症

ケ
ア

パ
ス

作
成

に
は

関
与

し
て

い
な

い
】


市
町
村
の
作
成
に
認
知
症
対
応
歯
科
医
療
機
関
の
選
定
に
は
関
与
。


認
知
症
関
連
の
会
議
に
は
参
加
し
て
い
る
が
、
パ
ス
な
ど
の
詳
細
な
内
容
に
は

関
与
し
て
い
な
い
。


認
知
症
患
者
の
受
け
入
れ
先
は
出
し
て
あ
り

ま
す
が
、
作
成
に
は
直
接
関
与
し

て
い
ま
せ

ん
。


認
知
症
を
含
め
た
高
齢
者
の
医
療
介
護
事
業

に
関
す
る
行
政
の
会
議
に
は
出
席

し
て
い
る
が
、
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
の
作
成
に

参
画
し
た
実
績
は
な
い
。
ま
た
、

行
政
か
ら
そ
の
要
望
も
な
い
。


認
知
症
に
特
化
し
た
ケ
ア
パ
ス
に
は
関
わ
っ

て
い
な
い
。
介
護
事
業
の
中
で
は

関
与
し
て
い
る
が
、
認
知
症
に
特
化
し
た
も

の
に
は
関
わ
っ
て
い
な
い
。


中
野
区
認
知
症
対
策
部
会
で
は
、
医
科
診
療

所
を
中
心
に
認
知
症
患
者
の
早
期

発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
の
健
診
事
業
が
今

秋
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る
。
他
職

種
（
歯
科
を
含
む
）
と
の
ケ
ア
パ
ス
の
作
成

に
つ
い
て
は
、
討
論
・
検
討
中
の

段
階
で
あ
る
。


多
職
種
連
携
の
会
議
に
は
出
席
し
て
い
る
が
、
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
作
成
に
関
し

て
、
歯
科
医
師
会
と
し
て
参
画
を
要
請
さ
れ
て
い
な
い
。


市
区
町
村
の
福
祉
対
策
で
は
行
っ
て
い
る
が
、
本
会
で
は
直
接
行
っ
て
い
な

い
。
行
政
の
福
祉
委
員
会
等
に
会
か
ら
参
加
し
て
い
る
。


市
あ
る
い
は
介
護
広
域
連
合
で
の
会
議
に
は
参
加
し
意
見
を
述
べ
て
い
る
が
、

作
成
に
は
関
与
し
て
い
な
い
。


三
師
会
及
び
多
職
種
関
係
者
の
委
員
会
で
若
干
掲
示
を
受
け
た
が
、
歯
科
は
作

成
に
関
わ
っ
て
い
な
い
。


県
市
の
作
成
に
は
関
与
し
て
い
な
い
が
、
包
括
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
市
内
）

を
通
じ
て
、
ア
ド
バ
イ
ス
等
は
し
て
い
ま
す
。


関
連
会
議
に
は
出
席
し
て
い
る
が
、
ケ
ア
パ
ス
の
作
成
に
は
直
接
関
与
は
し
て

い
な
い
。


委
員
会
等
、
出
席
し
て
い
る
が
、
関
与
し
て
い
な
い
。


関
連
委
員
会
会
議
な
ど
に
は
出
席
し
て
い
る
が
、
ケ
ア
パ
ス
の
作
成
に
関
し
て

市
か
ら
要
請
が
今
年
度
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
過
去
に
お
い
て
関
与
し
て
い
た

か
は
、
現
在
手
元
の
資
料
に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
す
み
ま
せ
ん
、
確
認
で
き
ま

せ
ん
。


医
療
連
携
推
進
事
業
と
し
て
、
行
政
・
高
齢
者
支
援
課
と
は
連
携
は
取
れ
て
い

る
が
、
ケ
ア
パ
ス
の
作
成
は
し
て
い
な
い
。


ケ
ア
会
議
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
会
議
等
や
各
種
連
携
会
議
に
は
出
て
い
る
が
、

ま
だ
し
っ
か
り
と
し
た
流
れ
の
中
で
の
各
医
院
の
提
示
は
し
て
い
な
い
。


ケ
ア
パ
ス
作
成
に
は
呼
ば
れ
て
い
な
い
。
地
域
包
括
ケ
ア
作
成
の
部
分
で
の
参

加
有
り
。


い
ろ
い
ろ
会
議
に
は
参
加
し
て
い
ま
す
が
、
作
成
に
関
与
し
て
い
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。


 （
鹿
児
島
市
）
医
療
と
介
護
に
関
す
る
委
員
会
で
似
た
内
容
を
協
議
し
て
い
る
。
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
 都

道
府
県
で
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
に
似
た
内
容
の
も
の
を
作
成
し
た
際
に
関
わ
っ

た
が
、
市
区
町
村
の

作
成

は
関

与
し
て

い
な
い
。

 
 

③
【

認
知

症
ケ

ア
パ
ス
・
作
成
の
有
無
を
知
ら

な
い

】
 


 認

知
症
ケ
ア
パ
ス
に
つ
い
て
知
ら
な
か
っ
た
。（

他
5
件
）

 


 作
成
さ
れ
て
い
る
か
不
明
。（

他
3
件
）

 


 認
知
症
ケ
ア
パ
ス
を
初
め
て
聞
い
た
た
め
、
分
か
ら
な
い
。（

他
2
件
）

 


 認
知
症
ケ
ア
パ
ス
を
み
た
こ
と
が
な
い
の
で
分
か
ら
な
い
。

 


 認
知
症
ケ
ア
パ
ス
の
周
知
が
さ
れ
て
い
な
い
た
め
。

 


 認
知
症
ケ
ア
パ
ス
が
あ
る
こ
と
も
よ
く
知
ら

な
い
。
歯
科
に
対
し
て
は
、
い
ろ

い
ろ
な
情
報
提
供
が
少
な
い
と
感
じ
る
。
認

知
症
の
患
者
は
日
常
的
に
診
て
い

る
の
に
声
は
か
か
ら
な
い
。

 


 特
に
自
治

体
か
ら
の
要
請
が
な
い
し
、
そ
も

そ
も
「
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
」
に
つ

い
て
の
知

識
が
な
い
。

 


 市
で
作
成

し
て
い
る
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
の
存

在
も
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

 


 認
知
症
ケ
ア
パ
ス
作
成
に
関
与
し
て
い
な
い

と
思
わ
れ
る
。
ケ
ア
パ
ス
自
体
の

存
在
も
理
解
し
て
い
な
い
。

 


 当
会
で
は

把
握
し
て
い
な
い
。

 


 市
で
は
検

討
し
て
い
る
様
だ
け
不
明
。

 


 過
去
に
あ
っ
た
か
不
明
。

 


 状
況
が
わ
か
ら
な
い
。

 


 ケ
ア
パ
ス

の
有
無
を
知
ら
な
い
。

 
 

④
【

認
知

症
ケ

ア
パ

ス
が
作
成
さ
れ
て
い
な

い
】

 


 認
知
症
ケ
ア
パ
ス
は
市
町
村
で
は
作
成
し
て
な
い
。（

他
6
件
）

 


 認
知
症
ケ
ア
パ
ス
の
形
態
を
取
っ
て
い
な
い
た
め
（
区
が
）。

 


 認
知
症
ケ
ア
に
関
す
る
事
業
が
ま
だ
確
立
さ
れ
て
い
な
い
た
め
。

 


 当

市
で
は
ま
だ
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
が
な
さ
そ
う
に
思
わ
れ
る
。

 


 市
区
町
村
の
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
が
ま
だ
無
い
と
思
わ
れ
る
。

 


 行
政
や
保
健
所
に
て
、
認
知
症
に
特
化
し
た
施
策
が
特
に
行
わ
れ
て
い
な
い
た

め
。

 


 行
政
と
は
ま
だ
話
し
合
い
が
進
ん
で
お
ら
ず
、
金
沢
や
小
松
な
ど
よ
り
遅
れ
て

い
ま
す
。

 


 そ
も
そ
も
そ
の
よ
う
な
会
議
が
存
在
し
な
い
為
。

 


 ケ
ア
パ
ス
自
体
、
作
成
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
も
分
か
ら
な
い
。

 


 ケ
ア
パ
ス
に
関
し
て
の
会
議
等
、
開
催
さ
れ
た
事
が
な
い
。

 


 動
き
が
な
い
。

 


 未
着
手
。

 


 認
知
症
ケ
ア
パ
ス
は
な
い
が
、
症
例
ご
と
に
対
応
し
て
い
る
。

 
 

⑤
【

理
由

不
明
】

 


 不
明
。（

他
14

件
）

 


 特
に
理
由
な
し
。（

他
8
件
）

 
 

⑥
【

検
討

中
】

 


 準
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

 


 現
在
検
討
中
。

 


 今
後
検
討
の
予
定
。

 


 今
後
の
検
討
課
題
と
議
論
中
。

 


 今
後
、
医
師
会
等
の
多
職
種
と
連
携
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
。

 


 行
政
が
作
成
し
て
い
る
が
、
今
後
関
与
す
る
よ
う
に
要
望
し
て
い
る
。

 


 現
在
歯
科
保
健
活
動
の
見
直
し
を
市
と
行
っ
て
お
り
、
今
後
取
り
組
ん
で
い
く

予
定
で
す
。

 


 ま
だ
ま
だ
準
備
不
足
の
為
。
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
 そ

こ
ま
で
は
対
応
し
て
い
な
い
。
今
後
対
応
し
て
い
く
。

 
 

⑦
【

そ
の

他
】

 


 作
成
に
関
す
る
条
件
が
整
っ
て
い
な
い
。

 


 市
の
認
知
症
対
策
に
は
、
歯
科
の
需
要
が
な
い
為
。

 


 市
の
作
成
資
料
に
訪
問
歯
科
医
療
が
出
来
る

歯
科
医
院
の
掲
載
の
み
。

 


 市
と
の
共
有
が
な
い
。

 


 在
宅
療
養

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
認
知
症
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に

は
記
載
さ

れ
て
い
な
い
。

 


 高
齢
者
施
設
か
ら
直
接
の
依
頼
に
対
応
す
る
事
で
十
分
と
考
え
て
い
る
か
ら
。

 


 総
合
病
院
内
の
歯
科
医
師
、
歯
科
衛
生
士
が
関
与
。

 


 静
岡
市
に
て
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
シ
ー
ト
は
作

成
さ
れ
て
い
る
。
「
か
か
り
つ
け
歯

科
医
」
に
相
談
す
る
よ
う
記
載
は
さ
れ
て
い

る
が
、
各
歯
科
医
院
の
電
話
番
号

は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

 


 行
政
と
そ
こ
ま
で
連
携
が
取
れ
て
い
な
い
。

 


 医
師
会
の
「
も
の
忘
れ
相
談
医
リ
ス
ト
」
が

収
載
さ
れ
て
い
る
「
認
知
症
あ
ん

し
ん
ガ
イ
ド
」
が
配
布
さ
れ
て
い
る
。

 


 芦
屋
市
の
支
援
チ
ー
ム
に
参
画
し
て
い
な
い
。

 


 詳
細
不
明
の
た
め
。

 


 手
順
が
不
明
の
た
め
。

 


 現
時
点
で

は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

 


 栃
木
県
歯
科
医
師
会
が
主
催
で
、
市
は
関
与
し
て
い
な
い
。

 


 大
分
市
は

3
郡
市

に
分

か
れ
て

お
り
、

当
会
は
直
接
的
に
関
与
し
て
い
な
い

為
。

 


 市
町
村
で

作
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
当
会
は
関
与
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

 


 会
員
個
人
で
関
わ
っ
て
い
る
た
め
、
会
と
し
て
は
関
与
し
て
い
な
い
。

 


 当
歯
科
医
師
会
と
し
て
は
関
わ
っ
て
い
な
い
。

 


 県

歯
科
医
師
会
で
は
行
っ
て
い
る
の
で
そ
ち
ら
で
は
関
わ
っ
て
い
る
。

 


 医
師
会
が
主
に
関
与
し
て
お
り
、
歯
科
医
師
会
は
関
与
し
て
い
な
い
。

 


 小
規
模
歯
科
医
師
会
の
た
め
、
県
歯
の
対
応
を
お
願
い
し
て
い
る
。

 


 地
区
医
師
会
に
任
せ
て
い
る
。

 


 人
員
不
足
。

 


 認
知
症
に
積
極
的
に
関
わ
る
ド
ク
タ
ー
が
少
な
い
。

 


 地
域
が
広
域
の
た
め
相
談
員
が
配
置
で
き
な
い
。

 


 対
応
で
き
る
医
院
が
少
な
い
為
。

 


 歯
科
医
師
会
員
数
が
少
な
い
為
。

 


 市
と
医
師
会
と
で
作
成
し
て
い
る
。

 


 市
と
し
て
関
与
し
て
い
る
の
で
。

 


 市
が
作
成
し
て
い
る
。

 


 高
松
市
の
住
宅
ケ
ア
便
利
帳
作
成
の
際
に
関
わ
っ
た
。

 


 県
に
お
ま
か
せ
。

 


 3
町
（
行
政
単
位
）
よ
り
な
っ
て
お
り
、
各
町
異
な
る
。

 


 区
が
独
自
に
作
成
。

 


 医
師
会
と
関
連
業
種
で
、
連
携
以
前
に
作
成
済
み
で
あ
っ
た
。

 


 医
科
を
中
心
に
認
知
症
あ
ん
し
ん
ガ
イ
ド
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
当
会
か
ら
の

ア
プ
ロ
ー
チ
も
特
に
無
い
た
め
歯
科
は
含
ま
れ
て
い
な
い
と
考
え
ま
す
。

 


 認
知
症
に
特
化
し
た
協
議
会
等
に
参
画
し
て
い
な
い
。

 


 諏
訪
市
医
師
会
が
諏
訪
日
赤
と
諏
訪
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
共
同
し
て
、
諏
訪

市
よ
り
委
託
を
受
け
て
「
ラ
イ
フ
ド
ア
す
わ
」
活
動
を
し
て
い
る
の
で
関
与
し

て
い
な
い
。

 


 市
町
村
の
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
に
て
、
ケ
ア
パ
ス
マ
ッ
プ
の
よ
う
な
も
の
を
作

成
し
て
い
ま
す
が
、
作
成
に
つ
い
て
は
関
与
し
て
い
ま
せ
ん
。

 


 作
成
に
は
関
与
し
て
い
な
い
が
、
会
員
へ
配
布
す
る
な
ど
周
知
協
力
は
実
施
し

て
い
る
。
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
市
町
村
へ
の
情
報
提
供
は
行
っ
て
い
る
が
、
作
成
に
は
携
わ
っ
て
い
な
い
。


京
都
府
歯
科
医
師
会
が
京
都
府
の
会
議
に
参
加
し
て
い
る
の
み
で
、
当
会
は
参

加
し
た
こ
と
が
な
い
。


気
仙
沼
市

H
P
か
ら
。
認
知
症
暮
ら
し
の
便

利
帳
～
気
仙
沼
市
認
知
症
ケ
ア
パ

ス
～
と
い

う
冊
子
を
紹
介
す
る
ペ
ー
ジ
は
あ
る
が
、
内
容
を
み
る
と
「
か
か
り

つ
け
歯
科

医
」
と
い
う
単
語
が
一
つ
あ
る
だ
け
だ
っ
た
。
作
成
に
は
か
か
わ
っ

て
い
な
い

。
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（
6）

認
知

症
の
人
の
歯
科
治
療
に
お
け
る
医

療
連

携
に

関
す

る
課

題

原
則
と
し

て
原
文

マ
マ

（
明

ら
か

な
誤

字
は

修
正

の
う
え

記
載

）
 

①
【

連
携

で
き

て
い
な
い
】


多
職
種
間
の
い
わ
ゆ
る
顔
の
見
え
る
関
係
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
点
。


特
に
お
ひ
と
り
で
受
診
さ
れ
た
場
合
な
ど
、

患
者
様
の
認
知
症
の
現
況
を
把
握

し
に
く
い

。
医
科
や
介
護
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
？
）
等
の
連
携
の
輪
に
う
ま
く

入
れ
る
よ

う
な
仕
組
み
作
り
が
課
題
。


医
師
と
の
連
携
が
希
薄
な
の
で
も
っ
と
合
同

で
の
研
修
を
通
し
て
、
お
互
い
の

理
解
を
深

め
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。


連
携
す
る
こ
と
、
で
き
る
こ
と
を
目
的
、
目

標
と
し
て
他
職
種
の
方
々
と
研
修

等
参
加
は

し
て
い
る
が
、
実
際
に
連
携
し
た
と
い
う
経
験
が
私
は

0
で
あ
り
、

歯
科
医
師

会
と
し
て
他
の
会
員
が
連
携
で
き
て
い
る
か
否
か
情
報
が
な
い
。
ま

た
、
医
師

の
参
加
が
殆
ど
み
ら
れ
な
い
状
況

で
の
研
修
会
が
多
い
。


連
携
が
取
れ
て
い
る
と
思
っ
て
も
、
ス
ム
ー

ズ
な
運
用
と
な
る
と
難
し
い
面
が

出
て
い
る

と
思
い
ま
す
。


本
会
は

1
市

4
町
か
ら
成
っ
て
い
る
為
、
行
政
ご
と
に
な
か
な
か
意
見
統
一
す

る
の
に
大

変
で
あ
る
。


訪
問
治
療
を
行
っ
て
い
る
歯
科
医
療
機
関
は
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
医
科
と
の
連

携
は
な
れ

て
い
る
が
、
外
来
の
み
の
歯
科
医

療
機
関
は
連
携
に
な
れ
て
い
な

い
。


函
南
町
…

現
在
、
医
科
や
介
護
職
と
の
連
携

を
取
れ
る
よ
う
、
関
係
づ
く
り
を

し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
多
職
種
が
お
互
い

に
ど
の
よ
う
な
役
割
が
あ
り
、
ど

の
よ
う
な

こ
と
が
で
き
る
か
、
と
い
う
こ
と

を
把
握
し
、
顔
の
見
え
る
関
係
づ

く
り
が
で

き
れ
ば
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
連
携
が

取
れ
る
と
思
い
ま
す
。


認
知
症
担

当
主
治
医
と
の
連
携
。
ご
家

族
の
協
力
。


認
知
症
を

自
覚
さ
れ
て
い
る
方
と
そ
う
で
な
い
人
と
の
格
差
が
大
き
く
、
歯
科

治
療
上
、
必
要
と
思
わ
れ
る
治
療
で
も
本
人
の
協
力
が
得
ら
れ
な
い
場
合
が
あ

り
、
家
族
や
施
設
職
員
、
他
医
療
従
事
者
と
の
連
携
構
築
に
進
ま
な
い
傾
向
が

あ
り
ま
す
。
ど
こ
か
ら
ア
ク
シ
ョ
ン
を
す
れ
ば
良
い
の
か
悩
む
事
も
あ
り
ま

す
。


認
知
症
も
含
め
、
介
護
が
必
要
な
方
を
把
握
し
て
い
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
さ
ん

が
中
心
と
な
り
指
示
を
出
し
て
い
た
だ
け
る
と
良
い
の
で
す
が
、
医
師
、
歯
科

医
師
、
訪
問
看
護
師
、
ヘ
ル
パ
ー
と
各
仕
事
が
バ
ラ
バ
ラ
で
が
ん
ば
っ
て
い
る

よ
う
に
思
え
る
。


認
知
症
の
程
度
に
よ
り
診
療
の
難
易
度
が
違
う
た
め
、
段
階
的
に
連
携
の
方
法

を
考
慮
す
べ
き
で
は
。


当
歯
科
医
師
会
で
は
、
県
下
で
行
わ
れ
ま
す
講
習
会
と
へ
の
参
画
は
し
て
い
ま

す
が
、
各
会
員
と
の
個
別
に
て
対
応
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
て
い
ま
す
方
々
か
ら
ま
た
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
よ
り
連
絡
を
頂
き
対
応

し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
内
容
ま
で
は
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
は
連
絡
を
取

り
な
が
ら
対
応
で
き
る
よ
う
に
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。


地
元
医
師
会
の
連
携
室
よ
り
依
頼
、
情
報
提
供
を
受
け
、
歯
科
治
療
に
応
じ
て

い
る
が
、
難
易
度
の
高
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
十
分
な
対
応
は
出
来
て
い
な
い
。

出
来
る
範
囲
で
の
対
応
と
い
う
、
消
極
的
な
対
応
と
な
っ
て
い
ま
す
。


他
職
種
の
連
携
不
足
。


他
職
種
と
の
接
点
が
少
な
く
顔
の
み
え
る
関
係
が
十
分
に
構
築
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
。


歯
科
医
師
の
立
場
か
ら
、
認
知
症
の
初
期
つ
ま
り
歯
科
治
療
が
困
難
に
な
る
前

の
時
期
で
管
理
し
や
す
い
口
腔
環
境
に
整
え
た
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
か
か
り

つ
け
医
、
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
と
の
医
療
連
携
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
医
療

連
携
（
介
護
も
）
何
の
情
報
共
有
や
連
携
が
必
要
な
の
か
、
具
体
的
な
フ
ォ
ー

マ
ッ
ト
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
連
携
す
る
機
会
も
増
や
す
必
要
が
あ
る
。


具
体
的
な
や
り
方
が
わ
か
ら
な
い
。
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
歯
科
医
院
に
初
期
の
段
階
で
認
知
症
に
気
付
く
事
が
多
く
あ
り
ま
す
が
、
次
に

ど
こ
へ
つ
な
げ
て
い
く
か
、
ど
の
よ
う
な
声
が
け
を
す
る
と
い
い
の
か
、
も
う

少
し
多
職
種
連
携
が
取
れ
て
い
れ
ば
い
い
と
感
じ
で
お
り
ま
す
。


今
後
、
多
職
種
連
携
で
認
知
症
の
治
療
を
行

っ
て
い
く
事
に
な
る
と
思
い
ま

す
。


行
政
主
導
で
在
宅
医
療
介
護
の
多
職
種
連
携

会
議
が
開
か
れ
て
お
り
ま
す
が
、

現
場
レ
ベ

ル
で
は
な
か
な
か
歯
科
と
の
連
携
は
取
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で

す
。


行
政
を
含
め
た
認
知
症
の
会
議
は
行
っ
て
い

ま
す
が
、
ま
だ
具
体
的
な
歯
科
治

療
に
つ
い

て
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。


現
在
の
と
こ
ろ
歯
科
単
独
で
認
知
症
の
方
の

治
療
に
あ
た
る
こ
と
が
多
く
、
認

知
症
初
期

集
中
支
援
チ
ー
ム
に
参
画
し
て
い
な
い
（
で
き
な
い
・
依
頼
が
こ
な

い
）
。
認
知
症
の
方
の
口
腔
ケ
ア
等
は
ま
だ
ま
だ
後
回
し
の
よ
う
で
す
。


家
族
な
ど
か
ら
依
頼
が
あ
り
治
療
に
つ
い
て

い
ら
っ
し
ゃ
る
事
は
あ
る
が
、
認

知
症
を
診

て
い
る
病
院
か
ら
の
依
頼
は
無
い

。
ど
の
よ
う
に
ル
ー
ト
を
作
っ
て

い
っ
た
ら

よ
い
か
話
あ
わ
れ
て
い
る
の
で
し

ょ
う
か
。
郡
歯
会
と
し
て
は
会
員

に
研
修
を

受
け
て
頂
き
、
適
切
な
治
療
に
結

び
つ
け
て
い
き
た
い
が
。


医
療
連
携

の
手
前
で
あ
る
。
同
居
家
族
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
職
員
の
協
力
意

識
も
大
切

で
あ
る
と
思
う
。


医
療
、
介

護
連
携
を
さ
ら
に
密
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。


医
科
歯
科

の
連
携
不
十
分
。


医
科
、
歯

科
、
介
護
の
横
の
連
携
が
構
築
さ
れ
て
い
な
い
。


医
科
、
ケ

ア
パ
ス
、
ヘ
ル
パ
ー
等
の
連
携
が
非
常
に
大
事
で
す
が
、
連
携
が
不

十
分
な
時

が
ま
だ
あ
る
の
で
強
化
し
て
い
き
た
い
。


ま
だ
し
っ

か
り
し
た
医
療
連
携
が
確
立
し
て
い
な
い
。
コ
ロ
ナ
で
中
断
し
て
し

ま
っ
た
の

で
、
こ
れ
か
ら
ま
た
連
携
を
模
索
し
て
い
く
。


80

20
運
動
で
、
歯
を
残
す
べ
き
と
い
う
考
え
が
一
般
的
に
な
っ
た
が
、
人
生

10
0
年
時
代
と
言

わ
れ
る
中
で
、
様
々
な
全
身
疾
患
に
よ
り
歯
科
治
療
の
リ
ス

ク
が
高
く
な
る
。
認
知
症
に
な
る
と
自
己
管
理
が
出
来
な
く
な
り
、
様
々
な
治

療
の
同
意
を
得
る
の
が
難
し
く
な
る
。
不
衛
生
な
ま
ま
放
置
さ
れ
、
崩
壊
し
て

い
く
口
を
何
人
も
診
て
き
た
。
ま
だ
理
解
が
出
来
る
う
ち
に
親
知
ら
ず
は
抜
歯

し
て
お
く
べ
き
だ
し
、
多
の
リ
ス
ク
の
高
い
歯
に
つ
い
て
も
戦
略
的
に
抜
歯
し

て
管
理
し
や
す
い
口
を
作
る
よ
う
努
め
る
こ
と
が
結
果
的
に
健
康
で
い
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
。
認
知
症
に
な
る
前
の
人
、
全
身
管
理
を
す
る
医

師
、

N
s、

介
護
士
な
ど
に
も
管
理
し
や
す
い
シ
ン
プ
ル
な
口
に
し
て
終
末
期
を

迎
え
る
方
が
、
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
事
を
教
育
し
た
方
が
良
い
と
思
う
。
歯
科

か
ら
の
情
報
発
信
も
積
極
的
に
し
た
方
が
良
い
。
歯
科
と
他
の
職
種
の
交
流
が

少
な
い
の
で
相
互
理
解
が
少
な
い
と
思
う
。


多
職
種
間
で
の
連
携
が
未
だ
不
十
分
。
医
科
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
っ
て
欲

し
い
が
、
フ
ラ
ッ
ト
な
関
係
を
構
築
す
る
の
が
困
難
か
。
地
域
の
医
師
会
会
員

は
高
齢
の
方
が
多
く
、
若
い
ド
ク
タ
ー
が
少
な
い
。
＝
多
職
種
間
の
立
場
が
旧

態
依
然
と
し
て
い
る
。
独
居
の
認
知
症
患
者
の
予
約
管
理
。
サ
ー
ビ
ス
担
当
者

と
連
携
が
で
き
て
い
て
も
予
約
日
に
担
当
者
が
迎
え
に
行
っ
て
も
本
人
不
在
な

ど
。


保
健
、
医
療
、
介
護
の
連
携
体
制
の
構
築
が
多
職
種
間
で
出
来
て
い
な
い
。


認
知
症
疾
患
医
療
に
特
化
し
た
機
能
が
未
整
備
で
あ
る
た
め
、
連
携
が
難
し

い
。


認
知
症
患
者
に
対
し
て
の
専
門
知
識
を
持
っ
た
歯
科
医
師
の
確
保
。
多
職
種
が

シ
ー
ム
レ
ス
に
連
携
で
き
る
シ
ス
テ
ム
作
り
。


認
知
症
患
者
だ
け
で
な
く
、
高
齢
者
、
多
く
の
疾
患
を
持
つ
患
者
に
対
す
る
治

療
の
リ
ス
ク
は
高
い
。
そ
の
リ
ス
ク
を
払
拭
で
き
る
だ
け
の
医
科
・
行
政
・
そ

の
他
の
連
携
が
ま
だ
し
っ
か
り
出
来
て
い
な
い
。


歯
科
治
療
の
必
要
な
方
が
相
当
数
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
医
療
連
携
の
シ
ス
テ

ム
が
構
築
さ
れ
て
い
な
い
為
治
療
に
結
び
つ
い
て
い
な
い
。
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
認
知
症
患
者
さ
ん
の
基
礎
疾
患
等
の
有
無
を
確
認
す
る
為
に
、
歯
科
医
療
機
関

か
ら
医
科
医
療
機
関
に
紹
介
を
行
っ
て
も
、
診
療
情
報
連
携
共
有
料
が
算
定
出

来
る
事
で
ご
存
知
な
い
医
師
の
中
に
は
、
返
書
を
提
出
さ
れ
な
い
方
も
お
ら
れ

る
為
、
医
療
連
携
が
出
来
な
い
事
が
あ
る
。


認
知
症
の
方
の
口
腔
衛
生
状
態
を
含
め
た
口

腔
機
能
の
診
察
に
つ
い
て
医
科
か

ら
の
依
頼

が
あ
ま
り
に
も
な
い
の
が
実
情
で
す
。
医
科
に
口
腔
の
診
察
の
重
要

性
を
認
識

し
て
も
ら
い
、
な
る
べ
く
介
護
度
の
低
い
う
ち
か
ら
歯
科
が
介
入
で

き
る
よ
う

な
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
必
要
で
す
。
介
護
認
定
申
請
時
、
ま
た
は
介

護
認
定
後

に
歯
科
の
診
察
を
義
務
化
す
る
な
ど
が
な
い
と
口
腔
衛
生
状
態
の
悪

化
や
口
腔

機
能
低
下
に
よ
る
摂
取
障
害
な
ど
を
防
ぐ
の
が
難
し
い
。


当
地
区
歯

科
医

師
会
が

4
つ
の
自
治
体
に
ま
た
が
る
為
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体

で
対
応
が

ま
ち
ま
ち
に
な
る
場
合
が
あ
り
、

歯
科
医
師
会
と
し
て
主
体
的
に
動

く
事
が
困

難
な
こ
と
。


当
歯
科
医
師
会
と
し
て
市
の
関
連
の
会
議
な

ど
に
は
出
席
し
て
い
ま
す
が

、
会

と
し
て
認

知
症
の
人
の
歯
科
治
療
に
お
け
る

医
療
連
携
が
具
体
的
に
出
来
て
な

い
の
で
、

市
・
医
師
会
な
ど
と
関
連
を
密
に

し
て
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

と
思
い
ま

す
が
、
な
か
な
か
難
し
い
現
状
で

す
。
会
と
し
て
こ
れ
か
ら
考
え
て

い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。


通
院
介
助
を
し
っ
か
り
利
用
し
て
欲
し
い
。


歯
科
治
療
を
行
う
前
に
当
該
患
者
が
認
知
症
な
の
か
ど
う
か
を
知
る
す
べ
が
な

く
、
ま
た

歯
科
治
療
中
に
認
知
症
の
疑
い
を

感
じ
て
も
、
そ
の
情
報
を
他
機
関

に
確
認
す

る
方
法
が
な
い
。
速
や
か
に
情
報
を
共
有
で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム

が
急
務
と

思
わ
れ
る
。


歯
科
医
師

の
役
割
と
さ
れ
る
認
知
症
の
早
期
発
見
、
早
期
の
対
応
が
あ
り

ま
す

が
、
早
期

発
見
に
つ
い
て
は
行
政
（
福
祉
分

野
）
と
の
連
携
体
制
の
構
築
が
進

ん
で
い
る

所
で
す
。
医
療
連
携
に
お
い
て
は

、
口
腔
機
能
の
維
持
が
認
知
症
の

発
症
を
予

防
す
る
こ
と
、
そ
し
て
認
知
症
に

な
る
と
口
腔
環
境
の
悪
化
に
つ
な

が
り
や
す
く
、

Q
O

L
の
低
下
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
医
科
と
共
有
で
き

る
か
ど
う
か
が
課
題
と
考
え
ま
す
（
具
体
的
で
は
な
い
の
で
す
が
）
。


在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推
進
協
議
会
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
協
議
会
な
ど
に
は

歯
科
医
師
会
と
し
て
参
加
し
て
い
る
が
、
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
と
の
連

携
は
ま
だ
ま
だ
取
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
今
後
は
医
療
連
携
を
と
る
必

要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。


高
度
に
進
行
し
た
認
知
症
患
者
の
対
応
・
治
療
及
び
紹
介
連
携
等
の
具
体
的
な

マ
ニ
ュ
ア
ル
等
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。


行
政
や
医
科
と
の
さ
ら
な
る
連
携
の
強
化
。


地
域
の
顔
の
見
え
る
関
係
の
構
築
。


行
政
と
の
連
携
が
難
し
い
。


県
単
位
で
は
同
連
携
に
つ
い
て
推
進
し
て
い
る
が
、
市
単
位
で
そ
の
取
組
は
行

え
て
い
な
い
。


一
般
開
業
医
で
は
、
対
応
が
難
し
い
ケ
ー
ス
等
が
あ
り
、
総
合
病
院
と
の
連
携

が
必
要
な
場
合
は
、
個
々
の
歯
科
医
院
か
ら
直
接
病
院
へ
連
携
さ
れ
て
い
る
状

況
で
す
。
歯
科
医
師
会
連
携
室
で
取
り
ま
と
め
、
連
携
が
出
来
る
よ
う
に
な
れ

ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。


医
師
会
、
歯
科
医
師
会
、
薬
剤
師
会
及
び
包
括
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
の
連
携
の
立

ち
上
げ
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。


異
な
る
行
政
単
位
が
混
在
し
て
お
り
、
そ
の
進
展
も
様
々
で
統
一
的
な
対
応
が

困
難
と
思
わ
れ
ま
す
。


認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
が
取
れ
て
い
な
い
。
重
度
の
認
知
症
患

者
が
い
た
場
合
に
紹
介
で
き
る
歯
科
医
療
機
関
リ
ス
ト
の
作
成
が
必
要
。


認
知
症
患
者
の
歯
科
医
療
の
ニ
ー
ズ
は
非
常
に
高
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
か
か
わ

る
医
師
や
専
門
職
か
ら
の
紹
介
は
非
常
に
少
な
い
。
歯
科
の
早
期
介
入
が
重
要

と
の
共
通
認
識
が
多
職
種
で
共
有
さ
れ
て
い
な
い
と
感
じ
る
。
認
知
症
患
者
の

受
入
体
制
の
不
備
。
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
口
腔
に
問
題
が
あ
る
認
知
症
の
方
を
歯
科
受
診
や
歯
科
訪
問
に
つ
な
げ
る
シ
ス

テ
ム
が
構
築
さ
れ
て
い
な
い
。


我
々
の
地
域
は
高
齢
化
率
が
か
な
り
高
く
、

認
知
症
ま
た
は
疑
い
の
方
も
多
い

で
す
が
、

ケ
ア
パ
ス
は
存
在
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
に
は
歯
科
の
み
な
ら
ず

歯
科
の
医

療
情
報
も
入
っ
て
い
な
い
の
で
、
医
科
歯
科
と
し
て
薬
局
で
携
帯
で

き
る
実
用

性
の
あ
る
パ
ス
を
作
成
出
来
る
の
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。
ま
た

我
々
の
地

域
に
近
い
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
は
無
い
の
で
、
せ
め
て
地
域

の
基
幹
病

院
で
そ
の
役
割
を
担
え
る
体
制
を
作
っ
て
欲
し
い
。


医
科
歯
科
の
連
携
が
密
で
無
い
。
歯
科
と
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携

が
医
科
ほ

ど
密
で
無
い
。
外
来
に
て
認
知
症
の
患
者
に
接
す
る
ケ
ー
ス
が
医
科

よ
り
少
な

い
。
外
来
に
て
治
療
す
る
患
者
は

65
歳
を
過
ぎ
る
と
医
科

よ
り
受
診

率
が
少
な

い
。
医
科
に
比
べ
在
宅
医
療
の
件
数
が
少
な
い
。
医
科
に
比
べ
て
在

宅
医
療
を

行
う
為
に
機
材
設
備
が
大
変
で
、
ま
た
必
要
な
マ
ン
パ
ワ
ー
（
歯
科

衛
生
士
の

数
）
が
少
な
い
。
等
の
理
由
で
多
職
種
連
携
の
場
が
少
な
い
。


認
知

症
の

患
者
が

1
人
で
来
院
し
て
対
応
を
苦
慮
す
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
キ

ー
パ
ー
ソ

ン
の
確
保
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
確
認
な
ど
が
必
要
。


認
知
症
の

可
能
性
の
あ
る
方
に
対
し
て
、
適
切
な
対
応
、
ど
こ
に
相
談
し
た
ら

い
い
の
か

わ
か
ら
な
い
。


医
療
連
携

が
困
難
。
ど
こ
に
相
談
し
て
良
い
の
か
が
不
明
。


連
携
を
主
導
す
る
機
関
が
明
確
で
な
い
。


通
院
し
て
い
る
患
者
さ
ん
に
問
題
と
な
る
認
知
症
状
が
認
め
ら
れ
た
場
合
、
地

域
の
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
す
る
よ
う

会
員
に
周
知
。


歯
科
治
療
で
通
院
し
て
い
る
患
者
さ
ん
が
認
知
症
の
疑
い
が
あ
っ
て
も
ど
の
医

師
機
関
に

ど
の
よ
う
に
紹
介
し
て
よ
い
か
わ

か
ら
な
い
。


歯
科
医
院
に
は
、
長
期
に
わ
た
り
通
院
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
が
多
く
、
会
話
や

行
動
に
よ

り
認
知
症
の
初
期
症
状
を
疑
う
ケ

ー
ス
が
時
々
見
ら
れ
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
時

に
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
に

つ
な
げ
た
く
て
も
、
地
域
内
に
セ

ン
タ
ー
が
少
な
す
ぎ
て
連
携
が
困
難
で
す
。
専
門
性
が
問
わ
れ
て
い
る
こ
の
疾

患
で
は
、
近
所
の
内
科
医
と
か
に
相
談
し
て
も
適
切
な
診
断
や
治
療
に
結
び
つ

く
か
疑
問
に
思
っ
て
い
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
だ
け
で
な
く
、
認
知
症
に
対
応
で
き

る
診
療
所
・
病
院
等
も
公
表
し
、
医
科
歯
科
連
携
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
て
欲
し

い
で
す
。

②
【

情
報

共
有

が
不
足
】


多
職
種
の
情
報
共
有
が
難
し
い
。
（
他

3
件
）


認
知
症
と
し
て
把
握
さ
れ
て
な
い
人
が
、
ま
だ
多
く
医
療
機
関
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
等
か
ら
の
情
報
が
入
っ
て
こ
な
い
こ
と
。


地
域
の
認
知
症
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
す
取
り
組
み
へ
、
歯
科
が
多
職
種
と
共

に
活
動
し
、
医
療
・
介
護
に
お
け
る
口
腔
（
食
）
支
援
の
重
要
性
と
、
在
宅
、

病
院
、
施
設
へ
シ
ー
ム
レ
ス
に
口
腔
の
情
報
を
共
有
す
る
事
、
ま
た
、
歯

科
関

係
者
が
認
知
症
進
行
度
合
に
あ
っ
た
適
切
な
患
者
へ
の
対
応
を
理
解
し
多
職
種

と
連
携
し
治
療
、
支
援
に
あ
た
る
こ
と
が
必
要
。


多
職
種
間
の
情
報
伝
達
方
法
。


多
職
種
ゆ
え
に
個
々
の
職
種
特
有
の
言
語
や
認
識
が
な
か
な
か
共
有
で
き
な

い
。


他
職
種
・
行
政
か
ら
の
情
報
が
得
づ
ら
い
。


市
区
町
村
か
ら
の
連
携
が
あ
ま
り
な
い
。
家
族
か
ら
の
相
談
で
治
療
を
行
い
、

他
か
ら
の
依
頼
は
な
い
。


行
政
も
含
め
た
多
職
種
で
の
意
識
共
有
。


現
在
、
歯
科
に
対
し
て
何
ら
情
報
提
供
は
な
い
状
態
。
情
報
の
共
有
か
ら
始
め

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。


患
者
様
各
個
人
の
現
状
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
、
担
当
医
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な

ど
と
情
報
共
有
で
き
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。


各
職
種
の
情
報
が
一
元
化
さ
れ
に
く
い
。

- 112 -




認
知
症
患
者
の
情
報
不
足
。


医
療
機
関
、
歯
科
医
療
機
関
、
互
い
の
情
報

の
共
有
不
足
。


課
題
の
一
つ
に
、
歯
科
治
療
に
お
い
て
定
期

的
に
診
療
さ
れ
て
い
る
方
の
口
腔

内
状
況
の

悪
化
が
見
ら
れ
た
時
に
認
知
症
を
疑
う
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
際
医

療
、
介
護

と
の
情
報
共
有
と
特
に
家
族
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
難
し
さ
を

感
じ
る
。


医
師
か
ら
経
口
摂
取
は
無
理
と
判
断
さ
れ
た

方
を
拝
見
し
た
事
が
あ
り
ま
す
。

単
に
周
辺

症
状
を
抑
え
る
為
の
薬
剤
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
認
知
症
の
方
の
歯

科
治
療
は

無
理
で
し
ょ
う
と
い
う
勝
手
な
判
断
の
元
、
放
置
さ
れ
た
か
ら
で

す
。
出
来

な
い
事
も
、
無
理
な
事
も
あ
り
ま
す
が
、
出
来
る
事
も
あ
り
ま
す
。

認
知
症
の

方
が
在
宅
に
し
ろ
、
施
設
に
し
ろ
、
ど
こ
に
お
ら
れ
る
か
は
歯
科
医

師
会
と
し

て
は
把
握
し
て
お
り
ま
せ
ん

。
管
理
さ
れ
て
い
な
い
口
腔
は
あ
っ
と

い
う
間
に

崩
壊
し
ま
す
。
他
職
種
か
ら
の
情
報
が
求
め
ら
れ
ま
す
。


医
師
・
訪
問
看
護
師
・
施
設
職
員
と
情
報
交

換
す
る
こ
と
に
よ
り
認
知
症
の
進

行
度
を
確

認
し
、
ど
の
レ
ベ
ル
の
歯
科
治
療

が
相
応
し
い
か
を
見
定
め
る
こ
と

が
必
要
と

思
わ
れ
ま
す
。


医
科
か
ら
の
情
報
提
供
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。


医
科
、
歯
科
、
行
政
共
に
別
々
に
働
い
て
い
る
気
が
し
ま
す
。
医
師
か
ら
歯
科

へ
の
連
絡

は
ほ
ぼ
無
し
で
す
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
か
ら
の
情
報
提
供
も
ほ
ぼ
無

く
、
家
族

の
み
に
頼
っ
て
治
療
を
行
っ
て
い

る
の
が
現
状
と
思
い
ま
す
。


セ
ン
タ
ー
か
ら
会
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
な
い
（
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
、

周
知
さ
れ

て
い

な
い

）。


ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
歯
科
医
師
と
つ
な
が
り
の
な
い
方
の
場
合
、
そ
こ
で
処
置

（
対
処
）
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
情
報
の
共
有
が
必
要
だ
と

考
え
る
。


オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
等
の
利
用
で
改
善
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
療
養
状

況
・
服
薬

等
の
医
療
情
報
が
共
有
で
き
な
い

。
ま
た
、
地
域
の
歯
科
医
師
の
高

齢
化
が
進
行
し
て
い
る
た
め
、
訪
問
診
療
・
口
腔
衛
生
指
導
等
に
対
応
で
き
な

い
。


ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
薬
で
の
食
欲
低
下
、
抗
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
や
抗
う
つ
剤
、
降
圧

剤
で
の
口
腔
乾
燥
、
咳
止
め
薬
で
の
誤
嚥
な
ど
薬
物
副
作
用
原
因
に
よ
る
口
腔

衛
生
状
態
悪
化
も
多
い
で
す
。
他
科
や
介
護
士
と
投
薬
の
状
況
・
変
更
等
、
簡

単
に
共
有
で
き
る
と
助
か
り
ま
す
。


要
介
助
・
要
介
護
認
定
の
際
に
歯
科
医
療
機
関
と
の
情
報
交
換
が
な
い
為
、
自

己
判
断
で
歯
科
医
療
の
必
要
・
不
要
の
判
断
と
な
り
、
症
状
が
悪
化
し
て
か
ら

の
受
診
が
多
す
ぎ
る
。
家
族
が
認
知
症
患
者
に
対
す
る
理
解
を
得
る
際
に
歯
科

医
療
が
介
入
す
る
メ
リ
ッ
ト
を
理
解
す
る
こ
と
を
提
供
し
て
欲
し
い
。
誤
嚥
性

肺
炎
の
可
能
性
を
下
げ
る
こ
と
及
び
自
信
で
食
事
が
出
来
る
こ
と
が
症
状
悪
化

防
止
に
つ
な
が
る
点
な
ど
。


各
職
種
の
知
識
レ
ベ
ル
と
、
言
語
（
用
語
）
の
違
い
を
ど
の
よ
う
に
統
一
さ
せ

て
い
く
か
認
識
し
た
い
事
が
あ
る
時
に
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
医
科
に
直
接
聞

く
べ
き
な
の
か
、
そ
れ
と
も
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
経
由
す
べ
き
な
の
か
、
迷

う
事
が
あ
る
。
連
携
の
中
心
を
明
確
に
し
た
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。


キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
把
握
（
ま
た
、
い
な
い
場
合
の
対
応
）、

本
人
の
正
確
な
情
報

の
把
握
を
ど
う
す
る
か
（
既
往
症
な
ど
）、

連
携
ツ
ー
ル
を
何
に
す
る
か
、
連
携

の
中
心
と
な
る
人
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
・
医
師
な
ど
）
の
選
定
、
な
ど
。


M

C
S
を
よ
り
有
効
活
用
で
き
、
歯
科
治
療
前
に
主
治
医
あ
る
い
は
施
設
に
入
所

さ
れ
て
い
れ
ば
介
護
の
人
を
含
ん
だ
情
報
を
入
手
で
き
れ
ば
い
い
と
思
う
。


患
者
さ
ん
の
基
本
医
療
情
報
（
服
薬
、
治
療
等
）
の
連
絡
シ
ス
テ
ム
が
整
っ
て

い
な
い
。


医
療
連
携
に
関
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
立
が
必
要
で
あ
る
。


医
師
、
医
院
、
病
院
と
の
個
人
的
な
関
係
で
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
は
あ
る

が
、
公
式
に
情
報
を
得
る
こ
と
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。


キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
把
握
が
難
し
い
。
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
 認

知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
の
手
段
が
会
員
に
あ
ま
り
周
知
さ
れ
て

い
な
い
（
事
例
の
数
も
あ
ま
り
多
く
は
な
い
が
）
。

 


 施
設
や
行
政
か
ら
歯
科
へ
の
連
携
は
で
き
て

き
て
、
歯
科
医
師
会
で
も
把
握
で

き
る
が
、
医
科
・
歯
科
の
連
携
が
個
別
に
な

さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
会
と
し
て

把
握
し
づ
ら
い
で
す
。
歯
科
治
療
に
か
か
わ

る
課
題
も
会
と
し
て
共
有
し
た
い

と
こ
ろ
で
す
。

 


 認
知
症
に

関
す
る
勉
強
会
は
、
会
と
し
て
独
自
に
や
っ
て
お
り
、
施
設
の
際
に

は
認
知
症

の
方
も
み
て
い
ま
す
。
認
知

症
施

設
を
特
別
に
扱
う
わ
け
で
は
な

く
、
施
設

の
中
で
み
る
こ
と
は
多
い
し
、
日
常
の
診
療
の
際
も
普
通
に
診
療
し

て
お
り
ま

す
。
課
題
と
し
て
は
情
報
提
供
が

ス
ム
ー
ズ
で
あ
れ
ば
問
題
な
く
診

療
し
て
い

ま
す
。

 


 歯
科
口
腔

保
健
へ
の
関
心
や
自
信
の
健
康
に
対
す
る
リ
テ
ラ
シ
ー
が
低
下
し
た

患
者
の
医

療
へ
の
協
力
が
得
づ
ら
い
こ
と
が
問
題
で
共
有
す
る
情
報
量
を
増
や

し
て
、
充

実
さ
れ
、
個
々
へ
の
対
応
を
柔
軟
に
行
う
事
が
大
切
と
考
え
て
い
ま

す
。

 


 ま
ず
認
知

症
の
方
を
把
握
す
る
こ
と
か
ら
始

め
、
さ
ら
に
そ
の
期
に
歯
科
治
療

の
ニ
ー
ズ

が
あ
る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
し
て

情
報
収
集
す
る
か
が
課
題
で
す
。

 
 

③
【

歯
科

医
療

従
事
者
に
お
け
る
課
題
】

 


 歯
科
医
師
の
知
識
、
臨
床
（
現
場
）
経
験
の
不
足
。
※
個
々
意
識
の
問
題
、
情

報
、
経
験
の
場
は
あ
る
は
ず
。
他
職
種
と
積
極
的
に
連
携
を
と
る
。
情
報
交
換

は
益
々
必
要
。

 


 医
療
介
護

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
多
職
種
の

集
ま
り
が
あ
り
、
そ
の
中
に
は
医

師
、
歯
科

医
師
、
薬
剤
師
、
看
護
師
、

O
T・

PT
・

ST
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、

ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
、
栄
養
士
ら
に
行
政

ま
で
加
わ
り
、
多
職
種
が
連
携
し

て
、
認
知

症
を
は
じ
め
、
在
宅
医
療
、

AC
P
等
の
研
修
会
を
行
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
歯

科
医
師
の
参
加
が
少
な
い
。
歯
科

医
師
の
関
心
の
な
さ
が
課
題
と
な

る
。

 


 医
科
そ
の
他
で
認
知
症
の
サ
ポ
ー
タ
ー
を
育
成
さ
れ
て
い
る
が
、
歯
科
の

関
わ

り
は
少
な
い
。
歯
科
の
場
合
は
、
様
々
な
ケ
ー
ス
の
実
習
を
受
け
な
い
と
紹
介

さ
れ
て
も
対
応
が
難
し
い
の
が
現
状
で
す
。

 


 連
携
す
る
認
知
症
の
方
の
歯
科
治
療
を
行
う
歯
科
医
師
の
対
応
力
の
向
上
。

 


 認
知
症
の
程
度
に
よ
っ
て
、
歯
科
治
療
の
関
与
度
が
変
わ
る
。
歯
科
医
師
（
医

院
）
の
対
応
が
異
な
る
。

 


 認
知
症
の
進
行
程
度
に
よ
り
、
可
能
な
歯
科
治
療
は
制
限
さ
れ
ま
す
が
、
紹
介

元
の
希
望
さ
れ
る
治
療
が
で
き
な
い
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
口
腔
機
能
の
維

持
が
介
護
度
の
悪
化
を
抑
え
る
要
素
と
な
り
ま
す
の
で
、
認
知
症
の
方
を
よ
り

う
ま
く
歯
科
治
療
を
受
け
て
い
た
だ
く
為
の
研
修
を
受
け
る
機
会
を
増
や
し
て

も
ら
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

 


 地
域
の
多
職
種
と
の
密
な
連
携
が
と
れ
て
い
な
い
。

 


 重
度
認
知
症
の
方
に
対
応
で
き
る
医
療
機
関
の
選
定
と
、
個
々
の
歯
科
医
の
対

応
力
の
向
上
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

 


 自
院
で
の
認
知
症
対
策
は
行
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
研
修
会
な
ど
の
参
加

は
至
っ
て
少
な
く
（
歯
科
医
師
）
残
念
で
あ
る
。

 


 歯
科
医
師
会
の
歯
科
医
師
の
高
齢
化
も
あ
り
、
認
知
症
の
患
者
さ
ん
へ
の
理
解

が
十
分
で
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
実
際
、
研
修
会
を
開
い
て
も
い
つ
も
受
講
す

る
歯
科
医
師
は
決
ま
っ
て
お
り
、
人
数
や
増
え
て
い
か
な
い
の
が
現
状
だ
。

 


 広
島
県
主
催
の
認
知
症
対
応
力
向
上
研
修
へ
の
本
会
会
員
の
受
講
率
の
向
上
。

 


 会
員
（
歯
科
医
師
）
自
体
が
ま
だ
認
知
症
患
者
に
対
応
で
き
る
体
制
が
整
っ
て

い
な
い
状
況
で
、
ま
た
多
職
種
も
認
知
症
の
方
の
口
腔
管
理
の
必
要
性
に
対
す

る
意
識
が
ま
だ
十
分
に
浸
透
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

 


 認
知
症
、
歯
科
医
療
の
医
療
連
携
の
研
修
等
の
立
ち
上
げ
自
体
無
い
の
で
、
そ

れ
が
課
題
で
す
（
我
々
の
歯
科
医
師
会
か
ら
の
医
療
連
携
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
も

必
要
で
す
が
…
）。
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
ま
だ
多
く
の
歯
科
医
療
従
事
者
は
認
知
症
自
体
の
理
解
が
不
十
分
で
あ
る
た

め
、
さ
ら
な
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
が
早
急
に
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。


歯
科
受
診
や
訪
問
歯
科
診
療
で
軽
度
認
知
症
の
疑
い
を
持
っ
て
も
認
知
症
の
診

断
や
治
療
に
つ
な
が
り
に
く
い
。
歯
科

が
で
き
る
認
知
症
へ
の
対
応
力
を

ア
ピ

ー
ル
で
き
て
い
な
い
。


認
知
症
を
含
め
、
高
齢
者
に
対
す
る
多
職
種

連
携
に
関
心
を
示
す
会
員
の
少
な

さ
。


認
知
症
の

人
の
歯
科
治
療
を
依
頼
さ
れ
た
歯

科
医
師
個
人
の
対
応
能
力
、
経
験

値
、
知
識
、
手
技
が
試
さ
れ
て
い
る
感
じ
。

他
職
種
と
ど
の
よ
う
に
連
携
さ
せ

て
も
ら
え
ば
よ
い
か
、
戸

惑
う
こ
と
が
多
い
（
つ
ま
り
連
携
が
構
築
さ
れ
て
い

な
い
と
言
う
事
）。


長
野
県
歯

科
医
師
会
で
は
認
知
症
対
応
力
向

上
研
修
会
な
ど
複
数
回
実
施
は
し

て
い
る
が
受
講
者
が
ま
だ
少
な
い
。
当
会
が

主
催
す
る
研
修
会
に
つ
い
て
も
も

っ
と
周
知
し
、
認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
ら

れ
る
よ
う
に
行
う
必
要
が
あ
る
と

感
じ
る
。


大
阪
府
歯

科
医
師
会
で
主
催
さ
れ
る
講
習
に
は
参
加
さ
れ
て
い
る
会
員
は
多
数

で
す
の
で
、
本
会
を
通
し
て
案
内
に
さ
れ
る
と
効
果
的
と
思
い
ま
す
。


歯
科
医
師
側
と
し
て
は
、
歯
科
医
師
の
「
認
知
症
と
口
腔
」
の
問
題
に
つ
い
て

認
識
が
不
十
分
で
あ
る
点
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
連
携
に
つ
い
て
は
、
普
段

か
ら
の
医
療
連
携
（
一
般
的
歯
科
治
療
の
も
の
）
が
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い

の
で
、
認
知
症
に
つ
い
て
も
全
く
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
連
携
は
と
れ
て
い
な
い

と
考
え
ら
れ
る
。


認
知
症
に
対
す
る
歯
科
医
の
知
識
が
ま
だ
ま
だ
浅
い
。


認
知
症
の
方
の
治
療
に
対
応
で
き
る
会
員
が
ど
れ
だ
け
い
る
か
分
か
ら
な
い
。

会
員
減
少
、
高
齢
化
に
よ
り
、
訪
問
に
対
応
で
き
る
会
員
も
減
少
し
て
い
る
。


歯
科
医
の
認
識
が
低
い
。
情
報
の
入
手
先
が
（
介
護
予
防
事
業
等
）
あ
る
が
、

入
手
先
を
知
ら
な
い

D
r.が

多
い
。


認
知
症
の
方
に
特
別
な
配
慮
を
せ
ず
対
応
で
き
る
教
育
が
必
要
で
あ
る
が
、
周

知
さ
れ
て
お
ら
ず
逆
に
距
離
を
置
い
て
対
応
し
て
い
る
人
が
多
い
。
ま
た
認
知

症
へ
の
対
応
も
日
々
変
化
し
て
い
る
為
、
研
修
し
続
け
る
困
難
さ
が
あ
る
。


認
知
症
の
進
行
に
伴
っ
て
、
口
腔
ケ
ア
問
題
→
摂
食
障
害
→
嚥
下
障
害
と
い
う

負
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
た
め
に
、
各
段
階
で
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
多
く
の
専
門
性

が
必
要
と
な
る
が
、
歯
科
医
師
会
レ
ベ
ル
で
は
ス
ペ
シ
ャ
リ
ズ
ム
に
充
実
し
た

人
材
に
ま
で
育
つ
会
員
が
限
ら
れ
て
し
ま
う
。


多
職
種
で
の
講
習
会
、
研
修
会
へ
の
会
員
の
参
加
は
ご
く
少
数
の
会
員
で
あ

り
、
ま
だ
ま
だ
市
民
へ
の
対
応
は
少
な
い
状
況
で
あ
る
。
さ
ら
な
る
参
加
増
員

が
必
要
と
な
る
。


歯
科
医
師
が
認
知
症
の
方
々
と
ど
の
様
に
接
し
て
、
ど
の
様
な
治
療
を
具
体
的

に
行
っ
て
い
け
ば
よ
い
か
、
な
か
な
か
ノ
ウ
ハ
ウ
が
不
足
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
研
修
会
等
は
あ
り
ま
す
が
、
医
科
か
ら
の
紹
介
等
も
な
い
状
況
で
す
。


介
護
審
査
委
員
の
増
員
、
介
護
・
認
知
症
に
つ
い
て
よ
り
周
知
が
必
要
か
と
思

わ
れ
ま
す
。


高
齢
者
、
特
に
有
病
高
齢
者
対
策
で
認
知
症
が
問
題
に
な
る
こ
と
は
周
知
し
て

お
り
、
要
支
援
、
要
介
護
へ
の
対
応
で
歯
科
が
行
う
べ
き
こ
と
、
出
来
る
こ
と

を
考
え
て
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

④
【

多
職

種
連

携
の
必
要
性
】


認
知
症
の
人
は
問
題
行
動
や
投
薬
等
の
関
係
で
治
療
が
困
難
で
あ
る
こ
と
が
多

く
、
歯
科
医
師
と
医
師
が
連
携
し
な
が
ら
治
療
を
進
め
る
事
が
重
要
と
な
り
ま

す
。
多
職
種
連
携
交
流
会
や
研
修
会
等
で
、
い
ろ
い
ろ
理
解
は
埋
め
て
い

ま
す

が
、
医
師
と
連
携
す
る
場
合
、
具
体
的
な
方
法
、
及
び
手
順
に
つ
い
て
よ
く
わ

か
ら
な
い
点
が
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。


行
政
に
お
い
て
活
動
が
ま
ち
ま
ち
、
案
内
が
あ
れ
ば
参
加
・
活
動
す
る
ス
キ
ル

は
あ
る
。
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
地
区
で
の
医
師
会
と
の
研
修
会
。


多
職
種
連
携
研
修
等
に
は
、
積
極
的
に
参
加
・
関
与
し
て
い
ま
す
が
、
高
齢

者
、
特
に
認
知
症
対
応
向
上
に
関
し
て
は
未

周
知
な
こ
と
が
多
く
、
こ
れ
か
ら

参
画
を
考
え
て
い
く
予
定
で
す
。


連
携
の
必
要
性
を
あ
ま
り
理
解
し
て
い
な
い

。
わ
か
っ
て
い
な
い
。


多
職
種
と

の
理
解
と
周
知
。


認
知
症
に

つ
い
て
の
講
習
は
受
け
て
理
解
は

深
ま
っ
て
き
て
い
る
が
、
実
際
の

医
療
連
携
は
、
ま
だ
で
き
て
な
い
ケ
ー
ス
が

多
い
。


専
門
医
を

ま
ね
い
て
の
講
演
会
、
懇
親
会
な

ど
、
ま
ず
は
顔
合
わ
せ
が
必
要
。


三
師
会
連

合
で
講
演
会
等
を
開
催
。


三
師
会
な

ら
び
に
多
職
種
連
携
研
修
会
。


三
師
会
。


基
本
的
な
知
識
吸
収
の
た
め
の
各
種
研
修
会

の
不
足
。
多
職
種
連
携
の
不
足
。

⑤
【

本
人

・
家

族
・
他
職
種
へ
の
歯
科
の
重
要

性
の

周
知

の
必

要
性

】


医
科
･介

護
の
連
携
は
強
固
で
は
あ
る
が
、
認
知
機
能
と
歯
科
と
の
関
係
が
あ
ま

り
周
知
さ
れ
て
い
な
い
事
も
あ
り
、
歯
科
と
の
連
携
が
希
薄
で
あ
る
。
今
後
は

口
腔
機
能
と
認
知
に
関
し
て
周
知
し
て
い
く
こ
と
が
課
題
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。


口
腔
の
状
態
ま
で
把
握
し
て
い
る
方
（
本
人
、
家
族
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
等
）

が
少
な
い
。


歯
科
医
療
の
特
異
性
に
よ
り
、
他
職
種
に
対
し
て
治
療
内
容
を
理
解
し
て
も
ら

う
の
が
難
し
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。


口
腔
ケ
ア
の
実
施
が
困
難
で
、
重
要
性
を
理
解
し
て
も
ら
え
な
い
。


歯
科
以
外
の
ス
タ
ッ
フ
の
歯
科
医
療
に
関
す

る
認
識
が
低
い
。


患
者
に
指
示
が
通
ら
な
い
。
他
業
種
の
歯
科

治
療
に
対
す
る
認
識
や
理
解
不

足
。


多
職
種
連
携
に
お
い
て
歯
科
へ
の
協
働
依
頼
（
相
談
）
が
少
な
く
、
他
職
種
の

歯
科
口
腔
衛
生
に
対
す
る
理
解
度
が
あ
ま
り
に
も
低
い
と
思
わ
れ
る
。


患
者
さ
ん
の
ご
家
族
の
歯
科
的
ニ
ー
ズ
へ
の
無
理
解
。
歯
科
医
師
や
歯
科
衛
生

士
が
行
う
口
腔
ケ
ア
の
有
効
性
。
一
般
ナ
ー
ス
、
ヘ
ル
パ
ー
が
行
う
場
合
と
の

差
違
が
知
ら
れ
て
い
な
い
。


ま
だ
ま
だ
歯
科
と
認
知
症
の
関
連
が
認
知
さ
れ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。


多
職
種
連
携
が
上
手
く
で
き
て
い
な
い
（
口
腔
ケ
ア
の
大
切
さ
な
ど
介
護
ス
タ

ッ
フ
へ
の
知
識
の
指
導
等
の
必
要
性
を
感
じ
る
）
。


多
職
種
の
方
々
の
中
に
は
、
口
腔
衛
生
や
機
能
維
持
に
関
す
る
事
に
関
心
の
高

く
な
い
人
が
比
較
的
多
い
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。


歯
科
治
療
等
の
必
要
性
・
重
要
性
が
、
あ
ま
り
強
く
他
職
種
に
理
解
さ
れ
て
い

な
い
。


認
知
症
患
者
を
介
護
す
る
家
族
、
介
護
施
設
職
員
等
、
従
事
者
の
方
々
に
口
腔

内
環
境
の
整
備
、
口
腔
内
清
掃
の
重
要
性
を
理
解
し
て
も
ら
う
。
口
腔
内
ト
ラ

ブ
ル
が
発
生
し
た
場
合
、
要
介
護
者
が
迅
速
に
治
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
介
護

者
か
ら
の
連
絡
系
統
を
整
え
て
お
く
。


歯
科
治
療
の
必
要
性
へ
の
理
解
度
（
本
人
、
介
護
者
、
他
職
種
）。

口
か
ら
食
べ

る
事
の
重
要
性
の
周
知
。


ご
本
人
や
ご
家
族
、
他
職
種
の
口
腔
に
対
す
る
関
心
が
少
な
い
。
よ
り
周
知
徹

底
が
必
要
。
歯
科
医
師
、
医
療
従
事
者
に
も
認
知
症
患
者
の
歯
科
治
療
に
理
解

を
深
め
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
す
。


歯
科
医
師
の
歯
科
治
療
に
よ
る
認
知
症
の
関
係
性
の
研
鑽
及
び
そ
の
関
係
性
の

他
業
種
へ
の
周
知
、
普
及
、
啓
蒙
。


訪
問
歯
科
診
療
や
メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
関
し
て
本
人
や
家
族
の
理
解
が
得
ら
れ

に
く
い
。


医
科
の
先
生
方
に
歯
周
医
学
の
重
要
性
を
理
解
し
て
頂
く
事
が
ス
ム
ー
ズ
な
事

業
の
展
開
に
は
必
要
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
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
 日

常
的
に
介
護
を
行
っ
て
い
る
家
族
や
介
護
者
も
口
腔
の
変
化
を
見
極
め
る
こ

と
は
困
難
で
、
結
果
的
に
放
置
さ
れ
適
切
な
時
期
に
歯
科
医
療
の
効
果
的
な
介

入
が
行
え
な
い
の
が
現
状
で
、
定
期
的
な
歯
科
医
師
・
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
口

腔
管
理
を
看
護
師
や
介
護
者
に
理
解
し
て
も
ら
い
連
携
し
て
い
く
こ
と
が
、
認

知
症
患
者
の

Q
O

L
の
維
持
に
つ
な
が
っ
て

い
く
と
考
え
ま
す
。

 


 訪
問
歯
科
診
療
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
た
だ
く
こ
と
。

 


 認
知
症
初
期
集
中
チ
ー
ム
の
活
動
や
ケ
ア
パ

ス
の
運
用
に
つ
い
て
歯
科
職
種
に

参
加
の
要
請
が

な
い
。
認
知
症
患
者
に
係
る

口
腔
の
問
題
に
つ
い
て
他
職
種
に

気
付
い
て
も
ら
う
こ
と
が
連
携
の
ス
タ
ー
ト

と
考
え
る
が
、
歯
科
職
種
の
関
わ

り
が
少
な

い
こ
と
か
ら
口
腔
の
問
題
へ
の
関

心
度
は
低
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ

る
。

 


 認
知
症
患

者
に
関
わ
る
複
数
の
専
門
職
に
お

け
る
歯
科
医
療
の
必
要
性
に
つ
い

て
認
識
が

低
い
。

 


 認
知
症
の

方
の
口
腔
管
理
が
よ
う
や
く
医
科
側
に
も
認
知
さ
れ
始
め
て
い
る
と

感
じ
て
い

ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
低
く
、
連
携

が
十
分
取
れ
る
ま
で
に
は
い
っ
て

い
な
い
の

が
実
情
で
す
。

 


 認
知
症
の
程
度
に
よ
り
歯
科
治
療
は
全
員
医

療
機
関
で
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

進
行
し
た
状
態
で
は
、
医
療
連
携
を
取
っ
た

と
し
て
も
治
療
は
全
員
個
人
の
ク

リ
ニ
ッ
ク
で
は
困
難
と
思
わ
れ
る
。
医
療
連
携
の
中
に
認
知
症
予
防
の
た
め
の

歯
科
的
ア
プ
ロ
ー
チ
も
含
め
て
市
民
へ
の
啓

発
は
、
以
前
よ
り
実
施
し
て
い

る
。

 


 認
知
症
が
進
行
し
た
患
者
さ
ん
で
は
、
歯
科

治
療
が
困
難
な
場
合
が
あ
る
こ
と

を
ご
家
族
も
含
め
て
分
か
っ
て
欲
し
い
。

 


 訪
問
歯
科
診
療
や
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
に
つ

い
て
の
研
修
会
は
行
っ
て
き
た

が
、
認
知
症
に
特
化
し
た
研
修
会
、
講
習
会

を
開
催
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
上
で
、
医
科
や
介
護
関
連
の
方
々
と
連

携
を
図
っ
て
行
き
た
い
。

 
 

⑥
【

マ
ン

パ
ワ

ー
・
社
会
的
資
源

の
不
足

】
 


 連

携
す
る
本
会
に
お
い
て
も
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
が
一
番
の
課
題
で
す
。
来
年
度

は
在
宅
歯
科
医
療
強
化
モ
デ
ル
事
業
を
本
会
が
行
う
予
定
で
、
認
知
症
対
応
に

つ
い
て
も
対
策
を
講
じ
る
予
定
で
す
。

 


 当
歯
科
医
師
会
管
内
で
は
認
知
症
の
方
対
象
に
限
ら
ず
、
医
療
連
携
そ
の

も
の

が
十
分
機
能
し
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
一
番
の
原
因
は
時
間
的
な
問
題
か
と

思
い
ま
す
。
多
職
種
の
方
々
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
ル
ー
テ
ィ
ン
を
持
つ
中
、
時

間
を
調
整
し
て
集
ま
っ
て
…
と
な
る
と
か
な
り
難
し
い
か
と
思
い
ま
す
。
マ
ン

パ
ワ
ー
が
豊
富
な
地
域
で
あ
れ
ば
そ
れ
も
可
能
と
は
思
い
ま
す
が
…
。

 


 認
知
症
の
方
の
治
療
に
対
応
で
き
る
会
員
が
ど
れ
だ
け
い
る
か
分
か
ら
な
い
。

会
員
減
少
、
高
齢
化
に
よ
り
、
訪
問
に
対
応
で
き
る
会
員
も
減
少
し
て
い
る
。

 


 通
常
診
療
へ
の
影
響
に
不
安
を
持
つ
会
員
が
多
い
。

 


 地
方
で
は
医
療
機
関
、
歯
科
医
師
数
が
少
な
く
、
診
療
の
時
間
内
で
対
応
す
る

こ
と
が
難
し
い
。
移
動
を
伴
う
場
合
は
往
復

10
0k

m
を
超
え
る
こ
と
も
あ

る
。

 


 地
域
で
の
多
職
種
連
携
は
進
ん
で
い
る
が
、
参
加
会
員
数
が
少
な
い
。

 


 対
応
可
能
な
歯
科
医
師
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
集
中
し
て
し
ま
う
。

 


 政
令
指
定
都
市
の
場
合
、
区
単
位
の
対
応
に
な
る
の
で
市
行
政
と
直
結
し
て
い

な
い
の
で
対
応
に
タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ
る
。

 


 住
民
及
び
歯
科
医
師
会
員
数
が
少
な
く
、
活
動
が
で
き
な
い
。

 


 受
け
入
れ
し
科
医
療
所
の
不
足
。

 


 実
際
に
連
携
に
関
わ
る
歯
科
医
師
が
ま
だ
ま
だ
少
な
い
。

 


 治
療
困
難
事
例
の
後
送
施
設
・
病
院
の
確
保
。

 


 「
地
域
ケ

ア
会
議
の
た
め
の
栄
養
 
口
腔
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
視
点
」
の
活
用
率
が

1
割
弱
で
活
用
で
き
て
い
な
い
。
診
療
時
間
外
で
し
か
（

D
r.1

人
の
ケ
ー
ス

等
）
会
議
、
連
携
等
対
応
が
出
来
な
い
。
自
院
の
歯
科
医
院
の
業
務
で
一
杯
一

杯
の

D
r.が

多
く

、
時
間
的
精
神
的
な
余
裕
が
な
い
。

 


 今
現
在
は
、
個
々
の
会
員
が
個
別
に
対
応
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
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
 医

療
連
携
に
歯
科
は
入
っ
て
い
な
い
し
、
入
る
だ
け
の
知
識
、
経
験
も
持
ち
合

わ
せ
て
い
る
人
材
が
圧
倒
的
に
少
な
い
。

 


 高
次
医
療
機
関
で
は
、
抜
歯
等
の
単
発
の
依
頼
し
か
受
け
て
も
ら
え
ず
、
結
局

は
一
般
歯
科
診
療
所
が
継
続
し
て
診
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
為
負
担
が
大
き

い
。

 


 個
人
開
業
医
の
多
い
歯
科
に
お
い
て
は
、
自
分
の
診
療
室
で
あ
れ
ば
対
応
可
能

な
こ
と
も
あ
り
、
診
療
室
を
空
け
て
出
か
け
る
と
い
う
こ
と
は
、
代
診
で
も
い

な
け
れ
ば
負
担
が
大
き
い
。
そ
の
中
で
行
う
た
め
に
は
、
連
携
を
密
に
し
、
役

割
分
担
を
明
確
に
し
て
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
容
易
な
こ
と
で

は
な
い
と
考
え
る
。

 


 各
歯
科
医
師
の
年
齢
、
診
療
体
制
の
考
え
か
ら
市
歯
科
医
師
会
と
し
て
全
て
の

会
員
が
協
力
出
来
る
状
況
で
は
な
い
（
市
と
の
連
携
は
と
っ
て
お
り
、
各
個
人

と
し
て
講
習
会
に
参
加
、
訪
問
診
療
を
行
っ
て
い
る
）
。

 


 会
員
数
が
年
々
減
少
し
て
い
て
、
範
囲
が
広

い
の
で
対
応
す
る
の
が
難
し
い
。

 


 ま
だ
ま
だ
介
護
施
設
等
の
連
携
が
不
十
分
。

医
療
保
険
制
度
で
の
整
備
や
歯
科

衛
生
士
の
マ
ン
パ
ワ
ー
が
不
足
し
て
い
る
。

 


 当
地
域
で
は
、
包
括
を
中
心
に
顔
の
見
え
る

関
係
作
り
は
少
し
ず
つ
進
ん
で
い

る
が
、
ま
だ
ま
だ
積
極
的
な
連
携
が
で
き
て

い
る
の
は
一
部
の
み
で
あ
る
。
地

域
の
診
療
所
数
の
減
少
が
起
こ
っ
て
き
て
お

り
、
今
後
、
時
間
的
に
も
対
応
し

て
い
く
こ
と
が
困
難
に
な
る
可
能
性
も
考
え

ら
れ
る
。

 


 初
期
集
中
チ
ー
ム
や
行
政
な
ど
の
動
き
が
あ
ま
り
良
く
み
え
な
い
。
も
っ
と
関

係
機
関
と
の
情
報
共
有
が
重
要
に
な
る
と
思
う
。
本
人
の
意
思
と
は
別
に
家
族

等
の
不
理
解
・
不
協
力
に
な
る
中
断
・
休
止
が
あ
り
、
治
療
が
終
わ
ら
な
い
う

ち
に
終
了
し
て
し
ま
う
事
が
あ
る
。
人
手
不
足
。
認
知
症
本
人
や
そ
の
家
族
と

の
ト
ラ
ブ
ル
。
介
護
者
の
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
な
ケ
ア
方
法
が
な
か
な
か
見

つ
か
ら
な
い
。
ど
ん
な
に
簡
単
な
も
の
で
示
し
て
も
協
力
し
て
く
れ
な
い
。
ス

タ
ッ
フ
全
員
に
お
け
る
知
識
の
対
応
の
共
有
。
サ
ポ
ー
ト
の
者
に
も
理
解
し
て

も
ら
う
。
洗
口
が
で
き
な
い
と
工
夫
が
必
要
。
歯
科
医
師
・
衛
生
師
の
知
識
不

足
の
解
消
。
対
応
力
の
向
上
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

 


 マ
ン
パ
ワ
ー
の
不
足
。
意
欲
的
に
取
り
組
む
人
間
の
不
足
。

 


 行
政
の
担
当
者
を
通
じ
て
、
地
域
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
さ
ん
達
と
交
流
す
る
場

を
設
け
、
歯
科
に
対
す
る
知
識
・
情
報
の
向
上
に
努
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

し
、
歯
科
医
側
も
認
知
症
を
含
め
知
識
習
得
に
励
ん
で
い
る
も
の
の
、
在
宅
医

療
に
携
わ
れ
る
歯
科
医
・
歯
科
衛
生
士
の
人
数
不
足
が
一
番
の
問
題
と
思
わ
れ

る
。

 


 医
師
、
歯
科
医
師
、
介
護
職
、
薬
剤
師
間
の
連
携
は
良
い
状
態
と
思
い
ま
す

が
、
当
地
区
の
課
題
は
マ
ン
パ
ワ
ー
の
不
足
で
す
。
小
中
学
生
の
啓
蒙
活
動
を

し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

 
 

⑦
【

コ
ス

ト
面

に
つ
い
て
】

 


 補
助
金
等
を
し
っ
か
り
出
し
て
歯
科
医
師
が
診
療
を
休
ん
で
も
参
加
す
る
事
が

で
き
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
。

 


 認
知
症
の
人
の
治
療
を
積
極
的
に
行
う
歯
科
医
師
が
少
な
い
。
知
識
や
経
営
的

に
問
題
が
あ
る
。

 


 当
歯
科
医
師
会
は

2
市

7
町
、

9
行
政
か
ら
な
っ
て
お

り
、
行
政
力
の
違
い
か

ら
対
応
が
か
な
り
異
な
り
、
苦
労
し
て
い
ま
す
。
人
口
も
多
く
、
医
療
・
介

護
・
福
祉
に
お
金
を
か
け
ら
れ
る
地
域
と
同
じ
よ
う
に
対
応
し
ろ
と
言
わ
れ
て

も
不
可
能
で
す
。
ま
た
保
険
点
数
も
低
く
、
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
悪
い

認
知
症
患
者
は
診
療
し
た
く
な
い
（
で
き
な
い
）
会
員
も
多
い
た
め
、
何
ら
か

の
補
助
が
な
い
と
認
知
症
の
患
者
を
診
る
診
療
所
は
増
え
な
い
と
思
い
ま
す
。

 


 ど
の
ル
ー
ト
で
連
携
す
る
か
明
確
で
な
い
。
医
科
主
治
医
と
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
紹
介
で
よ
い
の
か
？
保
険
請
求
上
の
点
数
が
な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
な

っ
て
し
ま
う
の
で
や
る
事
に
対
し
て
点
数
が
つ
く
よ
う
に
お
願
い
し
た
い
。
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
 そ

も
そ
も
各
種
保
険
料
や
窓
口
負
担
金
（
利
用
者
の
一
部
負
担
金
）
が
高
す
ぎ

て
、
連
携
自
体
が
絵
空
事
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
じ
め

介
護
職
が
歯
科
医
療
の
特
性
（

Cu
re

よ
り

Ca
re
）
を
理
解
し
て
い
な
い
た

め
、
介
護

職
が
望
ん
で
い
る
も
の
と
我
々
歯

科
医
療
者
が
理
解
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
に
齟
齬

が
明
確
に
認
め
ら
れ
て
い
る
。

 
 ⑧
【

認
知

症
の

診
断
に
つ
い
て
】

 


 認
知
症
と
言
っ
て
も
様
々
な
病
型
、
症
状
が
あ
る
が
、
そ
の
診
断
名
が
は
っ
き

り
し
な
い
こ
と
が
多
い
。
ま
た
専
門
医
が
診
断
を
し
て
い
な
い
の
で
よ
く
分
か

ら
な
い
場
合
が
あ
る
。

 


 長
期
通
院

患
者
が
認
知
症
の
診
断
を
さ
れ
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
。

 


 患
者
が
認
知
症
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
場
合
が
多
い
（
情
報
が
何
も
な
い
）。

 


 来
院
さ
れ
た
患
者
さ
ん
が
認
知
症
の
可
能
性
が
あ
る
と
判
定
す
る
た
め
の
基
礎

知
識
と
手
順
。
認
知
症
の
程
度
と
治
療
や
歯
科
関
連
指
導
の
方
法
の
選
択
。

 


 認
知
症
を
見
つ
け
た
時
の
対
応
が
難
し
い
。
→
誰
に
相
談
す
る
か
？
認
知
症
と

家
族
は
知

っ
て
い
て
も
医
科
へ
報
告
し
て
く

れ
な
い
。

 


 認
知
症
を
疑
う
ケ
ー
ス
が
外
来
で
あ
る
際
は

、
家
族
や
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

の
相
談
を
す
る
こ
と
を
伝
達
し
て
い
る
。
訪

問
診
療
に
て
、
治
療
へ
の
協
力
が

困
難
な
ケ
ー
ス
で
は
、
治
療
ゴ
ー
ル
を
ケ
ー

ス
に
よ
っ
て
設
定
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

 
 

⑨
【

認
知

症
発

症
前
か
ら
の
歯
科
受
診
の
重
要

性
に

つ
い

て
】

 


 発
症
前
に
歯
科
が
関
与
で
き
る
か
が
重
要
で
、
な
か
な
か
関
与
で
き
な
い
。

 


 認
知
症
に
な
っ
て
か
ら
の
特
別
な
対
応
も
重
要
で
あ
る
が
、
認
知
症
に
な
る
前

か
ら
定
期
的
な
歯
科
受
診
を
生
活
の
一
部
に
す
る
取
り
組
み
も
よ
り
重
要
で
あ

る
と
考
え
る
。

 


 認
知
症
が

進
行
す
る
前
に
、
歯
科
受
診
を
勧

め
て
欲
し
い
。

 


 認

知
症
が
進
行
し
て
し
ま
う
と
歯
科
治
療
は
困
難
に
な
り
ま
す
。
初
期
の
認
知

症
の
段
階
で
医
療
連
携
に
お
い
て
歯
科
医
療
が
介
入
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

 


 当
歯
科
医
師
会
で
は
多
く
の
会
員
が
介
護
認
知
審
査
会
に
参
加
し
て
お
り
ま

す
。
在
宅
、
施
設
に
お
け
る
訪
問
診
療
に
お
い
て
は
、
介
護
度
が
上
が
る
ほ

ど
、
治
療
管
理
等
が
困
難
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
認
知
症
初
期
の
時
点
で
口
腔

機
能
管
理
等
を
行
う
事
に
よ
り
、
そ
の
後
の
治
療
・
管
理
の
幅
が
広
が
り
、
多

く
の
歯
科
診
療
所
の
協
力
を
得
る
事
が
出
来
る
と
考
え
ま
す
。

 


 早
期
発
見
、
早
期
治
療
。

 


 歯
科
治
療
の
早
期
介
入
の
重
要
性
を
認
識
し
て
頂
く
事
が
課
題
と
考
え
ま
す
。

 


 医
療
機
関
や
介
護
施
設
に
歯
科
治
療
は
で
き
る
だ
け
早
期
に
介
入
で
き
る
よ
う

呼
び
か
け
て
い
る
。
認
知
症
が
進
む
と
意
思
疎
通
が
困
難
に
な
る
為
。

 


 早
期
の
段
階
に
お
け
る
歯
科
治
療
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
認
識
が
不
足
し
て
い

る
。

 
 

⑩
【

そ
の

他
】

 


 認
知
症
の
様
々
な
病
態
に
応
じ
た
歯
科
的
対
応
を
更
に
協
議
し
て
分
か
り
易
く

マ
ニ
ュ
ア
ル
化
す
べ
き
。

 


 マ
ニ
ュ
ア
ル
が
な
い
。
す
で
に
あ
れ
ば
会
員
に
周
知
さ
れ
て
い
な
い
。

 


 A
C

P
に
関
し
て
歯
科
が
ど
う
関
わ
っ
て
い
く
の
か
？

 


 認
知
症
の
た
め
歯
科
へ
の
受
診
が
途
絶
え
て
い
る
患
者
さ
ん
の
実
態
把
握
と
来

院
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
出
来
て
い
な
い
。

 


 認
知
症
に
対
す
る
理
解
の
共
有
と
そ
れ
ぞ
れ
の
職
種
で
で
き
る
ケ
ア
の
内
容
の

把
握
、
そ
し
て
情
熱
だ
と
思
い
ま
す
。

 


 自
立
支
援
型
地
域
ケ
ア
会
議
で
は
、
医
師
会
・
薬
剤
師
会
等
、
多
職
種
で
の
ケ

ー
ス
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
る
が
、
特
に
認
知
症
に
特
化
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
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
医
療
連
携
に
関
す
る
会
議
自
体
存
在
し
な
い
し
、
当
然
呼
ば
れ
な
い
。
当
地
区

は
常
勤
の
歯
科
衛
生
士
が
市
に
い
な
い
為
、
い
ろ
い
ろ
と
不
自
由
し
て
い
る
。

市
に
要
望
し
て
も
保
健
師
で
十
分
間
に
合
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
よ
っ

て
歯
科
が
認
知
症
に
携
わ
る
事
自
体
、
行
政
は
期
待
し
て
い
な
い
と
思
う
。


当
歯
科
医
師
会
に
お
い
て
、
現
状
の
認
識
が
で
き
て
い
な
い
為
、
具
体
的
な
課

題
は
分
か
ら
な
い
。


今
後
の
検
討
課
題
と
重
要
視
し
て
い
る
。
ま

だ
分
か
ら
な
い
部
分
が
多
い
。


地
区
歯
科

医
師
会
と
し
て
は
、
具
体
的
に
は

検
討
し
て
い
な
い
。


歯
科
に
対

し
依
頼
が
な
い
。


地
区
の
セ

ン
タ
ー
よ
り
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
な

い
の
で
、
手
を
つ
け
て
も
い
ま
せ

ん
。


今
は
連
携

が
と
れ
て
い
な
い
が
、
こ
れ
か
ら

連
携
し
て
い
き
た
い
。


現
状
「
課

題
」
が
見
え
る
ま
で
の
連
携
が
行

わ
れ
て
い
な
い
状
態
で
す
。


近
年
増
加

し
て
い
る
独
居
の
方
な
ど
は
、
医

療
の
必
要
性
が
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
な
か
な
か
受
診
・
応
診
に
つ
な
げ
ら
れ

て
い
な
い
現
状
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。


各
先
生
に
お
任
せ
し
て
い
る
。


会
員
の
個
々
で
は
対
応
し
て
い
る
が
、
ま
だ
会
全
体
の
組
織
と
し
て
体
制
が
整

っ
て
い
な
い
た
め
、
全
体
を
把
握
で
き
て
い
な
い
こ
と
。


我
々
に
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
質
問
に
対
す
る
認
識
が
無
く
て
も
既
存
の
会
を
流

用
し
て
、
開
催
さ
れ
て
い
る
と
体
裁
を
整
え
て
い
る
こ
と
は
よ
く
目
に
し
ま

す
。


特
に
在
宅
療
養
中
の
認
知
症
患
者
に
お
い
て
、
口
腔
・
嚥
下
機
能
と
食
形
態
と

の
不
一
致
が
起
因
す
る
食
事
摂
取
量
の
減
少
に
伴
う
低
栄
養
患
者
が
多
い
。
補

助
栄
養
剤
の
処
方
が
な
い
か
、
処
方
が
あ
っ
て
も
十
分
に
活
用
さ
れ
て
い
な
い

ケ
ー
ス
も
多
い
。


医
科
に
連
絡
し
て
も
本
人
に
う
ま
く
伝
わ
ら
な
い
。


コ
ロ
ナ
の
影
響
で
集
ま
る
こ
と
が
出
来
な
い
。


あ
ま
り
具
現
化
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
今
後
、
必
要
か
と
は
思
い
ま
す
。


医
療
連
携
の
実
際
に
つ
い
て
の
事
項
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
見
に
つ
い
て
記

載
し
ま
す
。

74
歳
の
男
性
、
明
ら
か
に
認
知
症
状
（
診
察
券
の
紛
失
、
仕
舞
い

忘
れ
、
予
約
日
時
の
再
々
再
確
認
等
）
の
あ
る
方
で
す
が
、
治
療
上
の
必
要
性

か
ら
服
薬
の
確
認
を
行
っ
て
も
服
用
し
て
い
る
と
言
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な

病
名
（
た
ぶ
ん
認
知
症
）
で
、
ど
の
よ
う
な
薬
を
服
用
し
て
い
る
か
は
は
っ
き

り
言
わ
ず
、
お
薬
手
帳
の
提
示
を
求
め
て
も
「
忘
れ
ま
し
た
」
の
繰
り
返
し
で

す
。
か
た
く
な
に
自
分
が
認
知
症
と
知
ら
れ
た
く
な
い
。
悟
ら
れ
た
く
な
い
様

子
で
す
。
こ
の
よ
う
な
方
の
対
応
は
と
て
も
デ
リ
ケ
ー
ト
で
、
こ
の
方
は
「
認

知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
」
と
い
う
の
は
、
か
え
っ
て
「
イ

ヤ
」
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
大
変
難
し
い
問
題
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
ケ
ー

ス
は
心
理
面
で
も
支
え
る
多
職
種
で
対
応
し
な
け
れ
ば
、
上
手
く
い
か
な
い
の

だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。


認
知
症
の
対
応
に
つ
い
て
は
具
体
的
な
対
応
は
各
医
院
で
の
対
応
と
な
っ
て
お

り
、
現
状
で
は
歯
科
医
師
会
と
し
て
の
対
応
は
取
っ
て
い
な
い
。


市
内
慈
英
中
央
病
院
が
行
う
歯
科
と
認
知
症
に
関
す
る
研
修
会
に
参
加
し
ま
し

た
が
、
今
後
も
こ
う
し
た
課
題
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。


こ
の
地
域
で
は
、
認
知
症
、
う
つ
病
に
関
す
る
「
甲
賀
、
湖
南
、
う
つ
病
、
認

知
症
、
在
宅
医
療
懇
話
会
」

 医
師
会
、
行
政
、
歯
科
医
師
会
、
薬
剤
師
会
が
世

話
人
と
な
り
、
毎
年
研
修
会
を
開
催
し
て
い
る
。


認
知
症
患
者
に
対
応
し
た
歯
科
治
療
の
研
修
証
明
証
（
研
修
パ
ス
や
修
得
単
位

な
ど
を
含
め
た
）
を
、
車
の
運
転
免
許
の
よ
う
に
努
力
義
務
で
も
よ
い
の
で
、

保
持
す
る
の
が
好
ま
し
い
方
向
に
、
多
方
面
よ
り
告
知
す
る
の
が
良
い
と
は
思

わ
れ
る
。


ご
家
族
が
行
政
や
多
職
種
に
相
談
し
や
す
い
環
境
が
必
要
。

- 120 -




認
知
症
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
た
時
の
本
人
や
家
族
、
包
括
へ
の
相
談
な
ど
、

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
等
へ
の
受
診
勧
奨
な
ど
。


通
常
、
認
知
症
と
思
わ
れ
る
患
者
が
来
院
し
、
認
知
症
に
対
す
る
支
援
が
な
さ

れ
て
い
な
い
場
合
、
歯
科
医
院
で
気
付
く
事
が
し
ば
し
ば
あ
る
が
、
そ
の
際
に

認
知
症
に
対
し
て
の
介
入
が
必
要
と
思
っ
て
も
ど
こ
に
ど
の
よ
う
な
相
談
す
べ

き
か
ル
ー
ル
が
明
確
で
な
く
、
個
人
情
報
保
護
や
家
族
と
の
ト
ラ
ブ
ル
を
考
え

る
と
む
や
み
や
た
ら
と
動
き
に
く
い
の
が
現
状
で
す
。


認
知
症
の
方
が
歯
科
治
療
を
受
け
る
の
は
か
か
り
つ
け
医
か
ら
の
紹
介
が
多
い

が
、
口
腔
内
の
状
態
ま
で
見
て
く
れ
て
い
る
事
は
希
で
あ
る
。
患
者
か
ら
の
訴

え
が
あ
る
の
は
軽
度
の
認
知
症
の
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
患
者
の
口
腔
内

の
病
変
を
見
つ
け
る
の
は
検
診
に
よ
る
歯
科
医
の
仕
事
で
あ
る
と
思
う
。
本
診

療
所
は
山
間
部
の
へ
き
地
に
あ
る
の
で
病
変

が
あ
っ
て
も
患
者
の
足
の
確
保
が

難
し
く
、
老
老
介
護
の
家
庭
も
多
く
、
意
思

の
疎
通
も
ま
ま
な
ら
な
い
場
合
も

多
い
。
足

の
な
い
患
者
に
は
送
迎
往
診
で
対

応
し
て
い
る
が
、
冬
場
は
雪
も
多

く
、
限
度

が
あ
る
。
で
き
る
限
り
対
応
し
て
い
る
が
、
山
間
部
の
へ
き
地
で
は

認
知
症
の

人
の
歯
科
治
療
に
お
け
る
医
療
連
携
は
難
し
く
、
限
界
が
あ
る
。


認
知
症
の
人
の
歯
科
治
療
の
前
に
、
日
頃
の

口
腔
ケ
ア
が
出
来
る
の
か
？
→
出

来
て
い
る

か
？

80
20

の
運
動
が

（
50

％
以
上
）
進
ん
で
い
ま
す
が
、
認
知
症
に

な
る
と
口

腔
崩
壊
が
一
気
に
進
ん
で
し
ま
う

。
時
々
総
義
歯
の
人
が
「
幸
せ
」

に
思
っ
て

し
ま
い
ま
す
（
介
護
家
族
よ

り
）
。
痛
み
を
止
め
る
こ
と
に
終
始
す
る

歯
科
治
療

の
医
療
連
携
は
難
し
く
、
行
政
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
な
い
と
難
し
い

と
思
い
ま

す
。


認
知
症
ケ
ア
パ
ス
の
作
成
の
時
に
は
相
談
が

あ
っ
た
が
、
そ
の
後
市
町
村
な
ど

行
政
か
ら
の
コ
ン
タ
ク
ト
は
な
い
。
ニ
ー
ズ

が
少
な
い
の
か
関
心
が
な
い
よ
う

に
思
わ
れ
る


現
在
、
医
療
連
携
が
ま
だ
個
別
の
歯
科
医
院

が
対
応
し
て
い
ま
す
が
、
行
政
や

医
師
会
な
ど
と
話
し
合
い
を
進
め
、
会
員
に

理
解
や
協
力
を
求
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
施
設
等
に
訪
問
診
療
す
る
際
の
機
材
な
ど
が
不
十
分
だ
と

思
い
ま
す
。


認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
へ
月
に

2
回
訪
問
治
療
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、
医
療

安
全
上
、
処
置
は
限
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
基
本
的
に
保
存
的
処
置
（
形
式
、

充
填
、
印
象
な
ど
）
は
し
な
い
。
抜
歯
も
協
力
的
な
ら
ば
施
設
内
で
行
い
ま
す

が
、
非
協
力
的
で
あ
れ
ば
、

2
次

3
次
医
療
機
関
に
お
願
い
す
る
事
に
し
て
い

ま
す
。
施
設
の
ス
タ
ッ
フ
、
患
者
家
族
の
同
意
が
あ
り
、
協
力
的
で
あ
れ
ば
ク

リ
ニ
ッ
ク
へ
連
れ
て
来
て
も
ら
い
通
常
通
り
の
処
置
を
行
う
事
も
あ
り
ま
す
。

医
療
連
携
を
整
え
て
も
、
実
際
大
学
病
院
等
へ
通
院
す
る
事
が
不
可
能
な
事
も

あ
り
、
悩
ま
し
い
所
で
す
。


那
須
塩
原
市
の
多
職
種
連
携
会
議
と
県
北

2
市

1
町
で
構
成
す
る
。
在
宅
医

療
・
介
護
連
携
支
援
セ
ン
タ
ー
の
組
織
を
中
心
に
書
い
て
み
ま
し
た
。
中
心
と

な
る
の
は
栃
木
県
歯
科
医
師
会
で
す
。


高
齢
者
施
設
へ
の
訪
問
診
療
、
在
宅
な
ど
会
員
は
す
で
に
行
っ
て
お
り
、
あ
る

程
度
の
経
験
は
踏
ん
で
い
る
は
ず
。
認
知
症
に
限
ら
ず
、
状
態
は
様
々
で
あ
る

か
ら
、
今
更
、
画
一
的
な
仕
組
み
作
り
は
必
要
な
い
と
思
わ
れ
る
。
口
腔
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
意
図
を
知
り
た
い
。
現
場
感
覚
か
ら
か
な
り
ず
れ
て
い
る
。
当

支
部
は
数
的
に
限
界
が
あ
る
。


狭
い
空
間
で
患
者
の
協
力
が
無
け
れ
ば
行
え
な
い
歯
科
治
療
の
特
性
か
ら
認
知

症
が
高
度
に
な
れ
ば
、
治
療
は
困
難
を
極
め
、
治
療
を
諦
め
る
症
例
も
少
な
く

無
い
。
近
年
高
齢
者
の
残
存
歯
数
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
セ
ル
フ
ケ
ア

が
困
難
に
な
れ
ば
状
態
を
評
価
し
、
口
腔
ケ
ア
に
介
入
す
る
仕
組
み
が
必
要
と

考
え
ま
す
。
ま
た
、
通
所
等
に
お
い
て
フ
ッ
化
物
浄
口
を
行
う
仕
組
み
も
必
要

と
考
え
ま
す
。


特
に
往
診
時
の
歯
科
医
派
遣
と
そ
の
対
応
が
難
し
い
。


認
知
機
能
と
生
活
環
境
か
ら
、
治
療
方
針
や
管
理
体
制
を
決
め
る
必
要
が
あ

り
、
個
人
情
報
と
の
関
わ
り
も
問
題
と
な
る
。
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
会
員
の
ほ
と
ん
ど
が
退
院
時
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
に
呼
ば
れ
た
こ
と
が
な
い
。
病

院
も
施
設
も
人
材
不
足
で
大
変
そ
う
で
す
。
歯
科
の
方
は
、
準
備
は
も
う
十
分

出
来
て
い
る
と
思
い
ま
す
。


本
人
か
ら
の
訴
え
が
病
気
で
あ
る
事
、
治
療
の
ケ
ア
へ
の
理
解
が
出
来
ず
拒
否

が
あ
る
事
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
周
囲
が
気
付

い
て
治
療
に
結
び
つ
け
た
い
と
こ

ろ
だ
が
、
他
職
種
に
勉
強
会
を
開
い
て
も
な

か
な
か
口
の
中
を
見
る
と
い
う
の

は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
の
か
と
感
じ
る
。
「
国

民
皆
歯
科
健
診
」
と
し
て
、
健
常
者

だ
け
で
な
く
、
施
設
や
自
宅
介
護
を
受
け
て

い
る
方
も
皆
、
定
期
歯
科
健
診
を

受
け
る
の
が
当
た
り
前
に
な
っ
て
く
れ
た
ら

と
思
う
。


適
切
な
医
療
な
り
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
た
め
に
は
、
情
報
の
共
有
、
お
よ

び
そ
の
た
め
に
要
す
る
時
間
・
労
力
を
い
か

に
効
率
よ
く
す
る
か
と
い
う
こ
と

が
鍵
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ま

た
多
職
種
で
連
携
し
て
ゆ
く

際
に

は
、
口
の
中
と
い
う
の
は
あ
え
て
意
識
し
て

口
の
中
を
の
ぞ
き
こ
む
、
問
い
た

だ
す
な
ど
の
積
極
的
な
関
わ
り
を
し
な
い
限

り
、
ぱ
っ
と
見
た
と
こ
ろ
目
に
つ

か
な
い
為
、
忘
れ
ら
れ
て
し
ま
い
が
ち
だ
、
と
い
う
こ
と
を
念
頭
に
置
か
な
い

と
取
り
残
さ
れ
て
し
ま
う
か
と
思

い
ま

す
。


認
知
症
の
方
の
情
報
共
有
に
つ
い
て
、
名
古

屋
市
に
は
「
は
ち
丸
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
と
い
う
認
知
症
や
介
護
を
必
要
と
す
る
方
の
診
療
・
調
剤
・
介
護
情
報
を

共
有
す
る
シ
ス
テ
ム
が
存
在
し
ま
す
が
、
利
用
し
づ
ら
い
の
で
使
用
し
て
い
な

い
の
が
現
状
で
す
。
日
々
の
外
来
診
療
だ
け
で
も
時
間
的
な
余
裕
が
な
く
、
他

職
種
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
が
困
難
で
す
。


医
科
医
療
機
関
（
認
知
症
を
専
門
と
す
る
内

科
な
ど
）
へ
の
診
療
・
健
診
事
業

行
為
が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
歯
科
診
療
機
関
が
な
か
な
か
携
わ
れ
な
い
。
医

科
医
療
機
関
と
歯
科
医
療
機
関
と
の
協
力
、
連
携
が
う
ま
く
い
っ
て
い
な
い
。

こ
れ
は
医
科
医
療
機
関
が
歯
科
で
は
認
知
症
の
対
象
者
と
関
わ
る
の
が
出
来
な

い
だ
ろ
う
と
誤
解
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
歯
科
か
ら
の
初
期
認
知
症
が
疑

わ
れ
る
患
者
（
例
え
ば
、
口
腔
清
掃
が
出
来
な
く
な
っ
た
、
ア
ポ
イ
ン
ト
が
守

れ
な
く
な
っ
た
、
診
療
室
内
の
ト
イ
レ
、
待
合
室
な
ど
の
ド
ア
が
分
か
ら
な
く

な
る
、
会
計
時
に
金
額
・
お
つ
り
に
戸
惑
う
、
説
明
を
何
度
し
て
も
同
じ
よ
う

な
質
問
を
す
る
…
な
ど
）
が
い
る
場
合
の
医
科
医
療
機
関
へ
の
タ
イ
ア
ッ
プ
、

連
絡
先
が
で
き
て
い
な
い
。


歯
科
受
診
の
必
要
性
を
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
に
掲
載
し
て
い
る
が
、
実
際
に
機
能

は
し
て
い
な
く
、
具
体
性
を
欠
い
て
い
る
。
医
科
か
ら
は
認
知
症
の
診
断
す
る

時
点
で
の
歯
科
へ
の
紹
介
は
難
し
い
と
の
こ
と
（
口
腔
内
の
状
態
が
不
明
で
訴

え
が
な
い
の
に
紹
介
す
る
の
が
難
し
い

et
c.）

。
「
食
事
を
き
ち
ん
と
摂
れ
て
い

る
か
（
噛
め
て
い
る
か
）
」
な
ど
の
食
支
援
の
一
環
と
し
て
歯
科
受
診
を
促
し
た

り
（
認
知
症
に
な
る
以
前
か
ら
）
継
続
的
な
歯
科
で
の
管
理
が
必
要
だ
ろ
う
と

い
う
医
科
サ
イ
ド
か
ら
の
助
言
は
頂
戴
し
て
い
る
。


認
知
症
患
者
の
家
族
や
支
援
す
る
医
療
機
関
関
係
職
種
か
ら
の
依
頼
は
摂
食
嚥

下
機
能
回
復
に
よ
る
も
の
が
多
い
が
、

A
D

L
の
低
下
で
実
際
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
が
必
要
な
場
合
と
義
歯
の
調
整
や
口
腔
内
の
治
療
管
理
を
行
う
こ
と
で

必
要
な
い
場
合
が
あ
り
、
そ
の
辺
の
認
識
が
多
職
種
間
で
共
有
さ
れ
て
い
な
い

事
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
家
族
や
施
設
の
職
員
が
義
歯
の
管
理
や
口
腔
ケ
ア
の

仕
方
を
十
分
に
指
導
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
り
、
そ
の
人
に
会
っ
た
ケ
ア
を
し
て

い
な
い
場
合
が
あ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
周
囲
で
支
援
す
る
人
た
ち
へ
の
啓

発
も
ま
だ
ま
だ
十
分
と
は
言
え
な
い
。
そ
れ
に
関
連
し
て
食
事
形
態
を
そ
の
人

の
口
腔
機
能
に
あ
っ
た
も
の
に
す
る
必
要
が
あ
り
、
咀
嚼
が
十
分
に
出
来
な
い

人
に
普
通
食
、
逆
に
食
塊
形
成
で
き
る
の
に
ソ
フ
ト
食
に
す
る
こ
と
で
低
栄
養

や
更
な
る
認
知
機
能
低
下
を
招
く
こ
と
も
あ
り
、
栄
養
士
と
の
連
携
も
も
っ
と

密
に
と
っ
て
い
き
た
い
。
独
居
の
場
合
は
こ
う
い
う
問
題
は
更
に
深
ま
る
。


多
摩
市
高
齢
支
援
課
に
よ
る
医
療
・
介
護
関
係
者
の
研
修
会
で
、

R4
.1

1/
9、

R
5.

2/
1
の

2
回
に
わ
た
っ
て
認
知
症
が
テ
ー
マ
に
な
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ

一
部
の
会
員
の
み
が
受
講
す
る
の
み
で
、
今
後
さ
ら
に
多
職
種
連
携
が
進
ん
で

歯
科
医
師
会
の
参
加
者
が
多
く
な
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
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
 介

護
認
定
主
治
医
意
見
書
に
歯
科
主
治
医
の
有
無
、
及
び
そ
の
意
見
の
反
映
が

さ
れ
て
な
い
状
況
を
い
つ
ま
で
放
置
す
る
の
か
？
連
携
を
推
奨
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
ま
ず
こ
こ
か
ら
改
革
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
耳
鼻
科
が
ほ

ぼ
無
関
心
の
中
で
、
歯
科
が
ど
こ
ま
で
摂
食
嚥
下
障
害
に
関
わ
れ
る
の
か
、
明

確
な
指
針
や
基
準
を
示
し
て
欲
し
い
。

 


 奈
良
県
歯
科
医
師
会
在
宅
歯
科
医
療
連
携
室
か
ら
依
頼
を
受
け
、
当
歯
科
医
師

会
会
員
に
依
頼
し
、
輪
番
で
か
か
り
つ
け
医
に
な
る
よ
う
患
者
配
当
し
て
い

る
。
た
だ
、
当
市
は

65
歳
以
上

の
高
齢

者
の

全
市
民
に
占
め
る
割
合
（
高
齢
化

率
）
が

40
％
を
超
え
、
連
携
シ
ス
テ
ム
と
い
う
よ
り
自
ず
と
連
携
し
な
い
と
い

け
な
い
状

況
で
、
こ
こ
の
歯
科
医
院
と
大
病
院
、
診
療
所
、
特
養
、
老
健
、
ケ

ア
セ
ン
タ

ー
等
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。
歯
科
医
院
が

地
域

に
密
着
し

て
お
り
、
認
知
症
の
方
の
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
と
し
て
、
歯
科
医
師
が

十
分
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

 


 施
設
か
ら
歯
科
治
療
の
要
望
が
あ
っ
て
、
職
員
に
歯
科
知
識
が
無
い
の
で
や
む

を
得
な
い
こ
と
で
す
が
、
漠
然
と
し
た
要
望

の
こ
と
が
あ
り
、
行
っ
て
み
な
い

と
内
容
が
分
か
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

認
知
症
の
方
の
歯
科
治
療
で
は
ブ

ラ
ッ
シ
ン
グ
が
出
来
て
な
い
場
合
が
ほ
と
ん

ど
で
食
物
残
渣
を
取
り
除
く
こ
と

に
多
く
の
時
間
が
か
か
っ
て
、
本
来
の
目
的

に
な
か
な
か
た
ど
り
着
け
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
施
設
等
で
の
口
腔
清
掃
と

チ
ェ
ッ
ク
を
し
っ
か
り
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 


 近
年
、

80
20

運
動

の
お

陰
で
多

く
の
残

存
歯
を
持
つ
高
齢
者
が
明
ら
か
に
増
え

て
き
て
い

る
。
口
腔
内
の
セ
ル
フ
ケ
ア
が
可
能
な
う
ち
は
い
い
が
、
認
知
症
や

要
介
護
状

態
で
セ
ル
フ
ケ
ア
が
不
可
能
と
な
っ
た
場
合
、
口
腔
清
掃
状
態
が
急

激
に
悪
化

し
て
歯
周
病
の
増
悪
や
根
面
カ
リ
エ
ス
が
増
加
す
る
の
を
目
の
当
た

り
に
し
て

い
る
。
歯
周
病
や
カ
リ
エ
ス
の
進
行
は
認
知
症
の
進
行
、
誤
嚥
性
肺

炎
の
リ
ス

ク
増
加
、
脳
血
管
疾
患
、
心
疾
患
な
ど
の
全
身
疾
患
の
リ
ス
ク
を
高

め
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
り
、
要
介
護
高
齢
者
の
健
康
保
持
に
は
介
護
者
に
よ

る
口
腔
ケ
ア
は
不
可
欠
で
あ
る
。
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど
の
介
護
施
設
に
お
け

る
口
腔
ケ
ア
は
主
に
介
護
福
祉
士
、
介
護
士
（
ヘ
ル
パ
ー
）
に
委
ね
ら
れ

て
い

る
が
、
近
年
、
介
護
士
不
足
の
た
め
口
腔
ケ
ア
ま
で
手
が
回
ら
な
い
の
が
現
状

で
あ
る
。
ま
た
口
腔
ケ
ア
の
重
要
性
は
理
解
し
て
い
て
口
腔
ケ
ア
の
知
識
は
そ

れ
な
り
に
あ
っ
て
も
、
現
場
で
実
際
に
入
所
者
に
行
っ
て
み
る
と
正
し
く
出
来

て
い
る
か
心
配
に
な
っ
た
り
、
嫌
が
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
で
積
極
的
に
行
わ
れ

て
い
な
い
の
も
現
状
で
あ
る
。
現
在
、
介
護
福
祉
士
の
資
格
を
取
る
に
は
介
護

福
祉
士
国
家
試
験
に
合
格
す
る
必
要
が
あ
り
、
介
護
士
（
ヘ
ル
パ
ー
）
は
介
護

職
員
初
任
者
研
修
（
旧
ヘ
ル
パ
ー

2
級
）
を
受
講
す
る
必
要
が
あ
る
、
い
ず
れ

も
口
腔
ケ
ア
に
関
す
る
履
修
項
目
は
少
な
く
、
資
格
取
得
後
、
口
腔
ケ
ア
に
力

を
入
れ
て
い
る
施
設
に
勤
務
し
な
け
れ
ば
、
口
腔
ケ
ア
を
学
ぶ
機
会
に
巡
り
合

え
な
い
。
函
館
は
人
口
減
、
高
齢
化
が
急
速
に
進
み
、
訪
問
歯
科
診
療
で
歯
科

医
師
、
歯
科
衛
生
士
が
定
期
的
に
口
腔
ケ
ア
を
行
う
に
は
、
今
後
増
加
す
る
要

介
護
高
齢
者
に
対
し
て
人
員
的
に
困
難
で
あ
り
、
例
え
行
え
た
と
し
て
も
自
立

し
て
い
な
い
認
知
症
、
要
介
護
高
齢
者
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
毎
日
の
口
腔
ケ

ア
で
あ
る
た
め
、
介
護
福
祉
士
、
介
護
士
に
対
す
る
口
腔
ケ
ア
の
実
地
研
修
が

急
務
と
考
え
る
。
実
地
研
修
を
受
け
て
安
全
で
簡
便
な
口
腔
ケ
ア
を
身
に
つ
け

る
こ
と
は
、
日
々
手
探
り
で
行
っ
て
い
る
口
腔
ケ
ア
業
務
の
時
間
と
ス
ト
レ
ス

を
減
ら
し
、
ま
た
今
後
増
加
す
る
要
介
護
高
齢
者
の
健
康
維
持
の
た
め
に
役
立

つ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

 
 

⑪
【

認
知

症
の

人
へ
の
歯
科
治
療
に
つ
い
て
】

 


 咬
み
方
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
て
、
義
歯
や
補
綴
物
制
作
時
の
咬
み
合
わ
せ
が

う
ま
く
と
れ
な
い
。
治
療
内
容
を
よ
く
理
解
で
き
て
い
な
い
。

 


 認
知
症
の
方
は
、
自
ら
認
知
症
で
あ
る
こ
と
を
言
わ
な
い
こ
と
が
あ
り
、
家
族

に
聞
い
て
も
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
り
、
隠
す
こ
と
が
あ
る
の
で
発
見
が
遅
れ

る
こ
と
が
あ
る
。
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
認
知
症
の
診
断
が
つ
い
て
い
な
い
患
者
へ
の
対
応
。


認
知
症
の
方
は
誤
嚥
性
肺
炎
や
摂
食
障
害
が
み
ら
れ
る
事
が
多
々
あ
る
が
、
あ

っ
た
と
し
て
も
そ
れ
が
歯
科
の
問
題
と
し
て

捉
え
ら
れ
る
事
が
少
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
る
。
依
頼
が
あ
り
、
訪
問
す
る
と
も
う
少
し
早
く
相
談
し
て
も
ら
え
れ

ば
と
い
う
症
例
も
少
な
く
な
い
。
医
科

や
薬
剤
師
、
栄
養
士
等
の
多
職
種

か
ら

患
者
を
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
歯
科
医
院
に
つ

な
ぐ
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は

あ
る
が
、
認
知
症
の
方
は
口
腔
内
に
問
題
が

隠
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
あ
る
た

め
、
歯
科
の
早
期
介
入
が
必
要
と
考
え
ら
れ

る
が
、
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
介

入
で
き
な
い
の
が
課
題
で
あ
る
。


認
知
症
の
方
は
、
体
動
が
あ
り
治
療
が
危
険

な
時
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
付
き
添

い
の
方
が
必
ず
必
要
で
、
治
療
時
間
が
長
く

な
り
ま
す
。
非
協
力
の
患
者
さ
ん

も
お
ら
れ
て
、
治
療
の
効
率
が
悪
く
な
り
ま

す
。
そ
の
為
で
は
？


認
知
症
の
進
行
状
態
の
把
握
の
タ
イ
ム
ロ
ス

。
日
常
の
食
事
状
況
の
詳
細
な
把

握
。


認
知
症
の

症
状
に
よ
り
、
医
療
行
為
に
対
す
る
制
限
等
が
出
て
く
る
可
能
性
が

生
じ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
情
報
の
共
有
が
出
来
る
と
有
難
い
で
す
。


認
知
症
の

患
者
さ
ん
が
少
し
ず
つ
来
院
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
家
族
が
付
き

添
っ
て
来
院
さ
れ
る
が
状
態
把
握
が
的
確
に
出
来
な
い
場
合
が
多
く
な
り
そ

う
。


認
知
症
と

言
っ
て
も
進
行
の
度
合
に
よ
り
、
対
応
の
難
易
度
は
変
わ
る
の
で
、

そ
の
た
め
医
療
連
携
の
必
要
性
は
感
じ
て
い
る
。
全
て
の
人
に
口
腔
ケ
ア
の
必

要
性
も
痛
感
し
て
い
る
。


特
に
無
い

で
す
が
、
認
知
症
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
人
の
口
腔
内
に
問
題
が
あ
る

か
ど
う
か
を
気
付
く
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
名
古
屋
市
や
尾
張
各
地
の
行
政

か
ら
認
め
ら
れ
た
当
地
区
発
祥
の
口
腔
観
察
シ
ー
ト
と
い
う
の
に
つ
い
て
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
？
（
口
腔
内
ト
ラ
ブ
ル
の
察
知
に
は
有
効
だ
と
思
う
の
で
す
が

…
）
（
特
に
歯

科
に

関
わ

る
人
間

以
外
の

医
療
及
び
介
護
職
が
口
の
中
の
ト
ラ
ブ

ル
の
有
無
を
見
き
わ
め
る
の
に
有
効
だ
と
思
い
ま
す
）


初
心
患
者
が
認
知
症
な
の
か
わ
か
ら
な
い
。
お
く
す
り
手
帳
を
忘
れ
て
来
る
。

感
情
失
禁
へ
の
対
応
。


重
度
認
知
症
の
方
の
治
療
に
非
協
力
的
（
口
を
開
け
て
く
れ
な
い
）
な
時
、
紹

介
先
に
困
る
。
治
療
が
出
来
な
い
の
で
大
学
病
院
に
紹
介
す
る
が
全
身
麻
酔
に

て
治
療
後
、
メ
ン
テ
は
地
元
で
と
戻
さ
れ
る
が
メ
ン
テ
が
出
来
な
い
。


歯
科
治
療
は
、
患
者
さ
ん
の
同
意
と
協
力
が
必
要
な
の
で
、
快
適
で
な
い
歯
科

の
治
療
に
は
、
協
力
し
て
く
れ
な
い
事
が
多
い
。
必
要
な
処
置
も
拒
否
さ
れ
る

事
が
多
い
。
な
だ
め
落
ち
つ
か
せ
て
も
難
し
い
。


指
示
し
て
も
理
解
で
き
な
い
。
義
歯
装
着
な
ど
の
単
純
な
操
作
も
不
可
能
に
な

る
た
め
、
お
の
ず
と
そ
の
場
し
の
ぎ
の
対
応
に
な
り
、
医
療
連
携
ま
で
発
展
し

な
い
。


軽
度
の
認
知
症
の
方
へ
の
治
療
に
つ
い
て
は
ほ
ぼ
問
題
な
い
が
、
重
度
の
認
知

症
の
方
へ
の
治
療
は
そ
の
内
容
い
か
ん
に
拘
わ
ら
ず
困
難
を
極
め
て
い
る
の
が

現
状
で
、
今
後
の
課
題
と
し
て
は
医
療
連
携
に
お
い
て
特
に
麻
酔
管
理
下
で
の

治
療
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
か
が
挙
げ
ら
れ
る
。


患
者
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
な
い
た
め
、
本
来
の
主
訴
を
行

っ
て
い
る
か
確
認
で
き
な
い
。


意
思
疎
通
が
難
し
く
、
中
等
度
以
上
の
患
者
で
は
、
開
口
保
持
が
困
難
で
診
療

は
で
き
な
い
。
大
学
病
院
等
で
全
身
麻
酔
で
の
処
置
が
必
要
。


意
思
疎
通
。


意
思
の
疎
通
。
主
訴
の
把
握
。


ご
本
人
の
拒
否
・
抵
抗
が
あ
る
と
ほ
ん
と
に
困
る
。


意
思
の
疎
通
が
と
れ
な
い
。
治
療
の
協
力
が
得
ら
れ
な
い
。
家
族
の
協
力
が
得

ら
れ
な
い
。


歯
科
治
療
が
難
し
い
。
付
き
添
い
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
連
携
に
シ
ス
テ
ム
が

出
来
て
い
な
い
。
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
本
人
の
歯
科
受
診
や
治
療
を
家
族
が
知
ら
な
い
。
投
与
し
た
薬
剤
の
服
薬
状
況

確
認
が
確
実
に
で
き
な
い
。
認
知
症
の
程
度
に
も
よ
る
が
、
家
族
等
が
同
伴
し

な
い
で
単
独
が
受
診
す
る
。


拒
否
の
強
い
人
の
訪
問
歯
科
診
療
が
困
難
な

た
め
、
様
子
を
み
る
形
と
な
る
事

が
あ
る
。


時
間
が
か
か
る
。
言
っ
て
い
る
事
が
見
当
違

い
で
困
惑
す
る
こ
と
が
あ
る
。
急

に
穏
や
か

だ
っ
た
性
格
が
激
変
す
る
こ
と
が
あ
る
。


口
の
中
の
ケ
ア
す
る
体
制
が
出
来
て
い
な
け

れ
ば
、
治
療
を
す
る
の
が
悪
く
す

る
様
な
こ

と
に
な
る
場
合
が
あ
る
。


低
栄
養
を
予
防
す
る
た
め
の
経
口
摂
取
を
支

援
す
る
口
腔
機
能
の
維
持
向
上
に

関
す
る
共

通
理
解
。
補
綴
物
（
特
に
義
歯
）
の
修
理
、
新
製
作
か
否
か
（
未
使

用
と
の
選

択
）
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の
共
通
理
解
。
家
族
、
多
職
種
は
、
義
歯
を
装

着
す
れ
ば

食
べ
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
の
願
望
が
強
い
た
め
。
歯
列
に
イ
ン
プ
ラ
ン

ト
の
み
が

残
り
、
咬
合
崩
壊
時
に
残
存
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
に
よ
る
軟
組
織
損
傷

等
、
認
知

症
患
者
に
お
け
る
イ
ン
プ
ラ
ン
ト

の
取
り
扱
い
。


歯
科
治
療
を
行
う
為
、
家
族
や
多
職
種
と
連
携
し
て
認
知
症
患
者
の
ア
セ
ス
メ

ン
ト
を
行

う
等
。


一
般
の
診
療
所
に
通
院
さ
れ
る
患
者
様
で
、
認
知
症
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ケ
ー

ス
も
最
近

で
は
多
く
見
ら
れ
、
そ
の
対
応
に

苦
慮
し
て
い
る
歯
科
医
院
も
あ

る
。
多
職

種
も
含
め
行
政
が
、
先
頭
に
立
つ

な
ど
し
て
連
携
を
す
す
め
て
も
ら

い
た
い
。


家
族
や
付
き
添
い
の
人
が
い
な
い
場
合
、
歯
科
治
療
・
継
続
は
難
し
い
と
思
わ

れ
ま
す
。


認
知
症
患
者
の
付
き
添
い
の
方
も
高
齢
で
あ
っ
た
り
、
認
知
症
が
多
少
な
り
と

も
あ
る
と

意
思
疎
通
が
と
て
も
難
し
く
治
療

の
進
行
の
妨
げ
と
な
っ
て
い
ま

す
。


患
者
の
家

族
も
し
く
は
第
三
者
で
も
近
し
い
人
が
治
療
に
付
き
添
え
れ
ば
術
者

側
は
そ
の
人
に
治
療
内
容
の
説
明
が
出
来
る
と
考
え
ま
す
。
し
か
し
、
付
き
添

う
人
が
い
な
い
場
合
も
多
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
医
療
側
よ
り
患
者
側
の
サ
ポ

ー
ト
を
手
厚
く
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。


介
護
担
当
者
が
状
態
を
把
握
す
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
り
、
い
つ
か
ら
症
状
が

あ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。
治
療
に
つ
い
て
同
意
を
得
る
家
族
と
す
ぐ
に
連
絡
が

つ
か
な
い
こ
と
が
あ
る
。


認
知
症
患
者
の
歯
科
治
療
に
お
い
て
、
多
職
種
・
家
族
か
ら
過
大
な
期
待
を
さ

れ
る
事
が
あ
る
（
治
療
す
れ
ば
、
入
れ
歯
を
作
れ
ば
、
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
な
ど
）
。
歯
科
医
師
側
の
臨
床
で
の
対
応
、
連
携
の
方
法
に
つ
い
て
、
理
解
が

出
来
て
い
な
い
。


家
族
か
ら
の
申
し
出
が
な
い
と
認
知
症
と
断
定
し
づ
ら
い
。


家
族
の
協
力
。


治
療
の
説
明
と
同
意
に
つ
い
て
。


イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
。
家
族
の
方
と
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
が
す
れ
違

っ
て
お
り
、
見
解
が
異
な
っ
て
と
ら
え
て
い
る
。


認
知
症
、
も
し
く
は
認
知
症
を
疑
う
患
者
さ
ん
は
、

1
人
で
受
診
せ
ず
に
誰
か

付
き
添
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
欲
し
い
。

- 125 -



5. 郵送調査①：D. 居宅介護支援事業所

（1）概要について

回答を得られた居宅介護支援事業所（564 ヶ所）のケアマネジャー（598 名）の平均経験年数は

12.0±5.3 年であった。

図表 48 回答者の経験年数 

（2）担当している認知症の人への歯科受診に関する支援について

i. 認知症の人に対応できる歯科医療機関の把握

担当している認知症の人の歯科治療に対応できる担当地域内の歯科医療機関を「知ってい

る」と回答したケアマネジャー（598 名）は、68.6％（410 名）であった。 

図表 49 認知症の人に対応できる歯科医療機関の把握 

認知症の人の歯科治療に対応できる担当地域内の歯科医療機関を「知っている」と回答した

ケアマネジャー（410 名）のうち、歯科医療機関の一覧を持っている者は 37.1％（152 名）で

あった。

図表 50 認知症の人に対応できる歯科医療機関の一覧の有無 

7.5%

22.7%

31.1%

24.1%

10.2%

4.3%

0% 10% 20% 30% 40%

5年未満

5～9年

10～14年

15～19年

20年以上

無回答

68.6 31.3 0.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=598）

知っている 知らない 無回答

37.1 61.0 2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=410）

持っている 持っていない 無回答
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また、認知症の人の歯科治療に対応できる担当地域内の歯科医療機関を「知っている」と回

答したケアマネジャー（410 名）のうち、歯科医療機関に関する情報元は、「口コミ」が 36.8％
（151 名）と最も多く、次いで「歯科医療機関作成のパンフレット等」が 33.4％（137 名）、「歯

科医師会からの情報」が 31.7％（130 名）であった。 

図表 51 歯科医療機関の情報元【複数回答】 

その他の回答は以下の通り。

 電話で個別に問い合わせる（他 12 件）  インターネット等で検索（他 9 件）

 施設からの情報提供（他 4 件）  医師からの紹介（他 4 件）

 訪問歯科に関する営業（他 4 件）  研修等における交流（他 2 件）

 本人・家族からの情報（他 1 件）  日本訪問歯科協会（他 1 件）

 在宅歯科医療連携室  訪問診療紹介窓口へ相談

 在宅訪問歯科診療パンフレット  地域の行政機関に相談

 訪問診療医と歯科医が連携をとっている  とりあえず受診してみる

 独自ツール  過去の経験

 小諸北佐久、医療・介護連携推進協議会が作製したパンフレット

19.8%

31.7%

33.4%

36.8%

14.4%

6.6%

0% 10% 20% 30% 40%

行政作成のパンフレット

歯科医師会からの情報

歯科医療機関作成のパンフレット等

口コミ

その他

無回答
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ii. 歯科受診勧奨の有無

担当している認知症の人に対して、今までに一度以上歯科受診を勧めたことがあるケアマネ

ジャーは 84.9％（508 名）であった。 

図表 52 歯科受診勧奨の有無 

また、歯科受診を勧めたことのあるケアマネジャー（508 名）のうち、歯科医療機関の紹介

方法については「具体的な歯科医療機関を提案する」が 79.1％（402 名）と最も多く、次いで

「本人または家族に選定を任せる」が 37.4％（190 名）、「その他」が 11.6％（59 名）であっ

た。

図表 53 歯科医療機関の紹介方法【複数回答】 

その他の回答は以下の通り。

 かかりつけ医に相談を勧める（他 14 件）

 歯科医師会（在宅歯科医療連携室等）に問い合わせる（他 9 件）

 紹介業者に依頼する（他 2 件）

 行政に相談する（他 2 件）

 家族の希望に応じてインターネットで調べる

 認知症利用者を診てもらったことのある歯科に問い合わせる

 デイサービス等の口腔ケア・機能向上への相談する

 歯科マップ（歯科医院会作成）

 地域医療連携機関へ情報を送り、往診可能な医療機関と対象者家族とのマッチングする

 通院している病院の歯科を紹介する

 地域の歯科に問い合わせてみる

84.9 12.5 2.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=598）

ある ない 無回答

79.1%
4.5%

37.4%
11.6%

0.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

具体的な歯科医療機関を提案する

認知症ケアパス等のパンフレットを渡す

本人または家族に選定を任せる

その他

無回答
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iii. 歯科受診状況の把握の有無

担当している認知症の人が歯科受診をしているか把握しているケアマネジャーは 80.8％
（483 名）であった。 

図表 54 歯科受診状況の把握の有無 

（3）担当している認知症の人への口腔の課題に関する支援について

i. 口腔内の状態の確認

担当している認知症の人の口腔内の状態（むし歯、傷がある、痛みがある、入れ歯が壊れて

いる等）を確認しているケアマネジャーは、87.3％（522 名）であった。 

図表 55 認知症の人の口腔内の状態の確認の有無 

口腔内の状態の確認をしているケアマネジャー（522 名）のうち、口腔内の状態を確認する

方法は「本人や家族から聞いた」が 91.6％（478 名）と最も多く、次いで「施設職員等から聞

いた」が 57.1％（298 名）、「実際に口腔内の状況を確認した」が 29.7％（155 名）であった。 

図表 56 口腔内の状態の確認方法【複数回答】 

その他の回答は以下の通り。

 介護認定情報から（他 1 件）  食事量・内容の変化を確認

 入所時、全ての方の歯科検診を実施している  歯科医師に確認してもらう

 独居の場合は治療に同席している  言語聴覚士から聞いた

80.8 15.9 3.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=598）

把握している 把握していない 無回答

87.3 11.4 1.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=598）

確認している 確認していない 無回答

91.6%
57.1%

5.2%
23.0%

29.7%
1.5%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本人や家族から聞いた

施設職員等から聞いた

医師から聞いた

歯科医療機関から診療情報共有を受けた

実際に口腔内の状態を確認した

その他

無回答
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ii. 口腔機能の状態の確認

担当している認知症の人の口腔機能の状態（噛みにくい、食べるのに時間がかかる等の食事

の際の困りごと、摂食嚥下機能等）を確認しているケアマネジャーは、94.6％（566 名）であ

った。

図表 57 認知症の人の口腔機能の状態の確認の有無 

口腔機能の状態の確認をしているケアマネジャー（566 名）のうち、口腔機能の状態を確認

する方法は「本人や家族から聞いた」が 94.5％（535 名）と最も多く、次いで「施設職員等か

ら聞いた」が 69.1％（391 名）、「実際に経口摂取の状況等を確認した」が 30.6％（173 名）で

あった。

図表 58 口腔機能の状態の確認方法【複数回答】 

その他の回答は以下の通り。

 言語聴覚士から聞いた

iii. 口腔に関する困りごとの相談先

担当している認知症の人の口腔内または口腔機能の状態に困りごとがあった場合に相談先が

あるケアマネジャーは、89.5％（535 名）であった。 

図表 59 口腔に関する困りごとの相談先の有無 

94.6 3.0 2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=598）

確認している 確認していない 無回答

94.5%

69.1%

7.1%

19.1%

30.6%

0.2%

0.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

本人や家族から聞いた

施設職員等から聞いた

医師から聞いた

歯科医療機関から診療情報共有を受けた

実際に経口摂取の状況等を確認した

その他

無回答

89.5 8.4 2.2 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=598）

ある ない 無回答
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口腔に関する困りごとの相談先があるケアマネジャー（535 名）のうち、具体的な相談相手

の職種としては「歯科医師」が 58.1％（311 名）と最も多く、次いで「看護師」が 47.3％
（253 名）、「歯科衛生士」が 32.1％（172 名）であった。 

図表 60 口腔に関する困りごとの相談相手【複数回答】 

その他の回答は以下の通り。

 歯科医師会連携室（他 3 件）  理学療法士・作業療法士（他 3 件）

 行政・地域包括支援センター（他 2 件）  事業所相談員（他 1 件）

 かかりつけ医（他 1 件）  地域医療連携機関

 訪問サポートコーディネーター  施設管理者

 医療ソーシャルワーカー  家族（他 16 件）

（4）歯科医療機関との連携について

i. 歯科医療機関からの情報提供

担当している認知症の人の実際の歯科治療にあたり、ケアプランの内容やその他の情報の提

供を歯科医療機関から求められたことがあるケース数の割合は、ケアマネジャー1 名あたり平

均割合 1.2±2.3 割であった。（無回答 7 名） 

ii. 歯科医療機関への情報提供の依頼

担当している認知症の人の口腔内の状態や歯科治療等について、歯科医療機関から情報提供

を受けたことがあるケースの割合は、ケアマネジャー1 名あたり平均割合 2.5±3.4 割であっ

た。（無回答 7 名） 

iii. 居宅療養管理指導または居宅療養管理指導の指導内容の把握

担当している認知症の人に対して行われた歯科医師による居宅療養管理指導、または歯科衛

生士による居宅療養管理指導の指導内容（文書）を受け取り把握しているケース数の割合は、

ケアマネジャー1 名あたり平均割合 3.1±3.9 割であった。（無回答 7 名）

26.9%
47.3%

32.0%
58.1%

32.1%
22.6%

11.8%
0.9%

7.3%
0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

医師

看護師

介護職員

歯科医師

歯科衛生士

言語聴覚士

管理栄養士・栄養士

ケアマネジャー

その他

無回答
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（5）認知症の人の口に関する困りごとについて

認知症の人の口に関する困りごとについて、「口腔ケア」、「口腔内の状態」、「口腔機能の状

態」、「歯科連携」、「その他」に分けて回答を求めた。主な困りごとはそれぞれ、「口腔ケア」では

①【認知機能に起因する困りごと】、②【口腔ケアの手法について】、③【口腔衛生状態につい

て】、④【家族等の支援に関連する困りごと】、⑤【その他】、「口腔内の状態」では①【認知機能

に起因する困りごと】、②【口腔疾患・口腔衛生状態について】、③【義歯について】、④【その

他】、「口腔機能の状態」では①【摂食嚥下機能について】、②【食事・食形態に関連する困りご

と】、③【多職種連携について】、④【その他】、「歯科連携」では①【連携先が不明・不十分】、②

【歯科医療機関の受け入れ体制の課題】、③【情報共有が不十分（居宅療養管理指導含む）】、④ 

【外来診療に関する連携が困難】、⑤【その他】、「その他」では①【歯科受診に繋がらない・受診

時の課題】、②【歯科治療について】、③【訪問歯科診療に関する困りごと】、④【要望等】、⑤ 

【その他】のカテゴリに分けられた。各回答は P.134-176 に示す。 

i. 口腔ケア

困りごとが「ある」と回答したケアマネジャーは、73.1％（437 名）であった。 

図表 61 認知症の人の口に関する困りごとの有無：口腔ケア 

ii. 口腔内の状態

困りごとが「ある」と回答したケアマネジャーは、77.1％（461 名）であった。 

図表 62 認知症の人の口に関する困りごとの有無：口腔内の状態 

iii. 口腔機能の状態

困りごとが「ある」と回答したケアマネジャーは、56.5％（338 名）であった。 

図表 63 認知症の人の口に関する困りごとの有無：口腔機能の状態 

73.1 24.6 2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=598）

あり なし 無回答

77.1 20.6 2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=598）

あり なし 無回答

56.5 41.1 2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=598）

あり なし 無回答
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iv. 歯科連携 
困りごとが「ある」と回答したケアマネジャーは、28.4％（170 名）であった。 

図表 64 認知症の人の口に関する困りごとの有無：歯科連携 

 

v. その他 
困りごとが「ある」と回答したケアマネジャーは、10.0％（60 名）であった。 

図表 65 認知症の人の口に関する困りごとの有無：その他 

 
 

 
 
  

28.4 69.2 2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=598）

あり なし 無回答

10.0 87.6 2.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=598）

あり なし 無回答
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（
5）

認
知

症
の
人
の
口
に
関
す
る
困
り
ご
と

  
原
則
と
し

て
原
文

マ
マ

（
明

ら
か

な
誤

字
は

修
正

の
う
え

記
載

）
 

 ⅰ
. 
口

腔
ケ

ア
  

①
【

認
知

機
能

に
起
因
す
る
困
り
ご
と
】

 


 歯
磨
き
を

し
な

い
。
（
他

12
件
）

 


 口
腔
ケ
ア

を
拒

否
す

る
。
（
他

6
件
）

 


 口
を
開
か
な
い
。（

他
5
件
）

 


 明
ら
か
に
口
腔
ケ
ア
が
必
要
な
場
合
に
本
人

の
拒
否
が
強
く
行
え
な
い
。
歯
科

の
受
診
に
行
け
な
い
（
本
人
の
拒
否
が
強
い

）。
 


 毎

回
促
し
が
な
い
と
難
し
い
。
口
腔
内
を
扱

わ
れ
る
こ
と
に
拒
否
が
あ
る
。

 


 本
人
歯
磨
き
を
し
な
く
て
も
痛
み
が
な
い
た
め
困
っ
て
い
な
い
。
話
し
を
し
て

も
理
解
で
き
な
い
。

 


 本
人
拒
否
で
清
掃
で
き
な
い
。

 


 本
人
は
実
施
し
て
い
る
と
話
し
て
い
て
も
、

汚
れ
て
い
る
な
ど
、
食
い
違
っ
て

い
る
。
介
入
仕
切
れ
な
い
場
合
も
多
い
。

 


 本
人
は
億
劫
が
っ
て
や
ら
な
い
。
促
し
て
や

っ
て
く
れ
る
人
な
ら
良
い
が
、
拒

否
を
す
る
人
だ
と
大
変
で
あ
る
。

 


 本
人
の
理
解
力
の
低
下
、
家
族
の
手
技
・
知

識
不
足
。

 


 本
人
の
痛
み
や
不
快
感
か
ら
く
る
拒
否
。

 


 本
人
の
状
態
（
か
み
つ
く
等
）
か
ら
口
を
開
け
て
ケ
ア
の
介
助
が
出
来
に
く

い
。

 


 本
人
の
口
腔
ケ
ア
に
対
す
る
意
識
が
薄
い
。

 


 本
人
の
拒
否
に
よ
る
対
応
が
困
難
。
磨
い
て
は
い
け
な
い
と
い
う
思
い
込
み
。

 


 本
人
で
は
口
腔
ケ
ア
を
忘
れ
た
り
、
習
慣
が
な
く
な
っ
て
い
る
。

 


 本
人
が
磨
く
事
が
出
来
な
い
が
、
家
族
の
歯
磨
き
を
拒
否
す
る
。

 


 本
人
が
歯
磨
き
を
行
う
事
を
イ
ヤ
が
る
。
口
を
開
け
な
い
。
認
知
症
が
進
む

と
、
歯
磨
き
の
意
味
が
わ
か
ら
な
く
な
る
。

 


 本
人
が
口
腔
ケ
ア
の
や
り
方
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
て
、
職
員
に
促
さ
れ
て
行

っ
て
い
る
。

 


 本
人
が
口
に
歯
ブ
ラ
シ
入
れ
る
こ
と
の
理
解
が
で
き
な
い
。
口
に
溜
め
込
ん
で

し
ま
い
、
吐
き
出
さ
せ
る
の
が
難
し
い
。

 


 本
人
が
拒
否
し
て
し
ま
う
。
も
し
く
は
「
大
丈
夫
」
だ
と
思
っ
て
い
る
。

 


 本
人
が
し
た
が
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
歯
磨
き
等
さ
れ
て
い
な
い
方
が
い

る
。

 


 本
人
が
き
ち
ん
と
歯
磨
き
等
、
ケ
ア
を
し
な
い
。
意
識
が
低
い
。

 


 訪
問
歯
科
医
師
に
診
て
頂
い
て
い
る
が
、
拒
否
も
強
く
、
な
か
な
か
ケ
ア
が
上

手
く
で
き
て
い
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

 


 認
知
症
の
利
用
者
に
口
腔
ケ
ア
を
実
施
す
る
際
に
意
思
疎
通
が
困
難
な
場
合
が

あ
り
、
急
に
拒
否
を
さ
れ
た
り
ス
ム
ー
ズ
に
実
施
で
き
な
か
っ
た
り
す
る
場
合

が
あ
る
。

 


 認
知
症
の
進
行
に
よ
っ
て
は
、
自
力
で
口
腔
ケ
ア
を
行
う
方
が
少
な
く
、
独
居

だ
と
支
援
が
困
難
で
あ
る
。
口
腔
ケ
ア
の
認
識
も
低
い
。

 


 認
知
症
の
た
め
、
指
示
が
入
ら
な
い
。
口
を
開
け
て
く
れ
な
い
。
拒
否
さ
れ

る
。

 


 認
知
症
に
よ
る
理
解
力
低
下
で
ケ
ア
や
治
療
が
行
き
届
か
な
い
。

 


 認
知
症
で
意
志
疎
通
が
図
り
に
く
く
、
口
腔
ケ
ア
が
出
来
な
い
。
う
が
い
が
出

来
ず
、
飲
み
込
む
。

 


 認
知
症
が
ひ
ど
い
場
合
、
指
示
だ
け
で
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
毎
食
後
必
要
な

の
で
支
援
す
る
人
が
い
な
い
。

 


 認
知
機
能
低
下
に
よ
り
、
注
意
の
持
続
が
で
き
な
く
な
り
、
不
十
分
に
な
り
や

す
い
。
コ
ロ
ナ
禍
で
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
る
た
め
、
口
周
り
の
状
況
が
見
え

に
く
く
、
問
題
へ
の
気
づ
き
が
鈍
く
な
っ
て
い
る
。

 


 認
識
不
足
・
理
解
不
足
。
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
 認

知
機
能
の
低
下
に
伴
い
、
歯
磨
き
の
仕
方
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
り
、
介
護

者
が
促
し
て
も
拒
否
す
る
こ
と
が
多
く
な
る
。
通
所
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
利
用
中
、
清
潔
が
保
て
て
も
在
宅
中
は
行
き
届
か
な
い
こ
と
が
多
い
。

 


 認
知
の
方
は
、
声
か
け
都
度
し
な
い
と
忘
れ
て
し
ま
う
た
め
、
口
腔
ケ
ア
習
慣

づ
け
が
難
し
い
。

 


 日
課
の
理

解
が
難
し
い
方
は
、
な
か
な
か
規

則
正
し
く
磨
け
ず
、
清
潔
が
保
て

な
い
。

 


 独
居
や
介
護
抵
抗
の
あ
る
方
な
ど
、
十
分
な

口
腔
ケ
ア
が
で
き
な
い
。
セ
ル
フ

ケ
ア
習
得
の
困
難
さ
や
、
介
入
拒
否
な
ど
に

よ
る
ケ
ア
不
足
。

 


 独
居
で
認
知
症
の
あ
る
方
で
促
し
を
し
て
も
拒
否
が
あ
っ
た
り
、
上
手
く
磨
け

な
か
っ
た
り
等
あ
り
。
ま
た
、
口
腔
ケ
ア
を
し
よ
う
と
し
て
も
頑
な
に
口
を
開

け
て
く
れ
な
い
。
入
れ
歯
の
手
入
れ
を
し
た
く
て
も
外
す
事
を
嫌
が
る
。

 


 独
居
、
認
知
症

 お
そ
ら
く
歯
磨
き
し
て
な
い
。
家
族
が
き
た
時
は
で
き
て
い
る

（
家
族
の
確
認
）
。

 


 定
期
的
な

口
腔
ケ
ア
の
必
要
性
と
方
法
へ
の

説
明
を
行
う
も
、
理
解
が
困
難
で

持
続
す
る

こ
と
が
難
し
い
。
通
所
系
サ
ー
ビ

ス
利
用
時
の
昼
食
後
の
み
実
施
さ

れ
る
こ
と

も
多
い
。

 


 短
期
記
憶
障
害
に
よ
り
、
ご
自
分
の
口
腔
内

の
状
態
の
把
握
が
難
し
い
。

 


 促
し
て
も
歯
磨
き
し
な
い
。
歯
科
の
方
が
来

て
く
れ
る
時
だ
け
し
か
歯
磨
き
し

な
い
。
家
族
が
促
し
て
も
口
を
開
け
な
い
。

 


 疎
通
が
難
か
し
く
口
を
開
け
て
く
れ
な
い

!! 


 声
が
け
だ
け
で
は
忘
れ
て
し
ま
う
の
で
、
口
腔
ケ
ア
が
終
わ
る
ま
で
一
緒
に
助

言
や
促
し
を
行
っ
て
い
る
。

 


 声
か
け
し

て
も
歯
磨
き
を
し
よ
う
と
し
な
い
。
そ
も
そ
も
歯
を
磨
く
習
慣
が
な

い
。
全
て

を
き
れ
い
に
磨
け
な
い
。

 


 身
体
的
と
認
知
面
で
口
腔
ケ
ア
が
で
き
て
い
な
い
。
ヘ
ル
パ
ー
の
支
援
で
受
け

て
い
る
が
、
確
認
の
為
に
、
訪
問
歯
科
で
入
っ
て
い
る
。

 


 食

後
の
う
が
い
、
歯
磨
き
が
介
護
者
の
声
か
け
が
な
い
と
行
え
な
い
。

 


 習
慣
と
し
て
歯
磨
き
等
が
な
い
方
に
指
導
す
る
の
は
難
し
い
で
す
。

 


 実
際
の
日
常
の
歯
磨
き
の
様
子
が
わ
か
ら
な
い
。
本
人
も
忘
れ
て
い
る
。

 


 自
力
で
の
口
腔
ケ
ア
が
難
し
い
方
な
の
で
職
員
の
介
助
で
ケ
ア
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
開
口
保
持
が
上
手
く
い
か
ず
ケ
ア
に
困
っ
て
い
る
。
声
か
け
に
行
っ
て

い
る
が
理
解
で
き
て
い
る
か
曖
昧
。

 


 自
身
で
磨
い
て
い
る
方
、
人
が
や
る
こ
と
を
拒
む
方
は
き
れ
い
に
出
来
な
い
。

 


 自
歯
が
多
く
あ
る
が
、
歯
ブ
ラ
シ
を
か
ん
で
し
ま
い
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
が
で
き

な
い
。

 


 自
己
管
理
が
で
き
な
い
。

 


 歯
磨
き
等
の
習
慣
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。
施
設
等
で
フ
ォ
ロ
ー
し
て
も
ら

っ
て
い
る
。

 


 歯
磨
き
を
忘
れ
て
し
ま
う
の
で
、
定
期
的
に
口
腔
内
の
観
察
を
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
。
ま
た
、
通
所
サ
ー
ビ
ス
で
、
口
腔
確
認
、
歯
磨
き
を
促
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。

 


 歯
磨
き
を
忘
れ
た
り
、
義
歯
を
紛
失
す
る
等
が
多
い
。

 


 歯
磨
き
を
自
ら
す
る
事
が
な
い
の
で
、
声
か
け
等
の
支
援
が
必
要
だ
が
毎
日
サ

ー
ビ
ス
を
入
れ
る
の
は
難
し
い
。

 


 歯
磨
き
を
す
る
と
の
行
為
が
認
知
症
か
ら
で
き
な
く
な
る
た
め
、
定
期
的
な
確

認
が
必
要
で
あ
る
が
、
在
宅
生
活
の
方
達
は
そ
こ
ま
で
の
確
認
が
難
し
い
。

 


 歯
磨
き
を
し
て
い
る
か
確
認
で
き
な
い
。

 


 歯
磨
き
を
し
て
い
な
い
利
用
者
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
。

 


 歯
磨
き
を
さ
せ
な
い
。
歯
ブ
ラ
シ
を
噛
ん
で
開
け
よ
う
と
し
な
い
。

 


 歯
磨
き
や
入
れ
歯
の
洗
浄
が
で
き
て
い
な
い
。

 


 歯
磨
き
や
義
歯
洗
浄
が
定
期
的
に
出
来
な
い
。

 


 歯
磨
き
や
義
歯
の
洗
浄
の
正
し
い
や
り
方
の
指
導
が
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、

本
人
も
意
欲
が
な
い
。
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
 歯

磨
き
の
方
法
が
わ
か
ら
な
い
。

 


 歯
磨
き
の
必
要
性
が
理
解
で
き
な
い
た
め
拒
否
が
あ
る
。

 


 歯
磨
き
の
必
要
性
や
仕
方
を
教
わ
っ
て
も
、

認
知
の
強
い
方
は
介
助
す
る
人
が

い
な
け
れ
ば
実
践
で
き
な
い
。
歯
磨
き
習
慣

の
な
い
人
は
継
続
が
難
し
い
。

 


 歯
磨
き
の
習
慣
を
つ
け
て
も
ら
え
る
よ
う
声
か
け
や
促
し
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
体

制
作
り
。

 


 歯
磨
き
の
習
慣
は
あ
る
も
、
義
歯
を
外
し
て
磨
く
ま
で
は
し
て
お
ら
ず
、
口
腔

内
が
汚
れ
て
い
る
。

 


 歯
磨
き
の
習
慣
が
な
く
、
一
人
暮
ら
し
で
声
が
け
す
る
人
が
い
な
い
。

 


 歯
磨
き
の
時
、
口
を
開
こ
う
と
し
な
い
の
で
困
る
。

 


 歯
磨
き
の
仕
方
を
練
習
し
て
も
、
習
慣
的
に

自
分
で
は
行
え
な
い
。

 


 歯
磨
き
の
仕
方
が
わ
か
ら
な
く
な
る
。
汚
れ

た
義
歯
を
つ
け
て
い
て
も
家
族
の

関
わ
り
が
な
く
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
の

時
し
か
ケ
ア
が
出
来
な
い
。

 


 歯
磨
き
の
仕
方
が
わ
か
ら
な
く
な
り
、
自
分

で
磨
け
な
く
な
る
。
家
族
も
十
分

に
磨
け
な
い
。

 


 歯
磨
き
の

仕
方
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
り
、
外
し
て
も
入
れ
る
事
が
で
き
な
く

な
っ
た
り

し
て
い
る
。

 


 歯
磨
き
の

拒
否
。
習
慣
が
無
く
な
り
、
ヘ
ル
パ
ー
促
し
て
も
難
し
く
な
っ
て
い

た
。

 


 歯
磨
き
の

や
り
方
を
忘
れ
て
い
る
為
、
家
族
が
付
き
添
い
や
り
方
を
教
え
る
こ

と
が
負
担

に
な
っ
て
い
る
。

 


 歯
磨
き
に

抵
抗
を
示
さ
れ
る
（
口
を
開
け
な
い
等
）
た
め
、
介
助
が
上
手
く
い

か
な
い
。

 


 歯
磨
き
で
き
て
い
る
か
確
認
出
来
な
い
（
本
人
は
し
て
い
る
と
言
う
…
等
）。

 


 歯
磨
き
を
し
て
い
る
と
言
っ
て
い
る
が
、
実
は
出
来
て
い
な
い
。
磨
き
方
の
修

正
が
き
か
な
い
。

 


 歯
磨
き
し

て
い
る
と
言
っ
て
、
し
て
い
な
い
様
子
の
方
が
い
る
。

 


 歯

磨
き
が
で
き
な
い
。
口
腔
内
を
触
ら
れ
る
事
に
抵
抗
が
あ
る
。

 


 歯
磨
き
、
入
れ
歯
の
取
り
外
し
が
出
来
て
い
な
い
。

 


 歯
科
受
診
し
た
際
に
、
義
歯
の
手
入
れ
や
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
の
指
導
を
受
け
た

が
、
自
宅
に
帰
宅
す
る
と
、
せ
っ
か
く
指
導
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
を
す
ぐ
に
忘

れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。

 


 歯
を
磨
く
の
が
嫌
。
面
倒
に
な
る
方
が
多
い
。

 


 支
援
（
声
か
け
、
道
具
の
用
意
等
）
が
な
け
れ
ば
、
口
腔
ケ
ア
を
行
え
な
い
方

が
多
い
で
す
。
歯
磨
き
の
仕
方
を
忘
れ
て
し
ま
う
方
も
多
い
で
す
。

 


 指
導
受
け
て
も
本
人
が
実
施
で
き
な
い
。

 


 指
導
を
受
け
て
も
上
手
く
歯
磨
き
が
で
き
な
い
。

 


 指
示
が
入
り
に
く
く
、
ケ
ア
に
も
拒
否
が
あ
る
と
対
応
に
困
る
。

 


 指
示
が
入
り
に
く
い
。

 


 指
示
が
通
り
に
く
い
。
指
を
か
じ
ら
れ
そ
う
に
な
る
。

 


 在
宅
で
本
人
が
行
う
も
不
十
分
。
家
族
も
介
助
を
し
て
い
な
い
。

 


 在
宅
で
は
､介

護
者
が
十
分
口
腔
ケ
ア
を
行
っ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら
れ

る
。

 


 困
っ
た
状
態
に
あ
る
こ
と
を
本
人
が
認
識
し
て
い
な
い
。

 


 高
齢
者
の
方
が
主
介
護
者
だ
け
の
場
合
、
口
の
中
の
把
握
が
し
づ
ら
く
、
本
人

も
口
腔
ケ
ア
に
拒
否
が
あ
る
。

 


 口
腔
ケ
ア
時
に
抵
抗
あ
り
、
ケ
ア
が
難
し
い
。

 


 口
腔
内
の
問
題
を
見
つ
け
て
も
、
指
示
が
通
ら
な
い
と
積
極
的
な
治
療
が
出
来

な
い
と
言
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
。

 


 口
腔
ケ
ア
時
に
指
示
が
通
ら
な
く
、
口
を
開
け
ら
れ
ず
ケ
ア
中
止
の
時
が
あ
っ

た
。

 


 口
腔
ケ
ア
時
に
口
を
開
け
て
く
れ
な
い
。
指
を
入
れ
ら
れ
な
い
な
ど
が
あ
る
。

歯
磨
き
拒
否
。

 


 口
腔
ケ
ア
を
忘
れ
て
い
る
、
拒
否
す
る
。
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
口
腔
ケ
ア
を
十
分
に
や
ら
せ
て
も
ら
え
な
い
。
介
護
者
（
家
族
）
も
十
分
や
る

時
間
が
と
れ
な
い
。


口
腔
ケ
ア
を
行
う
習
慣
が
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
、
主
介
護
者
も
全
て
介
入
し
き

れ
な
い
場
合
や
、
重
要
視
し
て
お
ら
ず
、
そ

の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が

散
見
さ
れ
ま
す
。
相
談
に
よ
る
促
し
や
支
援

介
入
に
よ
る
対
応
を
行
っ
て
い
ま

す
。


口
腔
ケ
ア
を
拒
否
す
る
。
歯
磨
き
を
し
て
い

な
く
て
も
、「

し
た
」
と
言
う
。


口
腔
ケ
ア
の
理
解
が
得
に
く
い
こ
と
で
、
口

腔
ケ
ア
に
つ
な
げ
に
く
い
。


口
腔
ケ
ア
の
必
要
性
を
理
解
し
て
頂
く
こ
と

が
難
し
い
。


口
腔
ケ
ア
の
必
要
性
に
つ
い
て
本
人
・
家
族

の
理
解
不
足
。
口
腔
ケ
ア
の
習
慣

が
な
い
。
拒
否
さ
れ
る
。


口
腔
ケ
ア
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
認
識
で
き

て
い
な
い
。
認
識
で
き
て
い
て

も
、
正
し
い
口
腔
ケ
ア
が
出
来
な
い
。


口
腔
ケ
ア
の
習
慣
が
無
か
っ
た
り
、
認
知
症

が
進
み
な
く
な
っ
た
が
在
宅
で
支

援
が
難
し
い
。
本
人
が
嫌
が
る
。


口
腔
ケ
ア

の
習
慣
が
疎
か
に
な
り
が
ち
（
認
知
症
が
進
む
前
か
ら
し
な
く
な
っ

て
い
く
？
）。

家
族
が
い
る
方
は
ま
だ
よ
い
が
、
独
居
の
方
だ
と
な
か
な
か
そ
こ

ま
で
支
援
出
来
な
い
時
も
あ
る
。


口
腔
ケ
ア

の
自
己
管
理
が
で
き
な
い
。


口
腔
ケ
ア

の
仕
方
が
わ
か
ら
な
い
。
正
し
く
で
き
な
い
。


口
腔
ケ
ア

の
継
続
的
な
実
施
が
出
来
な
い
。
家
族
も
把
握
し
て
な
い
ケ
ー
ス
も

あ
る
。


口
腔
ケ
ア

の
た
め
の
開
口
が
難
し
い
の
で
、
家
族
や
介
護
職
員
だ
け
で
は
、

中
々
き
れ
い
に
で
き
な
い
。


口
腔
ケ
ア

に
対
し
指
示
が
入
ら
ず
、
家
族
が
対
応
し
て
く
れ
る
が
、
な
か
な
か

上
手
く
対
応
出
来
な
い
事
が
あ
る
。
う
が
い
の
仕
方
が
わ
か
ら
ず
困
る
事
が
あ

る
。


口
腔
ケ
ア
に
つ
い
て
通
所
サ
ー
ビ
ス
を
使
っ
て
い
る
時
は
行
え
る
が
、
自
宅
で

は
難
し
い
方
が
多
い
（
家
族
の
協
力
が
得
ら
れ
な
い
、
自
分
一
人
で
は
難
し
い

為
）
。
そ
も
そ
も
本
人
が
気
に
し
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
。


口
腔
ケ
ア
と
い
う
概
念
が
消
失
し
て
お
り
、
必
要
性
が
伝
わ
ら
な
い
。


口
腔
ケ
ア
が
不
十
分
で
あ
る
が
家
族
の
理
解
力
が
低
く
、
受
け
入
れ
が
悪
い
利

用
者
へ
の
支
援
。


口
腔
ケ
ア
が
必
要
だ
が
本
人
拒
否
さ
れ
る
。
認
知
症
の
方
は
説
明
し
て
も
理
解

が
難
し
い
。


口
腔
ケ
ア
が
上
手
く
で
き
な
い
。


口
腔
ケ
ア
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。
家
人
様
も
気
に
さ
れ
て
い
な
い
。


口
腔
ケ
ア
が
し
づ
ら
い
。
口
を
開
け
て
く
れ
な
い
。
義
歯
の
取
り
外
し
が
し
辛

い
。


口
腔
ケ
ア
（
口
の
中
を
見
る
、
触
る
こ
と
）
を
嫌
が
る
た
め
、
毎
日
の
ケ
ア
が

で
き
な
い
。
認
知
症
の
方
は
口
腔
内
が
不
衛
生
に
な
り
や
す
い
。
家
族
の
協
力

が
も
ら
え
な
い
こ
と
が
多
い
。


口
を
開
け
て
も
ら
え
ず
、
確
認
す
る
こ
と
や
歯
磨
き
が
難
し
い
方
が
い
る
。


口
の
中
を
他
人
が
触
る
こ
と
、
磨
く
こ
と
を
嫌
が
る
。
理
解
で
き
な
い
場
合
。


口
の
中
を
見
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
に
抵
抗
が
強
い
方
の
マ
ウ
ス
ケ
ア
が
難
し

い
。
口
腔
ジ
ェ
ル
な
ど
の
使
用
も
し
た
が
、
口
に
何
か
入
れ
る
の
も
拒
否
。
無

理
に
触
ら
な
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。


決
ま
っ
た
時
間
に
歯
磨
き
が
で
き
な
い
。
義
歯
の
洗
浄
が
で
き
な
い
。


拒
否
が
あ
り
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
が
困
難
。


拒
否
の
あ
る
人
は
ケ
ア
が
で
き
な
い
。


拒
否
が
障
害
と
な
り
定
期
的
に
チ
ェ
ッ
ク
で
き
な
い
。


拒
否
が
強
く
口
腔
ケ
ア
を
さ
せ
て
も
ら
え
な
い
。
→
あ
ま
り
何
度
も
言
う
と
立

腹
さ
れ
る
。


拒
否
が
あ
っ
た
り
、
必
要
性
の
理
解
を
得
ら
れ
な
い
。
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
拒
否
あ
り
。
理
解
力
低
下
に
て
治
療
困
難
。
理
解
力
低
下
に
て
継
続
治
療
困

難
。


義
歯
を
自
分
の
歯
と
思
っ
て
お
り
、
外
し
て
く
れ
な
い
。
声
か
け
が
必
要
。
歯

ブ
ラ
シ
を
噛
み
磨
け
な
い
。


義
歯
を
外
す
事
を
拒
否
し
た
り
、
外
し
方
が
分
か
ら
な
い
。
口
を
開
け
な
い
。

歯
ブ
ラ
シ
で
遊
ぶ
な
ど
仕
方
が
分
か
ら
な
く

な
る
。


義
歯
を
外
し
て
も
ら
え
な
い
。
痛
み
か
ら
口

を
開
け
て
も
ら
え
な
い
。


義
歯
の
着

脱
（
上
下
不
明
）
言
葉
で
の
理
解

が
得
ら
れ
な
い
。
義
歯
管
理
や
洗

浄
が
正
し
く
で
き
な
い
。


義
歯
の
脱

着
困
難
。


義
歯
の
脱

着
が
困
難
で
あ
る
。
う
が
い
が
出

来
な
い
。
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
が
十
分

出
来
な
い
。


義
歯
の
装

着
が
で
き
な
い
、
拒
否
す
る
（
は

め
た
ま
ま
）。


義
歯
の
手

入
れ
を
本
人
は
し
て
い
る
と
思
っ

て
い
る
が
、
忘
れ
て
お
り
汚
れ
が

あ
っ
た
。
き
れ
い
に
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
取
り
づ
ら
い
。


義
歯
の
外

し
方
が
自
分
で
は
わ
か
ら
な
い
人
に
対
し
て
、
外
す
時
に
痛
み
も
あ

る
の
で
介
助
し
て
外
す
こ
と
が
大
変
。


気
分
の
状

態
で
介
助
を
受
け
入
れ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
り
す
る
。


気
が
向
い

た
時
し
か
受
診
し
な
い
。


家
族
・
介

護
者
に
よ
る
介
護
へ
の
拒
否
が
あ
り
、
上
手
く
口
腔
ケ
ア
が
行
え
な

い
。


往
診
可
能
な
歯
科
医
を
紹
介
し
実
際
自
宅
に
来
て
も
ら
っ
た
が
、
本
人
が
口
を

開
こ
う
と
し
な
い
た
め
診
察
出
来
な
か
っ
た
。
結
局
そ
の
ま
ま
放
置
し
た
。


汚
れ
な
ど
毎
日
の
こ
と
な
の
で
、
本
人
の
拒
否
が
あ
る
と
難
し
い
。


汚
れ
て
い
る
の
は
把
握
出
来
る
が
、
次
第
に
口
が
開
か
な
く
な
る
の
で
、
ケ
ア

が
思
う
よ
う
に
出
来
な
い
。


汚
れ
て
い
る
が
介
助
拒
否
が
あ
り
、
で
き
な
い
。


デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
で
は
口
腔
ケ
ア
を
行
っ
て
く
れ
て
い
る
が
、
認
知
の
方
で
理

解
が
で
き
ず
拒
否
等
が
あ
る
。


セ
ル
フ
ケ
ア
不
足
、
介
助
の
拒
否
、
口
を
開
け
な
い
。


セ
ル
フ
ケ
ア
は
で
き
な
い
の
で
、
家
族
が
ケ
ア
す
る
が
、
開
口
し
な
い
。
う
が

い
が
で
き
な
い
た
め
、
ど
う
と
し
た
ら
良
い
か
わ
か
ら
な
い
。


ご
本
人
に
歯
磨
き
の
意
志
が
な
い
。


ご
本
人
が
口
腔
ケ
ア
の
意
識
を
持
つ
事
が
難
し
い
。
独
居
の
方
等
は
１
人
で
は

難
し
い
。


ご
本
人
が
拒
否
を
し
た
り
、
施
設
職
員
の
ス
キ
ル
に
よ
り
口
腔
ケ
ア
の
質
に
差

が
出
て
不
十
分
な
場
合
が
あ
る
。


ご
本
人
が
拒
否
さ
れ
る
。
自
分
で
は
出
来
て
い
る
と
思
わ
れ
て
い
る
。


ご
家
族
が
口
腔
ケ
ア
を
行
う
に
あ
た
り
、
な
か
な
か
口
を
開
け
て
く
れ
な
い
。


ケ
ア
方
法
を
伝
え
て
も
忘
れ
て
し
ま
う
。
治
療
し
て
い
る
こ
と
自
体
も
忘
れ
て

い
る
こ
と
も
あ
る
。


ケ
ア
へ
の
拒
否
抵
抗
が
強
い
こ
と
。
歯
磨
き
の
仕
方
、
必
要
が
わ
か
ら
ず
怒
っ

て
し
ま
う
。


ケ
ア
に
対
し
て
介
助
を
要
す
る
方
で
も
、
介
助
を
拒
み
清
潔
に
保
つ
こ
と
が
難

し
い
。


う
が
い
や
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
が
十
分
に
行
え
な
い
。
動
作
を
促
す
も
、
指
示
が
入

ら
ず
歯
ブ
ラ
シ
を
噛
ん
で
し
ま
い
介
助
も
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
。


う
が
い
も
す
る
習
慣
が
な
い
場
合
。


う
が
い
し
た
水
を
飲
ん
で
し
ま
う
。
指
示
が
入
ら
な
い
。


う
が
い
が
上
手
く
で
き
な
い
。
巧
緻
作
業
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
残

渣
物
（
多
）、

拒
否
が
あ
り
、
噛
む
為
、
介
助
で
も
残
渣
物
を
除
け
な
い
。


う
が
い
が
出
来
な
い
。


う
が
い
が
で
き
な
い
。
歯
ブ
ラ
シ
、
ス
ポ
ン
ジ
等
で
口
腔
ケ
ア
す
る
時
、
か
ん

で
し
ま
う
。
義
歯
取
り
外
し
が
で
き
な
い
。
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
本
人
に
促
さ
な
い
と
口
腔
ケ
ア
が
で
き
な
い
。
拒
否
が
あ
る
。
家
族
が
代
わ
り

に
磨
く
こ
と
が
で
き
な
い
。


1
人
暮
ら
し
の
認
知
症
の
方
、
口
腔
内
汚
れ

て
い
て
も
歯
磨
き
セ
ッ
ト
を
準
備

し
て
も
誰

か
が
見
守
り
、
指
示
介
助
し
な
け

れ
ば
ケ
ア
が
で
き
な
い
方
が
多

い
。


本
人
が
口
腔
ケ
ア
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。
介
護
者
が
口
腔
ケ
ア
を

実
施
す
る
こ
と
が
難
し
い
事
が
多
い
。


本
人
が
拒
否
し
て
い
て
義
歯
が
利
用
出
来
な
い
事
が
あ
っ
た
。
義
歯
を
ポ
ケ
ッ

ト
に
入
れ
た
り
、
管
理
が
で
き
な
い
（
消
毒

等
も
）。


認
知
症
の
方
に
口
腔
ケ
ア
を
促
し
て
も
行
わ
な
い
方
が
多
く
、
ご
家
族
も
対
応

に
苦
慮
さ
れ
て
い
る
。


独
居
の
方
は
、
自
宅
で
は
歯
磨
き
が
で
き
な

い
方
が
多
い
（
習
慣
化
さ
れ
て
い

な
い
）。

訪
問
時
に
う
が
い
を
勧
め
て
い
る
。


水
を
吐
き

出
す
こ
と
が
出
来
ず
、
飲
み
込
ん

で
し
ま
う
。
口
腔
内
が
汚
れ
て
い

る
が
、
磨
け
て
い
な
い
。


食
後
の
歯

磨
き
を
し
な
い
人
が
多
い
。
歯
磨
き
の
習
慣
が
な
い
。


自
分
で
歯

磨
き
を
し
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
入
れ
歯
洗
浄
剤
を
飲
ん
で
し
ま
っ

た
。


歯
磨
き
を

嫌
が
る
。
口
腔
ケ
ア
の
方
法
を
覚
え
て
い
な
い
。


歯
磨
き
を

し
な
く
な
る
。
口
を
開
け
な
い
。
口
腔
内
に
問
題
が
あ
っ
て
も
伝
え

ら
れ
な
い
。
忘
れ
て
し
ま
う
。


歯
磨
き
を

し
て
い
な
い
。
歯
磨
き
が
面
倒
に
な
っ
て
や
め
て
し
ま
っ
た
。


歯
磨
き
の

習
慣
が
な
い
。
独
居
で
誰
も
歯
磨
き
の
声
か
け
が
さ
れ
な
い
。


歯
磨
き
の

指
導
を
受
け
て
も
忘
れ
て
し
ま
う
。


歯
磨
き
の

仕
方
を
忘
れ
て
し
ま
う
。
何
度
も
歯
磨
き
を
し
て
し
ま
う
。


歯
磨
き
の

仕
方
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
た
め
、
上
手
く
磨
く
こ
と
が
で
き

な
い
。


歯
磨
き
の
仕
方
が
分
か
ら
な
い
。
思
う
よ
う
に
口
を
開
け
て
く
れ
な
い
。


歯
磨
き
が
き
ち
ん
と
で
き
な
い
為
、
汚
れ
が
あ
る
。
義
歯
の
掃
除
が
出
来
て
い

な
い
。


口
腔
ケ
ア
の
理
解
が
難
し
く
、
口
を
開
け
て
も
ら
え
な
い
為
、
日
頃
（
毎
日
）

の
ケ
ア
が
不
十
分
。
無
理
矢
理
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
し
た
り
す
る
場
合
が
あ
る
。
諦

め
て
し
ま
う
。


歯
を
磨
く
習
慣
が
な
い
。
入
れ
歯
の
扱
い
方
、
清
除
の
仕
方
が
わ
か
ら
な
い
。


歯
ブ
ラ
シ
を
口
の
中
に
入
れ
る
の
が
怖
い
。
歯
磨
き
の
仕
方
が
分
か
ら
な
い
。


歯
ブ
ラ
シ
を
認
識
出
来
な
く
な
っ
て
い
る
。
１
つ
１
つ
の
動
作
を
指
示
確
認
し

て
な
ん
と
か
口
腔
ケ
ア
が
出
来
る
事
が
あ
る
。
口
の
中
へ
歯
ブ
ラ
シ
を
入
れ
た

が
ら
な
い
。


口
腔
ケ
ア
を
全
く
行
っ
て
い
な
い
。
家
族
等
も
口
腔
ケ
ア
の
声
か
け
や
介
助
を

行
っ
て
い
な
い
。
通
所
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の
昼
食
後
に
口
腔
ケ
ア
が
水
で
う
が

い
を
す
る
程
度
で
き
ち
ん
と
行
わ
れ
て
い
な
い
。


口
腔
ケ
ア
を
嫌
が
る
。
口
を
開
け
な
い
。
口
腔
ケ
ア
の
方
法
を
医
師
や
歯
科
衛

生
士
が
指
導
で
き
な
い
。


口
腔
ケ
ア
を
嫌
が
る
。
う
が
い
水
や
歯
磨
き
粉
を
飲
み
込
ん
で
し
ま
い
ケ
ア
が

出
来
な
い
。


口
腔
ケ
ア
を
さ
れ
な
い
方
が
い
る
。
口
臭
や
汚
れ
が
気
に
な
る
。
誤
嚥
性
肺
炎

リ
ス
ク
を
あ
ま
り
理
解
さ
れ
て
な
い
。
口
腔
ケ
ア
を
さ
せ
て
く
れ
な
い
、
口
を

閉
じ
て
し
ま
う
。


口
腔
ケ
ア
の
目
的
、
必
要
性
が
理
解
し
づ
ら
い
。
歯
磨
き
を
し
た
か
忘
れ
て
い

る
。
歯
磨
き
や
う
が
い
の
方
法
を
忘
れ
て
い
る
。
用
品
の
準
備
。
義
歯
の
管

理
。
ど
こ
ま
で
自
身
で
出
来
て
い
る
か
把
握
で
き
な
い
。


口
腔
ケ
ア
の
必
要
性
が
わ
か
ら
な
い
。
理
解
が
な
い
（
認
知
症
に
限
ら
ず
）。

口

腔
ケ
ア
の
方
法
等
を
伝
え
て
も
忘
れ
て
し
ま
う
。
義
歯
を
取
り
出
す
事
に
拒
否

が
あ
る
。
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
 口

を
開
け
て
く
れ
な
い
た
め
、
歯
磨
き
が
上
手
く
出
来
な
い
事
が
あ
る
。

 


 言
葉
の
意
味
が
理
解
し
て
も
ら
え
な
い

（
う
が
い
な
ど
）。

 


 元
々
、
歯
磨
き
習
慣
が
な
く
、
家
族
も
気
に
か
け
て
い
な
い
。
理
解
で
き
ず
拒

否
さ
れ
る
。

 


 拒
否
が
強
い

 口
腔

内
が

汚
れ
て

い
る
。

 


 義
歯
着
脱
の
拒
否

 義
歯

使
用
の

拒
否
。

 


 義
歯
の
脱
着
が
で
き
ず
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
で
き
な
い
。
「
う
が
い
を
す
る
」
こ
と

が
わ
か
ら
ず
、
口
腔
ケ
ア
で
き
な
い
。

 


 介
護
者
不
在
、
本
人
の
拒
否
等
で
ケ
ア
が
で
き
な
い
。

 


 家
族
も
本
人
任
せ
に
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り

、
し
ば
ら
く
義
歯
を
洗
っ
て
い
な

い
こ
と
が
あ
る
。

 


 家
族
の
い

な
い
認
知
症
の
方
は
、
本
人
か
ら
の
話
や
訴
え
が
な
い
と
わ
か
ら
な

い
。
本
人

は
「
歯
磨
き
を
し
て
い
る
」
と
言
っ
て
も
、
実
際
は
、
歯
ブ
ラ
シ
す

ら
な
い
こ

と
も
あ
っ
た
り

す
る

。
 


 汚

れ
て
い

る
が
直
接
指
摘
で
き
な
い
（
家
族

も
一
生
懸
命
介
護
さ
れ
て
い
る
の

で
、
そ
れ

以
上
求
め
に
く
い
）。

本
人
の
拒
否
が
激
し
い
場
合
は
、
支
援
が
難
し

い
。

 


 ど
の
程
度

ケ
ア
が
出
来
て
い
る
か
頻
度
等
が

分
か
り
づ
ら
い
。
拒
否
等
が
あ
る

場
合
は
清

潔
に
し
き
れ
な
い
。
家
族
が
ケ
ア

を
出
来
な
い
。

 


 ご
自
身
で

口
腔
ケ
ア
で
き
な
い
。
サ
ー
ビ
ス

拒
否
が
あ
る
。

 


 う
が
い
が

上
手
に
出
来
な
い
。
口
腔
ケ
ア
を

拒
否
す
る
方
が
多
い
。
舌
が
か
な

り
汚
れ
て

い
る
。

 
 ②
【

口
腔

ケ
ア

の
手
法
に
つ
い
て
】

 


 毎
食
後
せ
め
て
う
が
い
で
も
し
て
も
ら
い
た
い
が
、
し
な
い
施
設
、
家
族
が
あ

る
。

 


 麻
痺
も
あ
る
た
め
、
口
腔
ケ
ア
が
十
分
で
は
な
い
。
介
護
士
の
ケ
ア
で
仕
上
げ

を
行
う
。

 


 磨
き
方
が
分
か
ら
な
い
。
十
分
に
磨
け
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
。

 


 本
人
が
歯
磨
き
の
や
り
方
が
分
か
ら
な
い
。
ケ
ア
を
拒
否
す
る
。

 


 本
人
が
で
き
な
い
場
合
、
介
助
が
必
要
だ
が
独
居
で
あ
り
介
助
困
難
。

 


 部
分
義
歯
、
総
義
歯
の
人
そ
れ
ぞ
れ
い
ま
す
が
、
自
歯
だ
と
言
い
張
り
、
外
し

て
く
れ
な
い
人
が
い
ま
す
。

 


 入
れ
歯
を
外
す
こ
と
す
ら
拒
否
さ
れ
る
。
歯
ブ
ラ
シ
を
渡
し
て
も
上
手
く
磨
く

事
が
で
き
な
い
。

 


 入
れ
歯
が
合
わ
な
い
と
言
い
、
積
極
的
に
直
し
て
使
う
気
持
ち
に
な
ら
な
い
。

 


 適
切
な
口
腔
ケ
ア
が
で
き
て
い
な
く
て
も
、
毎
日
の
事
な
の
で
支
援
に
ど
う
結

び
つ
け
て
良
い
か
悩
む
。

 


 定
期
的
に
行
う
習
慣
が
な
い
と
日
課
に
す
る
こ
と
が
難
し
い
。

 


 定
期
的
・
継
続
的
な
ケ
ア
が
難
し
い
。

 


 昔
か
ら
歯
磨
き
の
習
慣
が
な
い
人
は
、
一
部
介
助
で
口
腔
ケ
ア
を
し
よ
う
と
し

て
も
受
け
入
れ
て
も
ら
え
な
い
。
声
か
け
も
聞
い
て
も
ら
え
な
か
っ
た
り
す

る
。

 


 正
し
い
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
が
で
き
て
い
な
い
が
、
確
認
出
来
る
人
が
い
な
い
。

 


 歯
磨
き
が
し
っ
か
り
と
で
き
て
い
な
か
っ
た
り
、
歯
磨
き
や
義
歯
外
し
を
拒
否

さ
れ
る
方
が
お
ら
れ
る
。
ご
家
族
で
は
対
応
が
困
難
な
場
合
、
ど
う
助
言
し
た

ら
良
い
の
か
分
か
ら
な
い
。

 


 指
示
が
通
じ
な
い
為
、
ま
ず
口
腔
ケ
ア
が
で
き
な
い
。
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
応

じ
て
く
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
。

 


 在
宅
で
す
ご
さ
れ
て
い
る
認
知
症
の
方
を
支
援
。
本
人
で
口
腔
ケ
ア
が
徐
々
に

困
難
と
な
っ
て
こ
ら
れ
る
が
、
家
族
は
他
の
こ
と
で
も
負
担
や
介
助
が
多
く
な

っ
て
い
る
た
め
口
腔
ケ
ア
に
手
が
回
ら
な
い
状
況
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

 


 口
腔
の
状
況
が
個
人
で
違
う
た
め
、
個
人
の
状
況
に
あ
っ
た
ケ
ア
を
知
り
た

い
。
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
口
腔
ケ
ア
用
の
ス
ポ
ン
ジ
ブ
ラ
シ
等
の
使
用
を
勧
め
て
も
継
続
し
て
の
使
用
が

で
き
な
い
。


口
腔
ケ
ア
が
理
解
で
き
な
い
方
の
対
応
。


拒
否
や
仕
方
が
分
か
ら
ず
、
口
腔
ケ
ア
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
。


拒
否
が
強
い
時
の
対
応
、
お
茶
で
良
い
の
か
？
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
手
入
れ
。


拒
否
が
あ
る
場
合
の
対
応
。


義
歯
を
外
そ
う
と
す
る
利
用
者
へ
の
対
応
。


義
歯
の
磨
き
方
が
分
か
ら
な
い
。


介
護
職
で
は
十
分
な
ケ
ア
が
出
来
な
い
（
ケ

ア
の
物
品
、
使
用
方
法
、
拒
否
等

の
あ
る
方
の
歯
磨
き
）。


介
護
者
が
口
腔
ケ
ア
の
重
要
性
の
理
解
が
低

い
。
受
診
に
つ
な
げ
る
の
が
難
し

い
ケ
ー
ス
が
多
い
。
奥
歯
が
ケ
ア
し
に
く
い

。


意
思
疎
通
が
で
き
な
い
利
用
者
の
為
、
声
か

け
し
な
が
ら
歯
を
磨
く
動
作
を
み

せ
る
が
、
伝
わ
ら
な
い
。
介
助
し
、
歯
磨
き

し
よ
う
と
す
る
が
拒
否
さ
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
ど
う
の
よ
う
に
し
て
口
腔
内
の
清
潔
を
保
持
す
れ
ば
良
い
の
で
し

ょ
う
か
。


わ
か
ら
な
い
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
の
で
、
対
応
し
に
く
い
。
義
歯
は
介
助
に
て

洗
え
る
が
、
口
の
中
を
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
介
助
は
、
不
安
も
あ
り
、
慣
れ
て
な
い

の
で
本
人
自
身
抵
抗
が
あ
る
と
思
う
。
介
助
者
自
身
口
腔
ケ
ア
の
技
術
不
足
が

あ
る
。


き
ち
ん
と

口
腔
ケ
ア
が
で
き
な
い
。
仕
方
が
分
か
ら
な
い
。


き
ち
ん
と

汚
れ
が
落
ち
て
い
る
か
。


1
日

1
回
し
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
、
と
言
わ

れ
る
が
、
汚
れ
て
い
る
こ
と
も
多

く
、
ど
う

伝
え
て
い
け
ば
良
い
か
困
る
事
が
あ
る
。


口
臭
が
強
い
方
へ
の
ケ
ア
の
方
法
、
家
族
の
支
援
の
依
頼
。


口
腔
内
の
汚
れ
や
手
入
れ
不
足
を
感
じ
て
も
、
家
族
の
介
護
が
難
し
い
。
歯
科

に
対
し
、
問
題
意
識
が
低
い
。
歯
磨
き
の
仕
方
を
家
族
に
ど
う
伝
え
て
良
い
か

分
か
ら
な
い
。


口
臭
が
強
い
方
へ
の
ケ
ア
の
方
法
、
家
族
の
支
援
の
依
頼
。


口
腔
内
の
汚
れ
や
手
入
れ
不
足
を
感
じ
て
も
、
家
族
の
介
護
が
難
し
い
。
歯
科

に
対
し
、
問
題
意
識
が
低
い
。
歯
磨
き
の
仕
方
を
家
族
に
ど
う
伝
え
て
良
い
か

分
か
ら
な
い
。


ケ
ア
の
仕
方
が
わ
か
ら
な
い
。
指
導
を
嫌
が
る
。

③
【

口
腔

衛
生

状
態
に
つ
い
て
】


歯
磨
き
が
で
き
て
い
な
い
。（

他
6
件
）


磨
き
残
し
が
あ
る
。
（
他

4
件
）


磨
き
残
し
が
あ
る
。
自
身
で
は
上
手
く
磨
け
な
い
。


磨
き
残
し
、
食
物
残
渣
あ
り
。
う
が
い
が
上
手
く
で
き
な
い
。


普
段
の
口
腔
ケ
ア
が
声
か
け
が
な
い
と
で
き
な
い
た
め
、
一
人
暮
ら
し
の
方
や

家
族
の
協
力
が
な
い
と
、
汚
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。


独
居
の
場
合
、
口
腔
ケ
ア
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
人
が
い
な
い
の
で
、
汚
れ

た
状
態
が
改
善
さ
れ
な
い
。


定
期
的
な
お
手
入
れ
が
出
来
な
い
為
、
口
腔
内
の
汚
れ
が
目
立
つ
。
サ
ー
ビ
ス

導
入
へ
の
拒
否
が
あ
る
。


舌
が
汚
れ
て
い
る
。


口
の
中
が
汚
れ
て
い
る
が
、
歯
磨
き
が
で
き
な
い
。
歯
を
磨
く
こ
と
を
拒
否
す

る
。


清
潔
保
持
が
困
難
（
サ
ー
ビ
ス
時
の
み
に
な
る
）
。


清
潔
な
状
態
を
維
持
で
き
な
い
。


身
体
介
護
の
拒
否
自
体
あ
る
方
だ
と
、
援
助
内
容
に
入
れ
ら
れ
な
い
だ
け
で
な

く
、
ア
セ
ス
メ
ン
ト
も
適
切
に
行
え
な
い
。


食
物
残
渣
物
が
有
り
、
口
臭
や
感
染
症
の
原
因
と
な
る
こ
と
を
説
明
す
る
が
理

解
し
て
頂
く
の
が
困
難
で
あ
る
。
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
 食

べ
残
し
が
（
歯
の
隙
間
）
あ
り
、
き
ち
ん
と
磨
け
て
い
な
い
。
家
族
も
介
助

が
十
分
で
な
い
。

 


 上
手
く
磨

け
な
い
た
め
残
渣
物
が
溜
ま
っ
て

い
る
。

 


 上
手
く
洗
浄
で
き
ず
残
渣
物
が
あ
る
。

 


 上
顎
癌
で
あ
り
、
口
の
中
を
き
れ
い
に
磨
く
こ
と
が
で
き
ず
、
口
の
中
が
汚
れ

て
い
る
。

 


 上
下
の
奥
歯
に
動
揺
が
あ
り
、
痛
み
も
あ
る
た
め
か
し
っ
か
り
口
腔
ケ
ア
が
出

来
て
い
な
い
。
家
族
の
介
助
に
も
拒
み
が
見
ら
れ
る
為
、
本
人
が
気
が
向
い
た

時
に
う
が
い
を
促
し
、
洗
口
す
る
の
が
や
っ
と
で
あ
る
。
簡
単
に
済
ま
せ
て
し

ま
う
。

 


 自
分
で
十
分
に
清
潔
保
持
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

 


 自
分
で
口
腔
ケ
ア
が
き
ち
ん
と
で
き
な
い
方

も
あ
り
、
口
腔
内
が
汚
れ
て
い
た

り
、
口
臭
が
あ
る
。

 


 歯
磨
き
す
る
習
慣
が
な
い
方
は
、
口
腔
ケ
ア

が
在
宅
で
は
行
う
事
が
で
き
て
い

な
い
。
口
臭
が
す
る
。

 


 口
腔
ケ
ア

が
で
き
て
い
る
と
思
わ
れ
た
が
、
実
際
で
き
て
お
ら
ず
、
口
腔
内
の

汚
れ
や
不

快
感
の
訴
え
が
な
い
。

 


 歯
ブ
ラ
シ
を
ど
の
程
度
行
っ
て
い
る
か
不
明

で
確
認
出
来
な
い
。
義
歯
を
外
し

て
洗
っ
て
い
る
か
外
す
事
を
理
解
し
て
い
る
か
不
明
で
確
認
出
来
な
い
こ
と
が

あ
る
。

 


 介
護
サ
ー
ビ
ス
や
往
診
に
対
す
る
拒
否
が
強
く
、
導
入
で
き
な
い
。
老
老
介
護

で
十
分
な
口
腔
ケ
ア
が
行
わ
れ
ず
、（

年
単

位
で
）
口
腔
内
の
汚
れ
、
う
蝕
が
進

行
し
て
い
る
。

 


 施
設
の
方

は
職
員
の
声
か
け
に
よ
り
食
後
の
歯
磨
き
、
誤
嚥
防
止
の
体
操
を
日

常
的
に
行

え
て
い
る
が
、
自
宅
の
方
は
ほ
と
ん
ど
の
方
が
歯
磨
き
の
習
慣
が
な

く
、
歯
周

病
が
進
ん
で
い
る
人
が
多
く
い
る
。
歯
磨
き
を
せ
ず
口
腔
内
が
劣
悪

な
状
態
に

な
り
、
歯
を
５
本
程
抜
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
方
が
い
し
ま
し
た
。

義
歯
に
し
て
い
く
予
定
で
す
が
、
認
知
が
あ
る
の
に
、
義
歯
の
管
理
が
出
来
る

の
か
心
配
で
す
。

 


 口
臭
が
あ
る
。
汚
れ
て
い
る
。
歯
磨
き
が
出
来
て
い
な
い
。

 


 口
臭
が
あ
る
の
で
歯
磨
き
や
治
療
が
必
要
な
状
況
だ
が
、
専
門
で
は
な
い
の
で

伝
わ
り
づ
ら
い
。

 


 口
臭
が
あ
る
が
、
歯
磨
き
を
拒
否
さ
れ
る
（

A
D

L
は
自
立
の
方
な
の
で
、
促
す

事
し
か
出
来
な
い
）
。

 


 口
臭
が
あ
る
。
汚
れ
。
歯
磨
き
の
仕
方
が
わ
か
ら
ず
、
歯
磨
き
後
飲
み
込
ん
で

し
ま
う
。

 


 口
臭
、
口
腔
内
の
汚
れ
。

 


 口
腔
内
の
食
物
残
渣
物
が
多
い
方
が
多
々
あ
る
。
歯
磨
き
の
仕
方
が
分
か
ら
な

い
。
歯
ブ
ラ
シ
が
痛
ん
で
い
る
→
歯
磨
き
以
外
の
用
途
で
使
用
さ
れ
て
い
る
事

が
あ
る
。
物
品
の
使
い
方
が
忘
れ
て
い
る
。
口
腔
ケ
ア
介
助
時
に
口
を
開
け
て

く
れ
な
い
。

 


 口
腔
内
の
状
態
が
わ
か
り
に
く
い
。
適
切
な
口
腔
ケ
ア
の
方
法
や
頻
度
が
す
す

め
ら
れ
な
い
。

 


 口
腔
内
の
状
況
が
把
握
出
来
な
い
。
家
族
の
ケ
ア
が
難
し
く
、
事
業
所
任
せ
に

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
指
示
が
通
ら
ず
ケ
ア
の
困
難
性
が
あ
り
、
事
業
所
が
ど

こ
ま
で
対
応
出
来
る
か
等
の
問
題
あ
り
。

 


 口
腔
内
の
汚
れ
に
気
づ
い
て
お
ら
ず
、
歯
磨
き
の
仕
方
も
忘
れ
て
い
る
為
、
介

助
が
必
要
。

 


 口
腔
内
の
汚
れ
が
あ
る
が
、
歯
磨
き
を
し
て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
は
し

て
い
な
い
。

 


 口
腔
内
に
歯
石
等
が
あ
り
、
嚥
下
障
害
も
あ
る
為
、
歯
科
受
診
を
勧
め
て
も
過

去
に
歯
科
受
診
で
嫌
な
経
験
が
あ
る
為
に
受
診
に
前
向
き
な
返
答
を
得
ら
れ
な

い
。

 


 口
腔
内
に
残
渣
が
あ
り
、
ま
た
口
臭
も
す
る
。
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
 口

腔
内
が
汚
れ
て
い
る
。
歯
磨
き
を
し
て
い
な
い
。

 


 口
腔
内
が
汚
れ
て
い
る
。
歯
磨
き
に
拒
み
あ

り
、
口
を
開
け
な
い
。

 


 口
腔
内
が
汚
れ
て
い
る
が
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

だ
け
で
は
ケ
ア
が
足
り
な
い
場
合

が
多
く
あ
る
（
生
活
に
も
優
先
が
あ
る
の
で

、
口
腔
ケ
ア
の
優
先
度
が
低
く
な

る
場
合
も
あ
る
）。

 


 口
腔
内
が
汚
れ
て
い
る
。
口
腔
ケ
ア
の
継
続

。
 


 口

腔
内
が
汚
れ
て
い
て
も
昔
の
習
慣
で
毎
日
歯
磨
き
を
し
て
い
る
と
思
い
込
ん

で
お
ら
れ
、
促
し
て
も
拒
否
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

 


 口
腔
ケ
ア
を
す
る
習
慣
が
な
い
為
に
、
他
者

に
口
腔
内
を
見
せ
な
い
為
、
状
況

が
確
認
し
づ
ら
い
で
す
。

 


 口
腔
ケ
ア
が
し
っ
か
り
出
来
て
い
る
か
確
認

す
る
の
が
難
し
い
。
自
立
で
き
て

い
る
場
合
で
も
、
し
っ
か
り
で
き
て
い
な
い

事
が
あ
る
。

 


 口
腔
ケ
ア
が
き
ち
ん
と
出
来
て
い
る
の
か
、

実
態
が
把
握
出
来
な
い
。

 


 口
腔
ケ
ア
、
汚
れ
て
い
る
だ
け
で
は
歯
科
に

つ
な
げ
に
く
い
（
む
し
歯
や
入
れ

歯
が
合
わ
な
い
な
ど
訴
え
が
あ
れ
ば
歯
科
に
繋
げ
や
す
い
）。

 


 義
歯
を
付
け
っ
ぱ
な
し
で
汚
れ
目
立
つ
。
デ
イ
や
ヘ
ル
パ
ー
訪
問
時
口
腔
ケ
ア

を
プ
ラ
ン
追
加
す
る
も
、
拒
否
強
く
装
着
し
た
ま
ま
な
ら
磨
い
て
く
れ
る
よ
う

に
は
な
っ
た
が
、
外
さ
れ
な
い
（
就
寝
時
も

そ
の
ま
ま
）。

 


 義
歯
を
取
り
外
す
こ
と
を
知
ら
ず
、
装
着
し
た
ま
ま
の
為
、
多
量
に
食
物
残
渣

が
残
っ
て
い
た
。

 


 家
族
様
が

い
な
い
方
や
、
い
て
も
別
々
に
暮
ら
し
て
い
る
方
は
自
分
で
口
腔
ケ

ア
を
十
分

に
出
来
な
い
為
、
綺
麗
に
口
腔
を
保
て
な
い
。
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
に

支
援
し
て

も
ら
う
が
、
十
分
で
な
い
事
が
多
い
。

 


 家
族
よ
り
歯
磨
き
を
し
な
い
た
め
声
か
け
、
一
緒
に
行
わ
な
い
と
い
け
な
い
。

磨
き
残
し
が
あ
る
た
め
、
介
助
し
な
い
と
い
け
な
い
。

 


 家
族
に
よ
る
歯
磨
き
を
拒
否
し
て
上
手
に
磨
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
自
身
で
歯

ブ
ラ
シ
を
持
っ
て
も
磨
く
事
が
で
き
な
い
。

 


 汚

れ
て
い
て
、
出
血
が
あ
る
。
入
れ
歯
を
な
く
す
。

 


 汚
れ
が
取
り
き
れ
て
な
い
。

 


 飲
み
込
み
、
む
せ
込
み
、
き
ち
ん
と
噛
め
て
い
る
か
等
の
確
認
は
定
期
的
な
ア

セ
ス
メ
ン
ト
等
で
確
認
し
ま
す
が
、
口
腔
内
の
汚
れ
や
歯
磨
き
の
仕
方
に
つ
い

て
ま
で
の
確
認
は
出
来
て
い
ま
せ
ん
。
デ
イ
利
用
し
、
口
腔
加
算
等
が
つ
い
て

い
る
方
で
あ
れ
ば
、
状
態
の
確
認
が
行
え
て
い
ま
す
。

 


 歯
磨
き
が
デ
イ
へ
行
っ
た
日
１
回
の
み
の
時
も
あ
る
。
本
人
の
み
で
は
き
れ
い

に
磨
け
な
い
。

 


 デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
方
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
歯
磨
き
・
口
腔
ケ

ア
は
で
き
ま
す
が
、
在
宅
で
、
老
老
介
護
や
独
居
の
認
知
症
の
人
は
、
口
腔
ケ

ア
が
で
き
な
い
で
汚
れ
て
い
る
人
が
多
い
。

 


 デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
訪
問
介
護
（
身
体
）
の
関
わ
り
が
な
い
場
合
、
口
腔
状
態
が

把
握
で
き
な
い
。

 


 サ
ー
ビ
ス
利
用
日
以
外
は
口
腔
内
の
お
手
入
れ
が
で
き
て
い
な
い
。

 


 イ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
悪
い
が
、
訪
問
診
療
で
対
応
で
き
ず
、

歯
肉
が
腫
れ
た
状
態
の
ま
ま
の
方
が
い
て
困
っ
て
い
ま
す
。

 


 入
れ
歯
安
定
剤
を
つ
け
す
ぎ
る
。
入
れ
歯
を
外
す
の
が
億
劫
に
な
り
、
定
期
的

に
入
れ
歯
洗
浄
を
し
な
い
。
定
期
的
な
口
腔
ケ
ア
が
行
え
ず
、
汚
れ
て
い
る
。

 


 入
れ
歯
を
外
す
習
慣
が
な
い
。
歯
が
な
い
か
ら
磨
か
な
く
て
も
良
い
も
の
だ
と

思
っ
て
い
る
。
ご
家
族
の
認
識
不
足
。

 


 独
居
の
場
合
、
歯
磨
き
を
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
為
、
口
の
中
は
残
渣
が
沢
山
あ
り
誤
嚥
の
危
険
の
あ
る
こ
と
が
あ
る
。

 


 自
分
は
き
ち
ん
と
歯
磨
き
を
し
て
い
る
、
と
取
り
繕
う
事
が
多
く
、
口
腔
内
の

汚
れ
や
口
臭
が
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
方
。
コ
ロ
ナ
禍
で
マ
ス
ク
で
の
面
会

が
多
く
、
口
腔
内
の
確
認
が
し
づ
ら
い
。

 


 自
分
で
磨
け
な
い
が
、
介
助
者
が
い
な
い
場
合
、
口
腔
内
が
汚
れ
る
。

 


 口
腔
内
の
汚
れ
。
歯
磨
き
の
習
慣
が
な
く
な
っ
て
お
り
再
開
が
難
し
い
。
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
 口

腔
内
が
汚
れ
て
い
る
（
歯
に
残
渣
物
が
残
っ
て
い
る
）。

口
臭
が
強
い
。
口
を

中
々
開
け
て
く
れ
な
い
。

 


 入
れ
歯
安
定
剤
を
つ
け
す
ぎ
る
。
入
れ
歯
を
外
す
の
が
億
劫
に
な
り
、
定
期
的

に
入
れ
歯
洗
浄
を
し
な
い
。
定
期
的
な
口
腔
ケ
ア
が
行
え
ず
、
汚
れ
て
い
る
。

 


 入
れ
歯
を
外
す
習
慣
が
な
い
。
歯
が
な
い
か
ら
磨
か
な
く
て
も
良
い
も
の
だ
と

思
っ
て
い
る
。
ご
家
族
の
認
識
不
足
。

 


 独
居
の
場
合
、
歯
磨
き
を
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

そ
の
為
、
口
の
中
は
残
渣
が
沢
山
あ
り
誤
嚥
の
危
険
の
あ
る
こ
と
が
あ
る
。

 


 自
分
は
き
ち
ん
と
歯
磨
き
を
し
て
い
る
、
と
取
り
繕
う
事
が
多
く
、
口
腔
内
の

汚
れ
や
口
臭
が
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
方
。
コ
ロ
ナ
禍
で
マ
ス
ク
で
の
面
会

が
多
く
、
口
腔
内
の
確
認
が
し
づ
ら
い
。

 


 自
分
で
磨
け
な
い
が
、
介
助
者
が
い
な
い
場
合
、
口
腔
内
が
汚
れ
る
。

 


 口
腔
内
の
汚
れ
。
歯
磨
き
の
習
慣
が
な
く
な
っ
て
お
り
再
開
が
難
し
い
。

 


 口
腔
内
が
汚
れ
て
い
る
（
歯
に
残
渣
物
が
残
っ
て
い
る
）。

口
臭
が
強
い
。
口
を

中
々
開
け
て
く
れ
な
い
。

 


 ど
の
程
度
ケ
ア
が
出
来
て
い
る
か
頻
度
等
が

分
か
り
づ
ら
い
。
拒
否
等
が
あ
る

場
合
は
清
潔
に
し
き
れ
な
い
。
家
族
が
ケ
ア

を
出
来
な
い
。

 
 ④
【

家
族

等
の

支
援

に
関
連
す
る
困
り
ご
と

】
 


 老

老
介
護
で
介
護
者
側
の
理
解
が
難
し
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

 


 明
ら
か
に
毎
日
の
歯
磨
き
が
必
要
で
あ
る
口
腔
状
態
に
お
い
て
も
、
本
人
が
そ

の
必
要
性
を
感
じ
ず
、
ま
た
歯
磨
き
の
習
慣
が
そ
も
そ
も
な
い
人
も
い
る
の

で
、
悪
循
環
に
な
り
が
ち
。
介
護
保
険
で
毎
日
口
腔
ケ
ア
を
援
助
す
る
の
も
、

金
銭
的
に
も
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
確
保
か
ら
も
現
実
的
で
は
な
い
。
家
族
が

い
て
も
、
拒
否
が
強
い
事
が
多
い
（
援
助
に
つ
な
が
ら
な
い
）
。

 


 本
人
や
家
族
に
口
腔
ケ
ア
の
必
要
性
を
説
明
し
納
得
し
て
も
ら
う
の
が
難
し

い
。
実
際
診
察
と
な
っ
て
も
、
口
を
開
け
る
こ
と
に
抵
抗
さ
れ
て
し
ま
う
の
で

は
な
い
か
心
配
。

 


 本
人
が
歯
磨
き
で
き
ず
、
出
来
な
い
と
い
う
事
に
つ
い
て
家
族
に
も
認
識
が
な

い
。

 


 本
人
、
家
族
が
ケ
ア
の
必
要
性
を
感
じ
に
く
い
。
ケ
ア
が
難
し
く
、
続
か
な

い
。
細
か
な
作
業
が
で
き
な
い
。
集
中
力
が
続
か
な
い
→
拒
否
に
繋
が
り
や
す

い
。

 


 本
人
・
家
族
と
も
に
病
気
の
心
配
は
す
る
も
、
歯
に
関
し
て
は
痛
み
な
ど
無
け

れ
ば
必
要
性
を
感
じ
て
く
れ
な
い
。

 


 負
担
が
多
い
と
口
腔
ケ
ア
ま
で
手
が
回
ら
な
い
。
口
腔
ケ
ア
に
対
す
る
家
族
の

認
識
が
薄
い
。

 


 必
要
性
は
あ
る
が
、
家
族
に
も
無
頓
着
な
方
が
い
る
。
そ
れ
を
納
得
さ
せ
る
の

が
難
し
い
。

 


 必
要
性
が
あ
っ
て
も
な
か
な
か
受
診
に
繋
が
ら
な
い
。
ケ
ア
が
十
分
行
え
な

い
。

 


 排
泄
等
の
介
護
が
大
変
で
、
家
族
に
そ
れ
以
上
の
支
援
を
期
待
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
。

 


 熱
心
に
何
種
類
も
の
歯
磨
き
セ
ッ
ト
を
用
意
し
て
い
る
家
族
と
、
本
人
に
任
せ

て
い
る
と
い
う
家
族
。
口
腔
ケ
ア
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
も
あ

る
。

 


 独
居
の
方
だ
と
、
定
期
的
な
口
腔
ケ
ア
が
難
し
い
。

 


 独
居
の
場
合
、
口
腔
ケ
ア
の
声
か
け
が
上
手
く
い
か
ず
、
管
理
が
難
し
い
。

 


 独
居
の
方
、
自
分
で
義
歯
を
外
し
て
洗
浄
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
ヘ
ル
パ
ー

や
家
族
が
声
か
け
し
て
も
対
応
さ
せ
て
く
れ
な
い
。

 


 独
居
の
場
合
、
治
療
し
て
も
日
常
の
ケ
ア
の
把
握
が
難
し
い
。

 


 内
科
受
診
も
で
き
て
い
な
い
の
で
、
歯
科
受
診
ま
で
は
言
い
づ
ら
い
。

 


 独
居
等
で
日
常
の
ケ
ア
が
困
難
。

 


 独
居
だ
と
本
人
の
聞
き
取
り
の
み
に
な
る
の
で
、
実
態
が
つ
か
め
な
い
。
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
 同

居
の
家
族
が
い
る
が
、
口
腔
ケ
ア
の
必
要
性
に
つ
い
て
理
解
が
な
く
、
協
力

が
得
ら
れ
な
い
。

 


 独
居
で
認

知
症
の
方
で
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等

を
利
用
し
て
い
な
い
場
合
、
口
の

中
の
状
態

を
確
認
す
る
こ
と
が
と
て
も
難
し

い
。
歯
磨
き
を
し
て
い
る
か
否
か

も
判
断
す

る
の
に
時
間
が
か
か
る
。

 


 同
居
し
て
い
る
家
族
の
理
解
力
が
乏
し
い
。

義
歯
の
洗
浄
等
を
本
人
任
せ
に
し

て
い
る
事
多
く
、
外
し
た
こ
と
が
な
い
。
ポ

リ
デ
ン
ト
に
つ
け
る
だ
け
で
洗
っ

て
い
な
い
。
口
を
ゆ
す
ぐ
こ
と
を
伝
え
て
も

し
て
く
れ
な
い
。

 


 全
般
的
に
口
腔
ケ
ア
や
治
療
が
遅
れ
遅
れ
に
な
っ
て
い
る
。
自
分
で
口
腔
ケ
ア

が
で
き
な
く
な
っ
て
い
て
も
、
家
族
（
介
護
者
）
の
意
識
に
よ
っ
て
ケ
ア

・
治

療
に
差
が
生
じ
て
い
ま
す
。

 


 習
慣
が
な

く
、
自
分
で
で
き
な
い
が
、
費
用
面
で
導
入
で
き
な
い
。

 


 自
立
し
て
歯
磨
き
が
で
き
な
い
方
は
ご
家
族
様
の
理
解
が
な
い
と
歯
科
検
診
を

勧
め
て
も
受
診
に
つ
な
が
ら
な
い
。
お
金
が
か
か
る
こ
と
の
た
め
強
く
勧
め
ら

れ
な
い
。

 


 自
宅
で
の
洗
浄
の
状
況
把
握
が
困
難
（
特
に

独
居
の
方
）。

 


 施
設
入
所
者
で
あ
れ
ば
食
後
の
ケ
ア
を
あ
る

程
度
介
助
に
て
実
施
し
て
い
る

が
、
自
宅
に
な
る
と
介
護
す
る
家
族
に
よ
り

ほ
ぼ
実
施
し
な
い
場
合
も
あ
る
。

認
知
症
に
よ
り
本
人
が
拒
否
で
難
し
い
場
合

も
あ
る
が
、
家
族
が
口
腔
ケ
ア
に

対
し
意
識
が
乏
し
い
こ
と
も
原
因
と
思
わ
れ

る
。

 


 高
齢
な
介
護
者
様
は
自
分
の
事
が
精
一

杯
で
、
問
題
と
し
て
相
談
ま
で
に
至
ら

な
い
事
が
あ
る
。

 


 口
腔
内
状

況
で
む
し
歯
の
有
無
な
ど
歯
科
受

診
を
家
族
が
希
望
さ
れ
る
が
、
本

人
が
嫌
が

る
か
ら
と
施
設
職
員
に
歯
科
治
療

を
止
め
ら
れ
た
。

 


 口
臭
が
あ
る
利
用
者
に
つ
い
て
、
家
族
も
気

づ
い
て
い
る
が
促
す
よ
う
な
声
か

け
が
で
き
な
い
。
家
族
は
仕
事
も
あ
り
、
そ

こ
ま
で
本
人
へ
の
見
守
り
・
声
か

け
が
で
き
な
い
為
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
に
職

員
へ
促
し
や
見
守
り
を
し
て
も
ら

っ
て
い
る
。

 


 口
腔
ケ
ア
ま
で
対
応
出
来
れ
ば
良
い
が
、
も
っ
と
大
き
な
課
題
が
多
く
、
そ
こ

ま
で
対
応
す
る
事
が
難
し
い
。
※
認
知
症
の
方
は
、
生
活
回
す
こ
と
自
体
が
課

題
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
対
応
が
難
し
い
で
す
。

 


 口
腔
ケ
ア
に
対
す
る
家
族
の
認
識
が
低
い
ケ
ー
ス
が
多
い
。

 


 介
護
者
（
家
族
）
の
介
護
負
担
が
重
く
、
口
腔
ケ
ア
に
ま
で
手
が
回
ら
な
い
。

 


 介
護
者
・
本
人
も
口
腔
ケ
ア
に
対
し
て
、
問
題
が
あ
る
と
は
認
識
し
て
い
な

い
。
ケ
ア
の
実
施
方
法
が
わ
か
ら
な
い
。
家
族
に
も
助
言
や
ア
ド
バ
イ
ス
行
う

が
定
着
図
れ
な
い
。

 


 家
族
が
口
腔
内
ケ
ア
に
熱
心
で
あ
れ
ば
良
い
で
す
が
、
本
人
の
拒
否
か
ら
家
族

が
「
ま
ー
い
い
か
」
で
済
ま
せ
た
場
合
は
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
に
頼
ら
ざ
る
を

得
な
い
時
で
す
。

 


 家
族
が
口
腔
ケ
ア
の
大
切
さ
の
認
識
に
欠
け
る
。

 


 家
族
が
協
力
的
で
は
な
い
。

 


 汚
れ
て
い
て
も
支
援
に
至
っ
て
い
な
い
。
本
人
、
家
族
も
意
識
が
低
い
時
が
多

い
。

 


 デ
イ
や
シ
ョ
ー
ト
等
、
施
設
で
し
っ
か
り
ケ
ア
し
て
も
実
際
自
宅
で
は
家
族
が

な
か
な
か
ケ
ア
出
来
な
い
。
ま
た
独
居
や
老
老
世
帯
だ
と
難
し
い
。

 


 デ
イ
サ
ー
ビ
ス
時
は
出
来
て
い
て
も
、
自
宅
で
は
行
っ
て
い
な
い
人
が
多
い
。

 


 ご
本
人
、
ご
家
族
含
め
、
口
腔
ケ
ア
の
大
切
さ
を
な
か
な
か
理
解
し
て
頂
け
な

い
。

 


 ご
家
族
の
中
で
も
、
口
腔
ケ
ア
に
あ
ま
り
重
き
を
置
い
て
い
な
い
方
も
多
い
で

す
。
そ
の
為
、
本
人
任
せ
で
口
腔
内
汚
れ
て
い
る
方
が
多
い
で
す
。

 


 本
人
や
家
族
が
ケ
ア
の
必
要
性
を
理
解
し
て
い
な
い
。
ケ
ア
の
方
法
が
わ
か
ら

な
い
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

 


 元
々
、
歯
磨
き
習
慣
が
な
く
、
家
族
も
気
に
か
け
て
い
な
い
。
理
解
で
き
ず
拒

否
さ
れ
る
。
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
 認

知
症
状
が
あ
る
独
居
、
老
老
介
護
、
認
認

介
護
の
場
合
、
セ
ル
フ
ケ
ア
が
出

来
な
い
。
サ
ー
ビ
ス
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
わ
な
い
と
口
腔
ケ
ア
介
助
が
で
き
な

い
事
が
多
々
あ
る
。
認
知
症
状
が
あ
る
方
、
自
己
発
信
が
出
来
ず
、
周
囲
の
サ

ポ
ー
ト
は
必
須
。

 
 ⑤
【

そ
の

他
】

 


 通
所
系
サ
ー
ビ
ス
や
訪
問
歯
科
で
口
腔
ケ
ア
を
依
頼
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま

す
。
歯
磨
き
を
し
な
い
方
が
多
い
で
す
。

 


 通
所
系
サ
ー
ビ
ス
で
口
腔
ケ
ア
支
援
を
お
願
い
し
て
い
る
。

 


 専
門
的
な
指
導
を
受
け
る
機
会
が
ほ
ぼ
な
い
。

 


 実
際
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
か
聞
い
て
も
わ
か
ら
な
い
。
家
族
が
把
握
で
き
て

い
な
い
。

 


 歯
磨
き
が
不
十
分
だ
が
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
等
の
指
導
等
を
ど
の
機
関
に
依
頼
し

て
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
。

 


 歯
科
の
往
診
を
介
入
し
て
も
、
慣
れ
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う
（
何

を
し
に
来
た
の
か
、
等
が
理
解
で
き
な
い
）
。

 


 口
腔
ケ
ア
を
行
う
こ
と
の
大
切
さ
を
理
解
で
き
な
い
。
嚥
下
に
つ
な
が
る
こ
と

を
理
解
で
き
て
い
な
い
。

 


 義
歯
が
使
え
て
い
な
い
。

 


 サ
ー
ビ
ス
利
用
を
拒
否
さ
れ
る
利
用
者
様
へ
の
対
応
。

 


 介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
に
確
認
し
や
す
い
と
思
い
ま
す
が
、
在
宅
で
は
タ
イ
ミ

ン
グ
が
重
要
か
と
思
い
ま
す
。

 


 介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
に
し
か
ケ
ア
が
で
き
て
い
な
い
。
一
人
暮
ら
し
で
口
腔

ケ
ア
が
習
慣
づ
か
な
い
。

 


 ピ
ッ
ク
病
の
方
で
歯
磨
き
を
促
し
て
も
す
ぐ
に
や
め
て
し
ま
い
、
甘
い
物
ば
か

り
食
べ
て
い
る
の
で
汚
れ
て
い
る
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
る
。
一
時
期
訪
問
歯
科

に
依
頼
し
て
い
た
が
歯
が
ほ
と
ん
ど
無
く
な
り
中
止
し
て
い
る
。

 


 ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
自
身
、
口
腔
内
の
汚
れ
の
視
点
が
重
要
視
し
て
い
な
い
こ

と
。

 


 必
要
性
を
感
じ
て
い
な
い
。
関
心
が
な
い
。
こ
の
ま
ま
今
ま
で
過
ご
し
て
き
た

の
で
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
ま
ま
と
決
め
て
い
る
。
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ⅱ
. 
口

腔
内

の
状
態

  
①

【
認

知
機

能
に
起
因
す
る
困
り
ご
と
】

 


 本
人
か
ら
の
痛
み
の
訴
え
が
分
か
ら
な
い
。
（
他

8
件
）

 


 口
を
あ
け

て
く

れ
な

い
。
（
他

2
件
）

 


 む
し
歯
で
痛
み
が
出
て
い
た
り
、
傷
が
出
来
て
い
る
場
合
で
も
本
人
は
訴
え
る

事
が
な
い
た
め
、
発
見
が
遅
れ
る
。
義
歯
が
合
っ
て
な
い
状
態
で
も
、
修
理
や

作
り
替
え
の
必
要
性
を
感
じ
な
い
。
結
果
、
食
べ
づ
ら
く
な
っ
た
り
、
誤
嚥
の

リ
ス
ク
が
高
く
な
る
。

 


 む
し
歯
や

義
歯
の
不
具
合
が
あ
っ
て
も
本
人
の
訴
え
が
な
い
。

 


 家
族
が
い
な
い
認
知
症
の
方
は
、
そ
れ
以
上
に
生
活
上
の
課
題
が
多
く
、
口
腔

の
こ
と
ま
で
確
認
で
き
な
い
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
本
人
に
何
か
違
和
感
な
ど

が
な
け
れ
ば
、
口
腔
内
を
見
る
事
は
、
難
し
い
。

 


 痛
み
等
の
有
無
が
不
明
（
聞
い
て
も
分
か
ら

な
い
）。

 


 本
人
か
ら
の
訴
え
が
少
な
い
為
、
悪
化
す
る

ま
で
気
づ
き
難
い
。

 


 理
解
で
き
ず
拒
否
さ
れ
る
。

 


 治
療
が
ス

ム
ー
ズ
に
い
か
な
い
（
拒
否
な
ど
）。

 


 治
療
の
理
解
が
難
し
く
口
を
開
け
て
も
ら
え
な
い
た
め
、
治
療
が
進
ま
な
い
。

義
歯
調
整
が
上
手
く
い
か
な
い
。
治
療
を
断
念
す
る
こ
と
が
多
い
。

 


 治
療
を
嫌
が
る
。
治
療
途
中
で
立
ち
上
が
り

治
療
が
続
け
ら
れ
な
い
。

 


 自
分
で
は
磨
け
な
い
の
で
介
護
し
よ
う
と
し
て
も
口
を
閉
じ
て
嫌
が
っ
て
磨
け

な
い
。
口
を
閉
じ
て
治
療
で
き
な
い
。

 


 痛
み
の
訴
え
が
な
い
た
め
、
気
づ
い
て
か
ら
で
は
遅
い
場
合
が
あ
る
。
状
態
が

悪
く
な
ら

な
け
れ
ば
受
診
す
る
機
会
が
な
い
。

 


 痛
み
の
有
無
が
認
知
症
の
た
め
本
人
の
判
断
力
が
な
く
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
こ

と
が
あ
る
。
腫
れ
て
痛
む
が
口
を
開
け
て
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
為
受
診
し

て
も
治
療
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
。

 


 痛
み
や
不
具
合
が
あ
っ
て
も
、
自
ら
適
切
に
訴
え
た
り
受
療
行
動
が
で
き
な

い
。

 


 認
知
症
の
為
、
受
診
が
で
き
な
い
。

 


 独
居
認
知
症
の
受
診
拒
否
に
よ
り
、
口
腔
内
確
認
が
困
難
な
場
合
も
あ
る
。

 


 本
人
が
訴
え
ら
れ
な
い
。

 


 歯
周
病
の
進
行
の
理
解
が
出
来
な
い
。
治
療
の
必
要
性
も
理
解
が
出
来
ず
拒
否

を
し
て
し
ま
う
。

 


 本
人
が
口
腔
の
不
具
合
を
訴
え
ら
れ
な
い
人
が
多
い
。
歯
科
治
療
の
理
解

が
で

き
な
い
。

 


 本
人
の
拒
否
が
強
い
（
説
明
し
て
も
理
解
で
き
ず
口
腔
内
を
見
せ
て
く
れ
な

い
）
。

 


 オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
が
あ
る
が
、
歯
科
受
診
が
理
解
で
き
な
い
。

 


 お
か
し
い
な
と
思
っ
て
も
明
確
に
「
こ
こ
が
痛
い
」
と
言
っ
て
も
ら
え
ず
確
認

が
難
し
い
。

 


 ご
家
族
と
行
き
つ
け
の
歯
科
で
対
応
す
る
も
、
当
日
に
本
人
が
拒
否
を
し
、
何

ヶ
月
も
通
え
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
痛
み
の
訴
え
継
続
し
て
い
て
も
、
本
人

の
拒
否
が
強
い
と
対
応
出
来
な
い
。

 


 ご
自
分
の
口
腔
内
の
ト
ラ
ブ
ル
を
第
三
者
に
伝
達
で
き
な
い
。

 


 ご
本
人
か
ら
の
訴
え
が
な
い
と
分
か
り
に
く
く
、
確
認
（
聴
き
取
り
、
目
視
）

し
て
も
状
態
が
分
か
ら
な
い
。

 


 ご
本
人
に
異
常
が
あ
る
事
が
理
解
出
来
て
い
な
い
。

 


 サ
ー
ビ
ス
利
用
を
拒
否
さ
れ
る
利
用
者
様
へ
の
対
応
。

 


 な
か
な
か
治
療
が
終
わ
ら
な
い
ケ
ー
ス
。

 


 む
し
歯
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
本
人
か
ら
訴
え
が
な
い
と
確
認
で
き
ず
治
療
に

結
び
つ
け
ら
れ
な
い
。
入
れ
歯
が
合
わ
な
い
場
合
等
は
、
確
認
出
来
る
の
で
家

族
と
相
談
し
な
が
ら
歯
科
医
に
結
び
つ
け
る
が
、
指
示
が
通
ら
な
い
こ
と
が

多
々
あ
り
、
な
か
な
か
進
ま
な
い
。

 


 む
し
歯
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
本
人
が
家
族
の
ケ
ア
は
受
け
付
け
な
い
。
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
む
し
歯
が
あ
る
が
、
デ
ン

タ
ル
チ
ェ
ア
に
長

く
座
れ
な
い
。
口
を
長
く
開
け
る

事
が
出
来
な
い
。


む
し
歯
が
あ
る
が
、
歯
科
の
治
療
台
に
座
り
、
口
を
開
け
る
事
が
で
き
な
い
。

興
奮
し
大
声
を
出
し
て
し
ま
う
等
で
治
療
が

で
き
な
い
。


む
し
歯
が
あ
る
ケ
ー
ス
で
本
人
が
嫌
が
り
、
治
療
の
継
続
が
困
難
な
ケ
ー
ス
が

あ
っ
た
。


む
し
歯
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
な
い
方
が
多
い
。
定
期
的
に
歯
科
受
診
を
す
る

人
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。


む
し
歯
で
痛
い
時
は
、
歯
の
治
療
と
わ
か
り
本
人
の
協
力
も
得
ら
れ
る
が
、
痛

み
が
治
ま
る
と
治
療
し
て
い
た
こ
と
を
忘
れ

、
口
を
開
け
て
く
れ
な
い
方
が
い

る
。
こ
の
状
態
で
は
通
院
で
の
治
療
も
難
し

く
痛
い
時
に
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
の
で
、
次
々
と
痛
い
と
こ
ろ
が
出
て
く
る

。
き
ち
ん
と
治
療
し
た
い
が
で
き

な
い
。


何
度
も
治
療
す
る
こ
と
が
難
し
い
。


拒
否
あ
り

口
腔
内
の
確
認
が
で
き
な
い
。


介
助
者
が

止
め
る
ま
で
歯
磨
き
す
る
方
は
、
出
血
し
て
い
る
時
も
あ
る
。


会
話
も
よ

く
聞
き
取
れ
な
い
。
歯
科
受
診
を
主
治
医
か
ら
勧
め
て
も
ら
っ
て
も

何
も
困
っ
て
い
な
い
と
聞
い
て
く
れ
な
い
（
義
歯
が
カ
パ
カ
パ
よ
く
外
れ
て

る
）
。


歯
科
の
通

院
日
を
忘
れ
て
し
ま
う
。
診
察
券
を
す
ぐ
紛
失
す
る
。


義
歯
を
治

し
て
も
こ
れ
以
上
は
治
ら
な
い
等
の
理
解
が
な
く
治
療
に
困
る
事
が

あ
る
（
治
る
ま
で
落
ち
着
か
な
か
っ
た
り
、
他
の
歯
科
に
行
く
と
言
う
）
。


拒
否
あ
り

。
理
解
力
低
下
に
て
治
療
困
難
。

理
解
力
低
下
に
て
継
続
治
療
困

難
。


拒
否
が
強

く
、
口
腔
内
の
確
認
が
出
来
な
い
。


拒
否
が
障

害
と
な
り
定
期
的
に
チ
ェ
ッ
ク
で
き
な
い
。


拒
否
の
あ

る
人
は
ケ
ア
が
で
き
な
い
。


具
体
的
な
症
状
が
分
か
ら
な
い
｡


継
続
的
な
治
療
の
た
め
の
受
診
が
難
し
い
。
治
療
の
た
め
の
説
明
の
理
解
が
難

し
い
。


口
の
中
の
状
況
を
本
人
が
訴
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
多
く
、
使
用
状
態
か
ら
判
断

す
る
為
、
し
っ
か
り
把
握
で
き
な
い
。


口
の
内
の
為
、
あ
ま
り
本
人
か
ら
訴
え
が
な
い
。
食
事
中
の
痛
み
な
ど
か
ら
把

握
し
て
い
ま
す
。


口
を
開
け
て
く
れ
な
い
の
で
把
握
で
き
な
い
。
義
歯
に
不
具
合
が
あ
っ
て
も
自

分
で
伝
え
ら
れ
な
い
。


口
を
開
け
て
も
ら
え
ず
、
確
認
す
る
こ
と
や
歯
磨
き
が
難
し
い
方
が
い
る
。


口
腔
ケ
ア
が
理
解
で
き
な
い
方
の
対
応
。


口
腔
ケ
ア
に
対
す
る
意
識
が
な
く
、
状
態
の
確
認
の
時
点
で
拒
否
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
。


義
歯
を
装
着
す
る
よ
う
説
明
し
て
も
本
人
の
理
解
得
ら
れ
ず
困
っ
て
い
る
。


口
腔
内
の
状
態
を
見
る
こ
と
が
難
し
く
（
拒
む
た
め
）
本
人
の
苦
痛
の
状
態
も

上
手
く
つ
か
め
な
い
。


口
腔
内
の
不
具
合
に
気
づ
き
難
い
た
め
、
治
療
ま
で
に
時
間
が
経
過
し
て
し
ま

う
。


口
腔
内
を
見
せ
た
が
ら
な
い
。
痛
み
や
違
和
感
を
伝
え
ら
れ
な
い
。


口
腔
内
を
見
せ
て
く
れ
な
い
た
め
、
む
し
歯
、
傷
に
気
づ
か
な
い
。
そ
の
ま
ま

放
置
と
な
っ
て
し
ま
う
。


口
腔
内
状
態
の
確
認
が
難
し
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
（
指
示
が
入
ら
な
い
た
め
）
。

ゆ
っ
く
り
話
を
伺
い
な
が
ら
口
腔
の
確
認
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。


困
っ
た
状
態
に
あ
る
こ
と
を
本
人
が
認
識
し
て
い
な
い
。


在
宅
で
は
口
腔
内
の
確
認
が
難
し
い
。
専
門
職
と
の
関
わ
り
が
必
要
。


残
根
が
多
く
あ
り
、
歯
茎
の
腫
れ
が
あ
っ
て
も
本
人
が
訴
え
ら
れ
ず
そ
の
ま
ま

放
置
し
て
い
る
家
族
が
多
い
。
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
指
示
が
通
じ
な
い
為
、
ま
ず
口
を
開
け
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ず
、
確
認
で
き

な
い
。
そ
れ
が
歯
科
医
師
等
だ
と
素
直
に
開
口
す
る
の
で
口
腔
内
確
認
の
時
点

で
歯
科
医
に
依
頼
し
て
い
る
。


指
示
が
伝
わ
ら
な
い
た
め
義
歯
の
作
製
を
あ
き
ら
め
て
し
ま
っ
た
人
も
い
た
。


指
示
が
入

ら
な

い
事
が
あ

り
、

援
助
で

き
な
い
事
が
あ
る
。


指
示
が
入
り
に
く
く
、
ケ
ア
に
も
拒
否
が
あ
る
と
対
応
に
困
る
。


歯
痛
の
訴
え
を
繰
り
返
す
。
本
当
に
痛
み
が
あ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。


治
療
の
際
、
咬
む
、
暴
言
も
み
ら
れ
、
口
腔
内
の
確
認
に
苦
慮
さ
れ
て
い
る
。


自
覚
症
状
が
伝
え
ら
れ
ず
に
わ
か
ら
な
い
な
ど
、
知
る
事
が
難
し
い
。


自
己
管
理
が
で
き
な
い
。


自
歯
が
な
い
の
に
義
歯
を
使
用
し
な
い
。


自
分
で
症
状
言
え
な
く
て
、
む
し
歯
な
ど
発
見
が
遅
れ
る
。


自
分
で
訴
え
る
事
が
出
来
な
い
（
傷
や
痛
み

）。
確
認
に
対
し
て
拒
否
が
あ
る
。

口
腔
内
を
見
せ
て
く
れ
な
い
。


自
分
は
大
丈
夫
と
言
っ
て
確
認
さ
せ
て
く
れ
な
い
。


受
診
が
難

し
く
、
治
療
出
来
て
い
な
い
為
、
状
態
把
握
が
で
き
な
い
。


上
手
く
訴

え
が
出
来
ず
、
早
期
発
見
が
し
づ
ら
い
。


上
手
く
表

現
が
出
来
な
い
方
が
多
い
た
め
、
痛
み
の
有
無
な
ど
把
握
し
づ
ら

い
。


食
事
が
進
ま
な
い
と
思
っ
た
ら
、
入
れ
歯
が
歯
肉
に
当
た
っ
て
い
て
傷
が
あ
っ

た
。
本
人

か
ら

痛
み

な
ど

の
訴

え
が
何

も
無
か
っ
た
。


診
療
時
に
痛
み
や
違
和
感
が
な
い
と
、
治
療
自
体
を
拒
否
す
る
こ
と
が
あ
る
。


正
し
く
、
じ
っ
く
り
観
察
し
に
く
い
。
義
歯
の
出
入
り
に
抵
抗
が
あ
っ
た
り
、

痛
み
を
訴
え
て
も
場
所
の
特
定
が
し
に
く
い
。


訴
え
が
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
。
診
療

希
望
等
の
判
断
が
自
分
で
で
き
な
い
。


痛
み
が
あ
る
様
だ
が
上
手
く
説
明
で
き
な
い
。


痛
み
が
な
い
場
合
は
、
治
療
へ
の
必
要
性
や
希
望
が
理
解
・
表
出
さ
れ
る
こ
と

が
少
な
い
。
そ
の
ま
ま
で
様
子
を
見
る
事
も
あ
る
。


痛
み
が
は
っ
き
り
分
か
り
づ
ら
い
。
訴
え
が
な
い
。


痛
み
な
ど
は
意
思
表
示
し
や
す
い
が
、
不
具
合
（
義
歯
）
に
つ
い
て
は
本
人
理

解
が
進
ま
ず
、
義
歯
を
使
用
せ
ず
食
べ
て
し
ま
う
。
誤
嚥
の
リ
ス
ク
に
つ
な
が

っ
て
し
ま
う
。


痛
み
の
あ
る
時
し
か
受
診
し
な
い
。


痛
み
の
表
現
が
出
来
な
い
。
義
歯
で
遊
ん
で
し
ま
う
。


痛
み
や
異
常
は
あ
っ
て
も
確
認
が
拒
否
さ
れ
る
。


痛
み
や
違
和
感
の
訴
え
が
な
い
（
曖
昧
）
で
把
握
が
難
し
い
。


痛
み
や
義
歯
等
の
不
具
合
が
あ
り
、
訴
え
ず
に
近
所
の
歯
科
へ
受
診
さ
れ
た
こ

と
が
何
度
か
あ
り
ま
す
（
訪
問
歯
科
を
受
け
て
い
る
方
）。

認
知
症
の
方
の
為
、

ご
理
解
が
困
難
な
こ
と
が
度
々
あ
り
ま
す
。


痛
み
止
め
で
痛
み
が
落
ち
着
く
と
受
診
さ
れ
な
い
。


痛
み
等
の
訴
え
が
適
切
に
で
き
な
い
。
周
囲
の
人
も
把
握
が
困
難
。


定
期
の
通
院
や
確
実
な
対
応
は
難
し
い
。


提
案
し
、
促
し
て
も
必
要
性
の
理
解
が
得
ら
れ
な
い
事
が
多
々
あ
り
（
金
銭
面

も
含
む
）
。


動
い
て
い
る
歯
が
あ
り
、
痛
い
と
言
う
の
で
歯
科
受
診
を
勧
め
る
が
、
食
事
時

以
外
は
痛
ま
な
い
よ
う
で
、
痛
く
な
い
か
ら
と
受
診
し
て
く
れ
な
い
。


特
に
重
度
の
認
知
症
の
方
は
、
ケ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
行
っ
て
い
て
、
家
族
が
行
っ

て
い
な
い
事
が
多
い
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。


独
居
だ
と
本
人
の
聞
き
取
り
の
み
に
な
る
の
で
、
実
態
が
つ
か
め
な
い
。


独
居
で
認
知
症
の
方
で
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等
を
利
用
し
て
い
な
い
場
合
、
口
の

中
の
状
態
を
確
認
す
る
こ
と
が
と
て
も
難
し
い
。
歯
磨
き
を
し
て
い
る
か
否
か

も
判
断
す
る
の
に
時
間
が
か
か
る
。


独
居
の
場
合
、
治
療
し
て
も
日
常
の
ケ
ア
の
把
握
が
難
し
い
。


認
知
症
だ
と
痛
み
や
不
具
合
の
訴
え
が
な
い
。
入
れ
歯
が
使
え
な
い
。
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
 認

知
症
が
進
ん
で
く
る
と
、
本
人
か
ら
の
訴
え
が
な
い
。
義
歯
を
飲
み
込
ん
で

し
ま
っ
た
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

 


 認
知
症
に

な
る
前
か
ら
歯
科
受
診
が
途
切
れ
て
お
り
、
義
歯
を
作
っ
て
い
な
か

っ
た
り
、

義
歯
が
合
わ
な
か
っ
た
り
、
破
損
し
て
い
た
り
す
る
が
、
治
療
が
難

し
い
。
本

人
の
受
け
入
れ
が
な
く
、
家
族
も
困
っ
て
い
る
。

 


 認
知
症
に

よ
り
、
本
人
が
気
付
か
な
い
場
合
も
多
い
。

 


 認
知
症
に
よ
り
適
切
な
治
療
を
受
け
ら
れ
な
い
。

 


 認
知
症
に
よ
る
理
解
力
低
下
で
ケ
ア
や
治
療

が
行
き
届
か
な
い
。

 


 認
知
症
の
た
め
自
分
で
不
具
合
等
を
訴

え
る
事
が
で
き
ず
、
対
応
が
遅
れ
る
。

 


 認
知
症
の
為
、
義
歯
を
は
め
ら
れ
ず
誤
飲
し
た
方
も
い
た
。
む
し
歯
や
汚
れ
な

ど
に
は
気
が
つ
か
な
い
老
人
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

 


 認
知
症
の
人
は
む
し
歯
や
傷
の
痛
み
が
あ
っ
て
も
言
葉
で
表
せ
ず
、
周
り
に
伝

わ
り
に
く
い
。

 


 認
知
症
の

人
は
痛
み
や
不
具
合
を
訴
え
る
事

が
で
き
な
い
為
、
状
況
を
確
認
す

る
事
が
難

し
い
場
合
が
あ
る
。

 


 認
知
症
の

程
度
に
も
よ
る
が
、
本
人
か
ら
の
申
し
出
が
な
い
場
合
、
見
逃
し
て

し
ま
う
こ

と
は
多
々
あ
る
。

 


 認
知
症
の

方
の
場
合
、
拒
否
が
あ
る
た
め
ス

ム
ー
ズ
に
介
入
出
来
な
い
。

 


 認
知
症
の
方
の
場
合
、
治
療
に
繋
げ
て
も

D
r.の

指
示
が
理
解
で
き
ず
、
適
切
な

治
療
が
受

け
ら
れ
な
い
こ
と
が
多
い
。

 


 認
知
症
進
行
に
よ
り
、
ご
家
族
様
は
歯
科
通

院
に
連
れ
て
行
き
た
い
と
思
っ
て

い
て
も
、
口
を
開
け
て
治
療
受
け
る
こ
と
が

難
し
く
困
っ
て
い
る
方
が
い
ま

す
。
「
三
叉
神

経
痛

が
あ

り
顔
を

触
ろ
う

と
し
た
だ
け
で
痛
く
な
る
の
で
は
と
の

思
い
か
ら

義
歯
の
取
り
外
し
も
大
変
に
な
っ
て
い
ま
す
。」

 


 必
要
性
が
あ
っ
て
も
な
か
な
か
受
診
に
繋
が

ら
な
い
。
ケ
ア
が
十
分
行
え
な

い
。

 


 不
衛
生
だ
と
思
わ
れ
る
状
態
や
痛
み
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
状
態
で
も
本
人
・
家

族
と
も
に
自
覚
さ
れ
て
い
な
い
。

 


 不
具
合
が
あ
っ
て
も
受
診
拒
否
等
で
対
応
が
難
し
い
。

 


 不
具
合
や
痛
み
な
ど
に
つ
い
て
、
自
分
で
適
切
な
訴
え
が
で
き
な
い
た
め
状
況

が
把
握
し
に
く
い
。

 


 本
人
か
ら
訴
え
が
な
い
為
、
介
護
者
側
の
観
察
が
重
要
と
な
る
。

 


 本
人
か
ら
痛
み
や
困
り
の
こ
と
の
訴
え
が
難
し
く
、
周
囲
の
観
察
力
が
大
事
に

な
る
が
、
周
囲
（
家
族
）
の
観
察
力
、
気
づ
き
の
力
に
差
が
あ
る
た
め
、
悪
化

す
る
ま
で
気
づ
け
な
い
こ
と
が
あ
る
。

 


 本
人
が
自
身
の
口
腔
内
の
状
態
を
話
し
た
が
ら
な
い
、
ま
た
は
認
識
し
て
い
な

い
の
で
把
握
し
に
く
い
。
な
ん
と
な
く
こ
ち
ら
が
不
良
な
状
態
を
感
じ
て
い
て

も
治
療
に
結
び
つ
け
る
の
が
困
難
。

 


 本
人
が
自
分
の
口
腔
内
の
状
態
を
正
し
く
認
識
し
て
伝
え
る
こ
と
が
難
し
い
た

め
に
、
発
見
が
遅
く
な
る
。

 


 本
人
が
受
診
を
嫌
が
る
。
家
族
も
必
要
性
を
感
じ
て
い
な
い
。

 


 本
人
が
受
診
拒
否
す
る
こ
と
も
あ
り
、
治
療
出
来
な
い
事
も
あ
り
ま
す
が
、
訪

問
歯
科
さ
ん
の
無
料
で
口
腔
内
点
検
を
し
て
頂
け
る
の
は
助
か
り
ま
す
。

 


 本
人
の
認
識
が
低
い
、
ま
た
は
受
診
の
必
要
性
の
理
解
が
で
き
な
い
た
め
、
受

診
に
繋
が
り
に
く
い
。
ま
た
、
受
診
回
数
が
多
い
と
付
き
そ
う
介
護
者
の
負
担

も
大
き
い
。

 


 本
人
の
病
識
が
乏
し
く
、
受
診
に
つ
な
が
り
に
く
い
。

 


 本
人
の
理
解
力
の
低
下
。

 


 本
人
の
理
解
力
低
下
の
た
め
把
握
し
づ
ら
い
。

 


 本
人
は
「
大
丈
夫
」
と
話
す
が
、
食
欲
、
体
重
の
減
少
な
ど
、
口
腔
と
関
連
が

あ
る
と
感
じ
る
時
の
ア
プ
ロ
ー
チ
。

 


 本
当
は
治
療
を
継
続
し
な
い
と
い
け
な
が
、
痛
み
が
治
ま
る
と
…
ダ
メ
で
し

た
。

 


 理
解
が
得
ら
れ
ず
、
口
腔
内
確
認
に
時
間
（
ま
た
は
期
間
）
を
要
す
。
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
 本

人
や
家
族
に
口
腔
ケ
ア
の
必
要
性
を
説
明
し
納
得
し
て
も
ら
う
の
が
難
し

い
。
実
際
診
察
と
な
っ
て
も
、
口
を
開
け
る
こ
と
に
抵
抗
さ
れ
て
し
ま
う
の
で

は
な
い
か
心
配
。

 


 明
ら
か
に

治
療
が
必
要
な
場
合
で
あ
っ
て
も

、
認
知
症
の
程
度
に
よ
り
治
療
が

困
難
な
場

合
が
あ
る
。
そ
の
事
で
食
事
量
が

減
る
可
能
性
も
あ
り
口
腔
ト
ラ
ブ

ル
の
改
善

に
繋
げ
た
い
と
思
う
事
も
あ
る
が

、
積
極
的
な
治
療
が
難
し
い
と
言

わ
れ
る
事

も
あ
っ
た
。

 


 予
防
の
観

点
か
ら
必
要
だ
が
、
口
腔
内
の
悩

み
の
訴
え
が
あ
っ
て
も
判
断
出
来

な
い
。

 


 口
腔
内
の
状
況
が
わ
か
り
に
く
い
。

 
 ②
【

口
腔

疾
患

・
口
腔
衛
生
状
態
に
つ
い
て

】
 


 む

し
歯
、

痛
み

が
あ

る
。
（
他

3
件
）

 


 歯
が
な
く
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
る
。
（
他

1
件
）

 


 む
し
歯
、
歯
周
病
が
あ
る
。

 


 む
し
歯
が

放
置
さ
れ
歯
周
病
に
な
っ
て
い
る

。
 


 詰

め
物
が
取
れ
た
。
歯
茎

が
腫

れ
て
い

る
。

 


 口
腔
内
の
状
態
を
見
せ
た
く
な
い
人
が
お
り
、
把
握
で
き
な
い
。
入
れ
歯
が
合

わ
な
く
な

っ
た
等
、
口
腔
内
の
ト
ラ
ブ
ル
を

感
じ
な
が
ら
も
受
診
す
る
人
は
少

な
い
。
放

っ
て
お
く
人
多
い
。

 


 歯
肉
に
傷

が
で
き
て
い
る
。

 


 カ
ン
ジ
ダ

発
症
し
て
し
ま
う
。

 


 む
し
歯
・

傷
が
あ
る
。
痰
の
乾

燥
し
た

も
の
の
付
着
。

 


 む
し
歯
、

欠
損
、
義
歯
な
し
の
方
が
多
い
。

 


 む
し
歯
が
あ
る
よ
う
で
痛
み
を
訴
え
ら
れ
て
い
る
。
痛
み
の
た
め
食
事
は
思
う

よ
う
に
食
べ
ら
れ
な
い
（
思
う
よ
う
に
噛
め
な
い
）。

 


 む
し
歯
が
進
行
し
歯
が
ギ
ザ
ギ
ザ
に
な
っ
て
し
ま
い
、
歯
の
痛
み
は
無
か
っ
た

が
舌
に
あ
た
り
、
口
内
炎
に
な
り
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

 


 噛
み
合
わ
せ
が
悪
く
、
痛
み
が
あ
る
か
把
握
で
き
な
い
事
が
あ
る
。

 


 イ
ン
プ
ラ
ン
ト
の
治
療
が
で
き
る

D
r.が

少
な
い
（
特
に
都
市
部
よ
り
離
れ
て
い

る
と
）。

 


 口
腔
内
に
唾
液
が
多
く
溜
ま
り
常
時
テ
ィ
ッ
シ
ュ
で
拭
き
取
っ
て
い
る
。

 


 義
歯
の
噛
み
合
わ
せ
、
出
血
、
痛
み
か
ら
食
事
摂
取
量
の
低
下
が
あ
る
。

 


 口
腔
ケ
ア
不
十
分
、
歯
周
病
で
残
存
歯
な
し
、
咀
嚼
不
十
分
の
た
め
、
消
化
不

良
で
嘔
吐
す
る
こ
と
が
あ
る
。

 


 口
臭
、
歯
周
病
。
噛
み
合
わ
せ
が
悪
く
、
物
が
食
べ
づ
ら
い
。

 


 口
臭
（
強
い
）
、
目
視
で
汚
れ
が
確
認
で
き
る
。
う
蝕
に
よ
る
痛
み
の
自
覚
が
あ

る
。

 


 残
存
歯
の
む
し
歯
が
あ
り
、
食
べ
物
が
詰
ま
っ
て
い
る
事
が
多
い
。

 


 歯
が
ま
だ
ら
だ
っ
た
り
、
入
れ
歯
も
作
っ
て
い
な
い
方
が
多
い
。

 


 歯
が
欠
け
て
い
た
り
、
残
根
歯
が
あ
る
。
歯
が
な
い
。

 


 歯
ぎ
し
り
な
ど
の
問
題
。

 


 歯
の
と
が
っ
た
所
に
あ
た
り
、
口
腔
内
に
傷
が
で
き
る
。

 


 歯
茎
よ
り
出
血
が
あ
る
。
口
の
中
に
食
べ
残
し
が
あ
る
。

 


 歯
肉
炎
、
歯
周
病
か
歯
茎
の
出
血
・
腫
れ
見
ら
れ
る
。
若
い
時
治
療
し
た
冠
が

外
れ
て
も
そ
の
ま
ま
の
方
も
見
ら
れ
る
。

 


 歯
並
び
が
悪
く
な
る
。

 


 舌
の
汚
れ
や
す
さ

 


 痛
み
が
あ
り
、
食
欲
低
下
に
つ
な
が
る
。

 


 自
然
に
歯
が
抜
け
て
し
ま
っ
た
。
歯
茎
か
ら
出
血
し
て
い
る
。

 


 口
腔
内
に
傷
が
あ
り
、
歯
科
受
診
を
家
族
と
共
に
し
た
。
組
織
検
査
は
で
き
な

か
っ
た
が
、
お
そ
ら
く
舌
が
ん
と
の
診
断
と
な
っ
た
。
治
療
は
で
き
な
か
っ
た

（
転
倒
後
、
寝
た
き
り
で
肺
炎
と
な
っ
た
）。

 


 口
臭
が
あ
る
。
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
 食

物
残
渣
が
あ
る
。

 


 不
潔
に
な
っ
て
い
る
方
も
多
い
。
舌
や

義
歯
の
汚
れ
。

 
 

③
【

義
歯

に
つ

い
て
】

 


 義
歯
の
紛

失
。
（
他

9
件
）

 


 義
歯
が
合

わ
な

い
。
（
他

5
件
）

 


 せ
っ
か
く
義
歯
を
作
っ
て
も
使
用
し
な
い
。

 


 だ
ん
だ
ん
入
れ
歯
が
合
わ
な
く
な
り
、
装
着
せ
ず
歯
茎
で
噛
ん
で
い
る
こ
と
が

あ
る
。

 


 入
れ
歯
が
合
わ
な
い
。
合
っ
て
い
な
い
の
で
外
し
た
ま
ま
ど
こ
に
置
い
た
か
分

か
ら
な
く
な
る
。

 


 入
れ
歯
を

嫌
が
り
歯
茎
で
食
べ
て
い
る
。

 


 欠
損
歯
が
多
い
。
義
歯
が
合
っ
て
い
な
い
。

 


 義
歯
が
あ
る
の
に
使
わ
な
い
。

 


 部
分
義
歯
を
ひ
っ
か
け
る
歯
が
折
れ
て
（
抜
け
て
）
部
分
義
歯
を
つ
け
ら
れ
な

い
。

 


 義
歯
を
作
製
し
て
い
て
も
、
使
用
さ
れ
て
い
な
い
方
が
多
い
。

 


 義
歯
を
使
わ
な
い
、
義
歯
を
無
く
す
。

 


 義
歯
を
紛
失
す
る
。
義
歯
が
合
っ
て
い
な
い
が
、
慣
れ
て
い
る
か
ら
そ
れ
で
い

い
と
思
っ
て
い
る
。

 


 歯
が
抜
け
て
い
る
が
、
義
歯
は
そ
の
ま
ま
。
入
れ
歯
が
合
っ
て
い
な
い
（
ガ
タ

ガ
タ
し
て
い
る
）。

 


 入
れ
歯
新
作
製
し
て
も
合
わ
ず
諦
め
て
し
ま
う
。

 


 上
下
歯
の
噛
み
合
わ
せ
が
悪
い
。
義
歯
が
壊
れ
た
ま
ま
治
療
を
受
け
て
い
な

い
。
部
分
義
歯
が
合
わ
な
く
な
り
、
残
存
歯

と
上
手
く
噛
み
合
わ
な
い
。

 


 体
力
や
認
知
症
機
能
が
低
下
し
、
食
事
量
が
少
な
く
な
る
方
は
多
く
み
ら
れ
ま

す
。
歯
茎
が
痩
せ
義
歯
が
合
っ
て
い
な
い
。
認
知
症
等
で
破
損
、
紛
失
し
た
り

を
繰
り
返
す
認
知
症
の
方
へ
の
対
応
が
困
難
だ
っ
た
り
す
る
た
め
、
も
う
義
歯

は
必
要
な
い
、
と
言
わ
れ
る
方
も
多
い
。

 


 痛
み
な
ど
の
訴
え
が
ハ
ッ
キ
リ
し
な
い
認
知
症
の
方
で
、
ご
家
族
の
サ
ポ
ー
ト

が
な
い
方
は
、
義
歯
作
製
が
難
し
い
。
認
知
症
の
方
は
、
義
歯
を
つ
く
っ
て

も
、
装
着
方
法
の
習
得
が
難
し
い
。

 


 入
れ
歯
が
壊
れ
て
も
そ
の
ま
ま
に
し
て
し
ま
う
。
合
わ
な
い
の
で
そ
の
ま
ま
ほ

っ
て
お
く
。

 


 入
れ
歯
が
合
っ
て
い
る
の
か
？
ど
う
か
、
本
人
か
ら
の
確
認
が
で
き
な
い
。

 


 入
れ
歯
が
合
っ
て
い
る
の
か
ど
う
か
把
握
し
づ
ら
い
。

 


 入
れ
歯
が
合
わ
ず
、
新
し
く
作
製
し
た
が
、
古
い
入
れ
歯
を
使
っ
て
い
る
。・

義

歯
を
繰
り
返
し
紛
失
す
る
。

 


 入
れ
歯
が
合
わ
な
い
。
入
れ
歯
落
と
し
て
壊
し
た
。
入
れ
歯
無
く
し
て
し
ま
っ

た
。

 


 入
れ
歯
が
合
わ
な
い
、
壊
れ
て
い
て
も
家
族
よ
り
「
お
金
が
か
か
る
し
、
今
の

な
い
状
態
で
も
食
事
は
摂
れ
て
い
る
の
で
大
丈
夫
で
す
」
と
言
わ
れ
て
し
ま

う
。
→
歯
科
受
診
を
勧
め
る
が
拒
否
が
あ
る
。

 


 入
れ
歯
が
合
わ
な
い
。
紛
失
し
て
い
る
。

 


 入
れ
歯
が
合
わ
な
い
が
、
通
院
介
助
が
大
変
な
の
で
作
り
直
し
が
困
難
。
入
れ

歯
無
く
し
て
し
ま
う
の
で
、
作
り
直
さ
な
い
。
入
れ
歯
な
し
で
生
活
し
て
い

る
。
入
れ
歯
が
ゆ
る
く
合
わ
な
い
。
食
べ
物
と
一
緒
に
飲
み
込
ん
で
し
ま
う
の

で
は
と
心
配
が
あ
る
。

 


 入
れ
歯
が
合
わ
な
い
と
外
し
て
食
べ
る
よ
う
に
な
る
。
新
し
い
物
を
作
っ
て
も

合
っ
て
い
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
。

 


 入
れ
歯
が
合
わ
な
く
な
っ
た
の
で
、
作
り
替
え
た
が
、
本
人
が
新
し
い
入
れ
歯

を
は
め
て
く
れ
な
い
。

 


 入
れ
歯
が
合
わ
な
く
な
り
、
そ
の
後
は
入
れ
て
い
な
い
の
で
噛
み
合
わ
せ
が
適

切
で
な
い
。
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
 入

れ
歯
の
調
整
等
、
行
う
こ
と
が
困
難
。

 


 入
れ
歯
を
外
さ
な
い
。
逆
に
は
め
な
く
な
る
。
入
れ
歯
を
紛
失
す
る
。

 


 入
れ
歯
を
使
い
た
が
ら
な
い
。
あ
る
の
に
放
置
さ
れ
て
い
る
。

 


 入
れ
歯
を
入
れ
た
が
ら
な
い
。
歯

科
受

診
を
嫌
が
ら
れ
る
。

 


 入
院
中
に
義
歯
を
作
製
、
在
宅
で
は
全
く
使

用
し
な
い
場
合
が
あ
る
。

 


 入
れ
歯
を
作
製
し
た
が
噛
み
合
わ
せ
の
良
・
不
良
が
確
認
出
来
な
い
（

D
r.の

前

で
は
何
で

も
「
良
い
」
と
言
う
）
。
か
な
り

前
に
義
歯
を
作
っ
た
た
め
、
歯
茎
が

や
せ
て
合

っ
て
い
な
い
方
が
い
る
が
、
家
族

も
新
し
い
も
の
を
作
る
予
定
が
な

い
。

 


 い
く
つ
も

入
れ
歯
を
作
っ
て
も
合
わ
な
い
。

 


 か
な
り
以
前
に
作
っ
た
入
れ
歯
を
、
現
在
も
使
用
し
て
お
り
、
歯
茎
の
や
せ
な

ど
か
ら
、
合
っ
て
い
な
い
入
れ
歯
を
使
用
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
入
れ
歯

の
再
調
整

に
も
時
間
が
か
か
り
、
本
人
の
理

解
も
得
ら
れ
に
く
い
。

 


 だ
ん
だ
ん
入
れ
歯
が
合
わ
な
く
な
る
が
、
直

す
の
（
診
療
）
を
嫌
が
る
。

 


 義
歯
を
付
け
て
い
な
い
こ
と
が
多
く
、
合
わ
な
く
な
っ
て
い
る
。
義
歯
を
付
け

る
と
痛
み

を
伴
う
。

 


 以
前
に
作
っ
た
入
れ
歯
が
合
わ
な
く
な
っ
て
い
て
、
歯
茎
が
痛
く
て
入
れ
な
く

な
っ
て
い
る
。

 


 家
族
が
“

入
れ
歯
が
合
わ
な
く
な
っ
て
る
と
思
う
”
と
言
い
つ
つ
も
、“

入
れ
歯

も
せ
ず
に

何
と
な
く
食
べ
ら
れ
て
い
る
、
ま
た
す
ぐ
に
無
く
す
”
と
の
こ
と
で

放
置
し
て

い
る
ケ
ー
ス
が
よ
く
あ
る
。

 


 義
歯
を
入
れ
る
事
を
忘
れ
て
食
べ
て
い
る
。
紛
失
も
多
い
。

 


 義
歯
が
あ
っ
て
い
な
く
て
も
、
新
し
く
作
っ
た
り
、
治
療
を
し
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。

 


 義
歯
が
あ

れ
ば
食
べ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
無
く
し
て
し
ま
い
見
つ
か
ら

な
か
っ
た

り
、
新
た
に
作
る
ま
で
は
難
し
い
人
が
い
た
（
終
了
ケ
ー
ス
）
。

 


 義
歯
が
な
い
ま
ま
だ
が
、
本
人
的
に
は
困
っ
て
い
な
い
の
で
そ
の
ま
ま
に

な
っ

て
い
る
。

 


 義
歯
が
緩
ん
で
物
が
食
べ
づ
ら
い
。
自
歯
が
抜
け
て
義
歯
作
製
で
き
な
い
。

 


 義
歯
が
合
っ
て
い
な
い
の
に
使
っ
て
い
る
方
が
多
く
、
受
診
を
勧
め
る
も
あ
ま

り
繋
が
ら
な
い
。

 


 義
歯
が
合
わ
ず
、
外
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

 


 義
歯
が
合
わ
ず
、
訪
問
歯
科
を
紹
介
す
る
も
、
調
整
困
難
で
合
わ
せ
ら
れ
な
か

っ
た
。

 


 義
歯
が
合
わ
ず
グ
ラ
グ
ラ
に
な
っ
て
い
る
。
義
歯
を
外
し
て
い
る
時
間
が
多
く

合
わ
な
く
な
っ
て
い
る
。

 


 義
歯
が
合
わ
ず
外
し
た
ま
ま
の
状
態
で
お
ら
れ
る
。

 


 義
歯
が
合
わ
ず
使
用
し
て
い
な
い
が
、
調
整
し
な
い
と
言
わ
れ
る
為
、
使
用
せ

ず
食
事
形
態
の
変
更
を
し
て
い
る
。

 


 義
歯
が
合
わ
な
い
、
と
の
訴
え
が
続
き
何
度
も
作
り
直
し
て
も
合
わ
な
い
。

 


 義
歯
が
合
わ
な
い
の
か
ど
う
か
評
価
し
に
く
い
。
あ
っ
た
と
し
て
も
上
手
く
不

具
合
が
表
現
で
き
な
い
。
忘
れ
て
し
ま
う
の
で
、
対
応
が
遅
れ
が
ち
。

 


 義
歯
が
合
わ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
ず
っ
と
外
し
た
状
態
と
な
っ
て
い

る
。
義
歯
が
合
わ
な
く
な
っ
て
も
受
診
に
繋
げ
ら
れ
ず
、
そ
の
ま
ま
放
置
し
た

状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

 


 義
歯
が
合
わ
な
い
為
違
和
感
が
あ
る
（
何
度
か
調
整
し
て
い
る
が
）
。

 


 義
歯
が
合
わ
な
い
等
。
受
診
に
行
け
ず
、
往
診
で
は
治
療
し
て
く
れ
な
い
場

合
。

 


 義
歯
が
合
わ
な
く
て
し
な
く
な
る
と
い
う
事
は
多
い
。
頻
回
に
通
院
す
る
の
が

負
担
に
な
る
の
と
「
作
っ
て
み
た
が
合
わ
な
く
て
…
」
と
い
う
場
合
が
殆
ど
。

 


 義
歯
が
合
わ
な
く
て
も
、
そ
れ
を
具
体
的
に
訴
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
「
何
と

な
く
食
事
量
が
減
っ
て
い
る
」
な
ど
で
把
握
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

 


 義
歯
が
合
わ
な
く
て
も
、
な
か
な
か
作
り
直
せ
な
い
。

 


 義
歯
の
装
着
拒
否
。
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
 義

歯
が
合
わ
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
治
療
の
理
解
が
難
し
く
受
診
を
た
め
ら
っ

て
し
ま
う
。

 


 義
歯
が
合
わ
な
く
な
り
使
っ
て
い
な
い
。
家

族
も
仕
方
が
な
い
と
歯
科
受
診
を

希
望
し
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
。

 


 義
歯
が
歯
茎
に
当
た
り
痛
み
が
あ
る
の
で
義
歯
を
入
れ
て
な
い
。

 


 義
歯
の
噛
み
合
わ
せ
が
上
手
く
出
来
ず
、
難
聴
な
の
で
医
師
と
の
意
思
疎
通
が

で
き
な
い
。

 


 義
歯
の
調
整
。
し
て
も
し
て
も
良
く
な

ら
な
い
。

 


 義
歯
の
調
整
中
で
「
合
わ
な
い
」
と
い
う
理
由
で
治
療
を
中
止
し
て
し
ま
う
利

用
者
が
多
く
感
じ
る
。

 


 義
歯
の
不

具
合
で
装
着
し
て
い
な
い
方
が
意
外
と
多
い
。

 


 義
歯
の
不
具
合
や
作
り
直
し
に
つ
い
て
。
本
人
受
診
が
難
し
く
、
諦
め
て
し
ま

う
。

 


 義
歯
の
付
け
忘
れ
や
ど
こ
に
置
い
た
か
わ
か

ら
ず
、
長
い
間
つ
け
て
な
い
と
合

わ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

 


 義
歯
を
外
さ
な
い
こ
と
で
不
衛
生
な
状
態
が
続
い
て
い
る
ケ
ー
ス
。

 


 義
歯
を
勧
め
て

2
人
の

方
が
治

療
中
（

新
し
い
義
歯
作
製
）。

 


 義
歯
を
作
っ
て
も
外
し
て
ど
こ
か
に
無
く
し
て
し
ま
う
事
が
あ
り
、

3
回
以
上

繰
り
返
し

た
場
合
、

4
回
目
は
作
る
べ
き
か

判
断
に
苦
し
む
。
家
族
の
い
る
方

は
い
い
の

で
す
が
、
身
寄
り
の
な
い
一
人
暮
ら
し
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

い
た
だ
き

た
い
。

 


 義
歯
を
作

っ
て
も
使
わ
な
い
。
放
置
し
て
い
る
内
に
歯
肉
が
や
せ
て
合
わ
な
く

な
る
。

 


 義
歯
を
作
製
し
て
も
外
し
た
ま
ま
使
用
し
な
く
な
り
、
残
っ
た
歯
と
歯
茎
だ
け

で
食
事
を
す
る
。

 


 義
歯
を
使

わ
な
く
な
り
、
長
年
経
過
し
、
義
歯
調
整
を
勧
め
て
も
使
用
し
な
い

こ
と
に
慣

れ
て
し
ま
い
、
使
い
た
が
ら
な
い
。

 


 義

歯
を
新
し
く
作
る
事
が
出
来
ず
に
困
っ
た
（
認
知
症
が
あ
り
指
示
が
入
ら
な

い
為
、
作
る
事
が
出
来
な
い
と
言
わ
れ
た
）
。

 


 義
歯
を
抜
き
た
が
ら
ず
、
咬
合
不
全
の
確
認
も
取
り
に
く
い
。

 


 義
歯
調
整
を
い
く
ら
し
て
も
合
わ
な
い
と
不
穏
に
な
る
人
が
い
る
。

 


 義
歯
調
整
後
も
合
わ
ず
、
や
め
て
し
ま
う
方
が
い
る
。

 


 口
腔
内
の
痩
せ
な
ど
か
ら
義
歯
が
合
わ
な
く
な
る
。
見
直
す
回
数
が
多
い
。

 


 義
歯
を
作
っ
て
も
紛
失
し
て
し
ま
う
。

 


 義
歯
を
作
り
替
え
る
に
は
、
本
人
の
負
担
が
大
き
い
の
で
、
肉
盛
り
や
け
ず
り

出
し
等
で
調
整
す
る
方
が
良
い
と
感
じ
て
い
る
。

 


 義
歯
を
作
り
直
し
た
り
、
か
み
合
わ
せ
調
整
し
て
も
な
か
な
か
合
わ
な
い
。

 


 合
わ
な
い
入
れ
歯
を
使
う
た
め
痛
み
が
生
じ
た
り
、
食
事
の
際
に
使
わ
な
く
な

っ
て
い
る
。

 


 合
わ
な
く
な
っ
た
ま
ま
、
は
め
て
い
る
。
は
め
ず
に
生
活
し
て
い
る
。
高
齢
や

認
知
面
理
由
に
そ
の
ま
ま
の
状
態
。

 


 入
れ
歯
を
作
っ
て
も
つ
け
な
い
、
つ
け
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
る
た
め
、
次
第
に

合
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

 


 歯
茎
が
痩
せ
て
義
歯
が
す
ぐ
合
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

 


 歯
茎
が
痩
せ
て
し
ま
い
、
上
下
と
も
義
歯
が
合
わ
な
く
な
り
、
ポ
リ
グ
リ
ッ
プ

で
密
着
さ
せ
て
も
、
そ
れ
を
理
解
で
き
ず
す
ぐ
に
舌
で
義
歯
を
外
し
て
し
ま
い

義
歯
装
着
が
で
き
な
い
。

 


 入
れ
歯
を
作
っ
て
い
な
い
。
今
後
も
入
れ
歯
は
作
ら
な
い
と
言
っ
て
い
る
。

 


 入
れ
歯
を
テ
ィ
ッ
シ
ュ
に
く
る
ん
で
捨
て
て
し
ま
う
。
入
れ
歯
が
合
っ
て
い
な

い
事
が
わ
か
ら
な
い
。

 


 従
来
自
身
で
義
歯
管
理
を
数
十
年
に
わ
た
り
行
っ
て
き
た
が
、
認
知
症
を
発
症

後
、
家
族
援
助
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
義
歯
の
歯
石
沈
着
が
ひ
ど
く
な
っ

て
い
る
の
を
家
族
が
発
見
し
、
困
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
←
歯
科
通

院
を
お
す
す
め
し
ま
し
た
。
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
 義

歯
が
合
わ
な
く
な
り
常
に
外
し
て
い
た
り
、
管
理
が
で
き
ず
紛
失
も
年
に
数

人
お
ら
れ
る
（
テ
ィ
ッ
シ
ュ
に
ま
る
め

て
捨
て
た
り
等
）。

部
分
義
歯
は
特
に
入

れ
づ
ら
い

の
か
作
っ
て
も
外
す
ケ
ー
ス
多
い
。

 


 歯
茎
が
痩
せ
、
義
歯

が
合
わ
な
く
な
っ
て
も

、
新
し
く
作
ら
ず
、
外
し
た
ま
ま

に
さ
れ
る
事
が
あ
る
（
家
族
希
望
）。

 


 食
事
を
し
て
い
る
時
に
、
入
れ
歯
が
外
れ
そ
う
に
な
る
。
歯
が
な
く
、
噛
み
合

わ
せ
出
来
ず
、
食
物
が
口
か
ら
出
て
来
て
し
ま
う
。

 


 食
事
量
が
減
り
、
原
因
を
探
し
て
い
た
ら
、

口
腔
内
に
赤
み
が
あ
り
、
義
歯
が

合
わ
な
く
な
っ
て
い
た
こ
と
が
判
明
。
抜
歯
を
し
て
も
型
を
取
る
こ
と
が
出
来

ず
義
歯
作
成
が
難
し
い
。

 


 新
し
い
義
歯
に
違
和
感
を
感
じ
ら
れ
、
合
う

ま
で
入
れ
て
頂
く
事
が
難
し
い
で

す
。

 


 新
し
い
義
歯
を
作
っ
て
も
ら
う
も
、
本
人
が

昔
の
物
が
使
い
や
す
く
、
新
し
い

義
歯
を
使
わ
ず
、
結
局
合
わ
な
く
な
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
多
い
。
た
だ
新
し
い

義
歯
を
作
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
後
の
フ
ォ
ロ
ー
も
必
要
で
あ
る
と
思
う
。

 


 身
体
状
況
レ
ベ
ル
低
下
で
、
入
れ
歯
が
合
わ

な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

 


 体
重
の
減
少
で
合
わ
な
く
な
っ
た
（
義
歯
）
。

 


 体
重
減
少
等
に
よ
り
入
れ
歯
が
合
わ
な
い
。

 


 長
年
、
入
れ
歯
を
入
れ
ず
に
噛
ん
で
お
り
、

入
れ
歯
を
作
製
す
る
必
要
性
を
感

じ
て
い
な
い
。

 


 入
れ
歯
を

紛
失
（
突
然
無
く
な
る
）
す
る
た
め
、
タ
イ
ム
リ
ー
に
義
歯
作
製
に

繋
げ
な
い

。
 


 独

居
の
認
知
症
の
人
は
、
入
れ
歯
を
す
ぐ
に
無
く
し
て
し
ま
い
、
新
し
い
入
れ

歯
を
作
っ
て
も
ま
た
無
く
し
て
し
ま
い
、
入
れ
歯
を
し
な
い
で
、
食
べ
る
よ
う

に
な
る
人
が
多
い
。

 


 入
れ
歯
が
あ
っ
て
い
な
い
が
、
調
整
が
難
し
い
。

 


 入
れ
歯
が
あ
る
が
、
合
わ
な
い
と
言
い
、
使
っ
て
い
な
い
。
歯
茎
の
み
で
食
べ

ら
れ
る
軟
ら
か
い
も
の
や
汁
物
を
中
心
に
食
べ
て
い
る
。

 


 入
れ
歯
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
使
用
し
て
い
な
い
。

 


 入
れ
歯
が
あ
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
本
人
を
歯
科
に
連
れ
出
せ
ず
そ
の

ま
ま
に
し
て
い
る
。

 


 入
れ
歯
が
合
わ
ず
、
硬
い
食
べ
物
が
噛
め
な
い
。
食
事
量
が
減
っ
て
し
ま
う
。

 


 入
れ
歯
が
カ
ポ
カ
ポ
し
て
い
て
、
し
っ
か
り
咬
め
て
い
な
い
。
入
れ
歯
な

し
で

食
べ
て
い
る
。

 


 入
れ
歯
が
な
く
な
る
。
入
れ
歯
が
壊
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
食
事
が
し
っ

か
り
摂
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
、
歯
科
治
療
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

 


 入
れ
歯
が
合
っ
て
い
な
く
、
食
事
を
摂
る
こ
と
も
大
変
そ
う
だ
と
思
っ
て
い
て

も
、
な
か
な
か
受
診
に
繋
げ
ら
れ
な
い
。

 


 入
れ
歯
が
合
わ
ず
、
そ
の
ま
ま
使
用
し
て
い
た
り
、
入
れ
歯
を
外
し
た
ま
ま
で

常
時
過
ご
し
て
い
る
た
め
、
食
事
の
時
も
入
れ
歯
を
使
用
し
て
い
な
い
。

 


 入
れ
歯
が
合
わ
ず
、
何
度
も
調
整
し
て
も
ら
う
が
フ
ィ
ッ
ト
し
て
い
る
の
か
本

人
の
理
解
力
が
低
下
し
て
お
り
分
か
り
づ
ら
い
。

 


 入
れ
歯
が
合
わ
ず
、
使
用
し
て
い
な
い
（
調
整
が
難
し
い
）。

 


 入
れ
歯
が
合
わ
ず
、
食
事
中
に
度
々
外
す
。

 


 入
れ
歯
が
合
わ
ず
、
付
け
て
い
な
い
。
入
れ
歯
を
入
れ
て
食
事
を
摂
っ
た
方
が

良
い
と
説
明
し
て
も
理
解
し
て
く
れ
ず
、
付
け
て
く
れ
な
い
。

 


 入
れ
歯
が
合
わ
ず
使
用
し
な
く
な
っ
て
い
る
。
入
れ
歯
が
壊
れ
て
い
る
。

 


 入
れ
歯
が
合
わ
ず
受
診
を
し
て
も
状
況
を
う
ま
く
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
の
ま
ま
入
れ
歯
を
使
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
も
多
い
。

 


 入
れ
歯
が
合
わ
な
い
、
壊
れ
て
い
る
、
入
れ
歯
が
な
い
。

 


 入
れ
歯
が
合
わ
な
い
、
痛
み
を
訴
え
る
認
知
症
の
人
が
多
い
。
本
人
の
認
知
機

能
低
下
し
て
い
る
場
合
に
歯
科
受
診
を
し
て
も
十
分
に
合
わ
ず
痛
み
続
く
こ
と

が
あ
っ
た
。

 


 入
れ
歯
が
合
わ
な
い
。
壊
れ
て
い
る
の
を
ボ
ン
ド
で
つ
け
て
使
っ
て
い
る
。
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
入
れ
歯
が
合
わ
な
い
。
入
れ
歯
が
不
衛
生
な
ま
ま
使
用
し
て
い
る
。
入
れ
歯
を

無
く
し
て
し
ま
う
為
、
食
事
が
不
十
分
に
な
り
、
痛
み
が
あ
る
。


入
れ
歯
が
合
わ
な
い
。
壊
れ
て
も
本
人
が
拒
否
し
た
ら
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
訪

問
歯
科
等

提
案
し
て
も
受
け
入
れ
な
い
。


入
れ
歯
が
合
わ
な
い
。
入
れ
歯
を
外
し
て
し
ま
う
。
入
れ
歯
を
無
く
し
て
し
ま

っ
た
。
通
院
が
出
来
な
い
。


入
れ
歯
が
合
わ
な
い
→
痛
い
思
い
を
す
る
の
で
使
用
し
な
い
→
作
ら
な
い
→
歯

茎
で
食
べ
る
よ
う
に
な
る
→
食
欲
低
下
・
噛

む
力
低
下
、
嚥
下
力
低
下
す
る
。


入
れ
歯
が
合
わ
な
い
か
ら
、
外
し
て
い
る
。


入
れ
歯
が
合
わ
な
い
た
め
歯
科
受
診
を
提
案
。


入
れ
歯
が
合
わ
な
い
な
ど
の
訴
え
が
多
く
な
る
ケ
ー
ス
が
多
い
（
調
整
し
て

も
）
。
ど

の
様

に
対

応
し

た
ら
良

い
か
。


入
れ
歯
が
合
わ
な
く
て
受
診
を
勧
め
る
が
、
「
仕
方
が
な
い
」
で
終
わ
る
事
が
多

い
。


入
れ
歯
が
合
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
傷

が
な
か
な
か
治
ら
な
い
。


入
れ
歯
が
合
わ
な
く
な
っ
て
も
、
そ
の
ま
ま

に
し
て
い
た
り
、
合
わ
な
い
の
で

付
け
て
な
い
方
も
い
る
。
金
銭
的
に
作
り
直

さ
な
い
。
通
院
す
る
の
が
難
し

い
。


入
れ
歯
が
合
わ
な
く
な
っ
て
修
理
し
て
も
、
違
和
感
あ
る
よ
う
で
自
分
で
外
し

て
し
ま
う
。


入
れ
歯
が
合
わ
な
く
な
り
、
本
人
が
外
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
ま
ま
で
も

食
事
が
食
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
入
れ
歯
の
調
整
や
作
製
を
希
望
さ
れ
な
い
。

家
族
も
同
意
見
。


入
れ
歯
が
全
く
合
わ
な
い
物
を
つ
け
て
い
る
。
合
わ
な
い
か
ら
外
し
て
し
ま

う
。


入
れ
歯
が

必
要
で
あ
っ
て
も
、
異
物
と
し
て
付
け
な
い
。
ま
た
、
合
わ
な
く
て

も
治
療
を
拒
否
す
る
。


入
れ
歯
の
噛
み
合
わ
せ
の
調
整
必
要
な
認
知
症
の
方
は
医
師
に
上
手
く
伝
え
る

こ
と
が
難
し
い
。
治
療
が
中
断
し
て
し
ま
う
方
も
い
る
。


入
れ
歯
の
管
理
が
で
き
な
い
。
無
く
し
て
し
ま
う
。


入
れ
歯
の
管
理
が
難
し
く
、
よ
く
紛
失
。
探
し
て
見
つ
か
る
等
と
い
っ
た
事
が

あ
り
、
義
歯
使
用
に
よ
る
介
護
量
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま

す
。
つ
け
る
、
外
す
を
含
め
、
管
理
が
難
し
い
事
か
ら
、
義
歯
を
作
ら
な
い
と

い
っ
た
事
も
あ
り
ま
す
。
口
腔
内
の
状
態
に
よ
り
、
食
形
態
を
さ
げ
る
事
に
つ

な
が
る
事
も
あ
り
ま
す
。


入
れ
歯
の
管
理
が
本
人
、
家
族
と
も
出
来
て
い
な
い
。


入
れ
歯
の
修
正
が
上
手
く
い
か
な
い
方
、
作
り
替
え
て
も
痛
み
を
訴
え
る
。
→

結
果
外
し
て
し
ま
う
。


入
れ
歯
の
状
況
等
を
家
族
で
も
確
認
出
来
な
い
事
が
多
い
。


入
れ
歯
の
装
着
を
嫌
が
る
。
外
し
て
し
ま
う
。
違
和
感
が
あ
る
の
か
、
外
し
て

し
ま
う
。
ど
こ
に
置
い
た
か
分
か
ら
な
く
な
る
。


入
れ
歯
の
調
整
が
上
手
く
出
来
な
い
。


入
れ
歯
の
調
整
を
し
て
も
、
本
人
が
ど
こ
ま
で
分
か
っ
て
い
る
の
か
不
明
な

点
。
合
わ
な
い
と
訴
え
自
体
が
、
よ
く
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。


入
れ
歯
の
調
整
を
し
て
も
痛
み
が
あ
り
、
装
着
し
て
い
ら
れ
な
い
。
そ
の
た

め
、
な
か
な
か
入
れ
歯
が
合
わ
な
い
。


入
れ
歯
の
調
整
を
嫌
が
り
、
入
れ
歯
を
作
っ
て
も
装
着
し
て
く
れ
な
い
こ
と
が

あ
る
。


入
れ
歯
の
調
整
を
行
っ
て
も
な
か
な
か
上
手
く
い
か
な
い
と
聞
く
こ
と
が
多

い
。


入
れ
歯
の
紛
失
が
あ
っ
た
り
、
家
族
も
高
齢
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
歯
科
に
つ
な

が
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。


入
れ
歯
を
か
な
り
以
前
に
作
っ
た
が
、
合
っ
て
い
な
い
の
か
、
口
に
は
め
て
い

な
い
。
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
入
れ
歯
を
し
な
い
、
外
す
な
ど
。


入
れ
歯
が
合
っ
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
か
な
い
。
口
腔
内
の
違
和
感
の
訴
え
が

あ
っ
た
と
し
て
も
、
日
に
よ
り
、
人
に
よ
り

訴
え
方
が
違
う
。


入
れ
歯
が
合
っ
て
な
い
ケ
ー
ス
→
受
診
の
必
要
性
を
理
解
で
き
て
な
い
。


入
れ
歯
を
な
く
し
て
し
ま
う
。
作
っ
て
も
使
っ
て
く
れ
な
い
。


入
れ
歯
を
は
め
て
く
れ
な
い
。


入
れ
歯
を
飲
み
込
ん
で
も
気
づ
か
な
い
。


入
れ
歯
を
外
し
て
食
事
を
し
て
い
る
。


入
れ
歯
を
嫌
う
。


入
れ
歯
を
使
っ
て
い
な
い
、
合
わ
な
い
か
ら
こ
れ
で
も
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る

か
ら
、
と
本
人
・
家
族
が
そ
の
ま
ま
に
さ
れ

て
い
る
。
通
院
も
大
変
な
の
で
、

と
。


入
れ
歯
を
使
っ
て
い
な
く
て
、
食
事
摂
取
上

の
問
題
が
あ
る
。
上
手
く
噛

め
な

い
が
、
配
食
の
ム
ー
ス
食
な
ど
や
軟
ら
か
い

物
は
食
べ
た
く
な
い
。


入
れ
歯
を

自
分
で
上
手
く
管
理
で
き
ず
、
付
け
な
い
で
食
事
を
さ
れ
て
い
た

り
、
合
わ
な
い
入
れ
歯
を
付
け
て
食
事
を
し
て
、
間
に
た
く
さ
ん
食
べ
カ
ス
が

詰
ま
っ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
。
口
腔
の
痛
み
に
よ
り
食
事
が
進
ま
な
い
事
も
あ

る
。


入
れ
歯
を

調
整
し
た
く
て
も
、
認
知
症
か
ら
調
整
が
で
き
な
い
。


入
れ
歯
を

調
整
し
た
り
作
り
直
し
て
も
中
々
合
わ
ず
、
時
間
が
か
か
る
。


入
れ
歯
を

入
れ
て
お
く
の
に
な
れ
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
り
、
結
局
使
わ
な
く

な
る
。


入
れ
歯
を

認
識
で
き
な
く
な
り
、
し
た
が
ら
な
い
。
痛
み
を
訴
え
る
こ
と
が
で

き
な
い
時
あ
り
。


入
れ
歯
を

無
く
す
。

洗
浄

出
来

な
い
。


入
れ
歯
装

着
が
合
わ
ず
し
て
い
な
い
が
、
本
人
も
家
族
も
問
題
に
し
て
い
な

い
。


認
知
症
も
あ
り
、
義
歯
の
不
具
合
訴
え
が
多
い
。
歯
科
受
診
を
し
て
調
整
す
る

が
そ
の
後
も
訴
え
が
頻
回
に
継
続
す
る
。


年
を
取
り
口
周
り
が
や
せ
て
義
歯
が
合
わ
な
い
が
、
そ
れ
を
伝
え
る
こ
と
も
で

き
な
い
。
受
診
し
て
も
義
歯
が
合
っ
て
い
る
か
確
認
が
難
し
い
。


病
気
の
進
行
や
老
衰
に
よ
り
入
れ
歯
が
合
わ
な
い
。
壊
れ
て
も
通
院
で
き
な

い
。
そ
も
そ
も
受
診
で
き
る
所
が
殆
ど
な
い
。


部
分
義
歯
を
は
め
て
お
ら
れ
、
数
回
歯
科
受
診
さ
れ
て
い
る
も
は
め
る
時
、
は

め
て
い
る
時
、
食
事
時
、
物
が
詰
ま
っ
た
時
と
常
時
気
に
さ
れ
て
い
る
。


も
の
忘
れ
の
症
状
に
て
、
何
度
も
入
れ
歯
を
無
く
し
て
し
ま
い
、
作
り
直
し
て

も
ど
こ
か
に
し
ま
っ
て
し
ま
い
、
結
局
外
し
て
食
べ
て
い
る
。
入
れ
歯
が

合
わ

な
く
て
も
歯
科
受
診
を
拒
否
さ
れ
る
と
通
院
出
来
な
い
た
め
、
義
歯
を
外
し
て

い
る
。


本
人
が
入
れ
歯
が
合
わ
な
い
、
壊
れ
て
い
る
と
い
う
認
識
が
な
く
、
家
人
に
伝

え
る
こ
と
を
し
な
い
の
で
気
づ
く
の
が
遅
れ
る
。
入
れ
歯
を
外
し
て
、
ど
こ
に

置
い
た
か
わ
か
ら
な
く
な
り
、
新
た
に
作
る
に
は
協
力
動
作
が
と
れ
ず
困
難
な

状
況
と
な
る
。


本
人
様
が
居
心
地
が
悪
い
の
か
外
し
て
し
ま
い
義
歯
を
紛
失
し
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
っ
た
。
施
設
職
員
に
管
理
し
て
も
ら
う
事
で
解
決
で
き
た
が
、
作
製
し
た

ば
か
り
の
物
を
無
く
し
て
し
ま
い
再
作
製
に
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
っ
た
。


本
来
な
ら
修
理
が
必
要
だ
が
、
使
用
し
な
い
ま
ま
今
更
修
理
の
希
望
が
な
い
。


無
く
し
て
し
ま
い
探
せ
な
い
。
口
に
合
っ
て
い
る
の
か
ど
う
な
の
か
判
断
で
き

な
い
。


義
歯
を
作
製
し
て
も
自
分
で
ポ
ケ
ッ
ト
に
し
ま
っ
た
り
し
て
無
く
し
て
し
ま

う
。
そ
の
為
、
家
族
も
新
た
に
義
歯
を
作
ら
な
い
と
話
す
。


義
歯
を
作
製
し
て
も
義
歯
が
合
わ
ず
装
着
に
繋
が
ら
な
い
。


認
知
症
で
義
歯
を
な
く
し
て
し
ま
う
。
探
し
て
も
出
て
来
な
い
ケ
ー
ス
が
あ

る
。
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
 担

当
し
て
い
る
人
殆
ど
が
歯
磨
き
、
入
れ
歯
洗
い
が
十
分
で
な
い
。

 


 入
れ
歯
を
紛
失
し
や
す
い
。
デ
イ
で
入
れ
歯
が
落
ち
着
か
な
い
の
で
、
外
し
て

テ
ィ
ッ
シ
ュ
に
く
る
ん
で
置
い
て
い
た
が
、
し
ば
ら
く
し
て
そ
の
事
を
忘
れ
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ご
と
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
る
。

 


 入
れ
歯
を
ど
こ
か
に
し
ま
い
込
み
出
て
来
な
い
。

 


 認
知
症
の
方
義
歯
を
無
く
し
て
し
ま
っ
た
。

付
け
る
事
を
忘
れ
て
し
ま
う
。
意

思
疎
通
、
声
か
け
が
難
し
く
、
す
ぐ
に
本
人

が
口
元
に
手
を
入
れ
て
外
し
て
し

ま
い
な
か
な
か
使
用
す
る
事
が
で
き
な
い
。

 


 義
歯
を
は
め
て
く
れ
な
い
。
は
め
て
も
吐
き
出
し
て
し
ま
う
。

 


 入
れ
歯
が
壊
れ
て
い
て
も
受
診
（
通
院
）
を
す
る
の
が
大
変
で
歯
医
者
に
連
れ

て
い
け
な
い
事
が
多
い
。

 


 入
れ
歯
が
合
わ
な
い
等
、
症
状
が
あ
る
時
で
も
通
院
が
難
し
い
方
が
い
ま
す

（
遠
方
、
交
通
機
関
、
交
通
費
）
。
タ
ク
シ
ー
で
往
復
数
千
円
も
か
か
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

 


 入
れ
歯
が
合
わ
な
い
、
紛
失
し
て
い
る
が
必
要
性
を
感
じ
て
い
な
い
。

 


 入
れ
歯
が
合
わ
な
い
な
ど
あ
る
が
、
家
族
の
支
援
や
金
銭
的
な
余
裕
が
な
い
と

改
善
し
に
く
い
。

 


 入
れ
歯
の

状
況
等
を
家
族
で
も
確
認
出
来
な
い
事
が
多
い
。

 
 ④
【

そ
の

他
】

 


 家
族
が
い
な
い
た
め
、
治
療
経
過
が
わ
か
ら
な
い
。
本
人
に
確
認
で
き
な
い
。

 


 歯
科
受
診
に
つ
い
て
本
人
も
家
族
も
消
極
的
。

 


 噛
め
な
い
→
食
事
量
が
減
る
→
軟
ら
か
い
、
細
か
く
し
が
ち
。

 


 元
々
、
歯
磨
き
習
慣
が
な
く
、
家
族
も
気
に
か
け
て
い
な
い
。

 


 歯
科
受
診
が
必
要
と
判
断
す
る
も
、
通
院
手
段
が
限
定
さ
れ
ヘ
ル
パ
ー
付
介
護

輸
送
サ
ー
ビ
ス
は
車
・
ヘ
ル
パ
ー
手
配
が
簡
単
に
で
き
な
い
。
認
知
症
の
方
に

は
、
ヘ
ル
パ
ー
同
行
で
な
い
と
医
師
の
話
が
聞
け
な
い
為
。

 


 歯

科
受
診
、
検
診
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、「

痛
く
も
な
い
。
歯
が
無
く
て
も
困
っ

て
い
な
い
。」

と
思
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、
受
診
の
促
し
に
は
困
っ
て
い
ま

す
。
歯
が
無
い
こ
と
か
ら
の
認
知
症
の
進
行
や
転
倒
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
と
い

っ
た
内
容
の
読
み
や
す
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
あ
れ
ば
説
明
し
や
す
い
と
思
い
ま

す
。

 


 歯
科
受
診
ま
た
は
、
訪
問
歯
科
を
勧
め
て
も
、
必
要
性
を
理
解
で
き
な
い
と
受

け
入
れ
が
難
し
い
。

 


 治
療
に
同
意
し
な
い
方
が
大
半
。

 


 治
療
を
促
し
て
も
、
本
人
、
家
族
が
応
じ
な
い
。
往
診
の
提
案
も
受
け
入
れ
ら

れ
な
い
。
自
宅
で
十
分
な
治
療
が
行
え
ず
、
結
局
、
通
院
が
必
要
と
な
る
。

 


 治
療
時
間
が
持
た
な
い
。

 


 受
診
に
つ
い
て
も
排
泄
等
の
介
護
が
大
変
で
、
家
族
に
そ
れ
以
上
の
支
援
を
期

待
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

 


 ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
際
、
口
腔
の
状
態
の
把
握
を
す
る
の
が
難
し
い
。
コ
ロ
ナ
禍

で
あ
る
為
、
ま
ず
マ
ス
ク
を
外
し
て
頂
き
、
口
を
開
け
て
も
ら
う
が
、
奥
の
方

は
見
え
な
い
し
、「

こ
の
歯
は

1
本
と
カ
ウ
ン
ト
す
る
の
か
？
」
と
悩
む
事
も
多

い
。

 


 き
ち
ん
と
治
療
し
て
い
る
か
な
か
な
か
確
認
し
に
く
い
。

 


 ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
口
の
中
を
見
る
事
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
、
痛
い
と
訴
え

が
あ
っ
て
も
、
的
確
な
判
断
が
出
来
な
い
で
す
。

 


 ご
家
族
が
通
院
同
行
を
し
て
い
る
。

 


 む
し
歯
が
あ
る
が
、
受
診
が
出
来
な
い
（
本
人
の
拒
否
、
金
銭
的
事
情
な
ど
）

た
め
、
諦
め
る
し
か
な
い
（
こ
れ
以
上
の
悪
化
の
な
い
こ
と
を
願
う
の
み
）。

 


 む
し
歯
等
気
に
な
る
こ
と
が
多
く
て
も
、
歯
科
受
診
は
他
の
病
気
に
比
べ
て
後

回
し
や
、
必
要
性
を
家
族
に
理
解
し
て
も
ら
え
な
い
。

 


 家
族
が
い
る
所
は
歯
科
受
診
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
結
局
、
独
居
と
か
高
齢
世
帯

の
と
こ
ろ
が
困
り
ま
す
。
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
 家

族
が
協
力
的
で
は

な
い

。
 


 家

族
が
歯
科
受
診
に
連
れ
て
行
く
事
が
出
来
な
い
。

 


 介
護
者
も
高
齢
な
場
合
が
多
く
、
通
院
が
難

し
い
。
ま
た
は
治
療
を
諦
め
て
し

ま
い
、
良
く
噛
め
ず
飲
み
込
ん
で
し
ま
う
。

そ
の
た
め
、
食
事
形
態
が
ペ
ー
ス

ト
状
に
な
る
事
あ
り
。

 


 関
心
が
な

い
。

 


 家
族
が
忙

し
く
て
受
診
に
行
け
な
い
。

 


 高
齢
を
理
由
に
壊
れ
た
義
歯
の
修
理
・
治
療

を
勧
め
て
も
断
ら
れ
る
。

 


 歯
は
い
つ
も
後
回
し
。

 


 歯
科
の
必

要
性
は
あ
る
が
、
本
人
が
必
要
と

感
じ
な
い
。
歯
に
関
心
を
持
た
な

い
方
が
多

い
。

 


 歯
科
へ
行

く
こ
と
を
億
劫
が
る
と
か
、
家
族

が
連
れ
て
行
か
な
い
。

 


 歯
科
治
療
に
つ
な
げ
に
く
い
。

 


 歯
科
通
院
が
必
要
だ
が
通
う
事
が
難
し
い
方

の
訪
問
を
し
て
く
れ
る
歯
科
が
少

な
い
。

 


 歯
磨
き
を
促
す
が
、
後
で
し
ま
す
と
、
し
て
も
ら
え
な
い
。

 


 実
際
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
か
聞
い
て
も
わ
か
ら
な
い
。
家
族
が
把
握
で
き
て

い
な
い
。

 


 主
介
護
者
が
口
腔
に
関
し
て
後
回
し
に
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
ト
ラ
ブ
ル
発
生

し
て
い
て
も
気
づ
か
な
い
場
合
が
多
い
（
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
も
重
要
視
せ
ず
、

報
告
が
遅
れ
て
し
ま
う
時
が
あ
る
）。

も
う
少
し
話
題
に
上
が
っ
て
い
け
ば
気
に

か
け
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

 


 受
診
に
つ
な
ぐ
ま
で
が
難
し
い
。

 


 家
族
に
よ
っ
て
は
問
題
が
あ
っ
て
も
積
極
的
に
改
善
を
図
ろ
う
と
し
な
い
。
全

く
自
歯
が
無
い
状
態
で
あ
れ
ば
口
腔
ケ
ア
は
必
要
な
い
と
思
っ
て
い
る
方
も
多

く
い
る
。
ま
た
、
認
知
症
に
よ
り
、
義
歯
の
調
整
が
困
難
と
し
て
受
診
し
な
い

ケ
ー
ス
も
多
い
。

 


 常

時
見
守
り
、
介
助
が
で
き
な
い
為
、
毎
日
の
口
腔
ケ
ア
が
困
難
。

 


 食
べ
に
く
く
な
っ
た
時
に
簡
単
に
食
事
形
態
を
下
げ
て
し
ま
う
。

 


 食
事
摂
取
量
、
低
栄
養
、
筋
力
低
下
に
つ
な
が
る
の
が
心
配
で
す
。

 


 食
事
量
の
低
下
。

 


 訪
問
歯
科
が
来
な
い
エ
リ
ア
の
場
合
。
訪
問
歯
科
が
混
ん
で
て
な
か
な
か
来
れ

な
い
時
。

 


 本
人
・
家
族
と
も
、
歯
は
な
く
て
も
何
と
か
な
る
と
言
わ
れ
、
お
金
を
出
し
て

ま
で
、
し
な
く
て
も
い
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

 


 家
族
の
手
技
・
知
識
不
足
。

 


 本
人
は
噛
み
づ
ら
く
困
っ
て
い
る
が
、
家
族
が
受
診
に
対
し
消
極
的
な
ケ
ー
ス

が
あ
る
。
※
「

1
本
具
合
が
悪
く
て
も
、
他
の
歯
が
あ
る
か
ら
大
丈
夫
」
、
「
も

う
年
だ
し
」
と
言
う
家
族
が
ほ
と
ん
ど
。
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ⅲ
. 
口

腔
機

能
の
状
態

  
①

【
摂

食
嚥

下
機
能
に
つ
い
て
】

 


 嚥
下
機
能
が
低
下
し
て
い
る
。（

他
5
件
）

 


 む
せ
込
み

が
あ

る
。
（
他

4
件
）

 


 （
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
等
）
進
行
す
る
嚥
下
機
能
低
下
に
本
人
・
家
族
の
気
持
ち
が
追

い
つ
か
な
い
（
食
事
形
態
等
）。

 


 ト
ロ
ミ
や
ミ
キ
サ
ー
食
を
嫌
が
り
、
摂
取
し

て
く
れ
な
い
。

 


 嚥
下
困
難
な
の
に
食
感
あ
る
も
の
を
食
べ
た

が
る
。

 


 む
し
歯
や
歯
が
無
い
為
、
噛
み
合
わ
せ
が
悪

く
て
、
硬
い
物
が
噛
め
な
い
。

 


 ム
セ
、
適
し
た
形
態
の
食
事
。

 


 ム
セ
込
み
が
あ
る
。

 


 む
せ
込
み
や
摂
食
嚥
下
機
能
障
害
が
あ
っ
て

も
、
本
人
の
食
べ
た
い
意
欲
に
ど

う
応
え
た
ら
良
い
の
か
苦
悩
が
多
い
。

 


 ム
セ
等
あ
り
困
っ
て
い
る
。
唾
液
の
分
泌
量
が
減
り
、
食
べ
に
く
い
状
況
に
な

る
方
が
多
い
。

 


 義
歯
が
合

わ
な
い
為
、
咀
嚼
が
弱
く
な
っ
て

お
り
、
ム
セ
込
ん
で
し
ま
う
。
食

べ
こ
ぼ
し

が
多
く
な
っ
て
い
る
。

 


 形
の
あ
る
物
が
食
べ
ら
れ
な
い
。
口
の

中
で
ず
っ
と
咀
嚼
を
し
て
お
り
中
々
飲

み
込
ま
な
い
。

 


 誤
嚥
の
危

険
が
あ
る
人
に
、
一
口
量
の
調
整
や
食
べ
る
ス
ピ
ー
ド
を
ゆ
っ
く
り

す
る
よ
う

に
伝
え
て
も
忘
れ
て
し
ま
う
。

 


 誤
嚥
の
原
因
に
な
る
（
食
べ
カ
ス
が
口
腔
内
に
残
っ
て
い
る
場
合
な
ど
）
。

 


 誤
嚥
の
心
配
が
あ
る
た
め
、
好
き
な
食
べ
物
を
制
限
さ
れ
て
い
る
。

 


 口
に
溜
め
込
ん
だ
ま
ま
、
飲
み
込
め
な
い
。
食
事
の
際
、
口
を
開
け
な
い
。

 


 口
の
中
に
た
め
て
、
嚥
下
し
な
い
人
。
ま
た
は
、
詰
め
込
み
す
ぎ
て
し
ま
う

人
。
そ
の
た
め
、
食
事
量
に
波
が
あ
っ
た
り
、
目
が
離
せ
な
い
。

 


 口
腔
ト
ラ
ブ
ル
だ
け
で
な
く
、
姿
勢
な
ど
も
重
要
。
好
き
嫌
い
、
嚥
下
評
価
、

ど
う
や
っ
た
ら
食
べ
ら
れ
る
か
、
あ
ま
り
検
討
、
検
査
さ
れ
て
な
い
と
感
じ

る
。

 


 残
存
歯
が
少
な
い
状
況
（
義
歯
無
）
で
食
べ
る
状
況
に
慣
れ
て
い
る
認
知
症
の

方
は
、
義
歯
作
製
に
消
極
的
な
方
が
多
い
。
摂
食
嚥
下
が
出
来
て
い
る
状
況
で

あ
れ
ば
、
ご
家
族
も
積
極
的
に
義
歯
作
製
を
希
望
さ
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
。

 


 食
べ
る
の
に
時
間
が
か
か
り
、
途
中
で
食
べ
る
の
を
や
め
て
し
ま
う
。
飲
み
込

め
ず
、
口
の
中
に
、
残
渣
が
あ
る
。

 


 食
事
の
際
、
噛
み
合
わ
せ
が
悪
い
の
か
？
嚥
下
機
能
低
下
の
せ
い
な
の
か
？
わ

か
ら
な
い
が
、
食
べ
こ
ぼ
し
が
あ
っ
た
り
す
る
。

 


 食
事
を
摂
取
し
な
く
な
っ
た
り
、
逆
に
過
剰
に
摂
取
し
よ
う
と
す
る
。

 


 認
知
機
能
低
下
の
進
行
に
伴
い
、
嚥
下
（
飲
み
込
む
こ
と
）
動
作
も
忘
れ
て
い

く
。

 


 認
知
症
の
た
め
む
せ
込
み
が
あ
っ
て
も
覚
え
て
い
な
い
。
薬
の
飲
み
込
み
が
悪

く
な
っ
て
き
て
い
る
。
口
腔
内
に
咀
嚼
後
の
食
物
を
溜
め
込
ん
で
し
ま
い
、
飲

み
込
も
う
と
し
な
い
。

 


 咬
み
に
く
い
、
飲
み
込
み
に
く
い
。

 


 咬
む
、
飲
み
込
む
（
嚥
下
す
る
）
こ
と
が
わ
か
ら
ず
、
食
物
を
口
腔
内
に
溜
め

込
ん
で
長
時
間
保
持
し
て
し
ま
う
等
。

 


 嚥
下
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
（
ム
セ
や
す
い
）。

口
の
中
に
食
べ
物
が

残

り
、
い
つ
ま
で
も
飲
み
込
ま
な
い
。
口
を
開
け
て
く
れ
な
い
。
特
に
繊
維
の
あ

る
物
等
は
吐
き
出
す
。

 


 嚥
下
し
に
く
い
物
を
食
べ
よ
う
と
し
て
し
ま
い
、
む
せ
込
む
。

 


 嚥
下
と
の
関
係
性
。

 


 嚥
下
機
能
の
低
下
に
伴
い
誤
嚥
の
リ
ス
ク
が
高
く
な
っ
て
い
る
状
況
下
で
も
本

人
は
理
解
で
き
て
い
な
い
。

 


 い
つ
ま
で
も
噛
ん
で
い
て
飲
み
込
ま
な
い
。

 


 い
つ
ま
で
も
食
べ
物
を
口
の
中
に
入
れ
、
な
か
な
か
飲
み
込
め
な
い
。
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
 か

た
い
物
が
食
べ
に
く
い
と
の
訴
え
が
多
い
。

 


 ご
自
分
か
ら
訴
え
る
こ
と
が
な
い
の
で
、
不
具
合
な
点
が
不
明
。
ま
た
、
指
示

が
通
じ
な

い
為
、
嚥
下
テ
ス
ト
な
ど
が
正
し

く
評
価
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。

 


 デ
イ
ケ
ア
で
は
口
腔
の
体
操
を
す
る
の
で
む
せ
な
い
が
、
自
宅
で
は
よ
く
む
せ

る
。
食
事
を
出
し
た
ら
待
て
ず
に
す
ぐ
食
べ
よ
う
と
す
る
の
で
、
嚥
下
体
操
を

す
る
間
も
な
い
。

 


 な
か
な
か

飲
み
込
む
事
が
で
き
な
く
な
る
。

 


 な
か
な
か
飲
み
込
む
事
が
で
き
な
く
な
る
。
飲
み
込
め
な
い
。

 


 の
み
込
み
が
悪
く
な
い
な
ど
、
早
食
い
で
口
の
中
に
い
っ
ぱ
い
溜
め
込
む
等
、

そ
の
辺
を
ど
う
対
応
し
て
い
く
か
？

 


 パ
ー
キ
ン
ソ
ン
の
ジ
ス
キ
ネ
ジ
ア
が
あ
り
、
上
手
く
咀
嚼
、
飲
み
込
み
が
で
き

な
い
人
が
い
る
。

 


 ム
セ
が
あ

る
。
し
っ
か
り
噛
め
な
い
。

 


 ム
セ
が
出
て
来
た
際
の
摂
食
嚥
下
の
評
価
。

 


 む
せ
が
多
く
な
っ
た
り
、
飲
み
込
み
の
低
下

時
の
評
価
が
で
き
な
い
。

 


 ム
セ
こ
み
あ
り
。

ST
介
入
、
訪
問
歯
科
導
入
済
。

 


 ム
セ
て
も
休
ま
ず
食
べ
る
。
ほ
お
ば
る
。
口
い
っ
ぱ
い
に
入
れ
る
。

 


 む
せ
な
ど
増
え
、
飲
み
込
み
も
遅
く
な
る
人
が
多
い
。
本
人
が
訴
え
る
こ
と
は

な
い
が
、
家
族
は
気
に
し
て
相
談
が
あ
る
。
上
手
く
、
対
応
方
法
を
提
案
で
き

な
い
。

 


 む
せ
や
肺
炎
が
続
く
利
用
者
に
対
し
、
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
が
分
か
ら
な
い
。

 


 む
せ
る
が
、
自
覚
無
く
ど
ん
ど
ん
口
に
食
物
を
入
れ
て
し
ま
う
。

 


 む
せ
込
み
が
以
前
よ
り
あ
る
場
合
で
も
治
療
が
な
い
と
歯
科
に
繋
げ
に
く
い
。

 


 む
せ
込
み
な
が
ら
も
食
べ
て
い
る
。
食
事
形
態
が
合
っ
て
い
る
の
か
確
認
出
来

て
い
な
い
。

 


 ム
セ
込
み
に
よ
る
誤
嚥
性
肺
炎
の
リ
ス
ク
。

 


 や
は
り
皆
さ
ん
ム
セ
や
す
い
と
感
じ
ま
す
。

 


 一

人
暮
ら
し
の
方
の
対
応
、
一
人
で
い
る
際
は
、
と
ろ
み
の
な
い
水
分
等
を
摂

取
し
て
し
ま
う
。

 


 飲
み
込
み
が
悪
い
事
に
気
づ
い
て
い
な
い
。

 


 飲
み
込
み
が
悪
い
方
へ
の
指
導
が
で
き
て
い
な
い
。

 


 飲
み
込
み
が
悪
く
嚥
下
評
価
を
行
っ
た
が
、
そ
の
後
、
継
続
し
て
機
能
評
価
が

出
来
ず
、
歯
科
医
か
ら
も
今
後
の
方
針
が
決
め
ら
れ
な
い
と
言
わ
れ
て
し
ま
っ

た
。

 


 飲
み
込
み
に
時
間
が
か
か
る
。
本
人
や
介
護
者
の
ト
ロ
ミ
に
対
す
る
理
解
が
得

に
く
い
時
が
あ
る
。

 


 飲
み
込
み
の
機
能
低
下
と
失
行
で
飲
み
込
む
こ
と
の
意
識
が
出
来
ず
、
食
物
を

口
の
中
に
た
め
た
ま
ま
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。

 


 飲
み
込
み
悪
く
、
残
渣
を
口
か
ら
出
し
て
し
ま
う
。

 


 飲
み
込
む
こ
と
を
忘
れ
た
。
吹
き
出
し
て
し
ま
う
。

 


 飲
み
込
む
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
方
が
い
る
。

 


 飲
み
込
む
行
為
自
身
を
忘
れ
て
し
ま
う
。

2
時
間
、
口
の
中
に
水
分
を
溜
め
込

む
な
ど
。

 


 噛
ま
ず
に
飲
み
込
む
。

 


 義
歯
が
あ
っ
て
い
な
く
て
も
、
そ
の
ま
ま
食
事
を
し
て
、
噛
み
砕
け
ず
に
む
せ

る
事
が
あ
る
。

 


 噛
み
合
わ
せ
が
悪
い
と
、
食
事
量
の
減
少
に
繋
が
っ
て
い
る
。
入
れ
歯
を
外
す

と
、
食
べ
や
す
く
は
な
る
が
、
食
事
形
態
を
落
と
さ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
も
あ

り
、
ど
ち
ら
を
選
択
す
る
か
、
迷
う
事
が
あ
る
。

 


 噛
み
合
わ
せ
が
悪
く
食
べ
づ
ら
そ
う
。
残
食
も
多
く
見
受
け
ら
れ
た
。

 


 噛
む
力
が
弱
く
な
る
（
口
腔
状
態
が
悪
い
と
…
）
と
胃
腸
障
害
を
起
こ
し
や
す

く
、
状
態
悪
化
に
繋
が
り
や
す
く
な
る
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
て
い
る
。

 


 何
度
も
調
整
し
て
も
ら
っ
た
義
歯
が
合
わ
ず
、
義
歯
を
外
し
て
食
す
る
際
に
誤

嚥
が
心
配
で
す
。
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
義
歯
が
あ
っ
て
も
装
着
し
な
い
為
、
嚥
下
困
難
に
な
っ
て
い
る
。


急
ぎ
食
い
や
、
嚥
下
低
下
が
あ
る
が
、
本
人
が
理
解
し
な
い
の
で
対
応
に
困
る

時
が
あ
る
。


固
形
物
を
食
べ
た
が
ら
な
い
時
が
あ
る
。


誤
嚥
の
危
険
が
あ
る
。


誤
嚥
を
防
ぎ
き
れ
な
い
。


誤
嚥
性
肺
炎
を
繰
り
返
し
て
い
る
。


口
に
食
物
を
溜
め
て
飲
み
込
め
な
い
。


口
に
中
に
水
な
ど
含
ん
だ
ま
ま
飲
み
込
ま
な

い
し
、
出
す
こ
と
も
し
な
い
。


口
の
中
に
入
れ
、
咀
嚼
せ
ず
溜
め
込
ん
で
し

ま
う
。


口
の
中
に

物
を
溜
め
込
ん
で
い
る
。


口
の
中
に

い
つ
ま
で
も
食
物
残
渣
が
あ
る
。


口
腔
内
に

唾
液
を
溜
め
込
ん
で
し
ま
い
、
飲

み
込
め
な
い
。


硬
い
物
が

食
べ
ら
れ
ず
、
口
か
ら
出
し
て
し

ま
う
。


硬
い
物
が

噛
め
な
い
。


合
わ
な
い
義
歯
や
、
傷
に
て
咀
嚼
に
支
障
が
あ
る
。
嚥
下
ト
ラ
ブ
ル
。


残
存
歯
が

少
な
く
、
普
通
食
で
は
上
手
く
咀

嚼
で
き
な
い
た
め
、
食
形
態
を
下

げ
て
刻
み
に
て
対
応
し
て
い
る
。
飲
み

込
み
や
す
い
も
の
と
工
夫
し
て
も
、
次

第
に
ム
セ
る
こ
と
が
多
く
、
嚥
下
機
能
が
低
下
し
て
し
ま
う
た
め
困
っ
て
い

る
。


歯
が
な
く
、
ム
セ
も
あ
っ
た
の
で
、
今
は
ミ
キ
サ
ー
食
が
水
分
に
は
ト
ロ
ミ
剤

を
使
用
し
て
摂
取
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
義
歯
は
作
っ
た
の
で
す
が
、
長
年

歯
茎
で
噛
ん
で
食
べ
る
こ
と
に
な
れ
て
い
た
為
、
義
歯
を
入
れ
て
食
べ
る
よ
う

指
導
を
受
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
拒
否
が
ひ
ど
く
、
外
し
た
ま
ま
食
事
を
摂

ら
れ
て
い
ま
す
。


歯
が
な
く
、
硬
い
物

が
食

べ
に

く
い
。


早
食
い
で
家
族
が
対
応
に
困
っ
て
い
る
。


歯
が
欠
損
し
て
い
る
た
め
、
通
院
治
療
を
行
う
こ
と
や
義
歯
を
新
製
し
て
も
装

着
す
る
こ
と
を
拒
否
す
る
た
め
、
機
能
改
善
が
難
し
い
。


歯
が
全
て
な
く
義
歯
も
せ
ず
歯
肉
で
食
べ
て
い
る
人
の
食
形
態
が
難
し
い
。


歯
が
足
り
な
い
た
め
、
飲
み
込
み
の
為
の
口
腔
内
圧
を
か
け
る
こ
と
が
行
い
に

く
い
。


歯
で
上
手
く
噛
め
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
食
事
が
し
っ
か
り
摂
れ
て
い

な
い
の
で
は
…
と
思
っ
て
も
本
人
も
理
解
で
き
ず
、
確
認
す
る
方
法
が
な
い
。


十
分
に
噛
む
こ
と
が
で
き
ず
、
軟
ら
か
い
も
の
し
か
食
べ
て
い
な
い
。


重
度
の
認
知
症
に
な
る
頃
に
は
嚥
下
・
身
体
機
能
も
低
下
し
て
い
る
事
が
多

く
、
口
腔
状
態
と
い
う
よ
り
摂
食
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
判
断
に
な
っ
て
く
る

と
思
う
。


食
欲
低
下
に
伴
い
機

能
が
低
下
し
つ
つ
あ
る
時
。


食
事
に
て
、
食
物
を
口
の
中
に
溜
め
込
む
事
や
飲
み
込
め
な
い
場
合
が
あ
る
。


食
事
に
な
る
と
義
歯
を
外
す
。
食
べ
物
を
溜
め
込
む
。
口
に
残
る
物
を
は
き
出

す
。


食
事
の
際
、
む
せ
て
し
ま
う
。
食
べ
物
を
口
の
中
に
た
め
て
飲
み
込
ま
な
い
。


食
事
の
溜
め
込
み
の
対
応
（
飲
み
込
め
な
い
、
口
か
ら
出
せ
な
い
）
。


食
事
を
摂
っ
て
も
口
腔
内
に
溜
め
込
み
、
な
か
な
か
飲
み
込
ま
な
い
（
嚥
下
障

害
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
の
に
）
。


食
事
時
間
が
長
く
（
食
べ
る
の
に
時
間
が
か
か
る
）
本
人
も
疲
れ
て
し
ま
う
。


食
事
中
に
む
せ
る
。
薬
を
飲
む
時
に
む
せ
る
。


食
事
中
の
ム
セ
込
み
あ
る
が
、
ゆ
っ
く
り
食
事
が
と
れ
ず
溜
め
込
ん
で
し
ま
う

が
促
し
受
け
入
れ
厳
し
い
。


摂
食
時
の
早
食
い
に
よ
る
ム
セ
。


上
手
く
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
食
欲
不
振
→
栄
養
障
害
。


注
意
の
問
題
か
ら
か
き
込
む
事
や
食
事
を
途
中
で
止
め
て
し
ま
っ
た
り
、
嚥
下

の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
わ
ず
、
飲
み
込
め
な
い
な
ど
が
あ
り
。
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
 突

然
、
飲
み
込
み
方
や
食
べ
方
、
噛
む
と
い
っ
た
事
を
忘
れ
て
し
ま
う
方
が
お

り
、
ど
の
よ
う
な
ケ
ア
を
し
た
ら
良
い
か
困
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

 


 呑
み
込
む
よ
う
に
食
べ
る
こ
と
が
あ
る
。

 


 軟
ら
か
い
物
で
な
い
と
か
め
な
い
。
飲
み
込
み
に
く
い
。

 


 軟
ら
か
め
の
食
事
を
摂
る
よ
う
に
し
て
い
る

。
 


 入

れ
歯
が
合
っ
て
お
ら
ず
、
し
っ
か
り
と
咀
嚼
し
な
い
う
ち
に
食
物
を
飲
み
込

ん
で
し
ま
う
時
が
あ
る
。

 


 入
れ
歯
が
合
わ
ず
、
食
事
中
に
落
ち
て
、
む

せ
る
事
が
あ
る
。

 


 入
れ
歯
が
合
わ
な
い
た
め
、
咀
嚼
が
難
し
く
嚥
下
機
能
低
下
に
な
っ
た
こ
と
が

あ
る
。

 


 入
れ
歯
が
合
わ
な
い
為
、
硬
い
も
の
が
食
べ
ら
れ
な
い
。
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
悪

い
。

 


 入
れ
歯
を
紛
失
し
て
か
ら
、
無
歯
の
ま
ま
、

摂
取
し
て
い
る
。

 


 認
知
が
進
み
、
嚥
下
す
る
の
に
相
当
な
時
間
が
か
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
れ

で
も
経
口
摂
取
さ
せ
て
あ
げ
た
い
。

 


 認
知
機
能
の
低
下
で
、
最
近
は
咀
嚼
後
、
飲
み
込
む
動
作
が
で
き
な
く
な
る
時

が
あ
る
。

 


 認
知
症
が
進
行
す
る
と
理
解
低
下
よ
り
口
腔
ケ
ア
時
や
食
事
摂
取
時
に
開
口
拒

否
が
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
食
物
が
口
腔
内
に
入
っ
て
い
て
も
咀
嚼
・
嚥
下

し
な
い
事
が
増
え
る
。
家
族
が
理
解
で
き
ず
無
理
矢
理
食
べ
さ
せ
る
。
怒
る
事

が
あ
る
。

 


 発
語
が
少
な
く
、
嚥
下
機
能
が
低
下
。
食
事
介
助
に
よ
る
誤
嚥
性
肺
炎
の
リ
ス

ク
が
高
い
。

 


 不
具
合
が
あ
る
義
歯
を
外
し
て
し
ま
う
こ
と
で
咀
嚼
が
難
し
く
な
る
こ
と
が
あ

る
。

 


 認
知
機
能
の
進
行
に
よ
り
、
な
か
な
か
飲
み
込
め
ず
口
の
中
に
溜
ま
っ
て
し
ま

う
。
ま
た

、
口

を
開

け
る

の
を

拒
否
す

る
。

 


 咀

嚼
や
飲
み
込
み
が
悪
く
、
嚥
下
の
リ
ス
ク
が
高
い
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

 


 咬
合
は
良
好
で
あ
る
が
飲
み
込
み
悪
く
口
に
食
物
を
溜
め
た
り
す
る
。
食
事
時

間
要
し
、
本
人
も
疲
労
感
あ
り
食
形
態
変
更
や
食
事
量
少
な
く
し
、
栄
養
補
助

食
品
併
用
し
た
方
が
良
い
の
か
困
っ
た
。

 


 嚥
下
が
悪
い
の
に
、
理
解
で
き
ず
に
多
量
に
摂
取
し
詰
め
る
。

 


 嚥
下
に
つ
い
て
本
人
・
家
族
の
理
解
が
得
ら
れ
ず
、
誤
嚥
を
繰
り
返
す
ケ
ー
ス

が
あ
る
。

 


 嚥
下
の
状
態
が
悪
く
て
も
、
む
り
や
り
口
の
中
に
詰
め
込
む
。
む
せ
ひ
ど
く
て

も
わ
か
ら
な
い
。

 


 嚥
下
や
咀
嚼
困
難
な
ど
あ
り
。

 


 嚥
下
機
能
が
低
下
し
て
い
る
が
、
食
事
を
か
き
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。

 


 嚥
下
機
能
が
低
下
し
て
誤
嚥
性
肺
炎
を
起
こ
す
方
が
多
い
。

 


 嚥
下
機
能
低
下
に
よ
る
誤
嚥
が
多
い
。

 


 食
べ
な
い
原
因
が
、
入
れ
歯
（
合
わ
な
い
）
が
原
因
と
わ
か
り
づ
ら
く
、

D
r.も

歯
科
も
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
。

 


 食
べ
に
く
い
の
か
、
な
ぜ
飲
み
込
み
に
問
題
が
あ
る
の
か
な
ど
、
把
握
が
難
し

い
。

 


 ち
ゃ
ん
と
噛
め
て
い
る
か
、
伝
え
ら
れ
な
い
。

 


 誤
嚥
の
危
険
性
を
家
族
様
が
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。

 


 口
腔
内
の
（
む
し
歯
等
の
）
状
態
が
摂
取
・
嚥
下
機
能
に
深
く
関
わ
り
が
あ
る

が
、
本
人
が
訴
え
な
い
こ
と
も
多
く
、
口
内
を
見
て
あ
げ
な
い
と
い
け
な
い
。

発
見
が
な
か
な
か
で
き
な
い
。

 


 適
切
な
嚥
下
評
価
を
受
け
て
い
な
い
。

 


 入
院
中
や
入
所
中
は
適
切
な
嚥
下
評
価
が
可
能
だ
が
、
在
宅
だ
と
「
嚥
下
評
価

が
必
要
な
状
態
」
で
あ
る
こ
と
自
体
、
気
づ
か
な
い
場
合
が
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
※
認
知
症
に
限
ら
ず
。

 


 嚥
下
訓
練
の
方
法
は
ど
う
い
っ
た
も
の
が
あ
る
の
か
？
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
嚥
下
機
能
の
低
下
、
そ
れ
を
予
防
す
る
為
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
の
仕
方
が
分

か
ら
な
い
。


嚥
下
機
能
評
価
が
も
う
少
し
、
手
軽
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
良
い
。
認

知
症
の
方
を
受
診
さ
せ
る
負
担
が
大
き
い
。


嚥
下
障
害
が
あ
る
と
思
っ
て
も
、
本
人
、
家
族
に
自
覚
が
無
く
、
サ
ー
ビ
ス
に

繋
が
ら
な
い
。


嚥
下
状
態
が
悪
い
が
、
家
族
が
そ
れ
を
自
覚
さ
れ
て
い
な
い
。


嚥
下
に
問
題
が
あ
る
と
主
治
医
や
訪
看
に
相
談
し
て
い
る
が
、
あ
ま
り
解
決
し

な
い
こ
と

が
多
い
。

②
【

食
事

・
食

形
態
に
関
連
す
る
困
り
ご
と

】


口
に
含
ん
だ
ま
ま
飲
み
込
む
事
が
出
来
な
い
時
に
、
嚥
下
機
能
な
の
か
、
認
知

機
能
の
低
下
な
の
か
判
断
が
つ
か
な
い
。
→

ST
に
相
談
し
、
食
形
態
含
め
状
態

観
察
、
指

導
を
頂
い
た
。
好
き
嫌
い
で
食
の
進
み
が
異
な
る
。
口
を
つ
ぐ
ん
で

し
ま
う
な

ど
。


嚥
下
が
悪
く
ソ
フ
ト
食
等
に
す
る
が
、
他
の
人
と
違
う
と
意
っ
て
納
得
さ
れ
な

い
。
ト
ロ
ミ
に
対
し
て
の
拒
否
。


本
人
に
合
わ
せ
た
食
事
提
供
を
家
族
が
で
き
な
い
。


プ
リ
ン
食
は
家
庭
で
は
作
り
づ
ら
い
。
買
う
と
コ
ス
ト
が
高
い
。


入
院
中
に
ト
ロ
ミ
が
必
要
と
な
り
、
在
宅
で

も
ト
ロ
ミ
を
付
け
て
い
る
が
、
そ

の
後
状
態
が
上
が
り
、
ト
ロ
ミ
が
必
要
か
再

度
評
価
し
て
欲
し
い
と
思
う
場

合
。


ト
ロ
ミ
が

必
要
な
方
で
、
指
導
を
受
け
て
も
働
い
て
い
た
り
知
識
が
乏
し
く
実

行
し
て
く

れ
な
い
。


ト
ロ
ミ
等

を
使
う
と
イ
ヤ
が
る
。
ど
う
し
て

も
味
が
変
わ
る
の
で
イ
ヤ
だ
と
拒

否
さ
れ
る
。


自
宅
で
は

本
人
が
好
き
に
食
べ
て
し
ま
っ
た
り
、
適
切
な
食
事
の
管
理
が
難
し

い
。


手
間
や
経
済
的
な
観
点
か
ら
、
そ
の
人
に
合
っ
た
食
形
態
を
あ
ま
り
理
解
し
よ

う
と
す
る
気
持
ち
や
考
え
が
な
い
。


食
事
の
形
態
を
伝
え
て
も
理
解
が
で
き
な
い
（
刻
み
食
や
粥
と
伝
え
て
も
普
通

食
を
食
し
て
い
る
）
。


食
事
の
際
、
ム
セ
が
あ
る
が
と
ろ
み
は
拒
否
が
あ
る
。


食
事
の
評
価
を
し
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、
本
人
は
そ
の
形
態
を
分
か
っ
て
お
ら

ず
、
食
べ
て
し
ま
い
誤
嚥
を
繰
り
返
し
て
い
る
。


食
事
形
態
と
口
腔
機
能
の
不
一
致
で
す
。


食
事
摂
取
量
の
低
下
→
食
形
態
の
変
更
を
す
ぐ
考
え
て
し
ま
い
が
ち
で
、
口
腔

ケ
ア
の
見
直
し
や
機
能
改
善
の
検
討
ま
で
つ
な
が
ら
な
い
。


食
事
摂
取
量
の
低
下
か
ら
全
身
状
態
の
低
下
に
繋
が
る
場
合
が
あ
る
。


水
分
に
ト
ロ
ミ
付
が
必
要
と
指
導
を
受
け
て
も
、
だ
ん
だ
ん
と
付
け
な
く
な
る

（
む
せ
の
自
覚
が
乏
し
く
、
介
護
負
担
も
あ
る
為
）
。
認
知
症
で
嚥
下
困
難
に
な

る
と
、
胃
ろ
う
に
す
る
か
等
の
判
断
を
迫
ら
れ
る
の
で
介
護
者
へ
の
支
援
が
必

要
に
な
る
。
本
人
の
意
向
確
認
が
難
し
い
。


水
分
摂
取
等
、
む
せ
が
あ
る
方
の
場
合
に
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る
の
は
難

し
い
で
す
。


痛
み
に
よ
り
義
歯
を
使
用
し
て
い
な
い
た
め
、
食
事
の
形
態
を
変
更
す
る
。


嚥
下
が
上
手
く
い
か
な
く
な
っ
て
体
重
が
低
下
す
る
と
余
計
に
食
べ
な
く
な

る
。
傾
眠
傾
向
が
強
い
方
は
、
摂
取
量
が
落
ち
て
い
る
。
エ
ン
シ
ュ
ア
等
飲
ん

で
く
れ
な
い
。


嚥
下
し
づ
ら
く
、
食
事
量
が
減
っ
て
く
る
段
階
の
認
知
症
の
人
へ
、
現
状
の
評

価
と
細
か
な
食
事
摂
取
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
良
い

か
と
思
う
こ
と
が
あ
る
。


摂
食
・
嚥
下
機
能
等
、
ト
ロ
ミ
を
つ
け
た
り
、
食
形
態
の
変
更
（
補
助
食
品
）

を
す
る
が
、
誤
嚥
性
肺
炎
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
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
嚥
下
な
ど
、
す
ぐ
に
施
設
で
は
ミ
キ
サ
ー
や
ト
ロ
ミ
で
対
応
と
な
る
が
、
口
腔

衛
生
や
義
歯
な
ど
で
噛
ん
で
食
べ
る
こ
と
が
重
要
と
思
う
が
、
な
か
な
か
対
応

し
て
も
ら
え
な
い
。


摂
食
が
減
少
す
る
と
食
事
形
態
と
共
に
嚥
下
状
況
が
影
響
す
る
が
、
認
知
が
あ

る
と
関
わ
り
が
難
し
い
。


摂
食
嚥
下
機
能
が
低
下
し
て
お
り
、
医
療
機
関
で
食
事
形
態
等
指
導
を
受
け
る

も
、
家
族
が
実
践
出
来
な
い
（
必
要
性
の
理

解
が
不
十
分
）。


対
象
者
の
家
族
に
嚥
下
の
状
態
に
合
わ
せ
た
食
事
を
す
す
め
て
い
る
が
、
自
宅

で
は
一
般
食
を
摂
取
し
て
い
る
。
サ
ー
ビ
ス

利
用
時
に
、
担
当
者
が
口
腔
チ
ェ

ッ
ク
を
行
う
と
、
必
ず
、
飲
み
込
め
な
い
食

物
の
か
た
ま
り
が
あ
る
。


痛
み
が
あ
る
時
は
食
事
形
態
を
変
更
す
る
。

治
療
後
も
家
族
の
希
望
で
そ
の
ま

ま
の
食
事
形
態
の
時
が
あ
る
。
咀
嚼
機
能
が

低
下
し
や
す
い
。


適
切
な
食
形
態
な
ど
の
理
解
困
難
。
摂
食
嚥

下
訓
練
な
ど
の
介
入
困
難
。


歯
茎
で
食
べ
て
い
る
。
い
つ
ま
で
も
ト
ロ
ト

ロ
状
の
も
の
を
食
べ
、

U
P
の
機

会
が
な
い

。


食
事
に
時
間
が
か
か
る
。


義
歯
が
合
わ
ず
付
け
ら
れ
な
い
の
で
食
事
形
態
を
上
げ
る
事
が
で
き
な
い
。


ト
ロ
ミ
剤
の
使
用
を
勧
め
ら
れ
る
が
、
本
人
が
拒
否
す
る
た
め
、
水
分
摂
取
時

の
ム
セ
が
強
く
、
摂
取
が
進
み
に
く
い
。


嚥
下
機
能
が
低
下
し
て
い
る
が
、
ト
ロ
ミ
な
ど
を
使
い
た
が
ら
な
い
。


入
れ
歯
が

合
わ
な
い
の
で
、
軟
ら
か
い
も
の
し
か
食
べ
な
く
な
る
、
食
べ
ら
れ

な
く
な
る
。
歯
が
痛
い
、
入
れ
歯
が
合
わ
な
い
、
歯
が
抜
け
そ
う
だ
と
の
事
で

食
事
量
が
減
る
→
体
力
低
下
→
エ
ン
シ
ュ
ア
に
な
っ
て
い
く
。


嚥
下
機
能

の
低
下
に
合
わ
せ
た
食
事
形
態
の
見
直
し
。


ミ
ン
チ
や

野
菜
類
で
も
硬
い
物
は
口
の
中
に
残
す
→
最
終
的
に
出
す
。


義
歯
が
合

わ
ず
、
外
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
食
事
の
際
、
肉
歯
で
摂
取
さ
れ

る
た
め
、
口
の
中
に
食
べ
物
が
溜
ま
っ
て
い
る
。
食
事
量
も
低
下
す
る
。


義
歯
が
合
わ
ず
、
軟
ら
か
い
物
し
か
食
べ
ら
れ
な
い
。


義
歯
を
使
用
せ
ず
、
食
事
の
際
に
む
せ
込
み
が
多
い
。
と
ろ
み
も
拒
否
し
て
い

た
。


食
べ
る
ペ
ー
ス
や
、
一
口
大
が
大
き
く
、
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
介
助
が
必
要
。
む

せ
る
、
つ
ま
る
可
能
性
が
あ
る
。


食
べ
る
時
、
む
せ
や
す
い
が
、
ゆ
っ
く
り
よ
く
噛
ん
で
、
が
出
来
な
い
。
一
口

の
量
が
多
く
声
か
け
が
必
要
。


食
形
態
の
見
直
す
際
に
、
飲
み
込
み
の
状
況
を
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
困
難
で
、

誤
嚥
リ
ス
ク
の
あ
る
物
を
食
べ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
。


毎
食
（

1
日

3
食

）
、
介
助
、
確
認
で
き
な
い
。


味
覚
障
害
が
あ
り
、
何
を
食
べ
て
も
、
ま
た
、
味
付
け
を
し
な
く
て
も
し
ょ
っ

ぱ
い
、
辛
い
と
言
い
食
事
が
進
ま
な
い
。


嚥
下
機
能
が
落
ち
て
き
た
時
の
食
事
の
準
備
の
負
担
が
大
き
い
。


嚥
下
機
能
に
問
題
は
な
い
が
、
口
腔
内
の
状
況
に
よ
り
食
欲
の
低
下
が
あ
る
。


嚥
下
機
能
の
低
下
を
指
摘
さ
れ
、
食
事
形
態
が
変
わ
っ
た
（
一
口
大
→
刻
み
な

ど
）
こ
と
で
通
所
系
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
出
来
な
く
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。


本
人
は
常
食
を
食
べ
た
い
。
家
族
も
ど
の
よ
う
な
食
事
を
作
っ
た
ら
良
い
か
、

レ
ト
ル
ト
だ
と
思
う
よ
う
に
カ
ロ
リ
ー
が
と
れ
な
い
。


嚥
下
食
を
調
理
す
る
の
が
難
し
い
。


嚥
下
力
低
下
で
食
形
態
を
変
え
る
こ
と
は
家
族
に
と
っ
て
も
負
担
増
。
刻
み
や

ム
ー
ス
食
に
な
る
と
さ
ら
に
食
欲
低
下
す
る
。


新
し
い
歯
が
少
し
で
も
合
わ
な
い
と
、
口
の
中
で
コ
ロ
コ
ロ
動
か
し
た
り
、
食

事
の
時
に
外
し
て
い
る
。


本
人
の
訴
え
が
な
け
れ
ば
食
べ
に
く
い
の
か
わ
か
ら
な
い
。


し
っ
か
り
噛
め
な
い
為
、
ず
っ
と
ソ
フ
ト
食
に
な
っ
て
い
る
。


口
腔
の
不
随
意
運
動
が
あ
り
、
食
事
を
口
に
運
ぶ
タ
イ
ミ
ン
グ
が
難
し
く
、
介

助
に
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
。
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
 ど

ん
ど
ん
口
に
入
れ
て
し
ま
う
。
噛
ま
ず
に
飲
み
込
ん
で
し
ま
う
。
パ
ー
キ
ン

ソ
ン
病
の
方
や
、
脳
血
管
性
認
知
症
の
方
な
ど
も
含
め
、
誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防

に
と
て
も
大
切
だ
と
い
う
認
識
が
ご
本
人
、
ご
家
族
、
施
設
職
員
に
知
ら
れ
て

い
な
い
。
安
易
に
食
形
態
を
下
げ
て
対
応
さ
れ
て
し
ま
う
。

 


 む
し
歯
が
進
行
し
歯
が
ギ
ザ
ギ
ザ
に
な
っ
て
し
ま
い
、
歯
の
痛
み
は
無
か
っ
た

が
舌
に
あ
た
り
、
口
内
炎
に
な
り
食
べ
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
食
事
形

態
の
変
更

を
し
た
。

 


 嚥
下
能
力
低
下
に
よ
り
、
食
形
態
が
特
殊
な
も
の
に
な
る
と
在
宅
で
は
難
し
い

こ
と
が
多
い
。
介
助
方
法
や
食
形
態
も
自
己
流
で
さ
れ
る
家
族
も
お
り
、
リ
ス

ク
よ
り
も
介
助
の
し
や
す
い
さ
や
速
さ
重
視
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。

 
 ③
【

多
職

種
連

携
に
つ
い
て
】

 


 在
宅
訪
問
の
言
語
聴
覚
士
の
サ
ー
ビ
ス
が
な
い
。

 


 食
事
摂
取
量
が
少
な
く
な
っ
た
際
、
口
腔
内

チ
ェ
ッ
ク
を
通
所
に
み
て
も
ら

う
。
ま
た

は
報
告
を
受
け
歯
科
に
つ
な
げ
る

。
 


 低

下
予
防
の
機
能
訓
練
の
実
施
と
評
価
の
で
き
る
事
業
所
が
限
ら
れ
て
い
る
。

 


 （
本
人
の
）
嚥
下
機
能
に
そ
ぐ
わ
な
い
食
形
態
の
希
望
が
あ
っ
た
時
、
誤
嚥
を
予

防
す
る
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
等
、
主
治
医
等
に
よ
り
依
頼
し
に
く
い
（
で
き
な

い
）
こ
と
が
あ
る
（
嚥
下
機
能
検
査
等
）。

 


 S
T
の
絶
対
数
が
足
り
て
い
な
い
。
嚥
下
訓
練
を
す
る
機
会
が
あ
ま
り
な
い
。

 


 S
T
の
配
置
さ

れ
て

い
る

施
設
が

少
な
い

。
 


 S

T
介
入
も
あ
る
が
、
必
要
な
い
と
拒
否
さ
れ
、
誤
嚥
性
肺
炎
を
繰
り
返
さ
れ

る
。

 


 ど
の
程
度
の
と
ろ
み
が
必
要
か
？
嚥
下
機
能
評
価
を
し
て
く
れ
る
病
院
や
予
約

に
つ
い
て
情
報
が
欲
し
い
。

 


 む
せ
が
あ

り
、
誤
嚥
性
肺
炎
の
既
往
や
、
予
測
さ
れ
る
の
で
早
期
に

ST
の
導

入
を
す
す

め
る
が
受
け
入
れ
が
出
来
な
い
。

 


 ム

セ
な
が
ら
も
、
詰
め
込
ん
で
し
ま
う
傾
向
が
あ
る
。
効
果
的
な
嚥
下
練
習
が

必
要
と
思
わ
れ
る
が
一
般
の
職
員
で
は
難
し
そ
う
。
歯
科
衛
生
士
の
支
援
が
心

強
い
が
、
施
設
に
は
所
属
し
て
い
な
い
の
が
殆
ど
。

 


 管
理
栄
養
士
ら
の
活
用
を
も
っ
と
行
い
た
い
。

 


 ム
セ
な
ど
が
あ
っ
て
も
な
か
な
か
嚥
下
評
価
な
ど
専
門
機
関
に
繋
げ
ら
れ
な
い

こ
と
が
あ
る
。
→
食
事
形
態
を
落
と
し
て
様
子
を
見
る
が
、
一
度
落
と
す
と
な

か
な
か
上
げ
る
事
は
難
し
い
。

 


 加
齢
や
疾
病
に
よ
る
機
能
低
下
ま
た
は
予
測
の
中
で
リ
ハ
職
（

ST
）
が
地
域
の

中
で
は
少
な
く
限
ら
れ
て
し
ま
う
為
、
未
然
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
限
界
が
あ
る
の

か
と
感
じ
ま
す
。

 


 現
在
、
急
に
食
事
摂
取
が
で
き
な
く
な
り
、
胃
ろ
う
と
な
っ
た
方
。
食
事
摂
取

を
希
望
し
て
い
る
の
で
、
主
治
医
と
相
談
し
、
今
後
、
訪
問
歯
科
と
の
連
携
に

て
食
事
が
で
き
る
か
？
判
断
し
て
い
た
だ
き
、
嚥
下
の
検
査
を
実
施
し
な
が

ら
、
摂
取
が
で
き
る
よ
う
に
検
討
し
て
い
る
方
が
い
ま
す
。

 


 誤
嚥
性
肺
炎
の
既
往
が
あ
る
方
に
つ
い
て
、
口
腔
機
能
向
上
加
算
の
あ
る
事
業

所
を
紹
介
し
、
実
際
に
利
用
に
結
び
つ
い
た
方
が
い
る
。

 


 あ
る
日
急
に
「
食
べ
物
が
の
ど
か
ら
下
に
お
り
て
い
か
な
い
」
と
本
人
が
訴

え
、
突
然
嘔
吐
を
繰
り
返
し
、
家
族
が
対
処
に
困
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

←
か
か
り
つ
け
医
及
び
総
義
歯
調
整
の
た
め
歯
科
に
行
き
、
治
療
を
受
け
改

善
。
咀
嚼
不
良
と
逆
流
性
食
道
炎
な
ど
で
し
た
。

 


 自
分
で
は
訴
え
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
、
専
門
職
か
ら
の
指
導
を
し
て
い
た
だ

け
る
と
、
誤
嚥
等
に
も
注
意
で
き
る
。

 


 食
事
の
際
の
本
人
の
適
切
な
食
形
態
や
食
べ
物
の
硬
さ
等
、
飲
み
込
み
も
含

め
、

ST
さ
ん
に
相
談
す
る
事
が
多
い
で
す
。
本
人
・
家

族
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂

き
、
参
考
に
な
っ
て
い
ま
す
。

 


 定
期
的
に
、
嚥
下
状
態
の
テ
ス
ト
を
し
て
下
さ
る
が
、
そ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

が
介
護
者
側
に
あ
ま
り
な
く
、
支
援
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
と
感
じ
る
。
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
 入

院
を
契
機
に
胃
ろ
う
を
増
設
す
る
事
に
な
っ
た
が
、
食
事
摂
取
量
の
低
下
の

要
因
が
機
能
的
な
問
題
か
、
認
知
症
な
ど
の
病
変
に
よ
る
影
響
か
判
断
に
迷
う

事
が
あ
っ
た
。
専
門
職
に
繋
げ
て
対
応
し
て
い
る
が
、
誤
嚥
の
リ
ス
ク
が
高
い

と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
積
極
的
な
経
口
摂
取
が
控
え
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
。

 


 訪
問
看
護

や
リ

ハ
で
の

ST
が
少
な
い
。

 


 嚥
下
リ
ハ

が
必

要
で
も

ST
の
い
る
と
こ
ろ

が
ほ
と
ん
ど
な
い
。

 


 嚥
下
機
能
、
食
形
態
ご
と
の
嚥
下
の
違
い
、
噛
む
力
。
言
語
聴
覚
士
さ
ん
と
連

携
し
て
リ
ハ
ビ

リ
等

し
て

頂
く

と
助
か

り
ま
す
。

 


 嚥
下
機
能
の
評
価
は
専
門
職
（

O
T）

に
よ

り
し
て
欲
し
い
。

 
 ④
【

そ
の

他
】

 


 ム
セ
が
あ
る
方
の
嚥
下
機
能
の
評
価
を
得
た
い
と
思
っ
て
も
、
“
と
り
あ
え
ず

1
回
”
と
い

う
利
用
の
仕
方
と
な
る
と
ど
こ
に

相
談
し
た
ら
よ
い
の
か
分
か
ら
な

い
。

 


 早
食
い
→

ほ
ぼ
丸
の
み
の
時
も
→
歯
の
状
態

に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
認
知
的

な
面
か
ら

と
思
わ
れ
る
。

 


 入
れ
歯
が
す
ぐ
に
合
わ
な
く
な
る
。

 


 家
族
や
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
の
方
か
ら
の
報
告
で
、
口
腔
機
能
の
状
態
を
聞
く

が
、
認
知
症
の
方
ご
本
人
か
ら
そ
う
し
た
訴
え
や
聞
き
取
り
を
す
る
こ
と
は
難

し
い
。

 


 義
歯
ま
た

は
部
分
義
歯
が
合
わ
な
く
な
り
、
噛
み
合
わ
せ
が
悪
い
。

 


 歯
ぎ
し
り
を
す
る
。

 


 口
腔
機
能
の
評
価
。

 


 細
か
な
状
態
把
握
が
出
来
な
い
。

 


 住
宅
型
有
料
老
人
ホ
ー
ム
に
居
住
さ
れ
て
い

る
寝
た
き
り
状
態
の
利
用
者
へ
の

嚥
下
機
能
の
評
価
を
実
施
し
て
く
れ
る
歯
科
が
地
域
に
よ
っ
て
は
見
つ
か
ら
な

い
。
介
護
保
険
を
め
い
っ
ぱ
い
使
っ
て
い
る
利
用
者
で
、
マ
ル
福
あ
る
場
合
、

嚥
下
機
能
の
向
上
に
医
療
保
険
を
使
っ
て
機
能
訓
練
を
行
い
た
い
。

 


 食
欲
不
振
に
な
る
が
､受

診
に
つ
な
が
ら
な
い
為
、
困
る
事
が
多
い
。

 


 独
居
、
孤
食
の
方
が
多
い
。
摂
取
状
況
を
把
握
し
に
く
い
。

 


 認
知
機
能
低
下
か
ら
忘
れ
て
し
ま
う
。

 


 認
知
機
能
低
下
に
よ
り
、
状
態
確
認
が
難
し
い
。

 


 水
分
摂
取
量
の
低
下
（
促
し
を
す
る
が
、
あ
ま
り
飲
ま
な
い
）
。

 


 サ
ー
ビ
ス
利
用
を
拒
否
さ
れ
る
利
用
者
様
へ
の
対
応
。

 


 ス
ポ
ン
ジ
ブ
ラ
シ
に
液
を
つ
け
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、

唾
液
の
出
が
良
く
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
施
設
ス
タ
ッ
フ
の
マ
ン
パ
ワ
ー

不
足
で
は
よ
い
ケ
ア
は
出
来
な
い
と
感
じ
ま
す
。

 


 覚
醒
状
態
に
よ
り
変
動
が
あ
る
事
へ
の
対
応
。

 


 急
に
食
事
量
が
減
る
と
口
腔
内
の
問
題
を
疑
う
が
、
確
認
す
る
ま
で
に
時
間
が

か
か
っ
て
し
ま
う
。

 


 拒
否
あ
り
。
理
解
力
低
下
に
て
治
療
困
難
。
理
解
力
低
下
に
て
継
続
治
療
困

難
。

 


 誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
に
つ
い
て
理
解
が
難
し
い
。

 


 誤
嚥
性
肺
炎
の
予
防
を
指
導
し
た
い
と
思
う
が
、
難
し
い
状
態
で
あ
る
。

 


 入
れ
歯
の
必
要
性
あ
る
が
認
知
症
が
あ
り
、
歯
科
受
診
し
て
も
上
手
く
伝
え
る

こ
と
が
出
来
ず
残
っ
て
い
る
歯
が
悪
く
な
る
と
抜
い
て
入
れ
歯
を
作
ら
な
い
で

い
る
。

 


 口
腔
ケ
ア
を
や
ら
な
い
方
が
多
い
。

 


 口
腔
ト
ラ
ブ
ル
か
認
知
力
の
低
下
か
わ
か
り
に
く
い
。

 


 口
腔
機
能
が
問
題
あ
っ
て
食
事
が
食
べ
に
く
い
の
か
、
認
知
症
に
よ
る
食
事
拒

否
な
の
か
等
が
わ
か
ら
な
い
。

 


 口
腔
内
の
痛
み
を
認
知
症
の
方
は
上
手
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
食
事
量
の

低
下
の
原
因
だ
っ
た
と
後
で
知
る
事
が
あ
る
。
食
後
の
口
腔
ケ
ア
不
十
分
で
食

物
残
渣
あ
り
、
誤
嚥
性
肺
炎
が
心
配
。
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
 困

っ
た
状
態
に
あ
る
こ
と
を
本
人
が
認
識
し
て
い
な
い
。

 


 残
渣
処
理
が
困
難
。

 


 歯
の
状
態
、
悪
く
て
も
治
療
が
難
し
い
。

 


 自
己
管
理
が
で
き
な
い
。

 


 実
際
ど
の
よ
う
に
し
て
い
る
か
聞
い
て
も
わ
か
ら
な
い
。
家
族
が
把
握
で
き
て

い
な
い
。

 


 食
事
の
時
、
痛
み
が
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
は
痛
ま
な
い
の
で
「
ど
こ
も
痛
く
な

い
。
具
合
悪
く
な
い
。」

と
言
い
歯
科
受
診
に
つ
な
が
ら
な
い
。

 


 正
確
な
情
報
を
得
る
こ
と
が
困
難
。

 


 他
人
に
口
の
中
を
見
せ
て
く
れ
な
い
。

 


 適
切
な
訴
え
が
出
来
な
い
。

 


 独
居
だ
と

本
人
の
聞
き
取
り
の
み
に
な
る
の

で
、
実
態
が
つ
か
め
な
い
。

 


 独
居
の
場
合
、
治
療
し
て
も
日
常
の
ケ
ア
の

把
握
が
難
し
い
。

 


 日
常
生
活
の
状
況
を
的
確
に
把
握
す
る
こ
と

が
難
し
い
。

 


 独
居
の
方
な
ど
食
事
形
態
の
加
工
が
難
し
か
っ
た
り
、
食
べ
や
す
い
も
の
で
偏

食
に
な
り
や
す
い
。

 


 認
知
症
、
発
達
遅
滞
→
口
腔
ケ
ア
の
拒
否
、
口
を
開
か
な
い
、
口
腔
外
科
で
の

治
療
必
要
だ
っ
た
が
治
療
は
で
き
な
い
と
言
わ
れ
た
→
歯
周
病
悪
化
、
腫
れ
た

り
、
痛
み
が
出
た
ら
そ
の
都
度
、
精
神
科
処
方
の
抗
生
剤

 


 認
知
症
の
人
は
口
腔
内
の
問
題
で
食
事
が
食
べ
ら
れ
な
く
て
も
言
葉
で
伝
え
ら

れ
ず
、
食
べ
ら
れ
な
い
原
因
特
定
に
時

間
が
か
か
る
。

 


 認
知
症
の
方
の
場
合
、
拒
否
が
あ
る
た
め
ス
ム
ー
ズ
に
介
入
出
来
な
い
。

 


 認
知
症
独
居
の
方
で
食
事
形
態
の
調
整
が
必
要
だ
が
本
人
の
理
解
が
不
十
分
で

誤
嚥
の
危
険
性
が
高
い
。

 


 抜
歯
し
た
こ
と
を
忘
れ
て
お
り
、
い
つ
も
の
よ
う
に
食
事
を
し
、
痛
み
を
感
じ

た
り
、
食
べ
こ
ぼ
し
が
増
え
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
。

 


 不
具
合
を
訴
え
ら
れ
な
い
。

 


 部

分
義
歯
に
少
し
詰
ま
っ
た
だ
け
で
、
気
に
さ
れ
る
こ
と
が
続
き
、
ブ
ラ
シ
で

磨
き
は
め
直
す
と
食
す
こ
と
が
出
来
て
い
る
。
常
時
見
守
り
は
必
要
で
あ
る
。

 


 片
麻
痺
で
嚥
下
に
支
障
。

 


 本
人
の
理
解
力
の
低
下
、
家
族
の
手
技
・
知
識
不
足
。

 


 本
人
の
理
解
力
低
下
の
た
め
把
握
し
づ
ら
い
。

 


 薬
を
飲
ま
な
い
。

 


 嚥
下
が
で
き
な
い
の
か
、
咀
嚼
が
で
き
な
い
の
か
、
機
能
に
つ
い
て
の
判
断
を

医
療
関
係
者
が
で
き
な
い
。

 


 嚥
下
の
低
下
か
、
歯
の
問
題
か
、
認
知
機
能
の
低
下
か
判
断
で
き
な
い
。

 


 嚥
下
機
能
の
低
下
か
、
食
べ
る
こ
と
の
認
知
能
力
の
低
下
な
の
か
判
断
に
迷
う

こ
と
が
あ
る
。
寝
た
き
り
に
な
る
と
、
嚥
下
の
検
査
も
難
し
か
っ
た
り
、
本
人

が
他
者
の
介
入
を
嫌
が
る
こ
と
も
あ
り
対
応
に
困
る
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
。

 


 サ
ー
ビ
ス
導
入
へ
の
拒
否
が
あ
る
。
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ⅳ
. 
歯

科
連

携
  

①
【

連
携

先
が

不
明
・
不
十
分
】

 


 連
絡
の
窓
口
が
明
確
で
な
い
。

 


 訪
問
診
療
を
し
て
い
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
の
で
、
探
す
の
が
大
変
。

 


 訪
問
歯
科
を
し
て
い
る
所
が
少
な
い
。

 


 訪
問
歯
科
が
少
な
い
（
メ
ジ
ャ
ー
で
は
な
い
）。

 


 訪
問
し
て
く
れ
る
歯
科
が
な
い
。

 


 認
知
症
患
者
へ
の
対
応
が
上
手
な

D
r.を

知
り
た
い
。

 


 認
知
症
の
方
を
診
て
く
れ
る
歯
科
医
院
が
あ

る
な
ら
ば
知
り
た
い
。

 


 認
知
症
の
方
に
対
応
し
て
頂
け
る
歯
科
医
に
つ
い
て
情
報
が
不
足
し
て
い
る
。

 


 認
知
症
が
得
意
な
歯
科
医
院
な
ど
を
知
り
た
い
。

 


 地
域
の
情
報
の
認
知
不
足
。
歯
科
医
師
へ
生

活
の
中
の
様
子
を
伝
え
る
こ
と

で
、
口
腔
機
能
の
改
善
・
向
上
に
繋
が
る
と

思
う
の
で
、
地
域
の
情
報
の
収
集

に
努
め
て
い
き
た
い
。

 


 診
察
し
て

く
れ
る
歯
科
が
限
ら
れ
て
い
る
。

 


 対
応
し
て
も
ら
え
る
歯
科
医
院
や
歯
科
衛
生

士
と
の
連
携
先
や
方
法
が
わ
か
ら

な
い
。

 


 積
極
的
に
治
療
を
し
て
い
る
所
も
わ
か
ら
な
い
の
で
連
携
し
て
い
な
い
。

連
携

し
た
事
が
な
い
の
が
現
状
で
す
。

 


 身
近
に
あ
る
歯
医
者
さ
ん
が
、
往
診
し
て
く
れ
る
か
ど
う
か
の
情
報
収
集
す
る

機
会
が
な
い
で
す
。

 


 重
度
認
知
症
の
あ
る
方
を
診
て
く
れ
る
歯
科
が
ど
こ
か
わ
か
ら
な
い
。

 


 依
頼
す
る
歯
科
医
院
に
よ
っ
て
、
関
わ
り
方
に
差
が
あ
り
、
熱
心
に
対
応
し
て

く
れ
る
歯
科
に
集
中
し
て
し
ま
う
。
当
事
業
所
で
も
、
ほ
ぼ
同
じ
医
院
に
依
頼

し
て
い
る
。

 


 認
知
症
対
応
出
来
る
、
歯
医
者
さ
ん
の
一
覧
あ
る
の
で
す
か
？
連
携
し
や
す
い

歯
医
者
さ
ん
に
偏
っ
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

 


 ケ

ア
ハ
ウ
ス
利
用
者
や
在
宅
で
も
足
が
悪
く
て
通
院
が
難
し
い
利
用
者
さ
ん
に

訪
問
歯
科
を
勧
め
る
。
訪
問
歯
科
診
療
の
で
き
る
歯
医
者
は
限
ら
れ
て
い
る

（
い
つ
も
同
じ
と
こ
ろ
を
勧
め
て
い
る
）
。
認
知
症
だ
か
ら
そ
れ
専
門
と
い
う
歯

科
受
け
入
れ
と
い
う
の
は
な
か
な
か
な
い
と
思
わ
れ
る
。

 


 地
域
の
中
に
送
迎
可
能
な
歯
科
医
院
あ
り
、
高
齢
者
が
積
極
的
に
利
用
し
て
い

る
状
況
が
あ
る
が
、
認
知
症
の
症
状
に
も
よ
る
が
認
知
症
が
重
度
に
な
る
と
歯

科
受
診
が
困
難
に
な
り
、
更
に
介
助
す
る
介
護
者
の
状
況
も
考
慮
す
る
必
要
が

あ
り
受
診
が
難
し
く
な
る
。

 


 歯
科
受
診
が
難
し
い
。
往
診
の
で
き
る
歯
科
が
少
な
い
（
対
応
出
来
な
い
）。

 


 在
宅
へ
の
往
診
対
応
し
て
も
ら
え
る
歯
科
が
ど
の
程
度
あ
る
の
か
わ
か
り
に
く

い
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
往
診
可
能
と
あ
る
が
実
際
は
行
っ
て
い
な
い
等
。

 


 近
く
で
対
応
し
て
く
れ
る
歯
科
が
分
か
ら
な
い
事
が
あ
る
。
遠
方
か
ら
ム
リ
に

対
応
し
て
頂
い
て
い
る
状
況
。

 


 乾
燥
剤
を
謝
っ
て
食
べ
た
際
、
か
か
り
つ
け
歯
科
が
な
く
、
診
て
も
ら
え
る
歯

科
を
探
す
の
に
時
間
が
か
か
っ
た
。
緊
急
対
応
（
夜
間
な
ど
）
で
き
る
歯
科
が

必
要
と
思
い
ま
し
た
。

 


 訪
問
歯
科
診
療
が
も
う
少
し
資
源
と
し
て
地
域
に
あ
れ
ば
、
必
然
と
関
わ
り
も

増
え
る
の
で
は
。

 


 な
か
な
か
気
軽
に
相
談
出
来
な
い
。

 


 ど
こ
が
認
知
症
の
方
で
も
対
応
し
て
頂
け
る
医
療
機
関
か
分
か
ら
な
い
。
リ
ス

ト
が
な
い
。

 


 当
地
域
で
は
往
診
で
対
応
し
て
く
れ
る
歯
科
は
ま
だ
少
な
い
印
象
。
何
か
相
談

が
あ
れ
ば
歯
科
医
療
連
携
室
に
問
合
せ
を
し
て
い
ま
す
。

 


 受
診
時
、
ス
ロ
ー
プ
が
あ
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
の
で
受
診
が
し
に
く
い
。

訪
問
歯
科
も
初
め
て
の
方
は
受
診
が
必
要
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

 


 認
知
症
の
人
に
対
応
出
来
る
歯
科
医
院
の
リ
ス
ト
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
欲
し

い
。
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
 か

か
り
つ
け
歯
科
医
に
相
談
す
る
と
、
数
年
前
に
比
べ
訪
問
等
に
対
応
し
て
く

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
。
で
も
、
開
始
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
こ
と

も
多
く
、
つ
い
訪
問
に
力
を
入
れ
て
い
る
他
市
歯
科
に
依
頼
し
て
し
ま
う
。

 
 

②
【

歯
科

医
療

機
関
の
受
け
入
れ
体
制
の
課
題

】
 


 本

人
が
予
約
時
間
を
覚
え
て
、
時
間
通
り
に
受
診
す
る
こ
と
が
難
し
い
。
そ
こ

の
対
策
の
相
談
に
は
応
じ
て
も
ら
え
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

 


 訪
問
診
療
を
す
る
広
告
が
あ
る
の
に
、
予
約
が
取
れ
な
い
と
断
ら
れ
る
。

 


 訪
問
歯
科
と
の
時
間
調
整
。

 


 認
知
症
だ

と
断
ら
れ
て
し
ま
う
。

 


 当
初
の
予
定
か
ら
日
程
が
急
に
変
更
さ
れ
る

（
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
変
更
も
必
要

な
ケ
ー
ス
も
あ
り
）
。

 


 他
サ
ー
ビ
ス
を
無
視
し
た
介
入
。

 


 相
談
を
し
て
も
、
返
答
が
な
か
っ
た
り
、
明
確
な
指
導
を
受
け
る
事
が
出
来
な

い
時
が
あ
る
。

 


 重
度
の
認

知
症
の
方
の
治
療
は
、
「
口
を
開

け
て
い
ら
れ
な
い
」
と
い
う
理
由

で
、
治
療

が
中
断
し
て
し
ま
う
歯
科
が
多
い

よ
う
に
思
う
。

 


 口
を
開
け

る
よ
う
言
わ
れ
て
も
開
け
ら
れ
な

い
方
に
対
し
て
、
「
こ
ん
な
人
来
て

も
仕
方
な

い
」
と
言
わ
れ
、
治
療
を
受
け
ら

れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
義
歯

が
合

わ
な
い
の

で
調
整
し
て
も
ら
お
う
と
し
た
ら
、「

歯
い
る
の
？
」
と
聞
か
れ
る
事

も
あ
る
。

 


 認
知
症
の
方
の
発
言
や
言
動
を
受
け
入
れ
た

上
で
ケ
ア
治
療
し
て
下
さ
る
歯
科

医
院
さ
ん
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
人

暮
ら
し
の
方
な
ど
訪
問
歯
科
診
も

通
院
も
付
き
そ
う
方
、
援
助
す
る
方
の
確
保

が
課
題
と
な
り
ま
す
。
自
費
で
の

介
助
は
高
額
に
な
り
が
ち
で
す
。

 


 歯
科
治
療
を
提
案
す
る
と
、
ほ
ぼ
全
員
の
方
が
、
今
ま
で
の
か
か
り
つ
け
歯
科

に
お
願
い
し
た
い
と
希
望
す
る
。
何
と
か
通
院
し
て
も
、
入
口
～
診
察
室
～
診

療
台
へ
の
移
動
が
出
来
ず
、
諦
め
る
こ
と
が
あ
る
。

 


 通
院
や
医
師
の
話
を
覚
え
て
お
く
こ
と
が
で
き
ず
、
認
知
症
で
あ
る
が
ゆ
え
に

入
れ
歯
の
管
理
も
自
分
で
は
出
来
な
い
場
合
が
あ
る
が
、
そ
こ
を
責
め
る
よ
う

に
言
う
歯
科
医
も
い
て
、
大
変
辛
か
っ
た
。

 


 治
療
の
み
行
っ
て
、
口
腔
ケ
ア
（
の
指
導
）
を
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
家
族
に
丸

投
げ
し
て
き
た
歯
科
医
が
い
た
（
医
師
会
か
ら
の
紹
介
）。

 


 歯
科
医
に
よ
っ
て
連
携
に
大
き
な
差
が
あ
る
。

 


 歯
科
医
が
初
め
て
の
際
、
拒
否
が
ひ
ど
か
っ
た
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
立
ち
合
い

で
説
明
が
す
ご
く
か
か
り
、
始
め
の
う
ち
は
何
度
も
立
ち
会
っ
た
。

 


 歯
科
の
先
生
が
お
忙
し
く
て
連
絡
が
取
り
に
く
い
。

 


 義
歯
を
何
度
も
紛
失
し
て
作
っ
て
頂
い
て
い
る
。
「
義
歯
管
理
」
と
言
わ
れ
る

が
、
紛
失
し
て
し
ま
う
。
食
事
以
外
は
預
か
る
方
は
、
義
歯
が
合
わ
な
く
な
る

こ
と
、
違
和
感
で
食
事
時
に
外
し
て
し
ま
う
。
そ
の
事
を
歯
科
医
師
の
方
に
も

理
解
し
て
頂
き
た
い
。

 


 介
護
保
険
制
度
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
つ
い
て
知
ら
な
い
事
が
あ
る
（
以
前
よ

り
は
周
知
さ
れ
て
い
る
）
。

 


 一
度
利
用
者
様
で
認
知
が
あ
る
か
ら
と
、
歯
科
受
診
を
（
い
つ
も
行
っ
て
い
る

所
か
ら
）
断
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
歯
科
医
師
と
話
を
し
て
別
の
と
こ
ろ

を
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
。
日
常
の
状
況
な
ど
連
携
は
重
要
。

 


 一
時
の
治
療
は
し
て
頂
け
ま
す
が
、
定
期
検
診
な
ど
は
断
ら
れ
ま
す
。
痛
み
な

ど
が
出
な
い
よ
う
に
予
防
す
る
こ
と
が
穏
や
か
に
暮
ら
せ
る
と
考
え
ま
す
。

 


 認
知
症
独
居
の
訪
問
歯
科
時
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
同
行
要
望
が
多
い
。

 


 認
知
機
能
低
下
が
高
度
に
な
り
、

B
PS

D
も
見
ら
れ
る
患
者
さ
ん
の
受
け
入
れ

を
断
ら
れ
た
。

 


 独
居
の
方
は
、
訪
問
歯
科
の
往
診
に
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
同
席
す
る
必
要
が
あ

り
、
時
間
調
整
が
難
し
い
。

 


 訪
問
診
療
を
依
頼
し
て
も
、
歯
科
医
都
合
の
時
間
が
限
定
し
て
い
る
。
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
 担

当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
い
れ
ば
、
直
接
連
絡
取
れ
る
が
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
未

利
用
の
場
合
、
連
絡
が
な
い
受
診
の
時
対
応
な
ど
で
困
っ
た
時
は
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
相
談
し
て
欲
し
い
。

 


 口
を
開
か
な
い
認
知
症
の
人
を
、
医
師
が
怒
る
。
治
療
を
嫌
が
る
人
を
医
師
が

大
声
で
命
令
す
る
。
家
族
に
「
ち
ゃ
ん
と
す
る
よ
う
に
、
で
き
な
い
の
な
ら
治

療
し
な
い
」
と
言
う
。

 
 ③
【

情
報

共
有

が
不
十
分
（
居
宅
療
養
管
理
指

導
含

む
）
】

 


 ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
か
ら
連
絡
し
な
い
と
治
療
内
容
が
分
か
ら
な
い
。

 


 居
宅
療
養
管
理
指
導
料
を
算
定
し
て
い
て
も
、
情
報
を
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
送

っ
て
こ
な
い
歯
科
が
あ
る
。

 


 居
宅
療
養

管
理
指
導
を
利
用
者
あ
る
い
は
家
族
の
説
明
が
な
い
と
こ
ろ
か
ら
始

め
ら
れ
る

。
 


 居

宅
療
養
管
理
指
導
を
算
定
す
る
に
あ
た
っ
て
訪
問
時
刻
、
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ド

等
、
詳
細
な
事
は
ま
っ
た
く
と
い
っ
て
良
い
程
教
え
ら
れ
な
い
。

 


 居
宅
療
養
管
理
指
導
の
場
合
、
こ
ち
ら
か
ら
ど
こ
ま
で
行
っ
て
い
い
か
分
か
ら

ず
、
連
絡
も
殆
ど
な
い
た
め
、
対
応
出
来
て
い
な
い
。

 


 実
際
に
介
入
さ
れ
た
以
降
で
、
介
護
保
険
で

の
処
理
（
居
宅
療
養
管
理
指
導
）

を
求
め
ら
れ
る
。

 


 歯
科
に
よ

っ
て
報
告
内
容
に
差
が
あ
り
、
し
っ
か
り
と
し
た
内
容
の
報
告
を
頂

け
る
歯
科

も
あ
れ
ば
、
毎
回
コ
ピ
ー
し
た
内
容
（
実
際
い
つ
も
と
変
わ
ら
な
い

の
か
も
？

）
の
報
告
も
あ
る
。
居
宅
療
養
管
理
指
導
で
利
用
し
て
い
て
も
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ

ー
に
内
容
報
告
を
し
て
く
れ
な
い

歯
科
も
あ
る
。

 


 家
族
よ
り

訪
問
歯
科
の
希
望
が
あ
っ
た
場
合

、
歯
科
に
情
報
提
供
し
た
う
え

で
、
支
援

に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
初
回
の
み

TE
L
で
や
り
と
り
、
情
報
を

Fa
x

し
ま
す
が

、
そ
の
後
は
歯
科
か
ら
の
毎
月
の

報
告
書
の
み
（

1～
2
行
）
。

 


 歯
科
往
診
時
の
居
宅
療
養
管
理
指
導
の
文
書

は
受
け
取
る
が
、
指
導
内
容
が
本

人
・
家
族
へ
上
手
く
伝
わ
っ
て
い
な
い
と
感
じ
る
事
が
あ
る
。

 


 歯
の
問
題
は
分
か
り
や
す
い
が
、
食
事
や
生
活
と
の
関
連
が
見
え
づ
ら
い
（
居

宅
連
携
の
報
告
書
）
。

 


 歯
の
ケ
ア
に
つ
い
て
教
え
て
は
く
れ
る
が
、
そ
の
利
用
者
が
入
居
し
て
い
る
施

設
・
利
用
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
で
は
カ
バ
ー
仕
切
れ
な
い
よ
う
な
内
容
の
説
明

だ
っ
た
り
す
る
の
で
、
実
際
に
そ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
活
か
せ
な
か
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た
。

 


 「
口
腔
清
掃
し
て
い
ま
す
」
等
の
報
告
で
、
口
腔
内
の
状
態
や
清
掃
中
の
本
人
の

状
況
等
、
詳
細
が
わ
か
ら
な
い
。

 


 連
携
が
取
れ
る
歯
科
と
取
れ
な
い
歯
科
が
あ
る
。
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
送
付
し
て
い

る
の
で
、
本
人
の
情
報
を
き
ち
ん
と
提
供
し
て
ほ
し
い
。

 


 良
く
や
り
取
り
を
す
る
歯
科
と
全
く
連
絡
を
く
れ
な
い
歯
科
が
あ
り
、
受
診
・

治
療
を
し
て
い
て
も
、

2～
3
カ
月
後
に
報
告
書
が
来
て
わ
か
っ
た
り
す
る
事
も

あ
る
。

 


 訪
問
頻
度
の
変
更
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
不
明
。
報
告
書
は
来
る
が
後
日
（
月
替
わ

り
）
の
確
認
に
な
る
。

 


 訪
問
歯
科

医
が
状
態
を

FA
X
等
で
知
ら
せ
て
く
る
。

 


 頻
回
な
連
絡
は
し
て
い
な
い
し
、
歯
科
か
ら
連
絡
は
来
な
い
。

 


 紹
介
後
の
進
捗
状
況
が
わ
か
ら
な
い
。

 


 時
々
、
情
報
提
供
を
求
め
ら
れ
る
事
も
あ
る
が
、
受
診
後
の
結
果
は
不
明
。

 


 以
前
に
連
携
を
は
か
っ
た
が
、
返
事
が
な
く
把
握
が
出
来
な
か
っ
た
。

 


 い
つ
の
間
に
か
歯
科
往
診
さ
れ
て
い
る
。

 


 歯
科
側
か
ら
の
情
報
提
供
が
殆
ど
無
い
。
ど
の
よ
う
な
状
態
、
タ
イ
ミ
ン
グ
で

歯
科
側
に
相
談
し
て
よ
い
か
分
か
ら
な
い
。

 


 経
過
の
報
告
を
こ
ち
ら
か
ら
聞
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 


 私
達
か
ら
連
絡
し
た
り
、
プ
ラ
ン
に
入
れ
る
様
に
し
て
い
る
が
、
歯
科
の
方
か

ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
な
い
。
報
告
書
も
な
い
。
歯
科
に
よ
っ
て
差
が
大
き
い
。
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
歯
科
に
よ
っ
て
は
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
か
ら
訪
問
歯
科
を
依
頼
し
、
ケ
ア
し
て

も
ら
っ
て
い
る
が
、
「
個
人
情
報
の
為
」
と
い
う
事
で
、
治
療
の
進
捗
情
報
や
報

告
書
等
を
一
切
頂
く
こ
と
が
出
来
な
い
歯
科
が
あ
る
。


訪
問
診
療
の
際
は
事
前
・
事
後
の
情
報
共
有
が
あ
る
が
、
通
院
の
場
合
、
付
き

添
い
し
な
い
と
、
報
告
が
な
い
た
め
、
内
容

が
わ
か
ら
な
い
。
次
回
受
診
も
把

握
で
き
な
い
。


居
宅
療
養
管
理
指
導
の
報
告
書
が
毎
月
送
ら
れ
て
く
る
。
事
業
所
を
ま
と
め
て

送
ら
れ
て
く
る
事
業
所
が
あ
る
。


居
宅
管
理
指
導
が
い
つ
の
間
に
か
行
わ
れ
て
い
る
時
が
わ
か
ら
な
い
。


家
族
と
歯
科
医
師
と
で
居
宅
療
養
管
理
指
導

を
受
け
る
こ
と
を
先
に
決
め
ら

れ
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
は
後
付
け
で
連
絡

が
入
る
事
が
多
く
、
サ
ー
ビ
ス
担

当
者
会
議
が
開
催
で
き
な
い
。


家
族
が
往
診
を
頼
ん
で
治
療
し
た
後
、
「
往
診
し
た
の
で
、
情
報
下
さ
い
」
と
言

わ
れ
る
事
が
あ
り
ま
す
。


連
携
で
き
て
い
る
の
は
、
ご
く
一
部
で
、
歯
科
医
（
連
携
し
て
る
ケ
ー
ス
以
外

の
）
か
ら
連
絡
を
受
け
た
こ
と
は
な
い
。

④
【

外
来

診
療

に
関
す
る
連
携
が
困
難
】


訪
問
診
療
は
情
報
が
届
く
が
、
外
来
の
場
合
は
把
握
が
難
し
い
。


訪
問
歯
科
診
療
の
場
合
は
、
報
告
書
を
頂
け
る
の
で
、
紹
介
後
ど
の
よ
う
に
改

善
さ
れ
て
い
る
の
か
、
わ
か
り
や
す
い
で
す

が
、
通
院
し
て
い
る
方
に
つ
い
て

は
、
ど
の
よ
う
な
状
況
か
全
く
わ
か
り
ま
せ

ん
。


訪
問
歯
科
は
連
携
取
れ
る
。
通
院
し
て
い
る
ケ
ー
ス
は
取
れ
な
い
。


訪
問
歯
科
だ
と
情
報
の
提
供
は
あ
り
ま
す
が

、
通
院
の
方
に
対
し
て
ど
う
連
携

を
と
っ
て
い
い
の
か
悩
み
ま
す
。


紹
介
し
た

ケ
ー
ス
で
は
連
絡
が
と
れ
る
が
、

個
人
で
行
っ
て
い
る
時
は
、
連
絡

は
と
っ
て
い
ま
せ
ん
。


居
宅
療
養
で
な
け
れ
ば
、
情
報
が
入
り
づ
ら
い
。


家
族
対
応
で
通
院
し
て
い
る
と
情
報
が
来
な
い
。
個
人
情
報
で
教
え
て
も
ら
え

な
い
。


居
宅
療
養
で
入
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
は
報
告
等
あ
り
、
連
携
が
取
れ
て
い
る
。
家

族
が
同
行
し
歯
科
受
診
さ
れ
る
方
は
、
ほ
と
ん
ど
情
報
が
な
い
。

⑤
【

そ
の

他
】


訪
問
歯
科
専
門
の
所
は
多
少
連
携
を
と
れ
て
い
る
が
、
形
式
的
な
程
度
で
連
携

と
は
言
え
な
い
。
開
業
医
と
は
全
く
連
携
と
れ
て
い
な
い
。


訪
問
歯
科
以
外
と
連
携
し
た
こ
と
が
な
い
。


訪
問
歯
科
に
て
適
切
な
治
療
を
行
う
も
、
口
腔
内
の
清
潔
と
い
う
名
目
で
訪
問

歯
科
診
療
の
必
要
性
に
不
満
を
感
じ
る
。


必
要
性
の
な
い
方
へ
の
多
々
提
案
も
あ
る
。
周
囲
（

D
r.等

）
が
提
案
し
、
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
調
整
す
る
も
、
金
銭
面
の
負
担
が
大
き
い
と
拒
否
あ
り
。


独
居
の
人
の
場
合
、
受
診
時
に
付
添
が
必
要
。


認
知
症
の
方
で
、
先
生
か
ら
の
指
示
が
入
ら
な
い
人
は
、
治
療
が
難
し
い
（
席

に
座
っ
て
い
ら
れ
な
い
、
口
を
開
け
て
い
ら
れ
な
い
）
。


定
期
的
に
治
療
の
た
め
予
約
を
取
っ
た
が
、
当
日
受
診
し
な
い
（
忘
れ
る
、
拒

否
す
る

et
c）
。
付
き
添
い
者
が
い
な
い
と
受
診
が
難
し
い
（
不
穏
に
な
る

et
c）
。


主
治
医
と
歯
科
医
師
の
方
向
性
が
合
わ
ず
、
板
挟
み
に
な
る
。


入
れ
歯
作
製
中
に
、
型
ど
り
や
治
療
等
に
拒
否
が
あ
る
。
そ
の
都
度
対
応
し
て

い
る
。


治
療
に
抵
抗
す
る
。


歯
科
連
携
を
上
手
く
や
れ
る
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
そ
う
で
な
い
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
が
い
る
。
意
識
の
違
い
が
あ
る
。


歯
科
連
携
の
ツ
ー
ル
が
あ
る
が
、
活
用
で
き
て
い
な
い
。
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
歯
科
受
診
し
て
い
な
い
方
は
困
る
。


歯
科
医
に
よ
っ
て
細
め
に
連
携
く
だ
さ
る
先
生
も
い
る
が
、
家
族
と
の
や
り
と

り
で
終
わ
る
場
合
が
多
い
。


歯
科
か
ら
の
問
題
提
起
が
少
な
い
。


歯
の
不
調
を
本
人
か
ら
訴
え
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
日
頃
の
様
子
で
細
か
い
観

察
が
必
要
。


施
設
入
居
者
へ
の
訪
問
歯
科
診
療
に
つ
い
て

、
居
宅
療
養
管
理
が
い
つ
ま
で
も

終
了
し
な
い
。
定
期
的
な
診
療
は
必
要
と
思

う
が
…
。


口
腔
内
に

何
等
か
の
不
都
合
が
あ
っ
て
も
、

そ
の
気
が
な
い
と
歯
科
受
診
に
至

ら
な
い
。
ひ
と
り
で
歯
科
受
診
で
き
な
い
→
（
症
状
を
伝
え
き
れ
な
い
、
予
約

を
忘
れ
る

、
間
違
え
る
、
耳
が
遠
く
電
話
が

通
じ
な
い
）。

費
用
負
担
か
ら
歯
科

受
診
し
た

が
ら
な
い
。


現
状
、
マ

ス
ク
を
し
て
い
る
の
で
、
口
腔
内

を
見
る
事
が
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は

難
し
い
状
態
で
す
。
訪
問
歯
科
を
お
願
い
し

て
い
る
方
は
連
携
に
て
確
認
が
と

れ
て
い
る
。


介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
や
訪
問
診
療
（
歯
科
以
外
）
に
比
べ
て
立
ち
合
う
機
会
が

少
な
い
。


医
師
と
比

べ
る
と
歯
科
医
師
と
の
連
携
は
少
な
い
。


意
志
疎
通

難
し
く
、
支
持
が
通
り
難
い
。


サ
ー
ビ
ス

利
用
時
の
飲
食
の
状
況
。


予
約
時
間
を
忘
れ
て
し
ま
う
。


通
院
し
た
く
て
も
診
察
台
の
上
に
乗
せ
ら
れ
な
い
。


診
察
室
で
待
て
な
い
方
や
、
拒
否
が
ひ
ど
い

方
な
ど
通
院
が
困
難
な
ケ
ー
ス
に

対
し
て
訪
問
し
て
頂
け
る
の
か
。


摂
食
嚥
下
問
題
の
あ
る
方
は
、
歯
科
で
も
診
て
頂
け
る
の
か
。
何
科
へ
行
け
ば

い
い
の
か
等
、
導
入
時
に
連
携
が
難
し
い
で
す
。


歯
科
連
携
室
に
相
談
し
た
こ
と
は
あ
る
が
、
何
か
あ
っ
た
時
、
歯
科
医
に
相
談

（
電
話
）

し
て
よ
い
の
か
悩
む
。


歯
科
医
師
と
の
連
携
す
る
機
会
が
あ
ま
り
な
い
の
で
、
こ
ち
ら
と
し
て
も
ど
こ

ま
で
踏
み
込
ん
で
い
い
の
か
わ
か
ら
な
い
。


受
診
か
訪
問
診
療
か
判
断
が
つ
か
な
い
。
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ⅴ
. 
そ

の
他

  
①

【
歯

科
受

診
に
繋
が
ら
な
い
・
受
診
時
の
課

題
】

 


 認
訪
問
歯
科
を
調
整
し
た
ケ
ー
ス
。
本
人
が
予
定
を
覚
え
て
い
ら
れ
ず
、
予
定

の
時
間
不
在
に
し
て
し
ま
う
こ
と
。

 


 入
れ
歯
等
合
わ
な
く
な
っ
て
い
て
も
、
ご
家
族
も
歯
科
に
行
き
、
口
を
開
け
て

治
療
型
を
取
る
等
、
で
き
な
い
だ
ろ
う
と
言
う
気
持
ち
も
あ
り
、
受
診
ま
で
至

っ
て
な
い
ケ
ー
ス
が
時
々
あ
る
。

 


 独
居
の
認
知
症
の
人
の
通
院
や
訪
問
診
療
、
治
療
の
や
り
と
り
に
立
ち
合
い
や

仲
介
を
誰
が
す
る
の
か
問
題
。

 


 医
療
機
関
と
同
様
で
、
本
人
の
意
志
が
な
け
れ
ば
治
療
介
入
、
継
続
が
困
難
。

必
要
性
も
あ
り
、
家
族
・
支
援
者
で
説
得
し
て
も
、
本
人
同
意
得
ら
れ
ず
、
繋

が
ら
な
い
。

 


 受
診
が
し
に
く
い
。
往
診
だ
と
十
分
な

治
療
を
し
て
も
ら
え
な
い
。

 


 歯
科
受
診
や
訪
問
診
療
を
本
人
、
家
族
が
嫌
が
る
。

 


 口
腔
ケ
ア
の
必
要
性
が
あ
っ
て
も
家
族
の
理

解
、
同
意
が
得
ら
れ
ず
。

 


 家
族
が
口
腔
ケ
ア
に
対
し
て
そ
れ
程
大
切
だ

と
理
解
し
て
い
な
い
。

 


 ヘ
ル
パ
ー
等
の
支
援
者
が
気
づ
か
な
い
と
わ
か
ら
な
い
時
が
あ
る
（
本
人
が
痛

み
等
の
訴
え
が
な
か
っ
た
り
、
今
ま
で
義
歯
を
つ
け
ず
に
食
事
を
し
て
き
た
の

で
、
自
分
で
歯
科
受
診
は
不
要
と
思
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
）
。

 


 ヘ
ル
パ
ー
で
受
診
し
て
も
、
本
人
判
断
能
力
が
な
け
れ
ば
、
家
族
に
行
っ
て
も

ら
わ
な
い
と
い
け
な
い
。

 


 な
か
な
か
口
の
中
を
見
せ
て
頂
く
事
が
難
し
い
こ
と
あ
り
。

 


 必
要
性
に
つ
い
て
伝
え
て
い
る
つ
も
り
だ
が
、
認
知
症
が
重
度
に
な
る
と
治
療

や
日
頃
の
ケ
ア
が
難
し
く
な
り
、
あ
き
ら
め
て
い
る
方
が
多
い
。
体
を
抑
え
つ

け
て
ま
で
毎
日
ケ
ア
す
る
こ
と
も
た
め
ら
い
が
あ
る
。

 


 歯
磨
き
の
指
導
が
あ
っ
て
も
一
人
暮
ら
し
の
認
知
症
の
方
に
は
余
り
伝
わ
ら
な

い
こ
と
が
多
い
。
歯
に
対
し
て
本
人
、
家
族
の
理
解
が
な
い
事
や
受
診
の
手
段

等
に
困
る
。

 


 金
銭
的
に
問
題
が
あ
る
。
認
知
症
の
為
、
誰
か
が
病
院
受
診
・
往
診
時
の
対
応

を
し
な
い
と
い
け
な
い
（
家
族
が
遠
方
・
多
忙
・
疎
遠
な
ど
で
協
力
が
得
ら
れ

な
い
・
身
よ
り
な
し
）。

 
 

②
【

歯
科

治
療

に
つ
い
て

】
 


 認

知
症
重
度
の
方
は
口
を
開
け
る
と
い
っ
た
相
手
の
指
示
が
通
ら
な
い
為
、
受

診
が
難
し
い
。

 


 治
療
台
に
乗
る
こ
と
が
出
来
な
い
。

 


 高
齢
で
認
知
症
の
方
は
、
義
歯
作
製
の
た
め
の
「
型
ど
り
」
が
で
き
な
い
と
説

明
さ
れ
、
義
歯
を
紛
失
し
た
際
に
作
製
で
き
な
い
と
言
わ
れ
た
事
が
あ
っ
た
。

「
型
ど
り
」
の
方
法
で
何
か
い
い
も
の
は
な
い
か
？
と
思
う
。

 


 義
歯
の
完
成
、
装
着
ま
で
時
間
を
要
す
。
自
分
の
義
歯
な
ど
を
使
用
し
、
暫
定

的
に
修
理
し
て
欲
し
い
。

 


 歯
科
医
師
か
ら
本
人
へ
の
治
療
内
容
、
方
針
な
ど
説
明
が
上
手
く
伝
わ
っ
て
い

な
い
こ
と
が
あ
る
。

 


 強
い
拒
否
が
あ
り
、
口
を
開
け
て
く
れ
な
い
人
が
い
る
。

 
 ③
【

訪
問

歯
科

診
療
に
関
す
る
困
り
ご
と
】

 


 訪
問
歯
科
が
始
ま
っ
て
か
ら
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
連
携
を

…
と
連
絡
が
来
る

事
が
ほ
と
ん
ど
で
、
知
ら
な
い
う
ち
に
居
宅
療
養
管
理
指
導
が
始
ま
っ
て
い

る
。

 


 歯
科
医
よ
り
、
ご
家
族
へ
治
療
方
針
、
内
容
を
説
明
さ
れ
て
い
る
様
で
す
が
、

そ
の
後
、
居
宅
療
養
管
理
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。
と
い
う
訪
問
歯
科
が
ま
だ

あ
り
ま
す
。
事
前
に
居
宅
療
養
算
定
に
つ
い
て
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
へ
連
絡
、

プ
ラ
ン
作
成
と
い
う
流
れ
が
理
解
さ
れ
て
い
な
い
事
業
所
が
あ
り
、
困
り
ま

す
。

 

- 174 -




 歯

科
居
宅
療
養
管
理
指
導
に
つ
い
て
、
（
急
に
）
後
日

TE
L
が
あ
り
、「

訪
問
し

た
の
で
算

定
す
る
。
提
供
票
送
っ
て
」
等
、
連
絡
が
あ
る
事
が
多
々
あ
る
。
介

護
保
険
の

ル
ー
ル
と
し
て
、
サ
担
→
変
更
…

の
必
要
性
が
あ
る
が
、

D
r.に

説
明

し
て
も
、

伝
わ
ら
ず
困
る
。
介
護
保
険
の
制

度
の
整
備
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

 


 施
設
で
は
当
然
の
よ
う
に
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
も
知
ら
な
い
う
ち
に
、
い
つ
の

ま
に
か
訪
問
歯
科
が
入
っ
て
お
り
、
後
付
け
で
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
計
画
書
に

位
置
づ
け
し
て
欲
し
い
と
連
絡
が
く
る
。

 


 訪
問
歯
科
診
療
を
有
料
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
は
利
用
出
来
や
す
い
が
、
家
へ
の

訪
問
が
難
し
い
。

 


 居
宅
管
理

指
導
の
回
数
、
時
間
で
は
対
応
出

来
て
い
な
い
。

 
 ④
【

要
望

等
】

 


 訪
問
診
療
の
歯
科
医
は
在
宅
で
診
る
の
で
、
あ
る
程
度
認
知
症
の
人
に
も
対
応

し
て
く
れ
る
と
わ
か
る
が
、
通
院
す
る
歯
科
医
で
認
知
症
へ
の
対
応
が
良
い
所

を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
て
欲
し
い
。

 


 認
知
症
の
人
限
定
で
は
な
い
が
、
地
域
で
認
知
症
の
人
の
治
療
対
応
出
来
る
所

が
あ
る
こ
と
は
知
ら
な
か
っ
た
。
歯
科
医
院
の
階
段
や
間
口
の
広
さ
で
治
療
に

通
え
な
い
人
は
訪
問
歯
科
の
提
案
を
し
て
い
ま
し
た
。

 


 通
い
な
れ
た
歯
科
医
に
通
い
た
い
と
い
う
要

望
が
多
い
。
全
て
の
歯
科
医
院
の

基
準
に
認
知
症
の
あ
る
方
の
対
応
が
で
き
る

よ
う
制
度
を
整
え
て
欲
し
い
。

 


 出
張
型
の
歯
科
が
あ
る
と
助
か
る
（
介
護
保
険
は
通
院
出
来
な
い
理
由
な
ど
の

条
件
が
色
々
あ
り
、
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
ら
れ
て
い
な
い
）。

 


 認
知
症
の
方
で
も
そ
う
で
な
い
方
で
も
口
腔
内
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
は
大
切
だ
と

い
う
事
が
啓
発
さ
れ
る
と
い
い
。
自
立
支
援
型
ケ
ア
会
議
等
で
歯
科
医
師
よ

り
、
観
察
の
ポ
イ
ン
ト
、
良
く
噛
む
事
の
大
切
さ
、
口
腔
ケ
ア
の
考
え
方
等
、

お
話
を
伺
う
事
が
多
く
な
り
ア
セ
ス
メ
ン
ト
時
の
参
考
に
し
て
い
る
。

 


 歯
科
医
師
会
は
も
っ
と
口
腔
機
能
の
健
康
の

重
要
性
に
つ
い
て
発
信
し
て
欲
し

い
。

 


 家
族
が
本
人
の
口
腔
内
を
理
解
し
ケ
ア
の
方
法
や
必
要
性
に
興
味
を
持
つ
よ
う

啓
蒙
活
動
を
お
願
い
し
た
い
。

 


 歯
科
医
師
会
で
、
定
期
的
に
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
声
を
か
け
て
頂
き
、
研
修

会
、

G
W

等
、
開
催
し
情
報
共
有
。
知
識
を
深
め
る
機
会
が
あ
る
。
普
及
し
て

ほ
し
い
。

 


 歯
科
医
師
会
か
ら
は
も
と
も
と
の
か
か
り
つ
け
の
歯
科
医
に
一
度
相
談
し
て
欲

し
い
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
程
度
の
先
生
が
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
か
ら
の
相

談
に
対
応
出
来
る
の
か
わ
か
ら
ず
連
携
が
と
り
づ
ら
い
。
歯
科
医
の
先
生
が
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
連
携
を
と
る
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
方
が
ど
の
程
度
い
る
の

か
、
ど
う
い
う
連
携
を
と
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
か
知
り
た
い
。

 


 口
腔
内
ケ
ア
か
ら
栄
養
ケ
ア
へ
と
繋
げ
て
欲
し
い
。
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
は
い
く

つ
も
窓
口
が
あ
る
と
、
か
な
り
煩
雑
に
な
る
。

 


 認
知
症
状
が
あ
り
、
指
示
が
入
ら
な
い
人
は
ど
こ
ま
で
治
療
が
で
き
る
の
か
知

り
た
い
。

 
 

⑤
【

そ
の

他
】

 


 本
人
の
認
識
、
家
族
の
関
心
の
希
薄
さ
。

 


 認
知
症
進
行
と
口
腔
機
能
は
大
き
く
関
係
し
て
い
る
が
、
社
会
全
体
と
し
て
は

認
知
度
が
低
い
。
広
告
や
、

C
M

等
で
口
腔
機
能
の
大
切
さ
を
伝
え
て
行
く
必

要
が
あ
る
と
感
じ
る
。

 


 認
知
機
能
の
低
下
と
共
に
、
口
腔
内
の
ケ
ア
が
他
者
で
介
入
し
て
い
く
必
要
性

や
、
食
事
の
配
慮
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
事
を
家
族
へ
理
解
し
て
頂
く
ま
で
時

間
が
か
か
り
ま
す
。

 


 認
知
症
の
方
で
は
、
日
常
の
口
腔
ケ
ア
が
不
十
分
に
な
り
が
ち
で
、
む
し
歯
な

ど
の
治
療
が
終
了
し
た
あ
と
も
、
定
期
的
に
歯
石
取
り
や
口
腔
内
の
状
態
を
専

門
的
な
立
場
の
方
の
介
入
が
必
要
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
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
 認

知
症
の
状
態
が
病
気
や
栄
養
・
水
分
・
口
腔
に
よ
っ
て
増
悪
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
時
に
誰
に
関
わ
る
の
が
良
い
か
迷
う
。

 


 認
知
症
で
な
い
方
は
、
自
分
か
ら
歯
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
訴
え
る
事
が
で
き

る
が
、
認
知
症
の
方
は
で
き
な
い
の
で
発
見
す
る
の
が
難
し
い
。
も
う
少
し
ア

セ
ス
メ
ン
ト
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

 


 口
腔
内
に
問
題
は
無
い
と
本
人
が
言
っ
て
い
て
も
、
本
当
に
支
障
が
無
い
の
か

不
明
確
な
事
が
あ
る
。

 


 舌
の
動
き

（
混
ぜ
た
り
、
送
り
込
ん
だ
り
）
。

 


 深
呼
吸
、
腹
式
呼
吸
が
で
き
な
い
（
認
知
症
）。

 


 歯
科
衛
生
士
の
口
腔
ケ
ア
が
月

4
回

も
訪
問
し
、
家
族
か
ら
苦
情
の
電
話
が
あ

り
、

4
回
も
訪
問
し
て
ケ
ア
を
す
る
必
要
性
を
歯
科
医
院
に
聞
い
た
こ
と
も
あ

っ
た
。
口

腔
ケ
ア
の
必
要
性
も
十
分
わ
か
り

利
用
者
様
に
も
毎
日
の
歯
磨
き
、

う
が
い
を

勧
め
て
い
ま
す
が
、
歯
科
衛
生
士

が
毎
週
訪
問
し
て
す
る
べ
き
事
で

は
な
い
し

、
施
設
の
職
員
や
ヘ
ル
パ
ー
に
任

せ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
き
ち

ん
と
や
る

べ
き
事
を
や
っ
て
、
根
拠
の
あ
る
ケ
ア
を
し
て
下
さ
る
歯
科
が
殆
ど

だ
と
信
じ

て
い
ま
す
が
、
頻
回
に
施
設
を
訪
問
し
て
歯
磨
き
を
す
る
歯
科
医
が

い
る
こ
と

も
事
実
で
す
。

 


 在
宅
診
療

自
体
が
な
い
地
域
で
す
。
寝
た
き
り
の
方
の
歯
科
診
療
に
不
安
が
あ

り
ま
す
。

 


 訪
問
診
療

D
r.が

少
な

い
。

 


 居
宅
療
養

管
理
指
導
の
場
合
は
、
連
携
取
り
や
す
い
が
外
来
受
診
の
時
は
取
り

づ
ら
い
。

 


 在
宅
の
方
で
、
義
歯
を
紛
失
さ
れ
、「

盗
ま
れ
た
」
と
ヘ
ル
パ
ー
を
疑
う
言
葉
が

あ
り
、
訪
問
診
療
で
診
察
し
て
も
ら
っ
た
事

が
あ
り
ま
す
。
幸
い
、
診
療
直
前

に
見
つ
か
り
、
調
整
し
、
予
備
と
し
て
１
組

作
製
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
保
存

場
所
は
関
わ
る
職
員
は
周
知
し
て
お
り
、
い

つ
で
も
予
備
を
使
え
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。

 


 口

に
関
す
る
事
で
は
な
く
、
対
応
に
つ
い
て
聞
か
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
一
緒

に
考
え
て
欲
し
い
。

 


 一
定
の
年
代
以
降
の
歯
科
検
診
の
実
施
な
ど
自
治
体
と
し
て
も
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
。
元
気
な
時
～

1/
年
は
歯
科
受
診
に
行
け
る
様
に
し
た
い
。

 


 リ
ス
テ
リ
ン
を
使
用
し
て
い
る
為
に
歯
科
受
診
は
不
要
と
感
じ
て
い
る
傾
向
が

あ
る
。

 


 歯
科
相
談
の
窓
口
担
当
者
が
わ
か
り
に
く
い
（
受
付
？
医
師
？
歯
科
衛
生

士
？
）。

 


 改
め
て
、
口
腔
内
の
状
態
を
把
握
で
き
て
い
な
い
こ
と
を
反
省
し
て
い
ま
す
。

 


 感
染
予
防
で
マ
ス
ク
装
着
し
て
い
る
の
で
、
口
腔
内
を
簡
単
に
確
認
す
る
こ
と

が
難
し
い
。
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6. 郵送調査②：E. 歯科医療機関 
 
（1）概要について 

i. 職員数 
回答を得られた歯科医療機関（972 ヶ所）に勤務する各職種の職員数は、下記の通りであっ

た。 

図表 66 職員数 
 常勤（平均±標準偏差） 非常勤（平均±標準偏差） 

歯科医師   1.6±1.1 人   1.9±3.3 人 

歯科衛生士   2.8±2.4 人   2.2±1.9 人 

歯科技工士   0.5±0.8 人   0.2±0.4 人 

歯科助手   1.9±1.7 人   1.5±1.8 人 

看護師   0.1±0.3 人   0.1±0.3 人 

管理栄養士   0.1±0.6 人   0.0±0.1 人 

ii. 施設基準 
施設基準は下記の通りであった。 

図表 67 施設基準【複数回答】 

 
       *1 歯科疾患管理料の注 11 に規定する総合医療管理加算及び歯科治療時医療管理料 

       *2 歯科疾患在宅療養管理料の注 4 に規定する在宅総合医療管理加算及び在宅患者歯科治療時医療管理料 

  

28.8%

65.4%

68.1%

74.3%

17.2%

40.9%

24.6%

16.9%

16.7%

1.2%

1.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

在宅療養支援歯科診療所1

在宅療養支援歯科診療所2

かかりつけ歯科医機能強化型歯科診療所

歯科外来診療環境体制加算1

歯科診療特別対応連携加算

歯科治療時医療管理料＊1

在宅患者歯科治療時医療管理料＊2

地域医療連携体制加算

在宅歯科医療推進加算

上記のいずれもない

無回答
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（2）認知症対応力向上研修修了者の勤務状況

歯科医師の認知症対応力向上研修を修了（受講）した歯科医師または歯科衛生士が勤務してい

る歯科医療機関は、73.5％（714 ヶ所）であった。また、「勤務している」と回答した歯科医療機

関（714 ヶ所）のうち、平均勤務人数（常勤・非常勤問わず）は、歯科医師が 1.2±0.6 人、歯科衛

生士が 0.8±1.4 人であった。

図表 68 認知症対応力向上研修修了者の勤務状況 

（3）認知症の人への歯科治療について

i. 認知症の人への歯科治療時に事前に把握したい情報

認知症の人への歯科治療の際に、事前に把握しておくと歯科治療をよりスムーズに行うこと

ができる情報については、「認知症の重症度」が 86.8％（844 ヶ所）と最も多く、次いで「内服

薬」が 75.0％（729 ヶ所）、「既往歴」が 72.1％（701 ヶ所）であった。 

図表 69 事前に把握したい情報【複数回答】 

73.5 24.5 2.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=972）

勤務している 勤務していない 無回答

56.6%
86.8%

70.9%
70.7%
72.1%

75.0%
50.6%

62.2%
30.2%

21.0%
35.1%

13.5%
66.4%

45.9%
71.6%

46.9%
3.4%

1.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

認知症の病型
認知症の重症度

要介護度
日常生活動作（ADL）

既往歴
内服薬

家族構成
かかりつけ医

かかりつけ歯科医
住居形態

BPSD（中核症状と行動・心理症状）
成年後見人制度の利用
キーパーソンの有無
キーパーソンの様子
治療時の同伴の有無

歯科医院までの移動手段
その他
無回答
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その他の回答は以下の通り。

 ケアマネジャーの有無・連絡先（他 7 件）  サービスの利用状況（他 5 件）

 食形態・食事の様子（他 5 件）  認知症発症前の生活等（他 2 件）

 会話できるかどうか（他 2 件）  本人または家族の治療の希望（他 1 件）

 義歯使用の有無（他 1 件）  経済状況（他 1 件）

 施設のスタッフからの情報  口腔清掃の自立度

 同居家族の歯科治療への協力性  MSW が事前に調査

 ICT 利用の有無、これまでの経過における多職種の介入・関わりについての情報

 １日のリズム、治療がスムーズに行える時間帯やタイミングなど

（4）認知症の人の外来における歯科治療について

認知症の人が外来診療を受診する歯科医療機関は、84.6％（822 ヶ所）であった。 

図表 70 認知症の人の外来診療の受診の有無 

（5）認知症の人の診療にかかる時間および労力について：認知症高齢者の日常生活自立度による違い

認知症の人が外来診療を受診する歯科医療機関（822 ヶ所）に対し、認知症高齢者の日常生活

自立度（＊：以下、自立度）ごとに診療にかかる時間および労力について回答を得た。

＊認知症の人の外来診療の受診の有無 

84.6 15.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

（n=972）

受診する 受診しない

判断基準 見られる症状・行動の例

何らかの認知症を有するが、日常生活は家庭内及び社会的にほぼ
自立している。

日常生活に支障を来たすような症状・行動や意思疎通の困難さが
多少見られても、誰かが注意していれば自立できる。

Ⅱa 家庭外で上記Ⅱの状態がみられる。
たびたび道に迷うとか、買物や事務、金銭管理などそれまでできたこ
とにミスが目立つ等

Ⅱb 家庭内でも上記Ⅱの状態がみられる。
服薬管理ができない、電話の応対や訪問者との対応など一人で留守番
ができない等

日常生活に支障を来たすような症状・行動や意思疎通の困難さが
見られ、介護を必要とする。

Ⅲa 日中を中心として上記の状態が見られる。
着替え、食事、排便、排尿が上手にできない、時間がかかる。やたら
に物を口に入れる、物を拾い集める、徘徊、失禁、大声等

Ⅲb 夜間を中心として上記のⅢの状態が見られる。 ランクⅢaに同じ

著しい精神症状や周辺症状あるいは重篤な身体疾患が見られ、専
門医療を必要とする。

せん妄、妄想、興奮、自傷・他害等の精神症状や精神症状に起因する
問題行動が継続する状態等

日常生活に支障を来たすような症状・行動や意思疎通の困難さが
頻繁に見られ、常に介護を必要とする。

ランクⅢに同じ

認知症高齢者の日常生活自立度

Ⅳ

M

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

ランク
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i. 認知症の人の診療にかかる時間 
 認知症の人の診療にかかる時間（導入、説明、治療等を含むすべての時間）は、自立度Ⅱで

は「約 1.5 倍」が 41.4％（340 ヶ所）、自立度Ⅲでは「約 2 倍」が 36.6％（301 ヶ所）、自立度

Ⅳでは「約 2 倍」が 33.5％（275 ヶ所）と最も多かった。 

図表 71 認知症の人の診療にかかる時間：認知症高齢者の日常生活自立度Ⅱ（Ⅱa・Ⅱb） 

 

図表 72 認知症の人の診療にかかる時間：認知症高齢者の日常生活自立度Ⅲ（Ⅲa・Ⅲb） 

 

図表 73 認知症の人の診療にかかる時間：認知症高齢者の日常生活自立度Ⅳ 

 
  

0.5%
41.1%
41.4%

13.4%
1.9%

0.0%
0.0%

1.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

短い

同じ

約1.5倍
約2倍
約3倍

それ以上

その他

無回答

1.1%
5.1%

35.5%
36.6%

12.5%
3.5%

1.5%
4.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

短い

同じ

約1.5倍
約2倍
約3倍

それ以上

その他

無回答

1.7%
2.2%

15.1%
33.5%

20.6%
15.9%

5.7%
5.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

短い

同じ

約1.5倍
約2倍
約3倍

それ以上

その他

無回答
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iii. 認知症の人の診療にかかる労力 
 認知症の人の診療にかかる労力（見守りや話しかけ等を含めて要するスタッフの人数）は、

自立度Ⅱでは「同じ」が 51.2％（421 ヶ所）、自立度Ⅲでは「約 1.5 倍の人数が多く携わる必要

がある」が 34.7％（285 ヶ所）、自立度Ⅳでは「約 2 倍の人数が多く携わる必要がある」が

36.5％（300 ヶ所）と最も多かった。 

図表 74 認知症の人の診療にかかる労力：認知症高齢者の日常生活自立度Ⅱ（Ⅱa・Ⅱb） 

 

図表 75 認知症の人の診療にかかる労力：認知症高齢者の日常生活自立度Ⅲ（Ⅲa・Ⅲb） 

 

図表 76 認知症の人の診療にかかる労力：認知症高齢者の日常生活自立度Ⅳ 

 
  

0.5%
51.2%

33.3%
11.6%

1.3%
0.2%
0.0%

1.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

少ない

同じ

約1.5倍の人数が多く携わる必要がある

約2倍の人数が多く携わる必要がある

約3倍の人数が多く携わる必要がある

それ以上の人数が多く携わる必要がある

その他

無回答

0.2%
16.5%

34.7%
34.1%

8.2%
1.0%
1.5%

3.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

少ない

同じ

約1.5倍の人数が多く携わる必要がある

約2倍の人数が多く携わる必要がある

約3倍の人数が多く携わる必要がある

それ以上の人数が多く携わる必要がある

その他

無回答

0.2%
9.0%

19.3%
36.5%

18.0%
7.1%

4.1%
5.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

少ない

同じ

約1.5倍の人数が多く携わる必要がある

約2倍の人数が多く携わる必要がある

約3倍の人数が多く携わる必要がある

それ以上の人数が多く携わる必要がある

その他

無回答
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（6）認知症の人の診療にかかる時間および労力について：事例による違い 
認知症の人が外来診療を受診する歯科医療機関（822 ヶ所）に対し、認知症高齢者の事例ごと

に診療にかかる時間および労力について回答を得た。 
 

i. 事例①：認知症の人の診療にかかる時間および労力 

上記の事例①（自立度Ⅱを想定）における認知症の人の診療にかかる時間および労力について

は、時間は「約 1.5 倍」が 41.2％（339 ヶ所）、労力は「約 1. 5 倍の人数が多く携わる必要が

ある」が 37.3％（307 ヶ所）と最も多かった。 

図表 77 認知症の人の診療にかかる時間：事例① 

 

図表 78 認知症の人の診療にかかる労力：事例① 

 

0.1%
15.3%

41.2%
34.4%

6.6%
1.6%

0.4%
0.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

短い

同じ

約1.5倍
約2倍
約3倍

それ以上

その他

無回答

0.1%
27.9%

37.3%
26.9%

6.0%
1.1%

0.1%
0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

少ない

同じ

約1.5倍の人数が多く携わる必要がある

約2倍の人数が多く携わる必要がある

約3倍の人数が多く携わる必要がある

それ以上の人数が多く携わる必要がある

その他

無回答

【事例①】 

88 歳、女性、独歩、近隣在住、認知症と診断されている 

 

義歯破損を主訴に来院した。別居の娘と初めて来院した。 

10 年以上前に作成したと推測される、高度に咬耗した上顎総義歯の正中破折が主訴であったが、持参

の義歯は上下が別の時期に作成したと思われる義歯で、咬合状態は不良であった。診察行為に対する拒

否はなく、義歯床下粘膜には異常を認めない。 

娘の話では、タンスの中に過去に使用していた義歯が 5 つ入っているという。本人は、「これまで特に問

題はなかった」と語ったが、義歯新製の予定となった。 

娘は受診に付き添うと言っている一方、本人は「一人で受診できる」と言い、そのことで娘と言い合いに

なっていた。 
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ii. 事例②：認知症の人の診療にかかる時間および労力 

 上記の事例②（自立度Ⅲを想定）における認知症の人の診療にかかる時間および労力につい

ては、時間は「約 2 倍」が 46.8％（385 ヶ所）、労力は「約 2 倍の人数が多く携わる必要があ

る」が 43.8％（360 ヶ所）と最も多かった。 

図表 79 認知症の人の診療にかかる時間：事例② 

 
図表 80 認知症の人の診療にかかる労力：事例② 

 

0.2%
3.3%

19.6%
46.8%

20.1%
7.7%

1.3%
1.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

短い

同じ

約1.5倍
約2倍
約3倍

それ以上

その他

無回答

0.0%
8.4%

24.1%
43.8%

17.4%
4.4%

0.6%
1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

少ない

同じ

約1.5倍の人数が多く携わる必要がある

約2倍の人数が多く携わる必要がある

約3倍の人数が多く携わる必要がある

それ以上の人数が多く携わる必要がある

その他

無回答

【事例②】 

88 歳、女性、手押し車を押して歩行可能であるが階段昇降は困難、やせ（BMI 18.0）、認知症と診断さ

れている 

 

夫と来院した。夫が問診票を書いたが医療情報について不確かなことが多い。 

本人は「困っていない・なんともない」と繰り返すが、夫からは、「食事中に痛がって食べるのをやめてし

まうので歯が痛いのではないか」という話だった。配食サービスで柔らかい食事を継続依頼している

が、本人の食事量はこの 2 カ月ほど半量程度の摂取であったという。 

本人は夫に促されてデンタルチェアに座ったが、背もたれを倒そうとすると驚いて起き上がってしまっ

た。夫に手を握ってもらい、歯科衛生士がなだめながら口腔内診察をすると、両側臼歯部咬合は喪失し、

残存し補綴物脱離した状態の左側下顎第二大臼歯が、頬粘膜に食い込み潰瘍を形成していることが分

かった。部分床義歯を所持しているが、最近使用していない、という。 
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iii. 事例③：認知症の人の診療にかかる時間および労力

 上記の事例③（自立度Ⅳを想定）における認知症の人の診療にかかる時間および労力につい

ては、時間は「約 2 倍」が 41.4％（340 ヶ所）、労力は「約 2 倍の人数が多く携わる必要があ

る」が 41.4％（340 ヶ所）と最も多かった。 

図表 81 認知症の人の診療にかかる時間：事例③ 

図表 82 認知症の人の診療にかかる労力：事例③ 

0.4%
2.7%

15.5%
41.4%

25.5%
11.8%

1.3%
1.5%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

短い

同じ

約1.5倍
約2倍
約3倍

それ以上

その他

無回答

0.0%
6.6%

16.2%
41.4%

24.1%
9.0%

1.2%
1.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

少ない

同じ

約1.5倍の人数が多く携わる必要がある

約2倍の人数が多く携わる必要がある

約3倍の人数が多く携わる必要がある

それ以上の人数が多く携わる必要がある

その他

無回答

【事例③】 

88 歳、女性、車いす、認知症と診断されている 

3 年ぶりに来院した。同居の息子が連れてきた。 

3 年前までは独歩で受診していた、かかりつけ患者である。息子より「口臭が気になる、入れ歯を外させ

てくれない」「自分やヘルパーとは簡単な会話はしている、家では歩いている」とのこと。本人は覚醒して

いるが険しい表情でうなだれているのみで、こちらからの会話に応じない。 

口腔内所見を確認しようとすると、本人の手が出てきたが、息子に握っておいてもらい、歯科衛生士の

介助のもと診察した。上下の部分床義歯は一定以上の期間着脱していないようで汚染されており、床下

粘膜に発赤が見られ、食い込みによる腫脹とカンジダ症が疑われた。一部の残存歯は破折し歯肉腫脹も

あった。 

日中は、3 回/週のヘルパー介助、3 回/週の通所介護サービスを利用している。 
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7. 実測調査 
 
（1）概要 

A 県 O 町在住の要支援・要介護高齢者 339 名のうち、認知症高齢者の日常生活自立度（以下、

自立度）ランクⅠ以上の要支援・要介護高齢者の実測調査データを対象に、歯科医師および歯科

衛生士が評価した歯科治療ニーズおよび口腔衛生管理ニーズについて検討を行った。 
 
（2）調査結果 

i. 対象 
自立度Ⅰ以上の要支援・要介護高齢者 315 名（男性 72 名、女性 243 名、平均年齢 85.3 歳）

を対象とした。 

ii. 歯科治療ニーズ：粘膜疾患 
自立度Ⅲ以上において、粘膜疾患の歯科治療ニーズありの者の割合が有意に多かった

（p=0.01）。 

図 1 歯科治療ニーズの有無：粘膜疾患 

 

iii. 歯科治療ニーズ：保湿 
自立度Ⅲ以上において、保湿の歯科治療ニーズありの者の割合が有意に多かった（p=0.01）。 

図 2 歯科治療ニーズの有無：保湿 
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iv. 歯科治療ニーズ：抜歯 
残存歯数が 1 歯以上の者のうち、自立度Ⅲ以上において、抜歯の歯科治療ニーズありの者の

割合が有意に多かった（p=0.03）。 

図 3 歯科治療ニーズの有無：抜歯 

 

v. 歯科治療ニーズ：う蝕 
残存歯数が 1 歯以上の者のうち、自立度Ⅱ以上において、う蝕の歯科治療ニーズありの者の

割合が有意に多かった（p=0.04）。 

図 4 歯科治療ニーズの有無：う蝕 

 

vi. 歯科治療ニーズ：歯周疾患 
残存歯数が 1 歯以上の者のうち、自立度Ⅱ以上において、歯周疾患の歯科治療ニーズありの

者の割合が有意に多かった（p＜0.01）。 

図 5 歯科治療ニーズの有無：歯周疾患 
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vii. 歯科治療ニーズ：義歯 
義歯の歯科治療ニーズありの者の割合について、有意差は認められなかった。 

図 6 歯科治療ニーズの有無：義歯 

 

viii. 口腔衛生管理ニーズ 
口腔衛生管理ニーズありの者の割合について、有意差は認められなかった。 

図 7 歯科治療ニーズの有無：義歯 
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ix. 口腔衛生管理ニーズ 
歯科治療ニーズおよび口腔衛生管理ニーズの有無を従属変数とし、年齢、性別、自立度（Ⅰ

[基準群]/Ⅱ/Ⅲ以上の 3 群）、介護認定を独立変数とする二項ロジスティック解析を個別に実施

し、ニーズの有無に関連する因子を抽出した。 
その結果、有意に関連していた因子（オッズ比、95%信頼区間）は、抜歯に対して自立度Ⅲ

以上（3.39、1.13-10.21）、う蝕に対して自立度Ⅲ以上（3.27、1.01-10.64）、歯周疾患に対して

自立度Ⅱ（9.21、2.18-38.84）および自立度Ⅲ以上（7.74、2.17-27.62）、口腔衛生管理に対し

て自立度Ⅱ（2.53、1.28-5.00）および自立度Ⅲ以上（5.71、2.89-11.30）であった。 

表 1 歯科治療ニーズおよび口腔衛生管理ニーズを従属変数とした二項ロジスティック分析 
  OR 95% CI P-value 
歯科治療ニーズ          

粘膜疾患          

Ⅱ 1.12  0.20  ー 6.33  n.s. 

Ⅲ以上 5.85  1.38  ー 24.84  0.02  

保湿      

Ⅱ 0.54  0.21  ー 1.41  n.s. 

Ⅲ以上 1.84  0.82  ー 4.13  n.s. 

抜歯          

Ⅱ 2.15  0.67  ー 6.93  n.s. 

Ⅲ以上 3.39  1.13  ー 10.20  0.03  

う蝕          

Ⅱ 3.23  0.96  ー 10.86  n.s. 

Ⅲ以上 3.27  1.01  ー 10.64  0.05  

歯周疾患          

Ⅱ 9.21  2.18  ー 38.84  ＜0.01 

Ⅲ以上 7.74  2.17  ー 27.62  ＜0.01 

義歯          

Ⅱ 1.03  0.54  ー 1.98  n.s. 

Ⅲ以上 1.27  0.68  ー 2.37  n.s. 

口腔衛生管理ニーズ          

Ⅱ 1.73  0.86  ー 3.50  n.s. 

Ⅲ以上 1.65  0.83  ー 3.26  n.s. 

＊認知症高齢者の日常生活自立度のⅠを基準群とした時の、Ⅱ群、Ⅲ以上群の各歯科治療および
口腔衛生管理の必要度の倍率を年齢、性別、介護認定を調整して別々に算出。 

歯科治療や口腔衛生管理が必要となる要因としては、年齢や介護認定よりも認知症の程度を

踏まえた日常生活自立度が強く影響していることが示された。外来診療が可能な認知症自立度

Ⅱの段階から認知症の予後を見据えた治療および口腔管理を開始しておく必要性があることが

示唆された。  
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第 3 章 調査事業 2 「認知症の人の口腔管理マニュアル」作成 

1. 「認知症の人の口腔管理マニュアル」作成

2. モデル事例①：石川県七尾市

3. モデル事例②：愛知県大府市

4. モデル事例③：香川県西部

5. モデル事例④：長崎県諫早市
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1. 「認知症の人の口腔管理マニュアル」作成

認知症の人の口腔管理マニュアルとして、「認知症の人の口を支えるマニュアル」を作成した。認

知症の人の口への支援を進めるうえで必要な情報である、国の認知症施策の動向、これまでに実施

した調査から得られた知見をふまえた認知症の人を対象とした地域づくりの視点として課題を提

示した。また、サービス提供者用の実践ツールとして、「認知症の人のお口の支援実践ハンドブッ

ク」を作成した。実践ツールは、介護保険における居宅系口腔衛生関連サービスの概要、認知症が

主な原因として現れる口腔や食に関する困りごとへの評価および対応に関して分かりやすく解説

した内容とした。

さらに、連携の事例および実践ツールを用いて、実際に認知症の人の歯科治療に関する連携体制

構築の進め方について、以下の 4 ヶ所のモデル地区において検証を行った。 

① 石川県七尾市

認知症疾患医療センターが指定されている公立病院の歯科口腔外科における認知症医療連携

② 愛知県大府市

認知症疾患医療センターのある一般病院と院内歯科における連携開始例について

③ 香川県西部

認知症診療を担う病院を中心とした歯科医療提供体制構築を目的とした機能的な医科歯科連携

体制の構築

④ 長崎県諫早市

認知症への偏見をなくす取り組みに歯科医師が参画し、関係職種の歯科への心理的障壁をなく

す取り組みを行っているケース 
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2. モデル事例①：石川県七尾市

認知症疾患医療センターが指定されている公立病院の歯科口腔外科における認知症医療連携 

(1) 地域の基本情報

地域 石川県 七尾市

区市町村人口 49,246 人（男性 23,493 人、女性 25,753 人） 
（2022 年（令和 4 年）12 月） 

うち 65 歳以上 
高齢者人口

19,132 人（男性 8,205 人、女性 10,927 人）（構成比 38.7％） 
（2022 年（令和 4 年）12 月） 

市内の認知症疾患

医療センター
公立能登総合病院

市内の認知症

サポート医等数
11 名（七尾市ホームページより） 

同歯科診療所数 歯科医師会員診療所 25 件 

(2) 事例の概要

石川県七尾市は、日本海に突出した能登半島の中央部に位置する。能登地方の中心自治体とし

て、2004 年（平成 16 年）市町村合併により新市制が発足した。 
地理的に県庁所在地である金沢市より約 70km 離れており、天然の良港として栄えてきた七尾

港を海の玄関口とし、古代より能登の政治・経済・文化の中心地として発展を続けてきた（図

1）。渚のいで湯として全国的に有名で、開湯 1200 年を迎えた和倉温泉や様々なリゾート施設を有

する能登島などの観光資源、長い歴史に培われた伝統工芸などの産業資源、豊かな自然や風土に

育まれた農林水産資源など、多くの地域資源に恵まれている。しかし、近年の市内産業を取り巻

く現状は、事業所数、従業員数の減少も相まって、卸売業や小売業などの年間販売額の減少によ

る商業の衰退、製造品出荷額の減少による製造業全体の規模縮小など、経済活力の低下が深刻化

している。

図 1 石川県七尾市 
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そして、生産人口の減少により高齢者の問題も悩ましく、高齢者人口は横ばいであるが、若い

世代が減ることで高齢化率は上昇し続けている（高齢化率 38.7%、図 2）。さらに、七尾市内で介

護が必要となった高齢者の原因疾患をみると、1 位は認知症、2 位はがん（悪性新生物）、3 位は

脳血管疾患、転倒・骨折となっており、認知症が全体の約 4 分の 1 を占めている。（図 3） 

 
図 2 七尾市の人口推移 

 

令和 3 年度 新規要介護等認定者 677 人 

要介護等状態となった原因疾患については、主治医意見書の「傷病に関する意見」に 

掲げられた傷病名を記載。 

図 3 要介護状態となった原因疾患 
 

認知症高齢者が増加の一途を辿る中、医療・介護・予防・生活支援が一体的に提供される「地域

包括ケアシステム」の一つとして、七尾市と多職種が連携して認知症の人を支える取り組みが行わ

れている。大きく分けて、①「ななお紫蘭（しらん）の会／在宅医療・介護連携推進協議会」と②

「ななお認知症ほっとけんステーション」という事業を掲げている。 
地域の認知症疾患医療センターとして七尾市立である「公立能登総合病院（以下：当院）」が事

業の中心となっており、院内の歯科口腔外科も認知症の人の口腔健康管理や食支援を行うコントロ

ールタワーとして活動している。 
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i. 当院歯科口腔外科と地域の口腔保健医療連携 
石川県能登地方にある総合病院 9 つのうち、歯科口腔外科は当院にのみ存在するため、口腔

保健医療については、七尾市に限らず能登地方全域の拠点として地域歯科診療支援病院の指定

を受けている。また、七尾市内の歯科医師会員診療所は 25 件と、人口に比して一見充足してい

るように思えるが、歯科医師の高齢化が進んでおり（高齢化率：46％）、会員の平均年齢は

66.7 歳である。したがって、認知症を含めた有病者の歯科治療や口腔外科関連疾患の治療ある

いは歯科訪問診療は敬遠される傾向にあり、近年、高齢患者の紹介数が増えている。2005 年と

2020 年の新規患者（紹介含む）の年齢を比較すると、2005 年は 50 歳代が最も多かったが、

2020 年は 50 歳代と 80 歳代に 2 峰性の分布がみられた（図 4）。 

 
図 4 新規患者（紹介を含む）の年齢分布 

認知症を併存した高齢患者の紹介数も増加している。2020 年は、新規患者 1755 人のうち紹

介患者は 878 人（紹介率：約 50％）であった。さらに、紹介患者のうち 201 人(約 23%)が認知

症と診断されており、認知症タイプ別の内訳（重複症例あり）を示すと、アルツハイマー型認

知症（AD）が 181 例（79％）、血管性認知症（VaD）が 26 例（11％）、レビー小体型認知症

（DLB）15 例（7%）、前頭側頭型認知症（FTD）2 例（1％）、その他 4 例（2%）であった（図

5）。 

 
図 5 歯科口腔外科を受診した認知症患者の内訳（タイプ別） 
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依頼内容の内訳は、抜歯依頼が最も多く 61 人（30％）、摂食嚥下評価 56 人（28％）、顎関節

脱臼の整復 17 人（8％）、薬剤性顎骨骨髄炎／壊死 15 人（7%）、義歯作製・調整 13 人（6％）、

う蝕治療 12 人（6％）、悪性腫瘍 5 人（2％）、その他 22 人（11％）であった（図 6）。 

 
図 6 歯科口腔外科を受診した認知症患者の内訳（依頼別） 

 

歯科的問題を抱える認知症患者の紹介は、歯科医院をはじめ、地域の様々な医療・介護施設ま

たは、訪問看護ステーションや調剤薬局とも連携している（図 7）。また、「ななお認知症ほっと

けんステーション」の取り組みにより認知症患者の家族から地域包括支援センターを経由して紹

介される事例もある。これには、当院が認知症疾患医療センターであることや、当院の歯科医師

が「ななお紫蘭（しらん）の会／在宅医療・介護連携推進協議会」に主要委員として参画してい

るため、地域の認知症患者において難渋する口腔疾患を集約する立場にあることが影響している。

また、依頼内容や患者の状態により歯科治療する場所は、院内外来、施設訪問、居宅訪問と大き

く 3 つに分かれる（図 8）。 

 
図 7 口腔に問題を抱えた認知症患者の紹介経路 
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図 8 紹介された認知症患者の歯科治療環境 

ii. 食支援連携、院内から地域へ

当院入院患者の口腔健康管理や食支援についても連携の必要性を感じ、当院では歯科医師を

代表として 2004 年に「口腔ケア・摂食機能療法委員会」（委員会は医師・歯科医師・言語聴覚

士・看護師・歯科衛生士・管理栄養士で構成）を立ち上げた。2004 年～2019 年までは、院内

各科より依頼される入院患者の摂食嚥下評価は、すべて歯科口腔外科に集約される仕組みで、

その後、歯科医師から歯科衛生士、言語聴覚士、管理栄養士、必要に応じて他科医師へとリハ

およびケア指示、食形態の選択が連携されていた（図 9）。周術期の口腔ケアや食事・栄養管理

について多職種で連携を図っていたが、院内完結型という点で、退院後のつなぎが欠落してい

たともいえる。すなわち、当院入院患者で摂食嚥下評価と対応について依頼をうける症例の約

8 割が認知症であって（図 10）、院内完結型の取り組みだけでは、退院後（療養環境変更後）

に地域の受け皿となる施設へのコンタクトが不十分で、入院中の管理と退院後の支援に大きな

乖離が生じていた。

図 9 入院患者の摂食嚥下診療と対応 
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図 10 入院患者の摂食嚥下診療数（年代別） 

そこで、退院後の連携も含めた展開と食支援の質を強化する目的で「食支援プロジェクトチ

ーム」2020 年を立ち上げた。従来の「口腔ケア・摂食機能療法委員会」メンバーに認知症認定

看護師と医療ソーシャルワーカー、薬剤師が加わり、退院先の療養環境を想定した食支援（食

形態の選択や義歯の取り扱いも含め）や服薬指導（服用方法や剤形選択）を検討する取り組み

が始まった。これまでは、各病棟の看護師任せとなっていた業務であったが、退院先のマンパ

ワーや介護資源に配慮した食支援の在り方を伝達ができるようになった。

その際、使用するのが「かにやしろえびノート」である（図 11）。カニや白えびは、北陸地

方の冬の味覚を代表する食材であるが、ここで述べる「かにやしろえび」は食材を意味してい

るわけではない。①か（環境）、②に（認知機能）、③や（薬剤）、④し（心理）、⑤ろ（老化）、

⑥え（栄養）、⑦び（病気）。つまり、①～⑦は、特に認知症高齢者の「食べる力」を地域の多

職種で連携する際に鍵となる 7 つの要因（環境、認知機能、薬剤、心理、老化、栄養、病気）

の頭文字である。当院を退院する際に、この「かにやしろえびノート」を記載して退院後の療

養環境を想定し、食支援における介入ポイントをトリアージして、無理なく継続できるように

サポートしている。

図 11 「かにやしろえびノート」の活用 

- 197 -



(3) 認知症疾患に関する医療介護連携・地域づくりのプロセス 
七尾市が取り組む認知症に関する医療介護連携・地域づくりについては、先にも述べた「なな

お紫蘭（しらん）の会／在宅医療・介護連携推進協議会」2014 年の設置が始まりである。現在

は、医師 3 人、歯科医師 2 人、薬剤師 2 人、看護師 2 人、管理栄養士 2 人、言語聴覚士 1 人、作

業療法士 1 人、理学療法士 1 人、社会福祉士 1 人、医療ソーシャルワーカー1 人、介護支援専門

員 3 人、精神保健福祉士 2 人、生活相談員 1 人、訪問介護員 1 人、行政関係 3 人（うち保健師 2
人）の委員で構成され、認知症に関する様々な問題に取り組んでいる。 
もともと、「ななお紫蘭（しらん）の会」が発足されたのは 2011 年で、当初は歯科医師が参画

していなかった。この頃の七尾市は、認知症の人の口腔健康管理や摂食嚥下障害、食支援につい

て関心が薄く、認知症と歯科の接点をイメージできず、主要メンバーに歯科医師が入っていなか

ったと推察する。 
ところが、2011 年、誤嚥性肺炎の治療目的で当院に入院していた認知症高齢者（87 歳女性）に

提供されていた食事が原因でトラブルが起こった。提供されていた食形態の呼称がことの発端で

ある。当時、当該患者は誤嚥性肺炎を繰り返し、摂食嚥下障害が認められたため、院内の食形態

基準で「嚥下 3 度食」と呼ばれる均質なペースト状の食事が提供されていた。肺炎治療が終わ

り、七尾市内の高齢者施設に退院することになったが、病院から施設への申し送り書には「嚥下 3
度食」とのみ記載され情報提供された。この内容を受け取った施設側は、本来なら「嚥下 3 度

食」について問い合わせをしたと思われるが、偶然にも施設には似た呼称の「嚥下食Ⅲ」という

食事が存在した。当時の担当者は、疑いの余地なく同類の食事と認識し、「嚥下食Ⅲ」を提供し

た。ところが、「嚥下食Ⅲ」は、形態的に刻み食であり、この患者にとっては不向きな食事であっ

た。結果、この患者は「嚥下食Ⅲ」形態の食事中に窒息を起こした。この事故は関係者の強い課

題意識を引き起こした。 
こうした契機で、2011 年から「食力（しょくりき）の会」を発足し、能登地方の病院や施設で

提供されている食形態の呼称整理を行った。「食力（しょくりき）の会」は、歯科医師が代表を務

め、地域の栄養士・管理栄養士、言語聴覚士、歯科衛生士、看護師、薬剤師、介護士ら 20 人で構

成され、主に認知症の人の食事について検討するボランティア組織である。 
能登地方の 46 施設（全体の 2/3 程度）から協力を得て、4 年がかりで「食形態マップ」

（https://noto-stroke.net/map.php）を作成した（2014 年完成、図 12）。各施設で使用している

食形態の呼称を写真と説明文を手掛かりに整理し、色調区分することで、呼称が異なっても形態

の齟齬が生じないように整合性をチェックできるツールとした。「食形態マップ」の活用は様々な

例があるが（図 13）、例えば、認知症患者の退院時に退院先病院や施設において提供可能な食形態

を確認したり、認知症高齢者の歯科訪問診療においてミールラウンドや摂食嚥下評価を行う際に

モバイル媒体で退院前の食形態を確認したり、食形態についてイメージしやすく便利なツールで

ある。 
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図 12 「食形態マップ」を作製（一部抜粋） 

 
図 13 認知症高齢者の食支援と「食形態マップ」 

 

その後、「食力（しょくりき）の会」の活動によって、「食形態マップ」が地域で広く認識される

ようになった。認知症高齢者の食支援についても介護する家族の調理指導や食事アドバイスにもテ

キスト的に使用されるようになり、これをきっかけに歯科医療従事者と認知症の人に対する口腔健

康管理や食支援に対するポジションが地域で定着し、2014 年より「ななお紫蘭（しらん）の会／在

宅医療・介護連携推進協議会」に歯科医師が加わり、認知症の人の口腔健康管理や食支援の在り方

について七尾歯科医師会も参画している（図 14）。 
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図 14 ななお紫蘭の会／在宅医療・介護連携推進協議会 

(4) 活動内容・成果

現在「ななお紫蘭（しらん）の会／在宅医療・介護連携推進協議会」は、年 2 回開催され、大

きく分けて「認知症部会」と「人生会議普及部会」から成る。具体的取り組みとして、医療・介

護関係者双方への入退院支援ルールブックの活用周知や、高齢者の自宅設置用の「緊急通報ファ

イル」をはじめ、認知症に関する情報を一元化した「ななお認知症知ってあんしん本」、人生会議

用の記録ができる「まいのーと」など普及啓発や支援のためのさまざまな媒体を作成し、住民が

馴染みの生活を続けるための一助となっている（図 15）。 

図 15 主な活動内容と普及啓発の成果物 
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また、事業の一つとして 2021 年に「ななお認知症ほっとけんステーション」の設置を開始し

た。このステーションには「認定ステッカー」が貼られ、認知症に関する身近な相談窓口として

活動している（図 16）。現在、登録されている医院・歯科医院・調剤薬局が七尾市内に 35 件存在

し、主な活動として、医療機関への受診勧奨や地域包括支援センターへの紹介、認知症の冊子や

ケアパス配布し、住民への認知症教育や啓発を行っている。なかでも、口腔に関する困りごとに

ついては認知症対応について詳しい登録歯科医院に相談するよう連携推進している。

図 16 ななお認知症ほっとけんステーション 

歯科医院をはじめ「ななお認知症ほっとけんステーション」の設置により、認知症で口腔に問

題を抱える患者の紹介数が増えている。口腔疾患が増えているわけではなく、地域での認知症の

啓発が広がってきたことで、口腔や食支援に関心が出てきたものと推察する。特に、当院は、地

域の認知症患者で難渋する口腔疾患を治療することが多い。認知症患者のうち口腔関連疾患で治

療後の対応に難渋するのは、口腔がん、薬剤性顎骨骨髄炎／壊死、習慣性顎関節脱臼、外傷、摂

食嚥下障害である。
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【症例 1】《上顎歯肉がん術後の顎骨欠損部に栓塞子を作製した症例》 
84 歳 女性 AD 中等度 要介護 3：上顎歯肉がん 

七尾市内の特養（嘱託医師）より「食事中に歯肉から持続出血がみられる施設入所者がい

る」ということで精査・加療目的に紹介受診となった。精査したところ、右側上顎歯肉扁平上

皮がん（T2N0M0）の診断が得られた。認知症の進行はあるが食欲もあり、施設行事にも積極

的に参加するなど ADL が維持できていたため、家族は積極的ながん治療を希望した。 
  20XX 年 Y 月、全身麻酔下にて腫瘍切除術を施行した。上顎洞前壁の欠損部は上顎洞と交通

するため捕食した食物が上顎洞内に流入しないように、術後約 2 週間経過時より顎骨欠損部を

補填するシリコン栓塞子を装着することとした。欠損部の再建手術を検討したが短期間での再

手術になることと骨の生着性に期待できなかったため行わなかった。20XX 年 Y＋１月に栓塞子

を装着し、入院前に入所していた特養に退院（再入所）することとなった（図 17）。 
  ところが、退院前の合同カンファレンスで、特養の職員では栓塞子の取り扱いが困難であ

る、食事中に脱落して誤飲または窒息しないか、と不安意見が出た。そこで歯科医師から施設

職員に対して、一般的な義歯と違い形態は歪で装着時の煩雑さはあるが慣れれば問題ないこと

を説明した。普段見慣れない特殊な口腔装具についてイメージしにくいことを勘案し、退院前

に施設職員に実際に着脱場面に立ち会ってもらい練習した。また、退院後も歯科医師が施設に

訪問し、担当する職員にレクチャーすることで職員の不安に対応した。 
  現在のところ、取り使い、管理も含めて問題なく経過している。 
 

   
図 17 上顎がん術後の骨欠損、栓塞子、栓塞子を装着した口腔内（左から） 

 

振り返り：高齢者の口腔がんは増加傾向にあり、認知症を併存しているケースも多い。当然、

認知症を理由に腫瘍切除術を拒否できないが、周術期の不穏や術後の食生活、ADL に配慮して

治療内容を決定することが重要である。また、栓塞子や顎補綴が必要となる場合は、その取扱

いについて退院後の療養環境を想定し、管理しやすい材料や形態を検討する必要がある。 
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【症例 2】《顎骨壊死に対する術後にプレート再建を行った症例》 
87 歳 女性 AD 要介護 2：骨吸収抑制薬関連顎骨壊死（ARONJ） 

  患者は、AD で、デイサービスを利用しながら自宅療養中であった（キーパーソン：娘）。約

10 年前より骨粗鬆症を患い、3 年前からゾレドロン酸を注射していた。左下 5 歯肉に疼痛と排

膿を自覚し、近在歯科医院を受診したところ、当院紹介となった。精査したところ、左下 5 の

根尖性歯周炎が原因となり下顎骨骨髄炎が認められた（CRP：7.7mg/l WBC：9900μl）。視診

では、内・外歯瘻の形成がみられ、CT では顎骨の一部が壊死しており、投薬内容と既往から

ARONJ と診断した。入院管理下で口腔内と顎下部の瘻孔を洗浄し、抗菌薬を点滴して消炎加療

を継続した。消炎後一旦退院するも、CT では限局した顎骨壊死と病的骨折が確認され、十分な

経口摂取が困難であったため、患者家族と相談し、手術することとなった。 
 
  20XX 年 Y 月、全身麻酔下にて下顎骨離断術およびプレート再建術を施行した。術後は 2 週

間ほど経口摂取ができず経鼻胃管を挿入し栄養管理していたが、チューブの自己抜去がみられ

たため、家族同意のもとミトンを装着した。状況を理解できないため術後入院中に不穏が強く

なり、「帰りたい」「なんでこんな酷いことするんや」と大声を出すことがしばしみられた。創

部の治癒経過を待って、20XX 年 Y 月＋2 週間には経鼻胃管を抜去し、経口摂取再開（粥・ソフ

ト食）となった。口腔機能の向上を目的に義歯の作製を検討したが、歯肉・頬粘膜の術後拘縮

が強いこと、および義歯治療に対して患者の協力が得られなかったため、無歯顎の状態で自宅

退院となった。 
  現在、娘の付き添いにより外来通院しながら下顎骨離断術後の経過観察と言語聴覚士および

管理栄養士による経口摂取訓練・栄養指導を行っている。 

 

 

 
 
 
 

 
図 18 術前の CT 像、下顎骨離断＋プレート再建術 

振り返り：比較的、ADL が維持されている中等度 AD の高齢患者で、薬剤性の顎骨壊死（病的

骨折）が原因となり、摂食嚥下機能および食事摂取量の低下がみられた症例である。顎骨壊死

部は限局していたため顎骨を切除することで疾患の治癒については予後良好と判断した。しか

し、術後の補綴や機能回復について理解・協力が得られるかどうか予測困難であった。仮に、

手術せずに温存療法を選択すると、一時的に消炎はできるが骨髄炎の再燃を懸念することと、

根本的に骨折が治癒しなければ、経口摂取機能は徐々に低下し、経管栄養の併用が必要であっ

た。キーパーソンである娘は、胃瘻造設について消極的であり、「できるだけ口から食べて欲し

い」という思いがあった。結果、患者家族の意向と術後の機能改善に期待し手術を選択した。 
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周術期の管理上、一時的ではあるが経鼻経管を使用したことで患者の不安や不穏が強くなり、

身体拘束を余儀なくされたこと、また、顎義歯の作製に協力が得られず、目標としていた十分

な咀嚼機能の改善に至らなかったことは主治医として心残りである。患者の生活背景や ADL、
認知症の進行状態に配慮して患者家族とインフォームドコンセントを図るが、すべて予定通り

にいくとは限らない。幸い、術後プレート感染はみられず、経口摂取機能についても介護食形

態ではあるが十分な栄養量を摂取できており、患者家族の満足は得られている。 
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【症例 3】《観血的整復術を行った習慣性顎関節脱臼の症例》 
80 歳 男性 AD＋VaD 要介護 4：習慣性顎関節脱臼  

  七尾市内の特養に入所中両側顎関節脱臼を繰り返し、脱臼頻度が増していると施設職員より

当院に相談があった。これまでは、連携先の近在歯科医院にお願いし、訪問診療で非観血的整

復固定（バンテージ使用）していたが、たびたび脱臼していた。両側の顎関節脱臼によって、

開咬状態により食事中の食塊形成困難、嚥下機能低下が生じることに困窮し、家族の同意のも

と観血的整復固定術を行うこととなった。20XX 年 Y 月、全身麻酔下にてチタンプレートを使

用し、関節結節形成術を施行した。 
  術後は経鼻胃管で栄養管理し、20XX 年 Y 月＋1 週間より経口摂取開始となった。咀嚼機能に

大きな変化は見られなかったが、術後、「食形態マップ」を使用して紹介元の施設で提供してい

る介護食レベルの食形態まで経口摂取訓練して退院（20XX 年 Y 月＋2 週間）となった。退院

後、脱臼はみられず、経口摂取を継続している 
 

   
図 19 脱臼時顔貌、顎関節結節形成術（チタンプレート）、術後 CT（左から） 

振り返り：当地域では、認知症高齢者の習慣性顎関節脱臼が増えている。その多くは、非観血

的に整復固定して様子を見ることとなるが、中には本症例のような難症例にも遭遇する。その

場合、手術することの外科的侵襲と、一時的ではあるが周術期の経鼻胃管挿入による栄養管理

の協力度について検討する必要があり、家族（キーパーソン）や退院先の施設と相談する必要

がある。顎関節脱臼によって食事や呼吸に大きな影響をきたしているのであれば、積極的手術

が必要と思われるが、軽症であれば、施設職員に整復固定方法を指導することで対応可能と考

える。また、脱臼した際の摂食嚥下機能に配慮し、患者に提供する食形態の選択も考えたい。 
 
  

- 205 -



【症例 4】《食欲低下を契機に発見された顔面異物の症例》 
94 歳 男性 AD 要介護 4：外傷、異物による頬部膿瘍 

本人はデイサービスを利用（2 回／週）しながら自宅療養していた（キーパーソン：娘）。娘

より「数日前より義歯を入れようとせず、食欲低下がみられる」と訴えがあり近在内科医院を

受診したところ、医師より「認知症を背景とした拒食」と言われた。

 ところが、食事中、口腔内に疼痛を訴えるようになり、デイサービス職員に相談したとこ

ろ、口腔内精査を目的に当院紹介となった。初診時パノラマＸ線写真では、特に異常所見はみ

られなかったが、左上 45 相当の歯肉頬移行部に膿瘍形成がみられたため、CT 精査を行った。

すると、左頬部から左側頭下窩にかけて辺縁部高吸収・内部 air-density を呈する 4cm 長の中空

棒状異物が存在した。全身麻酔下に摘出術を施行したところ、棒状物は竹片×5 本であった。キ

ーパーソンである患者の娘に情報提供を求めたところ、2 年前に深夜徘徊して雑木林で倒れてい

たところを警察に発見された経緯があった。当時は、近隣の総合病院救急科で応急処置を受け

たということであったが、詳細は不明であった。少なくとも現症から、以前に顔面皮膚深部に

迷入した竹片が十分に除去できていなかったと推察する。術後、創部の消炎加療を継続し、義

歯を新製したところ、摂食嚥下機能も向上し、常食を摂取できるまでに回復した。

図 20 3DCTによる棒状異物の確認、頬部異物を摘出、摘出された竹片（左から） 

振り返り：中等度の認知症で中核症状の著しい進行がみられた。原因検索が困難な食欲不振の

なかで、顔面異物が存在しているとは予想外であった。患者は自ら訴えることが難しく、疑わ

しきものは検査する姿勢の大切さを痛感させられた。また、キーパーソンがいるとは言え、過

去の外傷の既往については曖昧な記憶であり、受傷当時に救急対応した病院へ情報提供を求め

顔面異物が存在する理由について当たりを付けることができた。認知症により自発的主訴が困

難で、かつ疼痛の訴えも乏しかったため発見が遅れたと考える。非常に稀な症例ではあるが、

このような症例があるのも事実である。いざというときに連携のとれる病院歯科（口腔外科）

の役割は大きい。
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【症例 5】《在宅で看取りとなった食支援の症例》 
91 歳 女性 AD 要介護 3：摂食嚥下障害 

  本人は誤嚥性肺炎により入退院を繰り返しながらも、娘（元：管理栄養士）の介護により在

宅療養していた。義歯が合わないことの主訴に対し近在歯科医が訪問診療していたが、現状の

嚥下機能や適した食形態の選択、そして看取りも含めた食支援について指導して欲しいと担当

の近在歯科医より依頼があった。義歯の修理・調整によって食塊形成は改善したが、廃用の進

行により嚥下時の喉頭挙上が乏しく咽頭収縮圧は減弱していた。VE 評価でも明らかな食物誤嚥

はみられないものの、嚥下後の著しい咽頭残留が確認された。そこで、キーパーソンである娘

と相談し、主食は軟飯、副菜は軟らかいものを意識して食塊形成しやすい食材・料理を選択し

た。幸いにも患者娘が管理栄養士であったため、必要栄養量を計算し嗜好にも配慮した食事提

供を心掛けてくれた。 
   介入して大きく変わったことは、ベッド上ファーラー位での食事から、食卓（車いす使用）

での食環境になったことである。摂食嚥下の指導介入の際に「食力の会」や「ななお紫蘭の

会」の連携により言語聴覚士や理学療法士にもチーム参画してもらい、移乗訓練や姿勢調整を

行った結果、ADL の改善にもつながった。歯科が介入して 1 ヶ月半には、娘の手料理とリハビ

リによって、日常生活の中で活動性が向上し、無表情であった患者に笑顔が見られ、女学校時

代の校歌を歌うなど発話の機会も増えた。そんな折、「おいしいおかずありがとう」と何度も何

度も繰り返し、ノートに書くような現象がみられた。これには周囲も驚きを隠せず、認知症の

背景を考えてもあり得ない行動で、サポートに関わった娘や職員は心を打たれた。2 年 4 ヶ月

程、このような生活が続き、最期は、2 ヶ月程義歯を外してゼリーやとろみ形態の食事を可及的

に摂取しながら、介入 2 年半後に心不全で永眠された。 
 

  
図 21  ADL改善後の食事場面、患者が繰り返し書いた「おいしいおかずありがとう」の文字 

振り返り：認知症高齢者の食支援は、嗜好や食べ方が多様化しており非常に困難を極める。本

症例は住み慣れた居宅で、元管理栄養士の娘による手料理を食すという観点から我々も介入し

やすかった。また、訪問歯科医師から病院歯科、そして地域の「食力の会」や「ななお紫蘭の

会」へ繋ぎ、食支援の質も向上できた事例であったと振り返る。定期的に歯科医師・歯科衛生

士が継続訪問し、ミールラウンドと口腔ケアを行い、連携ノートである「かにやしろえびノー

ト」に内容を記録して他職種との連絡を工夫したことで、各職種間の隙間を埋めることができ

たと考える。 
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(5) 歯科医師会・歯科診療所としての役割・貢献 
当院は、認知症疾患医療センターが指定されている病院である立場と、能登地方の急性基幹病

院として唯一の歯科口腔外科を併設した施設かつ地域歯科診療支援病院であるが故、認知症対応

の側面からも歯科口腔外科疾患治療の側面からも地域の医療・歯科医療・介護の連携拠点となっ

ている。また、認知症や高齢者の食支援にも力を入れ、「食力の会」や「紫蘭の会」を通して他職

種から得られる情報をまとめ、連携の工夫や改善点を常にアップデートし、地域の歯科医師会に

つなぐ役割を担っている。具体的には 10 年前より、年間事業として七尾市および石川県歯科医師

会に向けた「認知症対応力向上研修」「食支援対応研修」を 3 回／年開催している。歯科医師や歯

科衛生士を対象に、認知症の基礎知識、薬剤と口腔機能・摂食機能との関係、ミールラウンドの

観察ポイント、対応策について座学研修するとともに、グループワークとして「い～とみるカー

ド」を使用した認知症高齢者の事例検討とバーチャル食支援を行っている（コロナ禍の 3 年間は

中止）（図 22）。毎年、約 100 名が参加し、多角的な視点で認知症の人の口腔健康管理と食支援に

ついて学んでいる。 
2019 年より石川県の助成事業として認可され、教育研修シラバスを作成した（石川県高度・専

門医療人材養成支援事業）。シラバスは、基礎編と応用編を併せて全 20 章から成り、研修開催毎

に確認テストを実施し、段階的に学習するプログラムとなっている。基礎編は、①老化につい

て、②高齢者の特徴、③バイタルサインの読み方、④血液データの読み方、⑤栄養の評価、⑥摂

食嚥下障害概論、⑦解剖と生理、⑧薬剤の知識、⑨疾患別にみる摂食嚥下障害、⑩食支援の 10 章

で構成される。一方、応用編は、⑪問診のポイント、⑫身体・神経学的所見、⑬胸部・頚部聴

診、⑭嚥下スクリーニングテスト、⑮嚥下内視鏡検査、⑯嚥下造影検査、⑰間接訓練と直接訓

練、⑱食事場面の観察ポイント、⑲食事介助と支援の在り方、⑳症例検討の 10 章で構成される。 
また、「食力の会」では、近隣の青果鮮魚スーパー「中島ストア」と協力し、移動スーパー「ま

んぷく丸」を七尾市内で運行している（図 23）。特に高齢化の著しい過疎地を選定して定期的に食

品や口腔ケア・介護物品を移動販売しているが、単なる物品販売ではなく、フリーランスの管理

栄養士が帯同し、認知症高齢者を介護する側の家族に向けた調理指導や栄養指導も行う。さら

に、老老介護の世帯においては定期巡回することにより見守りの役割も果たしており、地域住民

からは好評である。 
 
 
 
 
 
 

  
 

   図 23 「まんぷく丸」による定期巡回 
  

図 22 「い～とみるカード」を使用した認知症
高齢者の食支援研修・事例検討会 
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(6) 課題と今後の展開

約 10 年間にわたり、当地域では各職能団体が中心となって認知症の人に対する事業を推進して

きた。歯科医療従事者も口腔健康管理や食支援について期待と使命感を持って参加する人数は増

えているが、他の職種に比べると参画している人数はまだまだ少なく、また連携についても温度

差がある。例えば「ななお認知症ほっとけんステーション」の参加について、薬局（調剤）の加

盟は一挙に拡散したが、歯科医院の加盟は数件に留まっており、歯科医師の認知症に対する偏見

と診療の手間などがネックになっていると考えられる。また、当地域の歯科医師会員の高齢化も

訪問診療を含めた展開の妨げとなっているため、われわれ病院歯科口腔外科も院内の取り組みに

留まることなく、要請があれば積極的に訪問診療に出向く姿勢をとっている。さらに、一軒でも

多くの歯科医院に「ななお認知症ほっとけんステーション」の認定を受けてもらえるよう認知症

疾患医療センターが指定されている病院の歯科口腔外科として引き続き啓発していきたい。
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3. モデル事例②：愛知県大府市

認知症疾患医療センターのある一般病院と院内歯科における連携開始例について 

(1) 地域の基本情報

地域 大府市

区市町村人口 92,828 人（2022 年 12 月末現在） 
うち 65 歳以上 
高齢者人口

20,118 人（構成比 21.71％） 

市内の認知症疾患

医療センター
国立長寿医療研究センター もの忘れセンター

市内の認知症

サポート医等数
認知症サポート医養成研修修了者 7 名（医師会ホームページより） 

同歯科診療所数 歯科医師会員診療所 35 件 

(2) 事例の概要

現在、歯科医療従事者は認知症診断後多職種協働支援に十分に加わることができておらず、認

知症分野での医科歯科連携推進が求められている。認知症疾患医療センターが存在する当院にお

いても、これまで個々の歯科紹介事例はあっても、もの忘れセンターと歯科として連携の仕組み

の構築まではなされていなかった。

今回、認知症患者の状況に応じた継続的な口腔健康管理を地域で実施できる医科歯科連携シス

テムを構築することを目的とし、もの忘れセンターと歯科、つまり一般病院における認知症疾患

医療センターと院内歯科間での連携開始例を報告する。具体的には、軽度認知障害もしくは認知

症と診断された方等に当科を受診していただき、口腔内環境の確認や今後起こりうるリスクを説

明の上、歯科受診の重要性を説明する。患者の同意を得た上で、かかりつけ歯科または近歯科医

院へ病状も踏まえた情報提供を行い、認知症疾患医療センターから地域の歯科医院へ情報をつな

ぐコネクションの役割を担う。

(3) 認知症疾患に関する医療介護連携・地域づくりのプロセス

i.もの忘れセンターとの相談

具体的な連携システムの相談のため、2022 年 9 月もの忘れセンター センター長と、同年 10
月にもの忘れセンター医師との面談を実施し、下記のご意見をいただいた。

①もの忘れセンターの全医師を説得できるような、認知症患者が歯科受診するメリット、エビ

デンスも含めもっと訴えるものがほしい。

②周術期口腔機能管理は誤嚥性肺炎予防などが医師にも周知されているから納得してコンサル

トしているだろうが、認知症はそれがあまり知られていないので、現状ではコンサルトは現実

的に厳しいだろう。
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③連携と同時進行的に認知症患者への口腔健康管理の重要性のエビデンスを積み上げていく必

要があるのではないか。 
④認知症診断時は神経心理学的検査に加え、高齢者総合機能評価や血液検査、脳血流シンチグ

ラフィーや MRI など検査が多く、患者や患者家族は口の中のことまで考えられない、という人

も多いのではないか。 
⑤患者負担、もの忘れセンタースタッフの負担も考慮した現実的な連携開始案を考えてほし

い。 

ii. トライアル実施による課題抽出 
スタッフの負担がどの程度あるか、認知症患者、ご家族が歯科受診に対してどの程度希望があ

るかを調査するために、一部のもの忘れセンター医師に協力いただき、もの忘れセンター受診

患者の歯科コンサルトトライアル期間（10 月から 2 ヶ月間）を設けていただいた。トライアル

期間の 2 ヶ月間でコンサルトをいただいた 2 ケースについては後述する。トライアルで判明し

たコンサルトする際の課題としては、①患者にかかりつけ歯科がある場合や歯科受診希望がな

い場合、受診を強くすすめることが困難、②諸検査、診察に非常に多くの時間を要し、それに

加えて歯科受診をすすめることは時間的に負担、というものであった。そのような課題を受け

て、連携開始案として、1)もの忘れセンター初診時の問診票に「かかりつけ歯科 有・無」の

項目を入れる、2)歯科受診のすすめとして、もの忘れセンターでパンフレット（図 1）を配

布、設置する、3)「歯科もの忘れセンター連携枠」という予約枠を新たに作成し、希望者自身

で歯科受診予約をとってもらう、という現実的な連携案を歯科側から提示した。以上のもの忘

れセンタースタッフの負担に配慮した提案はもの忘れセンター長と医師たちに受け入れられ、

もの忘れセンターと歯科との連携が開始されることとなった。 
連携の開始に伴い、これまでは歯科関係者が参加していなかったもの忘れセンター運営会議

に歯科代表者の参画が認められた。医師や看護師、臨床心理士、作業療法士、医療事務員等が

集うもの忘れセンター運営会議に当科代表者が参加し、今後具体的な連携を始めていく予定で

ある。 

   
図 1 歯科口腔外科からのパンフレット 表面・裏面 
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(4) 活動内容・成果

【症例 1】
70 歳、男性。 
 主訴

前歯がぐらぐらします。

 現病歴

（家族からの聴取）数ヶ月前に上顎前歯が動揺するとの訴えがあった。

その後、訴えがなくなったので放置していた。

 身長・体重

151.3cm, 52.8kg
 認知症診断名

アルツハイマー型認知症（診断 2010 年）

 既往歴

なし

 内服

なし

 居住環境

妻、長女と同居

 直近の神経心理学的検査（2018 年）

Mini-Mental State Examination（MMSE）：18 点/30 点（時間の見当識-4 点、場所の見当識

-2 点、遅延再生-3 点、3 段階の口頭命令-2 点、図形模写-1 点）

Alzheimer's Disease Assessment Scale（ADAS）：22.4 点/70 点

レーヴン色彩マトリックス検査（RCPM）：28 点/36 点

前頭葉機能検査 Frontal Assessment Battery (FAB)：11 点/18 点

バレー徴候：上肢（-）、下肢（-）
 紹介経緯

もの忘れセンターの認知症専門医による問診で 10 年近くかかりつけ歯科を受診していなかっ

たことが判明した。口腔に関するエピソードを家族に確認したところ、以前に本人から上顎

前歯の動揺の訴えがあったが、その後放置していた、とのことだった。口腔内の精査および

口腔衛生管理を目的として当科初診となった。

 口腔内所見

全顎的にプラークが多量に付着しており、歯肉腫脹を認めた。上下顎臼歯部には歯頚部う蝕

が認められた。３┘歯冠破折。6┐遠心歯頚部二次う蝕、動揺度 2 度。┌67根尖部透過像を認

める。
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 オルソパントモグラフ

 口腔機能検査（カッコ内は基準値）

口腔粘膜湿潤度：30.0、30.8、31.0（27 未満）

TCI（Tongue Coating Index）：16.6％（50%以上）

舌圧：23.1kPa、21.5kPa、19.9kPa（30kPa 未満）

＊舌圧検査の手技を理解できていない様子だった。ミラーを舌で押し返す力は弱かった。

咬合圧（口腔機能モニター Oramo-bf）：96N
＊６┐の動揺（動揺度 2 度）をかばい、強く噛めていない可能性があった。

咀嚼能力（色変わりガム）：スコア 3
細菌カウンター：2.27×107 （レベル 5）

判定：舌の運動機能と咬合力の低下を認め、口腔内細菌数も多いことが示された。

指導：日々のブラッシングはセルフケアのみであったとのこと。セルフケアだけで口腔衛生

状態を維持することは困難であることを家族に説明した。本人によるセルフケアに加えて、

患者の自尊心を尊重しつつ、家族による介助ブラッシングを行うことを勧めた。また全顎的

にう蝕や歯周病が認められることから、かかりつけ歯科の受診再開または当科での歯科治療

開始を勧めた。口腔機能に関しては舌圧の低下が疑われたため、家庭内での会話の頻度を上

げることから始めるように指示した。

 経過

硬膜下血腫により他院に入院となり、現在もの忘れセンターと当科の受診が途絶えている。

次回受診予定日にかかりつけ歯科の受診の有無を聴取し、口腔内環境の再評価を実施する予

定である。今後はかかりつけ歯科の歯科医師、もの忘れセンターの認知症専門医と連携をと

りつつ、本人の理解力、予備力を推し量りながらセルフケア、口腔ケアのしやすさを重視し

た歯科治療と口腔衛生管理を中心とした対応を行っていく。

 考察・課題

10 年以上にわたりかかりつけ歯科の受診が途絶えていた症例である。本人からの疼痛の訴え

がないことから、家族やケアスタッフも口腔内環境の悪化に気づくことができていなかっ

た。認知症の進行によりセルフケア能力が徐々に低下していったと考えられ、重度の二次う

蝕や歯周病が散見された。認知症の初期段階から歯科医療とのつながりを保てていれば、見

当識などが維持された状態で歯科治療に臨むことができ、その後の口腔衛生状態の悪化も緩

やかにできた可能性がある。
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【症例 2】 
70 歳、男性。 
 主訴 

口腔機能検査希望 
 身長・体重 

160.3cm, 62.9kg 
 嗜好 

酒、たばこ共になし 
 既往歴 

高コレステロール血症、高血圧、緑内障、腰痛、足関節骨折（金属あり） 
 内服 

ノルバスク 5mg、キサラタン点眼、サンコバ点眼 
 居住環境 

妻、長女と同居 
 神経心理学的検査 

（2022 年 10 月） 
眼球運動:intact、顔面運動:intact、構音障害なし、上肢 Barre:-/-、指鼻試験:intact、筋拘縮:
なし、歩行:Normal、狐の形:±（左手が間違い）、ハトの形:OK、歯磨きのまね:OK、左右失

認:なし、線分二等分試験:midline 
（2022 年 12 月） 
MMSE：26/30(時間-1，場所-2，遅延-1)、想起：5/5、ADAS：9/70、RCPM：32/36、
FAB：12/18、順唱:6、逆唱:3、倫理的記憶Ⅰ:18(42percentile)、倫理的記憶

Ⅱ:16(63percentile)、脳血流シンチ:側頭頭頂葉、後頭葉外側に右側優位の血流低下。後頭葉

内側に左側優位の軽度血流低下。血液検査：ビタミン B12 の軽度低下 228pg/ml(233-914)、
心電図：洞調律 HR50 回/分、脳波：左正中を中心に spike を認める。GDS 2/15 

 診断 
てんかんの可能性（2023 年 1 月） 

 紹介経緯 
コグニ倶楽部（市と当センター主催の健康増進教室）にて記憶力、注意力が低かったことを

指摘され、心配になり国立長寿医療研究センターもの忘れセンター受診した。鍵をどこに置

いたか忘れたりするもの忘れは時々あり、昔から何回も同じことを聞くと言われることがあ

った。日常生活はすべて自身で出来ている。家族からは自分の計画がうまく立てられなかっ

たり、用事があるのに忘れてしまうことがある、という訴えがあった。もの忘れセンター受

診時に主治医より歯科での口腔内チェックと口腔機能検査の提案をしたところ、希望があり

後日歯科受診の運びとなった。歯科初診時にパントモグラフ撮影、口腔内診査、口腔機能検

査を実施することとなった。 
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 口腔内所見

清掃状態は歯間部にプラーク付着認めるが概ね良好。7┐は欠損しているが欠損補綴はしてい

ない。明らかなう蝕・根尖病巣は認めない。

 オルソパントモグラフ

 口腔機能検査

口腔水分量：29.4、29.7、29.5
TCI（Tongue Coating Index）：50％
舌圧：29.1kPa、32.6kPa、29.6kPa
咬合圧：724N
咀嚼能力(グルコセンサー検査)：278mg/dL
舌口唇運動機能：「パ」6.2 回/秒、「タ」6.6 回/秒、「カ」6.2 回/秒
EAT-10：0 点

RSST：7 回

細菌カウンター：1.87×107 （レベル 5）

判定：口腔機能低下は認めない。

指導：口腔機能の低下によるトラブルを説明した。また口腔機能を維持するため口腔体操の

励行や定期的な歯科受診の必要性について説明を行った。

 経過

普段の歯科メインテナンスはかかりつけ歯科にて行っていることから、今回のもの忘れセン

ター受診から口腔機能検査実施までの流れと口腔機能検査結果を診療情報提供書の作成を

し、かかりつけ歯科に患者情報の共有を図った。また健康意識が高く口腔機能についても意

欲的な患者であったことから、口腔機能の変化を計測するため、当科の受診予約を半年後に

取得し、今後も経過を追っていくこととなった。また、もの忘れセンターからはてんかんの

疑いに関する精査を目的にてんかんセンターへ紹介がなされ、少量の抗てんかん薬（ビムバ

ット 50mg 1 日 2 回朝夕）から内服開始となった。また車の運転は控えるように指示があっ

た。今後もてんかんセンターにて経過を追っていく予定となり、当科と併診予定である。
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 考察・課題  
本症例は、認知機能の低下を指摘されたことを契機にしたもの忘れセンター受診であった

が、結果的に認知症の鑑別診断のための一連の検査からてんかんが診断された症例である。

もの忘れセンターからの紹介であっても認知症でない可能性があること、また認知症ではな

い疾患であっても今後の機能低下や薬剤性歯肉炎の発症の可能性など継続的な口腔管理の必

要性があることを改めて認識する症例であった。 
 

【振り返り】 
トライアルとして実施した 2 症例を通して、口腔内診査、口腔機能検査の実施に際しては人的・

時間的負担も課題となった。今後、紹介患者が増加した場合、実施の効率化、人員配置が必要と

考えられた。 
 
(5) 病院歯科としての役割・貢献 

国立長寿医療研究センターは認知症疾患医療センターを持つ一般病院である。全国的には、認

知症疾患医療センターの指定を受けている病院のうち、歯科または歯科口腔外科がある病院は半

数以下である。今回の取り組みは認知症疾患医療センターと歯科、その両方をもつ病院であるか

らこそ実現できた取り組みである。 
一般的に病院歯科では、口腔外科疾患や認知症以外のいわゆる有病者の歯科疾患については病

診連携、後方支援など地域との連携が盛んになされている。しかしながら認知症患者に関して

は、対応に時間がかかる、対応できる人がいない、などを理由に診療を行っていない病院歯科も

少なくない。それぞれの病院歯科に地域で果たすべき病院機能があり、一概にすべての病院歯科

が認知症患者を受け入れるべき、とは言い切れない。 
一方で、認知症疾患医療センターは認知症の鑑別診断だけでなく診断後の初期支援や地域連携

拠点機能を担っており、鑑別診断目的に受診する患者には、認知症初期で通常歯科対応が可能な

者も多く含まれている。認知症初期段階の生活の混乱に関連する支援ニーズは多岐にわたるが、

その時点で口腔内が無症状である多くのケースで歯科ニーズが顕在化されにくい点は、当センタ

ーにおいてもの忘れセンター医師との相談で指摘されたとおりである。認知症が進行する前から

継続的な歯科との関りが必要であることは、認知症施策推進大綱にも書かれている通りである。 
したがって、認知症疾患医療センター、歯科がともに存在する一般病院の歯科においては、地

域の歯科医院へ情報をつなぐコネクションの役割を担い、認知症の容態の変化に応じて、切れ目

なく、口腔健康管理が実施できるように、認知症患者の口腔管理のハブとしての役割を果たすべ

きではないだろうか。そのためには、まず歯科、認知症疾患医療センターがともに存在する病院

の歯科が現在どのような連携をしているか、認知症患者をどの程度診療できるマンパワー、キャ

パシティがあるかを調査する必要があると思われる。その上でそれぞれの地域に合った連携シス

テムを構築する必要があるのではないだろうか。 
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(6) 課題と今後の展開 
今回、我々は地域で実施できる認知症患者のための医科歯科連携システムを構築することを目

的とし、同一病院内の認知症疾患医療センターと歯科との連携を開始した。連携のトライアルに

より、医師側からのコンサルトの難しさや人的・時間的負担についての課題が浮き彫りとなっ

た。この試みによって、同一病院内であっても認知症患者に関する医科歯科連携は容易でないこ

とが明らかとなった。認知症患者にシームレスな歯科医療を提供するためには、診断後支援の段

階から歯科関係者が関わることが不可欠である。認知症疾患医療センターから地域の歯科医院へ

情報をつなぐコネクションとなり、認知症の容態の変化に応じて適時・適切に切れ目なく、その

時の容態に応じた口腔健康管理が実施可能となるシステムを構築するため、もの忘れセンター運

営会議で顔が見える関係を作りつつ課題をひとつひとつ解決し、認知症患者に真に寄り添ったシ

ステムを組み立てていきたい。 
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4. モデル事例③：香川県西部 
 
認知症診療を担う病院を中心とした歯科医療提供体制構築を目的とした 

機能的な医科歯科連携体制の構築 

 
(1) 地域の基本情報 

地域 香川県西部（三豊市・観音寺市） 
区市町村人口 119,295 人（令和 2 年 10 月 1 日現在、国勢調査） 
うち 65 歳以上 
高齢者人口 

42,199 人（構成比 35.4％）（令和 2 年 10 月 1 日現在、国勢調査） 

市内の認知症疾患

医療センター 
西香川病院 

市内の認知症 
サポート医等数 

もの忘れ相談医等 6 名（医師会ホームページより） 

同歯科診療所数 歯科医師会員診療所 47 件 
 
(2) 事例の概要 

当地域の認知症診療を担う主な病院として、認知症疾患医療センターが併設される三豊市立西

香川病院と橋本病院があり、本モデル事業ではこの 2 病院を中心に歯科医療提供体制構築を目的

とした機能的な医科歯科連携体制の構築を目的としたモデル事業を令和 3 年度から実施した。西

香川病院は、高齢者に対する慢性期の医療や介護、リハビリテーションに重点を置いて運営され

ており、精神科療養病棟、回復期リハビリテーション病棟、療養病床さらにデイサービスも運営

している。西香川病院は歯科標榜科が無いが、地域基幹病院である三豊総合病院当院から訪問歯

科診療、訪問口腔ケアを行っており、地域の歯科医師会と連携しながら回復期病棟入院中で歯科

診療の必要な患者に対し歯科医療を提供している。一方で、認知症に特化した連携はなされてお

らず、モデル事業実施前は、西香川病院の精神科外来患者で歯科治療ニーズが有りながら受診出

来ていないケースが有ることの報告を受けていた。また認知症主治医に相談しても歯科治療ニー

ズの情報提供が不十分なこともあり、かかりつけの歯科への受診勧奨のみに止まっているのが現

状であった。そこで精神科での歯科への理解を促すと共に、精神科主治医から歯科へ紹介しやす

い環境を作る事を目的に地域連携体制の構築を目指すために、地域歯科医師会と連携し、①認知

症歯科治療連携フロー作成、②地域認知症対応歯科医療機関リスト作成、③認知症歯科治療医科

歯科連携ツール作成（歯科紹介状フォーマット（精神科から）など）を、モデル事業を通じ行っ

た。医療法人社団和風会橋本病院は認知症治療病棟、回復期リハビリテーション病棟を運営して

いる。橋本病院にも歯科標榜科がなく、まんのう町国保造田歯科診療所から週 1 回歯科訪問診療

で歯科治療ニーズに対応していた。令和 4 年度からは、歯科衛生士 3 人が採用され、病棟に配置

されている。病棟配置された歯科衛生士によるニーズを把握と訪問歯科との情報共有のシステム

づくり、さらに病院歯科口腔外科との連携を本モデル事業を通し行った。 
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(3) 認知症疾患に関する医療介護連携・地域づくりのプロセス

香川県では歯科医師会を中心に以前から周術期口腔機能管理連携体制の構築を行っていた。本

連携は病院周術期担当科などとの連携（医科歯科連携）が含まれていたため、今回は本連携構築

の経験を活かし、認知症に焦点化した精神科を軸とした地域連携体制の構築を目指した。令和 3
年度は、三豊総合病院歯科口腔外科（後藤医長）、まんのう町国民健康保険造田歯科診療所（木村

所長）、認知症疾患医療センターの担当地区である 2 市の 2 歯科医師会長、さらに香川県歯科医師

会高齢者歯科保健担当理事などにより、本モデル事業を実施した。

① 三豊・観音寺認知症患者歯科治療受け入れ連携（認知症歯科治療連携）フロー案作成

本地域の認知症歯科連携体制検討の初動として、地域の医療インフラメーションなども参考

に知症患者歯科治療受け入れ連携フロー案の作成を行った。事前の西香川病院などからの聞き

取りから、外来・訪問診療の 2 通りの対応が必要と判断した。また、基本的な方針としては、

かかりつけ歯科が可能な範囲で対応し、対応困難なケースは後方支援病院である三豊総合病院

歯科口腔外科で対応することとした。かかりつけ歯科を持たないケースは各地区（合併前の市

町単位）でメインとなって行う歯科医院を推薦してもらい対応することとなった。

図表 1 フロー試案作成 

② 地域認知症対応歯科医療機関リスト作成

認知症歯科治療連携フローで、かかりつけ歯科を持たないケースへの対応が課題となり、協

議の結果、地域認知症対応歯科医療機関リストの作成を行うこととなった。リスト作成の基礎

情報収取目的に、地域歯科医師会所属歯科医院を対象に、本モデル事業説明および認知症受け

入れに関するアンケート郵送調査を行った。46 院所中 35 の返信があり、そのうち 29 院所から

事業協力が得られた。以上の情報を基に認知症対応可能なレベル（認知症重症度など）をまと

めたリストを作成し、歯科治療に関する紹介する際の参考資料として西香川病院精神科担当医

師へ提供した。
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図表 2 地域認知症対応歯科医療機関リスト 

③ 認知症診療を担う病院特性を踏まえた認知症歯科連携体制の検討

当地域の認知症診療を担う主な病院として、西香川病院と橋本病院があるが、2 つの病院は歯

科専門職勤務状況の違いが有り、橋本病院は歯科衛生士が勤務している。そこで、本モデル事

業では、歯科専門職（歯科衛生士）勤務の有無（無：西香川病院、有：橋本病院）別に、認知

症の歯科連携に関する検討を試みた。

1) 歯科専門職勤務無：西香川病院

・認知症の人を対象とした歯科対応ニーズ実態把握アンケートの作成

西香川病院は一般社団法人 三豊・観音寺医師会により運営されている公立病院で、高齢者

に対する慢性期の医療や介護、リハビリテーションに重点を置いている。特に増加著しい認知

症に対し、どうすればより良いケアを提供できるかを精神科医師であり院長である大塚医師を

中心に取り組み、香川県西部を担当する認知症疾患医療センターとして地域医療を担ってい

る。

当地域の認知症患者に対する医療は西香川病院を中心に行われているが、歯科医療について

は連携体制の構築が行われていなかった。また、西香川病院では歯科専門職が在籍しておら

ず、入院患者で歯科治療・口腔衛生管理のニーズが発生したときは歯科医師会と連携し訪問歯

科診療にて対応していた。そんななか昨年度、三豊市歯科医師会・観音寺市歯科医師会を中心

とし認知症になっても地域で歯科医療を受け入れるようにするための体制づくりに取り組み、

西香川病院で歯科治療ニーズが発生した時の歯科医院の受け入れ態勢の構築を行った。

今年度は西香川病院に併設する認知症患者を受け入れている認知症デイケアの利用者の家族

に対して、歯科治療ニーズの実態把握を目的としたアンケート調査を行った。調査はデイケア

を木曜日に利用している利用者の家族に対して実施した。また、そこで歯科治療の希望があっ

た利用者に対して診察を行い、治療が必要なケースについては受け入れ連携フローの試案・リ

ストに従い紹介を行った。

三豊・観音寺市　認知症患者の歯科治療受け入れリスト

市 歯科医院名
認知症対応研修
受講スタッフ

待ち時間調整 スロープ
訪問診療
での対応

かかりつけ
認知症軽度

かかりつけ
認知症中等度

かかりつけ
認知症重度

かかりつけで無い
軽度

かかりつけで無い
中等度

かかりつけで無い
重度

観音寺市 三豊総合病院 いる 事前に聞いていれば可能 あり 可能 治療可能 治療可能 治療可能 治療可能 治療可能 治療可能
観音寺市 A歯科クリニック いる 事前に聞いていれば可能 あり 可能 治療可能 治療可能
観音寺市 Bデンタルクリニック いる 事前に聞いていれば可能 あり 可能 治療可能 治療可能 口腔ケアのみ 治療可能 口腔ケアのみ 口腔ケアのみ
観音寺市 C歯科クリニック いる 事前に聞いていれば可能 あり 不可能 治療可能 口腔ケアのみ 対応不可 治療可能 口腔ケアのみ 対応不可
観音寺市 D歯科医院 いる 事前に聞いていれば可能 あり 不可能 治療可能 治療可能 対応不可 治療可能 対応不可 対応不可
観音寺市 E歯科医院 いない 事前に聞いていれば可能 あり 応相談 治療可能 治療可能 治療可能 口腔ケアのみ 口腔ケアのみ 口腔ケアのみ
観音寺市 F歯科医院 いる 事前に聞いていれば可能 あり 不可能 治療可能 治療可能 口腔ケアのみ 治療可能 治療可能 口腔ケアのみ
観音寺市 G歯科医院 いない 事前に聞いていれば可能 なし 可能 治療可能 治療可能 治療可能 治療可能
観音寺市 H歯科医院 いない 事前に聞いていれば可能 あり 不可能 治療可能 口腔ケアのみ 対応不可 口腔ケアのみ 対応不可 対応不可
観音寺市 I歯科医院 いない 事前に聞いていれば可能 あり 可能 治療可能 治療可能 口腔ケアのみ 治療可能 治療可能 口腔ケアのみ
観音寺市 J歯科クリニック いる 事前に聞いていれば可能 なし 可能 治療可能 治療可能 治療可能 治療可能 治療可能 治療可能
観音寺市 K歯科 いない 事前に聞いていれば可能 あり 可能 治療可能 治療可能 治療可能 治療可能 治療可能 治療可能
観音寺市 L歯科医院 いない 事前に聞いていれば可能 あり 不可能 治療可能 対応不可 治療可能 対応不可
観音寺市 M歯科医院 いない 事前に聞いていれば可能 なし 可能 口腔ケアのみ 口腔ケアのみ
観音寺市 N歯科医院 いない 事前に聞いていれば可能 なし 不可能 治療可能 口腔ケアのみ 対応不可 治療可能 口腔ケアのみ 対応不可
観音寺市 O歯科クリニック いない 事前に聞いていれば可能 あり 不可能 治療可能 口腔ケアのみ 口腔ケアのみ 治療可能 口腔ケアのみ 口腔ケアのみ
観音寺市 P歯科医院 いない 事前に聞いていれば可能 あり 不可能 治療可能 口腔ケアのみ 対応不可 口腔ケアのみ 対応不可 対応不可
三豊市 Q歯科医院 いる 事前に聞いていれば可能 あり 可能 治療可能 治療可能 治療可能 治療可能
三豊市 R歯科医院 いない 事前に聞いていれば可能 なし 可能 治療可能 対応不可 対応不可 治療可能 対応不可 対応不可
三豊市 S歯科医院 いる 事前に聞いていれば可能 あり 可能 治療可能 治療可能 治療可能
三豊市 T歯科医院 いる 事前に聞いていれば可能 あり 不可能 治療可能 治療可能 口腔ケアのみ 口腔ケアのみ 対応不可 対応不可
三豊市 U歯科医院 いる 事前に聞いていれば可能 あり 可能 治療可能 口腔ケアのみ 対応不可 治療可能 口腔ケアのみ 対応不可
三豊市 V歯科クリニック いない 調整困難 あり 不可能 治療可能 治療可能 口腔ケアのみ 治療可能 治療可能 口腔ケアのみ
三豊市 W歯科医院 いる 事前に聞いていれば可能 なし 可能 治療可能 治療可能 治療可能 治療可能 対応不可
三豊市 X歯科医院 いる 事前に聞いていれば可能 あり 可能 治療可能 治療可能 口腔ケアのみ 治療可能 治療可能 口腔ケアのみ
三豊市 Y歯科医院 いない 事前に聞いていれば可能 あり 不可能 治療可能 対応不可 対応不可 対応不可 対応不可 対応不可
三豊市 Z歯科医院 いる 事前に聞いていれば可能 あり 可能 治療可能 治療可能 治療可能 治療可能 治療可能 治療可能
三豊市 AA歯科医院 いない 事前に聞いていれば可能 あり 可能 治療可能 治療可能 対応不可 治療可能 対応不可 対応不可
三豊市 AB歯科医院 いない 事前に聞いていれば可能 あり 可能 治療可能 対応不可 対応不可 治療可能 対応不可 対応不可
三豊市 AC歯科医院 いない 調整困難 なし 不可能 治療可能 治療可能
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図表 3 アンケート用紙 

アンケートは利用者の 9 割にあたる 37 名から回収した。そのうち、歯科治療の希望は約 4
割（16 名）であったが、口腔内に問題があるかの設問に対しては、問題を把握しているのが

10 名であり、その他は問題を把握していないが診察を希望するケースがみられた。これは具体

的な問題点は把握していないが、口腔清掃状態が不良であり口腔内に問題がありそうだと認知

症患者の家族が感じていた結果と推察される結果であった。

図表 4 アンケート結果 
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2) 歯科専門職勤務有り：橋本病院

橋本病院は 156 病床で認知症治療病棟（約 60 人）・回復期リハビリテーション病棟（約 89
人）を運営している。外来の診療科目は内科、外科、整形外科、泌尿器科、心療内科、精神

科、放射線科、リウマチ科、リハビリテーション科である。また、関連施設として通所リハビ

リテーションセンター、訪問リハビリテーションセンター、指定居宅介護支援事業所、特別養

護老人ホーム、ケアハウスを運営している。当該医療法人の橋本康子理事長は現在、日本慢性

期医療協会の会長をされている。

令和 3 年度までは、認知症治療病棟及び回復期リハビリテーション病棟の入院患者の歯科治

療ニーズに対しては、まんのう町国保造田歯科診療所から週 1 回の歯科訪問診療で対応してい

た。回復期リハビリテーション病棟入院患者は、ほとんどが高齢者で認知症と診断された患者

も多く、回復期リハビリテーション治療終了後に認知症治療病棟に転院となるケースも少なく

ない。歯科治療ニーズに関しては歯科担当病棟看護師が入院患者の歯科治療ニーズを聴取し、

訪問日前に FAX により歯科診療依頼の情報を送付していた。入院患者の口腔ケアに関しては、

主に言語聴覚士が担当しており、言語聴覚士本来の業務に支障があるうえに、口腔衛生管理が

十分できていないことから、看護師長から歯科訪問診療を実施している、まんのう町造田歯科

診療所に相談があり、最終的に歯科衛生士を採用し病棟配置することになった。

令和 4 年度からは歯科衛生士が 3 人採用されることになり、歯科治療ニーズは病棟配置され

た歯科衛生士が把握し、歯科訪問診療前に歯科医師に連絡調整する流れとした。このシステム

に変更することにより、歯科治療ニーズが適切に把握できるようになった。さらに、義歯調整

後のフォローや抜歯後の経過など、歯科診療後の経過観察も歯科衛生士が担当することになり

歯科治療依頼は減少した。歯科訪問診療では対応が困難なケースについて、後方支援病院であ

る三豊総合病院歯科口腔外科に紹介する流れもスムーズとなった。

認知症患者の歯科医療提供体制に関する今後の課題としては、認知症病棟、回復期リハビリ

テーション病棟認知症患者が退院後にかかりつけ歯科医に引き継ぐ歯科連携対応の流れを病棟

配置された歯科衛生士が構築することである。さらに、病棟スタッフへのアンケート調査で

は、「今後、歯科衛生士へ期待すること」について、患者の個別的な歯科的注意点を記載し情報

共有すること、栄養や認知の評価を一緒にしてほしいとのことであった。
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(4) 活動内容・成果

本モデル事業は先に提示した認知症歯科治療連携フローを基に実施した。モデル事業で実際に

フローに沿って連携した症例をピックアップし以下に示す。

【症例１】

認知症歯科治療連携フローを活用した連携事例

本事例は認知症歯科治療連携フローの西香川病院から、かかりつけ歯科医院である A 歯科医

院へ認知症の情報を提供し連携した事例である。

90 歳代女性、アルツハイマー型認知症及び大腿骨転子部骨折の既往あり。 
西香川病院精神科受診時に下顎総義歯が浮き上がり食事が十分に食べられないことを訴え

た。

そこで同席した精神保健福祉士がかかりつけ歯科医院が A 歯科医院であることを家族より聴

取し、認知症歯科治療連携フロー（前掲）および受け入れリスト（前掲）にて A 歯科医院が認

知症患者の受け入れを行っていることを確認した。

受け入れ条件に合致したため精神科主治医より A 歯科医院宛に紹介状を作製、その後かかり

つけ歯科医院を受診し義歯調整が行われた。受診の際、予約の電話をして認知症患者であまり

長い時間待てないこと等患者情報を伝え、待ち時間が少なくなるようになどの受け入れ態勢調

整できたため、診療もスムーズに実施することが出来た。

【症例 2】 
三豊システムで地域基幹病院歯科口腔外科へ紹介となった習慣性顎関節脱臼症例

本事例は認知症歯科治療連携フロー（前掲）の橋本病院から、かかりつけ歯科医院が無く、

歯科専門職（歯科衛生士）からの歯科関連情報を踏まえ、認知症の情報も含め地域後方支援病

院である三豊総合病院歯科口腔外科へ紹介となった症例である。

80 歳代男性、心原性脳塞栓症。脳梗塞後遺症、脳血管性認知症の既往あり。 
橋本病院入院中、右側顎関節脱臼があり、歯科衛生士の情報提供により、まんのう町国保造

田歯科診療所からの歯科訪問診療にて徒手整復した。その後、再発を防止するため「あごバン

デージ®」を装着し開口制限するように指示していたが、認知症により自身で外してしまうた

め、再脱臼、整復を繰り返していた。

橋本病院及びまんのう町国保造田歯科診療所より地域基幹後方支援病院の三豊総合病院歯科

口腔外科に紹介したところ、いったん頸椎カラー装着を指示され、顎関節腔への自己静脈血注

入療法について検討することになった。橋本病院主治医と三豊総合病院歯科口腔外科主治医が

連携し、抗凝固剤エリキュース®を休薬して顎関節腔への自己静脈血注入療法を施行し、経過良

好となった。
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(5) 歯科医師会・歯科診療所としての役割・貢献 
昨年度事業（令和 3 年度老人保健事業推進費等補助金老人保健健康増進等事業「認知症の状況

に応じた高齢者の継続的な口腔機能管理に関する調査研究事業」）により、香川県西部において、

香川県歯科医師会及び 2 市歯科医師会、後方支援病院と認知症疾患医療センターにおける連携体

制を構築できた。それまでは、認知症診療を担う病院には歯科標榜科を有しておらず、認知症診

療において医科歯科連携体制はほとんど機能していなかった。在宅や施設において、歯科治療に

関する相談が認知症疾患医療センターに持ち込まれたとしても、歯科は専門外であり、適切な歯

科医療機関を選択し、歯科受診を勧奨することができなかった。しかし、昨年度事業であった地

域歯科医師会の会員に対するアンケート調査により、認知症の程度に応じた各歯科医療機関の診

療機能をグレーディングする歯科診療の認知症連携リストの作成がなされた。このことにより医

科、歯科ともに認知症患者の歯科治療への理解が深まりよりスムーズな歯科受診へつなげる一助

になった。 
アンケートに想定治療の自由記載欄を設けたが、記載内容の多くは充填や義歯の調整・新製な

どの一般歯科診療、口腔ケアなどの記載が多かった。抜歯など外科処置には対応不可能な場合が

ある旨の記載も数件見られた。後方支援病院としての役割は、その辺りが求められる可能性が考

えられる。 
今回スムーズな認知症連携リスト作成が行えたのは、日頃歯科医師会の先生方と顔が見える連

携が取れていたことが大きかったと思われる。香川県歯科医師会でこれまでも連携を趣旨とした

リスト作成を周術期口腔機能管理において行われており、連携への理解があったことも大きいと

思われた。また、認知症患者の連携において一番困ることは、自院で対応できないような患者が

紹介されてきたときにどうするかという事である。その点について、後方支援病院である当院が

積極的に受け入れる事を表明したことも歯科医院の先生方の安心につながったと思われる。 
 

(6) 課題と今後の展開 
本事業で認知症連携リストの作成を行い、円滑な連携をし得た事例があった。新型コロナウイ

ルス感染症感染拡大の影響もあり、その十分な検証は行えていないものの、西香川病院 PSW から

リストを参考に直接歯科受診コーディネートを行うことも提案され、作成した認知症対応歯科医

療機関資源マップの活用法に関しては、今後も活用の広がりが期待され継続的に検討する予定で

ある。さらに連携において問題となった点、問題事例等の検証を行い、リストの改編や円滑な連

携を行うために改変を行っていく予定である。 
本モデル事業では、認知症診療を担う地域主要病院である西香川病院、橋本病院を対象に連携

システムを構築した。これらの病院の認知症患者の歯科診療については、今回考案したシステム

は十分機能してないことは否めないが、医科、歯科ともに認知症に関する歯科連携の重要性の認

識が高まったことは間違いない。一方で地域の認知症対応は、認知症専門医療機関を経由せずに

かかりつけ医療機関で対応しているケースも多い。もともと本事業の対象地域では医科歯科連携

が強く、合同懇談会や研修会が定期的に開催されている。今後、本事業をきっかけとして、西香

川病院で構築したシステムを参考に、医師会と歯科医師会と連携して必要に応じてスムーズに歯

科治療が実施できるよう三豊観音寺地区における認知症治療に関する医科歯科連携システムに展
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開すること協議されることが望まれる。また、連携がある程度行えるようになった段階で、既に

地域に実装されている周術期口腔機能管理に関する連携と同様、県歯科医師会主導で県下全体の

連携体制を構築することを模索したい。また香川県は大きく東部、中部、西部に医療圏が分かれ

ているが、その医療圏毎に日本障害者歯科学会や日本老年歯科医学会の認定医のいる総合病院が

存在する。それらの病院に認知症歯科治療連携の後方支援病院となってもらい、周術期口腔機能

管理連携と同様な制度が作れればと考えている。
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5. モデル事例④：長崎県諫早市 
 
認知症への偏見をなくす取り組みに歯科医師が参画し、関係職種の歯科への心理的障壁をなくす取り組

みを行っているケース 

 
(1) 地域の基本情報 

地域 諫早市 
区市町村人口 134,691 人（2023 年 1 月 1 日現在） 
うち 65 歳以上 
高齢者人口 

41,575 人（構成比 30.9％） 
（諫早市住民基本台帳データ令和 5 年 1 月、諫早市ホームページ） 

市内の認知症疾患

医療センター 
JCHO 諫早総合病院（地域型認知症疾患医療センター） 

市内の認知症 
サポート医等数 

もの忘れ相談医等 13 名 
（長崎県ホームページより、令和 4 年 6 月 1 日時点認知症サポート医一覧 
https://www.pref.nagasaki.jp/shared/uploads/2022/07/1656981936.pdf） 

同歯科診療所数 歯科医師会員診療所 50 件（中央地区 22 件、東部地区 6 件、西部地区 10
件、南部地区 7 件、北部地区 5 件）（諫早市歯科医師会ホームページ） 

 
(2) 事例の概要 

諫早市は長崎県のほぼ中央部に位置し、平成 17 年 3 月 1 日、1 市 5 町（諫早市、西彼杵郡多良

見町、北高来郡森山町、同郡飯盛町、同郡高来町及び同郡小長井町）が合併して誕生した市であ

る（図 1、2）。穀倉地帯であり県内の産業拠点にもなっている。 
諫早市で認知症医療介護に関連する多職種の会議体は大きく 5 つの流れがあった。有志によっ

てはじめられたもの、市の事業の発展、医療機関の事業などである、下記ではそれぞれの経過を

簡単に示す。 

 
図 1 引用：諫早市ホームページ市勢要覧 

（https://www.city.isahaya.nagasaki.jp/wp-content/uploads/2013/11/i_map.pdf） 
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図 2 資料：長崎県内認知症疾患医療センター 

(3) 認知症疾患に関する医療介護連携・地域づくりのプロセス

i. 多職種によって行われる取り組み、歯科医師会の参画

① 諫早市在宅ケアサークル

諫早市在宅ケアサークルは、1994 年（平成 6 年）有志で行なっていた活動に地域の医師

会が参画して「諫早市在宅ケアサークル」と名称と改めて活動を行なっている。目的は、在

宅に係る医療と介護関係者の連携推進、在宅ケアの知識や技術の向上で、運営は、地域で医

療、介護に携わる有志による。

現在、分科会も含めると、世話人構成は、行政職員、医師、歯科医、薬剤師、看護師、リ

ハ職、メディカルソーシャルワーカー、ケアマネジャー等さまざまな職種で構成され、地域

の現状を鑑み、講演、研修会を企画し、2 ヶ月に一回の例会、実技も含む勉強会を開催して

いる。2006 年、長崎大学医学部・歯学部病院の摂食嚥下外来の立ち上がりに合わせて、「口

から食べる分科会」が発足し、世話人は看護師、管理栄養士、言語聴覚士、作業療法士、歯

科衛生士、歯科医師等で構成され、年に 4 回の実技を中心とした経口摂取に関する勉強会を

行っている。この会で歯科関係者が参加しやすくなり地域での顔の見える関係が築かれた。 

② 諫早市認知症対策推進会議

諫早市事業の一環として、諫早市地域包括ケア推進課および関連多職種が地域包括ケア

システム構築を目的として実施する会議体である（図 3、4）。事務局は、市の地域包括ケア

推進課（健康福祉センター内）。歯科医師会は 2013 年から委員として参加している。個々

人の情報共有ツールの必要性から、認知症に備えて自分で書き込む「いさはやオレンジ手

帳（図 5）」の作成を開始し（2012 年度）、利用者意見を取り入れ修正するなどして 2013
年度に完成した。行政機関及び介護サービス事業所や医療機関で配布され、また「書き方

講習会」を老人クラブやサロン、市介護予防教室等などで行い普及している。さらにこの

認知症対策推進会議が主体となって、専門職や一般市民向けの認知症多職種協働研修会を

2013 年度より開始した。こうした協働の中で、家族も含めて認知症を発症した人の本人視
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点を重視して情報共有するための「オレンジ連携シート（図 6）」が作成された（2013 年

度）。個々人のケアパスと別に、市の認知症ケアパスは 2014 年から多職種参画で作成を開

始し、さらに地域別認知症ケアパスの追加を 2017 年に行った。また先進地視察、認知症

SOS 模擬訓練、年 2~3 回の会議を開催するほか、住民および医療介護職の話し合いの場

「オレンジにこにこミーティング」を地域ごとに実施し認知症の人を包摂する地域づくり

に取り組んだ。また多職種による地域ケア会議に歯科医師会員は事業として参加するよう

にしている（在宅歯科医療推進事業）。 

 

 

図 3 地域包括ケア推進体制 
 

 

図 4 地域包括ケア推進体制における委員構成 
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図 5 いさはやオレンジ手帳 
 

 

図 6 オレンジ連携シート 

③ 諫早医師会 在宅医療・介護連携支援センター、「かけはしいさはや」 
 諫早市の委託事業（諫早市在宅医療・介護連携支援センター運営事業）として諫早医師

会が受託し、在宅医療・介護連携支援センターを、市の健康福祉センター内（包括と連携

しやすいように包括の隣）に設置している。当センターは、在宅医療介護における連携推

進と専門職教育、普及啓発の機能をもっており、市の在宅医療介護連携推進会議で在宅医

療介護支援センター運営事業の報告が行われる。諫早医師会、諫早市歯科医師会、諫早市

薬剤師会、諫早市在宅ケアサークル（上記①）が協力機関になっており、定期的な在宅歯
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科医療の内容を含む、在宅医療介護に関係した内容の「在宅医療・介護関係者研修会」、住

民向け研修会、お気軽座談会を開催している。かけはしいさはやホームページには、市内

の訪問歯科・障害者歯科協力歯科医療機関リストも公開されており、リンクも順次更新さ

れるようになっている。

④ 県央地域リハビリテーション広域支援センター

県事業として大村市医師会が委託を受け、長崎県県央地域リハビリテーション連絡協議

会（事務局：長崎県県央保健所）と協働し、長崎県県央保健所管内 2 市 3 町における地域

リハビリテーション支援体制を構築し、リハビリテーションに関する研修及び市町、関係

機関、団体等への支援を行っている。リハビリテーション医療機関・施設及び歯科医療機

関より構成され、大村東彼歯科医師会および諫早市歯科医師会内の診療所も参画してい

る。急性期から回復期・維持期の切れ目のないリハビリテーション支援・連携を行うこと

を目的とした県央地域脳卒中地域連携パスも成立させ、リハビリ効果検証に関する勉強会

を重ねた実績もある。長崎県県央地域リハビリテーション連絡協議会において筆者に「口

腔の課題がどんなものか分からない」と問われた事を契機に（2014 年）、県央地域リハビ

リテーション広域支援センター口腔機能向上部と広域支援センター協力施設の協働で作成

したお口のミカタシート（図 7）の作成・公開をしている。

 
 

図 7 お口のミカタシート 
（http://www.nagasaki.med.or.jp/oomura/img/okutinomikata.pdf） 
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⑤ 諫早認知症疾患検討会

JCHO 諫早総合病院認知症疾患医療センターが主催し、1 回に症例検討と講演会、ディ

スカッションを中心として実施している。世話人には複数の医師、薬局薬剤師および歯科

医師（筆者）が名を連ねている。内容は認知症の BPSD や併存する病態の困難例、多職種

連携、家族を含めた生活支援、診断後支援、薬剤活用など多岐にわたり、これまで 30 回の

開催をしている。歯科からは認知症の人に関する歯科との連携に関して講演し、主観的な

本人の訴えに関しては長崎県歯科医師会チェックシート（図 8）の活用、客観的なアセスメ

ントのために前述のお口のミカタシートの活用も勧めた。

図 8 長崎県歯科医師会のお口のチェックシート 
（https://www.nda.or.jp/wp-content/uploads/2018/11/mouthcheck_omote.pdf） 

ii. 歯科医師会に向けた取り組み

① 多職種による様々な会議体に参加困難な会員に対しての普及啓発教育

多職種連携を推進するにあたり、歯科医師・歯科衛生士の認知症に関する知識啓発の必

要性が課題となり、前述の認知症対策推進会議における取組を歯科医師会員にむけて報告

会（2016 年）、諫早市歯科医師会員及び歯科衛生士学校に対し、認知症の人の意思が尊重

され、地域で自分らしく暮らすために歯科ができることに関する研修会（2018 年）を定期

的に実施している。
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② 認知症への偏見をなくす取り組みへの歯科医師会全体の参画推進 
オレンジ手帳の配布事業を歯科医師会で実施していたが、さらにより広く住民に啓発す

るために、諫早市地域包括ケア推進課が普及啓発のために市報に掲載した認知症 4 コマ漫

画といさはやオレンジガイド（簡易版諫早市認知症ケアパス）の配布ラック設置を歯科医

師会員に呼びかけ、歯科医院が配布拠点になっている（2022 年、図 9）。認知症初期症状の

気づき、初期支援だけでなく、認知症の人を包摂する地域づくりの拠点に歯科医院が協力

できる仕組みを模索中である。 

 
図 9 いさはやオレンジガイドの設置イメージ 

 

③ 地域ケア会議への歯科医師・歯科衛生士の積極的な参画の推進 
諫早市歯科医師会の事業として諫早市の 5 包括の個別地域ケア会議に歯科医師の参加が

開始されている。 
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(4) 活動内容・成果

【症例 1】
Y.H.  49 歳男性（若年性アルツハイマー型認知症） 
左下に違和感があるとのこと一人で来院、問診で、うつ病の加療中とのこと、口腔内の精査で

臼歯の動揺が顕著で、保存不可と判断、患者へ抜歯と抜歯後の欠損補綴等を説明の上同意を得た

ため、抜歯を行い帰宅された。

後日、患者家族より連絡があり、患者は若年性アルツハイマー型認知症であること、本人には

告知をしておらず、うつ病と思っておられるとのことだった。

諫早市の「オレンジ連携シート」（図 10）を持参いただき、若年性アルツハイマー病の診断を 
受けていること、医療機関、居宅介護支援事務所等の連絡先を確認、連絡を行った。

当時、MMSE 16 点 ADAS 9.3 点であった。また、患者の現在の生活リズム、できることシ

ート等を確認し、声かけ等が必要であるが、ある程度自立で生活可能であることを確認し、今後

の歯科治療は、本人は、一人で通院され、治療の内容、今後の予定は、家族へ、診療の度、ファ

ックスにて連絡することとなった。治療は、抜歯窩の治癒を待ち、欠損補綴までトラブル無く終

了した。

その後、数年定期検診等で受診され、治療を行っていたが、認知症の症状が進行し、日常生活

では排泄の問題や、口腔では口臭がするとの訴えが多くなり、その度「オレンジ連携シート」に

記載し連携を行っていたが、治療終了後、施設入所し、他界されたとお聞きした。シームレスな

歯科治療を心がけ、もっと、家族へ寄り添ったケアが必要でなかったか？と思える症例であっ

た。

図 10 Y.H氏のオレンジ連携シートの一部 
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【症例 2】 
Y.B. 67 歳女性（アルツハイマー型認知症） 
居宅介護支援専門員より連絡あり、利用者が、義歯を紛失し、義歯を作って欲しいと訴えが

あるとのことであった。情報提供を依頼し、独居で、アルツハイマー型認知症の診断があるこ

と、キーパーソンは遠方の兄とのこと、連絡は携帯電話を使用可能とのことを確認した。

認知症患者の日常生活自立度 Ⅲa （日常生活に支障をきたすような症状・行動や意思疎

通の困難さがみられ、介護を必要とする。日中上記症状が見られる）

障害高齢者の日常生活自立度 J2 （隣近所なら外出する） 
短期記憶障害あり。買い物はできるが、同じものを何個も買う。支払いはできるが、金銭管

理は兄（月一回訪問）が管理している。

横断歩道を渡らなかったり、道路の途中で止まるなど、事故にあう危険性が高くなっている

とのこと。自宅は、当院から 700m 先にあり、途中に横断歩道はないため、地域の皆さんもご

存知で、自宅まで誘導してもらえるとのこと。

治療をお受けし、当院へ受診された。上下顎総義歯で治療は、たとえば、うがいなどその度

に誘導すれば、可能であった。治療の後の請求は、居宅介護支援専門員を通じてキーパーソン

へ請求した。また、治療後は、当院の前、歩道より自宅の方向へ誘導、自宅まで、一人で帰宅

され、携帯電話に連絡し帰宅したこと確認することとした。

治療は順調に終了し、新義歯装着、調整を行ったが、3 週間程度たち、義歯を紛失したとの

ことで、居宅介護支援専門員より連絡あり、認知症の診断があれば、保険診療で再度新製可能

であることを伝えて、再度義歯を新製し装着した（図 11）。 
義歯には、名前を埋め込んであり、居宅介護支援専門員を通じてヘルパー、デイサービス職

員へも管理をお願いした。現在施設に入所されているが、義歯の紛失はないとのことであった。 
独居であっても地域の協力で生活できる患者への歯科治療であった。

図 11 Y.B.氏の名前入りの義歯および治療中の様子 
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(5) 歯科医師会・歯科診療所としての役割・貢献

「認知症の人の意思が尊重され、できるだけ住み慣れた地域で自分らしく暮らし続ける社会の

実現」のためには、認知症の人と家族に対する偏見をなくす取り組みが大切と思われる。

行政主導の諸事業や医療と介護関係者の顔の見える関係づくり、地域住民やボランティアとの

連携など、歯科医師会および地域で開業する歯科医院も一員となって活動することが必要と思わ

れる。その上で、口腔に関する問題に関係する多職種とシームレスに対応できる連携が図れるよ

うに取り組みたい。

(6) 課題と今後の展開

1. 認知症を理解し、偏見をなくす活動に取り組み、関係する多職種や地域住民と連携を行う地

域の歯科診療所は多いとは言えない。歯科医師会として会員へ啓発を図っていきたい。

2. 顔の見える関係作りを試みるも、認知症患者の口腔の問題を関係する多職種が円滑にかかり

つけ歯科医と連携ができているとは言い難く、さらに啓発を図っていきたい。

3. 独居や老老の高齢者住まいの増加が今後も予想されることから、地域住民との連携や地域で

の認知症に対する理解を進めることで、自分らしく活動できる認知症の人とその家族への支

援を歯科からも援助ができる体制を検討したい。

- 235 -



＜補足＞ 
長崎県歯科医師会の取り組み：認知症対応力向上アドバンスコース（長崎県）の紹介 
 
「長崎県歯科医師認知症実践力向上研修会」という名で、歯科医師認知症対応力向上研修
を受講した歯科医師向けにアドバンスコースを実施している。この参加者は行政及び三師会
からの呼びかけで脳外科医師、精神科医師、薬剤師、地域包括支援センター職員も参加して
おり、多職種グループワークになるように配慮している。認知症の医療介護の多職種連携、
多職種による認知症の人の日常生活・社会生活における意思決定支援の教材を用い、グルー
プワークと発表をする等のコースである。近年はWeb開催で行っている。これまで県内複
数の地区で実施している。 
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